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1 初めての Tekla Structures 図面

Tekla Structures 図面を初めて使用する場合は、この記事をお読みください。

次の内容について説明します。

• Tekla Structures 図面に固有の内容と図面に含まれるもの

• 図面を作成する前にすべきこと

• 環境の事前定義された設定を使用して初めてのプロジェクトで図面を作成する
方法

• 図面モードで作成された図面を手動で変更する方法

1.1 Tekla Structures 図面の基本

• Tekla Structures は、図面は 3D モデル構造を 2D で表現するモデルへの入り口で
あり、オブジェクトの寸法やモデル データから派生するその他のマークも表示
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されます。建築オブジェクト、マーク、寸法を含む図面ビューの例を次に示し
ます。

• Tekla Structures では、一般図 (81 ページ)、単品図 (86 ページ)、製品図 (89 ペ
ージ)、キャスト ユニット図 (91 ページ)、マルチ図 (94 ページ)を取得できま
す。

新状態の図面

次の理由により、Tekla Structures 図面は常に 新の状態になります (47 ページ)。

• 図面に表示される建築オブジェクトは、モデル内に作成されたモデル オブジェ
クトとまったく同じです。図面では、建築オブジェクトの表示方法 (970 ペー
ジ)は変更できますが、建築オブジェクトの形状や場所の変更、および建築オブ
ジェクトの削除はできません。建築オブジェクトの変更はすべて、モデルで行
います。

• 図面内のほとんどのオブジェクトは連動 (47 ページ)しており、対応するモデ
ル オブジェクトが変更されると、自動的に更新されます。たとえば、モデル オ
ブジェクトのサイズを変更すると、関連付けられている寸法点が図面内の対応
するオブジェクトと共に移動し、寸法が再計算されて、マークで関連データが
更新されます。図面に手動で加えられた変更は失われません。寸法点が移動し
ない場合、建築オブジェクトに関連付けられていない点に注意してください。

図面オブジェクト、ビュー、図面レイアウト

図面オブジェクトは、図面ビューの内部で整理され、選択した設定に従って選択し
た図面レイアウトに配置されます。

• 図面オブジェクト (60 ページ)には、建築オブジェクト (部材、ボルト、溶接、
角処理、鉄筋、仕上げ材など)、注記オブジェクト (マーク、注記、寸法、テキ
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スト、リンクされたオブジェクト、参照オブジェクトなど)、スケッチ オブジェ
クト (線、四角形、クモ マーク、円など) があります。

これらのオブジェクトはすべて調整できます。

建築オブジェクト、寸法、マーク、テキスト、クモ マークの例を示します。

• 図面ビュー (167 ページ)は、図面への追加対象として選択したモデル内の建築
オブジェクトや建物領域を含むコンテナのような役割を果たします。図面ビュ
ーのサイズは、より多くの内容が収まるように必要に応じて自動的に調整され
ます。図面ビューでは、建築オブジェクトをさまざまに異なる方向 (上面、正
面、背面、下面) から表示したり、断面を表示したりすることができます。ビュ
ー デプスや縮尺などのビュー設定は調整できます。

立面図 (軸組図) と部分詳細ビューがある一般図の例:

初めての Tekla Structures 図面 17 Tekla Structures 図面の基本



2 つのメイン ビューといくつかの部分詳細ビューを備えた、踊り場のある階段
の結合された形状と鉄筋図の例:

1 つのメイン ビューと断面図を備えた、梁の製品図の例:
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• 図面レイアウト (643 ページ)では、以下の内容が定義されます。

• 図面サイズ、図面枠とビューの間の間隔、および図面ビュー間の間隔 (644 ペ
ージ)

• 図面枠と折れ線マーク (644 ページ)

• リビジョン テーブル、表題欄、材質リスト、部品表、および一般的な注記
が含まるテーブル セット (657 ページ)

テーブル内のデータは、モデル データから直接取得されます。テンプレー
ト エディターでテーブルを作成し、図面レイアウトにテーブルを追加して、
レイアウト エディター (644 ページ)でレイアウト設定を調整できます。

以下は、一般的な製作図面レイアウトの例です。
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(1) 図面枠と一番外側のビューの間の余白

(2) ビュー間の間隔

(3) 上面ビュー

(4) 正面ビュー

(5) 断面図 A-A と B-B

(6) 図面枠

(7) キー プラン

(8) 材質リスト

(9) リビジョン テーブル

(10) 図面の表題欄

(11) 折り目マーク

事前定義の図面設定

環境には、さまざまな目的に応じて、複数のレベルで事前定義された図面設定が含
まれています。

初めて図面を作成するときは、図面プロパティ ダイアログ ボックスのリストから
適な事前定義の図面設定ファイルを選択するだけでかまいません。

使用するレイアウトは、図面レベル設定でも定義されることに注意してください。

これらの設定を変更し、後で図面に使用できるように独自の設定ファイルを保存で
きます。

一般図の図面設定のリストの例を次に示します。
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1.2 Tekla Structures での図面作成前の準備

• プロジェクトの任意の段階で図面を作成することができますが、やり直しを
小限に抑えるため、ディテールをできるだけ多く取得し、図面の作成 (98 ペー
ジ)前にナンバリングを終了してください。ナンバリングは、単品図、製品図、
キャスト ユニット図を作成するための前提条件となります。

• モデル内のオブジェクトの分類と名前付けがフィルターに一致することを確認
します。会社の規則に従ってください。

• モデルで、一般図に必要なすべてのビューを作成します。一般図ビューの配置
と内容は、モデル ビューと同じになります。たとえば、立面図 (軸組図) または
床伏図ビューを作成します。2 つの点を使用してモデル ビューで作業領域を調
整し、図面に表示する領域を選択することをお勧めします。

• 一般図で使用するビュー デプスを決定します。初期モデル ビューで目的のビ
ュー デプスを設定して、効率的で透過的なワークフローを実現します。図面で
は、モデル内のビューに定義されたデプスが使用されます。

• 使用する事前定義の設定と図面レイアウト (644 ページ)を決定します。環境で
使用できる適切なデフォルト設定とレイアウトを選択します。

1.3 一般図の作成
初のプロジェクトでは、環境に用意された事前定義の設定を使用して一般図を作

成し、必要に応じて図面モードで図面を手動で変更することをお勧めします。
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1. リボンで、[図面とレポート] タブに移動し、図面のプロパティ --> 一般図 を選
択します。 

• 図面設定リストを開き、必要に合った名前を持つ設定ファイルを選択しま
す。

• 一般設定を確認します。サブダイアログ ボックスで設定を変更した場合、
必ず [OK] をクリックしてください。

• [名前] と [タイトル 1] ～ [タイトル 3] を定義します。

• [レイアウト...] 設定に移動し、必要に応じてレイアウトを別のレイアウ
トに変更します。

• [ビュー...]設定 に移動し、[縮尺] と [ラベル] を選択します。デプスは、
モデル ビューから自動的に取得されます。

• 建築オブジェクト (部材、鉄筋、仕上げ材など) 設定に移動し、表示設
定を変更します。
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• [フィルター...] 設定に移動し、フィルターを作成します。図面に表示す
るオブジェクトを決定し、他のオブジェクトをフィルターで除外しま
す。

次の例では、柱、梁、フーチングのみ表示します。

• [一般図プロパティ] ダイアログ ボックスで [適用] をクリックし、作成
する図面に変更を適用します。また、次のプロジェクトで保存された設
定を使用できるように図面設定を保存します。

2. リボンの [図面とレポート] タブで、 図面の作成 --> 一般図 をクリックします。

3. [一般図作成] ダイアログ ボックスで、モデルでこれまでに作成したビューの
中から図面の作成元のビューを選択します。 

一般図はモデル ビューに基づいているため、適切な床伏図ビューや基準線ビ
ューなどを選択します。

4. 図面を作成するには、[作成] をクリックします。

1.4 一般図の変更
図面モードで、目的の結果を得るために図面を手動で変更します。

1. リボンの [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] をクリックし、先ほど
作成した一般図を選択して開きます。

2. レイアウト、テーブル、表題欄を確認します (ビュー外のすべての内容)。レイ
アウトを変更するには、レイアウト内のテーブルをダブルクリックしてレイア
ウト エディター (644 ページ)を開きます。 
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たとえば、表題欄をダブルクリックします。

3. ビューを確認し、ビュー フレームをダブルクリックしてビュー設定 (902 ペー
ジ)を変更します。マウス ポインターがビュー フレーム内にある場合、ビュー
フレームが表示されます。 

• 縮尺は適切ですか?

• ビュー ラベルは適切ですか?

• ビューには目的の建築オブジェクトが含まれていますか? 含まれていない
場合、オブジェクトの表示設定とフィルターを変更します。

• 建築オブジェクトの表示に満足していますか? そうでない場合、部材、ボ
ルト、仕上げ材、鉄筋などの表示を確認します。

• 終了したら、[変更] をクリックします。また、今後のプロジェクトで使用
できるようにビュー設定を保存します。

4. 必要な部分詳細ビュー (168 ページ)を作成し、2D ライブラリから 2D ディテー
ル (505 ページ)を追加します。ビュー作成コマンドは、図面の [表示] タブに、
2D ディテールはサイド パネルの [図面 2D ライブラリ] にあります。 
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5. ビューの内容を 1 つずつ確認して変更します。 

• ビューの内容を変更し始めたら、ビュー設定を変更してはならない点に注
意してください。

• 線、グラフィックス (346 ページ)、シンボル (323 ページ)、テキスト (313 ペ
ージ)を追加します。これらを追加するためのツールは、[図面] タブと [注
記] タブの図面モード リボンにあります。

• 不要な寸法を削除して、新しい寸法を追加 (200 ページ)し、寸法をダブル
クリックして寸法設定を変更 (252 ページ)します。後で使用できるように
設定を保存します。寸法コマンドは、図面リボンの [寸法] タブにありま
す。
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• 不要なマークを削除 (297 ページ)して、新しいマーク (280 ページ)と鉄筋マ
ークを作成 (282 ページ)し、マークをダブルクリックしてマーク設定を変
更 (292 ページ)し、マークの配置 (338 ページ)または整列 (339 ページ)を行
います。後で使用できるように設定を保存します。関連するコマンドは、
図面リボンの [注記] タブとコンテキスト メニューにあります。

6. ビューを配置したり、すべてのビューをメイン ビューに対して垂直方向また
は水平方向に整列させます。 (188 ページ) 
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[位置調整] コマンドは、図面リボンの [表示] タブ、およびコンテキスト メニ
ューの配置コマンドにあります。

結果に満足したら、他の類似するモデルの内容に使用できるよう図面を複製するた
めの図面複製テンプレート (143 ページ)としてこの図面を使用します。今後のプ
ロジェクトでは、現在のプロジェクトの図面を図面複製テンプレート (142 ページ)
として使用することもできます。

以下は基礎平面図の例です。図面をフルサイズで表示するには、ここを右クリック
して、別のブラウザー ウィンドウで PDF 図面を開くオプションを選択します。

(1) 基準線寸法

(2) 部材マーク

(3) 断面マーク A-A、B-B、C-C

(4) 手動寸法

(5) 断面図 A-A、B-B、C-C
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(6) 鉄筋グループ マーク

(7) 解説図付き鉄筋マーク

(8) エレベーション マーク

(9) リビジョン テーブル

(10) 図面の表題欄テーブル

(11) 図面枠と余白

1.5 プレキャスト製作図の作成
初めてのプロジェクトでは、環境から事前定義の設定を使用してプレキャスト製作
図を作成し、必要に応じて図面モードで図面を手動で変更することをお勧めしま
す。

1. リボンで、[図面とレポート] タブに移動し、図面のプロパティ --> キャストユ
ニット図 を選択します。

2. 図面設定リストを開き、必要に合った名前を持つ設定ファイルを選択します。 

3. [キャストユニット図プロパティ] で全般的な設定を確認して変更します。 

• [名前] と [タイトル 1] ～ [タイトル 3] を定義します。

• [レイアウト] 設定に移動し、必要に応じてレイアウトを別のレイアウトに
変更します。
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• [断面図] に移動し、デフォルトの断面図デプスと断面マークの内容を設定
します。

• [ビューの作成] に移動し、正面ビューなど、作成するメイン ビューを少な
くとも 1 つ定義し、ビューの [ラベル] を入力します。

4. ビュー リストから作成したビューを選択し、[ビュープロパティ] に移動しま
す。ビュー設定 (902 ページ)を変更します。複数のメイン ビューを作成する
場合、各ビューの設定を個別に変更します。 
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• [縮尺] を設定します。

• 建築オブジェクトの設定を変更し、オブジェクトの表示を設定します。

初めてのプロジェクトでは、1 つのコンクリート部材といくつか埋込み材
があることと思います。部材表示を [アウトライン] または [正確] に設定
します。鉄筋を [表示] に、鉄筋表示を [単線、端部塗りつぶし] などに設定
します。また、仕上げ材設定を必ず確認してください。

• [フィルター...] 設定に移動し、フィルターを作成します。図面に表示する
オブジェクトを決定し、他のオブジェクトをフィルターで除外します。

次の例では、埋込み材以外のすべての鉄筋が除外されています。
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• 終了したら、ビュー設定の [保存する] を実行し、[閉じる] をクリックしま
す。

5. [キャストユニット図プロパティ] ダイアログ ボックスで [適用] をクリック
し、作成する図面に変更を適用します。また、次のプロジェクトで保存された
設定を使用できるように図面設定を保存します。

6. オブジェクトを選択します。 

適切な選択スイッチが有効になっていることを確認し、範囲選択を使用してモ
デル全体を選択します。選択フィルターを使用して、オブジェクトを選択する
こともできます。

7. [図面とレポート] タブで、図面の作成 --> キャストユニット図 を選択します。

1.6 プレキャスト製作図の変更
図面モードで、プレキャスト製作図を手動で変更して目的の結果を得ます。

1. リボンの [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] をクリックし、先ほど
作成したプレキャスト製作図を選択して開きます。

2. レイアウト、テーブル、表題欄を確認します (ビュー外のすべての内容)。レイ
アウトを変更するには、レイアウト内のテーブルをダブルクリックしてレイア
ウト エディター (644 ページ)に移動します。 

たとえば、表題欄をダブルクリックします。

3. 作成したメイン ビューの設定を確認し、ビュー フレームをダブルクリックし
てビュー設定 (902 ページ)を変更します。マウス ポインターがビュー フレー
ム内にある場合、ビュー フレームが表示されます。 
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• 縮尺は適切ですか?

• ビュー ラベルは適切ですか?

• ビューには目的の建築オブジェクトが含まれていますか? 含まれていない
場合、オブジェクトの表示設定とフィルターを変更します。

• 建築オブジェクトの表示に満足していますか? そうでない場合、部材、仕
上げ材、鉄筋などの表示を確認します。

• 終了したら、[変更] をクリックします。また、今後のプロジェクトで使用
できるようにビュー設定を保存します。

4. 他のビュー (断面図、部分詳細ビュー) を作成 (168 ページ)し、作成したメイン
ビューと同じようにビュー設定を確認します。また、2D ライブラリから 2D
のディテール (505 ページ)を追加し、DXF ファイル (315 ページ)およびイメー
ジ (315 ページ)へのリンクも追加します。ビューの作成コマンドは、図面の
[表示] タブ、2D のディテールはサイド パネルの [図面 2D ライブラリ]、リン
ク コマンドは [図面] タブにあります。 
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5. ビューの内容を 1 つずつ確認して変更します。 

• ビューの内容を変更し始めたら、ビュー設定を変更してはならない点に注
意してください。

• 線、グラフィックス (346 ページ)、シンボル (323 ページ)、テキスト (313 ペ
ージ)を追加します。これらを追加するためのツールは、図面のリボンの
[図面] タブと [注記] タブにあります。

• 不要な寸法を削除して、新しい寸法を部材 (194 ページ)と鉄筋 (209 ページ)
に追加し、寸法をダブルクリックして部材寸法設定 (252 ページ)と鉄筋寸
法設定 (921 ページ)を変更します。後で使用できるように設定を保存しま
す。寸法コマンドは、図面リボンの [寸法] タブにあります。

• 不要なマークを削除 (297 ページ)して、新しいマーク (280 ページ)、鉄筋マ
ーク (282 ページ)、アソシエート マーク (290 ページ)を作成し、マークを
ダブルクリックしてマーク設定を変更 (292 ページ)し、マークの配置
(338 ページ)または整列 (339 ページ)を行います。後で使用できるように
設定を保存します。関連するコマンドは、図面リボンの [注記] タブとコン
テキスト メニューにあります。
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6. ビューを配置したり、すべてのビューをメイン ビューに対して垂直方向また
は水平方向に整列させます。 (188 ページ) 

[位置調整] コマンドは、図面リボンの [表示] タブ、およびコンテキスト メニ
ューの配置コマンドにあります。

結果に満足したら、この図面を、類似するキャスト ユニットで使用できるように
図面を複製するための図面複製テンプレート (143 ページ)として使用します。今
後のプロジェクトでは、現在のプロジェクトの図面を図面複製テンプレート
(142 ページ)として使用することもできます。

キャスト ユニットの型枠図面の例を次に示します。図面をフルサイズで表示する
には、ここを右クリックして、別のブラウザー ウィンドウで PDF 図面を開くオプ
ションを選択します。
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(1) アソシエート マーク

(2) 自動的に作成された 3D ビュー

(3) シンボル (重心)

(4) 線
(5) テキスト

(6) [図面 2D ライブラリ] またはイメージからの 2D ディテール

(7) 解説図のグラフィック フィールドのある鉄筋加工図

(8) テーブル ヘッダー行、テーブルの内容の行、全鉄筋重量の行、総キャスト ユニ
ット重量の合計行のある材質リスト テーブル

(9) 陰線のあるへこみ

(10) コンクリート部材

(11) 埋込み材/鉄筋

(12) 自動的に作成された [外形寸法]

(13) 自動的に作成されたリセス寸法

(14) 自動的に作成された [フィルター寸法]

(15) 型枠の正面ビュー

(16) 断面マーク A-A

(17) 部材ポリゴン

(18) 寸法注記
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(19) 自動的に作成された断面図 A-A

(20) 解説図付き鉄筋マーク

(21) 鉄筋グループ マーク

(22) 鉄筋

(23) 鉄筋正面ビュー

(24) 鉄筋グループ寸法

(25) 部分詳細マーク

(26) 部分詳細ビュー

(27) 図面の表題欄テーブル

(28) テーブル内の属性 (Tekla Corporation) および固定テキスト (製品名)

(29) リビジョン テーブル

(30) テーブル内のイメージ

(31) 図面枠と余白

1.7 鉄骨製作図の作成
初めてのプロジェクトでは、環境から事前定義の設定を使用して鉄骨製作図を作成
し、必要に応じて図面モードで図面を手動で変更することをお勧めします。以下の
手順は製品図に適用されます。

1. リボンで、[図面とレポート] タブに移動し、図面のプロパティ --> 製品図 を選
択します。
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2. 図面設定リストを開き、必要に合った名前を持つ設定ファイルを選択します。

3. [製品図プロパティ] で全般的な設定を確認して変更します。 

• [名前] と [タイトル 1] ～ [タイトル 3] を定義します。

• [レイアウト] 設定に移動し、必要に応じてレイアウトを別のレイアウトに
変更します。
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• [断面図] に移動し、デフォルトの断面図デプスと断面マークの内容を設定
します。

• [ビューの作成] に移動し、正面ビューなど、作成するメイン ビュー (676 ペ
ージ)を少なくとも 1 つ定義し、ビューの [ラベル] を入力します。また、こ
こでは断面図と端部ビューを作成することもできます。

さらに、すべてのビューに共通のボルトおよび溶接の表示設定 (898 ペー
ジ)を定義します。すべての製作図に共通するユーザー定義情報 (898 ペー
ジ)をチェックして入力します。
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4. ビュー リストから作成したビュー (正面ビューなど) を選択し、[ビュープロパ
ティ] に移動します。ビュー設定 (902 ページ)を変更します。複数のメイン ビ
ューを作成する場合、各ビューの設定を個別に変更します。 
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• [縮尺] を設定します。

• 建築オブジェクト (部材、隣接部材、ボルト、溶接、参照オブジェクト、
基準線など) 設定に移動し、オブジェクトの表示と表現を設定します。

部材の場合、[アウトライン] は通常、メイン ビューに表示される部材に適
しています。[正確] は、ディテール、断面、端部ビューの部材に 適です。
熱間圧延プロファイルなどの実際の輪郭が表示されるためです。溶接の場
合、モデル溶接を表示するかどうか (993 ページ)を定義できます。ボルト
の場合、ボルト孔とボルト軸を表示するのか、実際のボルトを表示するの
か (975 ページ)を定義できます。単純にする場合は、孔の表示を使用しま
す。

• 終了したら、ビュー設定の [保存する] を実行し、[閉じる] をクリックしま
す。

5. [製品図プロパティ] ダイアログ ボックスで [適用] をクリックし、作成する図
面に変更を適用します。また、次のプロジェクトで保存された設定を使用でき
るように図面設定を保存します。

6. オブジェクトを選択します。 

選択フィルターを使用して、オブジェクトを選択できます。製品図を作成する
ときは、製品選択スイッチが有効になっていることを確認します。
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7. リボンの [図面とレポート] タブで、図面の作成 --> 製品図 を選択します。

1.8 鉄骨製作図の変更
図面モードで、鉄骨製作図を手動で変更して目的の結果を得ます。

1. リボンの [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] をクリックし、先ほど
作成した鉄骨製作図を選択して開きます。

2. レイアウト、テーブル、表題欄を確認します (ビュー外のすべての内容)。レイ
アウトを変更するには、レイアウト内のテーブルをダブルクリックしてレイア
ウト エディター (644 ページ)に移動します。 

たとえば、工場材質リストをダブルクリックします。

3. 作成したメイン ビュー (上面、正面、下面、背面) で設定を確認し、ビュー フ
レームをダブルクリックしてビュー設定 (902 ページ)を変更します。マウス
ポインターがビュー フレーム内にある場合、ビュー フレームが表示されます。

• 縮尺は適切ですか?

• ビュー ラベルは適切ですか?

• ビューには目的の建築オブジェクトが含まれていますか? 含まれていない
場合は、オブジェクトの表示設定を変更します。

• 建築オブジェクトの表示に満足していますか? そうでない場合、部材、仕
上げ材、ボルト、溶接などの表示を確認します。

• 終了したら、[変更] をクリックします。また、今後のプロジェクトで使用
できるようにビュー設定を保存します。

4. 他のビュー (断面図、部分詳細ビュー) を作成 (168 ページ)し、作成したメイン
ビューと同じようにビュー設定を確認します。さらに、2D ライブラリから 2D
ディテール (505 ページ)を追加したり、DXF ファイル (315 ページ)へのリンク
を追加したりします。ビューの作成コマンドは、図面の [表示] タブ、サイド
パネルの [図面 2D ライブラリ]、[図面] タブのリンクを追加するためのコマン
ドにあります。 
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5. ビューの内容を 1 つずつ確認して変更します。 

• ビューの内容を変更し始めたら、ビュー設定を変更してはならない点に注
意してください。
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• 線、グラフィックス (346 ページ)、シンボル (323 ページ)、テキスト (313 ペ
ージ)を追加します。これらを追加するためのツールは、[図面] タブと [注
記] タブの図面モード リボンにあります。

• 不要な寸法を削除して、新しい寸法を部材とボルト追加 (194 ページ)し、
寸法をダブルクリックして寸法設定を変更 (252 ページ)します。後で使用
できるように設定を保存します。寸法コマンドは、図面リボンの [寸法] タ
ブにあります。

• 不要なマークを削除 (297 ページ)して、新しいマークを作成 (280 ページ)
し、マークをダブルクリックしてマークの設定を変更 (292 ページ)し、マ
ークの配置 (338 ページ)または整列 (339 ページ)を行います。また、手動断
面マーク (287 ページ)を追加します。後で使用できるように設定を保存し
ます。関連するコマンドは、図面リボンの [注記] タブとコンテキスト メニ
ューにあります。
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6. ビューを配置したり、すべてのビューをメイン ビューに対して垂直方向また
は水平方向に整列させます。 (188 ページ) 

[位置調整] コマンドは、図面リボンの [表示] タブ、およびコンテキスト メニ
ューの配置コマンドにあります。

結果に満足したら、この図面を、類似する製品で使用できるように図面を複製する
ための図面複製テンプレート (143 ページ)として使用します。今後のプロジェク
トでは、現在のプロジェクトの図面を図面複製テンプレート (142 ページ)として使
用することもできます。

柱製品図の例を次に示します。図面をフルサイズで表示するには、ここを右クリッ
クして、別のブラウザー ウィンドウで PDF 図面を開くオプションを選択します。
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(1) 製品をモデルに配置する際の基準線を示す基準線位置テーブル

(2) 自動的に作成された断面 A-A、手動マーク、および寸法

(3) モデル溶接マーク

(4) 部材マーク

(5) 断面マーク A-A、B-B、C-C

(6) 正面ビュー

(7) ボルト マーク

(8) ボルト

(9) 柱 C/54

(10) 柱の輪郭

(11) 手動断面マーク C-C (断面図なし)。この識別子は、断面図のある C-C 断面とこ
の断面が同一であることを示す C-C です。

(12) 自動的に作成された断面 C-C、手動マーク、および寸法

(13) 上面ビュー

(14) 他の部材で隠れているボルト、プレート、マーク

(15) 図面枠と余白

(16) リビジョン テーブル

(17) 図面の表題欄

(18) 図面内のメイン部材の総数を示す付記テーブル

(19) 材質リスト テーブル
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(20) 寸法: ほとんどの寸法は自動 [統合寸法] です。断面図寸法は手動です。

(21):自動的に作成された断面 B-B、手動マーク、および寸法
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2 Tekla Structures の図面

Tekla Structures 図面には、図面を効率的に作成および管理するのに役立つさまざま
な機能やツールがあります。

図面の主な機能

• モデルは図面の唯一の情報ソースです。図面は、単にモデルのもう 1 つのビュ
ーであり、通常は 2D ビューで表されます。

• 一元化された [マスター図面カタログ] を使用して、高速かつ効率的に、管理さ
れた方法で図面を作成することができます。

• レイアウト、ビュー、寸法、マーク、建築オブジェクトの事前定義の設定を使
用して、工場での単品図と製品図、および選択した部材のキャスト ユニット図
を自動的に作成する機能。ビュー プロパティは、図面の作成前にビューごとに
別個に定義されます。

• 選択したビューの一般図やアンカー プランを自動的に作成する機能。

• 図面オブジェクトはモデル オブジェクトに関連付けられており、モデルを変更
すると更新されます。

• 一部のプロパティを変更すると、図面の再作成が必要になります。

• 同一の部材、キャスト ユニット、または製品がモデルに複数存在する場合は、
Tekla Structures により図面が 1 つだけ作成されます。

• 図面プロパティは、図面タイプと求められる結果に応じて、図面レベル、ビュ
ー レベル、オブジェクト レベルの 3 つのレベルで変更できます。

• 図面は 3 つの主要な要素タイプで構成されます。図面レイアウト、図面ビュー、
および図面オブジェクトです。図面に含める要素は図面を作成する前に選択で
きます。また、既存の図面にオブジェクトを追加、変更、削除することもでき
ます。

• 図面のプレビューを確認し、PDF、プリンター、またはプロットファイルに図
面を出力できます。

• 図面リビジョンを管理し、図面を出図、ロック、およびフリーズすることがで
きます。

• 対話形式の編集ツールを使用して、寸法、各種スケッチ オブジェクト、マー
ク、メモ、テキスト、シンボル、イメージ、およびリンクを図面に追加するこ
とができます。
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モデルへの図面の統合

Tekla Structures では、図面はモデルに統合されます。図面は、3D 構造を 2D 形式で
表したモデルのウィンドウです。図面に表示される建築オブジェクトは、モデル内
に作成したモデル オブジェクトです。図面では、建築オブジェクトの表示方法は
変更できますが、建築オブジェクトの形状や場所の変更、および建築オブジェクト
の削除はできません。建築オブジェクトの変更はすべて、モデルで行います。たと
えば、図面が常に 新の状態であり、図面の寸法とマークが常に正確に表示される
のはこのためです。フィルター ツールを使用して図面内の部材とボルトを除外し
たり、それらを隠して非表示にしたりすることはできます。

図面は、プロジェクトの各段階で作成できます。単品図、製品図、およびキャスト
ユニット図を作成するには、モデルがナンバリングされている必要があるため、図
面を作成する前にナンバリングを計画して実行する必要があります。ナンバリン
グの詳細については、「」を参照してください。

モデルを変更した場合、関連する図面の更新が必要であることを示す通知が Tekla
Structures の [ドキュメント管理] に表示されます。 新でない図面を開くことはで
きません。モデルの更新の詳細については、「モデル変更時の図面の更新 (567 ペー
ジ)」を参照してください。

図面とモデルの連動

Tekla Structures 図面はモデルと連動しています。図面内のオブジェクトはモデル
オブジェクトにリンクされています。つまり、対応するモデル オブジェクトが変
更されると、図面内のほとんどのオブジェクトが自動的に更新されます。たとえ
ば、モデル オブジェクトのサイズが変更されると、図面内の対応するオブジェク
トで寸法点が移動し、寸法が再計算されます。図面に手動で加えられた変更は失わ
れません。これは、すべての図面タイプに当てはまります。

Tekla Structures でモデル内の変更内容を反映して自動更新される図面オブジェク
トは、以下のとおりです。

• 部材

• マーク

• 寸法

• 溶接

• ビュー

• 断面マーク

• 部分詳細マーク

• アソシエート マーク

• ラインおよびその他の図形

• テーブル

図面に対して手動で行った変更のうち、Tekla Structures により維持されるのは以下
の変更です。

• オブジェクトの基準点の変更。たとえば、オブジェクトを新しい位置にドラッ
グする操作などです。
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• オブジェクトのプロパティ変更。たとえば、色、フォント、ラインのタイプな
どの変更です。

関連付けに関連する詳細設定については、以下を参照してください。

XS_ASSOCIATIVE_CHANGE_HIGHLIGHT_SIZE

XS_ASSOCIATIVE_CHANGE_HIGHLIGHT_SYMBOL

XS_HIGHLIGHT_ASSOCIATIVE_DIMENSION_CHANGES

アソシエート シンボル

図面では、自動更新される図面オブジェクトがアソシエート シンボルで示されま
す。アソシエート シンボルが表示されるのは、寸法などの図面オブジェクトに対
してだけです。

有効な関連付けのないオブジェクトには、ゴースト アソシエート シンボルと疑問
符が付けられます。図面オブジェクトを選択していない場合でも、これらのシンボ
ルは常に表示されます。これにより、注意が必要なオブジェクトを見つけやすくな
ります。

アソシエート シンボルは、印刷した図面には表示されません。
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ヒン
ト

図面ビューでアソシエート シンボルを非表示にするには、[ファイル] メニ
ューで、[設定] をクリックし、[アソシエートシンボル] チェック ボックス
をオンにするか、キーボードの Shift+A キーを押します。

図面に関する詳細情報

これを 下記の詳細情報のリンクをクリック

図面モードで使用可能なコントロール
を確認する

Tekla Structures の作図モード (50 ペー
ジ)

図面を更新する必要がある場合にどう
なるか確認する

図面の更新方法 (62 ページ)

どこで図面プロパティおよび順序を変
更できるか確認する

図面プロパティの設定と変更のさまざ
まなレベル (63 ページ)

図面を更新する必要がある場合を確認
する

図面の再作成 (80 ページ)

図面の構成要素を確認する 図面オブジェクト、ビュー、レイアウト
(60 ページ)

使用可能な各種図面タイプを確認し、そ
れらを作成するさまざまな方法を学習
する

Tekla Structures での図面の作成 (96 ペ
ージ)

複製によって図面を作成し、複製が も
適した状況を確認する

図面の複製 (140 ページ)

[ドキュメント管理] で検索およびフィ
ルター機能を使用して必要な図面を探
し、目的の図面を選択して開く

ドキュメント管理 (546 ページ)

図面を手動で編集する: オブジェクトの
追加、プロパティの変更など

図面の編集 (154 ページ)

モデルの変更に合わせた図面の更新、図
面のロック、図面のフリーズ、図面の出
図、図面の改訂、および図面の削除を行
う

図面の管理 (545 ページ)

図面を PDF ファイルとして出力する、
プリンター/プロッターで印刷できるよ
うにプロット ファイル (.plt) として保存
する、または選択したプリンターで印刷
する

図面の印刷 (593 ページ)

自動図面設定を設定および変更する 自動図面設定の定義 (638 ページ)
使用可能な図面プロパティと設定を確
認する

図面設定の参考資料 (894 ページ)
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2.1 Tekla Structures の作図モード

Tekla Structures で図面を開くと作画モードが起動されます。モデリング モードの
リボンとタブが、作画モードのリボンとタブに変わります。モデル ビューは背景
の画面上に残ります。図面を保存して閉じる (157 ページ)図面を閉じると、自動的
にモデリング モードに戻ります。

次のイメージは、図面ウィンドウにおけるコントロールの位置を示しています。

(1) [ファイル] メニューには、作図モードで使用できるコマンドが含まれています。

(2) リボンとタブの大部分は、作図モードでのみ使用できるコマンドです。モデリ
ング モードと共通のコマンドもあります。

(3) [クイック起動] では、図面関連のコマンドを検索できます。

(4) サイド パネルからは、[アプリケーションとコンポーネント] カタログの図面で
使用できるマクロと他のアプリケーションにアクセスできます。図面の [2D ライ
ブラリ] もサイド パネルにあります。

(5) 選択スイッチを使用すると、選択可能なオブジェクトの数を減らすことができ
ます。

(6) スナップ スイッチは、スナップおよび選択できる点を制御します。
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図面内でのスナップ
図面でも、モデルと同じ方法で特定の位置にスナップできます。 図面オブジェク
トを配置するときや、スケッチを行うときに、直交角度にスナップすることもでき
ます。 自由スナップでは、ズームすればするほど、正確な位置にスナップするこ
とができます。 距離と方向を指定して図面スケッチ オブジェクトを配置すること
もできます。

空白行にはスナップできないことに注意してください。

図面のスナップ スイッチとスナップ対象設定

図面スナップ スイッチのリストと詳細については、「スナップ スイッチを利用した
点へのスナップ」を参照してください。.

スナップ対象設定の詳細については、「Snap settings」を参照してください。

図面で直交点にスナップする
[直交] ツールを使用すると、図面で も近い直交点にスナップすることができま
す。[図面スナップ対象設定] で直交角度を指定できます。直交スナップは、アソシ
エート マークを同じ向きに配置したり、ポリゴンを特定の角度でスケッチしたり
する必要がある場合に便利です。事前定義された直交角度を使用するか、カスタム
角度を指定することができます。

1. 直交スナップを有効にするには、[ファイル] メニューで、[ 設定 ] をクリック
して、[ 直交 ] チェック ボックスをオンにします。 

デフォルトでは、キーボード ショートカットは O です。

2. 図面を開き、[ファイル] メニューで 設定 --> スナップ対象設定 をクリックし
ます。 

同じスナップ設定をモデルでも利用できますが、これらの設定は図面には影響
しないことに注意してください。

3. 次のいずれかまたは両方の方法を使用して、スナップ角度を設定します。 

• アングル間隔:[アングル間隔] の横にあるチェック ボックスをオンにし、事
前定義された角度を選択します。10, 15, 30, 45, 90.

• カスタム アングル:[カスタム アングル] の横にあるチェック ボックスをオ
ンにし、スナップするカスタム角度を、12.5 や 17.5 というように定義しま
す。
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4. [ 名前を付けて保存 ] ボックスに一意の名前を入力し、[ 名前を付けて保存] を
クリックすることで、さまざまなスナップ設定を保存することができます。 

これらの設定は、モデル フォルダーの下の \attributes フォルダーに保存

されます。

5. クリックして新しい設定を保存および適用します。

以下の例では、引出し線付きのテキストが部材に対して 60 度の角度で追加されて
います。

次に、同じ角度を使用して新しいテキストを追加します。
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自由スナップ

図面の自由スナップ  は、図面のズームレベルに基づいています。 ズームすれ
ばするほど、正確にスケッチすることができます。 たとえば、ズームすると、正
確な長さの四角形をより簡単に作成できます。 ズーム レベルによってスナップの
間隔は、1 から 1000 まで (1/16 インチから 5 インチ) まで変化します。 寸法に従い
ながら、スケッチすることができます。

指定した距離にスケッチ オブジェクトを配置する
指定した距離および方向にスナップし、その位置にスケッチ オブジェクトを配置
できます。[数値位置の入力] ダイアログ ボックスで距離の座標を指定できます。
以下では、1 本の線を追加します。

1. [図面] タブで、[ライン] をクリックして線ツールを有効にします。 

2. Ctrl キーを押したまま、原点をピックします。 

3. 線の始点を配置する方向をポイントします。 
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ここでは、ボルト群を 30mm 右側に移動する必要があります。線はボルト群の
新しい位置を示すようになります。

4. 距離の入力を開始します。たとえば、「30」と入力します。 

[数値位置の入力] ダイアログ ボックスが表示されます。

5. 距離を入力したら、[ OK] をクリックします。 Tekla Structures 線の始点が示さ
れます。 

6. 線の終点をピックします。 
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7. 距離が正しいことを確認するには、寸法を作成します。 

図面でのズームとパン
図面のコンテキスト メニューにあるズーム コマンドを使用すると、特定の領域に
焦点を絞ったり、視点を引いてより広い領域を表示することができます。マウス、
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キーボード ショートカット、または [クイック起動] を使用することもできます。
図面をパン (移動) することもできます。

ヒ
ン
ト

詳細設定 XS_USE_SMART_PAN を試します。図面での 適化されたズーム
およびパンを有効にするには、この詳細設定を TRUE に設定します。多数の

グラフィックを含む重い図面をパンまたはズームするときに、スマート パン
を有効にすると、画面全体が描画されず、縁端が空になり、ズームとパンが
高速になります。デフォルトの設定は FALSE です。 適化を使用すると、チ

ェッカーボードに不必要な影響が及ぶことがあるためです。

注 図面でディテール レベルが下がるポイントは、Tekla Structures バージョン
2020 から設定されていました。つまり、図面でズームアウトすると、以前よ
りも早くディテールが下がります。結果として、全体的なズームとパンはより
スムーズになりますが、一部の図面のコンテンツが簡略化され、特定の範囲を
ズーム アウトすると省略される場合もあります。大量のコンテンツを含む大
きな図面では、この影響を簡単に確認できます。

ディテール レベルの変更が及ぼす影響:

• 陰線: 描画されません

• 非常に短い線: 描画されません

• ハッチング: 点のクモマークとして描画されます

• テキスト: 行に置き換えられます

ズームインおよびズームアウト

さまざまなツールを使用して、図面をズームインまたはズームアウトできます。デ
フォルトでは、マウス ポインターの位置がズームの中心になります。

これを 実行するには

ズームイン 以下のいずれかの操作を行います。

• マウス ホイールを奥側に回す。

• キーボードの Page Up キーを押しま
す。

• 図面を右クリックして、ズーム -->
ズームイン を選択します。次に、ビ
ュー内でズームする位置をクリック
します。

• [クイック起動] に移動し、「ズームイ
ン」と入力してリストからコマンド
を選択します。
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これを 実行するには

ズームアウト 以下のいずれかの操作を行います。

• マウス ホイールを手前側に回しま
す。

• キーボードの PageDown キーを押し
ます。

• 図面を右クリックして、ズーム -->
ズームアウト を選択します。次に、
ビュー内でズームアウトする位置を
クリックします。

• [クイック起動] に移動し、「ズームア
ウト」と入力してリストからコマン
ドを選択します。

選択したオブジェクトにズーム 1. 図面でオブジェクトを選択します。

複数のオブジェクトを選択するに
は、Ctrl キーを押しながら選択し
ます。

2. 右クリックして ズーム --> 選択部
材にズーム を選択します。

[クイック起動] に移動し、「選択部材に
ズーム」と入力してリストからコマンド
を選択することもできます。

[選択部材にズーム] は、図面ビューの内
側と外側で選択した図面オブジェクト
で機能します。選択されたビューでも
機能します。

[選択部材にズーム] は、テンプレートで
も機能します。

元のズーム レベルの復元 以下のいずれかの操作を行います。

• 図面を右クリックして、ズーム -->
作業領域：全体にズーム を選択しま
す。

• キーボードの Home キーを押しま
す。

• [クイック起動] に移動し、「作業領
域：全体にズーム」と入力してリス
トからコマンドを選択します。

以前のズーム レベルに戻す 以下のいずれかの操作を行います。

• 図面を右クリックして、ズーム -->
ズームを 1 つ前に戻す を選択しま
す。
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これを 実行するには

• キーボードの End キーを押します。

• [クイック起動] に移動し、「ズームを
1 つ前に戻す」と入力してリストか
らコマンドを選択します。

ズーム ウィンドウの作成 1. 図面を右クリックして、ズーム -->
ズームウィンドウ作成 を選択しま
す。

2. ズーム ウィンドウの開始点となる
コーナーをクリックし、次にドラッ
グしてウィンドウのサイズを決め
ます。

[クイック起動] に移動し、「ズームウィ
ンドウ作成」と入力してリストからコマ
ンドを選択することもできます。

図面でパン

これを 実行するには

パンを有効にする 以下のいずれかの操作を行います。

• キーボードの P キーを押します。

• [クイック起動] に移動し、「ウィンド
ウをパン」と入力してリストからコ
マンドを選択します。

開いている図面で、[ウィンドウをパン]
コマンドを実行すると図面全体が移動
します。ポインターが手の形に変わり
ます。マウスをクリックしてドラッグ
すると、ウィンドウ内の任意の場所に図
面が移動します。

• パン操作を無効にするには、Esc キ
ーを押します。

マウスの中ボタンによるパンを有効に
する

以下のいずれかの操作を行います。

• ファイル --> 設定 --> マウスの中ボ
タンによるパン を選択します。

• キーボードの Shift + M キーを押し
ます。

• [クイック起動] に移動し、「マウスの
中ボタンによるパンの切替え」と入
力してリストからコマンドを選択し
ます。
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これを 実行するには

マウスの中ボタンによるパンが有効に
なっている場合、テキスト「ウィンドウ
をパン」が Tekla Structures ウィンドウの
下部に表示されます。マウスの中ボタ
ンを押したまま、ウィンドウ内の任意の
位置に図面をドラッグします。

• マウスの中ボタンパンを無効にする
には、[マウスの中ボタンによるパ
ン] チェック ボックスをオフにする
か、Shift + M キーをもう一度押しま
す。

2.2 図面オブジェクト、ビュー、レイアウト

図面オブジェクトは、図面ビューの内部で整理され、選択した設定に従って選択し
た図面レイアウトに配置されます。

図面オブジェクト

図面にはいくつかの種類のオブジェクトを含めることができます。オブジェクト
には、モデルから取得され、実際の建物に存在する予定の、またはその建物に密接
に関連する予定のものを表すオブジェクトがあります。また、図面のみに関連する
情報を表したり、モデル内の情報に特別な情報を追加したりするオブジェクトもあ
ります。図面に含めることができるオブジェクト タイプは次のとおりです。

• 建築オブジェクト (368 ページ): 部材、ボルト、溶接、角処理、鉄筋、仕上げ材
など。

• 連動的な注記オブジェクト (270 ページ): 寸法、マーク、アソシエートマーク。

• 独立した注記オブジェクト (270 ページ): モデルにリンクされないオブジェク
ト: テキスト、.rtf ファイル、シンボル、リンク、ハイパーリンク、DWG/DXF
ファイル、参照モデル。これらのオブジェクトは連動する点がある場合、つま
り建築オブジェクトに関連付けられている場合に連動します。

• スケッチオブジェクト (345 ページ): 各種スケッチ ツールを使用して作成され
るグラフィック オブジェクト。これらのオブジェクトは、図面の部材 (クモ マ
ーク、線、四角形など) をハイライトするのに使用できます。これらのオブジェ
クトは連動する点がある場合、つまり建築オブジェクトに関連付けられている
場合に連動します。
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(1) スケッチ オブジェクト: クモ マークと四角形

(2) 寸法

(3) マーク、アソシエート マーク

(4) 建築オブジェクト

図面ビューと図面レイアウト

• 図面ビュー (167 ページ)は、モデル全体、モデルの一部、またはモデル内の個
別の部材を対象として表示するビューです。ビューでは、建築オブジェクトを
さまざまに異なる方向 (上面、正面、背面、下面) から表示したり、断面を表示
したりすることができます。図面ビューは、図面に対象として追加したモデル
内の建築オブジェクトや建物領域を含むコンテナのような役割を果たします。

• 図面レイアウト (643 ページ)は、図面サイズ、図面ビューの余白、図面ビュー
間のスペース、各種テーブル (リビジョン テーブル、表題欄、材質リスト、キ
ー プラン、DWG 参照、部品表、図面枠と折り目マークなど) を含むテーブル セ
ットを定義します。テーブル内のデータは、モデル データから取得されます。
Tekla Structures にはさまざまな定義済みレイアウトがあり、独自のレイアウト
を作成することもできます。選択した図面レイアウトと図面サイズに応じて、
さまざまなテーブルを図面に含めることができます。

工場図面の図面レイアウトとビューの例を以下に示します。
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(1) 部材の上面ビュー。ここでは、[ビューの作成] パネルで上面ビューを含める
(676 ページ)ように選択しました。

(2) 部材の正面ビュー。ここでは、[ビューの作成] パネルで正面ビューを含める
(676 ページ)ように選択しました。

(3) 材質リスト。これは図面レイアウト (644 ページ)で定義されています。

(4) 図面の表題欄。これは図面レイアウト (644 ページ)で定義されています。

2.3 図面の更新方法
モデルを変更したときは、関連する図面を更新する必要があります。更新が必要な
場合、Tekla Structures によって更新と通知の処理が行われます。

警
告

新しいバージョンの Tekla Structures を使用して古いバージョンで作成した図面を更
新すると、問題が発生することがあります。古いバージョンで作成中の図面は、その
バージョンを使用して完成させるか、新しいバージョンの Tekla Structures を使用して
再作成することをお勧めします。

以下の変更を行った場合、図面の更新が必要になります。

• モデルオブジェクト形状の変更。

• モデルオブジェクトプロパティ(材料やクラスなど)の変更。

• モデルオブジェクトの追加または削除。
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• 同一モデルオブジェクトの数の変更。

Tekla Structures では、モデルをナンバリングするたびに、図面が自動的に更新され
ます。モデルをナンバリングしていない場合、図面を作成するときにナンバリング
を求められます。また、モデルを変更した後、図面を開くために [ドキュメント管
理] に移動すると、Tekla Structures によって 新でない図面にマークが付けられて
います。その図面を開くには、図面を更新する必要があります。

モデルに変更を加えた場合は、一般図を開くときにその変更内容が反映されて、常
に 新の状態で表示されます。 一般図を更新するために、モデルに番号を付ける
必要はありません。

図面の更新方法、どのような場合に再作成が必要になるか、および図面のナンバリ
ング方法の詳細については、以下の各リンクをクリックしてください。

モデル変更時の図面の更新 (567 ページ)

図面の再作成 (80 ページ)

2.4 図面プロパティの設定と変更のさまざまなレベル
Tekla Structures で、必要とされる変更の永続性や範囲に応じて、図面および図面プ
ロパティをさまざまなレベルで設定したり、変更したりできます。図面、ビュー、
オブジェクトの各レベルで図面を変更できます。

単品図、製品図、キャスト ユニット図

• 上位レベルでは、図面レベルで図面プロパティを定義できます。

• [図面のプロパティ] で定義する図面固有のプロパティは、図面全体に適用さ
れます (図面のユーザー定義情報、部分詳細ビューの開始番号/文字、図面固
有の断面図設定、一部の図面固有のビュー属性、図面タイトルおよび図面レ
イアウトの設定)。

• 図面レベルでは、作成するビューを選択し、選択したビューの [ビュープロ
パティ] に移動することで、ビュー、寸法内容、保護設定、建築オブジェク
ト、マーク設定をビューごとに個別に設定することもできます。たとえば、
上面ビューではすべてのマークの枠が青色になり、正面ビューにはモデルの
溶接マークが表示されるように定義できます。作成しているビューに必要
なビュー プロパティを接続できるようにするには、[ビュープロパティ] で
ビュー レベルのプロパティ ファイルを保存することが非常に重要です。

• 図面レベル プロパティは、図面を作成する前に変更することも、作成した
図面内で変更することもできます。

• 単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の図面プロパティは、ビュー レベ
ルでも変更することができます。

• 開いている図面でビュー フレームをダブルクリックすると、[ビュープロパ
ティ] が開きます。
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• オブジェクト プロパティを変更します。変更は開いている図面で選択した
ビューにのみ反映されます。

• 選択したビューに表示された特定のタイプのすべてのオブジェクトで、オブ
ジェクト プロパティが変更されます。たとえばマーク線の色を変更した場
合、選択したビューのすべてのマークで、マーク線が変更されます。

• 終的に、図面プロパティはオブジェクト レベルで変更することもできます。

• 開いている図面でオブジェクトをダブルクリックすると、オブジェクト固有
のプロパティが開きます。

• 選択したオブジェクトのプロパティだけが変更されます。複数のオブジェ
クトを変更して、それらすべてのプロパティを変更できます。

• プロパティをオブジェクト レベルで変更すると、そのプロパティは高いレ
ベルでの変更による影響を受けなくなります。

一般図

• 上位レベルでは、図面レベルの [図面のプロパティ] およびそのサブダイアロ
グ ボックスで一般図プロパティを変更できます。

• この方法では、図面内のすべての建築オブジェクト、保護領域、マーク、寸
法、およびビューのプロパティを一度に変更できます。たとえば、すべての
マークに青色の枠を付けるよう指定できます。

• 図面プロパティは、図面を作成する前に変更することも、作成した図面内で
変更することもできます。

• その図面のすべてのビューとオブジェクトで、オブジェクト プロパティが
変更されます。ただし、図面作成後に作成した新しいビューを除きます。

• 一般図プロパティは、ビュー レベルで変更することもできます。

• 開いている図面でビュー フレームをダブルクリックすると、[ビュープロパ
ティ] が開きます。

• 変更は開いている図面で選択したビューにのみ反映されます。

• 選択したビューに表示された特定のタイプのすべてのオブジェクトで、オブ
ジェクト プロパティが変更されます。たとえばマーク線の色を変更した場
合、選択したビューのすべてのマークで、マーク線が変更されます。

• 終的に、図面プロパティはオブジェクト レベルで変更することもできます。

• 開いている図面でオブジェクトをダブルクリックすると、オブジェクト固有
のプロパティが開きます。

• 選択したオブジェクトのプロパティだけが変更されます。

• プロパティをオブジェクト レベルで変更すると、そのプロパティは高いレ
ベルでの変更による影響を受けなくなります。

詳細なオブジェクト レベル プロパティ

オブジェクト プロパティ設定を保存し、その設定を、図面フィルターまたはビュ
ー フィルターおよび図面オブジェクト タイプと組み合わせて、詳細なオブジェク
ト レベル設定にすることで、オブジェクト レベル プロパティを図面レベルおよび
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ビュー レベルで適用することもできます。図面レベルの詳細なオブジェクト レベ
ル プロパティは、一般図でのみ使用できる点に注意してください。オブジェクト
レベル設定は強力なツールです。図面の作成に同じプロパティ ファイルを使用
し、図面を作成する前に特定のプロパティ (鉄筋の色やマーク枠の形状など) をす
ばやく変更できます。オブジェクト レベル設定は、ビュー プロパティおよび図面
プロパティのプロパティ設定よりも優先されます。オブジェクト レベル設定がビ
ュー レベルで定義されていない場合は、図面レベルで適用されたオブジェクト レ
ベル設定の変更がビュー レベルに継承されます。オブジェクト レベル設定をビュ
ー レベルで適用すると、その設定で図面レベルの設定が上書きされます。

推奨ワークフロー

作業の順序として、上位から下位方向、つまり図面レベルから始めて 後にオブジ
ェクト レベルの作業を行うことが推奨されます。

1. 図面プロパティと自動図面ビュー プロパティは、できる限り希望に近い設定
にしてください。そのためには、まず図面レベルでこの設定を行います。

2. 次に、ビュー レベルで変更する必要がある内容を変更します。

3. 後に、さらにクリーンアップが必要な場合は、個々のオブジェクト レベル
で変更を加えることができます。

図面レベルで加えた変更は、モデルの変更のために図面を再作成した場合に維持さ
れます。

ビュー レベルでプロパティを変更したら、図面レベルのプロパティに移動して図
面のプロパティを変更しないでください。あるレベルで設定を変更した後、上のレ
ベルで同じ設定を変更すると、一部の設定については変更が無効になる場合があり
ます。

一般図のワークフローの例

次の図は、一般図の 3 つのプロパティ レベルの概念を示しています。例として枠
の色とマークの形状を使用しています。

1. 図面レベルでは、図面全体のマーク枠の色と形状を変更します。変更はビュー
レベルとオブジェクト レベルに反映されます。
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2. 選択されたビューのマーク枠の色と形状を変更します。変更は選択されたビ
ューにのみ反映されます。図面全体でプロパティが変更されるわけではあり
ません。

一部のビューのマーク枠の色と形状をビュー レベルで変更した後に、それら
を図面レベルで変更すると、図面レベルの変更によってすべてのビューのビュ
ー レベルの変更が上書きされます。ビュー設定の動作は異なります: ビュー
設定は上書きされません。たとえば、個々のビューに設定しているビュー縮尺
は維持されます。

3. 選択したマークのマーク枠の色と形状を変更します。これらのプロパティは
他の場所では変更されません。ビュー レベルまたは図面レベルでマーク枠の
色と形状を変更しようとしても、個別に変更したマークのプロパティは変更さ
れません。

詳細を確認するには、以下のリンクをクリックしてください。

図面作成前の自動図面プロパティの設定 (66 ページ)

既存の図面の図面プロパティの変更 (68 ページ)

ビューレベルの図面プロパティの変更 (67 ページ)

図面オブジェクトプロパティを変更します。 (69 ページ)

詳細なオブジェクト レベル設定 (70 ページ)

Tekla Structures が図面作成時に図面プロパティを適用する方法 (79 ページ)

図面の再作成 (80 ページ)

図面作成前の自動図面プロパティの設定
Tekla Structures では、図面タイプごとに個別に定義された自動図面プロパティを使
用して図面が作成されます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 可能であれば、上部にあるリストからプロパティファイルを選択して、必要に
も合う図面プロパティを読み込みます。 

一般図プロパティで、[読み込み(L)] をクリックする必要があります。

3. 図面のタイプに応じて、次のいずれかを行います。 

単品図、製品図、キャストユニット図

a. 図面プロパティ オプション ツリーのさまざまなプロパティを調べ、必要
に応じて値を調整します。

オプションの設定を変更すると、そのオプションの横のチェックボックス
が自動的に選択されます。

b. 後で使用するためにプロパティを保存するには、[保存する] ボックスでそ
のプロパティに一意の名前を付けて [保存する] をクリックします。名前
にはスペースや特殊文字を含めることはできません。
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c. ビュー レベル設定 (ビュー、寸法、フィルター、保護領域、マーク、オブ
ジェクト) を調整するには、[ビューの作成] をクリックし、目的のビュー
とビュー プロパティ ファイルをクリックして [ビュープロパティ] をク
リックします。

d. 必要に応じて、選択したビューのプロパティを調整します。

e. 後で使用するために部材プロパティなどのプロパティを保存するには、
[保存する] ボックスでそのプロパティに一意の名前を付けて [保存する]
をクリックします。名前にはスペースや特殊文字を含めることはできま
せん。

f. 完了したら、[保存する] で [ビュープロパティ] をクリックし、プロパテ
ィをビュー プロパティ ファイルに保存します。

g. [OK] で [ビュープロパティ] をクリックして、図面プロパティに戻りま
す。

一般図

a. 下部のオン/オフスイッチ  をクリックしてすべてのチェックボ
ックスをオフにし、変更するオプションのチェックボックスだけをオンに
します。

b. 図面プロパティダイアログボックス内の各種プロパティを必要に応じて
変更します。

c. プロパティを変更した各サブダイアログ ボックスで [OK] をクリックし、
変更を保存して図面プロパティに戻ります。

d. 後で使用するために部材プロパティなどのプロパティを保存するには、
[名前を付けて保存] ボックスでそのプロパティに一意の名前を付けて [名
前を付けて保存] をクリックします。名前にはスペースや特殊文字を含
めることはできません。

4. [OK] をクリックしてプロパティを保存します。 

別の図面プロパティファイルに変更内容を保存する場合、新しい名前を入力し
ます。

プロパティ ファイル名にはスペースを含めないでください。スペースが含ま
れていると、問題が生じる可能性があります。たとえば、[マスター図面カタ
ログ] でルールセットに図面プロパティ ファイルを使用する場合に、プロパテ
ィ ファイル名にスペースが含まれていると図面は作成されません。

一般図プロパティで、[名前を付けて保存] をクリックします。

これで、セットアップした図面プロパティファイルを使用して図面を作成できま
す。

ビューレベルの図面プロパティの変更
図面を作成した後、ビューレベルの図面プロパティを変更できます。 単品図、製
品図、キャストユニット図のプロパティのほとんどは、自動図面プロパティで図面

Tekla Structures の図面 67 図面プロパティの設定と変更のさまざまなレベル



が作成される前に図面ビューごとに別個に指定されます。 一般図には、自動ビュ
ープロパティはありません。ビュープロパティは、開いている図面でのみ変更でき
ます。

ビュープロパティで加えた変更は、変更対象として選択したビューのみに適用され
ます。

ビュー プロパティとその値のリストについては、「図面のビュープロパティ (902 ペ
ージ)」を参照してください。

1. 図面を開きます。

2. 図面ビュー枠をダブルクリックして、図面ビュープロパティダイアログボック
スを開きます。

3. オプションツリーのチェックボックスは、デフォルトではオフになっていま
す。 たとえば、プロパティを開いてパネルでオプションを選択すると、オプ
ションツリーのオプションの横にあるチェックボックスに Tekla Structures に
よりチェックマークが付けられます。

4. 必要な変更を加えます。

5. 変更の準備ができたら、[変更] をクリックします。

ビューは、図面ビュープロパティに加えた変更に従って変更されます。

注 変更内容によっては、図面の再作成が必要になります。詳細については、「図面の再作
成 (80 ページ)」を参照してください。

参照項目

既存の図面の図面プロパティの変更 (68 ページ)

既存の図面の図面プロパティの変更
図面を作成して確認した後、図面プロパティの内容が十分ではない場合、作成した
図面で自動図面プロパティを変更できます。

1. 図面を開きます。

2. 図面の背景をダブルクリックします。

3. 図面のタイプに応じて、次のいずれかを行います。 

単品図、製品図、キャストユニット図

a. 図面プロパティ オプション ツリーのさまざまなオプションを調べ、必要
に応じて値を調整します。

オプションの設定を変更すると、そのオプションの横のチェックボックス
が自動的に選択されます。

b. ビュー レベル設定 (ビュー、寸法、フィルター、保護領域、マーク、オブ
ジェクト) を調整するには、[ビューの作成] をクリックし、目的のビュー
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とビュー プロパティ ファイルをクリックして [ビュープロパティ] をク
リックします。

c. 必要に応じてビューのプロパティを調整します。

d. 完了したら、[保存する] で [ビュープロパティ] をクリックし、プロパテ
ィをビュー プロパティ ファイルに保存します。

e. [OK] で [ビュープロパティ] をクリックして、図面プロパティに戻りま
す。

一般図

a. ダイアログボックス下部のオン/オフスイッチ  をクリックして
すべてのチェックボックスをオフにし、変更するオプションのチェックボ
ックスだけをオンにします。

b. 図面プロパティダイアログボックス内の各種オプションを必要に応じて
変更します。

c. プロパティを変更した各サブダイアログ ボックスで [OK] をクリックし、
変更を保存して図面プロパティに戻ります。

4. [変更] をクリックします。 

図面は、図面プロパティに加えた変更に従って変更されます。

注 変更内容によっては、図面の再作成が必要になります。詳細については、「図面の再作
成 (80 ページ)」を参照してください。

ヒン
ト

また、[ドキュメント管理] からいくつかの図面のプロパティを選択し、右クリック
して [プロパティ] を選択することで、それらのプロパティを変更することもでき
ます。

参照項目

ビューレベルの図面プロパティの変更 (67 ページ)

図面作成前の自動図面プロパティの設定 (66 ページ)

図面オブジェクトプロパティを変更します。
図面内のオブジェクトのプロパティ(部材、寸法、マーク、ボルト、溶接など)を変
更し、後で使用できるようにオブジェクトプロパティファイルを保存できます。

1. 図面を開きます。

2. 変更するオブジェクトをダブルクリックします。 

たとえば、部材またはボルトか、鉄筋をダブルクリックします。

3. 目的のプロパティを変更します。
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4. プロパティ ファイルの新しい名前を入力して、ファイルを保存します。 

プロパティ ファイル名にはスペースや特殊文字を含めることはできません。

5. オブジェクトの変更を適用するには、[変更] をクリックします。

これで、新しいオブジェクトプロパティファイルが作成されました。他の図面オブ
ジェクト(この場合は部材)に、このファイルのプロパティを読み込むことができま
す。また、フィルター付きのオブジェクトプロパティファイルを使用して、詳細な
オブジェクトレベル設定を適用することもできます。

参照項目

保存された図面オブジェクトプロパティの読み込み (70 ページ)

保存された図面オブジェクトプロパティの読み込み
保存されたオブジェクトプロパティを読み込むことで、既存の図面内のオブジェク
トプロパティ(部材の色など)を変更できます。

1. 図面を開きます。

2. 変更する図面オブジェクトをダブルクリックします。たとえば、部材をダブル
クリックします。

3. [読み込み] ボタンの隣にあるリストから目的のオブジェクト プロパティ ファ
イルを選択し、[読み込み] をクリックします。 

4. [変更] をクリックします。

読み込まれたオブジェクトプロパティファイル内の設定に従って、Tekla Structures
により図面オブジェクトが変更されます。

参照項目

図面オブジェクトプロパティを変更します。 (69 ページ)

詳細なオブジェクト レベル設定
自動図面マークとオブジェクトのプロパティを定義するのに加えて、図面でマーク
および建築オブジェクトの特別な表示を設定して、これらの詳細なオブジェクト
レベル設定を特定の目的で使用できます。たとえば、特定の一般図のすべての柱が
特定の色で表示され、他のすべての一般図ではデフォルトの部材の色で表示される
ように定義することができます。
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詳細なオブジェクト レベル設定を作成するには、まず部材プロパティおよびフィ
ルターを定義する必要があります。たとえば、部材プロパティで、部材の色を青色
に設定し、プロパティを保存します。

詳細なオブジェクト レベル設定を作成するには、次のものが必要です。

• 設定を適用するオブジェクトを選択するフィルター

• オブジェクトに適用するオブジェクト プロパティ

一般図での詳細なオブジェクト レベル設定の作成

一般図の図面レベルでの詳細なオブジェクト レベル設定を作成するには、次のよ
うにします。

1. [図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. [部材] をクリックし、必要なオブジェクト表示設定を定義する部材プロパティ
を作成します。

3. 部材プロパティを保存するために、[名前を付けて保存] ボタンの横にあるボッ
クスに一意の名前を入力して、ボタンをクリックします。

4. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

5. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [フィルター] をクリックし、特別な表
示を設定するオブジェクトを選択する図面フィルターを作成します。 

例えば、柱を選択するフィルターを作成します。

6. 名前を入力してフィルターを保存し、[名前を付けて保存] をクリックします。

7. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

8. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [設定の編集...] をクリックします。

9. [一般図のオブジェクトレベル設定] ダイアログ ボックスで、[行の追加] をクリ
ックし、使用するフィルター、図面オブジェクト タイプ、および使用する図
面オブジェクト プロパティを選択します。 
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この操作により、フィルター、オブジェクトタイプ、およびオブジェクトプロ
パティ設定を組み合わせて、詳細なオブジェクトレベル設定を作成します。

詳細なオブジェクトレベル設定には複数の行を追加できます。

10. オブジェクト レベル設定の名前を入力し、[名前を付けて保存] を使用して保
存します。 

名前にはスペースや特殊文字を含めることはできません。

11. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

これで、図面に適用する新しい詳細なオブジェクト レベル設定が作成されました。

例: 一般図の図面レベルでの詳細なオブジェクト レベル設定の適用

これを行う前に、梁、柱、ブレースの図面オブジェクト プロパティが異なる色に
なるように作成され、一意の名前で部材プロパティ ダイアログ ボックスに保存さ
れます。図面オブジェクト プロパティの作成の詳細については、上記の手順を参
照してください。

まず、一般図でフィルターを作成し、次に詳細なオブジェクト レベル設定を設定
ファイルとして保存して、 後にこの新しい詳細なオブジェクト レベル設定を図
面レベルで適用します。

この例では、モデリング フィルターと同じように、モデルに定義された部材名が
フィルターにより使用されます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [フィルター] をクリックします。

3. 柱、梁、およびブレースに [部材] - [名前] によるフィルターを作成し、[名前を
付けて保存] を使用して、ts_column、ts_beam、ts_brace などの異なる

名前で設定を保存します。 
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4. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。 

目的の部品を選択するために必要なフィルターの作成が終了しました。

5. [一般図プロパティ] ダイアログ ボックスで、[設定の編集...] をクリックしま
す。 

6. [図面のオブジェクトレベル設定] ダイアログ ボックスで、使用するフィルタ
ー、図面オブジェクト タイプ、および使用する図面オブジェクト プロパティ
を選択します。

a. [行の追加] をクリックして、[モデルオブジェクト（図面ビューフィルタ
ー）] として ts_column を、[図面オブジェクトタイプ] として [部材] を、

[使用された設定] として柱を選択します。

b. [行の追加] をクリックして、[モデルオブジェクト（図面ビューフィルタ
ー）] として ts_beam を、[図面オブジェクトタイプ] として [部材] を、[使
用された設定] として梁を選択します。

c. [行の追加] をクリックして、[モデルオブジェクト（図面ビューフィルタ
ー）] として ts_brace を、[図面オブジェクトタイプ] として [部材] を、

[使用された設定] としてブレースを選択します。

7. [名前を付けて保存] を使用して、詳細なオブジェクト レベル設定を gatype1
として保存します。 
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同じ詳細なオブジェクトレベル設定を、他の一般図プロパティとともに使用で
きます。新しいオブジェクトレベル設定を作成する必要はありません。

8. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

9. 作成された一般図を開き、図面の背景をダブルクリックして図面プロパティを
開きます。

10. [設定の編集...] をクリックします。

11. 作成したオブジェクト レベル設定 (この例では gatype1) を読み込み、[読み

込み] をクリックします。

12. [OK]をクリックします。

13. [OK] をクリックします。

14. [詳細なオブジェクトレベル設定の使用] が [はい] に設定されていることを確
認します。

15. 図面に変更を適用するには、[変更] をクリックします。

16. [オブジェクトレベル設定が変更されました.] メッセージ ボックスで [はい] を
クリックして、オブジェクト レベルの変更の詳細を確認します。
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注 [ビューのオブジェクトレベル設定] ダイアログ ボックスで行が赤で表示される場合、
[使用された設定] で定義されたオブジェクト プロパティ ファイル、または [モデルオ
ブジェクト（図面ビューフィルター）] で定義されたフィルター ファイルのいずれかが
現在のモデル フォルダの \attributes フォルダに含まれていません。以下の例を

参照してください。

キャスト ユニット図での詳細なオブジェクト レベル設定の作成

詳細なオブジェクト レベル設定を作成する前に、部材プロパティおよび必要なフ
ィルターを作成します。たとえば、鉄筋プロパティで、色を赤色に設定し、プロパ
ティを保存します。単品図および製品図と同じ方法で詳細なオブジェクト レベル
設定を作成します。

ビュー レベルで詳細なオブジェクト レベル設定を作成するには、次のようにしま
す。

1. [図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ --> キャストユニット図 ] をクリ
ックします。

2. [ビューの作成] をクリックし、[ビュープロパティ] ボタンをクリックします。

3. オプション ツリーの [部材] をクリックし、必要なオブジェクト表示設定を定
義する部材プロパティを作成します。

4. 部材プロパティを保存するために、[保存する] ボタンの横にあるボックスに一
意の名前を入力して、ボタンをクリックします。

5. オプション ツリーで [フィルター] をクリックし、特別な表示を設定するオブ
ジェクトを選択するビュー フィルターを作成します。 
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たとえば、クラス 100 と 101 の鉄筋を選択するフィルターを作成します。

6. 上部のボックスに名前を入力し、[保存する] をクリックしてフィルターを保存
します。

7. オプション ツリーで [ビュープロパティ] をクリックし、[設定の編集...] をクリ
ックします。

8. [ビューのオブジェクトレベル設定] ダイアログ ボックスで、[行の追加] をクリ
ックし、使用するフィルター、図面オブジェクト タイプ、および使用する図
面オブジェクト プロパティを選択します。 

この操作により、フィルター、オブジェクトタイプ、およびオブジェクトプロ
パティ設定を組み合わせて、詳細なオブジェクトレベル設定を作成します。

複数の行を追加できます。

9. 詳細なオブジェクト レベル設定に名前 (ここでは「class_100」) を付け、[名
前を付けて保存] を使用して保存します。 

名前にはスペースや特殊文字を含めることはできません。
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10. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

これで、図面に適用する新しい詳細なオブジェクト レベル設定が作成されました。

例: キャスト ユニット図でのビュー レベルでの詳細なオブジェクト レベル
設定の適用
この例では、キャスト ユニット図の吊りアンカーに詳細なオブジェクト レベル設
定が設定されます。

これを行う前に、異なる色が使用されるように、吊りアンカーの図面オブジェクト
プロパティが作成されます。図面オブジェクト プロパティの作成の詳細について
は、上記の手順を参照してください。

まず、キャスト ユニット図の表示フィルターを作成し、次に詳細なオブジェクト
レベル設定を設定ファイルに保存して、 後に新しい詳細なオブジェクト レベル
設定をビューに適用します。

1. [図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ --> キャストユニット図 ] をクリ
ックします。

2. [ビューの作成] をクリックし、[ビュープロパティ] ボタンをクリックします。

3. オプション ツリーで [フィルター] をクリックします。 

4. [鉄筋] - [クラス] によるフィルターを作成し、値「100 101」を入力します。 

5. フィルターを「class100filter」という名前で保存し、[保存する] をクリ

ックします。 

これで、鉄筋を選択するのに必要なフィルターが作成されました。

6. オプション ツリーで [ビュープロパティ] をクリックし、[設定の編集...] をクリ
ックします。 

7. [ビューのオブジェクトレベル設定] ダイアログ ボックスで、使用するフィル
ター、図面オブジェクト タイプ、および使用する図面オブジェクト プロパテ
ィを選択します。
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a. [行の追加] をクリックし、以下の値を定義します。 

モデルオブジェクト（図面ビューフィルター）:class100filter
図面オブジェクトタイプ:鉄筋

使用された設定:class100
8. [名前を付けて保存] を使用して、詳細なオブジェクト レベル設定を

class_100 として保存します。 

同じ詳細なオブジェクトレベル設定を、他のキャストユニット図プロパティと
ともに使用できます。新しいオブジェクトレベル設定を作成する必要はあり
ません。

9. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

10. 吊りアンカーを含むキャストユニット図を作成して、図面を開きます。

11. ビュー フレームをダブルクリックして、[ビュープロパティ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

12. [設定の編集...] をクリックします。

13. 作成したオブジェクト レベル設定 (この例では class_100) を読み込み、[読
み込み] をクリックします。

14. [OK] をクリックします。

15. [詳細なオブジェクトレベル設定の使用] が [はい] に設定されていることを確
認します。

16. ビューに変更を適用するには、[変更] をクリックします。

17. [オブジェクトレベル設定が変更されました.] メッセージ ボックスで [はい] を
クリックして、オブジェクト レベルの変更の詳細を確認します。 
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吊りアンカーが異なる色(赤)になります。

注 [オブジェクト レベル設定] ダイアログ ボックスで行が赤で表示される場合、[使用さ
れた設定] ボックスで定義されたオブジェクト プロパティ ファイル、または [モデル
オブジェクト (図面フィルター)] ボックスで定義されたフィルター ファイルのいずれ
かが現在のモデル フォルダの \attributes フォルダに含まれていません。以下の

例を参照してください。

Tekla Structures が図面作成時に図面プロパティを適用する方法
Tekla Structures では、図面タイプごとに定義されたプロパティに従って図面が生成
されます。 目的のプロパティは、図面の作成前に定義します。 作成する図面に
Tekla Structures がプロパティを接続する方法は、選択する図面作成方法によって異
なります。

• 保存された設定を使用して、[マスター図面カタログ] で図面を作成する場合、
Tekla Structures は選択された保存された設定ファイルに定義されたプロパティ
を使用します。[マスター図面カタログ] の保存された設定ファイルは、各種図
面プロパティ ダイアログ ボックスで保存する図面プロパティ ファイルと同じ
です。

• ルール セットを使用して、[マスター図面カタログ] で図面を作成する場合、
Tekla Structures は、保存された設定ファイルで定義されたプロパティまたはル
ール セットで使用されている図面複製テンプレートに従って図面を作成しま
す。

• 図面複製テンプレートを使用して、[マスター図面カタログ] で図面を作成する
場合、Tekla Structures は図面複製テンプレートとして使用する図面に定義され
たプロパティを使用して図面を作成します。この場合、複製テンプレートに手
動で加えた変更も反映されます。

• [図面の作成] メニュー ボタン コマンドを使用して [図面とレポート] タブから
図面を作成する場合、Tekla Structures は現在の図面プロパティを使用して図面
を作成します。

参照項目

自動図面設定の定義 (638 ページ)

マスター図面カタログでの図面の作成 (106 ページ)

Tekla Structures の図面 79 図面プロパティの設定と変更のさまざまなレベル



Tekla Structures での図面の作成 (96 ページ)

一般図の作成 (98 ページ)

単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成 (100 ページ)

図面の再作成
図面設定の一部を変更すると、図面を再作成する必要があります。[変更] をクリッ
クした場合のみ、変更が適用され、図面が再作成されます。

図面の再作成に影響する設定

[ビューの作成] パネルでは、次の設定を変更できます。

• 座標系

• X 軸まわり

• Y 軸まわり

• Z 軸まわり

• 平面展開

• 折梁展開

• [表示] リストに追加された新しいビュー。

上記の設定の少なくとも 1 つを変更した場合、[図面の再作成] オプションが自動的
に [はい] に設定され、[変更] をクリックすると図面が再作成されます。[図面の再
作成] を手動で [はい] に設定した場合も、図面が再作成されます。[ビューの作成]
設定が変更されて図面が再作成されると、警告メッセージが表示されます。

[断面図] パネルでは、次の設定を変更できます。

• デプス

• 断面図結合の有効範囲

• 左端

• 中間

• 右端

上記の設定の少なくとも 1 つを変更した場合、[変更] をクリックすると Tekla
Structures により図面が自動的に再作成され、警告メッセージは表示されません。

作成されたビューのうち 1 つのビュープロパティのみを変更する場合、次のように
します。

• 変更されたプロパティが、作成されたすべてのビューの同じファイルに保存さ
れている場合、1 つのビューのプロパティを変更するには [図面の再作成] を [は
い] に設定する必要があります。

• 変更されたプロパティが、作成された他のビューには使用されていない別個の
ファイルに保存されており、[表示] リストで変更されたビューにそのファイル
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が選択されている場合、[変更] をクリックしても図面は再作成されずに更新さ
れるだけです。

図面の自動更新および再作成の防止
図面の更新と再作成を防止する方法はいくつかあります。

• 図面ビューで更新しない連動するオブジェクトが含まれる図面をフリーズしま
す。建築オブジェクト (部材、ボルト、溶接など) は、フリーズされた図面でも
必ず更新されます。フリーズの詳細については、「図面のフリーズ (570 ペー
ジ)」を参照してください。

• 更新しない図面をロックします。ロックに関する詳細については、「図面のロッ
ク (569 ページ)」を参照してください。

• 変更されていない図面を更新すると、図面は再作成されます。編集した図面が
保存されていない場合、または [ドキュメント管理] の [出図] 機能を使用して図
面が出図されていない場合、図面は自動的に再作成されます。変更されていな
い図面の再作成を制御するには、詳細設定 
XS_RECREATE_UNMODIFIED_DRAWINGS を使用します。

• Tekla Structures で、モデル変更時に図面が自動更新されないようにするには、
詳細設定を FALSEに設定します。

2.5 図面タイプ

必要に応じて、さまざまなタイプの図面を Tekla Structures で作成できます。

詳細情報のリンク:

• 一般図 (81 ページ)

• 単品図 (86 ページ)

• 製品図 (89 ページ)

• キャスト ユニット図 (91 ページ)

• マルチ図 (94 ページ)

一般図
一般図は、プロジェクトの一般配置の構造要素を理解するために必要な情報を記録
する、契約ドキュメントです。一般図は、BIM ワークフローの中で、1 つ以上のモ
デル ビューから、関連するスケジュールと共にプロジェクト タイトル シート上に
作成されます。この図面の形式は、顧問の構造技術者が法務部門、公共企業体、設
計部門、財務部門、施工部門に構造を確実に伝えるために、 も一般的に使用され
ます。
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一般図では、 適な方向からモデルが表示されます。たとえば、平面図 (伏図) で
は、建物や階の 上部から地面を見下ろしていることになります。立面図 (軸組図)
では、基準線に沿うようにして、建物の一方の側面から見ていることになります。
一般図には多くの場合、複雑な領域や細部の拡大ビューと、承認プロセスや設置フ
ェーズ時に役立つその他の情報が含まれています。

一般図は、次のような場合に作成します。

• モデル全体またはモデルの一部などの情報を含む複数のビューを 1 つの図面上
で表現する必要がある場合

• 平面図 (基礎伏図、床伏図、デッキ割付図、およびアンカー プラン)

• 立面図 (軸組図)

• 3D ビューを含めたモデル ビューから情報を取得する必要がある場合

一般図は、以下のようにリボンまたはポップアップ メニュー コマンドを使用して
作成できます。

一般図の作成 (98 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した一般図の作成
(113 ページ)

保存された設定を使用したアンカー プランの作成 (113 ページ)

一般図プロパティの詳細については、「一般図プロパティ (895 ページ)」を参照し
てください。

一般図の例

基礎平面図:
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床伏図:

梁伏図:
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デッキ割付図:

軸組図:
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アイソメトリック図:

アンカー プラン:
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単品図
単品図は、1 つの部材 (通常は未溶接) の製作情報を示す工場図面です。単品図に
は、小さめの用紙サイズ (A4 やインペリアル標準サイズ 8.5" x 11.5" など) を使用す
るのが一般的です。

単品図は、リボンまたはポップアップ メニュー コマンドを使用して作成できます。
詳細情報のリンク:

単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成 (100 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の
作成 (122 ページ)

自動図面作成を作成する (101 ページ)

単品図プロパティの詳細については、「単品図プロパティ (898 ページ)」を参照し
てください。

単品図の例

アンカー ボルトを表す単品図:
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埋込み材を表す単品図:

プレートを表す単品図 (3 つの例):
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製品図
製品図は、通常、1 つの製品の製作情報を示す工場図面です。ほとんどの場合、製
品はメイン部材と複数の副部材から構成されます。副部材はメイン部材に溶接ま
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たはボルト留めされます。製品図には、単品図より大きめの用紙サイズ (A3 やイン
ペリアル標準サイズ 11" x 17" など) を使用するのが一般的です。

製品図は、リボンまたはコンテキスト メニュー コマンドを使用して作成できます。
詳細情報のリンク:

単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成 (100 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の
作成 (122 ページ)

自動図面作成を作成する (101 ページ)

製品図プロパティの詳細については、「製品図プロパティ (898 ページ)」を参照し
てください。

製品図の例

梁の製品図:

階段の製品図:
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レールの製品図:

キャスト ユニット図
キャスト ユニット図は、コンクリート設計および製造で使用される寸法、型枠、
または配筋図面です。キャスト ユニット図では、鋳込み埋込み材、面取り、ハー

Tekla Structures の図面 91 図面タイプ



ド断熱材、およびソフト断熱材が表示されます。現場打ちのコンクリート構造を示
すキャスト ユニット図には、大きい用紙サイズ (A1 やインペリアル標準サイズ 24"
x 36" など) を使用するのが一般的です。工場製作されるプレキャスト構造を示す
図面には、小さめの用紙サイズ (A3 やインペリアル標準サイズ 11" x 17" など) を使
用するのが一般的です。

コンクリート部材および鋳込み埋込み材 (キャスト ユニットに追加する鋼製部材
または製品) についてのみ、キャスト ユニット図を作成できます。キャスト ユニッ
ト図では、鋼製部材のボルトと溶接も表示できます。キャスト ユニット内部にカ
ットがあっても、キャスト ユニットの体積と重量に関する情報は正確に維持され
ます。

ナンバリングや連続配置コンクリートなどの一部の機能はキャスト ユニット種別
がベースとなっている部分があるため、モデルの部材プロパティ ([現場打ち] また
は [プレキャスト]) で適切なキャスト ユニット種別を設定することが非常に重要
です。[RC 詳細設計] 構成では、現場打ちキャスト ユニットのキャスト ユニット図
のみを作成できます。

キャスト ユニット図は、リボンまたはポップアップ メニュー コマンドを使用して
作成できます。詳細については、リンクをクリックしてください。

単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成 (100 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の
作成 (122 ページ)

キャスト ユニット図のプロパティの詳細については、「キャスト ユニット図のプロ
パティ (898 ページ)」を参照してください。

自動図面作成を作成する (101 ページ)

キャスト ユニット図の例

逆 T 梁の結合された形状と鉄筋図:
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梁のハンチやプレートを使用していない外部柱の接合方式と鉄筋図:

踊り場のある階段の結合された形状と鉄筋図。
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マルチ図
マルチ図は、複数の単品図または製品図を 1 つの用紙に集めた工場図面です。マル
チ図には、大きい用紙サイズ (A1 やインペリアル標準サイズ 24" x 36" など) を使用
するのが一般的です。

マルチ図は、以下のような場合に作成します。

• 1 枚の用紙に複数の製品を配置する

• 大きい用紙に複数の単品図を集める

以下は複数の製品を含むマルチ図の例です。
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参照項目

マルチ図の作成 (104 ページ)

Tekla Structures の図面 95 図面タイプ



3 Tekla Structures での図面の作成

図面の作成は、作成に使用する方法に関係なく、常に図面プロパティに基づいて行
われます。 適な図面設定を慎重に計画して実装することは非常に重要です。図
面は、1 つずつ作成したり、グループで作成したりすることができます。すべての
図面を自動的に作成することもできます。

以下の中から、 もニーズに適した方法を選択します。

• リボンとポップアップ メニューのコマンドを使用して図面を作成する。
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• [マスター図面カタログ] でさまざまなマスター図面タイプを使用して図面を作
成する。ルール セットの使用は、異なるタイプの複数の図面を一度に作成す
る、高度に自動化されたプロセスです。

• 現在のモデルまたは図面複製テンプレート モデル内の図面複製テンプレート
に基づいて図面を複製する。[マスター図面カタログ] や [ドキュメント管理] で
図面を複製することもできます。

• 前述のすべての方法に詳細オブジェクト レベル設定を適用することで、自動化
レベルをさらに上げることができます。自動化のレベルが大きくなると、手動
で変更する必要性が減少します。自動化設定は、可能な限り効率的なものにな
るように特別な努力を払うことをお勧めします。

詳細情報のリンク:

• 図面タイプ (81 ページ)

• 図面を作成する前にすべきこと (98 ページ)

• 一般図の作成 (98 ページ)

• 単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成 (100 ページ)

• マルチ図の作成 (104 ページ)

• マスター図面カタログでの図面の作成 (106 ページ)

• 図面の複製 (140 ページ)
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• 詳細なオブジェクト レベル設定 (70 ページ)

3.1 図面を作成する前にすべきこと

Tekla Structures で図面を作成または複製する前に、以下の作業が必要になる場合が
あります。

• 製品、単品、キャスト ユニット、およびマルチ図については、モデルをナンバ
リング する必要があります。モデルを変更した場合、ナンバリングを更新する
必要があります。ナンバリングにより、Tekla Structures で正しいオブジェクト
が正しい図面に結び付けられるようになります。モデル上でナンバリングを実
行せずに図面を作成しようとすると、Tekla Structures でナンバリングを促す指
示が表示されます。モデルをナンバリングすると、一般図に部材マークも表示
することができます。ナンバリング前、部材マークが一般図のマークに含まれ
ている場合は、疑問符 (?) として表示されます。

• ディテールが正しいことを確認します。

• 各種部材のテスト図面を作成して、事前定義の図面プロパティおよびビュー プ
ロパティ、レイアウト、ルール セット、または図面複製テンプレートが実際の
ニーズに合っているかどうかを確認することをお勧めします。

• 図面プロパティおよびビュー プロパティ、レイアウト、またはルール セットを
変更し、将来の使用のために、変更した設定を保存することをお勧めします。

• 図面を図面複製テンプレートとして使用する場合、その目的に必要なすべての
要素が図面に含まれていることを確認します。

参照項目

マスター図面カタログでの図面の作成 (106 ページ)

一般図の作成 (98 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

自動図面設定の定義 (638 ページ)

マルチ図の作成 (104 ページ)

3.2 一般図の作成
一般図を作成する場合、まず も似ている事前定義プロパティを図面プロパティで
読み込んでから、必要に応じてプロパティを変更し、図面を作成します。

一般図を作成する前に、必要なモデル ビューを作成し、それらのビューが図面で
希望どおりに表示されることを確認します。図面ビューの配置と内容は、選択した
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モデル ビューと同じになります。2 つの点を使用してモデル ビューで作業領域を
調整し、一般図に表示する領域を選択することをお勧めします。

1. 必要なモデル ビューを作成します。 

作成したビューで、3D ビューと平面ビューを切り替える場合は、Ctrl + P キ
ーを押します。

2. [図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

3. 上部のリストから適切な事前定義の図面プロパティ (保存された設定) を選択
し、[読み込み(L)] をクリックします。 

図面を作成するときには、事前定義されたプロパティを必ず読み込みます。図
面プロパティを変更する必要がある場合は、プロパティ ファイルの新しい変
更を必要に応じて保存します。

4. 必要に応じて図面プロパティを変更します。また、必要に応じて、オブジェク
ト レベル設定を適用します。

5. [適用] または [OK] をクリックします。

6. [図面とレポート] タブで [ 図面の作成 --> 一般図 ] をクリックします。 

別の方法として、モデルからモデル ビューを選択し (選択したビューは黄色の
フレームになります)、右クリックして [一般図の作成...] を選択することもで
きます。

7. ビューを選択していない場合は、表示されたリストからビューを選択します。 

Shift キーまたは Ctrl キーを使用すると、複数のビューを選択できます。

8. [オプション] リストで、選択したビューごとに 1 つの図面を作成するか、選択
したすべてのビューを 1 つの図面に追加するかを選択します。 

[空の図面] を選択すると、空の図面を作成し、後で図面ビューを追加できま
す。図面ビューを別の図面にコピー、移動、リンクする方法の詳細について
は、「図面ビューのコピー、移動、リンク (177 ページ)」を参照してください。

9. 作成した図面を開く場合は、[図面を開く] を選択します。

10. [作成] をクリックします。

Tekla Structures によって図面が作成され、[ドキュメント管理] に追加されます。こ
れで、図面を開いて、図面プロパティを変更することもできるようになります。

参照項目

自動図面設定の定義 (638 ページ)

一般図 (81 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した一般図の作成
(113 ページ)

一般図プロパティ (895 ページ)

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)
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3.3 単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成
単品図、製品図、またはキャスト ユニット図を作成する場合、まず も似ている
事前定義プロパティを図面プロパティで読み込んでから、必要に応じてプロパティ
を変更し、図面を作成します。環境にはいくつかの定義済みプロパティがあり、デ
フォルト環境にもいくつかがあります。

キャスト ユニット図の場合、ナンバリングなどの一部の機能はキャスト ユニット
種別に基づいているため、必ず適切なキャスト ユニット種別を使用してください。
キャスト ユニットには、モデル内の "キャスト ユニット種別" 部材プロパティ設定
があります。このプロパティを [現場打ち] または [プレキャスト] のいずれかに設
定します。[RC 詳細設計] 構成では、現場打ちキャスト ユニットのキャスト ユニッ
ト図のみを作成できます。

図面を作成するには、次のようにします。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで、適切な事前定義の図面プロパティ (保
存された設定) を読み込みます。 

図面を作成するときには、事前定義されたプロパティを必ず読み込みます。図
面プロパティを変更する必要がある場合は、今後も使用できるように、変更を
新しいプロパティ ファイルに保存します。

キャスト ユニット図の場合、必要な [キャストユニット定義方法] が含まれる
プロパティ ファイルを使用していることを確認します。

• キャストユニットマーク:各キャスト ユニットから図面が作成されます。
同じキャスト ユニットが複数ある場合は、そのうちの 1 つが図面の基盤と
して使用されます。キャスト ユニット図の作成で も一般的に使用され
るのはこの方法です。

• キャストユニット ID:モデル内の各部材には、一意のグローバル一意識別
子 (GUID) が付けられています。キャスト ユニット GUID を使用して、図
面を作成できます。図面のマークは、グローバル一意識別子 (GUID) によ
って決まります。同一のキャスト ユニットから複数の図面を作成できま
す。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、次の操作を行いま
す。 

• [すべてのビューの一般設定] で、必要に応じて、[ボルト サイズを無視す
る]、[表示する 小サイズ]、および [溶接マークを表示] (898 ページ) 設定
を定義します。

• 必要な図面ビューを追加 (676 ページ)し、[ビュー プロパティ] リストでビ
ューのビュー プロパティを選択します。

4. 変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックし、
ビュー、建物オブジェクト、寸法、マーク設定などのビュー プロパティを変
更し、オブジェクト レベルの詳細設定を適用します。
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5. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。

6. [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

7. 先ほど読み込んだ図面プロパティを保存します。

8. [適用] または [OK] をクリックします。

9. オブジェクトを選択するか、適切な選択フィルターを使用して、図面の作成元
とするオブジェクトを選択し、モデル全体を選択します。 

部材を選択するときは、[選択] ツールバーの [部材を選択] スイッチ  だけ
をアクティブ化します。大きなモデルの場合、他のスイッチもアクティブにな
っていると選択が完了するまでに時間がかかります。

10. 以下のいずれかの操作を行います。 

• [図面とレポート] タブで、[図面の作成] をクリックし、図面タイプを選択
します。

• 個々のオブジェクトを選択した場合は、右クリックして適切な図面作成コ
マンドを選択できます。使用できるコマンドは、モデルで選択したオブジ
ェクトのタイプによって異なります。

• 個々のオブジェクトを選択した場合、コンテキスト ツールバーの [開く、
または図面の作成] ボタンをクリックし、[単品図の作成]、[製品図の作成]、
または [キャストユニット図の作成] を選択して図面を作成することもで
きます。使用できるコマンドは、モデルで選択したオブジェクトのタイプ
によって異なります。コンテキスト ツールバーから一般図を作成するこ
とはできない点に注意してください。

11. モデルのナンバリングを要求された場合は、ナンバリングを実行します。

Tekla Structures により図面が作成されます。作成された図面は、[ドキュメント管
理] に表示されます。同じタイプで同じマークの図面が既にある場合、Tekla
Structures により新しい図面は作成されません。

ヒント 図面の作成後に図面を自動的に開くには、Ctrl+Shift キーを押しながら図面を作
成します。

参照項目

自動図面設定の定義 (638 ページ)

単品図、製品図、およびキャスト ユニット図のプロパティ (898 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

Tekla Structures での図面の作成 101 自動図面作成を作成する



3.4 自動図面作成を作成する
自動図面作成ウィザードは、1 つのコマンドで図面を作成できるように、一連の操
作が結合しています。 自動図面作成を使用して、単品図、製品図、キャスト ユニ
ット図、およびマルチ図を作成できます。

自動図面作成ウィザードには、どの図面タイプ、選択フィルター、および図面プロ
パティを使用するかを指定するインストラクションが含まれています。 自動図面
作成ウィザード ファイルを編集することも、独自のウィザードを作成することも
できます。 [自動図面作成] ダイアログ ボックスには、使用可能なウィザード ファ
イルの一覧が表示されます。 Tekla Structures

自動図面作成を作成する

自動図面作成を作成する前に、適切なウィザード ファイルが存在し、ナンバリン
グが 新のものである必要があります。

1. モデルで、図面の作成元となる部材を選択します。 モデル全体を選択した後、
フィルターを使って選択内容を絞り込むこともできます。 ウィザード ファイ
ル内で選択フィルターを使用することもできます。 この場合、図面に含まれ
ない部材を、選択に含めることができます。

2. [クイック起動] ボックスに「AutoDrawing」と入力します。

3. [自動図面作成] ダイアログ ボックスで、ウィザード ファイルを選択します。 

• ファイルを表示するには、[表示] をクリックします。

• ファイルを編集するには、[編集] をクリックします。

4. [詳細設定] タブで、ログ ファイルを作成するかどうかを選択します。作成す
る場合は、ログ ファイルに含める情報の種類とログ ファイル名を指定します。

5. [選択部材] をクリックします。
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自動図面作成ウィザード ファイル

標準のテキスト エディタを使用して、独自の自動図面作成ウィザード ファイルを
作成できます。 既存のウィザード ファイルを参考にして、独自のウィザード ファ
イルを作成します。

典型的な自動図面作成ウィザード ファイルには、複数セットの「図面要求」が含
まれます。各セットの図面要求は、選択されたオブジェクトに適用する属性と部材
の設定および選択フィルターから成ります。 Tekla Structures では、オブジェクトご
とに図面が 1 つだけ作成されるので、図面要求セットの順序は重要です。

新たに作成した図面ウィザードのファイルを、モデル フォルダの attributes サブフ
ォルダに保存します。

例

この例の自動図面作成ウィザード ファイル セットでは、セットに含まれている選
択フィルター基準を満たすオブジェクトに対して製品図を作成します。フィルタ
ー基準を満たしているオブジェクトに対しては、製品図が 1 つだけ作成されます。
同じオブジェクトが同じウィザード ファイル内の他のセットの図面要求に含まれ
る選択フィルター基準に一致していても、さらに別の製品図が作成されることはあ
りません。 Tekla Structures

ウィザード ファイルは、以下の行で構成されています。 括弧が使用されているこ
とに注意してください。

set_drawing_type(assembly)
set_drawing_attributes(column)
set_filter(column_filter)
create_drawings()

行 説明

set_drawing_type(assembly) この行は、ウィザードで作成する図面の
タイプを定義します。 図面のタイプが
括弧内に表示されます。 以下のオプシ
ョンがあります。

single: 単品図

assembly: 製品図

multi_single: 単品マルチ図

multi_single_with_layout: レイ

アウト付き単品マルチ図

multi_assembly: 製品マルチ図

multi_assembly_with_layout: レ
イアウト付き製品マルチ図

cast_unit: キャスト ユニット図
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行 説明

set_drawing_attributes(column
)

この行は、図面作成時に Tekla Structures
でどの図面プロパティを使用するのか
を定義します。 保存済み図面プロパテ
ィ ファイルの名前が括弧内に表示され
ます。

set_filter(column_filter) この行は、Tekla Structures で図面作成対
象の部材をどの選択フィルターで選択
するのかを定義します。 フィルターの
名前が括弧内に表示されます。

create_drawings() この行は、図面の作成を開始します。 こ
の行は、必ず、set_drawing_type、
set_drawing_attributes、および 
set_filter の 3 つの行の直後に記述

されます。

ウィザード履歴ログ

自動図面作成ウィザードを実行すると、ログ ファイルに情報が書き込まれます。
このログ ファイルには、エラー、作成した図面の数、使用したコマンドなどの情
報が記録されます。 Tekla Structures

[自動図面作成] ダイアログ ボックスの [詳細設定] タブを使うと、Tekla Structures で
のログ ファイル作成の有無と表示方法を設定できます。

[ログ作成] には次のオプションがあります。

• いいえ:Tekla Structures によってログ ファイルが作成されません。

• 作成:Tekla Structures によって新しいログ ファイルが作成されて、古いログ ファ
イルが削除されます。

• 追加:Tekla Structures によって既存のログ ファイルに新しいエントリが追加さ
れます。

[ログ表示] には次のオプションがあります。

• いいえ:Tekla Structures によってログが表示されません。

• 外部アプリケーション使用:ウィザードの実行時に、Tekla Structures によって、
関連付けられているビューア (メモ帳など) にログ ファイルが表示されます。
この場合は、ログ ファイルを編集できます。

• ダイアログ使用:ウィザードの実行時に、Tekla Structures によってダイアログ ボ
ックスにログ ファイルが表示されます。この場合は、ログ ファイルを編集でき
ません。
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3.5 マルチ図の作成
選択した部材および図面のマルチ図を作成できます。空のマルチ図を作成し、他の
図面のビューをコピーまたはリンクすることもできます。

既存の図面からマルチ図を作成する場合は、個々の図面レイアウトを指定するかど
うかを選択できます。リスト、テーブル、および白紙に戻すことを部材ごとまたは
製品ごとに維持するには、個々の図面レイアウトを指定する必要があります。ま
た、すべての部材または製品のリストとテーブルをマルチ図に追加することもでき
ます。

マルチ図を作成する前に、元の製品または単品図を確認し、必要に応じて図面編集
を行います。元の図面にリンクされているマルチ図オブジェクトは変更しないで
ください。

開始する前に、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [図面プロパティ] カテゴリーで、

を TRUE に設定し、図面ビュー ラベルと図面ビューの間の余分な余白を削除できま

す。

空のマルチ図に図面ビューをリンクまたはコピーする
空のマルチ図を作成し、他の図面からビューを単体または元の図面レイアウト付き
でリンクまたはコピーできます。

1. [図面とレポート] タブで、[マルチ図 --> 空の図面 ] をクリックします。

2. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

3. [ドキュメント管理] から空のマルチ図を開きます。

4. [ドキュメント管理] を表示したまま、マルチ図にコピーまたはリンクする図面
を選択します。

5. [表示] タブで、[他の図面から] をクリックし、コピー コマンドとリンク コマ
ンドのいずれかを選択します。 

• コピー

• レイアウト付きのコピー

• リンク

• レイアウト付きのリンク

図面ビューは、マルチ図の左上隅から順に、上から下に配置されます。ビュー
は、[ドキュメント管理] に表示されるのと同じ順序で配置されます。名前でリ
ストを並べ替えた場合は、図面も同じ順序で作成されます。

6. ビューが重なっている場合は、ビューの配置を調整します。

注 マルチ図を更新すると、リンクされた図面も更新されます。

便利なリンク

XS_CREATE_CONNECTION_WHEN_COPYING DRAWING_VIEWS の機能
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選択部材のマルチ図の作成
選択した部材の単品図や製品図を作成し、それらの図面をマルチ図に含めます。選
択した単品図または製品図のレイアウトを維持することもできます。

1. 適切な選択スイッチまたはフィルターを使用して、モデルから部材を選択しま
す。

2. [図面とレポート] タブで、[マルチ図] をクリックし、必要な結果に応じて次の
いずれかのコマンドを選択します。 

• 選択部材の単品図:選択部材の単品図を作成し、それらの図面をマルチ図に
配置します。

• 選択部材の単品図(レイアウト付):各図面のレイアウトを維持して選択部材
の単品図を作成し、それらの図面をマルチ図に配置します。

• 選択部材の新規製品図:選択部材の製品図を作成し、それらの図面をマルチ
図に配置します。

• 選択部材の新規製品図(レイアウト付):各図面のレイアウトを維持して選択
部材の製品図を作成し、それらの図面をマルチ図に配置します。

選択図面のマルチ図を作成する
選択図面のマルチ図を作成できます。新しいマルチ図で、選択図面のレイアウトを
維持することもできます。

1. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

2. [ドキュメント管理] で、マルチ図に追加する図面を選択します。

3. [図面とレポート] タブで、[マルチ図] をクリックし、次のいずれかのコマンド
を選択します。 

• 選択図面:図面レイアウトなしで選択図面のマルチ図を作成します。

• 選択図面(レイアウト付):選択した各図面のレイアウトを維持したまま、選
択図面のマルチ図を作成します。

図面ビューは、マルチ図の左上隅から順に、上から下に配置されます。ビュー
は、[ドキュメント管理] に表示されるのと同じ順序で配置されます。名前でリ
ストを並べ替えた場合は、図面も同じ順序で作成されます。

3.6 マスター図面カタログでの図面の作成

[マスター図面カタログ] では、マスター図面を使用して、高速かつ効率的に、制御
された方法で図面を作成できます。[マスター図面カタログ] では、すべての図面作
成に関するコマンドが 1 つの場所から使用可能です。

マスター図面は、Tekla Structures 図面、またはマスター図面と同じ内容の新しい図
面を作成するのに使用する図面プロパティのセットです。マスター図面にはいく
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つかの種類があります。図面複製テンプレート、保存された設定、およびルールセ
ットです。既存の自動図面作成ウィザードファイルをマスター図面として使用す
ることもできます。

• マスター図面カタログを開くには、[図面とレポート] タブで、[図面の作成 -->
マスター図面カタログ ] をクリックします。

以下の図は、サムネイル リストとしての [マスター図面カタログ] の検索ビューを
示しています。

[マスター図面カタログ] にはツールバーがあります。ツールバーのコマンドによ
り、図面の作成、ビュー タイプおよびマスター図面リスト タイプの選択、マスタ
ー図面の説明の表示、使用する図面複製テンプレートが含まれるモデルの選択、ル
ール セットの作成、[ドキュメント管理] の表示を行うことができます。また、[マ
スター図面カタログ] ウィンドウを常に前面に表示するためのコマンドも用意され
ています。

Tekla Structures では、カタログは、Tekla Structures のデフォルトのフォルダー検索
順序で項目を検索することによって設定されます。 デフォルトでは、まず企業フ
ォルダ内の項目が検索され、次にプロジェクト フォルダ、システム フォルダと続
きます。 カタログには、詳細設定 XS_CLONING_TEMPLATE_DIRECTORY に定義さ

れたフォルダー内の図面複製テンプレートが表示されます。 この詳細設定には、
複数のフォルダーを定義できます。
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参照項目

マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した一般図の作成
(113 ページ)

保存された設定を使用したアンカー プランの作成 (113 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

マスター図面タイプ (108 ページ)

マスター図面カタログでのマスター図面の検索および検索結果の保存 (128 ペー
ジ)

マスター図面カタログのカスタマイズ (129 ページ)

マスター図面タイプ

使用するマスター図面タイプは、作成する図面の種類によって異なります。

• 単品図、製品図、またはキャストユニット図は、保存した設定、ルールセット、
または複製テンプレートを使用して作成できます。

• 一般図は、保存した設定を使用して作成できます。

• マルチ図は、ウィザード(古いファイルベースのルールセット)を使用して作成
できます。
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• [マスター図面カタログ] への各種マスター図面テンプレートの追加の詳細につ
いては、「マスター図面カタログへのマスター図面の追加 (129 ページ)」を参照
してください。

図面複製テンプレート

図面複製テンプレートは、新しい図面を作成するテンプレートとして使用される
Tekla Structures 図面です。[ドキュメント管理] で選択した図面を、[マスター図面カ
タログ] に追加し、テンプレートとして使用できます。

他のモデルにある図面複製テンプレートを使用することもできます。複数のプロ
ジェクトに類似する部材がある場合は、一連の図面複製テンプレート モデルを保
持し、必要に応じて図面複製テンプレート モデル内の複製テンプレートを使用で
きます。

図面複製テンプレートを使用した図面の複製および作成の詳細については、以下の
リンクを参照してください。

図面の複製 (140 ページ)

[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面の作成 (141 ペ
ージ)

他のモデルにある図面複製テンプレートを使用した複製 (142 ページ)

保存された設定

[マスター図面カタログ] の保存された設定は、異なる図面タイプの図面プロパティ
ダイアログ ボックスで作成および保存された図面プロパティ ファイルです。事前
定義の図面プロパティ ファイルも数多く用意されています。

図面タイプごとに独自のプロパティ ファイルがあります。保存されたデフォルト
設定は、環境フォルダー (..\Tekla Structures\<version>\environments
\) の下に格納されています。ファイルの正確な場所は環境によって異なることが

あります。ユーザー独自の設定は、現在のモデル ディレクトリの下に保存されま
す。

[マスター図面カタログ] ダイアログ ボックスに、保存された設定が表示されてい
る例を以下に示します。
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保存された設定を使用した図面の作成の詳細については、以下のリンクを参照して
ください。

マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した一般図の作成
(113 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャス
ト ユニット図の作成 (116 ページ)

ルール セット

ルール セットは、オブジェクト タイプごとに図面を作成するための一連のルール
です。ルール セットとは、図面に含めるオブジェクトおよび使用する図面設定を
定義する、オブジェクト グループ (モデル選択フィルター) とマスター図面設定 (図
面複製テンプレート、保存された設定) の組み合わせです。既存の自動図面作成ウ
ィザード ファイルを使用することも、独自のルール セットを作成することもでき
ます。

Tekla Structures では、デフォルトで、オブジェクトごとに 1 つの図面のみが作成さ
れるため、ルール セットの順序が重要になります。たとえば、ルール セットでは、
1 つのセットの選択フィルター基準を満たしているオブジェクトに対して製品図
を作成します。Tekla Structures では、そのオブジェクトが同じルール セット ファ
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イル内の他のセットの選択フィルター条件に一致しても、オブジェクトの別の製品
図が作成されることはありません。

ルール セットを使用した図面の作成の詳細については、「マスター図面カタログに
おけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の作成 (122 ページ)」を参照
してください。

ウィザード ファイル

ウィザード ファイルはファイルベースのウィザードであり、選択したオブジェク
トに適用する図面、属性、部材の各設定、および選択フィルターを含むいくつかの
図面要求セットから構成されます。Tekla Structures では、デフォルトで、オブジェ
クトごとに 1 つの図面のみが作成されるため、ルール セットの順序が重要になり
ます。このファイルは [マスター図面カタログ] で編集できます。ただし、[マスタ
ー図面カタログ] で新しいウィザード ファイルを作成することはできません。代
わりに、基本的にウィザードと同じものであるルール セットを作成できます。ル
ール セットでは、ウィザードのようにテキスト ファイルではなくダイアログ ボッ
クスを使用して、フィルターによって選択されたオブジェクトに図面プロパティが
適用されます。

注 [マスター図面カタログ] でマルチ図を作成する唯一の方法は、ウィザード フ
ァイルを使用することです。

ウィザード ファイルの詳細については、以下のリンクを参照してください。
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マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の
作成 (122 ページ)

マスター図面プロパティの変更 (132 ページ)

マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した
一般図の作成
保存された設定に基づいて、[マスター図面カタログ] で一般図を作成できます。

一般図を作成する前に、必要なモデルビューを作成し、それらのビューが希望どお
りに表示されることを確認します。図面ビューの配置と内容は、選択したモデル
ビューと同じになります。一般図で表示する領域を選択するには、2 点で指定して
作業領域を調整します。

1. [図面とレポート] タブで [図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. 上部にあるリストから保存された設定のセットを選択します。

3. 必要に応じて、保存された設定をダブルクリックして [図面プロパティの編
集...] をクリックし、図面のプロパティを変更します。 

変更はプロパティファイルに保存してください。

4. [図面の作成] (Alt+C) をクリックします。

5. [一般図作成] ダイアログ ボックスで、作成するビューを選択し、必要なオプ
ションを [オプション] リストから選択します。 

[空の図面] を選択した場合、空の図面を作成し、後で図面ビューを追加できま
す。

6. [作成] をクリックして図面を作成します。

Tekla Structures によって図面が作成され、[ドキュメント管理] に追加されます。[ド

キュメント管理] を開くには、[マスター図面カタログ] ツールバーの  をクリッ
クします。

現場打ち一般図の作成の詳細については、「図面内の現場打ちコンクリート (476 ペ
ージ)」を参照してください。

参照項目

マスター図面タイプ (108 ページ)

一般図の作成 (98 ページ)

Tekla Structures での図面の作成 113 マスター図面カタログでの図面の作成



保存された設定を使用したアンカー プランの作成
アンカー プランは、アンカー ボルトのレイアウトを表示する一般図です。アンカ
ー プランは [マスター図面カタログ] で作成できます。また、リボンまたはポップ
アップ メニューのコマンドを使用して作成することもできます。

Tekla Structures では、以下のデフォルトルールに基づいて、アンカープランに含め
るオブジェクトが選択されます。

• 部材が柱またはほぼ鉛直な梁である。

• 部材が製品のメイン部材である。

• 製品にベースプレートが存在し、メイン部材よりも低い位置に配置されている。
柱製品にルールに適合する部材が複数ある場合は、一番下の部材がベースプレ
ートと見なされます。

• ベースプレートにボルトが取り付けられている。

• 製品がビュー平面でカットされている。

• XY 方向のベースプレートの境界線ボックスが、柱の境界線ボックスと交差す
る。

アンカー プランの作成

以下では、[マスター図面カタログ] を使用してアンカー プランを作成します。

アンカー プランを作成する前に、XY 平面上に存在するモデル ビューを作成しま
す。

1. [図面とレポート] タブで [図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. アンカー プラン (anchor_bolt_plan など) に作成された保存された設定の

マスター図面をダブルクリックします。

3. [一般図プロパティ] をクリックして、[図面プロパティの編集...] ダイアログ ボ
ックスを開きます。

4. [ビュー] をクリックします。

5. [アンカープラン] タブで、オプション [アンカープランとして表示] が [はい]
に設定されていることを確認します。

図面は、作成時にのみアンカー プランとして定義することができます。一般
図を後からアンカー プランに変換することはできません。

6. 必要に応じて、部材ビューの誇張縮尺を変更します。

7. 必要に応じて、[部分詳細ビューの作成] オプションを [はい] に設定して、部分
詳細ビューを別に作成します。

[いいえ] を選択すると、Tekla Structures の拡大ビューにアンカー ボルトの寸法
が表示されます。同様の詳細が一度だけ描画されるように、Tekla Structures に
より同様の部分詳細ビューがグループ化されます。

8. [部分詳細ビュー縮尺] を設定します。
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9. [保存する] をクリックして、保存された設定ファイルに変更を保存します。

10. [OK] をクリックして、[マスター図面プロパティ] ダイアログ ボックスを閉じ
ます。

11. [図面の作成] をクリックします。

12. XY 平面上の 1 つのビューを選択します。

他のタイプのビューまたは複数のビューを選択すると、Tekla Structures に警告
メッセージが表示され、アンカー プランは作成されません。

13. [作成] をクリックします。

Tekla Structures によりアンカー プランが作成されます。

Tekla Structures により、アンカー プラン内のボルト寸法が、ボルト グループ
座標系の方向に作成されます。ボルト グループ座標系とビュー座標系の間の
角度が直角でない場合は、Tekla Structures により部分詳細ビューに角度寸法が
追加されます。メイン ビューの X 方向と Y 方向に寸法を作成するには、詳細
設定 を使用します。

詳細を比較する場合、次の点を考慮します。

• ボルト寸法

• 柱のプロファイル

• 柱配置 (座標系)

• プレート プロファイル

ヒ
ン
ト

作成した図面で、[ファイル] メニューで [設定] をクリックし、[ゴースト表
示] がオンになっていて、[作図カラーモード] が [色] に設定されていること
を確認します。背景が白のカラー図面では、非表示オブジェクトはゴースト
表示されます (この設定が選択されている場合)。グレー スケールおよび白
黒の図面では、[ゴースト表示] をオンにしても非表示のオブジェクトは表示
されません。

図面フィルターを使用したアンカー プラン部材の定義

1. [一般図プロパティ] ダイアログ ボックスの [フィルター プロパティ] サブダイ
アログ ボックスで、必要な一般図の図面フィルターを作成します。

2. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 ] をクリックし、[図面プロパティ]
カテゴリーに移動します。

3. 次の詳細オプションに次の値を入力します。

• : <柱用の図面フィルターの名前>
• : <ボルト用の図面フィルターの名前>
• : <ベースプレート用の図面フィルターの名前>
• : <追加部材用の図面フィルターの名前>
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これらの詳細設定を使用しない場合は、アンカープランに含める柱、ベースプレー
ト、およびアンカーボルトはデフォルトルールによって決定されます。

注 これらの詳細設定を使用しても、設定は新しいアンカープラン図の作成時のみ
に適用され、既存のアンカープラン図には適用されません。

アンカー プランへの製品の配置
さまざまな高さにアンカー ボルトがある場合、 上部のベース プレート/アンカー
ボルトのレベルで一般図を作成できます。

アンカー プラン ビューの範囲は、下向きに表示されます。 も下のレベルのアン
カー ボルトが表示されない場合、詳細設定 
XS_ANCHOR_BOLT_PLAN_DRAWING_TOLERANCE を調整します。

許容値を指定するには、次のようにします。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 --> 図面プロパティ ] をクリックし
ます。

2. 詳細設定の値を設定します。 

距離は、ミリメートル単位で定義します。デフォルト値は 200 mm です。

マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、
製品図、キャスト ユニット図の作成
保存された設定を使用して、[マスター図面カタログ] で単品図、キャスト ユニッ
ト図、製品図を作成できます。

注 • キャスト ユニットには、モデル内の "キャスト ユニット種別" 部材プロパティ設定
があります。このプロパティを [現場打ち] または [プレキャスト] のいずれかに設
定します。ナンバリングなどの一部の機能はキャスト ユニット種別に基づいてい
るため、適切なキャスト ユニット種別を使用することが重要となります。現場打
ち構成では、現場打ちキャスト ユニットのキャスト ユニット図のみを作成できま
す。

単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の作成

1. [図面とレポート] タブで [ 図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. リストから、必要な保存された設定 (図面プロパティ ファイル) のセットを選
択します。 

キャスト ユニット図の場合、必要な [キャストユニット定義方法] が含まれる
ファイルを選択します。

• キャストユニットマーク:各キャスト ユニットから図面が作成されます。
同じキャスト ユニットが複数ある場合は、そのうちの 1 つが図面の基盤と
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して使用されます。キャスト ユニット図の作成で も一般的に使用され
るのはこの方法です。

• キャストユニット ID:モデル内の各部材には、一意のグローバル一意識別
子 (GUID) が付けられています。キャスト ユニット GUID を使用して、図
面を作成できます。図面のマークは、グローバル一意識別子 (GUID) によ
って決まります。同一のキャスト ユニットから複数の図面を作成できま
す。

3. 必要に応じて、図面プロパティを変更し、オブジェクト レベルの設定を適用
します。これを行うには、保存された設定をダブルクリックして、[図面プロ
パティの編集...] をクリックします。変更はプロパティ ファイルに保存してく
ださい。

4. 選択したオブジェクトの図面のみを作成する場合、そのオブジェクトを選択し
ます。 

適切な選択フィルターを使用して、モデル全体を選択することもできます。オ
ブジェクトを選択する場合は [部材の選択] 選択スイッチのみをアクティブに
します。他のスイッチもアクティブになっていると、選択に時間がかかること
があります。

5. [図面の作成] (Alt+C) または [すべての部材に対して図面を作成] (Alt+A) をク
リックします。

6. モデルのナンバリングを要求された場合は、ナンバリングを実行します。

Tekla Structures によって図面が作成され、[ドキュメント管理] に追加されます。ド
キュメント管理を開くには、[マスター図面カタログ] ツールバーの [図面リストを

開く] ボタン  をクリックします。

注 同じタイプで同じマークの図面が既にある場合、Tekla Structures により新しい図面は
作成されません。

例: キャスト ユニット図の個別作成

この例では、Column_with_BOM いう保存された設定を使用して、キャスト ユニ
ットの図面を作成します。

1. モデルでコンクリート柱を右クリックして、[ キャストユニット --> キャスト
ユニット上面の設定 ] を選択し、フォーム上で上面になるキャスト ユニットの
面を選択します。 
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柱を右クリックし、[ キャストユニット --> キャストユニット上面の表示 ] を
選択すると、次の図に示すように、選択した面が赤で表示されます。

キャストユニット上面は、図面の正面ビューに表示されます。

2. 引き続き、モデルで柱をダブルクリックし、[プレキャスト] として [キャスト
ユニット種別] を選択します。 

ナンバリングなどの一部の機能はキャストユニット種別に基づいているため、
適切なキャストユニット種別を使用することが重要となります。

3. [図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ --> キャストユニット図 ] をクリ
ックします。

4. プロパティダイアログボックスで、適切な事前定義の図面プロパティ(保存さ
れた設定)をクリックします。 この例では、Column_with_BOM が読み込まれ
ます。

5. Column_with_BOM 設定に必要なキャストユニット定義方法が含まれている
ことを確認します。 

• キャストユニットマーク:各キャスト ユニットから図面が作成されます。
同じキャスト ユニットが複数ある場合は、そのうちの 1 つが図面の基盤と
して使用されます。キャスト ユニット図の作成で も一般的に使用され
るのはこの方法です。

• キャストユニット ID:モデル内の各部材には、一意のグローバル一意識別
子 (GUID) が付けられています。キャスト ユニット GUID を使用して、図
面を作成できます。図面のマークは、グローバル一意識別子 (GUID) によ
って決まります。同一のキャスト ユニットから複数の図面を作成できま
す。
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6. Column_with_BOM で変更を加えた場合は、変更を保存し、ダイアログボック
スを閉じます。

7. モデルで柱を選択します。

8. [図面とレポート] タブで [ 図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

9. タイプを[キャストユニット図]に設定し、保存した設定 Column_with_BOM
(C)を選択します。 

10. [図面の作成] をクリックします。 

Tekla Structures により図面が作成されます。

ツールバーの [図面リストを開く] ボタン  をクリックしてドキュメント管
理を開き、図面を開いて表示することができます。
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例: 類似した部材のグループからの製品図の作成
図面を 1 つずつ作成すると、時間がかかることがあります。アイテムのグループを
選択して図面を作成すると、作成プロセスを少し自動化することができます。たと
えば、梁の必要なプロパティを定義し、Tekla Structures モデル選択フィルターを使
用することで梁の図面をすべて一度に実行できます。

この例では、Beam_with_BOM という保存された設定を使用して、すべての梁から
製品図を作成します。

1. アイテムを 1 タイプのみ (この場合は梁) 選択する選択フィルターを定義しま
す。

a. [選択] ツールバーで選択フィルター ボタン  をクリックするか、Ctrl
+G を押して [オブジェクトグループ - 選択フィルタ] ダイアログ ボック
スを開きます。

b. BEAM という名前のすべての部材を選択する選択フィルターを作成し、
BEAM という名前で保存します。 
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2. 選択フィルターのリストから BEAM フィルターをアクティブにし、領域選択
を使用してモデル内のすべての梁を選択します。 

3. [マスター図面カタログ] を開きます。[図面とレポート] タブで [ 図面の作成 --
> マスター図面カタログ ] をクリックします。

4. [製品図] で、保存された設定のマスター図面を選択します。この例では、
Beam_with_BOM (A) が選択されます。

5. [図面の作成] をクリックします。 
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Tekla Structures により梁の製品図が作成されます。

マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを
使用した図面の作成
[マスター図面カタログ] では、ルール セットを使用して単品図、製品図、および
キャスト ユニット図を、ウィザードを使用してマルチ図を作成できます。独自の
ルール セットを作成することもできます。

制限事項: [マスター図面カタログ] では、マルチ図の作成にはファイルベースのウ
ィザードのみを使用でき、一般図の作成には保存された設定を使用できます。マル
チ図や一般図のためのルール セットは作成できません。

[マスター図面カタログ] へのマスター図面の追加の詳細については、「マスター図
面カタログへのマスター図面の追加 (129 ページ)」を参照してください。

ルール セットまたはウィザードを使用した図面の作成

1. [図面とレポート] タブで [図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. リストからルールセットまたはウィザードファイルを選択します。

3. 必要に応じて、ルールセットまたはウィザードをダブルクリックし、ルールセ
ットのプロパティまたはウィザードファイルの内容を変更します。

4. 必要に応じて、ルール セットに接続されたマスター図面の図面プロパティを
編集します。これを行うには、ルール セットをダブルクリックし、リストか
らマスター図面を選択して、[ プロパティ... --> 図面プロパティの編集... ] をク
リックします。必ず変更を保存してください。

5. モデル全体または目的の部材を選択します。

6. 以下のいずれかの操作を行います。 
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• 部材を選択した場合、[図面の作成] (Alt+C) をクリックします。

• モデル全体を選択した場合は、[すべての部材に対して図面を作成] (Alt + A
キー)をクリックします。

7. モデルのナンバリングを要求された場合は、ナンバリングを実行します。

Tekla Structures によって図面が作成され、[ドキュメント管理] に追加されます。[ド
キュメント管理] を開くには、[マスター図面カタログ] ツールバーの [ドキュメント

管理] ボタン  をクリックします。

注 同じタイプで同じマークの図面が既にある場合、Tekla Structures により新しい図面は
作成されません。

例: すべての部材の新しいルール セットおよび図面の作成

次の例では、モデル内の部材の名前に基づいて製品図と単品図を作成する基本ルー
ルセットを作成する手順を説明します。

ここで使用するモデルは、2 本の柱とその間の梁、ベースプレート、エンドプレー
トで構成される非常にシンプルなモデルです。 部材の名前は BEAM、COLUMN、
PLATE です。

[マスター図面カタログ] でルール セットを設定する前に、保存された設定 (図面プ
ロパティ) と、図面プロパティをモデル内の部材にリンクする選択フィルターがい
くつか必要です。

選択フィルターの作成

梁、柱、およびプレートを選択するフィルターを作成する必要があります。

1. [選択] ツールバーで選択フィルター ボタン  をクリックするか、Ctrl+G
を押して [オブジェクトグループ - 選択フィルタ] ダイアログ ボックスを開き
ます。
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2. [行の追加] をクリックし、以下の図のように梁の選択フィルターを追加して、
DRAWING_BEAM という名前で保存します。

3. 同様に、柱およびプレートの選択フィルターを作成し、DRAWING_COLUMN
および DRAWING_PLATE という名前で保存します。

新しいフィルターは、選択フィルターリストに表示されます。
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4. [オブジェクトグループ - 選択フィルタ] をクリックして、[キャンセル] ダイア
ログ ボックスを閉じます。

新しいフィルターはモデルフォルダに保存されます。 必要に応じて、企業フォル
ダまたはプロジェクトフォルダなど必要なフォルダにフィルターをコピーします。

保存された設定(図面プロパティ)の作成

次に、図面プロパティを変更して保存すると、[マスター図面カタログ] に保存され
た設定として表示されます。保存された設定は、単品図および製品図に対して個別
に作成されます。

1. [図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 製品図 ] をクリックし、梁と
柱の図面のプロパティを作成します。

2. [名前] ボックスで図面にわかりやすい名前を付けます。たとえば、梁のプロパ
ティは BEAM、柱のプロパティは COLUMN という名前にします。

3. プロパティを DRAWING_BEAM および DRAWING_COLUMN という名前で
保存します。

4. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> 単品図 ] をクリックし、梁の
軸、柱の軸、およびプレートの単品図設定を作成します。
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5. [名前] ボックスで図面にわかりやすい名前を付けます。たとえば、梁の軸のプ
ロパティは BEAM SHAFT、柱の軸のプロパティは COLUMN SHAFT、プレ
ート プロパティは PLATE という名前にします。

6. 設定を DRAWING_BEAM_SHAFT、DRAWING_PLATES、および
DRAWING_COLUMN_SHAFT という名前で保存します。

ルールセットの作成

ここまでで、必要な選択フィルターと保存された設定を作成したので、梁、柱、プ
レートの単品図と製品図を自動的に作成するルールセットを作成できます。

1. [図面とレポート] タブで [図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. ツールバーで [ルールセットの定義] ボタン  をクリックします。

3. [図面を作成するためのルールの定義] ダイアログ ボックスで、ルール セット
で作成する図面タイプを選択し、[次へ] をクリックします。

この例では、[単品図] と [製品図] を選択します。

4. [ルールの定義 - 単品図] ダイアログ ボックスで、[グループの追加] をクリック
し、フィルターと対応する単品図の保存された設定を選択します。

5. [オブジェクトグループ] で 3 つの新しい選択フィルターを選択し、[マスター
図面] で 3 つの新しい保存された設定を選択します。

マスター図面名の末尾の(S)は、そのタイプが保存された設定であることを示
しています。

6. [次へ]をクリックします。
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7. [ルールの定義 - 製品図] ダイアログ ボックスで、[グループの追加] をクリック
し、フィルターと対応する製品図の保存された設定を選択します。

8. [オブジェクトグループ] で 2 つの新しい選択フィルターを選択し、[マスター
図面] で 2 つの新しい保存された設定を選択します。

9. [次へ]をクリックします。

10. ルールセットに、名前(ルールセット: 柱+梁+プレート)、説明、キーワードを
設定します。

11. [[ブラウズ]] の横の プレビューイメージ を使用し、マスター図面のサンプル
イメージを追加します。

12. 終了したら、[完了] をクリックします。
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ルールセットを使用したすべての図面の作成

ここでは、新しいルールセットを使用して図面を作成できます。

1. [マスター図面カタログの検索] ビューで、[検索] ボタンの横のボックスに検索
条件を入力し、ボタンをクリックします。

この例では、「柱 梁 プレート」と入力します。Tekla Structures により、新しく

作成されたルールセットが検索されます。

2. ルール セットを右クリックし、[すべての部材に対して図面を作成] を選択し
ます。

Tekla Structures により図面の作成が開始されます。図面が作成されると、作成
された図面の数を示すメッセージが表示されます。この場合、6 つの図面が作
成されます。

3. どの図面が作成されたかを確認するには、[図面リストを開く] ツールバー ア
イコンをクリックし、ドキュメント管理を開きます。

マスター図面カタログでのマスター図面の検索および検索結果の
保存

[マスター図面カタログ] の検索ビューでは、[マスター図面プロパティ] ダイアログ
ボックスの名前、説明、キーワードの各ボックスに入力したテキストに基づいてマ
スター図面を検索し、検索結果を保存できます。フォルダ ビューでは、必要なマ
スター図面を簡単に探すことができるように、検索結果フォルダからマスター図面
を別のフォルダにコピーできます。

ヒン
ト

[マスター図面プロパティ]ダイアログボックスで、各マスター図面に関する
必要な情報すべてを必ず入力してください。 これにより、目的のマスター
図面の検索が簡単になります。

マスター図面を検索して検索結果を保存するには、次のようにします。

1. [検索] ボタンの隣のボックスに検索条件を入力します。 

Tekla Structures では検索文字列が記憶されます。文字列の入力を開始すると、
同じ文字で始まる以前の文字列が候補として表示されます。

2. [検索] をクリックします。結果の一覧が表示されます。

3. 検索結果を保存するには、[リスト登録] をクリックし、検索結果の名前を入力
して、[OK] をクリックします。 
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検索結果は、検索ビューのカテゴリリストに追加されます。

検索結果は、フォルダビューのフォルダとしても表示されます。ここでは、保
存した検索結果の名前を変更したり、見つかった図面を選択したフォルダにコ
ピーしたりできます。

参照項目

マスター図面カタログでの図面の作成 (106 ページ)

マスター図面プロパティの変更 (132 ページ)

マスター図面カタログのカスタマイズ
必要に応じて、[マスター図面カタログ] をカスタマイズできます。図面をすばやく
効率的に作成するには、[マスター図面カタログ] を 新の状態に保ち、整理するこ
とが重要です。適切なマスター図面を使用することにより、時間と労力を節約でき
ます。

必要なマスター図面のみを追加し、古くなったものは削除して、マスター図面をフ
ォルダに整理します。さらに、適切なプレビューイメージを追加し、プロパティ、
説明、およびキーワードを 新の状態に保ちます。

目的 詳細情報のリンク

新しいマスター図面(保存された設定、
ルールセット、および図面複製テンプレ
ート)を追加する

マスター図面カタログへのマスター図
面の追加 (129 ページ)

[マスター図面カタログ] から古くなっ
たマスター図面を削除する

マスター図面カタログからのマスター
図面の削除 (132 ページ)

マスター図面の名前、説明、キーワー
ド、およびサンプルイメージを変更し、
保存された設定のプロパティファイル、
ルールセットの内容、または複製オプシ
ョンを編集する

マスター図面プロパティの変更 (132 ペ
ージ)

[マスター図面カタログ] でフォルダを
作成し、フォルダ間でマスター図面をコ
ピーして、フォルダの場所を変更する

マスター図面カタログ フォルダの管理
(137 ページ)

マスター図面に基づいて新しい図面を
作成する

マスター図面カタログでの図面の作成
(106 ページ)

マスター図面カタログへのマスター図面の追加
[マスター図面カタログ] を初めて使用する場合、カタログには環境に応じて複数の
マスター図面が含まれています。少なくとも、事前定義の保存された設定 (図面プ
ロパティ ファイル) が複数表示され、場合によってはウィザードが含まれることが
あります。

Tekla Structures での図面の作成 129 マスター図面カタログでの図面の作成



さらに、以下を新しく追加できます。

• 保存された設定

• ルール セット

• 図面複製テンプレート

マスター図面カタログへのルールセットマスター図面の追加

1. [図面とレポート]タブで、 [図面の作成] --> [マスター図面カタログ] をクリッ
クします。

2. [ルールセットの追加]ツールバーボタン をクリックします。

3. [図面を作成するためのルールの定義]ダイアログボックスで、ルールセットで
作成する図面タイプを選択します。 

同じルールセットで複数の図面タイプを選択できます。 たとえば、同じルー
ルセットを使用して単品図と製品図を作成することができます。

4. [次へ]をクリックします。

5. 次のダイアログボックスで[グループの追加]をクリックし、図面を作成するオ
ブジェクトグループと各グループのマスター図面を選択します。 

前のダイアログボックスで選択した図面タイプに使用できるマスター図面タ
イプのみがリスト表示されます。保存された設定には S が、図面複製テンプレ
ートには T がマーキングされます。
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ダイアログボックスのボタンを使用して、以下の操作を実行できます。

• [上]および[下]を使用すると、ルールをリスト内で上下に移動できます。

リストで上位にあるルールによりオブジェクトの図面が作成された場合、
そのオブジェクトの図面が、リスト内の下位のルールで再作成されること
はありません。

• [プロパティ]を使用すると、リストで選択したマスター図面のプロパティ
を表示または変更できます。

• [プレビュー]を使用すると、選択したマスター図面のサンプルイメージを
表示できます。

6. [次へ]をクリックします。

7. 複数の図面タイプを選択している場合は、選択したすべての図面タイプについ
て手順 4～5 を繰り返します。

8. ルールセットのマスター図面プロパティを変更します。 たとえば、ルールセ
ットに名前を付け、サンプルイメージを追加して、説明とキーワードを入力し
ます。

9. [終了]をクリックします。 

ルールセットが[マスター図面カタログ]に追加されます。

[マスター図面カタログ]への保存された設定マスター図面の追加

事前定義図面プロパティファイルはすべて、保存された設定として[マスター図面
カタログ]に表示されます。新しい図面プロパティファイルを保存すると、Tekla
Structures によって[マスター図面カタログ]にファイルが自動的に表示されます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. [単品図プロパティ]、[キャストユニット図プロパティ]、[製品図プロパティ]、
または[一般図プロパティ]ダイアログボックスで図面プロパティを変更しま
す。

3. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

4. プロパティを変更します。

5. プロパティファイルの名前を入力して、ファイルを保存します。 

新しいプロパティファイルが[マスター図面カタログ]に自動的に追加されま
す。ファイルがリストに表示されない場合は、F5 キーを押してビューを更新
します。

6. マスター図面プロパティを変更します。 たとえば、マスター図面に名前を付
け、サンプルイメージを追加して、説明とキーワードを入力します。

マスター図面カタログへの図面複製テンプレートマスター図面の追加

ドキュメント管理にある図面を [図面の作成 - マスター図面カタログ] に図面複製
テンプレートとして追加できます。
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図面複製テンプレートを [図面の作成 - マスター図面カタログ] に追加する前に、必
要なプロパティと内容を含む図面を作成して保存します。

制限事項:図面の作成 - マスター図面カタログから、一般図やマルチ図を [ドキュメ
ント管理] に追加することはできません。一般図は、[ドキュメント管理] ダイアロ
グ ボックスの [図面複製] コマンドを使用して複製できます。

1. [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] をクリックします。

2. 図面を選択し、右クリックして [マスター図面カタログへの追加] を選択しま
す (Ctrl + M)。

3. 図面複製テンプレートのマスター図面プロパティを変更します。[一般] タブ
で、図面複製テンプレートの名前、簡単な説明、およびキーワードを入力しま
す。

4. 図面複製テンプレートの予備サムネイル イメージが追加されます。必要に応
じて、[イメージの変更...] をクリックし、新しいイメージをブラウズします。
サムネールを右クリックし、[プレビュー] を選択すると、そのイメージが表示
されます。

5. [図面作成]タブで、作成する寸法とマークを指定し、マスター図面から複製す
るオブジェクトを選択します。

6. [OK] をクリックします。 

新しい図面複製テンプレートが [図面の作成 - マスター図面カタログ] に追加

されます。アイコン  が、[[マスター]] に追加した図面の横にある [ドキュ
メント管理] の 図面の作成 - マスター図面カタログ 列に表示されます。

マスター図面カタログからのマスター図面の削除
[マスター図面カタログ] から古くなったマスター図面を削除できます。

制限事項:フォルダ ビューでは、自分で作成したフォルダを使って [マスター図面カ
タログ] からマスター図面を削除することはできません。[保存済みの検索] のフォ
ルダを使用して必要なマスター図面を表示してから、不要な図面を削除します。

1. [図面とレポート]タブで、 [図面の作成] --> [マスター図面カタログ] をクリッ
クします。

2. [マスター図面カタログ] で、削除するマスター図面を選択します。

3. 右クリックして、[カタログから削除]を選択します。

4. 削除を確認します。 

Tekla Structures によってカタログからマスター図面が削除されます。削除さ
れたマスター図面に基づいて作成された図面はすべて、[ドキュメント管理] に
引き続き表示されます。マスター図面に対して入力したカタログ プロパティ
は削除されません。マスター図面を再度カタログに追加する場合、これらのプ
ロパティは引き続き使用可能です。
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マスター図面プロパティの変更

[マスター図面カタログ] の各マスター図面には、固有のプロパティがあります。

• マスター図面は、追加した名前、説明、およびキーワードに基づいて検索でき
ます。

• 各マスター図面のサンプル イメージを追加することもできます ([イメージの
変更...] ボタン)。

• サンプル イメージは、[マスター図面カタログ] のサムネール ビューでサムネー
ルとしても使用されます。

• 図面プロパティにアクセスし ([図面プロパティの編集...] ボタン)、たとえば、オ
ブジェクト レベル設定を適用できます。

ヒン
ト

[マスター図面プロパティ]ダイアログボックスで、各マスター図面に関する必要な
情報すべてを必ず入力してください。 これにより、目的のマスター図面の検索が簡
単になります。

保存された設定のプロパティの変更

[マスター図面カタログ] の保存された設定の名前、説明、およびキーワードを変更
したり、サンプル イメージを変更したりできます。

1. [マスター図面カタログ]で、目的のタイプのマスター図面をダブルクリックし
ます。

2. [名前]ボックスで、図面の名前を変更します。

3. マスター図面の説明を入力または変更します。 ここに入力した内容に基づい
て、マスター図面を検索することができます。

4. マスター図面のキーワードを入力または変更します。 語句と語句の間にはス
ペースを使用してください。 ここに入力した内容に基づいて、マスター図面
を検索することができます。
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5. サンプルイメージを追加または変更するには、[イメージの変更]をクリック
し、イメージを選択します。 .bmp、.jpg、.jpeg、または.pngのイメージ

を使用できます。 .pngのイメージを使用することをお勧めします。

6. 必要に応じて、[図面プロパティの編集...] をクリックし、図面プロパティ ダイ
アログ ボックスを表示して、マスター図面の図面プロパティを変更します。
このダイアログ ボックスを使用して、オブジェクト レベル設定 (70 ページ)を
適用することもできます。 

変更したプロパティを保存します。正しい図面プロパティ ファイル名が 上
部に表示されるようにしてください。

7. [OK] をクリックします。

保存された設定での詳細なオブジェクト レベル設定の適用

[マスター図面カタログ] で作成した図面の図面オブジェクト レベル設定を、マス
ター図面の保存された設定タイプに適用できます。この方法では、多数の図面に対
して同じ保存された設定を使用し、図面の作成時に特定のオブジェクト レベル設
定 (別の種類のマークの使用や鉄筋の色の変更など) だけを適用できます。

一般図用に保存された設定で詳細なオブジェクト レベル設定を適用するには、次
のようにします。

1. [マスター図面カタログ] で、図面の作成に使用する保存された設定をダブルク
リックします。

2. [マスター図面プロパティ] ダイアログ ボックスで、[図面プロパティの編集...]
をクリックします。

3. 下部の切り替えボタン  をクリックして、チェックボックスをオフに
します。

4. [図面プロパティ] ダイアログ ボックスで、[詳細なオブジェクトレベル設定の
使用] チェック ボックスだけをオンにし、その横の [はい] ボタンが選択されて
いることを確認します。

5. [設定の編集...] をクリックします。

6. 使用されるフィルター、図面オブジェクトタイプ、および使用される図面オブ
ジェクトプロパティファイルを選択します。

7. [OK] をクリックします。

8. ダイアログ ボックス上部の [保存する] をクリックして、保存された設定ファ
イル (プロパティ ファイル) への変更を保存します。

9. [マスター図面プロパティ] ダイアログ ボックスで、[OK] をクリックします。

10. 図面を作成します。

ウィザードファイルのプロパティと内容の変更

[マスター図面カタログ] で、テキスト エディターを使用してウィザード ファイル
を変更できます。名前、説明、およびキーワードを変更し、サンプル イメージを
追加することができます。
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1. [マスター図面カタログ] で、ウィザード ファイルをダブルクリックします。

2. [名前]ボックスで、図面の名前を変更します。

3. マスター図面の説明を入力または変更します。 

ここに入力した内容に基づいて、マスター図面を検索することができます。

4. マスター図面のキーワードを入力または変更します。 

単語間にはスペースを使用してください。 ここに入力した内容に基づいて、
マスター図面を検索することができます。

5. サンプル イメージを追加または変更するには、[イメージの変更...] をクリック
し、イメージを選択します。 

.bmp、.jpg、.jpeg、または.pngのイメージを使用できます。.pngのイ

メージを使用することをお勧めします。

サンプル イメージは、[マスター図面カタログ] のサムネール ビューでマスタ
ー図面のサムネール イメージとしても使用されます。

6. ウィザード ファイルの内容を編集するには、[図面プロパティの編集...] をクリ
ックします。 

ウィザードファイルがテキストエディタで開かれます。 ファイルの内容を変
更し、保存して閉じます。

7. [OK] をクリックします。

ウィザードファイルの内容

ここでは、ウィザードファイルを構成する要素について説明します。 括弧が使用
されていることに注意してください。

set_drawing_type(assembly)
この行は、ウィザードで作成する図面のタイプを定義します。 図面のタイプを括
弧内に指定します。 以下のオプションがあります。

オプション 作成する図面のタイプ

single 単品図

assembly 製品図

multi_single 単品マルチ図

multi_single_with_layout レイアウト付き単品マルチ図

multi_assembly 製品マルチ図

multi_assembly_with_layout レイアウト付き製品マルチ図

cast_unit キャストユニット図

set_drawing_attributes(column)
この行は、図面作成時に Tekla Structures でどの図面プロパティを使用するのかを定
義します。保存済み図面プロパティの名前を括弧内に指定します。
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set_template_drawing
この行では、新しい図面の作成時に Tekla Structures で定義済み図面をテンプレート
として使用するよう指定します。この行は、行 set_drawing_attributes の代

わりに使用されます。図面テンプレートのパスと名前は、次の例のように括弧内に
指定します。set_template_drawing("C:\TSModels
\AngleModel":"[A.2]")
set_filter(column_filter)
この行は、Tekla Structures で図面作成対象の部材をどの選択フィルターで選択する
のかを定義します。フィルターの名前を括弧内に指定します。

create_drawings()
Tekla Structures により図面の作成が開始されます。この行は、必ず、

set_drawing_type、set_drawing_attributes、および set_filterの 3
つの行の直後に記述します。

複製テンプレートプロパティの変更

[マスター図面カタログ] の図面複製テンプレートの名前、説明、およびキーワード
を変更したり、サンプル イメージを変更したりできます。

1. [マスター図面カタログ]で、目的のタイプのマスター図面をダブルクリックし
ます。

2. [名前]ボックスで、図面の名前を変更します。

3. マスター図面の説明を入力または変更します。 

ここに入力した内容に基づいて、マスター図面を検索することができます。

4. マスター図面のキーワードを入力または変更します。 

単語間にはスペースを使用してください。 ここに入力した内容に基づいて、
マスター図面を検索することができます。

5. サンプル イメージを追加または変更するには、[イメージの変更...] をクリック
し、イメージを選択します。 

.bmp、.jpg、.jpeg、または.pngのイメージを使用できます。.pngのイ

メージを使用することをお勧めします。

サンプル イメージは、[マスター図面カタログ] のサムネール ビューでマスタ
ー図面のサムネール イメージとしても使用されます。

6. [図面作成] タブに移動します。

a. [寸法]、[マーク]、および [モデルの溶接のマーク] では、[図面複製] する
か、図面を複製した場合に自動的に再作成 ([作成]) するか、または複製で
[無視] するかどうかを定義します。

b. マスター図面から複製するオブジェクトを選択します ([溶接記号の表
示]、[エレベーションマーク]、[DWG/DXF]、[テキストファイル]、[テキ
スト]、[シンボル]、[グラフィック]、[ハイパーリンク])。

7. [OK] をクリックします。
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マスター図面へのサンプル イメージとサムネイル イメージの追加

図面のサンプル イメージまたはプレビュー イメージを作成できます。マスター図
面のサンプル イメージを [マスター図面カタログ] に追加できます。同じイメージ
が [マスター図面カタログ] サムネイル リストのサムネイルとして使用されます。

サンプル イメージまたはプレビュー イメージをマスター図面に追加するには、別
途イメージを準備しておく必要があります。

サンプル イメージはあくまでサンプルであり、リアルタイムの図面ではないため、
図面を変更しても更新されません。

まず、イメージを作成します。

1. 使用する図面を開きます。

2. 不要なオブジェクト (アソシエート シンボルなど) を削除して図面をクリーン
アップします。

3. [表示] タブで [スクリーンショット --> マスター図面カタログのサンプルイメ
ージ ] をクリックします。

イメージは、モデル フォルダの下の \drawings フォルダに、.png 形式で、図面

と同じ名前で保存されます。ステータス バーにイメージの名前が表示されます。

これで、マスター図面プロパティにサンプル イメージを追加できます。

1. [図面とレポート] タブで [図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. [マスター図面カタログ] で、目的のマスター図面を探し、ダブルクリックして
[マスター図面プロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。

3. 作成したイメージを追加します。 

• 保存された設定、図面複製テンプレート、およびウィザード ファイルのタ
イプのマスター図面の場合は、[イメージの変更...] をクリックして、サン
プル イメージをブラウズします。[OK] をクリックして、イメージをサン
プル イメージとして保存します。

• ルール セットの場合は、サンプル イメージを追加できるページが表示され
るまで [次へ] をクリックします。[ブラウズ] をクリックして、サンプル イ
メージをブラウズします。[保存する] をクリックして、イメージをサンプ
ル イメージとして保存します。

カタログ リストでマスター図面を選択し、右クリックして [プレビュー] を選
択することで、サンプル イメージを表示できるようになりました。[マスター
図面カタログ] のサムネール リストに表示されるサムネール イメージは、同じ
サンプル イメージの縮小バージョンです。

マスター図面カタログ フォルダの管理
[マスター図面カタログ] のフォルダ ビューで、新しいフォルダを追加したり、フ
ォルダの名前を変更したり、フォルダを移動したりできます。また、他のフォルダ
にマスター図面をコピーしたり、マスター図面を削除したりすることもできます。
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[マスター図面カタログ] は次のように管理できます。

• 新規フォルダを追加する。フォルダ名を変更する。フォルダを移動する。

• マスター図面を他のフォルダにコピーする。

• マスター図面をフォルダから削除する。

注 フォルダ ビューでマスター図面をフォルダから削除したり、別のフォルダに
コピーしたりしても、カタログの内容は影響を受けません。フォルダ ビュー
は、マスター図面を整理しておく際に便利な方法の 1 つになります。
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フォルダの追加、フォルダ名の変更、フォルダの移動

ここでは、[マスター図面カタログ] でフォルダの追加、移動、およびフォルダ名の
変更を行う方法を示します。

1. [マスター図面カタログ] で、フォルダ ビュー ボタン  をクリックし、フォ
ルダ ビューに移動します。

2. フォルダを追加するには: フォルダ ビューの上部でツリー領域を右クリック
し、[フォルダの作成] を選択して、新しいフォルダの名前を入力します。 

たとえば、PROJECT_XYZと入力します。

3. サブフォルダを作成するには: フォルダ (この例では PROJECT_XYZ) を右クリ

ックし、[サブフォルダの作成] を選択します。

4. フォルダの名前を入力します。 

たとえば、Site12と入力します。

5. 手順 3～4 に従って、Site10という別のサブフォルダを作成します。

6. フォルダの名前を変更するには: フォルダを右クリックし、[名前の変更(R)]
(F2) を選択して新しい名前を入力します。 

たとえば、Site10を Site11に変更します。

7. フォルダを上に移動するには: フォルダを右クリックし、[上]を選択します。
ここでは、Site11を 1 つ上に移動します。 

他のフォルダへのマスター図面のコピー

1. [マスター図面カタログ] で、フォルダ ビュー ボタン  をクリックし、フォ
ルダ ビューに移動します。

2. 他のフォルダにコピーするマスター図面を含むフォルダを開いて、図面を選択
します。

3. 右クリックして [追加] 選択し、移動先のフォルダを選択します。

これでマスター図面がコピーされました。 この図面は元のフォルダから削除され
ていません。

ヒ
ン
ト

図面を選択するためのキーとキーの組み合わせは次のとおりです。

• 表示されているすべての図面を選択する:Ctrl + A

• 連続した複数の図面を選択する: 初の図面をクリックし、Shift キーを押しなが
ら 後の図面を選択します。

• 複数の図面を選択する: 初の図面をクリックし、Ctrl キーを押しながら別の図
面を選択します。
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フォルダからのマスター図面の削除

フォルダビューでフォルダからマスター図面を削除できます。たとえば、他のフォ
ルダにマスター図面をコピーし、元のフォルダのマスター図面が不要になった場合
に、その図面を削除します。

1. [マスター図面カタログ] で、フォルダ ビュー ボタン  をクリックし、フォ
ルダ ビューに移動します。

2. フォルダビューの上部で、削除する図面があるフォルダをクリックします。 

フォルダ内のマスター図面はビューの下部に表示されます。

3. 削除するマスター図面を選択し、右クリックして [フォルダから削除(R)] を選
択します。

これでフォルダからマスター図面が削除されました。 マスター図面はフォルダか
らのみ削除され、カタログからは削除されません。

3.7 図面の複製

以下のような場合は、図面を複製することを検討してください。

• 類似した部材、製品、またはキャストユニットがモデルに複数存在する場合。

• 位置番号の異なる類似した部材があるときに編集作業を容易にする場合。 こ
のようなよく似た部材だが別々の図面として作成しなければならない場合。

• 多くの図面を手動で編集する必要がある場合

複製によって得られた結果が十分満足できない場合、図面を手動で変更する必要が
あります。 たとえば、1 つのトラスの図面を作成して編集した後、その図面を複製
して他の類似したトラスに使用することができます。 ときには、複製によりでき
た図面をそのトラスの違いに応じて一部変更しなければならない場合があります。

複製した図面は、元の図面とほぼ同じ部材を含むでしょう。 部材プロパティ、マ
ーク、アソシエートマーク、および関連するテキストオブジェクトが元の図面の同
じ部材から複製されます。

既存のモデルや他のモデルの [マスター図面カタログ] に追加された図面複製テン
プレート、現在のモデルの [ドキュメント管理] の図面、およびテンプレート ライ
ブラリの図面複製テンプレートを使用して図面を複製できます。

複製の詳細を確認するには、以下のリンクをクリックしてください。

[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面の作成 (141 ペ
ージ)

他のモデルにある図面複製テンプレートを使用した複製 (142 ページ)

ドキュメント管理からの図面複製 (143 ページ)

選択したビューのみでの寸法の複製 (147 ページ)

テンプレートライブラリの図面テンプレートを使用した複製 (150 ページ)
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複製されるオブジェクト (147 ページ)

複製された図面で確認すべきこと (148 ページ)

複製後の図面の関連付けの更新 (149 ページ)

[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面
の作成
[マスター図面カタログ] では、[ドキュメント管理] から追加した図面複製テンプレ
ートを使用して、単品図、製品図、およびキャスト ユニット図を作成できます。

[マスター図面カタログ]に表示されるのは、詳細設定

XS_CLONING_TEMPLATE_DIRECTORYに設定されたフォルダ内の図面複製テンプ

レートだけである点に注意してください。

制限事項:

• [マスター図面カタログ] で一般図を複製することはできません。一般図は、ド
キュメント管理の [図面複製] コマンドを使用した場合のみ複製できます。

• マルチ図は複製できません。

• 複製テンプレートの図面プロパティは、[マスター図面カタログ]を使用して変
更できません。

1. [図面とレポート]タブで、 [図面の作成] --> [マスター図面カタログ] をクリッ
クします。

2. 使用する複製テンプレートをダブルクリックします。

3. [図面作成] タブを開き、寸法とマークの複製方法を指定します。 

寸法とマークを無視するか、寸法とマークを複製するか、または寸法とマーク
を再作成するかを選択できます。

[マーク] オプションを使用して、リビジョン マークとすべての建築オブジェ
クト マークを制御します。

寸法またはその他の記号・マークを複製しても満足な結果が得られない場合
は、[寸法]および[その他の記号・マーク]ボックスで[作成]を選択すると有益で
す。このオプションを使用すると、新しいビューは作成されません。

4. 同じタブで、複製するオブジェクトタイプを選択します。

5. 特定の部材の図面だけを作成する場合は、モデルから部材を選択します。 

適切な選択フィルターを使用して、モデル全体を選択することもできます。オ
ブジェクトを選択する場合は[部材の選択]選択スイッチのみをアクティブに
します。他のスイッチもアクティブになっていると、選択に時間がかかること
があります。

6. [図面の作成]または[すべての部材に対して図面を作成]をクリックします。
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7. モデルのナンバリングを要求された場合は、ナンバリングを実行します。 

Tekla Structures によって図面が作成され、[ドキュメント管理] に追加されま
す。[ドキュメント管理] では、複製された図面は [変更内容] 列にテキスト [図
面は複製されました] でマークされます。

8. 必要に応じて、複製図面をチェックして変更 (148 ページ)してください。

ヒ
ン
ト

以前のバージョンの Tekla Structures を使用して作成した図面複製テンプレートで、
新しいバージョンの Tekla Structures の関連付けを利用する場合は、[関連付けの更
新] コマンドを使用して図面の関連付けを更新 (149 ページ)します。このコマンド
は、[クイック起動] ボックスに入力できます。

参照項目

複製されるオブジェクト (147 ページ)

マスター図面タイプ (108 ページ)

マスター図面カタログへのマスター図面の追加 (129 ページ)

他のモデルにある図面複製テンプレートを使用した複製
他のモデルにある図面複製テンプレートを [マスター図面カタログ] で使用できる
ように表示し、これらのテンプレートを使用して図面を作成できます。

制限事項:他のモデルの図面複製テンプレートのみを使用できます。他のタイプ(保
存された設定やルールセットなど)のマスター図面を使用することはできません。

1. [図面とレポート] タブで [ 図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
します。

2. [マスター図面カタログ] で、  をクリックして [マスター図面を含むモデル]
ダイアログ ボックスを開きます。

3. [モデルの追加...] をクリックし、目的のモデルをブラウズします。

4. [OK] をクリックします。 

定義されたフォルダ内の図面複製テンプレートが、[マスター図面カタログ] に
表示されます。

5. [マスター図面カタログ] から図面複製テンプレートを選択し、選択したテンプ
レートを使用して図面を作成します。

ヒン
ト

複数のプロジェクトに類似する部材がある場合は、一連の複製モデルを保持し、
必要に応じて複製モデル内の図面複製テンプレートを使用できます。

参照項目

マスター図面カタログでの図面の作成 (106 ページ)
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[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面の作成 (141 ペ
ージ)

ドキュメント管理からの図面複製 (143 ページ)

テンプレートライブラリの図面テンプレートを使用した複製 (150 ページ)

ドキュメント管理からの図面複製
[マスター図面カタログ] で図面複製テンプレートを使用して図面を複製するだけ
でなく、[ドキュメント管理] からも、単品図、キャスト ユニット図、製品図、お
よび一般図を複製できます。

注 • 製品またはキャストユニットの図面を複製する場合は、それらの図面のメ
イン部材を、複製元図面の製品またはキャストユニットと同じタイプのも
のにする必要があります。たとえば、オリジナルの上弦材や複製したトラ
スなどがメイン部材になります。

• 一般図では、1 つのメインビュー、および断面図と部分詳細ビューが複製
されます。

複製を開始する前に、複製テンプレートとして使用する図面を完成させ、保存して
閉じます。

[ドキュメント管理] から図面を複製するには、次のようにします。

1. モデル内で、図面に追加するものを選択します。

• 単品図、キャストユニット図、または製品図を複製する場合は、部材、製
品、またはキャストユニットを選択します。
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• 一般図を複製する場合は、モデル ビューを選択します。そのためには、目
的のモデル ビューをクリックしてビューを黄色のフレームで囲みます。

2. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

3. [ドキュメント管理] で、図面複製テンプレートとして使用する図面を選択しま
す。

4. [図面複製] をクリックします。

5. [図面の複製] ダイアログ ボックスで、新しい図面に複製する図面オブジェク
ト タイプ、および各オブジェクト タイプに対する操作を選択します。

• [寸法] および [その他の記号・マーク] (すべての建築オブジェクト マーク)
については、[図面複製] するか、図面を複製した場合に自動的に再作成
([作成]) するか、または複製で [無視] するかどうかを選択します。

寸法またはその他の記号・マークを複製しても満足な結果が得られない場
合は、[作成] および [寸法] ボックスで [寸法] を選択すると有益です。この
オプションを使用すると、新しいビューは作成されません。

• 他のオブジェクトについては、[図面複製] または [無視] を選択します。

6. [選択部材の図面複製(S)] をクリックします。

Tekla Structures により図面が複製されます。[ドキュメント管理] では、複製された
図面は [図面は複製されました] 列にテキスト [変更内容] でマークされます。

一般図を複製した場合の例については、「例: 一般図の複製 (145 ページ)」を参照し
てください。
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参照項目

図面の複製 (140 ページ)

[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面の作成 (141 ペ
ージ)

例: 一般図の複製

この例では、 初に建物の +3200 プランの一般図を作成し、次にその図面を編集し
て、+6300 プランの一般図を複製しました。

詳細な図面複製手順については、「ドキュメント管理からの図面複製 (143 ページ)」
を参照してください。

1 階と 2 階は非常に似ています。

いくつかのマークを削除するなど、+3200 プラン ビューの一般図を少しだけ編集し
ました。
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+6300 プランを表すモデル ビューを選択し、+3200 プランの一般図をテンプレート
として使用して図面を複製しました。

複製された図面は次のようになっています。

• 図面のビュー平面は、モデルビューの +6300 プランに適合するように移動され
ています。
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• 複製した図面上の対応する場所に部材がある場合、新しい場所にマークが複製
され、内容が更新されています。

• 寸法が複製されています。

• すべての建築オブジェクト マークが複製されています。

参照項目

ドキュメント管理からの図面複製 (143 ページ)

選択したビューのみでの寸法の複製
[図面の複製] ダイアログ ボックスの寸法複製オプションは、すべてのビューに影
響します。これに対し、[ビューに依存する寸法生成] オプションでは、選択したビ
ューのみに寸法生成方法を設定できます。たとえば、正面ビューで自動寸法を作成
し、断面図と端部ビューで寸法を複製できます。

1. 図面ビュー フレームをダブルクリックして、[ビュープロパティ] ダイアログ
ボックスを開きます。

2. [プロパティ 2] タブで、[ビューに依存する寸法生成] を [図面複製] に設定しま
す。 

このオプションは、既存の図面を複製するとき、および既存の図面の寸法を再
設定するときの寸法の作成に影響します。

3. [変更] をクリックします。

4. 図面を保存して、閉じます。

5. ドキュメント管理を開き、図面を選択して [図面複製(L)...] をクリックします。

6. [図面の複製] ダイアログ ボックスで、複製するオブジェクトおよび寸法複製
オプション ([無視]、[図面複製]、[作成]) を選択します。 

• [寸法] > [無視] を選択すると、[ビューに依存する寸法生成] が [図面複製]
に設定されているビューについてのみ寸法が複製されます。

• [寸法] > [図面複製] を選択した場合、すべてのビューについて寸法が複製
されます。

• [寸法] > [作成] を選択した場合、[ビューに依存する寸法生成] が [作成しな
い] に設定されているビューを除き、すべてのビューについて寸法が作成
されます。

7. [選択部材の図面複製(S)] をクリックします。

参照項目

図面の複製 (140 ページ)
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複製されるオブジェクト

以下のオブジェクトを複製できます。

• 寸法

• 図面に追加された溶接のマーク

• モデルに追加された溶接のマーク

• エレベーションマーク

• リビジョンマーク

• 注記オブジェクト

• 図面のすべてのユーザー定義情報

• テキスト

• シンボル

• グラフィック図面オブジェクト(形状)

• テキストファイル

• DWG/DXF ファイル

• ハイパーリンク

• 手動で作成した断面図と詳細ビュー

• 単品図を含む製品図を複製した場合、Tekla Structures では、それらの単品図は
複製した製品図にデフォルトで含まれます。

参照項目

図面の複製 (140 ページ)

複製された図面で確認すべきこと
必ず複製された図面を確認し、図面の内容がニーズに合っていること、またマー
ク、ビュー、および寸法が正しいことを確認してください。

複製図面を調べ、すべて正しいことを確認します。そのためのチェックリストを以
下に示します。

オブジェクト 確認事項および変更可能な項目

マーク • 通常、複製された図面のマークの内
容は正確ですが、マークの位置の変
更が必要になる場合があります。

• Tekla Structures は、元の図面にマッ
ピングできるマークを複製し、テン
プレート図面にマッピングできない
部材の新しいマークを作成します。
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オブジェクト 確認事項および変更可能な項目

ビュー • ビューのサイズとビューの向きが正
しいことと、ビューが複製図面に適
切に配置されていることを確認しま
す。ビューのサイズは、ビューに含
まれている部材に従って更新されま
す。

寸法 • 複製した図面にある部材が元の図面
にある部材より少ない場合、欠落し
た部材に対する寸法は自動的に削除
されます。

• 複製した図面に元の図面よりも多く
の部材が含まれている場合、詳細設
定 
XS_INTELLIGENT_CLONING_ADD_
DIMENSIONS を TRUE に設定する

と、Tekla Structures によって自動寸
法設定を使用して追加部材の寸法が
設定されます。Tekla Structures で
は、新しい部材の寸法を作成すると
きに自動寸法設定を使用するため、
作成された寸法をチェックして修正
しなければならない場合がありま
す。

• 不足している寸法を追加し、正しく
ない寸法を削除します。

参照項目

図面の複製 (140 ページ)

複製されるオブジェクト (147 ページ)

複製後の図面の関連付けの更新
図面複製と関連付けを改良するには、多くの場合、関連付けのルールを再作成する
必要があります。具体的には、[関連付けの更新] コマンドを使用します。このコマ
ンドを使用するときに、図面を再作成する必要はありません。

たとえば、以前のバージョンの Tekla Structures を使用して作成した複製テンプレー
トで、新しいバージョンの Tekla Structures の関連付けを利用する場合に、このコマ
ンドが非常に役立ちます。

1. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

2. 関連付けを更新する対象の図面複製テンプレートを開きます。
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3. [クイック起動] に移動して「Refresh associativity」と入力し、表示さ

れたリストで [関連付けの更新] コマンドをクリックします。

4. 複製テンプレートを保存します。

参照項目

Tekla Structures の図面 (47 ページ)

図面の複製 (140 ページ)

テンプレートライブラリの図面テンプレートを使用した複製
この図面の複製方法では、さらに多くの作業を手動で行います。テンプレート ラ
イブラリにある図面テンプレートを使用して、図面を作成できます。テンプレート
ライブラリは、実際には、図面テンプレートとして使用できる図面が含まれたモデ
ル フォルダです。

1. テンプレートモデルとして使用するモデルで、図面テンプレートとして使用す
る図面を作成し、図面を保存します。

2. 図面テンプレートを使用して図面を作成する別のモデルで、新しい図面に追加
するオブジェクトを選択します。

3. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

4. [ドキュメント管理] で、図面を選択して、[図面複製] をクリックします。

5. [別のモデル] をクリックします。

[モデルのブラウズ...] を使用して、必要な図面テンプレートが保存されている
別のモデル フォルダをブラウズします。

6. [テンプレートの選択...] をクリックします。

7. [図面テンプレート] ダイアログ ボックスで、図面テンプレートを選択して、
リストを開いたままにします。

8. [図面の複製] ダイアログ ボックスで、[複製時のオブジェクト処理] オプション
を使用して、複製する図面オブジェクト、および各複製オブジェクトに対する
処理を定義します。

9. [選択部材の図面複製(S)] をクリックして、図面を複製します。

Tekla Structures により図面が複製されます。[ドキュメント管理] では、複製された
図面は [図面は複製されました] 列にテキスト [変更内容] でマークされます。

ヒ
ン
ト

詳細設定 XS_DRAWING_TEMPLATES_LIBRARY を使用して、特定のモデル

フォルダが常にテンプレート ライブラリとして使用されるように指定でき
ます。

参照項目

図面の複製 (140 ページ)
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他のモデルにある図面複製テンプレートを使用した複製 (142 ページ)

3.8 同じ部材の複数の図面シートの作成
複数の図面シートとして同じ部材の複数の図面を作成できます。シートの数に制
限はなく、各図面に独自のプロパティを指定できます。

これは、ディテールや断面図を示す別のシートが必要な場合に便利です。表示オプ
ションが異なる製品図 (製品の大きな 3D イメージが含まれた図面、追加の断面図
が含まれた図面、製品の特定の部材またはサブアセンブリだけをマークして寸法を
設定した図面など) が必要な場合に特に役立ちます。

同じ部材の複数の図面シートは、[マスター図面カタログ] で、ルール セットまた
はウィザード、あるいは図面プロパティ ダイアログ ボックスを使用して作成でき
ます。

ウィザードを使用した複数の図面シートの作成

作業を開始する前に、同じ部材の複数のシートを作成するための図面プロパティ
ファイル (保存された設定) が作成されていること確認してください。各ファイル
には、特定の目的のために必要な設定と個々のシート番号が含まれています。

1. [図面とレポート] タブで、[図面の作成 --> マスター図面カタログ ] をクリック
して、[図面の作成 - マスター図面カタログ] ダイアログ ボックスを開きます。

2. リスト内の目的のウィザード ファイルをダブルクリックして、[マスター図面
プロパティ] ダイアログ ボックスを開きます。

3. [図面プロパティの編集...] をクリックして、ウィザード ファイル (132 ページ)
を開きます。 

ウィザード ファイルの内容の例については、「マスター図面プロパティの変更
(132 ページ)」を参照してください。

4. このファイルで、複数の図面シートの作成に使用する図面プロパティ ファイ
ルの名前を指定します。 

以下に示されているように、set_drawing_attributes 行の括弧内にファ

イル名を指定します。

set_drawing_type(cast_unit)
set_drawing_attributes(sheet1, sheet2, sheet3)
set_filter(column_filter)
create_drawings()

5. ウィザード ファイルを新しい名前で保存します。

6. モデルでは、図面の作成元となる部材を選択します。
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7. [マスター図面カタログ] で新しく作成されたウィザード ファイルをクリック
し、[図面の作成] をクリックします。Tekla Structures により図面が作成されま
す。

図面プロパティを使用した複数の図面シートの作成

1. 開いている図面の背景をダブルクリックして、図面プロパティダイアログボッ
クスを開きます。

2. 必要に応じて、図面プロパティを調整し、作成する図面のタイプを示すように
図面名を変更します。たとえば、「FRAME 3D」に変更します。

[シート番号] ボックスは変更しないでください。

3. 変更を維持してダイアログ ボックスを開いたままにするには、[適用] をクリ
ックします。

4. 適切なコマンドを選択して、オブジェクトの図面を作成します。[図面とレポ
ート] タブで、Shift キーを押しながら [図面の作成] をクリックし、図面タイプ
をクリックします。

5. 開いている図面のプロパティダイアログボックスで図面のプロパティをもう
一度調整して、新しい図面のタイプに合うように名前を変更します(たとえば、
FRAME FRONT)。

6. 同一製品のシート番号が異なる他の図面を取得するには、[シート番号] ボック
スのシート番号を変更します。

7. [適用] をクリックして、プロパティが異なる同じオブジェクトの新しい図面を
作成します。

8. 手順 5～7 を繰り返して必要なすべてのシートを作成します。

例

複数の図面が表示された [ドキュメント管理] の例を次に示します。

3.9 新しいシートへの図面のコピー
図面を新しいシートにコピーできます。たとえば、新しい図面シートで元の図面と
同じレイアウトとビューを使用しながら、何か他のものをハイライトする必要があ
る場合などにコピーが役立ちます。

1. [図面とレポート] タブで [ドキュメント管理] をクリックします。

2. コピー元として使用する図面を選択します。

3. 右クリックして [ 図面の作成 --> 新しいシートにコピー ] を選択します。 
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元の図面が新しいシートにコピーされ、コピーされた図面に新しいシート番号
が付けられます。

4. 新しい図面シートを開き、必要な変更を加えて保存します。

注 コピーされた図面に対して [ドキュメント管理] の [再作成] (Shift+R) コマンドを使用
すると、Tekla Structures に元の図面から図面をもう一度コピーするかどうかを確認す
るメッセージが表示されます。[はい] を選択すると、以前にコピーした図面シートが、
以前に選択した元の図面の新しいコピーで置き換えられます。

参照項目

同じ部材の複数の図面シートの作成 (151 ページ)
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4 図面の編集

図面を作成した後は、図面およびビューのプロパティ、建築オブジェクト、図面に
既に追加されている寸法とマークを変更できます。ビュー、マーク、注記、テキス
ト、スケッチ オブジェクト、その他のオブジェクトを追加できます。図面の色を
変更したり、一部のオブジェクト タイプの特殊なカスタム表示を使用することも
できます。

図面を開かなくても図面スナップショットを確認できます。

図面のスナップショット (158 ページ)

図面を開く (156 ページ)

図面の名前とタイトルを編集できます。

図面名と図面タイトルの変更 (155 ページ)

図面ビュー、寸法、マーク、そのほかの図面オブジェクトを追加または編集できま
す。

図面ビューの作成と変更 (167 ページ)

手動による寸法設定 (193 ページ)

図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作成および変更する
(270 ページ)

図面で選択されている複製 (501 ページ)

図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト (345 ページ)

図面の建築オブジェクト (368 ページ)

図面内の 2D ライブラリ (505 ページ)

図面へのシンボルの追加 (323 ページ)

図面内のカスタム表示 (517 ページ)

図面内の溶接 (480 ページ)

図面内の鉄筋 (388 ページ)

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)

図面内の螺旋梁 (383 ページ)
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図面内の参照モデル (539 ページ)

図面内の基準線 (522 ページ)

図面内の色 (534 ページ)

ユーザー座標系 (UCS) (542 ページ)

図面オブジェクトを非表示にしたり、整列、配置、再配置、ドラッグ、形状変更、
サイズ変更、分解を行ったり、部材の一部がビューの枠内に収まっていないことを
カット ラインで示すことができます。

図面オブジェクトの表示/非表示の切り替え (333 ページ)

選択した図面オブジェクトの整列 (339 ページ)

図面オブジェクトのドラッグ、形状変更、サイズ変更 (341 ページ)

注記オブジェクトの配置 (338 ページ)

Tekla Structures 図面のカット ラインの表示 (343 ページ)

図面プラグインの分解および通常の図面オブジェクトの使用 (345 ページ)

図面を保存して閉じた後、注意が必要ないくつかの点があります。

図面を保存して閉じる (157 ページ)

4.1 図面名と図面タイトルの変更
Tekla Structures では、図面プロパティで指定された名前に従って、図面の名前が付
けられます。図面の名前は、[ドキュメント管理]、および図面テンプレートとレポ
ート テンプレートに表示されます。図面の作成時および既存の図面で、デフォル
トの図面名を変更できます。図面名に加えて、図面のタイトルを指定できます。
Tekla Structures では、[ドキュメント管理]、図面およびレポート テンプレート、出
力ファイル名にタイトルが表示されます。タイトルは 3 つまで定義できます。

図面の名前変更

1. [ドキュメント管理] で図面を右クリックして、[プロパティ] を選択します。

2. [名前] ボックスに新しい名前を入力します。 

長さの上限は 32 文字です。

3. [変更] をクリックします。 

[ドキュメント管理] を閉じ、もう一度開いて変更されていることを確認しま
す。
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図面のタイトルの指定

1. [ドキュメント管理] で図面を右クリックして、[プロパティ] を選択します。

2. タイトルを入力します。

3. [変更] をクリックします。 

[ドキュメント管理] を閉じ、もう一度開いて変更されていることを確認しま
す。

ヒ
ン
ト

印刷ファイル名をカスタマイズし、図面名ではなくタイトル値を使用する場合は、
このダイアログ ボックスで入力したタイトルを印刷ファイル名に使用するように
指定できます。そのためには、[ ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷 ] で、詳細設
定 XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_G (図面タイプに応じて _W、_A、_M、または 
_C) の値として、値 %TPL:TITLE1% (または %TPL:TITLE2% か %TPL:TITLE3%) を
入力します。

詳細については、「印刷出力ファイル名のカスタマイズ (609 ページ)」および
「TITLE1..3」を参照してください。

4.2 図面を開く
図面は、モデル内でも、図面モードでも開くことができます。一度に開くことがで
きる図面は 1 つだけです。

ヒン
ト

図面を 大化した状態で常に開いておくには、詳細設定
XS_OPEN_DRAWINGS_MAXIMIZED を TRUE に設定します。

モデルで図面を開く

以下のいずれかの操作を行います。

• モデル モードの [図面とレポート] リボン タブで、[ドキュメント管理] ( Ctrl +
L) をクリックし、リスト内の図面をダブルクリックするか、リスト内の図面を

選択して下部の  をクリックします。

• モデル内のオブジェクトを選択し、コンテキスト ツールバーを開いて [開く、
または図面の作成] ボタンを選択します。選択したオブジェクトを含む単品図、
製品図、キャスト ユニット図、およびマルチ図がメニューに一覧表示されま
す。リストで図面をクリックするだけで開くことができます。

図面を開くと、進捗状況を示すメッセージ ボックスが表示され、実行中の処理お
よび図面のスナップショットが表示されます。図面を開くのをキャンセルするに
は、[キャンセル] をクリックします。
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図面がすでに開いているときに新しい図面を開く
すでに図面が開いているときに、別の図面を開くことができます。この操作を行う
と、既に開いている図面が閉じます。

以下のいずれかの操作を行います。

• 図面モードの [図面] リボン タブで、[ドキュメント管理] ( Ctrl + O) をクリック
し、リスト内の図面をダブルクリックするか、リスト内の図面を選択して下部

の  をクリックします。

• [ドキュメント管理] リストの次の図面を開くには、Ctrl + PageDown を押すか、

下部の [次の図面を開く] ボタン  をクリックします。

• [ドキュメント管理] リストの前の図面を開くには、Ctrl + PageUp を押すか、下

部の [前の図面を開く] ボタン  をクリックします。

開いている図面を変更した場合は、他の図面を開く前に、変更を保存するかどうか
を確認するメッセージが Tekla Structures に表示されます。また、現在の図面のスナ
ップショットを作成 (158 ページ) したり、出図準備完了 (571 ページ) のマークを付
けたりすることもできます。詳細設定 XS_ALWAYS_CONFIRM_SAVE_WHEN_
CLOSING_DRAWING を TRUE に設定している場合、確認メッセージが常に表示さ
れます。デフォルト値は FALSE です。これは、何も変更せずに図面を閉じる場合
に、デフォルトでは Tekla Structures に図面の保存を促すメッセージが表示されない
ことを意味します。

図面を開くと、進捗状況を示すメッセージ ボックスが表示され、実行中の処理お
よび図面のスナップショットが表示されます。図面を開くのをキャンセルするに
は、[キャンセル] をクリックします。

選択した図面を読み込めない

図面ファイルが見つからないか、図面ファイルに互換性がないために、図面を開く
ことができない場合があります。その場合、Tekla Structures に次のいずれかのメッ
セージが表示されます。

• "選択した図面を読み込めません。 図面ファイルが見つかりませんでした。 詳
細については、「Tekla User Assistance」を参照してください。"

• "選択した図面を読み込めません。 図面ファイルに互換性がありません。 詳細
については、「Tekla User Assistance」を参照してください。"

詳細については、「選択した図面を読み込めない」を参照してください。

4.3 図面を保存して閉じる
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図面を保存する
Tekla Structures では、あらかじめ設定した間隔で図面が自動保存されます。また、
図面は必要なときにいつでも保存できます。

• 図面を保存するには、開いている図面で、[ファイル] メニューに移動し、[図面
を保存する] をクリックします。

図面 *.dg と、モデル *.db1 および *.db2 の両方が保存されます。図面は、

モデル フォルダーの下の \drawings フォルダーに保存されます。

図面を開いて保存すると、スナップショットがデフォルトで作成されます。ス
ナップショットは、図面が前回保存されたときの状況を表現したものです。詳
細については、「図面のスナップショット (158 ページ)」を参照してください。

自動保存と自動保存間隔の詳細については、「図面の自動保存」を参照してくださ
い。

図面を閉じる
一度に開くことができる図面は 1 つだけです。 別の図面を開く前に、必ず開いて
いる図面を閉じる必要があります。

1. 以下のいずれかの操作を行います。 

• [ファイル] メニューを開いて、[作図モードを閉じる] をクリックします。

• [図面] タブで [閉じる] をクリックします。

• 図面ウィンドウの右上隅の [閉じる] ボタン [X] をクリックします。

2. 図面に変更を加えた場合は、Tekla Structures に変更を保存するかどうかを確認
するメッセージが表示されます。 

図面に出図準備完了のマークを付けるかどうか選択することもできます。詳
細については、「図面に出図準備完了のマークを付ける (571 ページ)」を参照
してください。

4.4 図面のスナップショット
スナップショットを使用すると、図面を開かなくてもすばやく図面を確認できま
す。このツールは、図面を編集するのではなく単にチェックしたいときや、数枚の
図面を表示しながら目的の 1 枚 (特定のリビジョンの図面など) を見つけ出すとき
に使用します。スナップショットのオーバーレイを使用すると、実際の図面を開か
なくても図面の内容をモデル ビューに直接表示できます。図面スナップショット
を図面の 新バージョンまたは作図モードの別の図面と比較して表示することも
できます。すべてのタイプの図面でスナップショットの取得、および図面スナップ
ショットのオーバーレイが可能です。
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図面スナップショットの作成と表示

図面を開いて保存すると、スナップショットがデフォルトで作成されます。スナッ
プショットは、図面が前回保存されたときの状況を表現したものです。したがっ
て、モデルに対して新たに加えられた変更は、スナップショットには反映されてい
ません。

1. 図面を [ドキュメント管理] から選択して開きます。

2. [ファイル] メニューに移動し、[図面を保存する] をクリックして図面を保存し
ます。 

スナップショットは..\<model>\drawings\Snapshotsフォルダに保存

されます。

3. 同じ図面を [ドキュメント管理] から選択します。

4. [スナップショット] 下部にある [ドキュメント管理] ボタンをクリックして、
スナップショットを表示します。

スナップショットの例を次に示します。
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スナップショットがない図面を選択して [スナップショット] をクリックした場
合、図面を開いて保存し、スナップショットを作成するように求める手順ビューが
表示されます。

図面が作成されるときに自動的に図面のスナップショットを作成する場合は、[詳
細設定] ダイアログ ボックスで [図面プロパティ] のカテゴリーの
XS_DRAWING_CREATE_SNAPSHOT_ON_DRAWING_CREATION を TRUE に設定

します。

スナップショットのオーバーレイ

図面を編集している間、図面のスナップショットを表示できます。スナップショッ
トのオーバーレイでは、 新の変更の表示や、図面の内容の整列などを行うことが
できます。 新の更新以降の図面変更を表示して、スナップショットと実際の図面
を切り替えることができます。

スナップショットを順に確認することで、実際の図面を 1 つずつ開くよりはるかに
早く、正しい図面を見つけることができます。

制限事項

• モデルから表示した場合、テキストは一面だけに表示されます。DX グラフィ
ックのスナップショットでは、テキストはサポートされていません。

• モデルでのオーバーレイは、3D 図面ビューで機能するように設計されていませ
ん。

• 印刷領域外のビューは、モデルのオーバーレイに表示されます。

• 大きな一般図のスナップショットを読み込むには時間がかかる場合がありま
す。

• 初のスナップショットの読み込みには、残りのスナップショットの読み込み
よりも時間がかかります。

図面のスナップショットのオーバーレイを表示するには、図面を開き、保存して、
スナップショットを作成する必要があります。

スナップショット ビューの設定が次のように表示されます。
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モデルでのスナップショットのオーバーレイ

1. [ドキュメント管理] を開き、図面を選択します。

2. [スナップショット] をクリックします。

3. 表示されたスナップショットのダイアログ ボックスの上部にある [モデルで
オーバーレイ] で、[オーバーレイ] チェック ボックスをオンにします。スナッ
プショットの色を選択することもできます。

キャスト ユニットに、対応するキャスト ユニット図がオーバーレイされます。

図面でのスナップショットのオーバーレイ

1. 図面 --> ドキュメント管理 をクリックして、 新のスナップショットの後に変
更された図面を開きます。

2. ドキュメント管理 を表示したままで、同じ図面を選択して、[スナップショッ
ト] をクリックします。

3. [図面でオーバーレイ] で、いずれかのオプションを選択します。 

オーバーレイ:実際の図面にスナップショットを表示して、両方が表示される
ようにします。

スナップショットのみ表示:実際の図面を表示せずにスナップショットのみを
表示します。

なし:実際の図面に簡単にすばやく切り替えます。

4. スナップショットの色を選択します。
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次の例では、スナップショットの取得後にキャスト ユニットのサイズが変更され
ています。

ヒ
ン
ト

平面図の一般図を開いているときに、別の一般図を使用して内容を整列する
には、 初の図面の上に 2 番目の図面のスナップショットを開き、スナップ
ショットにスナップし、開いている図面のオブジェクトを配置または移動し
ます。図面スナップショットのオーバーレイにスナップするには、[幾何線･

点にスナップ] スナップ スイッチ  を使用します。

4.5 図面の新しいレイアウトの選択
図面で使用するレイアウトは、図面プロパティ ダイアログ ボックスで選択できま
す。現在開いている図面の新しい図面レイアウトを使用することも、新しい図面レ
イアウトを図面プロパティに保存して後で使用することもできます。

1. 場所に応じて、次のいずれかを行います。

• 開いている図面の [図面] タブで、 プロパティ --> 図面 をクリックします。

• [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプ
を選択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックします。

4. [レイアウト] リストから新しいレイアウトを選択します。

5. 以下のいずれかの操作を行います。

• 開いている図面に新しいレイアウトを適用して保存するには、[変更] をク
リックします。

• 変更した図面プロパティを後で使用するために保存するには、[保存する]
をクリックします。
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6. [OK] をクリックして、図面プロパティ ダイアログ ボックスを閉じます。

参照項目

図面レイアウトの定義 (643 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)

4.6 図面でのテーブル セットの変更
図面のテーブル セットに小規模な変更を加える場合、図面レイアウトから個々の
テーブルを除外できます。テーブルを除外すると、テーブルが現在の図面の一部と
なるため、そのテーブルに加えた変更は図面レイアウトに保存されません。これに
より、ケースごとに新しいレイアウトや図面サイズを作成しなくても、図面の内容
やテーブルの重複を回避したり除去したりできます。

図面レイアウトからのテーブルの除外

1. 開いている図面で、編集するテーブルを選択します。

2. いずれかのテーブルを右クリックし、[レイアウトからテンプレートを除外] を
選択します。
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テーブルは現在の図面の一部になったため、変更を加えても図面レイアウトには影
響を与えません。

注 図面レイアウトから除外されたテーブルがある場合、図面サイズを変更するこ
とはできません。

必要に応じて、次のいずれかの手順を参照してください。

除外されたテーブルの移動

1. 開いている図面で、移動するテーブルを選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• テーブルを選択し、マウスの左ボタンを押したままにします。次に、テー
ブルを新しい位置にドラッグし、マウス ボタンを放します。

• いずれかのテーブルを右クリックし、[移動] を選択します。次に、移動す
る原点をピックしてから、目的地点をピックします。

除外されたテーブルの回転

1. 開いている図面で、回転するテーブルを選択します。

2. いずれかのテーブルを右クリックします。

3. [時計回りに回転] を選択します。

テーブルは時計回りに 90 度回転します。

右側で目的の回転角度にするために、手順 2 と 3 を繰り返します。

除外されたテーブルの削除

1. 開いている図面で、削除するテーブルを選択します。

2. いずれかのテーブルを右クリックします。

3. [削除] を選択します。

キーボードの Ctrl+Z キーを押して、テーブルの削除を元に戻すことができます。

レイアウト エディターでの除外されたテーブルの編集

1. 開いている図面で、編集するテーブルを選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• いずれかのテーブルをダブルクリックし、[図面レイアウトエディター] を
選択します。
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• いずれかのテーブルを右クリックし、[レイアウト エディターを開く] を選
択します。

このように [レイアウト エディター] を開くと、テーブルに関連するレイアウ
ト プロパティのみ変更できる点に注意してください。

[レイアウト エディター] の [使用中のテーブル] リストに、除外されたテーブ
ルが次のように表示されます。<<TABLE NAME>>.

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

これを 実行するには

テーブルの縮小/拡大 a. 図面レイアウトで、テーブルを選択
します。

b. [縮尺] ボックスに新しい値を入力
します。

c. Enter キーを押します。

テーブルの回転 a. 図面レイアウトで、テーブルを選択
します。

b. [回転] ストで、新しい回転角度を選
択します。

c. Enter キーを押します。

図面ビューとの重なりを許可 a. 図面レイアウトで、テーブルを選択
します。

b. [ビューとの重なり] チェック ボッ
クスをオンにします。

[ビューとの重なり] チェック ボックス
をオフにすると、Tekla Structures により
図面がは再作成されたときに、図面ビュ
ーがテーブル領域の外側に保持されま
す。

4. [レイアウト エディター] リボンで、[保存する] をクリックします。

変更は現在の図面にのみ保存されます。図面レイアウトは更新されないため、変更
が反映されません。

現在の図面への新しいテーブルの追加

1. 開いている図面で、除外されたテーブルのいずれかを選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• テーブルをダブルクリックし、[図面レイアウトエディター] を選択します。

• テーブルを右クリックし、[レイアウト エディターを開く] を選択します。
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このように [レイアウト エディター] を開くと、テーブルに関連するレイアウ
ト プロパティのみ変更できる点に注意してください。

[レイアウト エディター] の [使用中のテーブル] リストに、除外されたテーブ
ルが次のように表示されます。<<TABLE NAME>>.

3. [レイアウト エディター] リボンで、  [テーブルの追加] をクリックします。

4. [テーブル一覧] ダイアログ ボックスで、追加するテーブルをクリックします。

5. DWG ファイルや DXF ファイル、またはキー プランを追加する場合は、次の
いずれかの操作を行います。 

目的 操作

DWG または DXF ファイルを追加する a. ブラウズし、図面に追加するファイ
ルを見つけて選択します。

b. [開く] をクリックします。

キー プランを追加する • [図面] ダイアログ ボックスで、既存
のキー プラン図面を選択し、[選択]
をクリックします。

これで、[テーブル一覧] ダイアログ ボッ
クスを閉じることができます。

6. テーブルを追加する図面レイアウト内のポイントをクリックします。 

テーブルは、図面ビュー フレームに自動的に固定されます。

7. テーブルの縮尺または回転を変更する場合、テーブルを選択し、新しい [縮尺]
値または [回転] 値を入力します。 

編集できるのは、テンプレート ファイル (.tpl) の縮尺と回転だけです。

回転と縮尺の変更は、すぐに図面レイアウトに適用されます。テーブルの縮尺
を変更したり回転したりしても、テーブルは同じ位置に固定されたままです。

8. テーブルを図面ビューと重ねる場合、[ビューとの重なり] チェック ボックス
をオンにします。 

[ビューとの重なり] チェック ボックスをオフにすると、Tekla Structures により
図面がは再作成されたときに、図面ビューがテーブル領域の外側に保持されま
す。

追加するすべてのテーブルについて、手順 3 から 8 を繰り返します。

9. [レイアウト エディター] リボンで、[保存する] をクリックします。

新しいテーブルは現在の図面にのみ保存されます。元の図面レイアウトは更新さ
れないため、テーブルが追加されません。
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図面固有の変更の破棄

• 必要に応じて、次のいずれかを行います。 

これを 実行するには

除外されたテーブルを図面レイアウト
に再度追加し、その位置を復元する

1. テーブルを選択します。

2. 右クリックして [テンプレート位置
を元に戻す] を選択します。

除外されたテーブルをすべて図面レイ
アウトに再度追加し、元の図面レイアウ
トを復元する

以下のいずれかの操作を行います。

• 図面の任意の場所を右クリックし、
[レイアウトの復元] を選択します。

• [レイアウト エディター] リボンで、
[レイアウトの復元] をクリックしま
す。

4.7 図面ビューの作成と変更
図面ビューには、モデリングされた Tekla Structures 建築オブジェクト、マーク、寸
法、追加された他のオブジェクトが含まれます。図面ビューは、モデルを確認する
もう 1 つの手段です。図面には複数のビューが含まれる場合があります。Tekla
Structures が図面作成での選択内容に基づいて自動的に作成するビューに加え、開
いている図面に新しいビューを追加し、既存の図面を変更することもできます。

Tekla Structures の図面では、次のようなさまざまなタイプのビューを使用できま
す。

• メインビュー:正面、上面、背面、下面

• 断面図

• 端部断面図

• 単品図

• 3D ビュー

• 部分詳細ビュー。 終図面で作成できます。

• キープランビュー

• 基準線ビュー

• エレベーションビュー

• 平面図

手動によるビューの追加

図面には、ビューを手動で追加することができます。

図面へのビューの作成 (168 ページ)
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ビューのコピー、リンク、移動

ビューは、別の図面に移動、コピー、リンクすることができます。

図面ビューのコピー、移動、リンク (177 ページ)

ビュー、ビューの位置、部分詳細マークと断面マーク、部分詳細ビュー ラベル、
および断面図ラベルの変更

ビューは、手動で変更できます。

図面ビューの変更、配置、および整列 (188 ページ)

図面での部分詳細マーク、ビュー ラベル、およびマークの境界プロパティの変更
(289 ページ)

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更 (287 ページ)

参照項目

図面ビューの定義 (675 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面へのビューの作成
図面の作成後に、ビューを手動で追加することができます。

既存の図面には次のタイプのビューを作成できます。

• 断面図

• 円弧断面図

• 部分詳細ビュー

• 部材の正面ビュー、上面ビュー、背面ビュー、下面ビュー

• 部材の 3D ビュー

• モデル ビュー全体の図面ビュー

• モデル ビューの選択領域の図面ビュー

• 図面ビューの選択領域の図面ビュー

断面図の作成
ビューを少なくとも 1 つ含んでいる開いている図面で、図面ビューに部材の断面図
を作成できます。

1. まず、断面マーク プロパティを設定します。[図面] タブで [ プロパティ --> 断
面マーク ] をクリックします。

2. [矢視記号プロパティ] ダイアログ ボックスで、断面ライン、断面記号、およ
び断面図ラベルの各プロパティを変更し、[OK] または [適用] をクリックしま
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す。 詳細については、「図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ライン
の変更 (287 ページ)」および「ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義
(678 ページ)」を参照してください。

3. 次に、断面図プロパティを設定します。Shift キーを押したまま、[表示] タブ
で [断面図] をクリックします。

4. 必要に応じてビュー プロパティを変更し、[OK] または [適用] をクリックしま
す。 詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ページ)」を参照してく
ださい。

5. 2 点をピックして断面の位置を定義します。 

直交スナップを有効にすると、点の選択がより簡単になります。[ファイル] メ
ニューで、[設定] をクリックし、[直交] を選択するか、O キーを押します。

梁の場合、スナップ スイッチ [垂点にスナップ] を使用して、梁の上部の線と
下部の線をピックしてみることもできます。

6. 2 点をピックして、断面範囲の向きと断面図デプスを定義します。 

断面範囲をピックすると、わずかに強調されます。ビュー デプスとビューの
境界は、後からでも調整できます。

断面の向きとは、断面マーク矢印が指す向きのことです。

7. 断面図の位置を選択します。 

ビューシンボルがマウスポインタに従って移動するので、断面図を配置する位
置を確認できます。

反対方向のデプスは、ゼロ(0)になります。

Tekla Structures により、[ビュープロパティ] および [矢視記号プロパティ] ダイ
アログ ボックスの現在のプロパティを使用して断面図が作成され、元のビュ
ーに断面マークが追加されます。ビューを作成した後に、プロパティを変更で
きます。ビュー プロパティの変更の詳細については、「図面ビュープロパティ
の変更」を参照してください。

ヒ
ン
ト

• 作成された断面図のビューの範囲は、選択されたままとなるので、
ドラッグすることで、ビューの範囲のデプスと高さを調整できます。

• 必要に応じて、断面図の縮尺を変更します。ビュー フレームをダブ
ルクリックし、 下部にあるトグル スイッチを使用して他のすべて
のオプションの選択を解除し、[縮尺] オプションだけを選択して縮
尺を調整します。

• 別のビューを作成するには、[断面図] コマンドを再度起動します。
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(1) 初にピックした 2 点は断面の位置を示します。

(2) 3 番目にピックした点は、カット ボックスの向きと断面のデプスを示します。
ここで少し強調表示できます。

(3) 4 番目のピックでカット ボックスが完成します。

(4) 断面図を配置する間、配置しようとしている断面図を表すビュー シンボルがマ
ウス ポインターに従って移動します。断面図は、選択した位置に配置されます。
断面図は選択されたままとなり、ビュー境界は作成直後からハイライトされます。

断面マークは、元のビューに描かれます。 断面図のビュー境界も、ビュー作成直
後から元のビューでハイライトされます。
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円弧断面図の作成
既存の図面ビューの円弧断面図を作成できます。建物の展開面を可視化したり、外
装材を管理したりする場合に、このツールが役立ちます。

制限事項: 円弧断面図は、垂直または 3D の曲線オブジェクトで作成された場合は
機能しません。

1. 図面を開きます。

2. まず、断面マーク プロパティを設定します。[図面] タブで [プロパティ --> 断
面マーク ] をクリックします。

3. 断面ラベル、カット方向シンボル、および断面ラインのプロパティを変更しま
す。 詳細については、「図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ライン
の変更 (287 ページ)」および「ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義
(678 ページ)」を参照してください。

4. 断面図プロパティを設定します。Shift キーを押したまま、[表示] タブで [円弧
断面図] をクリックします。

5. 必要に応じてビューのプロパティを変更します。 詳細については、「図面のビ
ュープロパティ (902 ページ)」を参照してください。

6. カット平面上の 3 点を選択します。

7. 2 点を選択して、カット ボックスを指定します。

8. 円弧断面図の位置を示す点を選択します。 

シンボルがカーソルに従って移動するので、円弧断面図を配置する位置を確認
できます。

Tekla Structures により、現在のビュー プロパティおよび断面マーク プロパティを
使用して円弧断面図が作成され、元のビューに断面マークが追加されます。ビュー
を作成した後に、プロパティを変更できます。

部分詳細ビューの作成
既存の図面ビューの指定範囲にある部分詳細ビューを、別のビューに作成できま
す。部分詳細ビューの縮尺は、デフォルトではメイン ビューの縮尺と同じですが、
環境によっては部分詳細ビューが拡大されています。部分詳細ビューの方向は、元
のビューの方向と同じです。部分詳細ビュー ラベルと部分詳細マークを作成する
前に、図面プロパティで開始番号または文字を定義できます。

1. 図面を開きます。

2. まず、部分詳細マーク プロパティを設定します。[図面] タブで [プロパティ --
> 部分詳細マーク ] をクリックします。

3. ディテールの名前を入力し、[部分詳細シンボル プロパティ] で、部分詳細ビ
ュー ラベル、部分詳細記号、および部分詳細マークの各プロパティを変更し
ます。 

選択した部分詳細記号の形状によって、部分詳細の領域を選択する方法が変わ
ります。プロパティの詳細については、「図面での部分詳細マーク、ビュー ラ
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ベル、およびマークの境界プロパティの変更 (289 ページ)」を参照してくださ
い。

部分詳細シンボルをカスタム シンボルに変更するには、詳細設定
XS_DETAIL_MARK_REFERENCE_SYMBOL を使用します。

4. [OK] または [適用] をクリックします。

5. 次に、ビュー プロパティを設定します。Shift キーを押したまま、[表示] タブ
で [部分詳細ビュー] をクリックします。

6. 必要に応じてビューのプロパティを変更します。 詳細については、「図面のビ
ュープロパティ (902 ページ)」を参照してください。

7. [OK] または [適用] をクリックします。

8. 選択した部分詳細記号の形状に応じて、次のいずれかを行います。 

• 形状が [円] の場合は、円の中心点を選択してから、円上の点を選択しま
す。

• 形状が [長方形] の場合は、四角形の角を選択します。

9. 部分詳細マークの位置を選択します。

10. 部分詳細ビューの位置を選択します。

Tekla Structures では、部分詳細ビューは [ビュープロパティ] と [部分詳細シンボル
プロパティ] の現在のプロパティを使用して作成されます。部分詳細ビューのビュ
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ー デプスは、変更しようとしても元のビューから取得されます。ビューを作成し
た後に、プロパティを変更できます。

(1) 部分詳細記号は、[円] に設定されています。部分詳細記号のハンドルをドラッ
グすると、部分詳細シンボルのサイズを拡大または縮小することができます。

(2) 部分詳細マーク

(3) 部分詳細ビュー

(4) 部分詳細ビュー ラベル

部分詳細ビュー ラベルおよびマークの開始番号または文字の定義

1. 開いている図面をダブルクリックします。

2. ダイアログ ボックス下部のチェック ボックスの選択切り替えボタンをクリッ
クして、[部分詳細ビュー] の横にあるチェック ボックスのみをオンにします。

3. [部分詳細ビュー] をクリックします。

4. 開始番号または文字を入力します。

図面の編集 173 図面ビューの作成と変更



5. [変更] をクリックします。

部材の追加図面ビューの作成
部材の追加ビューを単品図、キャストユニット図、または製品図内に作成できま
す。 部材面(正面、上面、背面、下面)を選択して、部材の 3D ビューを使用または
作成できます。

1. 図面を開きます。

2. [表示] タブで、[部材の表示] をクリックし、次のいずれかを選択します。 

• 正面

• 上部

• 背面

• 下部

• 3D ビュー

Tekla Structures では、[ビュープロパティ] の現在のプロパティを使用して、ビ
ューが作成されます。図面の平面にビューが既にある場合、新しいビューは作
成されません。

3. 新しいビューのフレームをダブルクリックして [ビュープロパティ] を開き、
必要に応じてプロパティを変更します。 

たとえば、3D ビューの場合、ビュー角度を変更できます。

詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ページ)」を参照してくださ
い。

4. [変更] をクリックします。

例

以下の例では、 初、図面に含まれていたのは正面ビューのみでした。3D ビュー
と上面ビューが追加されました。[ビュープロパティ] で 3D ビューの角度が変更さ
れました。
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モデル ビュー全体の図面ビューの作成
モデル ビューの全体から図面ビューを作成し、それを図面に追加できます。

1. 図面を開きます。

2. モデル ビュー リストを開きます。[表示] タブで、[モデルビュー --> モデルビ
ューリスト ] をクリックし、リストを開いたままにします。

3. 図面ビュー プロパティを設定します。Shift キーを押したまま、[表示] タブで
[モデルビューの全体] をクリックします。 

ビュー プロパティの詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ページ)」
を参照してください。

4. ビュー プロパティ (ビューの縮尺など) を変更し、[OK] または [適用] をクリッ
クします。

5. モデル ビュー リストからモデル ビューを開きます。

6. 開いたモデル ビューをクリックします。

Tekla Structures では、現在のプロパティを使用して、図面ビューが作成されます。
ビュー デプスは、モデル ビュー デプスと同じです。Tekla Structures では、モデル
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ビュー全体が図面ビューに収まるようにビューの境界が計算され、図面にビューが
配置されます。

モデル ビューでの選択した領域からの図面ビューの作成
モデル ビューの指定範囲から図面ビューを作成して、図面に追加できます。

1. 図面を開きます。

2. モデル ビュー リストを開きます。[表示] タブで、[モデルビュー --> モデルビ
ューリスト ] をクリックし、リストを開いたままにします。

3. 図面ビュー プロパティを設定します。Shift キーを押したまま、[表示] タブで
[モデルビューの指定範囲] をクリックします。 

詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ページ)」を参照してくださ
い。

4. 必要に応じて図面ビュー プロパティを変更し、[OK] または [適用] をクリック
します。

5. モデル ビュー リストからモデル ビューを開きます。

6. モデル内の 2 つの角を選択して、図面ビューの X 寸法と Y 寸法を定義します。

X 方向と Y 方向は、モデル ビューの座標系によって決定されます。ビュー デ
プスは、図面ビュー プロパティで適用された設定の定義と同じです。

Tekla Structures では、現在のビュー プロパティを使用して、図面ビューが作成され
ます。ビューは現在の図面に配置されます。
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図面ビューでの選択した領域からの図面ビューの作成
既存の図面ビューの範囲から新しい図面ビューを作成できます。

既存の図面ビューの範囲から新しい図面ビューを作成するには、次のようにしま
す。

1. 図面を開きます。

2. Shift キーを押したまま、[表示] タブで [図面ビューの指定範囲] をクリックし
ます。

3. ビュー ラベルの色を変更できます。 

他のビュー プロパティは、元の図面ビューから継承されます。図面ビュー プ
ロパティの詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ページ)」を参照
してください。

4. [OK] または [適用] をクリックします。

5. 図面ビューで領域を選択して新しいビューに追加します。

6. 新しいビューで位置を選択します。 

配置しようとしているビューを表すシンボルがマウスポインタに従って移動
するので、ビューを配置する位置を簡単に確認できます。

Tekla Structures では、元のビューのビュー プロパティを使用して、図面ビューが作
成されます。

図面ビューのコピー、移動、リンク
他の図面から現在の図面に図面ビューをそのまま、または元のレイアウトを使用し
てコピーできます。[ドキュメント管理] を使用して、断面図と部分詳細ビューを別
の図面に移動することもできます。ビューを別の図面に移動すると、元の図面と移
動先の図面との間に相互参照が作成されます。他の図面から図面ビューをそのま
ま、または元のレイアウトを使用してリンクすることもできます。リンクした図面
ビューは、元のビューの変更に応じて更新されます。

他の図面からの図面ビューのコピー

1. 別の図面から図面ビューをコピーする図面を開きます。

2. ドキュメント管理 を押して、[Ctrl+O] を開きます。

3. コピーするビューが含まれている図面を選択します。 

複数の図面を選択できます。

4. [表示] タブで、[ 他の図面から ] をクリックし、次のいずれかのコマンドをク
リックします。 

• コピー:選択した図面から開いている図面にビューをコピーします。図面
レイアウトは Tekla Structures によりコピーされません。

• レイアウト付きのコピー:選択した図面から開いている図面にビューおよ
びレイアウトをコピーします。
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注 コピーした図面ビューは、オリジナルのビューを変更しても更新されません。

他の図面から図面ビューへのリンク

1. 図面ビューをリンクする図面を開きます。

2. Ctrl+O を押して、[ドキュメント管理] を開きます。

3. リンクする図面ビューが含まれた図面を選択します。 

複数の図面を選択できます。

4. [表示] タブで、[他の図面から] をクリックし、次のいずれかのコマンドをクリ
ックします。 

• リンク:開いている図面に選択した図面のビューを表示します。図面レイ
アウトは Tekla Structures によりコピーされません。

• レイアウト付きのリンク:開いている図面に、選択した図面のビューとレイ
アウトを表示します。

注 元のビューの変更は、リンクされたビューにも表示されます。リンクされたビ
ューを変更すると、モデルを保存したときなどに変更内容が失われます。元の
ビューですべての変更を行います。

他の図面への図面ビューの移動

元の図面の詳細に変更があった場合、移動先の図面で部分詳細ビューが更新される
ことに注意してください。断面が変更された場合は、移動先の図面の断面図は更新
されません。

ヒン
ト

一般図には多くの場合、さまざまな情報が含まれています。空の一般図を
作成して、オリジナルの一般図から部分詳細ビューや断面図を空の一般図
に移動する方法もあります。

1. 開いている図面で、移動する図面ビューのフレームを選択します。

2. 右クリックで表示されるポップアップ メニューから [別図面に移動] を選択し
ます。

3. [ドキュメント管理] から移動先の図面を選択します。 

[別図面に移動] コマンドを選択してから図面ビューをさらに選択すると、一度
に複数の図面ビューを移動できます。複数の図面ビューを選択してから [別図
面に移動] コマンドを選択しても、このコマンドは機能しません。

4. [移動] ダイアログ ボックスで、[ビューを別図面に移動] をクリックします。

5. 元の図面を閉じて保存します。 

Tekla Structures により選択したビューが移動先の図面に移動され、元の図面と
移動先の図面の間の参照が作成されます。
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6. [ドキュメント管理] から移動先の図面を開きます。 

[ドキュメント管理] には、図面が更新されていることが示されます。

7. 必要に応じて、図面ビューの配置を調整します。 詳細については、「図面ビュ
ーの変更、配置、および整列 (188 ページ)」を参照してください。

8. 移動先の図面を保存します。

例

この例には、[ドキュメント管理] に BEAM1 と BEAM2 の 2 つの図面があります。

断面図 C-C を図面 BEAM1から BEAM2に移動します。以下は、元の図面 BEAM1の

元の断面図です。

このビューを、上記の指示に従って、図面 BEAM2に移動します。以下は、移動先

の図面 BEAM2内の移動された断面図です。ビューラベル名には、元の図面 BEAM1
の名前が含まれています。

元の図面 BEAM1では、移動された断面図の断面マークに移動先の図面 BEAM2への

参照が含まれています。
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ヒン
ト

断面図ラベルの参照テキストの設定には、以下の詳細設定を使用できます。

XS_SECTION_VIEW_REFERENCE

XS_SECTION_SYMBOL_REFERENCE

XS_DETAIL_VIEW_REFERENCE

XS_DETAIL_SYMBOL_REFERENCE

モデルでの図面ビューの表示および修正
選択した図面の図面ビューを、開いている任意のモデル ビューで表示し、3D モデ
ルにおける図面ビューの正確な位置、ビューの方向、およびビューの 3D 範囲を正
確に把握することができます。その後、モデル内の図面ビューを変更し、図面に変
更を保存できます。

モデルでの図面ビューの表示および修正

1. モデリング モードで、 図面とレポート --> ドキュメント管理 をクリックして
[ドキュメント管理] をクリックします。

2. ドキュメント リスト内で 1 つ以上の図面を選択します。

3. [ドキュメント管理] ウィンドウの右上隅にある [モデルに図面ビューを表示]
ボタンをクリックします。 

ボタンの色が変わります: 

Tekla Structures に、モデル内の選択した図面のビューが表示されます。

図面ビューの縁端、角、面、またはビュー平面の縁端をドラッグし、直接変更
を使用してビューを変更することができます。
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[モデルに図面ビューを表示] が有効な場合に、別の図面または図面セットを選
択すると、Tekla Structures によりモデル ビューとその中の図面ビューが自動的
に更新されます。この方法では、図面のリストを簡単に調べ、一度に 1 つの図
面を選択して、モデル内のその図面のビューを表示できます。

4. モデル内の図面ビューの名前を表示するには、選択されていないビューの縁端
上にマウス ポインターを移動するか、図面ビューを選択します。 
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Tekla Structures にビュー ラベルが表示されます。

5. 図面ビューの直接変更ハンドルと寸法を表示するには、図面ビューを選択しま
す。 

Tekla Structures に、ビューの幅と高さ、およびビュー平面の上下の深さが表示
されます。

選択した図面ビューの方向は、ビュー平面の 4 つのエッジに開いた矢印で表示
されます。
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モデルでの図面ビューの操作

図面ビューを操作する場合は、まずモデルで目的の図面ビューを選択する必要があ
ります。

これを 実行するには

モデルでの図面ビューの選択 モデル ビューで図面ビューをクリック
するか、コンテキスト ツールバーのリス
トから選択します。

1 つの図面ビューを選択すると、他のす
べての図面ビューがモデルに表示され
なくなります。

図面ビューの選択解除 Ctrl キーを押しながら、選択したビュー
の縁端をクリックします。

表示範囲の増減 • 図面ビューの縁端、角、面、または
ビュー平面の縁端をドラッグしま
す。

• 直接修正ハンドルをドラッグする
か、矢印寸法を表示してビューのサ
イズを変更します。

• また、寸法の値ボックスに新しい値
を入力して、ビューのサイズを変更
することもできます。

Shift キーを押しながらドラッグする
と、現在のスナップ スイッチを上書きで
きます。

ビュー クリップ平面の作成
コンテキスト ツールバーで、  [選択
されたビュー境界ボックス周りのクリ
ッピングのオン/オフ] をクリックしま
す。

Tekla Structures により、図面ビューの範
囲に位置合わせされた 6 つのクリップ
平面が作成されます。選択した図面ビ
ューが分離されてハイライト表示され、
残りのモデルは非表示になります。
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これを 実行するには

図面ビューを変更すると、クリップ平面
が自動的に調整され、ビューの範囲に合
わせられます。

また、[モデルに図面ビューを表示する]
コマンドおよびクリップ平面モードで
図面スナップショットのオーバーレイ
(158 ページ)を使用して、ビューを分離
することもできます。

ビュー境界ボックスと交差するオブジ
ェクトの強調 コンテキスト ツールバーの  [ビュ

ー境界ボックスと交差するオブジェク
トの強調のオン/オフ] をクリックしま
す。

図面ビューとおおざっぱに交差するす
べてのオブジェクトは赤で表示され、お
おざっぱに交差しないすべてのオブジ
ェクトは半透明になります。

選択した図面ビューの一時モデル ビュ
ーの作成 コンテキスト ツールバーで、  [選択

されたビューを新しいモデル ビューと
して表示] をクリックします。

これにより、現在のモデル ビューのプロ
パティに基づいて新しい一時モデル ビ
ューが作成され、選択した図面ビューの
カメラ方向に合わせて新しいモデル ビ
ューのカメラ方向が設定されます。

選択した図面ビューのカメラ方向を現
在のモデル ビューのカメラ方向と一致
するように設定します。

コンテキスト ツールバーで、  [現在
のモデルビューに一致するように選択
ビューのビュー角度を変更] をクリック
します。

図面ビューのビュー角度が、現在のモデ
ル ビューのビュー角度に一致するよう
に変更されます。

図面ビューのカメラ方向の反転
コンテキスト ツールバーの  [ビュ
ー方向を反転] をクリックします。

選択した図面ビューの方向は、ビュー平
面の 4 つのエッジに開いた矢印で表示
されます。

図面ビューの移動または回転 1.
コンテキスト ツールバーで、
[回転ハンドルの表示] をクリック
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これを 実行するには

して、図面ビューの直接変更回転ハ
ンドルを表示します。

回転ハンドルはデフォルトでは非
表示になっています。

2. 直接変更軸と回転ハンドルを使用
して図面ビューを移動または回転
します。

図面への図面ビューの変更の保存
コンテキスト ツールバーで、  [図面
の更新] をクリックするか、マウスの中
央ボタンをクリックします。

図面ビューの変更は、[図面の更新] ボタ
ンまたはマウスの中央ボタンをクリッ
クした場合にのみ保存されます。図面
ビューを編集してから、モデル内の別の
図面ビューを選択して編集し、続行して
[図面の更新] をクリックします。

図面ビューの変更の破棄
コンテキスト ツールバーの  [変更
の破棄] をクリックします。

保存されていない図面ビューの変更は
破棄されます。

モデルでの図面ビューの表示の停止 Esc キーを押すか、右クリックして [中
断] を選択します。変更を行っても保存
していない場合は、変更を保存するか破
棄するか尋ねられます。
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モデル内の図面ビューの例

モデルで図面ビューが選択されます。

[選択されたビュー境界ボックス周りのクリッピングのオン/オフ] コマンドを使用
して、ビューが分離されました。
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平面図の図面ビューに、クリップ平面が作成されています。

図面スナップショットのオーバーレイは、[モデルに図面ビューを表示する] コマン
ドおよびクリップ平面モードで、ビューを分離するために使用されます。

図面の編集 187 図面ビューの作成と変更



図面ビューの変更、配置、および整列

図面ビューの境界のサイズ変更
ビューの境界またはビュー範囲は、図面ビューの内容を囲む破線のフレームです。
ビュー フレームをクリックすると、図面ビューの内容が表示されます。たとえば、
ビューの内容の特定部分のみを表示するにように、ビューの境界のサイズを変更で
きます。

ビューを選択すると、そのビューの境界が他のビューでもハイライトされます。ビ
ューの境界のハンドルを使用して、選択したビューの境界を他のビューで変更した
場合、選択したビューでビューの境界の変更を確認できます。この方法では、断面
図の平面とデプスを簡単に調整できます。この操作を行うために、ビュー プロパ
ティに移動する必要はありません。

1. ビューフレームをクリックします。

2. ビューの境界でハンドルのいずれかをクリックします。

3. ビューの X 軸または Y 軸に沿ってハンドルをドラッグします。 

ビューの境界のサイズが変更されると、境界の新しいサイズに合わせてビュー
フレームが調整されます。

他のビューでビューを表示する方法の詳細については、以下の詳細設定を参照
してください。

• XS_VISUALIZE_VIEW_IN_ANOTHER_VIEWS

• XS_VISUALIZE_VIEW_IN_FATHER_VIEW_ONLY
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(1) ビューの境界のハンドル

(2) ビューの境界

(3) ビュー フレーム

(4) サイズ変更されたビューの境界とビュー

例

次の例では、左下隅の断面図が選択されており、他の 2 つのビューでビューの境界
がハイライトされています。 断面図のデプスを変更する場合など、ビューの境界
のハンドルをドラッグすることによって、選択したビューの境界を他のビューで変
更できます。
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図面ビューのドラッグ
図面ビューは、ドラッグして移動できます。

1. ビューフレームをクリックします。 
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2. マウスの左ボタンを押したまま、ビューを新しい位置にドラッグします。 

ビューをドラッグしている間、カーソルを動かした場所にビューが表示される
ため、ドラッグしたビューがどのように配置されるかを確認できます。

注 ビューをドラッグすると、詳細設定 XS_CHANGE_DRAGGED_VIEWS_TO_FIXED の
設定内容に応じて、配置設定が固定に変化することがあります。この詳細設定はデフ
ォルトで TRUE に設定されています。これは、ビューをドラッグしたときに、配置設

定が固定に変更されることを意味します。

図面ビューの回転
開いている図面で図面ビューを回転できます。

1. 開いている図面で、回転する図面ビューのフレームをクリックします。

2. リボンの [表示] タブで、[ビューの回転] をクリックします。

3. 表示されたダイアログ ボックスに、たとえば 90 や -90 などの角度を入力し、

[回転] をクリックします。

図面ビューの整列
図面ビューを垂直または水平に並べることができます。

1. 開いている図面で図面ビューを選択して、右クリックでポップアップメニュー
を表示します。

2. ポップアップ メニューから [垂直に並べる] を選択します。

3. 選択したビュー内で点を選択します。

4. 選択したビューと一緒に並べるビューで、点を選択します。 
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Tekla Structures は、選択した点が垂直に揃うようにビューを移動します。

ポップアップ メニューから [水平に並べる] コマンドを選択して、選択した図
面ビューを水平に並べることができます。

図面ビューの位置調整
図面ビューは、接続されているオブジェクトがすべて表示されるようにフィッティ
ングできます。また、図面の現在のレイアウト プロパティを使用して、図面ビュ
ーを再配置できます。

• [表示] タブで [位置調整] をクリックします。

注 • [ビューの再配置] は、ビュー プロパティで [配置] オプションが [移動] に設
定されているビューにのみ有効です。[固定] に設定されているビューは移
動しません。

• XS_CHANGE_DRAGGED_VIEWS_TO_FIXED を TRUE (デフォルト) に設

定している場合、図面でビューをドラッグしても、ビューは固定され、[ビ
ューの再配置] コマンドは機能しません。

• 図面ビューの縮尺を自動設定にしている場合は、[ビューの再配置] により
図面サイズ自体が変更されることがあります。

図面ビュープロパティの変更
終図面のビューごとまたは選択したビューで、ビュープロパティを変更できま

す。

1. 以下のいずれかの操作を行います。 
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• 複数のビューでプロパティを変更する場合は、Ctrl キーを押しながら、変
更するビューのビュー フレームをクリックし、[図面] タブで、[ プロパテ
ィ --> ビュー ] をクリックします。

• 1 つのビューのプロパティを変更するには、ビューフレームをダブルクリ
ックします。

2. 必要に応じてビューのプロパティを変更します。 

たとえば、ビューの [縮尺] を変更します。

3. [変更] をクリックします。

4. 適用するオブジェクト レベルの設定がいくつかある場合は、[設定の編集...] ボ
タンをクリックして、使用するオブジェクト設定を読み込みます。[変更] をク
リックします。 図面ビュー プロパティの詳細については、「図面のビュープロ
パティ (902 ページ)」を参照してください。

製品図の単品図の追加
図面プロパティを通じて単品図を製品図に自動的に追加する以外に、単品図のビュ
ーを開いている製品図に追加することもできます。

1. 製品図を開きます。

2. 図面ビューで、単品図のビューを作成する部材を選択します。

3. 右クリックして [単部材ビューの作成] を選択します。

Tekla Structures により、[製品図プロパティ] ( 図面のプロパティ --> 製品図 --> レイ
アウト --> その他 --> 単品のプロパティ ) の現在のプロパティを使用して、単品ビ
ューが製品図に追加されます。

参照項目

XS_NO_END_VIEWS_TO_INCLUDED_SINGLE_DRAWINGS

製品図への単品図の追加 (682 ページ)

4.8 手動による寸法設定
自動作成された寸法は、作成した図面の図面プロパティに定義されますが、Tekla
Structures には、寸法を変更したり、新しい寸法を開いている図面に追加したりす
るいくつかのツールも用意されています。

手動寸法の追加

図面に手動寸法を追加できます。

手動寸法の追加 (194 ページ)

ユーザー座標系を使用した手動寸法の追加 (201 ページ)

二重寸法の手動追加 (207 ページ)
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すべての部材の寸法の再作成 (208 ページ)

一般図への手動寸法の追加 (200 ページ)

鉄筋に寸法を追加する (209 ページ)

鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定 (218 ページ)

重心位置 (COG) 寸法の作成 (247 ページ)

閉じ寸法の追加 (258 ページ)

寸法点の追加/削除 (258 ページ)

寸法の変更

寸法は、手動で変更できます。

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

寸法注記の内容の制御 (202 ページ)

寸法値のドラッグ (268 ページ)

寸法線の終端の移動 (269 ページ)

図面で選択された寸法の強調 (251 ページ)

アンカープランへの寸法点の追加 (254 ページ)

寸法引出し線での寸法補助記号の表示 (255 ページ)

寸法の外側の短いテキストの位置を変更します。 (256 ページ)

新しい寸法始点を設定する (257 ページ)

垂直寸法線をリンクする (265 ページ)

寸法線の結合 (266 ページ)

参照項目

寸法記号と寸法内容のプロパティ (911 ページ)

[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ (917 ページ)

寸法内容の定義 (711 ページ)

手動寸法の追加
自動寸法に加えて、開いている図面に寸法を手動で追加できます。 手動寸法を 3D
ビューで使用することは推奨されません。

1. Shift キーを押したまま [寸法] タブで、作成する寸法の種類に従って寸法ボタ
ンのいずれかをクリックします。 

 水平:寸法設定する点をピックすることで、x 方向の寸法を作成します。
X は、現在の UCS によって異なります。
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 垂直:寸法設定する点をピックすることで、y 方向の寸法を作成します。
Y は、現在の UCS によって異なります。

 垂点:2 つの点をピックして寸法線の方向を設定し、寸法設定する点をピ
ックすることで、定義した線に垂直な寸法を作成します。

直交:寸法設定する点をピックすることで、x 方向または y 方向の寸法を
作成します。Tekla Structures では、全体の距離が長い方の方向が使用されま
す。X および y は、現在の UCS によって決まります。

円弧寸法、直行参照線:3 つの点をピックして円弧を定義し、寸法設定す
る点をピックすることで、直行参照線付き円弧寸法を作成します。線上の寸法
テキストは距離値または角度値のどちらかになります。

 円弧寸法、放射参照線:3 つの点をピックして円弧を定義し、寸法設定す
る点をピックすることで、放射参照線付き円弧寸法を作成します。線上の寸法
テキストは距離値または角度値のどちらかになります。

自由:ピックした 2 点間の線に平行な寸法を作成します。

 COG:重心 (COG) に COG 寸法を作成して COG シンボルを追加すること
で、単品図、製品図、およびキャスト ユニット図に COG の位置を示します。
COG 寸法は、断面図にも作成することができます。

平行:まず 2 つの点をピックして寸法線の方向を定義し、寸法設定する点
をピックすることで、定義した線に平行な寸法を作成します。

 半径:3 つの点をピックして円弧を定義し、寸法の位置をピックすること
で、半径寸法を作成します。

 角度寸法:頂点をピックし、2 つの点をピックして角度を定義することで、
角度寸法を作成します。どちら側に寸法を配置するかをピックします。

2. プロパティダイアログボックスで寸法プロパティを変更します。

3. 寸法マークに必要な要素を追加し、そのプロパティを変更します。

4. 必要に応じて目的の要素を含む寸法注記を追加し、寸法注記の回転を設定しま
す。 

オブジェクト数を寸法注記に含めたり、注記から目的のデフォルトの内容を削
除するフィルターを選択したりすることもできます。

使用可能な寸法マークおよび寸法注記マークの要素は、部材、ボルト、鉄筋、
および仕上げ材の各マークの要素と同じです。
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5. [OK] または [適用] をクリックします。

6. ステータス バーのメッセージに従って寸法を作成します。 

寸法を正確にするには、正しいスナップスイッチを使用することが非常に重要
です。右クリックして目的に も適したスイッチを選択し、スイッチを一時的
に変更します。

寸法の作成では、マウスの中ボタンを押して寸法線を配置する場合、配置の設
定が結果に影響します。[位置付け] を [固定] に設定している場合、クリックす
る位置が寸法線の位置になります。[位置付け] を [移動] に設定している場合、
マウスの中ボタンのクリックで、オブジェクトのどちら側に寸法線を配置する
かが定義され、Tekla Structures により寸法線が配置されます。

7. 寸法を目的の位置にドラッグします。 

寸法をドラッグすると、[位置付け] 設定がデフォルトで固定に変更されます。

寸法マークはドラッグすることができ、ドラッグすると引出し線が自動的に作
成されます。

手動寸法の例

コマンド 例

平行寸法の作成

(1) 平行寸法線の方向を定義するために
選択した縁端点を示します。

(2) 選択した寸法点を示します。
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コマンド 例

前の部材と同じ。ただし、[垂直寸法の

作成]  を使用して寸法を作成

(1) 垂直寸法線の方向を定義するために
選択した縁端点を示します。

(2) 選択した寸法点を示します。

円弧寸法(直行参照線付き)の作成

線上の寸法テキストは距離値です。
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コマンド 例

曲線梁または折れ梁の端部がカットま
たはフィッティングされている場合は、
梁の端部の点が梁の実曲線上に存在し
ていなくてもかまいません。これは、曲
線梁の作成に直線セグメントが使用さ
れるためです。点は、(2) で示されます。

曲線寸法が不正確になるのを回避する
には、(1) で示される 3 つの点を使用し
て、円弧を定義する 3 つの点を選択しま
す。

端点スナップを使用します。

円弧寸法(放射参照線付)の作成

[円弧] を [距離] に設定します。

線上の寸法テキストは距離値です。
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コマンド 例

円弧寸法(放射参照線付)の作成

[円弧] を [角度] に設定します。

線上の寸法テキストは角度値です。

角度寸法の作成

[角度] を [頂点の角度] に設定します。

角度寸法の作成

[角度] を [片側の角度を表示] に設定し
ます。

角度寸法の作成

[角度] を [三角形] に設定します。

[三角のベース数値] を 100 に設定
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コマンド 例

半径寸法の作成

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

寸法記号と寸法内容のプロパティ (911 ページ)

半径寸法の頭マークの変更 (786 ページ)

寸法注記の内容の制御 (202 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

一般図への手動寸法の追加
部材の寸法は、一般図プランビューで部材の X 軸、Y 軸、または X 軸と Y 軸の両
方に沿って作成することも、基準線に沿って作成することもできます。

制限: 基準線に沿って配置されていない梁などの部材は、寸法が示されません。

1. 一般図を開きます。

2. 寸法プロパティを確認して変更するには、[図面] タブで [ プロパティ --> 寸法 ]
をクリックし、必要な変更を加えて、[適用] または [OK] をクリックします。

3. [寸法] タブで、[一般図寸法] をクリックし、次のいずれかのコマンドをクリッ
クします。 

• 基準線に沿って寸法を作成するには、[基準線寸法の作成] をクリックし、
寸法を作成する位置にあるビューをピックします。

• 部材の X 軸、Y 軸、または両方の軸に沿って寸法を作成するには、部材を
選択し、[部材の X 方向]、[部材の Y 方向]、または [部材の X と Y 方向] を
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クリックします。 も近い 2 つの基準線に基づいて、部材の寸法が作成さ
れます。

Tekla Structures は、[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスで定義された寸法プ
ロパティに従って、寸法を作成します。

一般図で鉄筋の寸法を作成する手順については、「鉄筋に寸法を追加する (209 ペー
ジ)」を参照してください。

参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

ユーザー座標系を使用した手動寸法の追加
UCS (ユーザー座標系) 点を選択して、図面ビュー内の現在の座標系を定義できま

す。これにより、寸法コマンドの [水平] 、[垂直] 、および [直交] 
は、定義された座標系に従って機能します。

1. 図面を開きます。

2. [表示] タブで [ユーザー座標系 --> 原点を 2 点で指定 ] をクリックします。

3. UCS の原点と UCS の X 軸方向を選択します。 

4. [ 寸法 --> 水平 ]  をクリックします。

5. 寸法の始点と終点を選択します。 

図面の編集 201 手動による寸法設定



6. 寸法線を追加する場所をポイントして、マウスの中ボタンをクリックします。 

注 [直交] コマンド  を使用すると、X 方向と Y 方向の寸法線のうち近いほうの寸法
線が自動的に検出されます。

参照項目

ユーザー座標系 (UCS) (542 ページ)

手動寸法の追加 (194 ページ)

寸法注記の内容の制御
注記を使用すると、単一の寸法および寸法セットの関連する建築オブジェクトのプ
ロパティとその他の情報を表示できます。テキストまたはプロパティ要素に加え
て、部材数を含めたり、注記から目的のデフォルトの内容を削除するフィルターを
選択したり、関連付けルールを使用して寸法注記の内容を制御したりできます。

寸法プロパティの [注記] タブで、建築オブジェクトの寸法の寸法注記の内容を定
義できます。注記の作成時に、すべての建築オブジェクト カテゴリーでコンテン
ツの使用可能状況が確認され、コンテンツを含む 初に見つかったカテゴリーのプ
ロパティが注記に読み込まれて表示されます。一部の建築オブジェクトの注記内
容を表示しない場合、この建築オブジェクト タイプに適切な除外フィルターを作
成するか、関連付けルール リストから目的の注記の内容を選択します。つまり、
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階層内のオブジェクトのタイプや順序に関係なく、関連するオブジェクトに関連す
るプロパティを表示できます。

建築オブジェクトのコンテンツ カテゴリーの読み取り順序:

1. 仕上げ材

2. ボルト

3. 鉄筋

4. 部材/現場打ちコンクリート

制限事項:
• 回転は、中央の寸法注記には使用できません。

• 寸法注記は、図面の更新時にモデルの変更内容に従って自動的に更新されます。
自動更新を無効にする場合は、図面をフリーズするか、詳細設定 を FALSE に
設定します。この詳細設定はすべての図面に影響します。

寸法への注記の追加

1. 寸法をダブルクリックします。

2. [注記] タブを開いて、寸法注記を追加する場所を選択します。 

寸法注記は、寸法線の上下で線の左右の端、寸法線の両端、寸法線の中央で線
の下に追加できます。

3. [...] ボタンをクリックし、[注記のプロパティ] ダイアログ ボックスを開きま
す。 

A ～ G の各ボックスに、テキストを直接入力することもできます。

4. 注記の回転を選択します。各注記には独立した回転設定があるため、一部の注
記を回転させ、残りの注記は回転させずに維持することができます。 

• [寸法線に平行] では、注記は回転しません。これがデフォルト値です。

• [寸法線に垂直] では、注記が回転します。

5. 寸法注記に含める要素を追加します。 

使用可能な要素は、部材、ボルト、鉄筋、および仕上げ材の各マークの要素と
同じです。

6. 要素の枠の種類と色、およびテキストの色、フォント、高さを選択します。
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7. [OK] をクリックします。

8. 注記にオブジェクト数を表示する場合は、[オブジェクト数を注記に含む] を
[はい] に設定します。

9. [フィルターで部材を除外] を使用し、自動的に作成された注記の内容の一部を
削除するフィルター設定を選択します。 

ユーザーが選択可能な要素に加え、寸法注記の内容の一部は、寸法の終点の位
置に基づいて自動的に作成されます。寸法点と同じ位置にある部材の不要な
注記の内容を除外する場合は、適切な図面ビュー フィルターを作成します。

10. 曲線寸法に注記を追加する場合、[曲線寸法タグタイプ] で注記のタイプを選択
できます。

11. [変更] をクリックします。

例

以下は寸法注記の例です。

回転していない寸法注記と回転した寸法注記の例を次に示します。

例: 自動寸法注記の内容を除外する方法

この例では、寸法の終点の位置に基づいて自動的に追加された一部の内容を寸法注
記から削除します。まず、内容を削除する際に使用する図面ビュー フィルターを
作成します。

次の例は、"CORBEL" というテキストが自動的に含まれる注記を示しています。こ
のテキストを削除します。
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1. 図面を開きます。

2. ビュー フレームをダブルクリックして、[ビュー プロパティ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

3. [フィルター...] をダブルクリックして、[フィルター プロパティ] ダイアログ ボ
ックスを開きます。

4. [行の追加] をクリックし、次の例に従ってフィルターを作成します。 

5. [名前を付けて保存] ボタンの横のボックスに、フィルターの名前として
「concrete」と入力し、ボタンをクリックしてフィルターを保存します。

6. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

7. 図面で、削除する内容を含む寸法をダブルクリックします。 

[寸法記号プロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。

8. [注記] タブに移動します。
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9. [フィルターで部材を除外] で、concrete フィルターを選択します。

10. [変更] をクリックします。 

Tekla Structures により、寸法注記から "CORBEL" というテキストが削除されま
す。ハンチの材質タイプはコンクリートなので、concrete フィルターによっ

て注記からすべてのコンクリート部材が削除されます。

関連付けルールを使用した寸法注記の内容の制御

関連付けルールを使用して、寸法タグの内容も制御できます。適切な関連付けルー
ルを選択すると、注記に表示する必要があるオブジェクトを簡単に選択できます。
また、複雑な除外フィルターを作成しなくても寸法タグを設定できます。注記に
は、選択したオブジェクトに対応する属性のみが表示されます。

これは、同じ寸法ポイントの位置に他のオブジェクトがあるために寸法点が目的の
オブジェクトに関連付けられていない場合に特に役立ちます。

寸法注記の内容を調整するには、次のようにします。

1. 開いている図面で、注記を変更する寸法を右クリックします。

2. コンテキスト メニューで、[寸法関連付けルールの表示] を選択し、寸法注記
に表示するオブジェクトを選択します。 

関連付けのルール リストから選択されていないオブジェクトは、すぐに注記
からフィルターにより除外されます。

例:

寸法設定するすべてのオブジェクトに対応するプロパティは、注記に表示され
ます。
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関連付けルール リストから適切なオブジェクトを選択すると、選択されてい
ないオブジェクトはすぐに注記からフィルターにより除外されます。

制限事項

寸法注記コードには、ハードコーディングされたフィルター ルールがあり、次の
点を考慮する必要があります。

• 寸法がメイン部材および副部材に関連付けられている場合、常にメイン部材プ
ロパティがフィルターで除外されます。

例: 多数の埋込み材 (副部材) とメイン部材に接続されている寸法を作成しま
す。この場合、マークは埋込み材 (副部材) から表示され、メイン部材が自動的
にフィルターで除外されます。

• サブアセンブリ副部材の属性は常にフィルターで除外されます。代わりに、サ
ブアセンブリ メイン部材の属性が表示されます。

例: 埋込み材に接続された寸法を作成します。すべての埋込み材副部材をフィ
ルターで除外する必要があります。また、埋込み材メイン部材が配列に含まれ
ていない場合は、この配列に追加されます。

二重寸法の手動追加
二重寸法では、寸法線の上下に異なる単位および形式の寸法を表示することができ
ます。

二重寸法は、自動的に追加 (780 ページ)するか、既存の図面に手動で追加すること
ができます。

二重寸法を手動で追加するには、次のようにします。
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1. [ファイル] メニューで 設定 --> オプション をクリックします。[図面寸法] 設
定に移動します。

2. 単位、書式、精度を設定し、[寸法を注記に含む] で必要な図面タイプに対して
二重寸法を有効にします。

3. [OK] をクリックします。

4. 図面の寸法をダブルクリックします。

5. [注記] タブを開き、中央の寸法注記に「DIMENSION」というテキストを入力

します。 

6. [変更] をクリックします。

7. 一部の寸法で二重寸法を表示しない場合は、DIMENSION というテキストを注

記から手動で削除できます。

例

以下は単位 mm と書式 ### を用いた二重寸法の例です。

参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ (917 ページ)
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すべての部材の寸法の再作成
図面内の部材に対して 初に作成された寸法と寸法を再作成できます。

1. 開いている図面で、図面ビュー フレームをダブルクリックしてビュー プロパ
ティを開きます。図面ビュー プロパティで、[属性] をクリックし、[プロパテ
ィ 2] タブに移動して、[ビューに依存する寸法生成] を [自動] に設定したこと
を確認します。 

Tekla Structures では、この設定が [自動] に設定されているビューでのみ部材が
寸法設定されます。

2. リボンの [寸法] タブで、[すべての寸法を再作成] をクリックします。 

Tekla Structures により、リンクしたビュー、3D ビュー、キープランビューを
除くすべてのビューで寸法が再作成され、手動で作成したすべての寸法が削除
されます。

参照項目

手動寸法の追加 (194 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

鉄筋に寸法を追加する
鉄筋グループに寸法線および寸法マークを手動で追加できます。

各鉄筋グループには、注記、注記付き寸法マーク、分布寸法線、またはこれらのス
タイルの異形のない寸法マークを設定できます。寸法は、[鉄筋寸法マーク プロパ
ティ] ダイアログ ボックス (921 ページ)で定義された寸法プロパティに従って作成
されます。鉄筋寸法マークを作成するコマンドは、一般図およびキャスト ユニッ
ト図で使用できます。

[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスは、Tekla Structures 2020 SP2 に
導入されています。

• 特に、鉄筋を追加したキャスト ユニットが 1 つしか表示されないようなコンク
リートのキャスト ユニット図などで、鉄筋寸法マークまたは注記付き寸法マー
クを追加することができます。

• 寸法線または配置線は、グループでの鉄筋の配置を表示したり、通常は寸法を
鉄筋グループの外側にドラッグした場合に寸法線から鉄筋まで破線を引いたり
できます。配置線は、特に鉄筋の一般図に使用する場合が多いかもしれません。
それらの一般図には、鉄筋グループを持つ部材が多数存在する場合があり、グ
ループから 1 つの鉄筋だけを表示し、寸法線を適切な場所にドラッグしてすべ
てがわかりやすく見えるようにする必要がある場合もあります。

• 寸法を追加するには、まずご使用の環境に事前定義された寸法設定を使用し、
必要に応じてそれらの設定を個々の寸法に合わせて変更します。

デフォルト環境には、[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスに読み込
まれる次の鉄筋寸法設定ファイルが含まれています。

• 配置線を作成するための rebar_dimension_line
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• 寸法マークを作成するための rebar_dimension_mark
• 注記付き寸法マークを作成するための rebar_tagged_dimension_mark
一般的な設定の詳細については、後述の「一般的な寸法マーク、注釈付き寸法マー
ク、寸法ラインの設定」を参照してください。

以下で説明する鉄筋の寸法設定方法以外にも、[鉄筋グループ寸法] アプリケーショ
ン (「鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定 (218 ページ)」を参
照) を使用して、鉄筋の寸法を設定することもできます。

鉄筋グループへの寸法の追加

鉄筋グループに寸法マーク、注記付き寸法マーク、または寸法線を追加するには、
次のようにします。

1. まず、Shift キーを押しながら [寸法] リボン タブの [鉄筋] コマンドをクリック
して、寸法プロパティを開きます。

2. 事前定義された鉄筋寸法マーク設定のいずれかを読み込むか、[鉄筋寸法マー
ク プロパティ] ダイアログ ボックス (921 ページ)の各種タブにあるプロパテ
ィで、変更を加えるかどうかを確認します。

3. 適用 をクリックします。

4. 図面で鉄筋を選択します。

5. 鉄筋寸法プロパティの [位置付け] オプションとして [固定] (デフォルト) を選
択した場合、位置をピックするように求められます。 

鉄筋寸法が作成されます。鉄筋グループを引き続きピックしたり、キーボード
で Esc キーを押して鉄筋寸法の作成を中止したりできます。

ヒ
ン
ト

コンテキスト メニューの マークの作成 --> 寸法マーク コマンドを使用
したり、[クイック起動] の [鉄筋寸法マークの追加] コマンドを使用し
て、鉄筋寸法マークを追加することもできます。また、コマンドのキー
ボード ショートカットを作成することもできます。

以下は寸法マークの例です。
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以下は注記付きの寸法マークの例です。

以下は寸法線の例です。

以下は、鉄筋グループの外側にドラッグされた寸法線の例です。
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以下は、グループの 1 つの鉄筋だけを表示し、寸法線をグループの外側にドラ
ッグした場合の例です。

現在の鉄筋寸法の表示設定を作成後に変更することもできます。これを行うには、
開いている図面で鉄筋寸法をダブルクリックし、必要に応じて、寸法プロパティを
変更します。たとえば、他の注記を追加したり、寸法マーク内容を変更したり、円
弧寸法に注記を整列させる方法を選択したりできます。

図面を開いていて、鉄筋寸法マークを編集している場合は、次のプロパティを変更
できないことに注意してください。

寸法

部材の縁端

テーパー寸法タイプ

曲線寸法タイプ

鉄筋寸法の配置

手動の寸法作成時、[位置付け] 設定は次のように考慮されます。

• 2 つ以上の鉄筋オブジェクトを選択した場合、[寸法マーク] コマンドは [固定]
オプションを無視し、選択した各鉄筋オブジェクトの鉄筋の寸法マークが自動
的に配置されます。
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• 鉄筋オブジェクトを 1 つだけ選択した場合で、位置付け が 固定 に設定されて
いる場合、寸法の位置をピックするように促すメッセージが表示されます。

• 鉄筋オブジェクトを 1 つだけ選択し、[位置付け] を [移動] に設定している場合、
寸法が自動的に配置されます。

• リボン上の 鉄筋 コマンドを使用すると、鉄筋オブジェクトを選択することな
く、鉄筋寸法マークを作成できます。この場合、鉄筋オブジェクトをピックす
るように促すメッセージが表示されます:

• 位置付け が 固定 に設定されている場合、寸法の位置をピックするように求
めるメッセージが表示されます。また、位置付け が 移動 に設定されている
場合は、寸法が自動的に配置されます。

• 寸法を手動または自動で配置した後は、別の鉄筋オブジェクトをピックする
ように促すメッセージが表示されます。

一般的な寸法マーク、注記付き寸法マーク、および寸法ライン設定

rebar_dimension_mark.rdim
寸法:すべての鉄筋

サブグループ化:はい

引出し線から表示領域まで:いいえ

同間隔寸法の結合:3*60=180
寸法結合の 少間隔数:1
[寸法マーク内容] で [頭マーク] を設定します。

[寸法マーク内容] で [寸法値の表示] を [非表示] に設定します。

rebar_tagged_dimension_mark.rdim
寸法:すべての鉄筋

サブグループ化:はい

引出し線から表示領域まで:いいえ

同間隔寸法の結合:3*60=180
寸法結合の 少間隔数:1
適切な注記の内容を設定します。

rebar_dimension_line.rdim
寸法:始点/終点鉄筋

サブグループ化:いいえ

引出し線から表示領域まで:はい

同間隔寸法の結合:オフ
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すべての鉄筋に寸法マークを作成する
[すべての鉄筋に寸法マークを作成する] アプリケーションを使用すると、すべての
鉄筋に寸法マークを追加できます。このアプリケーションでは、あらゆるタイプの
鉄筋寸法マークが作成されます。

1. 鉄筋のある図面を開きます。

2. 鉄筋寸法プロパティを開くには、リボンの 図面 --> プロパティ --> 鉄筋寸法マ
ーク を選択します。

3. 必要に応じてプロパティを調整し、[適用] をクリックします。

4. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

5. [すべての鉄筋に寸法マークを作成する] アプリケーションを検索し、アプリケ
ーションをダブルクリックします。

鉄筋寸法マークは、定義された鉄筋寸法マークのプロパティに従って、すべて
の鉄筋に対して作成されます。

鉄筋寸法の例

• 以下はテーパー スキュー部材であり、寸法線は選択した場所に も近い縁端の
形状に従います。寸法が斜め表示になります。

• 以下は、テーパー曲線部材であり、寸法は円弧表示になっています。
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• 以下は、寸法注記付きのテーパー曲線鉄筋グループの円弧直交寸法の例です。

• 鉄筋寸法の中央に注記を追加することもできます。ここでは、二重寸法 (207 ペ
ージ)が適用されています。
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• [曲線寸法タグタイプ] ダイアログ ボックスの [寸法プロパティ] リストでいず
れかのオプションを選択することで、曲線寸法注記を整列させることができま
す。

以下の例では、鉄筋が 1 つだけ表示されており、鉄筋注記が垂直に  整列
されています。
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以下の例では、寸法注記が寸法の曲線に  追従しています。
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• 以下は、放射引出し鉄筋グループの円弧直交寸法の例です。

鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定
[鉄筋グループ寸法] アプリケーションは、鉄筋グループの寸法線および寸法マーク
を柔軟に表示するためのさまざまなスタイルを提供します。たとえば、あばら筋に
一度にマークしたり寸法設定したりできます。[鉄筋グループ寸法] は、市場要件に
従って、高品質な鉄筋図面を効率的に作成するのに役立ちます。

鉄筋グループへの寸法の追加

1. 図面で、寸法を設定する鉄筋グループを選択します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [アプリケーション] リストで、[鉄筋グループ寸法] を選択します。

5. モデル内で寸法線の位置をピックします。

6. 寸法をダブルクリックして、設定を調整します。 

• [パラメーター] タブで、寸法の外観と内容を定義します。あばら筋寸法マ
ークの内容も定義できます。

• [手前の特殊マーク] および [背面の特殊マーク] タブで、寸法線の手前また
は背後に特殊マークを作成します。

• [詳細設定] タブで、あばら筋寸法マークのオフセット、間隔、および芯芯
距離を定義します。

• [鉄筋線] タブで、あばら筋寸法に属する引出し線の生成と表示設定を指定
します。

設定の詳細については、下記の「[鉄筋グループ寸法] の設定」を参照してくだ
さい。
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7. [変更] をクリックします。

[鉄筋グループ寸法] の設定

[パラメータ] タブ

設定 オプションと説明

注記タイプ 注記タイプを選択します。次のオプションがありま
す。
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設定 オプションと説明

マークの配置を指定します。使用可能なオプション
は、選択した [注記タイプ] オプションによって異なり
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設定 オプションと説明

角度 ます。[角度] ボックスでマークの角度を指定するこ
ともできます。次のオプションがあります。
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設定 オプションと説明

マークの位置の例:
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設定 オプションと説明

以下の例では、マークの角度が指定されています。
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設定 オプションと説明

グループ番号

マーク引出し線の数と位置を指定します。[グループ
番号] ボックスにグループ番号を入力することで、作
業対象のグループを指定することもできます。

このオプションは特定の注記タイプでのみ使用でき
ます。以下のオプションがあります。
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設定 オプションと説明

次の例では、グループ番号 2 が指定されます。

次の例では、グループ番号 2 が指定されます。
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設定 オプションと説明

別々のグループとして不
規則形スペースを考慮

はい

いいえ

各 CC 距離の寸法 はい

いいえ

鉄筋と寸法間の寸法の結
合

間隔がグループ間の距離と同じ鉄筋グループの寸法
を持つ 2 つの鉄筋グループ間の距離の寸法を結合す
ることができます。また、境界までの距離が鉄筋グル
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設定 オプションと説明

ープの間隔と同じである場合は、 初/ 後のグループ
寸法線が部材縁端までの距離と結合されます。

たとえば、以下の「その他の例」を参照してくださ
い。

配置線プロパティ 寸法プロパティ ファイルを選択することによって、表
示する寸法線に使用する寸法プロパティを選択しま
す。使用できるプロパティは、[寸法プロパティ]
(911 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

フィールド一覧 マーク 1 およびマーク 2 の等級、径、および芯芯距離
などマークに表示する情報を選択します。

マークの内容 マーク 1 およびマーク 2 で表示するために選択した
情報のリスト。

テキストプロパティ テキスト プロパティを指定します。使用できるプロ
パティ ファイルは、[テキスト プロパティ] (313 ペー
ジ) で指定されて保存されたプロパティです。

位置 マークを配置する場所を選択します。次のオプショ
ンがあります。

• 自動:マーク 1 は、寸法が部材の上側にある場合は
寸法テキストの上側に配置され、寸法が部材の下
側にある場合は寸法テキストの下側に配置されま
す。

• 上寸法テキスト:マーク 1 は、常に寸法テキストの
上側に配置されます。

• 下寸法線:マーク 1 は、常に寸法テキストの下側に
配置されます。

マークを配置するときには、寸法テキストのフォント
サイズが上側のテキスト位置に対して、また [詳細設
定] タブで定義された間隔が両方の位置に対して考慮
されます。この設定は、半径以外の注記タイプにのみ
使用できます。

単位 単位を指定します。

• 自動

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ
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設定 オプションと説明

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.#]

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100
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設定 オプションと説明

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

合計値 A B C
合計セグメント鉄筋軸

TplEd 長さ

これらのオプションは、以下のマーク内容に対しての
み使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

マーク 2 位置 鉄筋位置をマーク 2 に表示するかどうか、およびどの
ように表示するかを指定します。次のオプションが
あります。

NOT
メインマークの前

メインマークの後ろ

メインマークの上

メインマークの下

マーク 2 枠 マーク 2 のフレーム形状と色を選択します。

このオプションは特定の注記タイプでのみ使用でき
ます。次のオプションがあります。
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[手前の特殊マーク] タブおよび [手前の特殊マーク] タブ

設定 オプションと説明

寸法線の前のマーク 寸法線の前にマークを作成するには、[はい] を選択し
ます。デフォルト値は [いいえ] です。

寸法線の後ろのマーク 寸法線の後ろにマークを作成するには、[はい] を選択
します。デフォルト値は [いいえ] です。

フィールド一覧 寸法線の前または後ろのマークに表示する情報を選
択します。

マークの内容 寸法線の前または後ろのマークに表示するために選
択した情報のリスト。

テキストプロパティ マークのテキスト プロパティを指定します。使用で
きるプロパティ ファイルは、[テキスト プロパティ]
(313 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

位置 鉄筋位置をマークに表示するかどうか、およびどのよ
うに表示するかを指定します。次のオプションがあ
ります。

いいえ

メインマークの前

メインマークの後ろ

テキストプロパティ 鉄筋位置のテキスト プロパティを指定します。使用
できるプロパティ ファイルは、[テキスト プロパティ]
(313 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

[数] 鉄筋数の表示方法を選択します。次のオプションが
あります。

鉄筋グループ内総数

ビューに表示される数

図面総数

キャスト ユニット内総数

これらのオプションは、[数] 要素にのみ使用できま
す。

単位 単位を指定します。

• 自動
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設定 オプションと説明

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下の内容に対してのみ

使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.#]

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00
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設定 オプションと説明

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

合計値 A B C
合計セグメント鉄筋軸

TplEd 長さ

これらのオプションは、以下のマーク内容に対しての
み使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

マークの配置設定

オプション 3 はデフォルトのオプションです。
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設定 オプションと説明

(1) すべてのマークが寸法線の上に配置されます。

(2) 後のマークの中心は寸法線上にあります。

(3) マーク グループの中心 (寸法線の - 方向に計算) は
寸法線上にあります。これはデフォルトのオプショ
ンです。

(4) 寸法線はマーク間に延長されます。

• マークが 1 つだけの場合は、線の上に配置されま
す。

• マークが 2 つある場合、一方のマークは線の上に
配置され、もう一方は線の下に配置されます。

• マークが 3 つある場合、2 つのマークが線の上に配
置され、1 つのマークが線の下に配置されます。

(5) 初のマークの中心は寸法線上にあります。

(6) すべてのマークが寸法線の下に配置されます。

パラメーター a、b、c1、および c2 は、マークと寸法
線の間の距離を得るために必要です。
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設定 オプションと説明

デフォルト値は次のとおりです。

a = 1

b = 1

c1 = 5

c2 = 5

[詳細設定] タブ

設定 オプションと説明

初のマークの間隔 寸法線と寸法マーク テキストの 1 行目の間隔を示す
値をミリメートル単位で入力します。

ラベルが寸法線の下にある場合、 初のマークの距離
も指定できます。

マーク 1 とマーク 2 間の
スペース

マーク 1 とマーク 2 の間隔を定義する
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設定 オプションと説明

テキストの下の空きスペ
ース / 寸法線指定間隔

[テキストの下の空きスペース] を選択した場合、寸法
マーク テキストの 後の行と次の寸法線の間隔を示
す値をミリメートル単位で入力します。

[寸法線指定間隔] を選択し、複数の寸法線の間隔を示
す値をミリメートル単位で入力します。

テキストオフセットの寸
法線

グループ寸法 寸法をグループ化するかどうかを制御します。グル
ープ間の距離がゼロの場合にも、グループ化が機能し
ます。
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設定 オプションと説明

グループ化許容値 二重あばら筋グループを 1 つの寸法線に結合するか
どうかを指定します。

あばら筋の間隔 (次の図の 12 mm) が入力された値 (=
10 mm) より大きい場合、2 つの寸法線が作成されま
す。

グループ マークのスペー
ス

寸法マーク テキストの各行の間隔を示す値をミリメ
ートル単位で入力します。

部材の外形 コンクリート部材のポリゴン上で寸法線を閉じる方
法を指定します。そのリスト ボックスから、次のオプ
ションを使用できます。

例:

寸法線はコンクリート部材の も外側の線に常に配
置されます。
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設定 オプションと説明

寸法線は、寸法線 (プラグイン) のピックした挿入点を
基準としてコンクリート部材の も近い側/形状点に
配置されます。下の例を参照してください。
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[鉄筋線] タブ

[鉄筋線] タブで、寸法線の引出し線とシンボルの生成と表示設定を指定できます。
[視覚化された鉄筋ではありません]、[視覚化された鉄筋]、[グループの端部鉄筋]、
および [部材の縁端] の設定を調整できます。

設定 オプションと説明

視覚化された鉄筋ではあ
りません

視覚化された鉄筋

グループの端部鉄筋 グループ内の 初と 後の鉄筋に適用されます。
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設定 オプションと説明

部材の縁端

[視覚化された鉄筋ではありません] または [視覚化さ
れた鉄筋] の引出し線とシンボルの生成を指定しま
す。次のオプションがあります。

引出し線およびシンボルなし。

引出し線。寸法線を基準として引出し線の長さを指
定します。
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設定 オプションと説明

引出し線とシンボル。寸法線を基準として引出し線
の長さを指定します。

引出し線。コンクリート部材のポリゴンを基準とし
て引出し線の長さを指定します。

引出し線とシンボル。コンクリート部材のポリゴン
を基準として引出し線の長さを指定します。
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設定 オプションと説明

引出し線。鉄筋を基準として引出し線の長さを指定
します。

引出し線とシンボル。鉄筋を基準として引出し線の
長さを指定します。
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設定 オプションと説明

シンボルのみ

[部材の縁端] の引出し線とシンボルの生成を指定し
ます。

上のオプション [視覚化された鉄筋ではありません]
の例を参照してください。

そのリスト ボックスから、次のオプションを使用でき
ます。
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設定 オプションと説明

 コンクリート部材のポリゴンに対する引出し線とシ
ンボルの生成を指定します。

上のオプション [視覚化された鉄筋ではありません]
の例を参照してください。

そのリスト ボックスから、次のオプションを使用でき
ます。

さまざまな引出し線タイプの色と線種を指定します。

[視覚化された鉄筋] ですべての引出し線とシンボル
を表示するかどうか、および 1 つの鉄筋のみに表示す
るかどうかを指定します。そのリスト ボックスから、
次のオプションを使用できます。
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設定 オプションと説明

使用するシンボル ファイルおよびシンボル番号を指
定します。シンボル ファイルとシンボル番号を選択
することによって、Tekla Structures で既存のシンボル
を使用できます。シンボルの色とサイズも指定でき
ます。

シンボルは、[視覚化された鉄筋ではありません]、[視
覚化された鉄筋]、[グループの端部鉄筋]、および [部
材の縁端] に対して個別に指定されます。

例:

図面の編集 244 手動による寸法設定



設定 オプションと説明

その他の例
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[パラメーター] タブで鉄筋と寸法間の寸法の結合を設定する例
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• 以下の例の一番上側の寸法では、鉄筋グループ (青色)、グループ間の距離 (緑
色)、また部材端部までの距離 (灰色) が示されています。寸法は結合されていま
せん。

• 2 番目の寸法では、同じ状況で、図面鉄筋グループの間隔 (芯芯) とグループ間
の距離が等しい部分がマークされています。

• 3 番目の寸法では、新しい結合タイプの [同じ間隔の考慮] が適用されています。
2 つの青色の鉄筋グループに挟まれた緑色の距離が、グループ間の距離と同じ
間隔 (芯芯) を持つグループと結合されています。

• 部材端部までの距離が隣接する鉄筋グループの間隔 (芯芯) と同じであるため、
部材端部までの灰色の距離にも結合が適用されています。

重心位置 (COG) 寸法の作成
重心位置 (COG) に位置寸法とシンボルを作成して、単品図、製品図、およびキャ
ストユニット図に重心の位置を示すことができます。COG 寸法は、断面図にも作
成することができます。単品、製品、またはキャストユニットが変更されると、
COG 寸法が自動的に更新されます。COG 寸法を複製することもできます。

制限事項

• COG 寸法を含む図面を別の図面 (マルチ図など) にコピーまたはリンクしても、
この寸法はコピーされません。

• COG 寸法は、一般図やマルチ図には作成できません。
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1. 開いている図面の [寸法] タブで、[COG]  をクリックします。

2. オプションを必要に応じて変更します。 

• [作成] で、COG シンボルのみを表示する場合は [シンボル] を選択し、COG
寸法のみを表示する場合は [寸法] を選択します。両方を表示するには、[両
方] を選択します。

• [寸法] で、[水平] か [垂直] 寸法、または [両方] のいずれを作成するかを選
択します。

• [寸法属性] では、事前定義された寸法設定を読み込むことができます。

COG 寸法の表示設定 (サイズ、色など) は、[寸法属性] で読み込んだ寸法設
定ファイルから読み取られます。寸法設定ファイルを作成して保存するに
は、[図面] タブで [プロパティ --> 寸法] をクリックします。たとえば、色
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または矢印タイプを変更するための特別な COG 寸法の表示ファイルを作
成し、保存された設定を [寸法属性] で読み込むことができます。

• [記号オプション] では、一覧で別のシンボル ファイルを選択して、使用中
の [シンボルファイル] を変更できます。COG シンボルを変更するには、
[選択] をクリックし、別のシンボルを選択します。別のシンボル設定ファ
イルから他のシンボル設定を読み込むには、[シンボル属性] リストから別
のファイルを選択します。

記号オプションにアクセスできるのは、[作成] で [両方] または [シンボル]
を選択した場合のみです。シンボルの表示設定 (高さ、色など) は、[シンボ
ル属性] で読み込んだシンボル プロパティ ファイルから読み取られます。

シンボル設定ファイルを作成して保存するには、[図面] タブで、[プロパテ
ィ --> シンボル] をクリックします。たとえば、シンボルの色と高さを変更
するための特別な COG シンボル設定ファイルを作成し、保存された設定
を [シンボル属性] で読み込むことができます。

3. [OK] をクリックします。

4. 初の点をピックして、寸法の原点を指定します。 
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重心位置の寸法はこの原点から測定されます。この点は、ビュー フレーム内
に配置する必要があります。

5. 2 つ目の点をピックして、寸法を配置します。 

この点は、ビュー フレーム外でもかまいません。

次の例は、作成された寸法を示しています。
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6. 寸法を選択すると、寸法の原点と寸法の位置にハンドルが表示されます。これ
らのハンドルをドラッグして原点または位置を調整できます。また、標準の編
集コマンドを使用して、これらを移動することもできます。 

図面で選択された寸法の強調
マクロ [選択された寸法の強調] を使用して狭い寸法を強調表示し、読みやすさを
向上できます。強調表示すると、[オプション] ダイアログ ボックスで定義された
下限値よりも狭い寸法が、定義された縮尺で拡大されます。誇張する寸法が多数あ
る場合、Tekla Structures によりすべての寸法が自動的に配置されます。

1. [[ファイル] メニューで 設定 --> オプション をクリックします] に移動し、[図
面寸法] ページに移動します。

2. [誇張するサイズ] および [誇張サイズの対象] を設定します。 

[誇張サイズの対象] では、誇張の方法として [図面] または [モデル] のどちら
を使用するかを定義します。[図面] を選択すると、上限値はビューの縮尺で乗
算されます。[モデル] を選択し、縮尺が 1:10 の場合は、図面縮尺に関係なく
10 mm 未満のすべての寸法が誇張されます。

3. [OK] をクリックして設定を保存し、[オプション] ダイアログ ボックスを閉じ
ます。

4. 開いている図面で誇張する寸法をクリックします。

5. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

6. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

7. [選択された寸法の強調] をダブルクリックします。 
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ヒント 寸法強調を寸法プロパティで定義することもできます。誇張した寸法の作成
(784 ページ)を参照してください。

寸法記号プロパティの変更
現在開いている図面内の寸法のプロパティを変更できます。

1. 寸法をダブルクリックします。

2. 寸法タイプ、書式、配置の各設定を変更します。 

たとえば、ここで寸法を自由または固定に設定できます。[自由] を選択する
と、Tekla Structures により寸法の位置と方向が自動的に決定されます。[固定]
を選択すると、寸法を任意の位置に配置できます。

3. テキスト、線、矢印の各設定を変更します。

4. 寸法マークの内容と誇張の設定を変更します。 

ここでは、寸法補助記号を表示するかどうかを選択することもできます。

5. 必要に応じて寸法注記を追加し、フォント プロパティを変更して、寸法注記
の回転を設定します。ここでは、寸法の接頭辞と接尾辞を設定することもでき
ます。 

ここで、オブジェクト数を寸法注記に含めることを選択したり、注記から目的
のデフォルトの内容を削除するフィルターを選択したりすることもできます。
さらに、数値を表示するかどうかを選択できます。円弧寸法注記のタイプを選
択して、注記を寸法に整列する方法を制御することもできます。

6. [変更] をクリックします。

参照項目

寸法記号と寸法内容のプロパティ (911 ページ)

寸法注記の内容の制御 (202 ページ)

手動寸法の追加 (194 ページ)
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一般図への手動寸法の追加 (200 ページ)

寸法線の矢印のカスタマイズ
[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [矢印] リストで、寸法線の適切な矢印が
見つからない場合は、独自の矢印を作成して使用することができます。

まず、シンボル エディタで矢印シンボルを作成し、作成したシンボルを 
dimension_arrows.sym ファイルに保存する必要があります。次に、

dimension_arrows.sym ファイルの新しいシンボルの位置を

dimension_arrows.txt ファイル (設定ファイル) に追加する必要があります。

このファイルにより、環境で使用できる矢印が示されます。 後に、[寸法プロパ
ティ] ダイアログ ボックスで使用する新しい矢印のビットマップを作成する必要
があります。

1. [ファイル] メニューで、[エディタ --> シンボルエディタ ] をクリックしてシン
ボル エディターを開きます。

2. 共通環境 (...ProgramData\Trimble\TeklaStructures\<version>
\Environments\common\symbols) またはユーザー環境の \symbols フ
ォルダーにある dimension_arrows.sym ファイルを開きます。

3. 空白のシンボル スロットをクリックし、図面ツールを使用してシンボルをス
ケッチします。 

[ファイル] --> [インポート] で、AutoCAD ファイルまたは MicroStation ファイ
ルをインポートすることもできます。

4. シンボルが完成したら、シンボル スロットをポイントし、ウィンドウの下部
に表示される新しいシンボルの番号を確認します。 

5. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして、dimension_arrows.sym ファ

イルを保存します。
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6. [ファイル] --> [終了] をクリックして、シンボル エディタを閉じます。

7. 同じシンボル フォルダーにある dimension_arrows.txt ファイルを

dimension_arrows.sym ファイルとして開きます。 

このファイルには、シンボル番号のリストが含まれています。

8. 次のように、作成したシンボルの 2 つのゼロ (00) で始まる番号を適切な位置
に追加します。番号はカンマで区切ります。 

000,001,002,003,004

9. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして変更を保存します。

10. 新しい矢印のビットマップを作成し、コンピューターの ..\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\Bitmaps フォルダーに保存

します。 

ファイル名には dr_dialog_dim_arrow_type_004.bmp という命名規則

を使用します。

11. 後に、Tekla Structures を再起動します。

12. [矢印] リストに新しい矢印が表示されていることを確認します。 

• 図面で寸法をダブルクリックして、[寸法プロパティ] ダイアログ ボックス
を開き、[矢印] リストを開きます。新しい矢印シンボルが使用可能な状態
になっていることを確認します。

注 新しいバージョンの Tekla Structures にアップグレードすると、デフォルトのフォルダ
ーが上書きされるため、シンボル用の企業フォルダーを定義することをお勧めします。
企業フォルダーを詳細設定 に追加します。

参照項目

[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ (916 ページ)

アンカープランへの寸法点の追加
現在開いているアンカープランの拡大ビュー内の寸法に寸法点を追加できます。

制限事項: 寸法点が拡大ビューと平面ビューの両方の内側にある新しい寸法線を作
成することはできません。

拡大ビュー内の寸法に寸法点を追加するには、次のようにします。
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1. 拡大ビューの枠を選択します。

2. 変更する寸法を選択します。

3. 右クリックして [寸法点の追加] を選択します。

参照項目

保存された設定を使用したアンカー プランの作成 (113 ページ)

例: アンカープランを寸法設定する (805 ページ)

寸法引出し線での寸法補助記号の表示
寸法補助記号は、寸法引出し線の上に表示できます。 寸法補助記号は、寸法点が
プレート、ウェブ、フランジなどの部品の面と中心のどちらに対するものであるか
を示します。

1. 図面を開きます。

2. [図面] タブで [プロパティ --> 寸法 ] をクリックします。

3. 記号を手動で制御して、図面に寸法補助記号を挿入するには、[寸法プロパテ
ィ] ダイアログ ボックスの [マーク] タブを開き、[寸法補助記号] の [タイプ] を
指定[指定] に設定します。 

[自動] オプションは、インテリジェントな図面 (詳細設定 
XS_INTELLIGENT_DRAWING_ALLOWED が TRUE に設定されている図面) で
のみ使用できます。

4. 寸法補助記号のその他のプロパティを必要に応じて変更します。 

• 左と右の寸法補助記号を選択します。

• 記号のサイズを設定します。

• 記号の色を調整します。

• 寸法線から記号へのオフセットを設定します。

5. [変更] をクリックします。
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参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ (917 ページ)

寸法の外側の短いテキストの位置を変更します。
[寸法プロパティ] の [一般] タブで [短寸法] を [外側] に設定し、短寸法のテキスト
を寸法の外側に配置するように選択した場合、延長線のどちら側に寸法テキストを
配置するかを選択できます。

制限事項:
• 反転できるのは寸法セット内の開始寸法または終了寸法のみです。

• 寸法テキスト用に十分なスペースがある場合、寸法テキストを寸法の外側に配
置できます。

1. [寸法] タブで [外寸法を反転する] をクリックします。

2. 配置を変更する寸法をクリックします。
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参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

新しい寸法始点を設定する
連続寸法の新しい始点(共通の始点からの寸法)を選択できます。

1. 図面内の既存の寸法を選択します。

2. [寸法] タブで [始点の設定] をクリックします。

3. 新しい始点を選択します。 

Tekla Structures により寸法が自動的に更新されます。

例

このコマンドを使うと、連続寸法の始点を部材の反対側の端部に入れ替えることが
できます。

US 絶対寸法タイプを使用すると、Tekla Structures により新しいゼロ点に新しい RD
シンボル(連続寸法シンボル)が作成され、新しい始点に基づいて寸法が更新されま
す。
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参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

閉じ寸法の追加
鉄筋グループを含む図面では、閉じ寸法を部材の縁端に手動で追加できます。

1. キャスト ユニット図面を開きます。

2. 鉄筋グループの寸法線を選択します。

3. [寸法] タブで [点の追加] をクリックします。

4. 閉じ寸法を追加する寸法点を選択します。 

Tekla Structures により閉じ寸法が作成されます。

また、[部材縁端までの寸法] 設定を使用して、[寸法プロパティ] で閉じ寸法を定義
することもできます。
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寸法点の追加/削除
新しい寸法点を追加するか、選択した寸法セットから既存の寸法点を削除できま
す。 1 つの寸法線に対してのみ、一度に複数の寸法点を追加できます。

1. 寸法線を選択します。

2. [寸法] タブで [点の追加] をクリックします。

3. 寸法点を追加する、部材上の位置をクリックします。 

複数の点を追加できます。

4. 点を削除するには、[寸法] タブで、[点の削除] をクリックし、削除する点をク
リックします。 

複数の点を連続して削除できます。

ヒン
ト

寸法点をすばやく追加および削除するには、まず寸法点を追加する部材の位置をク
リックします。それらの一部が不要に思える場合は、Shift キーを押しながら削除す
る点をクリックすることで削除できます。

参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

閉じ寸法の追加 (258 ページ)

寸法点の関連付けの表示と変更
寸法点の関連付けを変更して、不正な関連付けを避けるか、簡単に関連付けの選択
区間を作成できます。各寸法点の関連付けのアンカーには、関連付けに使用可能な
位置があるオブジェクトのリストが表示されます。直線寸法のみで寸法点の関連
付けを変更できます。

Tekla Structures で作成された寸法点は、その寸法点が追加されたオブジェクトに関
連付けられます。これにより、モデリング中にオブジェクトを変更したときに寸法
が自動的に更新されます。

場合により、直交投影のために寸法点の位置がわかりにくくなります。同じ点の位
置に他のオブジェクトが複数あるため、寸法点を目的のオブジェクトに関連付けら
れない場合があります。図面の更新および複製の際は、これにより寸法の値や関連
付けが目的のものと異なるものになる場合があります。

オブジェクト領域外にあるオブジェクトの中心線に寸法を関連付けることもでき
ます。

寸法点の関連付けの表示と変更

1. 開いている図面で、必要な寸法または寸法セットを選択します。

2. 寸法点関連付けアンカーをクリックします。 
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これにより、寸法点を関連付けられるオブジェクトが記載された、寸法点関連
付けルールリストが表示されます。

この機能では、作成する寸法の範囲において、以前に選択したルールで収集さ
れたデータに基づいてルールがインテリジェントに選択されます。寸法点の
ピックを続けると、以前にピックしたルールに類似した関連付けのルールが自
動的に選択される場合があります。

関連付けルール リストは、建築オブジェクトとマウス ポインターが重ならな
いように配置されます。この機能によってマウス ポインターの現在位置が検
出され、ピックした寸法点を基準として反対側に関連付けルール リストが維
持されます。

次の図では、マウス ポインターの位置が青の円で示され、ピックした寸法点
がオレンジの円で示されています。

3. リスト内のルールをクリックして選択し、寸法点を新しいオブジェクトに関連
付けます。 
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ルールをクリックすると、図面内の対応するオブジェクトがハイライトされま
す。これにより、選択したルールが目的のオブジェクトを参照するかどうかを
簡単に確認できます。

4. 以下を行うこともできます。 

• Ctrl または Shift キーを押しながら寸法点関連付けアンカーをクリックす
るか、Alt キーを押してエリア選択を使用することで、複数の寸法の関連
付けルール リストを開きます。

• 選択した寸法セットに関連するすべての関連付けルールを開き、寸法をク
リックしてコンテキスト メニューから [寸法関連付けルールの表示] を選
択します。

• マウス カーソルをルール リストの上に合わせ、マウス ホイールでスクロ
ールすることで、関連付けルールを切り替えられます。

• すべての開いているルール リスト内の同じオブジェクト タイプに関連す
る関連付けルールを選択するには、目的のルールをダブルクリックします。
選択されたルールがすべての開いているルール リストにおいて黄色でハ
イライトされます。
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• 関連付けルール リストに表示されるルールの 大数を次の詳細設定で制
御できます。

XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PART_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PLANE_COUNT

必要な関連付け設定がルール リストにない場合、詳細設定の値を変更し
て、表示されるルールの数を増やします。

5. ルール リストを閉じるには、図面の背景をクリックします。

手動寸法での寸法点関連付けの選択

図面オブジェクトの寸法を手動で設定するときに、各寸法点の関連付けルールを選
択できます。この方法を使用すると、作成時に寸法を正しく関連付けることがで
き、更新および複製時に寸法位置がより適切に維持されます。

1. 開いている図面で、寸法作成の関連付け機能を有効にします。ファイル --> 設
定 に移動し、[寸法作成の関連付け] チェック ボックスをオンにします。

2. 寸法の作成を開始します。[水平]、[垂直]、[直交]、[垂点]、[平行]、[自由] の
いずれかの寸法設定コマンドを使用します。

3. 関連付けルール リストを表示するには、寸法点の位置をピックします。 

4. 次のいずれかの方法で、目的の関連付けルールを選択します。 

• マウス ポインターが関連付けルール リストにあるときにマウス ホイール
をスクロールします。

• マウスの左ボタンでルールをクリックして、リストから目的の関連付けル
ールを直接選択します。
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• [クイック起動] で [次の関連付けオプションを選択] コマンドを入力しま
す。

• [次の関連付けオプションを選択] を選択するよう定義したキーボード シ
ョートカットを使用し ます。

ルールを選択すると、図面内で関連するオブジェクトがハイライトされます。
これにより、選択したルールが適切なオブジェクトを参照しているかどうかを
確認できます。

関連付けルールを選択したら、次の寸法ポイントをピックすることで、寸法の
作成を続行できます。関連付けルール リストは、使用可能な関連付けルール
が検出されるたびに表示されます。

制限事項

• 手動で寸法を作成するときの寸法関連付けルールの選択は、直線タイプの寸法
のみで機能し、[水平]、[垂直]、[直交]、[垂点]、[平行]、[自由] のコマンドでの
み機能します。

• ルールの中には、関連付けルール リストにないものがあります。関連付けルー
ル リストに表示されるルールの数を増やすには、次の詳細設定の値を大きくし
ます。

XS_INTELLIGENCE_MAX_RULE_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PART_COUNT

XS_INTELLIGENCE_MAX_PLANE_COUNT

関連付けルール リストの内容

• 次の建築オブジェクトに対して、ルール リストに次の属性が表示されます。

• 鉄骨部材: "NAME"、"PART_POS"、"PROFILE"

• コンクリート オブジェクト: "NAME"、"PROFILE"

• ポリゴン カット: "NAME"、"PROFILE"
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• 鉄筋: "NAME"、"REBAR_POS"

• ボルト: "NAME"、“DIAMETER”、“LENGTH”

• 基準線: 基準線 "NAME"

• 基準線と建築オブジェクトの面の交点: 基準線 “NAME” または建築オブジ
ェクトのラベル:

• 基準線の交点: 基準線 “NAME”/”NAME”:

• 建築オブジェクトの参照線または中心線: それぞれ “参照点” または “中
心”

• 現場打ちコンクリート ユニット: 現場打ちコンクリート ユニット
"POUR_TYPE"、# "POUR_NUMBER"

• [デフォルト] 関連付けルールは、使用できる唯一のルールであるか、選択し
た寸法点のアクティブなルールとして以前に選択されている場合を除き、常
に関連付けルール リストに表示されるわけではありません。[デフォルト]
が選択されていると、寸法更新中の寸法点の追従先のオブジェクトは、オブ
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ジェクトの新しい位置に基づいて自動的に選択されます。[デフォルト] オ
プションの挙動に対応するルールが関連付けルール リストに存在しない場
合があることに注意してください。[デフォルト] とは別のオプションを選
択することで、寸法の更新中にどのオブジェクトに追従するかを確実にする
ことができます。

• [図面複製] および [選択部材の図面複製] コマンドで寸法の関連付けを表示
します。

• 選択した寸法点の関連付けルールを変更することで、図面内の寸法の複
製の結果をより正確にできます。ルール リストで選択されている関連
付けオプションは、選択したルールが複製図面内、または一般図の選択
したターゲット内の同様のオブジェクトに対応する場合、複製された寸
法で保持されます。鉄骨梁、鋼板、鉄筋、ボルトなどの異なるコマンド
を使用してモデリングされている場合、オブジェクトは同様と見なされ
ません。

• 再ナンバリングによって図面が自動的に複製されたとき、関連付けルー
ルは一から再計算され、ユーザーによって設定されたルールはすべて失
われることに注意してください。

垂直寸法線をリンクする
2 本の直交する寸法線を接続できます。寸法線を結合すると、図面がすっきりして
見やすくなります。たとえば、キャスト ユニット内の埋め込み半製品、床の小梁、
アンカー プランのアンカー ボルトなどの寸法線を結合できます。

1. 開いている図面で、Ctrl キーを押しながら、接続する 2 本の直交する寸法線を
選択します。

2. [寸法] タブで [寸法のリンク] をクリックします。

3. リンクした寸法線のリンクを解除する場合、リンクした寸法線を選択して、
[寸法] タブで [寸法のリンク解除] をクリックします。

例

以下はリンクした寸法線の例です。

参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)
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寸法線の結合
複数の平行寸法線のグループを 1 つの線に手動で結合できます。

1. Ctrl キーを押しながら、結合する寸法線をクリックします。

2. [寸法] タブで [線の結合] をクリックします。 

右クリックして [寸法線の結合] を選択することもできます。

参照項目

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

寸法引出し線の長さの設定
開いている図面の寸法プロパティで寸法の引出し線の長さを調整できます。また、
詳細設定を使用して引出し線の長さを調整することもできます。

ビューレベルで自動寸法を追加するとき、適切な設定を含む寸法記号プロパティフ
ァイルを読み込むことができます。

1. 図面を開き、寸法をダブルクリックします。
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2. 寸法プロパティの [一般] タブに移動します。

3. [短引出し線] リストからオプションを選択します。 

オプション 説明

いいえ

はい このオプションを使用すると引出し線
の長さが統一されます。

基準線寸法のみ 寸法線が基準線の上にある場合、このオ
プションを使用すると、短い引出し線が
自動的に使用されます。 それ以外の場
所では、引出し線は通常と同じです。

4. 後で使用できるように、設定をプロパティファイルに保存します。

5. [変更] をクリックします。
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6. 引出し線の長さを調整するには、[ ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> 寸法: 一
般 ] に移動して、次の詳細設定を設定します。以下の詳細設定を使用すると、
テキスト サイズに応じて引出し方向の長さが調整されます。

(1) テキスト高さ * 1.0 (デフォルト)。
XS_DIMENSION_EXTENSION_LINE_AWAY_FACTOR を使用して、寸法点からの寸

法線の引出し反対方向の長さを調整します。

(2) テキスト高さ * 1.5 (デフォルト)。 を使用して、寸法点からの寸法線の引出し方

向の長さを調整します。

参照項目

[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ (911 ページ)

寸法値のドラッグ
寸法値を、寸法およびマークが重ならないように自由にドラッグできます。

絶対寸法ではなく、相対寸法のみドラッグできます。

[ファイル] --> 設定 に移動し、[図面ドラッグ アンド ドロップ] が選択されているこ
とを確認します。

1. ハンドルにカーソル位置を合わせ、マウスの左ボタンを押しながら寸法マーク
を目的の位置までドラッグします。 
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元の位置からドラッグされた寸法マークに、自動的に引出し線が追加されま
す。

寸法テキストをドラッグして寸法線から離したとき、引出し線を描画しないよ
うにするには、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [寸法: 一般] カテゴリーで、
詳細設定 XS_LEADER_LINE_TO_DRAGGED_DIMENSION_TEXT を FALSE に
設定します。デフォルト値は、TRUE です。

参照項目

図面オブジェクトのドラッグ、形状変更、サイズ変更 (341 ページ)

寸法記号プロパティの変更 (252 ページ)

寸法線の終端の移動
部材に直交する寸法線の終端を部材の外部に移動できます。 寸法注記は、線の終
端と共に移動します。 これは、注記が部材の形状や他のオブジェクト(寸法やマー
クなど)に重なってしまう場合に役立ちます。

制限事項: 寸法線の終端は、エレベーション寸法を除くすべての直線寸法で移動で
きます。

1. 開いている図面で、寸法をクリックします。 

寸法線ハンドルが表示されます。

2. ハンドルを選択し、線の終端を目的の位置にドラッグします。 

Alt キーを押しながらハンドルをクリックすると、ハンドルを選択しやすくな
ります。

寸法に寸法注記が含まれている場合は、ドラッグ中にも注記が表示されます。
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4.9 図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作
成および変更する
マーク、アソシエート マーク、テキスト、リンクなど、さまざまな種類の注記オ
ブジェクトを図面に追加できます。これらのオブジェクトには、連動しているもの
と独立しているものがあります。

連動的な注記オブジェクト

連動するオブジェクトは、モデル内の建築オブジェクトに加えられた変更に応じて
更新されます。寸法、マーク、および注記は連動しています。

すでに図面にある自動マークや寸法に加えて、新しいオブジェクトを追加し、その
プロパティを変更できます。

図面内容管理 (271 ページ)

図面に部材マークを手動で追加する (280 ページ)

図面に鉄筋マークを手動で追加する (282 ページ)

図面に鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を追加する (283 ページ)

図面内の溶接 (480 ページ)

図面へのエレベーションマークの追加 (285 ページ)

図面へのアソシエート マークの追加 (290 ページ)

一般図への手動寸法の追加 (200 ページ)

マークまたは注記のプロパティの変更 (292 ページ)

図面での部材マークと溶接マークの更新 (296 ページ)

選択部材のマークを削除する (297 ページ)

変更されたマーク、注記、および寸法を確認し、変更マークを削除する (299 ペー
ジ)

マークの結合 (304 ページ)

マークとアソシエート マークの引出し線の始点のドラッグ (311 ページ)

手動寸法の追加 (194 ページ)

部材および鉄筋のマークを削除 (297 ページ)することもできます。

独立した注記オブジェクト

独立した注記オブジェクトは、Tekla Structures のモデルにリンクまたは接続されま
せん。たとえば、テキスト、DWG/DXF ファイル、シンボル、断面マーク、部分詳
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細マーク、リビジョン マーク、リンク、ハイパーリンクはすべて独立した注記オ
ブジェクトです。

また、独立したオブジェクトは、作成時に建築オブジェクトにスナップした場合は
連動する点ができるため、連動するようになります。たとえば、テキストで、モデ
ルが変更されても連動する点が変更されない場合、内容は変化しません。別の例は
線です。線の作成時の部材の縁端にスナップした場合、線には連動する点が付き、
部材が変更されると部材とともに移動します。

開いている図面には、テキスト、断面マーク、部分詳細マーク、DWG/DXF ファイ
ル、リンク、ハイパーリンク、リビジョン マーク、シンボルのみ追加でき、追加
されたオブジェクトのプロパティを変更できます。

図面への断面マークの追加 (287 ページ)

部分詳細マークの追加 (289 ページ)

図面へのテキストの追加 (313 ページ)

図面へのリンクの追加 (315 ページ)

図面でのリビジョンマークの追加 (322 ページ)

図面へのシンボルの追加 (323 ページ)

独立した注記オブジェクトのプロパティの変更 (322 ページ)

参照項目

図面オブジェクト、ビュー、レイアウト (60 ページ)

手動による寸法設定 (193 ページ)

図面内容管理
図面内容管理 は、現在の図面にある建築オブジェクトや図面内容 (特にマーク、寸
法マーク、注記付き寸法マーク、およびアソシエート マーク) を確認および編集す
ることができる対話型ツールです。

図面内容管理を使用すると、次の操作を迅速かつ簡単に行うことができます。

• 確認および編集する図面内容と 1 つまたは複数の建築オブジェクトまたはマー
クに対するターゲット操作を同時に選択できます。

• 建築オブジェクト マーク、寸法マーク、およびアソシエート マークを追加、変
更、または削除できます。

• 図面内のモデル溶接記号に溶接マークを追加できます。

• オブジェクトまたはマークのいずれかをハイライトできます。

• 1 つのビューまたは図面全体で何個のマークが建築オブジェクトに表示される
か確認できます。

• 鉄筋寸法線など、オブジェクト タイプに応じてその他の内容を建築オブジェク
トに追加できます。

• 建築オブジェクトまたはマーク プロパティを変更できます。
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• 建築オブジェクトの表示/非表示を切り替えることができます。

このツールを使用することで、情報の欠落、重複、または誤りをなくすことができ
ます。また、必要な内容がすべて含まれているかどうかを効率的に確認することが
でき、すべての図面オブジェクトを 1 つ 1 つ手動で確認する必要がありません。

• 図面内容管理を開くには、図面を開き、サイド パネルの [図面内容管理] ボタン

 をクリックします。次に、[表示] をクリックし、図面内容管理のリストに
オブジェクトを表示します。すべての建築オブジェクトをリストしない場合
は、特定の図面ビュー、図面領域、または複数のオブジェクトを選択して選択
範囲を絞り込んでから、[表示] をクリックします。

ヒン
ト

いくつかのオブジェクトがリストに表示されていない場合は、図面ビュ
ー フレームをダブルクリックして図面ビュー プロパティに移動し、必
要な建築オブジェクトが表示されるように設定します。

• [図面内容管理] には、図面の建築オブジェクトが列挙され、それに関連するマ
ークの内容と数量がデフォルトで表示されます。プロパティ列を追加および変
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更することができます。アソシエート マークと寸法マークもマークと見なさ
れてカウントされます。

• 一度に 1 つのカテゴリの内容しか表示することができません。1 つのカテゴリ
に多数のオブジェクトが含まれている場合は、スクロールする必要があります。
スクロールに合わせてオブジェクトが読み込まれます。

• 図面内容管理では、次の建築オブジェクト カテゴリーが使用できます。ただ
し、それらが図面に含まれており、図面の [ビュープロパティ] で表示するよう
に設定されている必要があります。

• 製品

• 部材

• 溶接

• ボルト

• 鉄筋

• 現場打ちコンクリート

• 隣接部材

• 隣接鉄筋

• ジョイント - ジョイント オブジェクトが図面にシンボルで表示されます。
ジョイントの表示シンボルは、デフォルトでは、..\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\environments\common
\symbols\ のフォルダーにある xsteel.sym ファイルのシンボル番号

142 です。シンボル エディターでジョイントの表示シンボルを変更できま
す。[図面内容管理] のリストからオブジェクトを選択した場合、ジョイント
シンボルは図面でハイライトされますが、それ以外の場合は非表示になりま
す。

建築オブジェクト リストの使用方法

これを 実行するには

図面で非表示になってい
る建築オブジェクトを [図
面内容管理] のリストに表
示する

 [オプション] メニューで、  [非表示アイテム
の表示] をクリックします。

建築オブジェクトまたは
マークを選択し、それらが
表示されているすべての
図面ビューでそれらをハ
イライトする

 [オプション] メニューで、  [全ビューで表示]
をクリックします。

正しいマーク数量情報で
[図面内容管理] のリスト
を更新する

 [更新] をクリックします。この操作は、建築オブ
ジェクトを非表示にしたり、マークの数を変更したり
するたびに行ってください。
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これを 実行するには

図面で建築オブジェクト
またはマークを選択し、そ
れをハイライトする

[図面内容管理] でオブジェクトを選択し、スイッチ

 を使用してオブジェクトからマークに選択を変
更します。建築オブジェクトの選択が有効になって

いる場合はスイッチが灰色  になり、マークの選

択が有効になっている場合はスイッチが青色  に
なります。

選択されたマーク:

選択された部材:

[図面内容管理] に列挙さ
れているオブジェクトを
ハイライトする

図面のオブジェクトを選択し、ハイライトします。

図面内で選択された部材はリスト内でハイライトさ
れます。
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これを 実行するには

建築オブジェクトのカテ
ゴリーを折りたたむ、また
は展開する

矢印ボタン  を使用します。

特定の建築オブジェクト
を検索し、一覧表示する

検索ボックスを使用します。

演算子 OR および AND を使用できます。AND はデ
フォルトであり、入力する必要はありません。たとえ
ば、すべての転ばし根太およびフーチングを見つける
には、FOOTING OR GROUND_BEAM と入力します。

位置番号 GB/1 の転ばし根太のみを見つけるには、

GROUND_BEAM GB/1 と入力します。

マーク プロパティをアル
ファベット順に並び替え
る

列見出しをクリックします。

[図面内容管理] に新しい
プロパティ列を追加する

1. カテゴリーの横にある矢印ボタンをクリックし
て、カテゴリーを展開します。

2. プロパティ列のタイトル行の横にある [+] ボタン
をクリックします。[+] ボタンは、カテゴリーが
開いているときに表示されます。
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これを 実行するには

3. [プロパティの編集/追加] ダイアログ ボックス
で、以下の操作を行います。

• 左側のリストから必要なプロパティを選択
し、右側のリストにドラッグします。[検索]
ボックスを使用して、プロパティを検索しま
す。同じ列に複数のプロパティを追加できま
す。

• 列のセルにカスタム テキストを追加する場合
は、[カスタム テキスト] を選択し、表示され
る [テキスト] ボックスに必要なテキストを入
力します。Enter キーを押して、カスタム テ
キストを右側のリストに追加します。

• 値がない場合でもプロパティ セルを表示する
には、[列の空のフィールドを表示] オプショ
ンを選択します。
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これを 実行するには

4. プロパティ列の名前を入力し、[OK] をクリック
します。

プロパティ列を変更する 列名を右クリックして、[編集] を選択します。

プロパティ列を削除する 列名を右クリックして、[削除] を選択します。

列の順序を変更する 列を新しい位置にドラッグします。

表示されているカテゴリ
ーのタイプをリストから
選択し、非表示にする

 [オプション] ボタンをクリックして [オプション]
メニューを開き、表示されたリストでカテゴリーをク
リックします。

カテゴリーのプロパティ
を保存する

一般カテゴリーのプロパティは、詳細設定 
XS_SYSTEM に定義されているシステム フォルダー

にデフォルトで置かれている
DrawingContentManagerCategories.xml ファ

イルにすべて保存されます。プロパティ列の変更 (新
しい列、編集された列、列の順序) は、現在のモデル
フォルダーの下の \attributes フォルダーにある
DrawingContentManagerCategories_
<user>.xml ファイルにすべて保存されます。

まず、Tekla Structures は、ユーザー固有の設定ファイ
ルである DrawingContentManagerCategories_
<user>.xml を検索します。ファイルが見つからな
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これを 実行するには

い場合、Tekla Structures は、次に
DrawingContentManagerCategories.xml を検

索します。

ファイル名から _<user> を削除するだけで、ユーザ

ー固有のファイルから汎用ファイルに変換できます。

汎用的な設定ファイルを検索する際のフォルダーの
検索順序は次のようになります。

• モデル フォルダーの下の \attribute フォルダ

ー

• プロジェクト フォルダー (XS_PROJECT)

• 企業フォルダー (XS_FIRM)

• システム フォルダー (XS_SYSTEM)

• 詳細設定 XS_USER_SETTINGS_DIRECTORY で定

義されたフォルダー

選択した行をクリップボ
ードにコピーして
Microsoft Excel で使用す
る

[図面内容管理] リストで行を選択し、Ctrl + C キーを
使用して、選択した行を .csv 形式でクリップボード

にコピーします。その後、行を Microsoft Excel シート
に貼り付けることができます。Ctrl キーまたは Shift
キーを押しながら複数の行を選択します。

図面内の建築オブジェクトへのマークの追加
図面に表示されているすべての建築オブジェクトにマークを追加できます。

1. [表示] をクリックし、[図面内容管理] リストにオブジェクトを表示します。す
べての建築オブジェクトをリストしない場合は、特定の図面ビュー、領域、ま
たは複数のオブジェクトを選択して選択範囲を絞り込んでから、[表示] をクリ
ックします。

2. マークが必要な建築オブジェクトを [図面内容管理] リストから選択します。 

1 つのカテゴリー内の複数のオブジェクトのみを選択できます。スイッチ

 を有効にし、図面内のオブジェクトのみを選択します。選択されたオブ
ジェクトが図面でハイライトされます。

オブジェクト カテゴリ全体を選択するには、カテゴリ名 ([部材] または [溶接]
など) をクリックします。

3. 図面を右クリックし、次のいずれかのオプションを選択します。 

アソシエートマークの作成:現在のアソシエート マーク プロパティを使用し
てメモが作成されます。

マークの作成 --> ビュー プロパティの使用:ビュー エレベーション マーク プ
ロパティを使用してマークが作成されます。
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マークの作成 --> 適用されたマーク プロパティの使用:現在のマーク プロパテ
ィを使用してマークが作成されます。

溶接記号の作成:ビュー エレベーション マーク プロパティを使用してマーク
が作成されます。

マークの作成 --> 寸法マーク:現在適用されているマーク プロパティを使用し
てマークが作成されます。

Tekla Structures によってマークが作成されます。追加されたマークが [図面内容管

理] に表示されます。マークの数量を更新するには、  [更新] をクリックしま
す。

図面内で複数の建築オブジェクトを同時に選択した場合、および、選択したオブジ
ェクトの中に既にマークがあるオブジェクトが含まれている場合、既存のマークの
内容は変更されないことに注意してください。

マーク数の確認

1. [表示] をクリックし、[図面内容管理] リストにオブジェクトを表示します。す
べての建築オブジェクトをリストしない場合は、特定の図面ビュー、領域、ま
たは複数のオブジェクトを選択して選択範囲を絞り込んでから、[表示] をクリ
ックします。

2. 図面全体のマーク数を確認するには、  [オプション] で  [全ビューで表
示] をクリックします。

3. 非表示のオブジェクトをリストに含めて、マーク数を表示するには、  [オ

プション] で  [非表示アイテムの表示] をクリックします。

4. マーク情報を 新の状態にするには、  [更新] をクリックします。 

図面内容管理 では、すべての種類の建築オブジェクト マーク、寸法マーク、
およびアソシエート マークのカウントがサポートされていることに注意して
ください。

図面または図面ビューで建築オブジェクトを非表示にする

1. [表示] をクリックし、[図面内容管理] リストにオブジェクトを表示します。す
べての建築オブジェクトをリストしない場合は、特定の図面ビュー、領域、ま
たは複数のオブジェクトを選択して選択範囲を絞り込んでから、[表示] をクリ
ックします。

2. 建築オブジェクトをリストから選択し、図面を右クリックして 表示/非表示 --
> 非表示(ビュー) を選択するか、[非表示(図面)] を選択します。
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マークの削除
既存のマークが気に入らない場合は、マークを削除できます。

1. [表示] をクリックし、[図面内容管理] リストにオブジェクトを表示します。す
べての建築オブジェクトをリストしない場合は、特定の図面ビュー、領域、ま
たは複数のオブジェクトを選択して選択範囲を絞り込んでから、[表示] をクリ
ックします。

2.  [オプション] メニューで  [全ビューで表示] および  [非表示アイ
テムの表示] をクリックし、図面全体に含まれる建築オブジェクト (非表示の
建築オブジェクトを含む) をリストに表示します。

3. 特定の建築オブジェクトを探している場合は、[検索...] ボックスを使用しま
す。

4. マークの選択  を有効にします。

5. [図面内容管理] で、マークを削除する建築オブジェクトを選択します。

6. キーボードの Delete キーを押すか、図面を右クリックして [削除] を選択しま
す。 

[全ビューで表示] および [非表示アイテムの表示] を有効にしている場合は、す
べてのビューからマーク (非表示の建築オブジェクトのマークを含む) が削除
されます。

7.  [更新] をクリックし、リストのマーク情報を更新します。

建築オブジェクトまたはマーク図面プロパティの変更

• 図面で建築オブジェクトのプロパティを変更するには、[図面内容管理] リスト
からオブジェクトを選択し、図面を右クリックして [プロパティ...] を選択しま
す。特定の建築オブジェクトを探している場合は、[検索...] ボックスを使用し
ます。

• マークのプロパティを変更するには、リストからオブジェクトを選択し、マー

クの選択を有効  にして、Shift キーを押しながらマークをダブルクリック
します。

• 溶接マークなど、いくつかのマークをリストに表示したままで、図面に表示さ
れないようにするには、溶接マーク プロパティで 初の色オプションを使用し
てマークを見えなくします。 初にリストからオブジェクトを選択し、マーク

の選択を有効  にして、Shift キーを押しながら溶接マークをダブルクリッ
クします。次に、溶接マークのテキストと線の色を変更し、[変更] をクリック
します。
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図面に部材マークを手動で追加する
開いている図面では、すべての建築オブジェクト、仕上げ材、およびジョイントの
部材マークを追加することも、これらの中で選択した対象の部材マークだけを追加
することもできます。Tekla Structures によって、ビューごとに、ビュー プロパティ
で定義されたマーク プロパティに従ってマークが作成されます。

ヒ
ン
ト

マークおよびアソシエートマーク(引出し線付)で、直交スナップを使用しま
す。 たとえば、直交スナップを使用すると、より一貫性のある方法でマーク
と注記を正確な位置に配置できます。 直交スナップを有効にし、引出し線の
端部ハンドルを使用してマークまたは注記をドラッグし始めると、引出し線
の端部ハンドルが図面内の も近い直交点(0、45、90、135、または 180 度の
位置)に固定されます。 直交スナップを有効にするには、O キーを押します。

部材マークを追加するには、以下のいずれかの操作を行います。

目的 操作

図面でのすべての建築オ
ブジェクトの部材マーク
の追加

[注記] タブで [ 部材マーク --> すべての部材 ] をクリ
ックします。

部材マークを図面から手動で削除した場合、このコマ
ンドによって部材マークは作成されず、部材ごとに手
動で作成する必要があります。

図面での選択した建築オ
ブジェクトの部材マーク
の追加

1. 図面で建築オブジェクトを選択します。

• [図面内の部材を選択] 選択スイッチをアクテ
ィブにし、範囲選択などを使用して部材を選
択します。

• サイド パネルから [図面内容管理] を開き、[表
示] をクリックして [図面内容管理] のリスト
にオブジェクトを表示します。領域、1 つまた
は複数のビュー、または複数の建築オブジェ
クトを選択して、選択内容を絞り込むことも
できます。次に、[図面内容管理] で建築オブ

ジェクトの選択を有効  にし、目的の建築
オブジェクトをリストから選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。

• [注記] タブで [ 部材マーク --> 選択部材 ] を
クリックします。

• 右クリックして [マークの作成] を選択し、[ビ
ュー プロパティの使用] または [適用された
マーク プロパティの使用] を選択します。

3. 部材マークにビュー プロパティのどの要素も含
まれていない場合、[部材マークプロパティ] が表
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目的 操作

示されます。このダイアログ ボックスで部材マ
ークに含める要素を選択できます。

要素を追加し、[変更] をクリックします。

複数の建築オブジェクトを同時に選択したとき
に、選択したオブジェクトの中に既にマークがあ
るオブジェクトが含まれている場合、既存のマー
クの内容は変更されないことに注意してくださ
い。

参照項目

マークまたは注記のプロパティの変更 (292 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

マークの共通要素 (951 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

マークまたは注記のプロパティの変更 (292 ページ)

図面に鉄筋マークを手動で追加する
図面の鉄筋および溶接金網にマークを手動で追加できます。

図面作成時にマークを作成 (811 ページ)した場合は、鉄筋マークが既に図面に存在
しているかもしれません。マークがない場合、手動で追加することができます。

1. 鉄筋を含む図面を開きます。

2. 鉄筋マーク プロパティを調整するには、現在の鉄筋マーク プロパティを使用
するか、またはビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを使用するかに応じて、
以下のいずれかの操作を行います。 

• 色や含めるマークの要素など、現在の鉄筋マーク プロパティを調整するに
は、[図面] タブで、 プロパティ --> 鉄筋マーク をクリックします。必要な
調整が完了したら、[適用] または [OK] をクリックします。

• ビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを調整するには、ビュー フレーム
をダブルクリックし、オプション ツリーで [鉄筋マーク] をクリックして、
プロパティを調整します。[変更] をクリックします。

3. 次のいずれかの方法で、鉄筋を選択します。 

• Shift キーを押しながら、目的の鉄筋を選択します。

• [図面内容管理] を開き、[表示] をクリックして、[図面内容管理] のリスト
にオブジェクトを表示します。領域、1 つまたは複数のビュー、または個
々の鉄筋を選択することができます。建築オブジェクトの選択が有効にな

っている  ことを確認し、リストから目的の鉄筋を選択します。
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4. 右クリックして [マークの作成 ] を選択し、[適用されたマーク プロパティの使
用] を選択して現在の鉄筋マーク プロパティを使用するか、または [ビュー プ
ロパティの使用] を選択してビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを使用し
ます。 

鉄筋マークが作成されます。

鉄筋マークを追加する前に鉄筋マーク プロパティに要素を追加していない場
合は、プロパティ ダイアログが表示されます。

参照項目

鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素 (955 ページ)

溶接金網マークと隣接溶接金網マークの要素 (956 ページ)

図面に鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を追加する
鉄筋のチェックマークと鉄筋の注記は、図面で選択した鉄筋に追加できる鉄筋マー
クのタイプです。鉄筋のチェックマークと鉄筋の注記は、個々の鉄筋、鉄筋グルー
プ、および鉄筋セットに追加できます。

図面が開いている場合、鉄筋のチェックマークと鉄筋の注記は [アプリケーション
とコンポーネント ] カタログから手動で追加できます。

鉄筋のチェックマークを追加する

1. 鉄筋を含む図面を開きます。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. カタログで、[鉄筋のチェックマーク] をダブルクリックします。

4. [鉄筋のチェックマーク ] ダイアログ ボックスで、必要に応じて、使用されて
いる鉄筋マークの属性、マーク配置、矢印の方向、矢印のヘッド タイプ、線
の色、矢印のヘッドの寸法、および矢印のオフセットを調整します。

5. [適用 ] または [OK] をクリックします。

6. 図面で、鉄筋を選択します。

7. 鉄筋の端にある点を選択して鉄筋のチェックマークを配置します。
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鉄筋のチェックマークについては、下の例を参照してください。

鉄筋の注記を追加する

図面ビューに対して垂直な鉄筋に注記を追加できます。

1. 鉄筋を含む図面を開きます。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. カタログで、[ 鉄筋の注記.

4. [鉄筋の注記 ] ダイアログ ボックスで、必要に応じて、使用されている鉄筋マ
ーク属性、注記のパターン、注記の方向、および回転角度を調整します。

5. 図面で、鉄筋を選択します。

6. 鉄筋の端にある点を選択して鉄筋の注記を配置します。

鉄筋の注記については、下の例を参照してください。

鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を移動する

以前に作成した鉄筋のチェックマークと鉄筋の注記の位置を変更するには、ハンド
ルをドラッグします。

1. 鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を選択します。 
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緑色のハンドルが 2 つ表示されます。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

親部材 操作

鉄筋のチェックマークま
たは鉄筋の注記を移動し
ます。

a. 鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記に近い
ハンドルを選択します。

b. ハンドルを新しい位置にドラッグし、マウスを放
します。

鉄筋グループまたは鉄筋
セットで別の鉄筋をマー
クします。

a. 鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記から遠
い方のハンドルを選択します。

b. ハンドルを新しい位置にドラッグし、マウスを放
します。

鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を個々の鉄
筋に追加した場合、別の鉄筋をマークすることはでき
ません。

図面へのエレベーションマークの追加
エレベーション マークは、点の高さを表します。図面を作成する前に図面プロパ
ティで定義できる自動エレベーション寸法、およびモデルに追加される基準ラベル
のエレベーション情報に加えて、図面に手動のエレベーション マークを追加する
ことで寸法が正確であることを確認できます。

1. 図面を開きます。

2. Shift キーを押したまま、[注記] タブで [エレベーションマーク] をクリックし
ます。
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3. [エレベーションマークプロパティ] で、エレベーション マークの内容および
外観を入力または変更します。

4. [適用] または [OK] をクリックしてプロパティを保存します。

5. 引出し線の開始点とマークの位置を選択します。

注 部材のユーザー定義プロパティに短縮値を追加した場合もエレべーションマークに適
用されます。

1. 基準線ラベルでのエレベーション寸法

2. [エレベーションマークの作成] によって図面に作成されたエレベーション寸
法

一般図の平面ビューにエレベーション マークを追加することもできます。この場
合、引出し線を外側のままにできます。

参照項目

エレベーションプロパティ (967 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)
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図面への断面マークの追加
開いている図面に断面マークを追加できます。

1. 図面を開きます。

2. [注記] タブで、Shift キーを押しながら [断面マーク] をクリックします。

3. [断面記号のプロパティ] ダイアログ ボックスで、断面ラインのプロパティを
設定し、線の色を選択します。

4. [断面マーク] タブで、断面マークの内容と外観を設定します。

5. [OK] または [適用] をクリックします。

6. カット部材平面上の 1 番目と 2 番目の点をピックします。 

断面マークは必要な数だけ作成できます。

7. 中断するには、Esc キーを押します。

ヒ
ン
ト

手動で作成した断面マークを移動またはコピーできます。

• Ctrl キーを押しながらドラッグしてコピー。

• コンテキスト メニュー コマンド コピー --> 平行 および コピー --> 平行...、リボ
ン コマンド [コピー] を使用するか、[クイック起動] に「コピー - 平行」と入力
して、図面ビュー内でコピー。キーボード ショートカット Ctrl+C を使用するこ
ともできます。

• Shift キーを押しながらドラッグして移動。

• コンテキスト メニュー コマンド 移動 --> 平行、リボン コマンド [移動] を使用す
るか、[クイック起動] に「移動 - 平行」と入力して、図面ビュー内で移動。キー
ボード ショートカット Ctrl+M を使用することもできます。

断面マークは、ビュー内でのみコピーまたは移動できます。ビュー フレームを越え
て移動すると、ビュー フレームが調整され、断面マークが常に枠の内側に配置され
ます。

参照項目

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更 (287 ページ)

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更
断面マーク、断面図ラベルおよび断面図カットラインのプロパティを、開いている
図面で変更できます。

1. 断面マークをダブルクリックします。 
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2. [断面ライン] タブで、断面マークの線の長さとオフセット (マークと断面の間
の距離) を設定します。

3. [断面マーク] タブで、[A1] – [A5] の横の [...] ボタンをクリックして [マーク内
容] ダイアログ ボックスを開き、断面マークに含める要素を選択します。

4. 必要に応じて、リストから要素を選択し、[追加 >] をクリックして、フレーム
の [タイプ] と [色] を選択します。これらは各要素に個別に設定できます。

5. 必要に応じて、リストから要素を選択し、テキストの [色]、[フォント]、およ
び [高さ] を選択します。これらは各要素に個別に設定できます。

6. [マーク内容] ダイアログ ボックスの [位置] タブで、テキストを表示する面、
テキスト位置、水平/垂直オフセット、およびテキスト回転を設定します。テ
キストの配置は、シンボルを使用しているかどうかで変わります。

7. [変更] をクリックします。

8. [シンボル] 領域で、矢視記号を定義します。定義済みの矢印の一覧から選択す
るか、独自のシンボルを使用できます。シンボル プロパティは、左右の矢視
記号両方に別個に指定できます。矢視記号の色、サイズ、および位置も設定し
ます。

9. [ビューラベル] タブで、[A1] – [A5] の隣の [...] ボタンをクリックして [マーク
内容] ダイアログ ボックスを開き、断面図ラベルに含める要素を選択します。

10. 要素の表示とマークの位置を上述の方法で変更します。

11. [変更] をクリックします。

12. ラベルで使用するビュー ラベルの [シンボル] を選択します。断面図ラベル線
とシンボルの色、サイズ、および線の長さも設定できます。

13. ラベル位置、およびビューフレームまたはビューの境界(ビュー範囲)に基づい
てラベルを中央に配置するかどうかを設定します。

14. [変更] をクリックします。

参照項目

ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークの要素 (960 ページ)

断面および部分詳細マークの要素 (960 ページ)

ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパティ (961 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)
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部分詳細マークの追加
部分詳細マークがある図面のディテールをマークできます。

1. 開いている図面で、[注記] タブで Shift キーを押しながら [部分詳細マーク] を
クリックします。

2. [部分詳細のプロパティ] ダイアログ ボックスで、ディテールの名前を入力し、
必要に応じて部分詳細記号および部分詳細マークの各プロパティを変更しま
す。 

選択した部分詳細記号の形状によって、部分詳細の領域を選択する方法が変わ
ります。

3. [OK] または [適用] をクリックします。

4. 選択した部分詳細記号の形状に応じて、次のいずれかを行います。 

• 形状が [円] の場合は、円の中心点をピックしてから、円上の点をピックし
ます。

• 形状が [長方形] の場合は、四角形の角をピックします。

5. ラベルの位置をピックします。

6. 中断するには、Esc キーを押します。

ヒ
ン
ト

手動で作成した部分詳細マークを移動またはコピーできます。

• Ctrl キーを押しながらドラッグして部分詳細マークをコピー

• コンテキスト メニュー コマンド コピー --> 平行 および コピー --> 平行...、リボ
ン コマンド [コピー] を使用するか、[クイック起動] に「コピー - 平行」と入力
して、図面ビュー内で部分詳細マークをコピー。キーボード ショートカット
Ctrl+C を使用することもできます。

• Shift キーを押しながらドラッグして部分詳細マークを移動

• コンテキスト メニュー コマンド 移動 --> 平行、リボン コマンド [移動] を使用す
るか、[クイック起動] に「移動 - 平行」と入力して、図面ビュー内で部分詳細マ
ークを移動。キーボード ショートカット Ctrl+M を使用することもできます。

部分詳細マークは、ビュー内でのみ移動またはコピーできます。ビュー フレームを
越えて移動すると、ビュー フレームが調整され、部分詳細マークが常に枠の内側に
配置されます。

参照項目

図面での部分詳細マーク、ビュー ラベル、およびマークの境界プロパティの変更
(289 ページ)
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図面での部分詳細マーク、ビュー ラベル、およびマークの境界プロ
パティの変更
部分詳細マーク、部分詳細ビューラベルおよび部分詳細マーク記号のプロパティ
を、開いた図面上で変更できます。

1. 部分詳細マークをダブルクリックして、[部分詳細のプロパティ] ダイアログ
ボックスを表示します。

2. [部分詳細名] ボックスで部分詳細名を変更します。

3. [ビューラベル] タブで、[...] – [A1] の隣の [A5] ボタンをクリックして [マーク
内容] ダイアログ ボックスを開き、部分詳細ビュー ラベルに含める要素を選択
します。

4. 必要に応じて、リストから要素を選択し、[追加 >] をクリックして、フレーム
の [タイプ] と [色] を選択します。これらは各要素に個別に設定できます。

5. 必要に応じて、リストから要素を選択し、テキストの [色]、[フォント]、およ
び [高さ] を選択します。これらは各要素に個別に設定できます。

6. [位置] ダイアログ ボックスの [マーク内容] タブで、テキスト位置、水平/垂直
オフセット、およびテキストの方向切り替えを設定します。テキストの配置
は、シンボルを使用しているかどうかで変わります。

7. [変更] をクリックします。

8. ラベルで使用するビュー ラベルの [シンボル] を選択します。ビュー ラベル
線とシンボルの色、サイズ、および線の長さも設定できます。

9. ビュー ラベルの [垂直] および [水平] の位置を選択します。

10. [部分詳細記号] タブで、境界の形状および境界線の色とタイプを定義します。 

部分詳細記号の固定サイズを設定するには、詳細オプション

XS_DETAIL_BOUNDARY_RADIUSを使用します。

11. [部分詳細マーク] タブで、[...] – [A1] の隣の [A5] ボタンをクリックして [マー
ク内容] ダイアログ ボックスを開き、部分詳細マークに含める要素を選択しま
す。

12. 要素の表示とマークの位置を、上述の手順 3、4 および 5 の方法で変更します。

13. [変更] をクリックします。

14. マークで使用する部分詳細マークの [シンボル] を選択します。シンボルの色
とサイズも変更できます。

15. [変更] ダイアログ ボックスで、[部分詳細のプロパティ] をクリックします。

参照項目

ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークの要素 (960 ページ)
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図面へのアソシエート マークの追加
アソシエート マークは、添付先オブジェクトに関する追加情報を含む特別なマー
クです。アソシエート マークは、モデル内の関連オブジェクトに加えられた変更
に従って更新されます。アソシエート マークは、部材や鉄筋、仕上げ材、角処理
(面取り)、参照オブジェクト、現場打ちコンクリート打ち継ぎ、現場打ちコンクリ
ート オブジェクトなどの図面内の建築オブジェクトに追加できます。アソシエー
ト マークは便利です。マークは 1 つのオブジェクトに 1 つしか追加できません
が、アソシエート マークは 1 つのオブジェクトに複数追加できます。

1. 図面を開きます。

2. アソシエート マーク プロパティを調整するには、[図面] タブで、プロパティ
--> アソシエートマーク をクリックします。 

• [内容] リストで、アソシエート マークの追加先オブジェクトを選択しま
す。

• アソシエート マークに表示する要素を選択し、目的の引出し線など、アソ
シエート マークの表示設定を変更します。

アソシエート マークの要素は、マークの要素と同じです。要素は、建築オ
ブジェクトのタイプによって異なります。

[一般] タブにおけるアソシエート マークの表示プロパティは、マークの表
示プロパティと同じです。さらに、引出し線の矢印の高さと長さを調整で
きます。

• 注記の回転を変更するには、[回転] ボックスに値を入力します。

• アソシエート マークのテキストの方向切り替えを設定するには、[配置] オ
プションを選択します。

• 選択した位置に正確に注記を配置し、その状態を維持するには、[位置
(P)...] ボタンをクリックし、[位置付け] リストから [固定] を選択します。

3. [適用] または [OK] をクリックしてプロパティを保存します。

4. アソシエート マークを一度に複数のオブジェクトに追加する場合、次のいず
れかの方法で、オブジェクトを選択します。 

• Shift キーを押しながら、建築オブジェクトをクリックします。

• [図面内の部材を選択] 選択スイッチをアクティブにし、範囲選択を使用し
て図面で建築オブジェクトを選択します。

• サイド パネルから [図面内容管理] を開き、図面で建築オブジェクトを選択
します。次に、[表示] をクリックし、[図面内容管理] のリストにオブジェ
クトを表示します。領域、1 つまたは複数のビュー、1 つまたは複数の建築
オブジェクトを選択することができます。次に、[図面内容管理] で建築オ

ブジェクトの選択を有効  にし、目的の建築オブジェクトをリストか
ら選択します。

5. アソシエート マークを追加します。 
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• 複数のオブジェクトを選択した場合は、右クリックして [アソシエートマ
ークの作成] を選択します。これにより、選択した建築オブジェクトに一
度にアソシエート マークを追加できます。

• オブジェクトをまだ選択していない場合、[注記] タブで [注記] をクリック
し、次のいずれかのコマンドをクリックして、アソシエート マークの位置
をピックします。引出し線を使用している場合、まずオブジェクト上の位
置をピックしてから、アソシエート マークの位置をピックします。

• 引出し線付:指定した位置に引出し線付きのアソシエート マークを追
加します。

• 引出し線なし:指定した位置に引出し線なしのアソシエート マークを
作成します。

• 指定方向:指定した位置に線に沿ってアソシエート マークを追加しま
す。

ピックを続けて、別の場所に同じアソシエート マークを追加します。アソ
シエート マークの追加を終了するには、Esc キーを押します。

引出し線については、以下の例を参照してください。左側は [引出し線付]、中央は
[引出し線なし]、そして右側は [指定方向] です。

ヒン
ト

角処理やその他の見えにくいアイテムの場合は、[アソシエートマークの作成] コン
テキスト メニュー コマンドを使用する方が簡単です。これは、ポップアップからコ
マンドを選択した後はオブジェクトを再度選択する必要がないためです。

参照項目

マーク内容 (950 ページ)

マークの共通要素 (951 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作成および変更する
(270 ページ)

マークまたは注記のプロパティの変更
開いている図面でマークおよび注記のプロパティを変更できます。

単一のマークまたは注記のプロパティのみを変更する場合は、それをダブルクリッ
クします。 複数のマークまたは注記を変更する場合、以下の手順に従って、目的

図面の編集 292 図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリ
ンクを作成および変更する



のマークまたは注記を選択します。 マークまたは注記の変更手順は、いずれの場
合も同じです。

1. マークまたはアソシエート マークを変更する建築オブジェクトを複数選択す
るには、次のいずれかの操作を行います。 

• Shift キーを押しながら、変更するマークまたは注記をクリックします。

• [図面内の部材を選択] スイッチをアクティブにし、範囲選択で建築オブジ
ェクトを選択します。次に、右クリックして [部材マークを選択] を選択
し、[現在の図面ビューから] または [すべての図面ビューから] を選択しま
す。

• [図面マークの選択] 選択スイッチをアクティブにし、範囲選択で必要なマ
ークまたは注記を選択します。

• サイド パネルから [図面内容管理] を開き、図面で建築オブジェクトを選択
します。次に、[表示] をクリックし、[図面内容管理] のリストにオブジェ
クトを表示します。領域、1 つまたは複数のビュー、1 つまたは複数の建築
オブジェクトを選択することができます。次に、[図面内容管理] でマーク

の選択を有効  にし、目的の建築オブジェクトをリストから選択しま
す。

2. 複数のマークまたは注記を選択した場合は、[図面] タブに移動して、[プロパ
ティ] をクリックし、[部材マーク] (または別のマーク タイプ) または [アソシ
エートマーク] をクリックします。

3. ダイアログボックスの下部にあるオン/オフスイッチ をクリックし
て、ダイアログボックス内のすべてのチェックボックスをオフにします。

4. 変更するプロパティの横にあるチェック ボックスのみを選択し、プロパティ
を変更します。 

• [内容] タブで足りない要素をマークに追加し、要素プロパティを変更しま
す。

• [引出し線 タイプ] など、マーク枠と引出し線の設定を調整します。

• マークまたは注記の回転を変更する場合は、[回転] ボックスに新しい値を
入力します。

• テキストの方向切り替えを変更するには、[配置] で必要なオプションを選
択します。

• 選択した位置に正確にマークを配置し、その状態を維持するには、[位置
(P)...] ボタンをクリックし、[固定] リストから [位置付け] を選択します。

5. 選択したすべてのマークまたは注記に変更を適用するには、[変更] をクリック
します。

ヒ
ン
ト

モデルに追加した溶接の溶接マークのプロパティを変更するには、モデルの溶接を
変更する必要があります。 モデルをナンバリングするとき、図面内の溶接マークが
更新されます。 図面では、モデル溶接記号の表示・非表示と表示設定のみ変更でき
ます。
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既存の図面でマークの表示・非表示を調整する
図面を作成する前に図面プロパティのマークの表示設定を定義するのに加えて、開
いている図面のマークの表示設定を、図面内の個々のビューについて別々に変更で
きます。

既存の図面でマークの表示を変更するには、次のようにします。

1. 図面を開きます。

2. 図面の背景をダブルクリックして、図面プロパティを開きます。

3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。すべての設定がすべてのマー
クで使用できるわけではありません。

図面タイプ マークの表示設定の調整

単品図、製品図、キャスト
ユニット図

1. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をク
リックし、変更するビューとプロパティを選択し
て [ビュープロパティ] をクリックします。

2. オプション ツリーでマーク タイプをクリックし
ます。たとえば、[部材マーク] をクリックしま
す。

3. [一般] タブに移動し、いずれかの [表示] オプショ
ンを選択してマークを表示するかどうかを選択
します。使用可能なオプションは、マーク タイプ
によって異なります。

• 分配対象:ビューにマークが分配されます。
Tekla Structures は、他のビューに表示されてい
ないマークだけを作成します。

• 常に:他のビューの設定に関係なく、常にビュ
ー内にマークが作成されます。

• 分配時優先:分配対象と同様に機能しますが、
分配時優先ビューは優先順位が高くなりま
す。

[分配時優先] は、図面内の 1 つのビューだけ
に選択します。その他のビューを [分配対象]
に設定すると、マークは [表示] が [分配時優
先] に設定されたビューだけに配置されます。

• 表示しない:マークが作成されません。

独自マークを手動で作成したい場合は、常に [表
示しない] オプションを使用します。別のオプシ
ョン、たとえば [常に] を選択すると、既にマーク
を手動で削除した場合でも、図面が開くときの図
面の更新速度が遅くなる可能性があります。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

4. [ビュー平面外にある部材] で、ビュー平面外にあ
る部材のマークを表示するかどうかを選択しま
す。

• 表示:図面のビュー外にある部材のマークを
表示します。

• 表示しない:図面のビュー外にある部材のマ
ークを表示しません。

5. ボルト マークの場合、メイン部材、副部材、サブ
アセンブリ メイン部材、またはサブアセンブリ副
部材にボルト マークを表示するかどうかを選択
します。

ボルト マークの場合、[サイズを無視] を定義し
て、標準サイズのボルト マークを図面から除外す
ることもできます。ここに入力されたサイズの
ボルト マークは Tekla Structures で表示されなく
なります。

6. クリックしてビュー プロパティの変更を保存し、
[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻り
ます。

7. [変更] をクリックします。

一般図 1. 図面プロパティでマーク タイプ ボタンをクリッ
クします。たとえば、[部材マーク...] をクリック
します。

2. [一般] タブに移動し、いずれかの [表示] オプショ
ンを選択してマークを表示するかどうかを選択
します。使用可能なオプションは、マーク タイプ
によって異なります。

• 分配対象:ビューにマークが分配されます。
Tekla Structures は、他のビューに表示されてい
ないマークだけを作成します。

• 常に:他のビューの設定に関係なく、常にビュ
ー内にマークが作成されます。

• 分配時優先:分配対象と同様に機能しますが、
分配時優先ビューは優先順位が高くなりま
す。

[分配時優先] は、図面内の 1 つのビューだけ
に選択します。その他のビューを [分配対象]
に設定すると、マークは [表示] が [分配時優
先] に設定されたビューだけに配置されます。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

• 表示しない:マークが作成されません。

独自マークを作成する場合は、常に [表示しな
い] オプションを使用します。別のオプショ
ン、たとえば [常に] を選択すると、既にマー
クを手動で削除した場合でも、図面が開くと
きの図面の更新速度が遅くなる可能性があり
ます。

3. [ビュー平面外にある部材] で、ビュー平面外にあ
る部材のマークを表示するかどうかを選択しま
す。

• 表示:図面のビュー外にある部材のマークを
表示します。

• 表示しない:図面のビュー外にある部材のマ
ークを表示しません。

4. ボルト マークの場合、メイン部材、副部材、サブ
アセンブリ メイン部材、またはサブアセンブリ副
部材にボルト マークを表示するかどうかを選択
します。

ボルト マークの場合、[サイズを無視] を定義し
て、標準サイズのボルト マークを図面から除外す
ることもできます。ここに入力されたサイズの
ボルト マークは Tekla Structures で表示されなく
なります。

5. [OK] をクリックします。

6. [変更] をクリックします。

参照項目

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

図面での部材マークと溶接マークの更新
現在開いている図面内の部材マークと溶接マークを更新できます。 通常、部材マ
ークと溶接マークは図面を開くと更新されます。 更新はフリーズされた図面で必
要です。

開いている図面でマークを更新するには、次のいずれかを行います。

目的 操作

すべての部材マークを更新する [注記] タブで [ 更新 --> すべての部材マ
ーク ] をクリックします。
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目的 操作

選択した部材マークを更新する 1. 更新する部材マークを選択します。

2. [注記] タブで [ 更新 --> 選択された
部材マーク ] をクリックします。

すべての溶接マークを更新する [注記] タブで [ 更新 --> すべての溶接マ
ーク ] をクリックします。

Tekla Structures により、選択内容に従ってマークが更新されます。

参照項目

図面のフリーズ (570 ページ)

選択部材のマークを削除する
大きなモデルでも、選択した部材のマークを簡単に選択および削除することができ
ます。

[部材マークを選択] コマンドを使用して、現在のウィンドウまたはすべての図面ウ
ィンドウで削除する部材マークを選択できます。 初に選択フィルターを作成す
る場合には、範囲選択を使用して部材を選択します。削除するマークを選択する別
の方法は、[図面内容管理] を使用する方法です。

目的 操作

選択フィルターを使用して選択部材の
マークを削除する

1. 開いている図面で、[選択フィルタ

ーの設定]  をクリックし、選択
しない部材を除外する選択フィル
ターを作成します。

選択フィルターの例については、以
下の「フィルターの例」を参照して
ください。

2. 設定が終了したら、[適用] をクリッ
クします。

3.
[図面内の部材を選択]  選択ス
イッチのみをアクティブにします。

4. 範囲選択を使用して部材を選択し
ます。

5. 右クリックして、[部材マークを選
択] を選択し、[現在の図面ビューか
ら] または [すべての図面ビューか
ら] を選択します。
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目的 操作

6. マークを削除するには、キーボード
の Delete キーを押すか、図面を右ク
リックして [削除] を選択します。

図面内容管理を使用して選択部材のマ
ークを削除する

1. [図面内容管理] で [表示] をクリッ
クし、[図面内容管理] のリストにオ
ブジェクトを表示します。

特定の図面ビュー、領域、または複
数のオブジェクトを選択して選択
範囲を絞り込み、[表示] をクリック
します。

2. [全ビューで表示] および [非表示ア
イテムの表示] の横にある目のボタ
ンをクリックし、図面全体に含まれ
るすべての建築オブジェクト (非表
示の建築オブジェクトを含む) をリ
ストに含めます。

3.
トッグル ボタン  をクリック
し、マークの選択を有効にします。

ボタンが黄色  に変わります。

4. [図面内容管理] で、マークを削除す
る建築オブジェクトを選択します。

5. キーボードの Delete キーを押すか、
図面を右クリックして [削除] を選
択します。

フィルターの例

次の例では、位置番号 B/1 のキャスト ユニットからマークが削除されません。つ
まり、このフィルターを使用し、[図面内の部材を選択] 選択スイッチをアクティブ
にして、範囲選択で部材を選択すると、その他のすべての部材が選択されます。

図面の編集 298 図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリ
ンクを作成および変更する



次の図は、選択部材と削除する部材マークを示しています。

マークが削除されました。

変更されたマーク、注記、および寸法を確認し、変更マークを削除
する
Tekla Structures では、モデル内の変更によって変更されたマークと寸法マーク、お
よび移動された寸法点がハイライトされます。また、変更された角度寸法、エレベ
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ーションマーク、およびアソシエートマークも Tekla Structures でハイライトされま
す。

Tekla Structures では、以下のように変更内容が強調表示されます。

• 変更マーク (デフォルトではクモ マーク)が、以前の点、新しい点、および寸法
値の周り、または変更したマークの周りに描かれます。

• 以前の寸法点から新しい寸法点へ矢印が描かれます。

変更マークの削除

Tekla Structures により図面に作成されたすべての変更マークを確認したら、すべて
のマークを削除することも、選択したマークだけを削除することもできます。

変更マークを削除するには、開いている図面で次のいずれかの操作を行います。

これを 実行するには

一度にすべての変更マークを削除する • [図面] タブで、削除 --> すべての変更
シンボル をクリックします。

寸法変更マークをすべて削除 • [図面] タブで 削除 --> すべての寸法
の変更マーク をクリックします。

選択した寸法変更マークを削除する 1. 削除する寸法変更マークを選択し
ます。

2. [図面] タブで [ 削除 --> 選択された
寸法変更マーク ] をクリックしま
す。

マークの変更マークをすべて削除 • [図面] タブで 削除 --> すべてのマー
クの変更マーク をクリックします。

選択されたマークの変更マークを削除
する

1. 削除するマークの変更マークを選
択します。

2. [図面] タブで [ 削除 --> 選択された
マークの変更マーク ] をクリック
します。
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これを 実行するには

アソシエート マークの変更マークをす
べて削除する

• [図面] タブで 削除 --> すべてのアソ
シエートマークの変更マーク をク
リックします。

選択されたアソシエート マークの変更
マークを削除する

1. 削除するアソシエート マークの変
更マークを選択します。

2. [図面] タブで [ 削除 --> 選択された
アソシエートマークの変更マーク ]
をクリックします。

例

次の図は、材質の変更後のマークの変更マーク、および部材のサイズの変更後の寸
法の変更マークの例を示しています。

次の図は、削除 --> すべての変更シンボル を選択した後の寸法テキストとマークを
示しています。
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次の図は、材質の変更後のマークの変更マーク、および部材のサイズの変更後の寸
法の変更マークの例を示しています。
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次の図は、削除 --> すべての変更シンボル を選択した後の寸法テキストとマークを
示しています。
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関連する詳細設定

使用できる変更シンボルに関連する詳細設定もいくつかあります。

•

•

•

•

マークの結合
マークを結合して図面内のマーク数を減らし、図面をより簡潔にすることができま
す。マークの内容が一致する場合、マークを結合できます。図面を作成する前に、
開いている図面の図面プロパティでマークを自動的に結合できます。また、 終図
面で手動でマークを結合することもできます。

自動結合の詳細については、「マークの自動結合 (826 ページ)」を参照してくださ
い。

結合設定などのマーク プロパティの詳細については、「マーク プロパティ - [内容]
タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ (944 ページ)」を参照して
ください。
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結合部材マーク
結合部材マークは、図面内の類似する部材に対して、各部材に別個のマークがある
のではなく、部材マークが 1 つしか使用されていないことを意味します。 結合部
材マークには含まれている部材数が示され、定義した部材マークの内容、および手
前側情報と向う側情報が含まれます。 マークは、メイン部材の X 方向でのみ結合
されます。

Tekla Structures で図面に表示される部材のマークが結合されるのは、次のような場
合です。

• 複数の副部材が同じメイン部材に溶接またはボルト接合される。

• 複数の部材が同一線上にある。

• 部材間の距離が等間隔である。

• 複数の部材に同じ部材マークが付けられている。

• 部材間の距離が、詳細設定 XS_PART_MERGE_MAX_DISTANCEで設定された距

離よりも短い。

• 詳細設定 XS_MIN_MERGE_PART_COUNTで設定されている数と少なくとも同

じ数の部材が配列に含まれている。

制限事項

• 同一製品の一部ではない部材マーク (製品マーク) を結合することはできませ
ん。

• Tekla Structures では、隣接部材のマークは結合されません。

マーク結合の詳細設定

部材マークの結合には、以下の詳細設定が役立つ場合があります。

例

以下の例では、HEA300 梁 (メイン部材) の X 方向に部材マークが結合されていま
す。
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次の例では、左端の 2 つの部材マークが結合されていません。これは、これらのマ
ーク間の距離が離れすぎているためです。

以下の例では、マークは X 方向 (この例では水平方向) にのみ結合されるため、Y
方向のマークは結合されません。
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手動での部材マークまたはボルト マークの結合

1. 部材マークまたはボルト マークを結合する図面を開き、マークが表示される
ことを確認します。

2. 結合するマークを選択します。 

マークは同じ内容である必要があります。まだ結合されていないボルト マー
クのみ結合できる点に注意してください。

3. 右クリックして [マークの結合] を選択します。

4. 引出し線の設定を変更する場合、結合マークをダブルクリックします。

5. [一般] タブで、[結合マーク] リストのいずれかのオプションを選択します。 

• グループ毎に引き出し線一つ:部材グループごとに 1 つの引出し線を作成
します。

• 一行毎に引出し線:マークを結合して、部材の列ごとに 1 つの引出し線を作
成します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出し線を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、すべての引出し線を 1 つの点に対
して引きます。

6. 使用する引出し線タイプと矢印を選択します。

7. 結合されたマークを分割する場合は、分割するマークを選択し、右クリックし
て [マークの分割] を選択します。

何らかの理由で部材マークの結合に失敗した場合、ステータスバーに「マーク プ
ロパティが一致しないため、すべてのマークを結合できませんでした」というエラ
ー メッセージ表示されます。

次の例では、[引出し線を一点に集中] が選択されており、引出し線がマーク枠から
関連する各部材に引かれています。

ヒン
ト

また、結合する前に、部材マークの結合設定を変更することもできます。これを行
うには、[図面] タブで、[プロパティ(P) --> 部材マーク ] をクリックします。必要に
応じて [一般] タブでプロパティを調整して、[OK] をクリックします。
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結合鉄筋マーク
Tekla Structures では、鉄筋の類似の鉄筋マークを自動的に結合できます。また、手
動で鉄筋マークを結合することもできます。結合される鉄筋マークには、複数のブ
ロックおよびその他の情報が含まれます。ブロックは類似した複数のマークを集
約します。

図面内の鉄筋マークを結合するには、鉄筋をモデル内のコンクリート部材またはキ
ャスト ユニットに接続する必要があります。

Tekla Structures によって、図面に表示される鉄筋のマークが結合されるのは、次の
ような場合です。

• 鉄筋が同じコンクリート部材またはキャスト ユニットに属している。

• 鉄筋の方向が同じである。

• 鉄筋マークが同じある。

• 鉄筋が互いに近い場所にある。

• すべての鉄筋を通って直線を引くことができる。

鉄筋マークの手動結合

1. 鉄筋マークを結合する図面を開き、マークが表示されることを確認します。

2. [図面] タブで [ プロパティ --> 結合鉄筋マーク ] をクリックします。

3. 必要に応じて結合プロパティを変更し、[OK] をクリックします。

4. 図面で結合する鉄筋マークを選択します。

5. 右クリックで表示されるポップアップ メニューから [マージ] を選択します。

6. 結合されたマークを分割する場合は、分割するマークを選択し、右クリックし
て [マークの分割] を選択します。

結合と互換性のない設定または設定の他のエラーが原因で鉄筋マークの結合が失
敗する場合、"すべてのマークを結合できませんでした。適用されている結合鉄筋
マーク設定を確認してください" という新しいエラー メッセージが表示されます。

複数の鉄筋マークを結合するとき、マーク テキストが非常に長い場合はエラー メ
ッセージが表示され、マークが結合されないことに注意してください。

図面プロパティの調整によるマークの結合
終図面で、図面プロパティを調整してマークを結合することもできます。

図面プロパティを通じて結合を有効にするには、次のようにします。

1. 図面を開きます。

2. 図面の背景をダブルクリックして、図面プロパティを開きます。

3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

キャスト ユニット図 1. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をク
リックし、変更するビューとプロパティを選択し
て [ビュープロパティ] をクリックします。

結合は、ビューごとに個別に設定する必要があり
ます。

2. オプション ツリーでマーク タイプをクリックし
ます。たとえば、[部材マーク] をクリックしま
す。

3. [一般] タブを開き、[マーク結合] を [オン] に設定
します。

4. [結合マーク] で次のいずれかを選択します。

• グループ毎に引き出し線一つ:部材グループ
ごとに 1 つの引出し線を作成します。

• 一行毎に引出し線:マークを結合して、部材の
列ごとに 1 つの引出し線を作成します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出し線
を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、すべ
ての引出し線を 1 つの点に対して引きます。

5. 使用する引出し線タイプと矢印を選択します。

6. 鉄筋マークを結合するには、オプション ツリーの
[鉄筋マーク] をクリックし、[結合] タブに移動し
ます。

• [同一キャストユニットに同じマーク] で次の
いずれかを選択します。

• [グループ毎に引き出し線一つ] を選択す
ると、鉄筋グループごとに 1 つの引出し線
が作成されます。

• 一行毎に引出し線:マークを結合し、鉄筋
の列ごとに 1 つの引出し線を作成します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出
し線を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、
すべての引出し線を 1 つの点に対して引
きます。

• マージしない:マークは結合されません。
マークごとに個別の引出し線が作成され
ます。

• [マージしない] を選択した場合でも、Tekla
Structures で自動的に結合されるマークの
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図面タイプ マークの表示設定の調整

マーク内容を [結合] タブで定義する必要
があります。

• [優先する合体方向] で、複数の可能な結合方
向がある場合は、[水平方向マージ] または [垂
直方向マージ] を選択します。

• [フィールド一覧] または [マークの内容] で、
結合鉄筋マーク (957 ページ) に含める内容を
選択します。

結合された鉄筋マークが図面に確実に表示さ
れるようにするには、鉄筋マークの 後の要
素として [ブロックの区切りシンボル] を必ず
含めます。区切りシンボルを省略するには、
このボックスを空白にしたまま、この要素を
マークに含めます。

7. 使用する引出し線タイプと矢印を選択します。

8. [保存する] をクリックしてビュー プロパティの
変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロ
パティに戻ります。

9. [変更] をクリックします。

一般図 1. 図面プロパティでマーク タイプ ボタンをクリッ
クします。たとえば、[部材マーク...] をクリック
します。

2. [一般] タブを開き、[マーク結合] を [オン] に設定
します。

3. [結合マーク] で次のいずれかを選択します。

• [グループ毎に引き出し線一つ] を選択する
と、部材グループごとに 1 つの引出し線が作
成されます。

• 一行毎に引出し線:マークを結合して、部材の
列ごとに 1 つの引出し線を作成します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出し線
を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、すべ
ての引出し線を 1 つの点に対して引きます。

4. 使用する引出し線タイプと矢印を選択します。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

5. 鉄筋マークを結合するには、図面プロパティの
[鉄筋マーク...] をクリックし、[結合] タブに移動
します。

• [同一キャストユニットに同じマーク] で次の
いずれかを選択します。

• [グループ毎に引き出し線一つ] を選択す
ると、鉄筋グループごとに 1 つの引出し線
が作成されます。

• 一行毎に引出し線:マークを結合し、鉄筋
の列ごとに 1 つの引出し線を作成します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出
し線を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、
すべての引出し線を 1 つの点に対して引
きます。

• マージしない:マークは結合されません。
マークごとに個別の引出し線が作成され
ます。

• [マージしない] を選択した場合でも、Tekla
Structures で自動的に結合されるマークの
マーク内容を [結合] タブで定義する必要
があります。

• [優先する合体方向] で、複数の可能な結合方
向がある場合は、[水平方向マージ] または [垂
直方向マージ] を選択します。

• [フィールド一覧] または [マークの内容] で、
結合鉄筋マーク (957 ページ) に含める内容を
選択します。

結合された鉄筋マークが図面に確実に表示さ
れるようにするには、鉄筋マークの 後の要
素として [ブロックの区切りシンボル] を必ず
含めます。区切りシンボルを省略するには、
このボックスを空白にしたまま、この要素を
マークに含めます。

6. 使用する引出し線タイプと矢印を選択します。

7. [OK] をクリックします。

8. [変更] をクリックします。

マークとアソシエート マークの引出し線の始点のドラッグ
引き出し線の基準点はドラッグして移動できます。
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[ ファイル --> 設定 ] で [図面ドラッグ アンド ドロップ] がオンになっていること
を確認してください。

• マウスの左ボタンを押したまま、基準点を新しい位置にドラッグします。

基準点の 初の位置が線上の場合、その線に沿ってドラッグできます。基準点の
初の位置が部材の内側の場合、基準点をその部材内でドラッグできます。

上付き文字のテキストの追加
テキストオブジェクト、寸法マーク、その他のマーク、およびアソシエートマーク
のすべてに上付き文字を使用できます。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 ] をクリックし、[寸法: 一般] カテ
ゴリーに移動します。

2. 詳細設定 XS_SUPERSCRIPT_USED_IN_DRAWING_TEXTS が TRUE に設定さ

れていることを確認します。

3. Shift キーを押しながらコマンドをクリックし、テキスト オブジェクト、マー
ク、またはアソシエート マークのプロパティを開きます。 

たとえば、[注記] タブで、 テキスト --> 引出し線付 をクリックします。

4. 以下のいずれかの操作を行います。 

• テキスト オブジェクトの場合、目的のテキストを [テキスト] ボックスに入
力します。

• マークおよびアソシエート マークの場合、[フィールド一覧] リストで [テ
キスト] をダブルクリックし、[マーク内容 - テキスト] ダイアログ ボック
スを開き、目的のテキストを [テキスト] ボックスに入力します。

5. 上付き文字に設定する文字の前後に曲折アクセント記号(^)を入力します。

6. [OK] をクリックします。

7. テキスト、マーク、またはアソシエートマークを追加します。

例

次の例は、[テキスト] ボックスに入力した上付き文字がテキストでどのように表示
されるかを示しています。
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参照項目

図面へのテキストの追加 (313 ページ)

図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作成および変更する
(270 ページ)

手動による寸法設定 (193 ページ)

図面へのテキストの追加
複数行のテキストを図面に追加し、必要に応じてワードラップを使用することがで
きます。目的の色、高さ、フォント、角度、枠のタイプ、引出し線の矢印タイプを
選択し、必要に応じてテキストを整列できます。

1. 図面を開く

2. [注記] タブで、Shift キーを押したまま [テキスト] をクリックし、次のいずれ
かのコマンドを選択して単一行または複数行のテキストを作成します。 

• テキスト:ピックした位置に引出し線なしのテキストを追加します。

• 引出し線付:ピックした位置に引出し線付きのテキストを追加します。

• 指定方向:ピックした位置に、線に沿ってテキストを追加します。

• テキスト(終点矢印):ピックした位置に、線に沿ってテキストを追加します。
矢印は、2 番目にピックした位置に挿入されます。

• テキスト(始点矢印):ピックした位置に、線に沿ってテキストを追加します。
矢印は、 初にピックした位置に挿入されます。

3. [テキスト] ボックスにテキストを入力します。 

Enter キーを押すと、改行することができます。

4. テキストの色、高さ、フォント、角度、配置を必要に応じて変更します。

5. [背景マスク] で、次のいずれかを選択します。 

[非透過] はテキストに隠された図面の領域を非表示にします。
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[透明] は、テキストに隠された図面の領域を表示してラインワークが見えるよ
うにします。

6. テキストを折り返して表示するには、[ワードラップ] を [オン] に設定します。
[スケール幅] オプションを使用して、1 行の長さを定義できます。 

ワードラップを有効にすると、テキスト オブジェクトにハンドルが表示され
ます。このハンドルをドラッグすることで、テキストの幅を調整できます。

7. 枠のタイプ、引出し線、色を選択します。

8. 引出し線の矢印のタイプとサイズを選択します。

9. 選択した位置にテキストを正確に配置し、その状態を維持するには、[位置
(P)...] ボタンをクリックし、[位置付け] リストから [固定] を選択します。

10. [OK] または [適用] をクリックします。

11. テキストを配置する点をピックします。コマンドに応じて、1 回から 3 回ピッ
クする必要があります。 

デフォルトでは、テキストは左揃えになります。行の間隔は、選択したフォン
ト サイズによって自動的に調整されます。

ピックを続けて、別の場所に同じ行のテキストを追加できます。テキストを追
加したら、テキストの引出し線の基準点を自由にドラッグすることもできま
す。

各種テキスト オプションについては以下を参照してください。左から、[テキス
ト]、[引出し線付]、[指定方向]、[テキスト(終点矢印)]、および [テキスト(始点矢
印)] です。

ワード ラップを有効にすると、次のようにテキスト オブジェクトにハンドルが表
示されます。ハンドルをドラッグするとテキスト オブジェクトのサイズを変更で
きます。
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次の例では、テキストが引出し線の始点に揃えられます。

ヒ
ン
ト

テキスト ツールを使用できるほか、.txt または .rtf ファイルからのリンクとしてテキ
ストを追加できます。これにより、より複雑なテキスト形式を使用できるようにな
り、テーブルなどを追加できます。詳細については、「リッチ テキスト ファイルへ
のリンクを追加する」 (315 ページ) を参照してください。

図面へのリンクの追加

図面には、次の種類のリンクを追加できます。

• テキスト ファイルへのリンク

• 他の図面へのリンク

• インターネット (URL) アドレスへのハイパーリンク

• DWG/DXF ファイルへのリンク

• イメージへのリンク
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図面にリッチ テキスト ファイルへのリンクを追加する
図面には、テキストを枠で囲んで挿入することができます。まず、ワードパッド
で .txt ファイルまたは .rtf ファイルを作成し、ファイルまでのリンクを Tekla
Structures 図面に追加します。Tekla Structures により、ファイル自体で設定できる基
本的な書式設定と、[テキスト ファイル プロパティ] ダイアログ ボックスのプロパ
ティの一部を使用して、テキストが追加されます。

注 テキスト ファイル内のテキストを変更すると、そのテキスト ファイルへのリ
ンクを含むすべての図面に変更内容が反映されます。

制限事項: ワードパッドで.rtfテキストを作成する必要があります。

1. テキスト ファイルを作成します。 

ファイルには、太字、斜体、下線、取り消し線、下付き文字、および上付き文
字などの基本的な書式設定の追加、インデントやタブの使用、特定のフォント
の設定ができます。ハイフンおよび丸付きの箇条書きや番号付きリストを追
加したり、リストをネストしたりできます。単純なテーブルもサポートされま
す。

テキストリンクを追加すると、Tekla Structures に書式設定が保持されます。

テキスト リンクは、ハイパーリンクまたはイメージをサポートしていないこ
とに注意してください。

Tekla Structures の色は常に正しく表示されます。 Tekla Structures によってサ
ポートされていない色が .rtf ファイルで使用されている場合は、Tekla
Structures の も近い色が使用されます。

2. テキストファイルを追加する図面を開きます。

3. [注記] タブで  [リッキテキスト] をクリックします。

4. ファイルを参照します。

5. .txt ファイルの場合は、テキストの色、高さ、フォントを設定できます。

6. .rtf ファイルの場合は、必要な縮尺を入力します。 

[縮尺] は、.rtf ファイルの内容が縮小/拡大される比率を示します。縮尺に 1
を指定すると、文字のサイズは元の .rtf ファイルの文字と同じサイズに保た

れます。

色、高さ、フォント設定は変更できません。

7. 枠線のタイプと色を設定します。

8. テキストの配置方法を変更する場合は、以下を選択します。 

• 範囲指定 :テキストを配置するときに、枠の左上の角をピックするだけで
す。Tekla Structures により、元のサイズでオブジェクトが挿入されます。
この場合、ハンドルをドラッグしてテキストの枠のサイズを変更すると、
テキストは折り返されず、フォントのサイズが自動的に変更されます。
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• 縮小/拡大なし:テキストを配置するときに、枠の左上の角をピックするだ
けです。Tekla Structures により、枠に合わせて自動的にオブジェクトのサ
イズが調整されます。ハンドルをドラッグして枠のサイズを変更すると、
テキストが折り返されます。ボックスの 小幅は、 も長い語により定義
されます。

9. [OK] または [適用] をクリックします。

10. 図面のテキスト枠の左上の角の位置をピックします。 

Tekla Structures によって、テキストファイルへのリンクが追加されます。

11. テキストを編集したり、テキスト ファイルのプロパティを変更したりできま
す。 

• テキストファイルを編集するには、枠内のテキストをダブルクリックしま
す。Tekla Structures に元のテキストファイルが開きます。

• テキストファイルプロパティを変更するには、テキストの周囲の枠をダブ
ルクリックします。.rtfファイルの場合、テキストの色やフォントをこ

こで変更することはできません。.rftファイル自体で変更する必要があ

ります。プレーンテキストファイルでは、フォントの色を変更することも
できます。

例

次の例では、テキストファイルに箇条書き、番号付きリスト、斜体、太字が含まれ
ていることがわかり、目的のテキスト部分のフォントを変更できます。

次の例では、縮小/拡大タイプは [縮小/拡大なし] です。ハンドルをドラッグして枠
のサイズを変更するとテキストが折り返されるため、テキストは常に枠に収まりま
す。フォント サイズは変更されません。
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次の例では、縮小/拡大タイプは [範囲指定] です。ハンドルをドラッグしてテキス
トの枠のサイズを変更した場合、テキストは折り返されず、テキストが枠に収まる
ようにフォント サイズが自動的に変更されます。

別の図面へのリンクを作成する
図面の枠内に別の図面へのリンクを挿入できます。図面へのリンクは、Tekla
Structures の [図面リンクのプロパティ] のプロパティを使用して追加されます。

1. 図面を開きます。

2. [図面] タブで [リンク --> 別の図面へ ] をクリックします。

3. テキストの色、高さ、フォント、効果を変更します。

4. 枠線のタイプと色を変更します。

5. リンクを縮小/拡大するかどうかを選択します。[縮小/拡大なし] を選択した場
合、Tekla Structures により、元のサイズでリンクが挿入されます。 

[範囲指定] を選択した場合、Tekla Structures により、枠に合わせてオブジェク
ト サイズが調整されます。

6. [図面] タブで、[ドキュメント管理] をクリックし、リンク先の図面を選択しま
す。 

このリスト内の図面は、現在のモデル内の図面です。

7. 図面名ではなくリンクのテキストを表示する場合、テキストを [テキスト] ボ
ックスに入力します。

8. 2 つの点を選択して枠を定義し、リンクを追加します。

9. [OK] または [適用] をクリックします。

リンクをダブルクリックして、リンク先の図面を開くことができます。

例

以下の例では、[範囲指定] が選択されており、リンクには図面の名前が使用されて
います。
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図面でのハイパーリンクの追加
図面の枠内にインターネットアドレス(URL)へのハイパーリンクを追加できます。

1. ハイパーリンクを追加する図面を開きます。

2. [図面] タブで [ リンク --> ハイパーリンク ] をクリックします。

3. テキストの色、高さ、フォント、効果を変更します。

4. 枠線のタイプと色を変更します。

5. リンクを縮小/拡大するかどうかを選択します。 

[縮小/拡大なし] を選択した場合、リンクを挿入するときに枠の左上隅をピッ
クするだけで、Tekla Structures により、元のサイズでリンクが挿入されます。
[範囲指定] を選択した場合、2 つの点をピックして枠を定義する必要がありま
す。Tekla Structures により、枠に合わせてリンク サイズが調整されます。

6. [ファイルまたは URL] テキスト ボックスに、インターネット アドレスまたは
ファイル名とパスを入力します。 

ファイルを探す必要がある場合は、[ブラウズ...] をクリックします。Tekla
Structures により、指定した位置に有効なハイパーリンクが挿入されます。

7. ハイパーリンク自体ではなくハイパーリンクのテキストを表示する場合、テキ
ストを [テキスト] ボックスに入力します。

8. [OK] または [適用] をクリックします。

9. 図面内で 1 つまたは 2 つの点を選択して、作成するハイパーリンク枠の角を指
定します。

図面内のハイパーリンク テキストをダブルクリックすると、ブラウザーでインタ
ーネット アドレスに移動します。

例

以下の例では、[範囲指定] が選択されています。ハイパーリンクのインターネット
アドレスが表示されています。
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図面での DWG ファイルと DXF ファイルへのリンクの追加
図面の枠内に DWG ファイルまたは DXF ファイルをリンクとして挿入できます。
DWG/DXF ファイル リンクは Tekla Structures によって、[DWG/DXF プロパティ]
のプロパティを使用して追加されます。元のファイルを変更すると、図面内のリン
クされたすべてのインスタンスも Tekla Structures により変更されます。

Tekla Structures は、DWG/DXF リンクにおいてバージョン 2010 以前の AutoCAD を
サポートします。追加した DWG/DXF ファイルは、AutoCAD 制御コード、たとえ
ばアンダースコアに対応する %%u や、円の直径の寸法記号 ø に対応する %%c もサ

ポートします。

1. DWG/DXF ファイルへのリンクを挿入する図面を開きます。

2. [図面] タブで [DWG/DXF] をクリックします。

3. 縮小/拡大オプションを選択します。 

• 縮小/拡大:

• X:この設定を使用する場合、枠の左上の角をピックしてファイルを挿入
する必要があります。X 方向の図面縮尺だけを設定できます。

• XY:この設定を使用する場合、枠の左上の角をピックしてファイルを挿
入する必要があります。X 方向と Y 方向の両方の図面の縮尺を設定で
きます。

• 範囲指定:この設定を使用する場合、枠の左上と右下の角をピックして、
枠をサイズ設定して作成する必要があります。Tekla Structures により、
枠に合わせてファイルの縮尺が設定されます。

• 範囲指定 (縦横比固定):この設定を使用する場合、枠の左上と右下の角
をピックして、枠をサイズ設定して作成する必要があります。Tekla
Structures により、元の縦横比を維持したまま、枠に合わせてファイル
の縮尺が設定されます。

• X 方向縮尺

• ファイルの X 方向の縮尺を設定します。縮尺を示す係数を入力しま
す。たとえば、1.0 と入力すると 100% になり、1.5 と入力すると 150%
になります。縮小/拡大タイプを [X] または [XY] に設定しておく必要
があります。
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• Y 方向縮尺

• ファイルの Y 方向の縮尺を設定します。縮尺を示す係数を入力しま
す。たとえば、1.0 と入力すると 100% になり、1.5 と入力すると 150%
になります。縮小/拡大タイプを [XY] に設定しておく必要があります。

4. リンク枠のラインのタイプと色を選択します。

5. [名前] で、使用する DWG ファイルまたは DXF ファイルを参照します。

6. 枠を配置するには、図面内で 1 つまたは 2 つの点を選択します。

7. [OK] または [適用] をクリックします。 

Tekla Structures により、図面の枠内に DWG ファイルまたは DXF ファイルへ
のリンクが追加されます。

ヒント DWG ファイルを参照モデルとしてモデルに挿入する場合は、「」を参照してくだ
さい。

図面にイメージ ファイルへのリンクを追加する
図面の枠内にイメージを挿入できます。Tekla Structures により、[画像プロパティ]
ダイアログ ボックスのプロパティを使用してイメージのリンクが追加されます。
元のファイルを変更すると、図面内のリンクされたすべてのインスタンスも Tekla
Structures により変更されます。

1. イメージへのリンクを挿入する図面を開きます。

2. [図面] タブで [イメージ]  をクリックします。

3. 縮小/拡大オプションを選択します。 

• タイプ

• X:この設定を使用する場合、枠の左上の角をピックしてイメージを挿入
する必要があります。X 方向の図面縮尺だけを設定できます。

• XY:この設定を使用する場合、枠の左上の角をピックしてイメージを挿
入する必要があります。X 方向と Y 方向の両方の縮尺を設定できま
す。

• 範囲指定:この設定を使用する場合、枠の左上と右下の角をピックして、
枠をサイズ設定して作成する必要があります。Tekla Structures により、
枠に合わせてイメージのサイズが調整されます。

• 範囲指定 (縦横比固定):この設定を使用する場合、枠の左上と右下の角
をピックして、枠をサイズ設定して作成する必要があります。Tekla
Structures により、元の縦横比を維持したまま、枠に合わせてイメージ
のサイズが調整されます。

• X 方向縮尺

• ファイルの X 方向の縮尺を設定します。縮尺を示す係数を入力しま
す。たとえば、1.0 と入力すると 100% になり、1.5 と入力すると 150%
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になります。縮小/拡大タイプを [X] または [XY] に設定しておく必要
があります。

• Y 方向縮尺

• ファイルの Y 方向の縮尺を設定します。縮尺を示す係数を入力しま
す。たとえば、1.0 と入力すると 100% になり、1.5 と入力すると 150%
になります。縮小/拡大タイプを [XY] に設定しておく必要があります。

4. リンク枠のラインのタイプと色を選択します。

5. [名前] で、使用するイメージ ファイルをブラウズします。

6. 枠を配置するには、図面内で点をピックします。

7. [OK] または [適用] をクリックします。 

Tekla Structures により、図面の枠内にイメージ ファイルへのリンクが追加され
ます。

独立した注記オブジェクトのプロパティの変更
開いている図面のテキスト、シンボル、リンク、ハイパーリンク、DWG ファイル
および DXF ファイルへのリンク、およびリビジョンマークのプロパティは変更で
きます。

1. 開いている図面でオブジェクトをダブルクリックします。

2. ダイアログボックスの下部にあるオン/オフスイッチ  をクリックし
てダイアログボックスの下部にあるすべてのチェックボックスをオフにし、変
更するプロパティの横にあるチェックボックスのみをオンにします。

3. プロパティを変更します。

4. [変更] をクリックします。

図面でのリビジョンマークの追加
リビジョン マークは、Tekla Structures のモデルまたは図面の変更と、変更したオブ
ジェクトを示すときに図面に追加できるシンボルです。リビジョン マークは、[リ
ビジョンマークプロパティ] ダイアログ ボックス内のプロパティを使用して Tekla
Structures により作成されます。

1. 図面を開きます。

2. [注記] タブで、[ リビジョンマーク ] をクリックし、次のいずれかのコマンド
を選択します。 

• リビジョンマークの作成

• 左向き

• 右向き

• 指定方向、左向き
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• 指定方向、右向き

3. マーク、日付、および変更に関する情報を入力します。 

Tekla Structures では、図面のリビジョンテーブルにこの情報が表示されます。

4. 選択した位置に正確にリビジョン マークを配置してその場所に固定するに
は、[位置(P)...] ボタンをクリックし、[固定] リストから [位置付け] を選択しま
す。

5. [表示設定] タブに移動して、テキストの色、高さ、フォント、角度、および枠
の色、引出し線、タイプを設定します。また、引出し線の矢印のタイプとサイ
ズも設定します。

6. [OK] または [適用] をクリックします。

7. 1 つまたは複数の点を選択してマークを配置します。 

Tekla Structures により、リビジョンおよびリビジョン マークが作成されます。
新しいリビジョンは、[ドキュメント管理] で確認することもできます。

不要なリビジョン マークを削除するには、マークを選択し、キーボードの
Delete を押します。

リビジョンマークの例を次に示します。

図面のリビジョンを作成する場合は、[ドキュメント管理] の [リビジョン] コマンド
を使用します。[リビジョン] コマンドを使用してリビジョンを作成すると、図面内
にマークは作成されないことに注意してください。リビジョンの作成の詳細につ
いては、「図面の改訂 (573 ページ)」を参照してください。

参照項目

引出し線タイプ (968 ページ)

図面へのシンボルの追加
シンボルは、図面でそのまま使用したり、マーク、オブジェクト表示、および引出
し線の矢印で使用できます。シンボルはシンボル エディターで作成および編集で
きます。
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図面でのシンボルの追加
開いている図面にシンボルを追加できます。

開いている図面に追加されるシンボルは、引出し線なし、引出し線あり、指定方向
の 3 つの方法で表現できます。Tekla Structures では、シンボルの追加時に、[シンボ
ルプロパティ] で定義されているプロパティが使用されます。どのタイプのマーク
でも、シンボルを追加できます。

1. 図面で、Shift キーを押しながら [注記] タブで、[シンボル] と次のいずれかの
シンボル コマンドをクリックします。 

• シンボル:引出し線なしの現在の図面にシンボルを追加します。

• 指定方向:2 つの点をピックしてシンボル (方向指定) を作成します。その
後、シンボルの挿入点をピックします。

• 引出し線付: 初にピックした点を指し示すシンボル (引出線付) を追加し
ます。

引出し線のタイプの詳細については、「引出し線タイプ (968 ページ)」を参
照してください。

2. シンボルのプロパティを変更します。 

• ファイル:使用中のシンボル ファイルを変更します。

• 番号:シンボルを変更します。

• シンボル:シンボルの色、高さ、角度を変更します。

• 枠:枠のタイプ、引出し線、色を変更します。

3. [OK] をクリックします。

4. 図面内でシンボルを配置する点(1～3 点)を選択します。 選択する点の数は、
選択したシンボルのコマンドによって異なります。

マークへのシンボルの追加
使用するシンボル ファイルおよびマークに追加するシンボルを選択できます。

1. 開いている図面でマークをダブルクリックします。

2. マーク プロパティで、[シンボル] リストの [フィールド一覧] をダブルクリッ
クします。

3. [マーク内容 - シンボル] ダイアログ ボックスで、[選択] ボックスの横の [ファ
イル] をクリックして、使用するシンボル ファイルを選択します。

4. ファイルを選択したら、[選択] ボックスの横の [番号] をクリックし、使用する
シンボルをダブルクリックします。シンボルの番号がわかっている場合は、そ
の番号を入力することもできます。

5. [OK] をクリックします。 

Tekla Structures により、シンボル ファイル名と、要素リストにおけるシンボル
の番号が追加されます。
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6. マーク プロパティで [変更] をクリックします。 

Tekla Structures によって、マークにシンボルが追加されます。

シンボルファイルのシンボルの変更
シンボルファイルでは、シンボルに変更を加えることができます。 これを行う場
合、ファイルを別名で保存して別のフォルダ(モデルフォルダ、企業フォルダ、プ
ロジェクトフォルダなど)に保存することをお勧めします。

1. Tekla Structures 内の場所に応じて、複数の方法でシンボル エディターでシンボ
ル ファイルを開くことができます。 

• [ファイル] メニューで、エディタ --> シンボルエディタ をクリックします。
[ファイル] --> [開く] を使用してシンボル ファイルを開きます。

• 開いている図面でマークをダブルクリックし、マーク プロパティ ダイアロ
グ ボックスの使用可能なマーク要素リストから [シンボル] を選択するこ
とで、[マーク内容 - シンボル] ダイアログ ボックスを開きます。次に、[選
択...] をクリックし、[シンボルファイル] ブラウザーからファイルを選択し
て [編集...] をクリックします。

• 図面に追加したシンボルをダブルクリックして、[シンボルプロパティ] ダ
イアログ ボックスを開きます。次に、[選択...] をクリックし、[シンボルフ
ァイル] ブラウザーからファイルを選択して [編集...] をクリックします。

2. シンボル エディターでファイルを変更します。

a. スロットのシンボルをクリックし、図面ツールを使用して新しいシンボル
をスケッチします。 

[インポート] タブで、AutoCAD ファイルまたは MicroStation ファイルを
インポートすることもできます。

b. シンボルが希望どおりに完成したら、シンボル スロットをポイントし、
ウィンドウの下部に表示される新しいシンボルの番号を確認します。 
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多くの場所では、シンボルを追加するとき、シンボルを使用するにはシン
ボル番号を知っている必要があります。

3. [ファイル] --> [名前を付けて保存] をクリックし、新しい名前を入力します。 

ファイルを新しい名前で新しい場所(モデルフォルダ、企業フォルダ、プロジ
ェクトフォルダなど)に保存することもできます。 Tekla Structures ソフトウェ
アに付属する元のシンボルファイルは変更しないようにすることを強くお勧
めします。 シンボルを変更する必要がある場合は、元のシンボルファイルを
コピーし、そのコピーに対して変更を行ってください。元のシンボルファイル
は元のままにしておいてください。

Tekla Structures では、以下の「シンボル ファイルの検索順序」セクションに記
載のとおり、シンボル ファイルが特定の順序で検索されます。

4. [OK] をクリックします。

ヒ
ン
ト

シンボルエディタでは、シンボルファイル(*.sym)間でシンボルをコピーできます。

まず、Ctrl + C キーを押してコピーするシンボルを選択します。次に、コピー先の
シンボルファイル(または新しいシンボルファイル)を開いて、シンボルの場所を選択
し、Ctrl + V キーを押します。

使用中のシンボルファイルの変更
現在のシンボルファイルに必要なシンボルが含まれていない場合、現在使用中のシ
ンボルファイルを変更できます。

1. 操作の対象に応じて、次のいずれかを行います。 

• 開いている図面でマークをダブルクリックし、マーク プロパティ ダイアロ
グ ボックスの使用可能なマーク要素リストから [シンボル] を選択するこ
とで、[マーク内容 - シンボル] ダイアログ ボックスを開きます。

• 図面に追加したシンボルをダブルクリックして、[シンボルプロパティ] ダ
イアログ ボックスを開きます。
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2. [選択...] ボックスの横にある [ファイル] をクリックします。

3. [シンボルファイル] リストから新しいファイルを選択し、[OK] をクリックす
るか、ファイルをダブルクリックします。

新しいシンボルファイルの作成
Tekla Structures に付属するデフォルトのシンボル ファイルに加えて、独自のシンボ
ル ファイルを作成し、モデル フォルダー、企業フォルダー、プロジェクト フォル
ダーなどに保存できます。

独自のファイルを作成することにした場合、モデル フォルダーの options.ini
ファイルに DXK_SYMBOLPATH を追加し、そこで独自のシンボル ファイルのフォル

ダー パスを定義できます。シンボル ファイルは特定の順序で検索されます。以下
の「シンボル ファイルの検索順序」セクションを参照してください。

1. [ファイル] メニューで、[エディタ --> シンボルエディタ ] をクリックします。

2. [ファイル] --> [新規作成] をクリックします。 

既存のシンボルファイルを開き、編集して新しい名前で保存することもできま
す。

3. シンボルエディタでシンボルを作成します。

4. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックし、シンボル ファイルの保存に使用し
ているフォルダにシンボル ファイルを保存します。 

既存のシンボル ファイルを開いた場合、 [ファイル] --> [名前を付けて保存] を
使用して、シンボル ファイルに別の名前を付けます。

シンボルのプロパティの変更

開いている図面のシンボルのプロパティを変更できます。

シンボルのプロパティを変更するには、次のようにします。

1. シンボルをダブルクリックします。

2. ダイアログボックスの下部にあるオン/オフスイッチ  をクリックし
てダイアログボックスの下部にあるすべてのチェックボックスをオフにし、変
更するプロパティの横にあるチェックボックスのみをオンにします。

3. 必要に応じて、使用中のシンボルファイルを変更し、使用するシンボルを選択
します。

4. シンボルの配置設定を変更するには、[位置(P)...] をクリックします。 

ここでは、配置を自由または固定に設定でき、検索マージンや 小距離の指
定、シンボルを配置する希望の配置区域の選択などを行うことができます。

詳細については、「マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボル
の位置プロパティ (991 ページ)」を参照してください。
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5. [表示設定] タブに移動して、シンボルの色、高さ、角度、および枠のタイプ、
引出し線、色を設定します。 引出し線のタイプの詳細については、「引出し線
タイプ (968 ページ)」を参照してください。

6. [変更] をクリックします。

引出し線の矢印シンボルのカスタマイズ
マーク プロパティの [矢印] リストで、引出し線の適切な矢印が見つからない場合
は、独自の矢印を追加できます。

まず、シンボル エディターに矢印シンボルを作成し、作成したシンボルを 
arrow.sym ファイルに保存します。次に、arrow.sym の新しいシンボルの位置

を arrow.txt ファイル (設定ファイル) に追加して、現在の環境で使用できる矢印

を示す必要があります。

1. [ファイル] メニューで、[エディタ --> シンボルエディタ ] をクリックしてシン
ボル エディターを開きます。

2. 共通の環境または独自の環境のシンボルフォルダにある arrow.symファイ

ルを開きます。

3. 空白のシンボルスロットをクリックし、図面ツールを使用してシンボルをスケ
ッチします。 

[ファイル] --> [インポート] で、AutoCAD ファイルまたは MicroStation ファイ
ルをインポートすることもできます。

4. シンボルが完成したら、シンボル スロットをポイントし、ウィンドウの下部
に表示される新しいシンボルの番号を確認します。 

5. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして、arrow.sym ファイルを保存しま

す。

6. [ファイル] --> [終了] をクリックして、シンボルエディタを閉じます。
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7. 同じシンボルフォルダにある arrow.symファイルを arrow.txtファイル

として開きます。 

このファイルには、シンボル番号のリストが含まれています。

8. 次のように、作成したシンボルのゼロ(0)で始まる番号を適切な位置に追加し
ます。番号はカンマで区切ります。 

016,017,018,019,020,021,022,023,024,032,048,049,101,102,110,200

9. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして変更を保存します。

10. コンピューターの ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures
\<version>\Bitmaps フォルダーに、作成した矢印のビットマップを追加し

ます。 

ファイル名には dr_dialog_arrow_type_022.bmpという形式を使用しま

す。

11. 図面内のマークをダブルクリックして、マーク プロパティを開きます。

12. [矢印] リストを開くと、新しい矢印記号が使用可能な状態になっていることが
わかります。 

注 新しいバージョンの Tekla Structures にアップグレードすると、デフォルトのフォルダ
が上書きされるため、シンボル用の企業フォルダを定義することをお勧めします。企
業フォルダを詳細設定に追加します。
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図面での仕上げ材シンボルの追加
[サーフェスシンボルの追加] マクロを使用して、キャスト ユニット図に仕上げ材
シンボルを追加できます。

開始する前に、モデル内に仕上げ材を持つオブジェクトがあることと、そのオブジ
ェクトのキャスト ユニット図を作成したことを確認します。さらに、仕上げ材の
キャスト ユニット図プロパティで仕上げ材が [表示] に設定されていることも確認
します。

1. 仕上げ材を含む部材がある図面を開きます。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [サーフェスシンボルの追加] をダブルクリックします。 

5. [表面シンボルの作成] ダイアログ ボックスで、[フィールド一覧] リストから仕
上げ材シンボルに含めるテキストを選択し、[追加 >] をクリックして [マーク
の内容] にテキストを追加します。

6. [すべてのビュー] を選択してすべての図面ビューにシンボルを含めるか、また
は [選択されたビュー] を選択して選択したビューにのみシンボルを含めま
す。

7. 必要に応じてフォント設定を変更します。

8. [選択されたビュー] を選択した場合、仕上げ材シンボルを表示するビューを選
択します。

9. [作成] をクリックします。
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Tekla Structures により、定義された設定に従って仕上げ材シンボルが作成されま
す。シンボルのプロパティとテキストは、シンボルをダブルクリックしたときに開
く [テキストプロパティ] で後から変更できます。

シンボル エディター

シンボル エディターを開くには、[ ファイル --> エディタ --> シンボルエディタ ] を
クリックします。シンボル エディターでは、新しいシンボル ファイルの作成、お
よびシンボルの作成や変更を実行できます。

図面モードの [シンボルファイル] ダイアログ ボックスでは、使用中のシンボル フ
ァイルを変更できます。またこのダイアログ ボックスから、シンボル エディター
にアクセスすることもできます。

新しいシンボルを作成したり、既存のシンボルを変更できるように、『Symbol Editor
User's Guide』を参照することをお勧めします。

Tekla Structures アプリケーションに付属する元のシンボル ファイルは変更しない
ようにすることを強くお勧めします。シンボルを変更する必要がある場合は、元の
シンボル ファイルをコピーし、そのコピーに対して変更を行ってください。元の
シンボル ファイルは元のままにしておいてください。

シンボルが保護されたフォルダにある場合、シンボルは読み取り専用です。管理者
でない場合、保護されたフォルダに変更したシンボルを保存することはできませ
ん。その場合、管理者として Tekla Structures にログインしてください。

シンボル ファイルの検索順序

シンボル ファイル (.sym) は、次のフォルダーから次の順序で検索されます。

1. すべての DXK_SYMBOLPATH フォルダー

詳細設定 は環境初期化ファイル <your_environment>.ini および Tekla
Structures 初期化ファイル teklastructures.ini で定義されます。
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別の方法として、モデル フォルダーの options.ini に独自の を追加し、そ

こで独自のシンボル フォルダーを定義することもできます。そこには、
<your_environment>.ini ファイルに含まれているパス設定も追加する必

要がある点に注意してください。

DXK_SYMBOLPATH 定義を含む .ini ファイルの読み取り順序は次のとおりで

す。

1.teklastructures.ini
2.<your_environment> .ini
3.options.ini

2. 現在のモデル フォルダー

必要な追加のシンボル ファイルをここに追加します。

見つかったすべてのシンボル ファイルを Tekla Structures で使用できます。重複す
るファイル名が存在する場合、 初に見つかった名前が使用され、他は破棄されま
す。モデル フォルダーに DXK_SYMBOLPATH の他のシンボル ファイルと同じ名前

を持つシンボル ファイルが含まれる場合、モデル フォルダーにあるシンボル ファ
イルが破棄されます。

シンボルを一時的に上書きする例

モデル フォルダーの options.ini ファイルに独自のシンボル パスを永久に追加

する必要がない場合は、一時的にシンボルを上書きできます。この例では、モデル
フォルダーにあるカスタマイズしたシンボルで溶接記号を一時的に上書きします。

1. 初に ts_welds.sym にあるシンボルをカスタマイズします。

2. モデル フォルダー C:\TeklaStructuresModels\ <mymodel> にある編集

した ts_welds.sym をコピーします。

3. モデル フォルダーにある options.ini ファイルを開き、行
DXK_SYMBOLPATH=C:\ TeklaStructuresModels\<mymodel>;
C:\TeklaStructures\2017\Environments\common\symbols; および

ローカル環境にある他のシンボル フォルダーを追加します。

イメージおよびシンボルの企業フォルダの定義

画像およびシンボルの検索先企業フォルダーを定義できます。Tekla Structures は、
常にこのフォルダーから画像とシンボルを検索します。このフォルダーにイメー
ジとシンボルを格納しておけば、新しいバージョンの Tekla Structures をインストー
ルするときに、そのイメージやシンボルをフォルダー間で移動する必要がありませ
ん。新しいバージョンをインストールしても、企業フォルダー内のファイルが置き
換わることはありません。

詳細設定 XS_FIRM を使用してモデル フォルダーまたは user.ini の下の

options.ini ファイルで企業フォルダーを定義します。

options.iniファイルで画像またはシンボルの企業フォルダを定義するには、次

のようにします。
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1. options.ini ファイルを変更して、企業フォルダーを指定する詳細設定 
DXK_SYMBOLPATH を追加します。 

詳細設定 DXK_SYMBOLPATHには、複数のパスをセミコロンで区切って指定で

きます。

Tekla Structures バージョン 19.0 以降では、DXK_SYMBOLPATH 内の %DATADIR
% や %XS_FIRM% などのフォルダー パス定義が企業フォルダーにある

options.ini で使用された場合、パスが正しく変換されません。ただし、

user.ini で使用された場合、これらの定義は正しく機能します。現在のとこ

ろ、以下の例のように、企業フォルダー内の options.ini で 
DXK_SYMBOLPATH の絶対パスを記述する必要があります。

DXK_SYMBOLPATH=C:\ProgramData\Trimble\Tekla Structures
\2017\Environments\common\symbols\;C:\firm\Symbols\;

2. テンプレートエディタで、 [オプション] --> [基本設定] --> [ファイル配置] をク
リックし、[シンボル, 画像]にも企業フォルダのパスを入力します。

4.10 図面オブジェクトの表示/非表示の切り替え
図面または図面ビュー内で選択した図面オブジェクトを非表示にできます。非表
示にしたオブジェクトをリスト表示することもできます。グラフィック図面オブ
ジェクトの寸法も非表示にできます。

図面および図面ビューでオブジェクトを非表示にする
図面および図面ビューで、部材やマークなどの選択したオブジェクトを非表示にで
きます。部材を非表示にすると、関連するすべてのオブジェクトが非表示になりま
す。図面ビューで非表示になっているオブジェクトは印刷されない点に注意して
ください。

1. 図面を開きます。

2. [ファイル --> 設定 --> ゴースト表示 ] で、ゴースト表示オプションが選択され
ていることを確認します。

3. 色 キーを押して [B] モードを選択します。 

カラー図面では、非表示オブジェクトがゴースト表示されます。 グレースケ
ールおよび白黒の図面では、[ゴースト表示] をオンにしても非表示のオブジェ
クトは表示されません。

4. 次のいずれかの方法で、非表示にするオブジェクトを選択します。 

• +適切な選択スイッチをアクティブにし、範囲選択などを使用してオブジ
ェクトを選択します。 たとえば、[図面内の部材を選択] を使用して部材を
選択します。

• サイド パネルから [図面内容管理] を開き、[表示] をクリックして [図面内
容管理] のリストにオブジェクトを表示します。領域、1 つまたは複数のビ

図面の編集 333 図面オブジェクトの表示/非表示の切り替え



ューまたは複数の建築オブジェクトを選択して、選択内容を絞り込むこと
もできます。部材を選択する場合は、建築オブジェクトの選択が有効にな

っている  ことを確認し、マークを選択する場合は、マークの選択が

有効になっていること  を確認します。その後、目的の建築オブジェ
クトをリストから選択します。

5. [図面] タブで、[非表示/表示] をクリックし、次のいずれかのコマンドをクリ
ックします。 

• 非表示（ビュー）: Tekla Structures で選択したオブジェクトが、そのオブジ
ェクトのあるビュー内で非表示になります。

• 非表示(図面): Tekla Structures で選択したオブジェクトが、すべての図面ビ
ューで非表示になります。

右クリックで表示されるポップアップ メニューからコマンドを選択すること
もできます。

6. 非表示オブジェクトを再度表示するには、[図面] タブに移動して [非表示/表
示] をクリックし、[ビューに表示] または [表示(図面)] を選択します。

例

さまざまな設定を組み合わせて選択した場合の表示内容の例を次に示します。

設定 例

[ファイル --> 設定 ] で、[カラーモード]
を [色] に設定します。オブジェクトは
非表示になりません。マークが表示さ
れます。
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設定 例

[ファイル --> 設定 ] で、[カラーモード]
を [色] に設定し、[ゴースト表示] は選択
しません。選択した鉄筋が非表示にな
り、関連するマークも表示されません。

[ファイル --> 設定 ] で、[カラーモード]
を [色] に設定し、[ゴースト表示] を選択
します。非表示の鉄筋がゴースト表示
として表示され、関連する部材マークは
表示されません。
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設定 例

[ファイル --> 設定 ] で、[カラーモード]
を [白黒] に設定し、[ゴースト表示] を選
択します。ゴースト表示の設定は、白黒
の描画には影響しません。鉄筋が非表
示になり、関連するマークも表示されま
せん。

図面内の非表示の部材のリスト表示
材質リストなど、図面内に非表示の部材をリスト表示するかどうかを選択できま
す。

非表示のオブジェクトをリスト表示する機能は、すべてのテンプレートで機能する
わけではないことに注意してください。部材の行が含まれるテンプレートでは機
能しますが、階層テンプレートでは機能しません。たとえば、テンプレートが製品
- 部品タイプで、製品が図面に含まれている場合は、すべての部材が含まれます。

1. 非表示の部材がある図面を開きます。

2. 図面をダブルクリックして、図面プロパティ ダイアログ ボックスを開きます。

3. [レイアウト...] をクリックします。

4. [非表示オブジェクトをテンプレートに出力] で、非表示の部材をリスト表示す
るかどうかを選択します。[いいえ] を選択すると、非表示の部材に関するすべ
ての情報が削除されます。この情報は総重量からも削除されます。

5. [変更] をクリックします。 
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以下の例では、非表示の鉄筋がリスト表示されています。

以下の例では、非表示の鉄筋はリスト表示されていません。

図面スケッチ オブジェクトの寸法の表示/非表示の切り替え
図面内の線や円弧などのスケッチ オブジェクトの寸法について、表示/非表示を [ク
イック起動] から、またはキーボード ショートカットを使用して切り替えられま
す。デフォルトでは、寸法は表示されます。

開いている図面でスケッチ オブジェクトの寸法の表示/非表示を切り替えるには、
以下のいずれかの操作を行います。

• Ctrl+d を押して寸法を非表示にします。寸法を表示するには、Ctrl+d をもう一
度押します。ショートカットの詳細については、「」を参照してください。

• [クイック起動] に移動し、「グラフィック オブジェクトの寸法を切り替える」

と入力して、表示されたリストから [グラフィック オブジェクト寸法を切り替
え] コマンドを選択します。寸法を再度表示するには、同じ操作を実行します。

寸法が表示されていると、次のように小さい d がステータス バーに表示されます。
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4.11 注記オブジェクトの配置
各図面オブジェクト タイプの保護および配置プロパティに基づいて、マーク、寸
法、テキストなどの注記オブジェクトの配置を変えることができます。

1. 図面を開きます。

2. ビューごとに、ビュー フレームをダブルクリックしてビュー プロパティを開
き、オプション ツリーで [保護設定] をクリックします。

3. 保護プロパティを確認し、必要に応じて変更して [変更] をクリックします。 

保護プロパティを使用して図面内で保護領域を定義し、その領域にテキスト、
マーク、または寸法を配置できなくすることができます。

4. 図面のオブジェクト (マーク、寸法など) をダブルクリックし、[位置(P)...] を
クリックして、必要に応じて配置設定を確認して変更します。 

配置プロパティでは、注記オブジェクトの位置および距離、マークの周囲の余
白を定義します。オブジェクトが固定に設定されている場合、[オブジェクト
の配置調整] コマンドによってオブジェクトが再配置され、固定状態に維持さ
れます。

5. [OK] および [変更] をクリックします。

6. 開いている図面で、配置する注記オブジェクトを選択します。 

• Shift キーを押しながらオブジェクトをクリックし、マーク、寸法、および
テキストなどの個々のオブジェクトを選択します。

• 選択スイッチを使用し、テキスト、マーク、およびアソシエート マークの
みを選択します。たとえば、範囲選択を使用して、目的のオブジェクトを
選択します。

• マークまたはアソシエート マークのみを選択するには、 初に [図面内の
部材を選択] 選択スイッチをアクティブにし、範囲選択などで部材を選択
します。次に、右クリックして、[部材マークを選択] を選択します。

• マークまたはアソシエート マークのみを選択する別の方法として、サイド
パネルから [図面内容管理] を開き、[表示] をクリックして [図面内容管理]

のリストにオブジェクトを表示します。マークの選択が有効  になっ
ていることを確認し、目的の建築オブジェクトをリストから選択します。

7. [注記] タブ: 

• マークおよびテキストを現在の位置の近くに配置するには、 オブジェクト
の配置調整 --> 現在位置の近く をクリックします。

Tekla Structures により、他のオブジェクトに重ならないように、選択した
図面オブジェクトが配置されます。自由位置にあるオブジェクトは移動し
ません。重なっているオブジェクトは現在位置に可能な限り近い位置に移
動します。
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• 現在の位置を無視してマークおよびテキストを配置するには、 オブジェク
トの配置調整 --> 現在位置を無視 をクリックします。

Tekla Structures により、他のオブジェクトに重ならないように選択した図
面オブジェクトが配置されますが、オブジェクトの現在位置は確認されま
せん。

• 引出し線と交差しないように選択したマークおよび注記を配置するには、

[注記] タブで  [マークを整列] をクリックします。ただし、 初にマー
クまたは注記を選択する必要があります。

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

4.12 選択した図面オブジェクトの整列
オブジェクト (テキスト、マーク、メモ、ビュー)は、ピックした点の上、下、左
側、水平方向の中央、垂直方向の中央、右側に配置できます。また、複数のオブジ
ェクトを縦方向または横方向に等間隔で配置することもできます。

1. 開いている図面で、次のいずれかの操作を行います。

2. これを 実行するには

選択したビュー、テキス
ト、マーク、メモの整列

a. 整列するオブジェクトを選択します。

適切な選択スイッチ、フィルター、範囲選択など
を使用して、1 つまたは複数のオブジェクトを選
択できます。マークおよびメモのみを整列する
場合は、[図面内容管理] で 初に建築オブジェク
トを選択してから、関連するマークまたはメモを
選択します。

[図面内容管理] の詳細については、「図面内容管
理 (271 ページ)」を参照してください。

b. ツールバーから整列コマンドを選択します。
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これを 実行するには

 をクリックすると、ピックした点の上でオ
ブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の下でオ
ブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の右側で
オブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の左側で
オブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の垂直方
向の中心にオブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の水平方
向の中心にオブジェクトが整列されます。

 をクリックすると、ピックした点の垂直方
向の中央に等間隔でオブジェクトが配置されま
す。

 をクリックすると、ピックした点の水平方
向の中央に等間隔でオブジェクトが配置されま
す。

c. 配置する場所をピックします。

ビューやテキスト オブジェクトなどの混合オブ
ジェクトを選択した場合、整列するオブジェクト
を選択するように求められます。

d. オブジェクトを等間隔に配置する 2 つのコマン
ドのどちらかを選択した場合、表示されたダイア
ログ ボックスで距離を入力し、Enter キーを押し
ます。

ヒ
ン
ト

オブジェクトを横一列に配置するには、まず上
からの位置を決め、次に各オブジェクトを水平
方向に等間隔で配置します。 これら 2 つのコ
マンドを実行する際に、オブジェクトを再選択
する必要はありません。
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これを 実行するには

選択したマークとメモを
自動的に整列する

• [注記] タブで、[ 一列に整列 --> マークを自動配置

] をクリックします。

このボタンをクリックすると、選択されたマークおよ
び注記が縦方向に等間隔に整列されます。

このコマンドは、溶接マーク以外のすべてのマークお
よびアソシエート マークに適用されます。

選択したマークとメモを
点の周りに整列する

• [注記] タブで [ 一列に整列 --> ポイントに合わせ

る ] をクリックし、点をピックします。

このコマンドは、配置するマークが引出し線と交差し
ないようにするためのものです。

このコマンドは、溶接マーク以外のすべてのマークお
よびアソシエート マークに適用されます。

4.13 図面オブジェクトのドラッグ、形状変更、サイズ変更
多数の図面オブジェクトや、図面オブジェクトの寸法線と引出し線には、ハンドル
があります。これらのハンドルを使用して、オブジェクトの形状やサイズを変更で
きます。また、オブジェクトをドラッグすることもできます。[図面ドラッグ アン
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ド ドロップ] スイッチを有効にすると、形状の変更、サイズの変更、ドラッグをす
る際にハンドルを個別に選択する必要はありません。

注記、スケッチ オブジェクト、および基準線のドラッグ

次の手順でドラッグ、サイズの変更、形状の変更を行います。

• 開いている図面で、[ファイル] メニューに移動して [設定] をクリックし、[図面
ドラッグ アンド ドロップ] チェック ボックスを選択します。これにより、注
記、スケッチ オブジェクト、基準線などの図面オブジェクトを、オブジェクト
を 初に選択せずに移動できます。

• [図面ドラッグ アンド ドロップ] を有効にすると、ハンドルを 初に選択せずに
スケッチ オブジェクトのハンドル点を移動することができます。ハンドル点
の付近でマウスの左ボタンを押し、新しい位置にハンドル点をドラッグします。

基準線ラベルのハンドル点をドラッグする場合は、 初に基準線を選択する必
要があることに注意してください。

寸法点のドラッグ

• 図面内の直線寸法は、寸法ハンドルから寸法をドラッグして変更できます。

• 単一の寸法線をドラッグする場合: 既存の寸法線の後ろの位置に寸法点をドラ
ッグした場合、選択した寸法点は元の位置から削除され、新しい優先の位置に
再作成されます。点を既存の点があるのと同じ座標位置にドラッグした場合、
ドラッグした寸法点は自動的に 初の位置に戻されます。

• 寸法セットでドラッグする場合: 隣接する寸法線の 2 点間の領域に点をドラッ
グした場合、選択した寸法点は元の位置から削除され、新しい優先の位置に再
作成されます。点を既存の点があるのと同じ座標位置にドラッグした場合、ド
ラッグした寸法点は元の位置から削除され、新しい位置に移動した後、既存の
点と結合します。
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• 追い寸法で座標がゼロの寸法点をドラッグすると、[寸法原点の指定] コマンド
を実行せずに開始寸法点を変更できます。

• [図面ドラッグ アンド ドロップ] スイッチがオンの場合、寸法点ハンドルは 初
にハンドルを選択せずにドラッグできます。

注 マーク、アソシエート マーク、テキスト、または寸法をドラッグした場合、
以下の詳細設定の設定内容に応じて、配置設定が [固定] に設定されることが
あります。図面を更新してもマーク、アソシエート マーク、テキスト、寸法
の位置は維持されます。以下の詳細設定の設定を確認できます。

.

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

詳細設定による部材マーク引出し線の調整 (820 ページ)

鉄筋マーク引出し線の基準点の自動配置 (821 ページ)

マークとアソシエート マークの引出し線の始点のドラッグ (311 ページ)

4.14 Tekla Structures 図面のカット ラインの表示
カット ラインは、さまざまな色のジグザグ線や 1 点鎖線で表示された線であり、
部材の一部がビューの枠内に収まっていないことを示します。
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カットラインの作成
カットラインを作成して、線の一部がビューの枠内に収まっていない状況を表現で
きます。ビュー内の全部材または選択した部材のカットラインを自動的に作成で
きます。

制限事項:
• ポリビームのカットラインは作成できません。

• [隣接部材用拡大範囲] 設定は考慮されません。

1. [図面] タブで  [カットラインの作成] をクリックします。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• タイプのリストから線のタイプ(ジグザグまたは 1 点鎖線)を選択します。

• カラーリストから線の色を選択します。

• タイプのリストの横にあるボックスに線の縮尺を入力します。

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ビュー内の全部材のカットラインを作成するには、ビューを選択します。

• 選択した部材のカットラインを作成するには、部材を選択します。

4. [作成] をクリックします。

例

カットラインの更新

1. カットラインを含む図面を開きます。

2. [図面] タブで、  [カットラインの作成] をクリックします。

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ビュー内の全部材のカットラインを更新するには、ビューを選択します。

• 選択した部材のカットラインを更新するには、部材を選択します。
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4. [作成] をクリックします。

Tekla Structures により、以前に作成したカットラインがすべて削除され、更新済み
の新しいカットラインが作成されます。

カットラインの削除

1. [図面] タブで、  [カットラインの作成] をクリックします。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ビュー内の全部材のカットラインを削除するには、ビューを選択します。

• 選択した部材のカットラインを削除するには、部材を選択します。

3. [削除] をクリックします。

4.15 図面プラグインの分解および通常の図面オブジェクトの使
用
図面プラグインを基本オブジェクトに分解し、それらを編集して他の図面オブジェ
クトとして使用できます。たとえば、プラグイン プロパティのプラグインでは使
用できない方法で COG 寸法を変更する場合は、COG 寸法を分解してから、寸法プ
ロパティでプロパティを変更します。

1. プラグインを使用して作成された図面オブジェクトをクリックします。

2. 右クリックして [分解] を選択します。

Tekla Structures によりプラグインが基本オブジェクトに分解され、ビューに追加さ
れます。これで、オブジェクト プロパティを使用して分解したオブジェクトを編
集し、他の図面オブジェクトとして使用できるようになります。

4.16 図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト
スケッチ オブジェクトとは、重要な情報をハイライトしたり、開口部、窓、ドア
などの位置を示したりするために図面に追加できるオブジェクトのことです。
Tekla Structures 図面で、スケッチ ツールを使用して、クモ マーク、線、円、四角
形、円弧、ポリライン、ポリゴンなどをスケッチすることができます。これらのツ
ールを使用して、スケッチ オブジェクトの分解および結合、アウトラインおよび
部材面の追加、フィレットおよび角処理の作成を行います。スケッチ オブジェク
トの順序を変更したり、オブジェクトおよび建築オブジェクトをスケッチしたりで
きます。スケッチ オブジェクトをトリム、拡張、および分割したり、オフセット
を使用してオブジェクトをコピーしたりすることもできます。

図面の編集 345 図面プラグインの分解および通常の図面オブジェク
トの使用



スケッチ オブジェクトは連動する点がある場合、つまり建築オブジェクトに関連
付けられている場合に連動します。

スケッチ ツールとスケッチ オブジェクトについての詳細を確認するには、以下の
リンクをクリックしてください。

Sketch objects in drawings (346 ページ)

図面でスケッチ オブジェクトを結合および分解する (349 ページ)

図面へのパターンラインの作成および追加 (352 ページ)

図面でスケッチ オブジェクトの順序を変更する (351 ページ)

図面の線のトリム (359 ページ)

Split sketch objects (361 ページ)

スケッチ オブジェクトを等分する (361 ページ)

図面でのフィレットの作成 (363 ページ)

図面での角処理の作成 (364 ページ)

オフセットを使用してスケッチ オブジェクトをコピーする (362 ページ)

修正ツールを使用して部材の面およびアウトラインを非表示にする (366 ページ)

参照項目

図面オブジェクト、ビュー、レイアウト (60 ページ)

図面スケッチ オブジェクト プロパティ (994 ページ)

図面にスケッチ オブジェクトを描画する
スケッチ ツールを使用すると、開いている図面で、線、単一の連続線、パターン
線、ポリゴン、ポリライン、長方形、円、円弧、クモ マーク、修正長方形、修正
線、修正ポリゴン、および修正ポリラインを作成できます。

1. Shift キーを押しながら、[図面] タブで、次のいずれかのコマンドをクリック
して、まずオブジェクト プロパティを変更します。 

• ライン --> 線の作成 :指定した 2 点間に単線をスケッチします。

•  ライン --> 連続して単線を描画 :現在のライン プロパティを使用し
て、複数の単線を一度に作成します。中断するには、Esc キーを押します。
Tekla Structures により、連続した線が別々の線分として作成されます。[部
材結合] コマンドを使用すると、線分を 1 つに結合 (349 ページ)できます。

単一の連続線ツールの場合、プロパティダイアログボックスを開くには、
その前 Shift キーを押し、リボンのコマンドをクリックして線を作成する
必要があります。通常の単線のプロパティから連続線のプロパティを変更
できます。
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• ライン --> パターンライン :現在のパターン ライン プロパティを使用
して選択したパターンを含む線をスケッチします。

ヒント: 新しいパターンが必要な場合は、[パターンラインエディタ] を使用
して作成します ( [ファイル] --> エディタ --> パターンラインエディタ )。

• 四角形の作成:ピックした 2 点間に四角形をスケッチします。横向き
および縦向きの四角形を作成できます。

• ハンドルをドラッグして四角形のサイズを変更できます。

• 四角形を単線に分解 (349 ページ)できます。

• 四角形を回転させるには、[図面] タブで [移動 --> 回転 ] をクリックし
ます。

• 中心と半径を基準に円を描画: 初に中心点をピックし、次に円上の点
をピックして半径を指定することで、円をスケッチします。

• 3 点を基準に円を描画:ピックした 3 点を時計回りまたは反時計回り
に通る円をスケッチします。

• 終点と中心を基準に円弧を描画: 初に 2 つの端点を指定し、次に中心
点を指定することで、円弧をスケッチします。中心点により、円弧が属す
る円の中心点が指定されます。

• 3 点を基準に円弧を描画:ピックした 3 点を時計回りまたは反時計回
りに通る円弧をスケッチします。

• ポリラインの作成:現在のポリライン プロパティを使用して、直線セ
グメントを持つ線をスケッチします。曲線ポリラインを作成する場合に
は、[膨らみ] 係数を設定する必要があります。

• ポリラインをスケッチする際に、以下のことを行えます。

• Ctrl キーを押しながら一時的な線上の点をクリックすることで、一
時グラフィック点にスナップして、これらの点を参照点として設定
する。

• DWG オブジェクトと Tekla Structures 建築オブジェクトを使用し
て、複数の参照点を設定する。

• Ctrl キーを押しながら点をクリックすることで、参照点を削除す
る。

• ポリラインの始点をクリックしてポリゴンを作成する。

• 右クリックして [削除] を選択することで、選択した角となる点を削除
できます。
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• ポリラインのハンドル点をドラッグしてハンドルを追加できます。 ハ
ンドルをドラッグしてポリラインの形状を変更できます。

• ポリラインを別々の直線に分解 (349 ページ)し、ポリラインを結合
(349 ページ)して閉じたポリゴンを作成できます。

• ポリゴンの作成:現在のポリゴン プロパティを使用して、角を指定し
てポリゴンをスケッチします。ポリゴンを閉じるには、始点を再度指定す
るか、マウスの中ボタンをクリックします。

• ポリゴンをスケッチする際に、以下のことを行えます。

• Ctrl キーを押しながら一時的な線上の点をクリックすることで、一
時グラフィック点にスナップして、これらの点を参照点として設定
する。

• DWG オブジェクトと Tekla Structures 建築オブジェクトを使用し
て、複数の参照点を設定する。

• Ctrl キーを押しながら点をクリックすることで、参照点を削除す
る。

• 右クリックして [削除] を選択することで、選択した角となる点を削除
できます。

• ポリゴンのハンドル点をドラッグしてハンドルを追加できます。 ハン
ドルをドラッグしてポリゴンの形状を変更できます。

• ポリゴンを単線に分解 (349 ページ)できます。

• クラウドの作成:ピックした点を通るクモ マークをスケッチします。
マウスの中ボタンをクリックして、クモ マークを閉じます。クモ マークで
は、[膨らみ] 係数を設定する必要があります。

• 修正長方形の作成:図面で建築オブジェクトのアウトラインを簡単に
非表示にできます。この機能を使用するには、コマンドを選択して、非表
示にする建築オブジェクトのアウトラインを覆うように不透明の四角形領
域をスケッチ (366 ページ)します。ハンドルをドラッグして四角形のサイ
ズを変更できます。

• 修正線の作成:図面で建築オブジェクトのアウトラインを簡単に非表
示にできます。この機能を使用するには、コマンドを選択して、非表示に
する建築オブジェクトのアウトラインを覆うように不透明のラインをスケ
ッチ (366 ページ)します。

• 修正ポリゴンの作成:図面で建築オブジェクトのアウトラインを簡単
に非表示にできます。この機能を使用するには、コマンドを選択して、非
表示にする建築オブジェクトのアウトラインを覆うように不透明のポリゴ
ンをスケッチ (366 ページ)します。ハンドルをドラッグしてポリゴンの形
状を変更できます。
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• 修正ポリラインの作成:図面で建築オブジェクトのアウトラインを簡
単に非表示にできます。この機能を使用するには、コマンドを選択して、
非表示にする建築オブジェクトのアウトラインを覆うように不透明のポリ
ラインをスケッチ (366 ページ)します。ハンドルをドラッグしてポリライ
ンの形状を変更できます。修正ポリラインを別々の直線に分解 (349 ペー
ジ)したり、修正ポリラインを結合 (349 ページ)して修正ポリゴンを閉じた
りすることもできます。

2. [OK] または [適用] をクリックします。

3. ステータスバーのメッセージに従ってオブジェクトをスケッチします。 

スケッチ ツールの使用中

• オブジェクトの寸法は、オブジェクトを描画するとき、またオブジェクトを選
択すると表示されます。オブジェクトの寸法を非表示にするには、図面で新し
い [グラフィック オブジェクト寸法を切り替え] コマンドを使用します。[クイ
ック起動] に移動し、「toggle graphical object dimensions」の入力を

開始して、表示されたリストから [グラフィック オブジェクト寸法を切り替え]
コマンドを選択するか、Control+d ショートカット コマンドを使用してコマン
ドのオンとオフを切り替えます。寸法が表示されている場合は、ステータス バ
ーに小さい [d] が表示されます。

• 直交スナップを有効にするには、スケッチ中に O キーを押して直交角度を表示
します。[図面スナップ対象設定] ( [ファイル] --> 設定 --> スナップ対象設定 )
では、スナップの間隔 (51 ページ)およびカスタム角度を定義できます。

• スケッチ オブジェクトを他のビューにコピーするときにはビューの縮尺が考
慮されます。このため、オブジェクトの縮尺および関連する数値情報はターゲ
ット ビューの縮尺に調整されます。

• 一般的に、スケッチ オブジェクトの寸法では、図面の寸法設定が考慮されま
す。 たとえば、単位を他の寸法と同じ方法で制御することができます。

• スケッチ オブジェクト (グラフィック オブジェクト) どうしの順序およびスケ
ッチ オブジェクトと建築オブジェクトの順序を変更することもできます。ス
ケッチ オブジェクトを前方 (他のスケッチ オブジェクトの前) または後方 (他
のスケッチ オブジェクトの後) に移動することができます。スケッチ オブジェ
クトを建築オブジェクトの後または建築オブジェクトの前に移動することもで
きます。同じ方法で、DWG およびイメージの順序を変更することもできます。
詳細については、「図面でスケッチ オブジェクトの順序を変更する (351 ペー
ジ)」を参照してください。

参照項目

図面スケッチ オブジェクト プロパティ (994 ページ)

TeklaStructures.lin でのカスタマイズした線タイプの定義 (891 ページ)
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図面でスケッチ オブジェクトを結合および分解する
ポリライン、四角形、またはポリゴンを別々の直線に分解できます。別々の線、連
続線、ポリラインを結合して、1 つのポリラインまたは閉じたポリゴンを作成する
こともできます。

次のいずれかの操作を行います。

目的 操作

別々の線、連続線、または
ポリラインを結合して、1
つのポリラインまたは閉
じたポリゴンを作成する

1. 別々の線またはポリラインを選択します。

2.
[図面] タブに移動し、[部材結合]  をクリック
します。

別々の線やポリラインが結合され、1 つのポリライン
または閉じたポリゴンが作成されます。 結合された
形状を選択すると、Tekla Structures によって線が結合
され、新たなハンドルが形状に作成されたことがわか
ります。

ポリライン、四角形、また
はポリゴンを別々の直線
に分解する

1. ポリライン、四角形、またはポリゴンを選択しま
す。

2.
[図面] タブに移動し、[分解]  をクリックしま
す。

ポリライン、四角形、およびポリゴンが単線に分
解されます。
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目的 操作

参照項目

図面にスケッチ オブジェクトを描画する (346 ページ)

図面でスケッチ オブジェクトの順序を変更する
スケッチ オブジェクトにより、開口部、窓、ドアなどの位置を図面に示すことが
できます。スケッチ オブジェクト (グラフィック オブジェクト) どうしの順序お
よびスケッチ オブジェクトと建築オブジェクトの順序を変更できます。スケッチ
オブジェクトを前方 (他のスケッチ オブジェクトの前) または後方 (他のスケッチ
オブジェクトの後) に移動することができます。スケッチ オブジェクトを建築オ
ブジェクトの後または建築オブジェクトの前に移動することもできます。同じ方
法で、DWG およびイメージの順序を変更することもできます。

複数のスケッチ オブジェクト (複数のレイヤ上にオブジェクト) がある場合、作画
の順序によって、前方および後方コマンドを使用したときにオブジェクトが配置さ
れるレイヤが異なります。

新しく作成されたスケッチ オブジェクトは、それらが作成されたレイヤに作画し
た順序で配置されます。 一番新しいオブジェクトが一番上に配置されます。

1. スケッチ オブジェクト、DWG、またはイメージを右クリックし、[順序を変
更] をクリックします。

2. 次のいずれかのコマンドを選択します。 

• 背面に移動:選択したオブジェクトをその他のすべてのスケッチ オブジェ
クトの背面に 1 段階近づけます。

• 背面に移動:選択したオブジェクトをその他のすべてのスケッチ オブジ
ェクトの後に配置します。

• 前面に移動:選択したオブジェクトをその他のすべてのスケッチ オブジェ
クトの前面に 1 段階近づけます。

• 前面に移動:選択したオブジェクトをその他のすべてのスケッチ オブジ
ェクトの前に配置します。

• モデルオブジェクトの背面に移動:オブジェクトをすべての建築オブジェ
クトの後に配置します。このオプションは、スケッチ オブジェクト プロパ
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ティ ダイアログ ボックス ( モデルオブジェクトの後ろ --> はい ) でも設定
することができます。

• モデルオブジェクトの前面に移動:オブジェクトをすべての建築オブジェ
クトの前に配置します。このオプションは、スケッチ オブジェクト プロパ
ティ ダイアログ ボックス ( モデルオブジェクトの後ろ --> いいえ ) でも設
定することができます。

注 • 建築オブジェクトの後に配置したスケッチ オブジェクトは、建築オブ
ジェクトの前に配置されたスケッチ オブジェクトと一緒に再配置す
ることはできません。

• 建築オブジェクトどうしの順序を変更することはできません。

図面へのパターンラインの作成および追加
パターン ラインを使用することにより、特殊な線や複雑な線を図面に簡単に適用
できます。[パターンラインエディター] で新しいパターン ラインを作成したり、
既存のパターンラインを変更して、[パターンライン] コマンドを使用して作成した
パターン ラインを図面に追加できます。パターン ラインには、シンボル、線、ピ
ッチなどを含めることができます。たとえば、カット ライン、基礎、溶接パス、
または電気配線を示すパターン ラインを作成できます。

パターンラインの作成

1. モデルで、または図面が開かれている状態で、[ファイル] メニューの [エディ
タ --> パターンラインエディタ ] をクリックします。 

パターン ラインを先に定義していない場合、[パターンラインエディタ] のす
べてのフィールドとコンテナが空になっています。

2. [ブラウズ...] をクリックして、パターン ラインのサンプルとして使用するイメ
ージを参照します。 
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イメージを選択しない場合、デフォルトのイメージが使用されます。

選択したイメージは、後で [パターン線プロパティ] ダイアログ ボックスでパ
ターン ラインを選択するときにも表示されます。

3. [新規作成] でパターン ラインの名前を入力します。 パターン ラインを変更
するには、まず目的のパターン ラインをリストから選択します。

4. [始点要素] 領域で、右側の [新規] をクリックして新しい始点要素を作成しま
す。始点要素はパターン ラインの始点になります (ダイアログ ボックスでは
次の例のように赤で示されます)。 

[シンボル] に [要素タイプ] を選択した場合、次のようにします。

• [ファイル] リストからシンボル ファイルを選択します。

• [インデックス] リストで、シンボルの番号を入力します。別のウィンドウ
でシンボルを選択するには、[選択...] をクリックし、目的のシンボルをダ
ブルクリックします。

• [間隔] で、要素に割り当てられる間隔をミリメートル (mm) 単位で入力し
ます。

• [サイズ] で、要素のサイズをミリメートル (mm) 単位で入力します。

• [ピッチタイプ] で、パターン ラインの要素のピッチ タイプを選択します。

固定:未使用の間隔は分配されません。
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変数:このピッチ タイプが指定されている要素に、未使用の間隔が均等に分
配されます。

無限:2 点間のすべての間隔にブロックが配置されます。固定要素に間隔が
分配され、残りの間隔は無限要素に等間隔に分配されます。

• [色] で、要素の色を選択します。

• [垂直オフセット] と [水平オフセット] で、要素のオフセットをミリメート
ル (mm) 単位で入力します。

• [回転] で、要素の回転角度を定義します。

[ライン] に [要素タイプ] を選択した場合、次のようにします。

• [線種] リストから線種を選択します。

• [間隔] で、要素に割り当てられる間隔をミリメートル (mm) 単位で入力し
ます。

• [サイズ] で、要素のサイズをミリメートル (mm) 単位で入力します。

• [ピッチタイプ] で、要素のピッチ タイプを選択します。

固定:未使用の間隔は分配されません。

変数:このピッチ タイプが指定されている要素に、未使用の間隔が均等に分
配されます。

無限:2 点間のすべての間隔にブロックが配置されます。固定要素に間隔が
分配され、残りの間隔は無限要素に等間隔に分配されます。

• [色] で、要素の色を選択します。

• [垂直オフセット] と [水平オフセット] で、要素のオフセットをミリメート
ル (mm) 単位で入力します。

[間隔] に [要素タイプ] を選択した場合、次のようにします。

• [間隔] で、要素に割り当てられる間隔をミリメートル (mm) 単位で入力し
ます。

• [ピッチタイプ] で、要素のピッチ タイプを選択します。
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固定:未使用の間隔は分配されません。

変数:このピッチ タイプが指定されている要素に、未使用の間隔が均等に分
配されます。

無限:2 点間のすべての間隔にブロックが配置されます。固定要素に間隔が
分配され、残りの間隔は無限要素に等間隔に分配されます。

5. [終点要素] 領域で、[新規] をクリックして、始点要素のときと同じ方法で新し
い終点要素を作成します。 

エディタダイアログボックスでは終点要素は赤で示されます。

6. [繰り返し要素と連続要素] タブで、パターン ライン上で繰り返される要素を
定義します (エディター ダイアログ ボックスでは赤で示されます)。 

7. [繰り返し要素と連続要素] タブで、パターン ライン上で連続して描画される
要素を定義します (エディター ダイアログ ボックスでは赤で示されます)。 

8. [プレビュー] ボタン  をクリックすると、パターン ラインの定義と線がど
のように表示されるかを確認できます。 

• [自動] プレビュー オプションが有効になっている場合、Tekla Structures に
よって図面プレビューが自動的に開かれ、作成したパターン ラインと、[パ
ターン線プロパティ] ダイアログ ボックスから取得されたさまざまな間隔
オプションが表示されます。既に図面が開いている場合、プレビューを開
く前に、Tekla Structures によって図面を保存して閉じるかどうかを確認す
るメッセージが表示されます。

• ボタン  をクリックしてプレビューを更新するには、プレビュー オプ
ションを選択します。

• 上部にあるリストからパターンラインを選択して、保存済みの他のパター
ンラインのプレビューを表示することもできます。

• プレビューを閉じるには、[プレビュー] ボタン  を再度クリックしま
す。

9. [保存する] ボタン  をクリックしてパターン ラインを保存します。 モデ
ル フォルダの下の \attributes フォルダにある .clp ファイルにパターン

ラインが保存されます。
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これで、図面を開き、定義したパターンラインを使用してパターン線を作成できま
す。

次の例のシンボルは、PatternLineSymbolsシンボルファイルから取得されてい

ます。

• 左端部のシンボルは、始点要素(シンボル#49)です。

• 右端部のシンボルは、終点要素(シンボル#48)です。

• 始点要素と終点要素には青色が定義されています。

• 赤で表示されているシンボル#51 は、繰り返し要素として使用されます。

• 2 つの実線は、垂直オフセット 2.0 および-2.0 の連続要素として使用されます。

ヒント: 下の例に示すようにパターンラインが途切れている場合は、繰り返し要素
ではなく連続要素を使用してみてください。

図面へのパターンラインの追加
事前定義済みのパターン ラインから選択するか、[パターンラインエディタ] で独
自のパターン ラインを作成できます。

制限事項

• パターン ラインが分解されていない限り、[2D ライブラリ] のディテールには
パターン ラインは含まれません。

• 作成したパターンラインを回転させる、またはミラーリングすることはできま
せん。
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• パターンラインを複製することはできません。

1. 開いている図面で、Shift キーを押しながら [図面 --> ライン --> パターンライ
ン ] をクリックします。

2. [パターン線プロパティ] ダイアログ ボックスで、[ パターンライン リストから
使用するパターン ラインを選択します。 上部にあるリストからプロパティ
ファイルを選択し、[読み込み] をクリックして、他のパターン ライン プロパ
ティを読み込むこともできます。

3. パターン ラインに [始点要素] または [終点要素] を表示するかどうかを選択し
ます。 始点要素と終点要素が [パターンラインエディタ] に定義されます。

4. [間隔オプション] で、要素をどのような方法で、どのような間隔で整列するか
を選択します。 

[左] を選択すると、要素が左に整列されます。

[右] を選択すると、要素が右に整列されます。

[中心振分け] を選択すると、要素が中心に配置されます。

[分配対象] を選択すると、要素間に同じ間隔が使用されます。

[範囲指定 (縦横比固定)] を選択すると、 小限の歪みでできる限り多くの要素
を入れようとします。この設定を使用すると、要素のサイズと間隔の両方に影
響します。

5. パターン ラインの [サイズ] を設定します。

6. 必要な [縮小/拡大] オプションを選択します。 

[表示] を選択すると、線と要素がビューに合わせて縮小されて描画されます。

[図面] を選択すると、線と要素が図面の縮尺に縮小されて描画されます。

7. 必要に応じて、[垂直オフセット] をミリメートル (mm) 単位で入力します。 正
の値を指定するとパターン ライン全体が上に移動し、負の値を指定すると下
に移動します。

8. パターン ラインの [色] を選択します。 

色は [パターンラインエディタ] と [パターン線プロパティ] プロパティで設定
した色によって決まります。

• [デフォルト] と [パターンラインエディタ] の両方で色に [パターン線プロ
パティ] を選択すると、すべての要素が黒になります。
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• [デフォルト] で [パターンラインエディタ] の色を選択し、[パターン線プロ
パティ] で別の色を選択すると、[パターン線プロパティ] で選択した色が使
用されます。

• [デフォルト] で [パターンラインエディタ] 以外の色を選択し、[パターン線
プロパティ] で別の色を選択すると、[パターンラインエディタ] プロパティ
で選択した色が使用されます。

9. パターン ライン プロパティをプロパティ ファイルに保存するには、ファイル
の名前を入力して、[名前を付けて保存] をクリックします。

10. [OK] をクリックして、ポリラインの点をピックし、マウスの中ボタンをクリ
ックして線を終了します。 追加したパターン ラインでハンドルを選択し、ド
ラッグすることによってポリラインの各部を移動できます。

パターンラインの要素

パターンラインは、1 つまたは複数の要素のブロックで構成されます。これらの要
素ブロックは、指定された 2 点間に配置されます。

次の図は、3 つのブロックの 2 つの繰り返しシンボル要素で構成されるパターンラ
インを示します。

シンボル要素は、次のように設定されています。

間隔 = 1.5

ピッチタイプ = 固定

サイズ = 1

色 = 1 番目の要素は青、2 番目の要素は赤

1.ブロックサイズ

2.未使用の間隔 (ブロックを 2 点間に配置したときに残った間隔)。この間隔は、ピ
ッチ タイプが [変数] の要素に再配布されます。

次の図では、要素のさまざまな設定について説明します。円の中の E という文字
は、要素を表します。
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1.要素のサイズ

2.原点

3.原点からの水平オフセット

4.原点からの垂直オフセット

5.間隔

図面の線のトリム
開いている図面で選択した境界に合わせて、線を短縮または延長できます。 たと
えば、線、部材、円弧、四角形などを境界として使用できます。

1. [図面] タブで [トリム]  をクリックします。

2. 境界として使用するオブジェクトを選択します。

3. マウスの中ボタンをクリックします。

4. 以下のいずれかの操作を行います。 

目的 操作

線を延長する 線の端をクリックして、その線を境界線まで延長します。

元の線:

延長された線:
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目的 操作

線を短縮する 対象となる線で、短縮したい側の端をクリックします。

元の線:

線の左端をクリックした場合:

線の右端をクリックした場合:

参照項目

図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト (345 ページ)
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スケッチ オブジェクトを分割する
開いている図面で点を選択して、その点でスケッチ オブジェクトを 2 分割できま
す。 線、ポリライン、円、および円弧を分割できます。

1. 線を選択します。 

2. [図面] タブで  [部材分割] をクリックします。

3. 線の分割点を選択します。 

4. Tekla Structures により線が 2 分割されます。 

参照項目

図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト (345 ページ)

スケッチ オブジェクトを等分する
開いている図面で、指定したセグメント数にスケッチ オブジェクトを等分できま
す。 線と円弧を等分できます。

1. 線を選択します。 

2. [図面] タブで  [ディバイダ] をクリックします。

3. 表示された [セグメント] ダイアログ ボックスで、セグメント数を入力します。
ここでは 4 を入力し、[OK] をクリックします。

Tekla Structures により、線が 4 分割されます。

参照項目

図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト (345 ページ)
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オフセットを使用してスケッチ オブジェクトをコピーする
指定したオフセットに基づいて指定した方向に、線、円、ポリライン、ポリゴン、
四角形をコピーできます。 指定したオフセットに基づいて半径を調整し、元の円
と同じ場所を中心にして新しい円を作成することもできます。

1. 線または円など、コピーするオブジェクトを図面で選択します。

2. [図面] タブで  [オフセット数値指定によるコピー] をクリックします。

3. オブジェクトをコピーする方向で図面ビューをクリックします。

4. 表示されたボックス  にオフセットを入力し、Enter キーを押
します。 

Tekla Structures により、指定した方向に形状がコピーされます。たとえば、線
をコピーする場合、Tekla Structures により、指定した場所に線の新しいコピー
が作成されます。円をコピーする場合、Tekla Structures により、元の円と同じ
場所を中心にして新しい円が作成され、指定したオフセットに基づいて半径が
調整されます。

膨らみが付いた線をコピーすると、作成された線にも元の線と同じ膨らみが付
きます。

四角形に膨らみがない場合、[セグメント] を使用した後もコピーしたオブジェ
クトは長方形になります。元の四角形に膨らみがある場合、[オフセット数値
指定によるコピー] を使用して新しい四角形を描画することはできません。セ
グメントを使用すると、新しくコピーされたオブジェクトはポリゴンになりま
す。

例

コピーした線の例

コピーした円の例
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図面でのフィレットの作成
フィレットを作成して、選択した 2 本の線をその交点まで延長することで、交差す
る位置関係にある 2 本の線をつなぐことができます。 交点がない場合や図面の外
部にある場合、処理は行われません。

1. 図面を開きます。

2. 交差する位置関係にある 2 本の線を選択します。

3. [図面] タブで  [フィレットの作成] をクリックします。
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図面での角処理の作成
指定した距離に基づいて、2 本の線の間にコーナーを作成できます。 直線コーナー
と曲線コーナーの両方を作成できます。

1. 交差する位置関係にある 2 本の線を選択します。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 直線コーナーを作成するには、[図面] タブで、  [直線コーナーの作成]
をクリックします。

表示されたダイアログボックスで、2 本の線の間に設定する距離(直線の長
さ)を入力します。
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• 曲線コーナーを作成するには、[図面] タブで、  [曲線コーナーの作成]
をクリックします。

表示されたダイアログボックスで、曲線コーナーの半径を入力します。

例

直線コーナーの例

曲線コーナーの例
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修正ツールを使用して部材の面およびアウトラインを非表示にす
る
修正線、四角形、ポリライン、またはポリゴン ツールを使用すると、建築オブジ
ェクトの面またはアウトラインをすばやく図面で非表示にすることができます。
修正オブジェクトは印刷出力時にも表示されます。

1. 図面を開きます。

2. [図面] タブで、次のいずれかの修正ツールをクリックします。 

修正長方形の作成
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修正線の作成

修正ポリラインの作成

修正ポリゴンの作成

3. 点をピックし、非表示にする領域を覆うように不透明の領域または線を描画し
ます。 

修正オブジェクトの寸法は、オブジェクトを描画するとき、またオブジェクト
を選択すると表示されます。 修正オブジェクトでは、以下のことを行えます。

• 修正オブジェクトを別の位置にドラッグする。

• ハンドルをドラッグして修正オブジェクトのサイズを変更する。

• ハンドルをドラッグしてポリラインおよびポリゴン オブジェクトの形状
を変更する。
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制限事項: ポップアップ メニューの [順序を変更] コマンドは、修正オブジェクトに
は影響しません。ポリゴンやポリラインなどのスケッチ オブジェクトを非表示に
する修正領域を作成するには、スケッチ オブジェクトの [順序を変更] を使用して
スケッチ オブジェクトをモデル オブジェクトの後に配置します。

参照項目

図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト (345 ページ)

4.17 図面の建築オブジェクト
建築オブジェクトは、部材、ボルト、仕上げ材、鉄筋の 3D オブジェクトの 2D 表
現です。図面の建築オブジェクトは、図面の作成時の自動図面設定から表示設定を
取得します。図面の作成後、開いた図面で表示設定を変更できます。

注 モデル上の溶接プロパティを変更するには、そのモデルに戻って変更を行いま
す。 図面では、モデル溶接記号の表示設定と外観のみ変更できます。 手動で
追加した図面溶接マークの場合、図面でプロパティを変更できます。

建築オブジェクトは、多くの方法で変更できます。

建築オブジェクトプロパティの変更 (369 ページ)

ビューごとの部材の短縮表示 (370 ページ)

修正ツールを使用して部材の面およびアウトラインを非表示にする (366 ページ)

グループ内の単一の鉄筋の表示 (389 ページ)

図面内の鉄筋に関するレイヤー情報の表示 (389 ページ)

図面上での角処理 (面取り) (371 ページ)

図面内のフィレット縁端 (375 ページ)
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参照項目

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

図面のボルトの内容と表示のプロパティ (975 ページ)

図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ (976 ページ)

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

図面内の溶接 (480 ページ)

建築オブジェクトプロパティの変更
建築オブジェクト(部材、ボルト、鉄筋、仕上げ材、溶接、現場打ちコンクリート
部材の打ち継ぎ、現場打ちコンクリート部材オブジェクト、鉄筋)の図面プロパテ
ィは、開いている図面で変更できます。 たとえば、色や、さまざまな種類の線の
表示方法を変更したり、部材と断面に塗りつぶしを使用したりすることができま
す。

制限事項: 中心線の色は、図面およびビュー レベルのみで変更でき、オブジェクト
レベルでは変更できません。中心線の場合、オブジェクト プロパティ ダイアログ
ボックスでは色の調整のみが可能です。部材の中心線の線タイプを調整するには、
詳細設定 XS_CENTER_LINE_TYPE を使用します。

建築オブジェクトのプロパティを変更するには、次のようにします。

1. 部材、鉄筋、仕上げ材、またはボルトをダブルクリックします。

2. ダイアログボックスの下部にあるオン/オフスイッチ をクリックし
て、ダイアログボックス内のすべてのチェックボックスをオフにします。

3. 変更するプロパティの横にあるチェックボックスのみをオンにします。

4. [内容] タブで、部材の表示について選択します。陰線、中心線、参照線を表示
するかどうか、またどの追加マークを表示するかを選択します。 

断面方向から見ると、中心線は製品のメイン部材にのみ表示され、副部材には
表示されないことに注意してください。部材を側面から見ると、副部材にも中
心線が表示されます。

5. [表示設定] タブで、線の色とタイプを選択します。 

初に陰線を [内容] タブで非表示にする場合、中心線の色を調整する方が簡
単です。

6. [塗りつぶし] タブで、部材と断面の塗りつぶしオプションを設定し、ハッチン
グを追加します。

7. [変更] をクリックします。

参照項目

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

図面のボルトの内容と表示のプロパティ (975 ページ)
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図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ (976 ページ)

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打
ち継ぎのプロパティ (988 ページ)

図面のモデル溶接プロパティ (993 ページ)

例: 部材表示 (853 ページ)

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
(867 ページ)

ビューごとの部材の短縮表示
開いている図面の選択したビューで部材を短縮できます。 デフォルトでは、部材
間には空の領域のみ表示されますが、代わりに記号の短縮表示を使用し、記号の短
縮表示の色と線タイプを調整できます。

1. 開いている図面で図面ビューフレームをダブルクリックします。

2. [ビュープロパティ] で、[プロパティ 2] タブに移動します。

3. [短縮表示] で、[はい]、[X 方向のみ]、または [Y 方向のみ] を選択します。

4. [斜め・テーパー部材の短縮表示] で、[はい] を選択して斜め部材を短縮表示し
ます。

5. [適応の 小長] で、短縮表示部材の 小の長さを設定します。 

このオプションでは、部材を短縮するときに 低限必要な長さを定義します。
部材の長さは、入力した値の倍以上である必要があります。

6. [短縮表示ギャップサイズ] で、紙上での短縮表示部材間の距離を入力します。

7. [変更] をクリックします。

ヒン
ト

空白部分ではなく記号を短縮表示するビューを使用するには、詳細設定およびを

TRUEに設定します。

詳細設定、、およびによって、記号を短縮表示するビューの表示方法を管理できま
す。

例

Z 字型の記号の短縮表示が使用されている例を次に示します。
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参照項目

部材の短縮または延長 (695 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

図面上での角処理 (面取り)
角処理を図面上で表示することができ、部材プロパティと角処理プロパティを変更
することで、表示方法を制御できます。角処理のマークをアソシエート マークと
して追加することもできます。

図面での角処理(面取り)の表示
角処理を図面上で表示するかどうか、およびそれらの表示方法を選択できます。

1. 角処理のある部材の図面を開き、図面の背景をダブルクリックして図面プロパ
ティを開きます。

2. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

3. 部材プロパティ ダイアログ ボックスの [追加マーク] 領域で、[角処理（面取
り）] の [オン/オフ] チェック ボックスをオンにします。

4. 必要な結果に応じて、[オブジェクトの表示設定] リストで [アウトライン] また
は [正確] を選択します。 
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正確 アウトライン

5. ビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックします。

6. [変更] をクリックします。

7. 必要に応じて、図面で角処理をダブルクリックし、線の色とタイプを変更しま
す。

角処理のデフォルトのラインの色とタイプの定義
図面の角処理のデフォルトのラインの色とタイプを定義することができます。

1. [ファイル] メニューで、[ 設定 --> オプション ] をクリックし、[図面オブジェ
クト] 設定に移動します。

2. デフォルトのラインの色を定義します。

3. デフォルトのラインのタイプを定義します。

4. [OK] をクリックし、保存してダイアログ ボックスを閉じます。

ヒン
ト

部材辺面取りプロパティで角処理のラインの色とタイプを変更することで、図面
上でデフォルトの設定を手動で上書きできます。

手動による角処理のラインの色とタイプの変更
開いている図面で角処理のラインの色とタイプを変更できます。この設定は、[オ
プション]ダイアログボックスで定義されたデフォルトの色とタイプよりも優先さ
れます。

1. 図面で角処理をダブルクリックして、[部材辺面取りプロパティ] を表示しま
す。

2. 色とラインタイプを選択します。 
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角処理ラインに対しては背景色 がよく使用されますが、これは角処理
を印刷したり小さい縮尺の図面に表示したりする必要はなくても、角処理マー
クを追加するなど、角処理を選択できるようにするためです。

例

次の例では、異なる部材表示設定で角処理がどのように表示されるかを示します。

部材表示が [正確] の場合。

部材表示が [アウトライン] で、
角処理が選択されていない場
合。

部材表示が [アウトライン] で、
角処理が選択されている場合。

角処理へのアソシエートマークの追加
角処理にアソシエートマークを追加することができます。

1. 角処理のある部材の図面を開きます。

2. 部材プロパティと角処理プロパティを変更し、角処理を表示して簡単に選択で
きるようにします。

3. [注記] タブで、Shift キーを押しながら、[注記] メニューのいずれかのコマン
ドをクリックして、マーク プロパティに移動します。

4. アソシエート マーク プロパティで、必要に応じてマーク プロパティを変更し
ます。

5. [角処理（面取り）] リストから [内容] を選択します。

6. 角処理マークに含める要素を追加します。

7. 角処理をクリックします。 

引出し線を使用する場合は、マークの位置を選択する必要があります。
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例: 角処理(面取り)

面取りの表示方法の一般例を以下に示します。

この例では、[オブジェクトの表示設定] が [正確] で、[角処理（面取り）] が [オン]
になっています。角処理ラインには背景色が使用されますが、これは角処理を印刷
する必要はなくても、アソシエート マークを追加する場合などに、図面で角処理
を表示して選択できるようにするためです。

2 番目の例では、[オブジェクトの表示設定] が [アウトライン] で、[角処理（面取
り）] が [オン] になっています。角処理ラインには背景色が使用されますが、これ
はアソシエート マークを追加する場合などに、図面で角処理を表示して選択でき
るようにするためです。この表示方法は通常、縮尺が小さな図面で細かい角処理を
明確に表示する必要がない場合に使用します。イメージの右下隅に表示されてい
る角処理は、角処理が選択されたときの結果を示します。

図面の編集 374 図面の建築オブジェクト



図面内のフィレット縁端
フィレット縁端とは、モデル内の平面および曲面間の境界線を定義する線のことで
す。フィレット縁端が含まれる建築オブジェクトの例として、曲線フィレットが含
まれるプロファイル、曲線角処理が含まれるスラブまたはポリゴン プレート、曲
線折れ梁などがあります。フィレット縁端は、部材および現場打ちコンクリート部
材のすべての図面タイプで表示することができます。フィレット縁端は、新しい図
面ではデフォルトで表示されますが、2016 よりも前のバージョンの Tekla Structures
で作成された図面では表示されません。

図面でのフィレット縁端の表示

フィレット縁端を表示するには、[フィレットの縁端]オプションを[オン]に設定す
る必要があります。プロファイルにフィレット縁端を表示する場合、プロファイル
によっては表示設定を[正確]に設定する必要がある場合があります。[部材プロパ
ティ]および[現場打ちコンクリート部材オブジェクトプロパティ]では、図面、ビュ
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ー、およびオブジェクトレベルでフィレット縁端を表示するかどうかを制御できま
す。

フィレット縁端を一般図の図面レベルで表示するよう設定するには、次のようにし
ます。

1. 曲面を持つ鋼材またはコンクリート部材(曲線フィレットが含まれるプロファ
イル、曲線角処理が含まれるスラブまたはポリゴンプレート、曲線折れ梁な
ど)が含まれた一般図を開きます。

2. 図面の背景をダブルクリックし、[一般図プロパティ]ダイアログボックスを表
示します。

3. [部材]または[現場打ちコンクリート部材オブジェクト]をクリックします。

4. プロファイルの場合、部材の表示設定 (970 ページ)を変更するには、[部材表
示]リストから[正確]を選択します。

5. [追加マーク]で、[フィレット縁端のオン/オフ]チェックボックスをオンにしま
す。

6. 必要に応じて、陰線オプションを設定します。 

• 他の部材の陰線を表示するには、[陰線のオン/オフ]チェックボックスをオ
ンにします。

• 部材自身の陰線を表示するには、[自部材陰線のオン/オフ]チェックボック
スをオンにします。

7. [変更]をクリックします。

例

以下はモデルでのフィレット縁端の例です。
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以下はフィレット縁端を表示した図面([フィレットの縁端] > [オン])での部材の例
です。
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以下はフィレット縁端を非表示にした図面([フィレットの縁端] > [オフ])での部材
の例です。

一般図に隣接部材および隣接鉄筋を表示する
一般図では、図面またはビュー設定の隣接部材フィルターを使用して隣接部材を定
義できます。フィルター条件を満たしている部材は隣接部材として扱われます。
隣接部材を機能させるために、通常の部材を対象とするフィルターも定義する必要
があることに注意してください。

以下で説明する隣接部材の機能は、隣接鉄筋においても同様に機能します。このペ
ージの 後に、隣接鉄筋を対象とするフィルターの例があります。

フィルターを使用して通常の部材に該当する部材および隣接部材に該当する部材
を定義すると、部材や隣接部材のプロパティを変更するなどして、部材および隣接
部材の表示方法を定義できます。

通常の部材 (柱) を青色で表示し、隣接部材 (梁) を赤色で表示する方法について単
純な例を使用して説明します。必要なフィルターを作成し、部材や隣接部材のプロ
パティを変更する必要があります。

1. 開いている一般図で、図面の背景をダブルクリックし、[一般図プロパティ] を
開きます。
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2. [一般図 - フィルタープロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、柱を対象とし
て、[部材 - 名前] および [オブジェクト - オブジェクト タイプ] によるフィルタ
ーを作成し、[変更] をクリックします。
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3. [一般図 - 部材プロパティ] ダイアログ ボックスに移動して [塗りつぶし] タブ
で塗りつぶしを選択し、塗りつぶしを青色に設定したうえで、[変更] をクリッ
クします。
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4. [一般図 - 隣接部材フィルタープロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、梁を
対象として、[部材 - 名前] および [オブジェクト - オブジェクト タイプ] による
フィルターを作成し、[変更] をクリックします。
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5. [一般図 - 隣接部材プロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、以下の操作を行
います。

• [表示・非表示] タブで、[隣接部材] を [範囲指定] に設定します。

• [塗りつぶし] タブで塗りつぶしタイプを選択し、これを赤色に設定します。

6. [変更] をクリックします。

部材は青色で、隣接部材は赤色で表示されるようになりました。

ヒ
ン
ト

• 一般図で隣接部材を表示しない場合、部材フィルターを使用して通常の
部材を定義/選択した後、[一般図 - 隣接部材プロパティ] に移動し、[表
示・非表示] タブで [隣接部材] を [なし] に設定します。

• オブジェクト レベル設定でも隣接部材を定義できます。

隣接鉄筋のフィルターの例

隣接部材および隣接鉄筋の両方を対象とするフィルターの例を以下で説明します。
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図面内の螺旋梁
螺旋梁は、折りたたまれた状態または折梁展開された状態で図面に表示できます。
折梁展開ビューでは、螺旋梁はまっすぐに展開されます。

コンクリート螺旋梁および鉄骨螺旋梁の作成方法に関する詳細については、「」お
よび「」を参照してください。

下の例では、[折梁展開] タブのビュー プロパティで、[はい] オプションが [プロパ
ティ 2] に設定されています。ビュー内で部材がカットされている ことに注意して
ください。

次の例では、[折梁展開] オプションが [いいえ] に設定されています。
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螺旋梁の寸法設定
直線寸法、角度寸法、および半径寸法を螺旋梁に追加できます。

以下では、寸法の自動作成について説明します。 既存図面のビュー レベル プロパ
ティで、螺旋梁の寸法を作成することもできます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

3. オプション ツリーで [寸法] をクリックします。

4. 行を追加し、[寸法タイプ] として [螺旋梁の寸法] を選択します。目的の寸法作
成ルールのプロパティを選択し、[ルールの編集] をクリックします。

5. [寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスで、[直線寸法]、[角度寸
法]、および [角度寸法と半径寸法] から使用する寸法プロパティを選択します。

ニーズに適した利用可能なプロパティがない場合、図面を開き、[ 図面 --> プ
ロパティ --> 寸法 ] をクリックします。必要な寸法プロパティを編集して保存
し、3 寸法タイプ用の螺旋梁の [寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボ
ックスで選択できるようにします。

6. 一意の名前を入力し、[名前を付けて保存] をクリックすることで、寸法ルール
プロパティを保存します。 
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7. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックし
て図面プロパティ ダイアログ ボックスに戻ります。

8. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

螺旋梁の部材マーク
部材マークに螺旋梁の回転を表示できます。 回転角度は、モデルの螺旋梁プロパ
ティで指定されます。

• 次のいずれかの方法を使用して、他の部材と同じ方法で螺旋梁に部材マークを
追加 (280 ページ)できます。

• 開いている図面で、螺旋梁を選択し、右クリックして [マークの作成] を選
択し、[適用されたマーク プロパティの使用] を選択して現在のマーク プロ
パティを使用するか、または [ビュー プロパティの使用] を選択してビュー
エレベーション マーク プロパティを使用します。

• 開いている図面で、螺旋梁を選択し、[注記] タブで [部材マーク] をクリッ
クして、[選択部材] を選択します。

• 図面を作成する前に図面プロパティで自動マーク (811 ページ)を定義する
こともできます。

図面の編集 385 図面の建築オブジェクト



図面の編集 386 図面の建築オブジェクト



螺旋梁の寸法およびマークの例

下の例は、直線寸法と、回転角度情報を含む部材マークを示しています。

次の例は、螺旋梁の半径寸法を示しています。
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図面内の鉄筋
Tekla Structures には、図面内の鉄筋の表示方法に影響を及ぼすために使用できる方
法がいくつかあります。

詳細情報のリンク:

グループ内の単一の鉄筋の表示 (389 ページ)

図面内の鉄筋に関するレイヤー情報の表示 (389 ページ)

手動による鉄筋マークの追加 (390 ページ)

鉄筋グループ マーキング アプリケーションによる鉄筋マークの追加 (391 ページ)

[鉄筋の解説図を作成] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成 (411 ページ)

[鉄筋の解説図とマーキング] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成 (414 ペ
ージ)

鉄筋への寸法の追加 (432 ページ)

鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定 (441 ページ)

溶接金網の図面ビューの作成 (470 ページ)

自動鉄筋と溶接金網のプロパティを定義します (879 ページ)

図面の鉄筋/隣接鉄筋と金網プロパティ (979 ページ)
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グループ内の単一の鉄筋の表示
1 つの鉄筋をグループまたは溶接金網に表示し、残りを非表示にすることができま
す。

1. 開いている図面で、鉄筋グループまたは溶接金網を選択します。

2. [クイック起動] に移動して「Adjust Reinforcing Bars」と入力し、表示

されたリストで [鉄筋の調整] コマンドをクリックします。

3. 表示したままにする鉄筋をクリックします。

4. 表示する鉄筋の本数を再度変更する場合は、鉄筋をダブルクリックし、設定を
変更します。

5. 単一の鉄筋の位置を調整する場合は、鉄筋グループを右クリックして [位置の
調整] をクリックします。 

鉄筋が 1 つだけが表示され、他の鉄筋は非表示になります。

6. 鉄筋を配置する位置をクリックします。

注 [鉄筋の調整] コマンドを使用して表示された鉄筋を選択すると、図面の鉄筋プロパテ
ィの [グループ内の鉄筋表示] オプションで [カスタム] 設定も使用可能になります。
この設定を使用できるのは [鉄筋の調整] コマンドを使用した後のみで、たとえば図面
を作成するときには使用できません。

例

図面内の鉄筋に関するレイヤー情報の表示
[鉄筋レイヤーマーカー] マクロを使用すると、図面で鉄筋レイヤーをさまざまなマ
ーク スタイルおよび線種でマークできます。

レイヤー情報を図面に表示するには、 初に [鉄筋の分類] マクロをモデルで実行
する必要があります。 [鉄筋の分類] は、選択された壁やスラブ内の溶接金網およ
び鉄筋をその位置に基づいて分類します。 すべての溶接金網および鉄筋に、コン
クリート要素内の配置位置であるレイヤーを示す属性が設定されます。

鉄筋のレイヤー情報を図面に表示するには、次のようにします。

1. 図面を開きます。
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2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [鉄筋レイヤーマーカー] をダブルクリックして、[鉄筋レイヤーマーカー] ダイ
アログ ボックスを表示します。

5. プレビューが表示されている左側のリストからシンボル スタイルまたは頭マ
ーク スタイルを選択します。

6. マーカーのラインのタイプを選択します。

7. 選択したマーク スタイルに応じて、以下のいずれかの操作を行います。 

• シンボルスタイルマーカーの場合、使用するシンボルを選択し、シンボル
の高さを指定します。

• レベル頭マークスタイルの場合、レベル頭マークを選択します。

8. [全オブジェクト] をクリックしてすべての鉄筋にレイヤー マーカーを表示す
るか、個々の鉄筋を選択し、[選択されたオブジェクト] をクリックして選択さ
れた鉄筋のみにレイヤー マーカーを表示します。

1. レベル頭マークスタイルのレイヤーマーカー。T1 の 1 などの数字は、レイヤ
ー番号を示しています。T1 の T などの文字は、鉄筋の位置(レイヤーの上部
(Top)、下部(Bottom)、手前側(Near side)、または向う側(Far side))を示していま
す。

2. シンボルスタイルのレイヤーマーカー。三角形の数は、面を基準にしたレイヤ
ー番号を示しています。三角形の方向は、鉄筋の位置(レイヤーの上部、下部、
手前側、または向う側)を示しています。たとえば、上部鉄筋の場合は三角形
の頂点は下向きになり、下部鉄筋の場合は三角形の頂点は上向きになります。
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手動による鉄筋マークの追加
図面の鉄筋および溶接金網にマークを手動で追加できます。

図面作成時にマークを作成 (811 ページ)した場合は、鉄筋マークが既に図面に存在
しているかもしれません。マークがない場合、手動で追加することができます。

1. 鉄筋を含む図面を開きます。

2. 鉄筋マーク プロパティを調整するには、現在の鉄筋マーク プロパティを使用
するか、またはビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを使用するかに応じて、
以下のいずれかの操作を行います。 

• 色や含めるマークの要素など、現在の鉄筋マーク プロパティを調整するに
は、[図面] タブで、 プロパティ --> 鉄筋マーク をクリックします。必要な
調整が完了したら、[適用] または [OK] をクリックします。

• ビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを調整するには、ビュー フレーム
をダブルクリックし、オプション ツリーで [鉄筋マーク] をクリックして、
プロパティを調整します。[変更] をクリックします。

3. 次のいずれかの方法で、鉄筋を選択します。 

• Shift キーを押しながら、目的の鉄筋を選択します。

• [図面内容管理] を開き、[表示] をクリックして、[図面内容管理] のリスト
にオブジェクトを表示します。領域、1 つまたは複数のビュー、または個
々の鉄筋を選択することができます。建築オブジェクトの選択が有効にな

っている  ことを確認し、リストから目的の鉄筋を選択します。

4. 右クリックして [マークの作成 ] を選択し、[適用されたマーク プロパティの使
用] を選択して現在の鉄筋マーク プロパティを使用するか、または [ビュー プ
ロパティの使用] を選択してビュー レベルの鉄筋マーク プロパティを使用し
ます。 

鉄筋マークが作成されます。

鉄筋マークを追加する前に鉄筋マーク プロパティに要素を追加していない場
合は、プロパティ ダイアログが表示されます。

鉄筋グループ マーキング アプリケーションによる鉄筋マークの追加
[鉄筋グループマーキング] アプリケーションでは、鉄筋グループと配置領域にマー
クを柔軟に作成するためのさまざまなスタイルを使用できます。[鉄筋グループマ
ーキング] アプリケーションを使用すると、市場要件に従って、高品質な鉄筋図面
を効率的に作成できます。

鉄筋グループのマーク

1. 図面で、マークする鉄筋グループを選択します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。
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3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [アプリケーション] リストで、[鉄筋グループマーキング] をクリックします。

5. 引出し線の位置をピックします。

6. マークの位置をピックします。

7. マーク設定を調整するには、マークをダブルクリックし、必要な変更を行いま
す。 

• [形状] タブで、鉄筋マークの形状と位置を定義し、マーク線と引出し線を
設定します。

[マーク 1] ～ [マーク 3] タブで、径、芯芯距離、および番号などの鉄筋マ
ークの内容を指定します。

[線とシンボル ] タブで、配置および引出し線の生成、線の色、および線タ
イプを定義します。また、配置線と引出し線の交点で作成されるシンボル
を定義することもできます。

• [鉄筋上のシンボル ] タブで、鉄筋マークの線とシンボルを定義します。

設定の詳細については、下記の「[鉄筋グループマーキング] の設定」を参照し
てください。

8. [変更] をクリックします。

Tekla Structures により、指定された設定に従って鉄筋マークが作成されます。

[鉄筋グループ マーキング] の設定

[形状] タブ

[形状] タブで、鉄筋マークの形状と位置、およびマーク線と引出し線の設定を指定
します。

設定 オプションと説明

鉄筋マークの形状を指定します。オプションの説明
図で、P1 は 初にピックする点で、P2 は次にピック
する点です。[マーク x] は、[マーク 1] ～ [マーク 3] タ
ブで指定したマークの位置を示します。次のオプシ
ョンがあります。

オプション 1:
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設定 オプションと説明

• 引出し線は鉄筋に対して垂直になります。

• マーク線は鉄筋に対して平行になります。

例:

オプション 2:

• 引出し線は鉄筋に対して垂直になります。

• マーク線も鉄筋に対して垂直になります。

例:
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設定 オプションと説明

オプション 3:

• 引出し線は鉄筋に対して垂直になります。

• マーク線は水平になります。

例:
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設定 オプションと説明

オプション 4:

• 引出し線は鉄筋に対して垂直になります。

• マーク線は垂直になります。

オプション 5:

• 引出し線の方向は、鉄筋を基準とした角度で指定
されます。角度はオプション [A2] で入力できま
す。
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設定 オプションと説明

• マーク線の方向は、水平線を基準とした角度で指
定されます。角度はオプション [A1] で入力でき
ます。

オプション 6:

• 点 [P1] および [P2] をピックする方法については、
上の図を参照してください。マークの間隔を指定
するには、オプション [B] を使用します。
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設定 オプションと説明

引出し線の形状を指定します。 使用可能なオプショ
ンは、選択したマーク線オプションによって異なりま
す。
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設定 オプションと説明
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設定 オプションと説明
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設定 オプションと説明

設定 [d1]、[d2]、[h]、[v]、および [e] により、多数の
オプションで引出し線の形状に影響を及ぼすことも
できます。

マーク線の形状を指定します。 以下のオプションが
あります。
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設定 オプションと説明

設定 [b1]、[b2]、[a]、[c]、および [e] により、いくつ
かのオプションでマーク線の形状に影響を及ぼすこ
ともできます。

マーク線からの [マーク 3] のオフセットを指定しま
す。

[マーク 1] ～ [マーク 3] タブ

[マーク 1] ～ [マーク 3] タブで、鉄筋マークの内容を指定できます。1 つの鉄筋マ
ーク内に、目的の内容を含む 3 つの別々のマークを設定できます ([マーク 1]、[マ
ーク 2]、および [マーク 3])。それぞれのマークには特殊マークがある場合がありま
す。次の図は、鉄筋マーク全体の中における各マークの位置を示しています。
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設定 オプションと説明

フィールド一覧 等級、径、芯芯距離などのマークに表示する鉄筋情報
を選択します。

マークの内容 マークに表示する選択した情報のリスト。

テキストプロパティ テキスト プロパティを指定します。使用できるプロ
パティ ファイルは、[テキスト プロパティ] (313 ペー
ジ) で指定されて保存されたプロパティです。

フレーム追加 マーク要素を囲む枠を追加します。枠のタイプと色
を選択できます。

シンボル、新しい行、および解説図に枠を付けること
はできません。

作成 マークを作成する必要があるかどうかを指定します。
オプションは [はい] および [いいえ] です。

特殊マーク:作成 特殊マークをマークに配置するかどうか、およびどの
ように配置するかを指定します。 以下のオプション
があります。

いいえ

メインマークの前

メインマークの後ろ

単位 単位を指定します。

• 自動

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。
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設定 オプションと説明

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.#]

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10
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設定 オプションと説明

• 1/100

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

正確な長さの合計

鉄筋軸方向の長さ

合計セグメント鉄筋軸

TplEd 長さ

正確な長さの合計:

[鉄筋軸方向の長さ] を選択した場合、長さは鉄筋の中
心線に沿って計算されます。

[合計セグメント鉄筋軸] では、鉄筋の形状から鉄筋の
長さがカウントされます。このオプションでは、曲げ
半径の長さは考慮されません。

[TplEd 長さ] では、テンプレート属性 (ユーザー属性
プロパティ LENGTH) から鉄筋の長さを取得します。

これらのオプションは、以下のマーク内容の一部に対
してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大
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設定 オプションと説明

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

鉄筋グループ内総数

ビューに表示される数

キャスト ユニット内総数

これらのオプションは、マーク内容 [数] でのみ使用で
きます。

鉄筋グループ内総数:図面に物理的に表示される鉄筋
の本数に関係なく、鉄筋グループ内の鉄筋の総数を表
示します。

ビューに表示される数:図面ビューに表示される鉄筋
の本数のみを表示します。

キャスト ユニット内総数:キャスト ユニット内の鉄筋
の総数を表示します。

行の距離 マーク行間の距離を指定します。

例: 行の距離 = 0

例: 行の距離 = 5
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設定 オプションと説明

引出し線からマークテキストまでの距離を定義しま
す。

マークの回転 マーク テキストの回転方法を定義します。マーク テ
キストは水平および垂直、またはマーク線方向 (デフ
ォルト) に回転できます。

線の余長 [マーク 1] と [マーク 2] にテキストがない場合、[マー
ク 3] タブの新しい線の余長設定が有効になります。
線の長さを指定します。

[線とシンボル] タブ

[線とシンボル ] タブで、配置および引出し線の生成、線の色、および線タイプを
定義できます。また、配置線と引出し線の交点で作成されるシンボルを定義するこ
ともできます。

設定 オプションと説明

配置線:色

配置線:線種

引出し線:色

引出し線:線種

[色] および [線種] の [配置線] および [引出し線] を指
定します。

配置線と引出し線間のシ
ンボル

[表示 ] を [はい ] に設定して、配置線と引出し線の間
にシンボルを表示します。次に、使用するシンボルフ
ァイルとシンボル番号を選択します。シンボルの色
とサイズも変更できます。

鉄筋タブのシンボル

[鉄筋上のシンボル ] タブで、鉄筋マークの線とシンボルを定義できます。
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設定 オプションと説明

視覚化された鉄筋:小線

視覚化された鉄筋:シンボ
ル

表示される鉄筋の寸法線におけるシンボルと線の生
成を指定します。次のオプションがあります。

例:
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設定 オプションと説明

:線の色と線種を指定します。

:使用するシンボル ファ
イルおよびシンボル番号を指定します。シンボルフ
ァイルとシンボル番号を選択することで、Tekla
Structures で既存のシンボルを使用できます。

:シンボルの色とサイズを指定します。

視覚化された鉄筋ではあ
りません

初と 後の鉄筋

以下に示す設定は、[視覚化された鉄筋ではありませ
ん] と [視覚化された鉄筋ではありません] にのみ適用
されます。これらの設定は、鉄筋プロパティの [グル
ープ内の鉄筋表示] で、オプション [中央付近 (1 本)]
が指定されている (979 ページ)場合のみ適用できま
す。

シンボルや線を [視覚化された鉄筋ではありません]
または [視覚化された鉄筋ではありません] に適用す
る必要があるかどうかを指定します。

[視覚化された鉄筋ではありません] の例:

[視覚化された鉄筋ではありません] の例:
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設定 オプションと説明

寸法線にシンボルと線の生成を指定します。以下の
オプションがあります。

:線の色と線種を指定します。

:使用するシンボル ファ
イルおよびシンボル番号を指定します。シンボルフ
ァイルとシンボル番号を選択することで、Tekla
Structures で既存のシンボルを使用できます。

:シンボルの色とサイズを指定します。
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設定 オプションと説明

シンボルを配置する方法を指定します。オプション
と例を以下に示します。
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設定 オプションと説明

設定 [a] をオプションで使用できる場合、この設定を
使用することで、線の間隔を指定できます。

[鉄筋の解説図を作成] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成
[鉄筋の解説図を作成] アプリケーションでは、[鉄筋の解説図とマーキング] または
アソシエート マークで指定した設定を使用して、鉄筋の分解した図面を作成しま
す。このアプリケーションを使用すると、複数の鉄筋の解説図を一度に自動で作成
できます。異なる種類の図面を使用する柔軟な作業を 適化するには、[鉄筋の解
説図を作成] と共に [鉄筋の解説図とマーキング] を使用します。

このアプリケーションは、選択したオブジェクトに基づいて鉄筋の解説図を作成し
ます。 以下を選択できます。

• 鉄筋: 曲げ形状は、選択した鉄筋のみに作成されます。

• 部材: 曲げ形状は、選択したコンクリート部材の鉄筋に作成されます。

• ビュー: 曲げ形状は、選択した図面ビューの鉄筋に作成されます。

• [ドキュメント管理] の図面: 曲げ形状は、選択した図面の鉄筋に作成されます。
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解説図の作成

1. 図面で、解説図を作成するオブジェクトとして、 [ドキュメント管理] から鉄
筋、部材、ビュー、または図面を選択します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [アプリケーション] リストで、[鉄筋の解説図を作成] をダブルクリックしま
す。 

5. 方法のタイプ、曲げ形状の位置、およびその他の必要な設定を指定します。 

これで解説図を作成 鉄筋の解説図とマーキング:

• 保存した [鉄筋の解説図とマーキング] プロパティ
ファイルに基づいて曲げ形状を作成します。

[鉄筋の解説図とマーキング] カタログから開始で
きる [アプリケーションとコンポーネント] アプリ
ケーションでプロパティを指定して保存します。

• [設定ファイル] リストで、目的の設定ファイルを
選択します。

アソシエートマーク:

• 保存したアソシエート マーク プロパティ ファイ
ルに基づいて曲げ形状を作成します。

• アソシエート マーク プロパティでプロパティを
指定して保存します。アソシエート マークに少な
くとも 1 つの解説図プロパティ ファイルを指定す
ることが重要です。
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これに解説図を作成 各鉄筋マーク:曲げ形状は各鉄筋位置番号に作成され
ます。

各鉄筋グループ:曲げ形状は各鉄筋グループに作成さ
れます。

位置 コンクリート部材を基準として曲げ形状の位置を指
定します。 以下のオプションがあります。

上端および下端:コンクリート部材の上および下に曲
げ形状が配置されます。

下:コンクリート部材の下に曲げ形状が配置されます。

上:コンクリート部材の上に曲げ形状が配置されます。

左:コンクリート部材の左側に曲げ形状が配置されま
す。

右:コンクリート部材の右側に曲げ形状が配置されま
す。

クラス 指定した鉄筋クラスを含めたり、除外したりします。

鉄筋のクラスを指定します。[除く] または [含む] を
使用して、それらの鉄筋の曲げ形状を作成するかどう
かを指定します。

鉄筋タイプ 指定した曲げ形状を含めたり、除外したりします。

ここで、鉄筋の形状コードを指定できます。[除く] ま
たは [含む] を使用して、それらの鉄筋の曲げ形状を作
成するかどうかを指定します。

鉄筋の形状コードを確認するには、リボンで [オブジ

ェクト情報を表示]  をクリックします。

6. [モデルに表示] をクリックします。
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例:

[鉄筋の解説図とマーキング] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成
[鉄筋の解説図とマーキング] アプリケーションを使用すると、曲げ形状を使用して
鉄筋を表示できます。曲げ形状は、コンクリート形状の内側と外側の両方に配置で
きます。曲げ形状は、鉄筋に関する情報を含むマークと共に表示されます。

鉄筋の解説図とマークの作成

1. 図面で、曲げ形状マークを作成する鉄筋グループを選択します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。
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3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [アプリケーション] リストで、[鉄筋の解説図とマーキング] を選択します。

5. 曲げ形状マークの位置に対応する点をピックします。 

設定内の配置に関する配置設定を変更することに注意してください。

6. マークをダブルクリックして、設定を調整します。 

• [鉄筋] タブで、曲げ形状の表示と場所を指定します。ここでは、フックの
方向も指定できます。

• [マーク 1 ] および [マーク 2 ] タブで、曲げ形状に関連するマークの内容、
表示設定、および位置を定義します。

• [寸法 ] タブで、寸法の表示方法と丸め方法を定義します。

設定の詳細については、下記の「[鉄筋の解説図とマーキング] の設定」を参照
してください。

7. [変更] をクリックします。

[鉄筋の解説図とマーキング] の設定

[鉄筋] タブ

[鉄筋] タブで、曲げ形状の表示と場所を指定します。ここでは、フックの方向も指
定できます。

設定 オプションと説明

鉄筋の形状 次のいずれかのオプションを選択します。

これは、曲げ形状の角に曲げ半径がない、曲げ形状の
模式的な表示です。

このオプションで、曲げ形状は、曲げ半径付きで表示
されます。

パターンと同じ線を使用
してください

• はい:図面プロパティでの設定内容に基づいて、色
と線種が指定されます。

• いいえ:このダイアログ ボックスの [色] と [線種]
の設定に基づいて、色と線種が指定されます。
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設定 オプションと説明

色

線種

鉄筋表示 鉄筋表示を選択します。

• 単線:曲げ形状は単線で表示されます。

• 二重線の公称径:曲げ形状は二重線で表示されま
す。鉄筋の公称径が考慮されます。

• 二重線の実際の径:曲げ形状は二重線で表示されま
す。鉄筋のリブを含め、鉄筋の実際の径が考慮さ
れます。

鉄筋位置 以下のオプションのいずれかを使用して、曲げ形状の
位置を指定します。

オプション 1:

このオプションでは、鉄筋の周囲の領域は 4 つの領域
に分割されます。挿入点はどの 4 分割領域でもピッ
クできます。

曲げ形状の位置は、ピックした 4 分割領域で決まりま
す。

• 4 分割領域 1 の挿入点: 曲げ形状は鉄筋の上部中央
に配置されます。
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設定 オプションと説明

• 4 分割領域 2 の挿入点: 曲げ形状は鉄筋の左側中央
に配置されます。

• 4 分割領域 3 の挿入点: 曲げ形状は鉄筋の下部中央
に配置されます。

• 4 分割領域 4 の挿入点: 曲げ形状は鉄筋の右側中央
に配置されます。

例:

オプション 2:

このオプションでは、挿入点 [P1] が曲げ形状の始点に
なります。

例:

オプション 3:
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設定 オプションと説明

このオプションでは、曲げ形状は、挿入点 [P1] の線上
に配置されます。曲げ形状は、コンクリート形状の鉄
筋位置を基準として、中央に配置されます。

例:

オプション 4:

このオプションでは、ビュー内のすべての鉄筋にマー
クとフックが作成されます。

ビューに直角の鉄筋の回
転

鉄筋の解説図を垂直または水平に回転させます。こ
の設定は、ビューに対して直角の鉄筋のみに影響しま
す。

カスタム回転角度 同じ回転角度を使用してすべての解説図を回転させ
ます。

フックの方向 鉄筋のフックの方向を指定します。たとえば、梁の上
面ビューから見ると、フックの方向は、梁の [上]、
[中]、および [下] として定義できます。すべての方向
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設定 オプションと説明

で、次の 2 つのオプションのいずれかを選択できま
す。

[厚さ] ボックスを使用して、梁の上部および下部にあ
る鉄筋の領域を指定します。

例 1: 次のコンクリート梁の正面ビューで、[上] と [下]
の厚さは 300 に設定されています。

例 2: コンクリート梁の上面ビュー
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設定 オプションと説明

例 3: 他のフック方向のコンクリート梁の上面ビュー

プレゼンテーション オプ
ション

[はい] に設定すると、鉄筋部材がオーバーラップして
いる場合は、[強調] により形状が強調されます。この
設定は、鉄筋マークの解説図と同様に機能します。

次の例では、[強調] が [はい] に設定されています。

[以下より長い鉄筋を短縮] では、長い鉄筋の 大出力
長を設定できます。形状の境界が 大長を超える場
合、解説図はカット ラインで短縮されます。この設定
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設定 オプションと説明

は、特に直線の鉄筋またはフック付きの直線の鉄筋の
場合に使用します。

次の例では、[次の値より長い鉄筋を短くする] が
1000.00 に設定されています。

[マーク 1] タブと [マーク 2] タブ

これらのタブでは、マーク 1 および マーク 2 の生成を定義できます。例:

設定 オプションと説明

フィールド一覧 等級、径、芯芯距離などのマークに表示する鉄筋情報
を選択します。

マークの内容 マークに表示する選択した情報または要素のリスト。

テキストプロパティ テキスト プロパティを指定します。使用できるプロ
パティ ファイルは、[テキスト プロパティ] (313 ペー
ジ) で指定されて保存されたプロパティです。

鉄筋テキストプロパティ 鉄筋位置のテキスト プロパティを指定します。使用
できるプロパティ ファイルは、[テキスト プロパティ]
(313 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

鉄筋本数 鉄筋グループ内総数:図面に物理的に表示される鉄筋
の本数に関係なく、鉄筋グループ内の鉄筋の総数を表
示します。

ビューに表示される数:図面ビューに表示される鉄筋
の本数のみを表示します。
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設定 オプションと説明

キャスト ユニット内総数:キャスト ユニット内の鉄筋
の総数を表示します。

これらのオプションは、マーク内容として [数] を選択
した場合のみ使用できます。

単位 単位を指定します。

• 自動

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安
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設定 オプションと説明

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

マークの配置 マークの配置を指定します。使用可能な 3 つのオプ
ションがあります。

オプション 1:

マーク テキストが曲げ形状に平行になります。

オプション 2:

マーク テキストが水平に配置されます。

オプション 3:
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設定 オプションと説明

マーク テキストが垂直に配置されます。

水平テキスト位置 水平方向のテキストの位置を指定します。以下のオ
プションがあります。

設定 [a] を使用して、距離を指定します。

垂直テキスト位置 垂直方向のテキストの位置を指定します。以下のオ
プションがあります。
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設定 オプションと説明

ボックス [b] を使用して、距離を指定します。

[寸法] タブ

[寸法] タブで、寸法の表示方法と丸め方法を定義できます。

寸法の複製を可能にするには、rebar_config.inp ファイルで目的の値を 
PullOutShowDuplicateDims に設定します。たとえば、

PullOutShowDuplicateDims=3 にはすべての寸法が表示され、

PullOutShowDuplicateDims=0 には重複する寸法は表示されません。デフォ
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ルト値は、0 です。詳細については、「図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp) (982 ペー

ジ)」を参照してください。

設定 オプションと説明

作成 すべての曲げ寸法を曲げ形状と共に表示するかどう
かを指定します。次のオプションがあります。

• はい

• いいえ

脚の長さの生成 下の図でマークされた脚の長さの生成を指定します。

オプション 1:

オプション 2:
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設定 オプションと説明

オプション 3:

テーパーの長さ 鉄筋の長さが異なる場合に鉄筋を寸法設定するには、
[はい] を選択します。

場所 下の図でマークされた脚の長さの場所を指定します。

次のオプションがあります。

• なし
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設定 オプションと説明

• (1)

• (2)

• (3)

• (4)

• (5)
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設定 オプションと説明

• (6)

切り上げガセット設定 丸めをユーザー設定と rebar_config.inp のどち

らで実行するかを定義します。

rebar_config.inp を選択した場合、単位、精度、

および形式を定義できません。

単位 単位を指定します。次のオプションがあります。

• 自動

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

表示形式 表示形式を指定します。次のオプションがあります。

• ###

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###
精度 精度を指定します。次のオプションがあります。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32
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設定 オプションと説明

• 1/10

• 1/100

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

テキストプロパティ 曲げ形状に表示するテキスト (脚の長さ) のプロパテ
ィを指定します。使用できるプロパティ ファイルは、
[テキスト プロパティ] (313 ページ) で指定されて保存
されたプロパティです。

長さの計算 [正確な長さ]:

[鉄筋軸方向] を選択した場合、長さは鉄筋の中心線に
沿って計算されます。

角度寸法 [作成] で、鉄筋の解説図の曲げ角度を表示するかどう
かを定義します。

次のオプションがあります。
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設定 オプションと説明

• はい:曲げ角度が表示されます。

• 寸法の長さ: 鉄筋の形状の角度が、元の鉄筋の脚に
対して平行または直角に戻る 90° でない場合、垂
直寸法が作成されます。このオプションは、通常
は現場で行われる複雑な曲げの場合に役立ちま
す。

• ボルトの寸法: 寸法の [寸法長さ] タイプと基本角
度寸法の両方が作成されます。
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設定 オプションと説明

曲げ角度の [テキストプロパティ] を定義することも
できます。使用できるプロパティ ファイルは、[テキ
スト プロパティ] (313 ページ) で指定されて保存され
たプロパティです。

アングル寸法の [表示形式] を定義します。次のオプ
ションがあります。

• ###

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

アングル寸法の [精度] を定義します。次のオプショ
ンがあります。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100

• 1/1000

角度寸法にも [色] と [線種] を定義できます。

鉄筋への寸法の追加
鉄筋グループに寸法線および寸法マークを手動で追加できます。寸法を追加する
には、まずご使用の環境に事前定義された寸法設定を使用し、必要に応じてそれら
の設定を個々の寸法に合わせて変更します。

各鉄筋グループに寸法マーク、注記付き寸法マーク、寸法線を付けることができま
す。寸法は、[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックス (921 ページ)で定義
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された寸法プロパティに従って作成されます。鉄筋寸法マークを作成するコマン
ドは、一般図およびキャスト ユニット図で使用できます。

• 特に、鉄筋を追加したキャスト ユニットが 1 つしか表示されないようなコンク
リートのキャスト ユニット図などで、鉄筋寸法マークまたは注記付き寸法マー
クを追加することができます。

• 寸法線または配置線は、グループでの鉄筋の配置を表示したり、通常は寸法を
鉄筋グループの外側にドラッグした場合に寸法線から鉄筋まで破線を引いたり
できます。配置線は、特に鉄筋の一般図に使用する場合が多いかもしれません。
それらの一般図には、鉄筋グループを持つ部材が多数存在する場合があり、グ
ループから 1 つの鉄筋だけを表示し、寸法線を適切な場所にドラッグしてすべ
てがわかりやすく見えるようにする必要がある場合もあります。

• 寸法を追加するには、まずご使用の環境に事前定義された寸法設定を使用し、
必要に応じてそれらの設定を個々の寸法に合わせて変更します。

デフォルト環境には、[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスに読み込
まれる次の鉄筋寸法設定ファイルが含まれています。

• rebar_dimension_line: 配置線を作成する場合

• rebar_dimension_mark: 寸法マークを作成する場合

• rebar_tagged_dimension_mark: 注記付き寸法マークを作成する場合

一般的な設定の詳細については、後述の「一般的な寸法マーク、注釈付き寸法マー
ク、寸法ラインの設定」を参照してください。

以下で説明する鉄筋の寸法設定方法以外にも、鉄筋グループ寸法アプリケーション
を使用して、鉄筋の寸法を設定することもできます。詳細については、「鉄筋グル
ープ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定 (441 ページ)」を参照してくださ
い。

鉄筋グループへの寸法の追加

鉄筋グループに寸法マーク、注記付き寸法マーク、または寸法線を追加するには、
次のようにします。

1. まず、Shift キーを押しながら [寸法] リボン タブの [鉄筋] コマンドをクリック
して、寸法プロパティを開きます。

2. 事前定義された鉄筋寸法マーク設定のいずれかを読み込むか、[鉄筋寸法マー
ク プロパティ] ダイアログ ボックス (921 ページ)の各種タブにあるプロパテ
ィで、変更を加えるかどうかを確認します。

3. 適用 をクリックします。

4. 図面で鉄筋を選択します。

5. 鉄筋寸法プロパティの [位置付け] オプションとして [固定] (デフォルト) を選
択した場合、位置をピックするように求められます。 
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鉄筋寸法が作成されます。鉄筋グループを引き続きピックしたり、キーボード
で Esc キーを押して鉄筋寸法の作成を中止したりできます。

ヒ
ン
ト

コンテキスト メニューの マークの作成 --> 寸法マーク コマンドを使用
したり、[クイック起動] の [鉄筋寸法マークの追加] コマンドを使用し
て、鉄筋寸法マークを追加することもできます。また、コマンドのキー
ボード ショートカットを作成することもできます。

以下は寸法マークの例です。

以下は注記付きの寸法マークの例です。

以下は寸法線の例です。
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以下は、鉄筋グループの外側にドラッグされた寸法線の例です。

以下は、グループの 1 つの鉄筋だけを表示し、寸法線をグループの外側にドラ
ッグした場合の例です。

現在の鉄筋寸法の表示設定を作成後に変更することもできます。これを行うには、
開いている図面で鉄筋寸法をダブルクリックし、必要に応じて、寸法プロパティを
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変更します。たとえば、他の注記を追加したり、寸法マーク内容を変更したり、円
弧寸法に注記を整列させる方法を選択したりできます。

図面を開いていて、鉄筋寸法マークを編集している場合は、次のプロパティを変更
できないことに注意してください。

寸法

部材の縁端

テーパー寸法タイプ

曲線寸法タイプ

鉄筋寸法の配置

手動の寸法作成時、[位置付け] 設定は次のように考慮されます。

• 2 つ以上の鉄筋オブジェクトを選択した場合、[寸法マーク] コマンドは [固定]
オプションを無視し、選択した各鉄筋オブジェクトの鉄筋の寸法マークが自動
的に配置されます。

• 鉄筋オブジェクトを 1 つだけ選択した場合で、位置付け が 固定 に設定されて
いる場合、寸法の位置をピックするように促すメッセージが表示されます。

• 鉄筋オブジェクトを 1 つだけ選択し、[位置付け] を [移動] に設定している場合、
寸法が自動的に配置されます。

• リボン上の 鉄筋 コマンドを使用すると、鉄筋オブジェクトを選択することな
く、鉄筋寸法マークを作成できます。この場合、鉄筋オブジェクトをピックす
るように促すメッセージが表示されます:

• 位置付け が 固定 に設定されている場合、寸法の位置をピックするように求
めるメッセージが表示されます。また、位置付け が 移動 に設定されている
場合は、寸法が自動的に配置されます。

• 寸法を手動または自動で配置した後は、別の鉄筋オブジェクトをピックする
ように促すメッセージが表示されます。

一般的な寸法マーク、注記付き寸法マーク、および寸法ライン設定

rebar_dimension_mark.rdim
寸法:すべての鉄筋

サブグループ化:はい

引出し線から表示領域まで:いいえ

同間隔寸法の結合:3*60=180
寸法結合の 少間隔数:1
[寸法マーク内容] で [頭マーク] を設定します。

[寸法マーク内容] で [寸法値の表示] を [非表示] に設定します。
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rebar_tagged_dimension_mark.rdim
寸法:すべての鉄筋

サブグループ化:はい

引出し線から表示領域まで:いいえ

同間隔寸法の結合:3*60=180
寸法結合の 少間隔数:1
適切な注記の内容を設定します。

rebar_dimension_line.rdim
寸法:始点/終点鉄筋

サブグループ化:いいえ

引出し線から表示領域まで:はい

同間隔寸法の結合:オフ

すべての鉄筋に寸法マークを作成する

[すべての鉄筋に寸法マークを作成する] アプリケーションを使用すると、すべての
鉄筋に寸法マークを追加できます。このアプリケーションでは、あらゆるタイプの
鉄筋寸法マークが作成されます。

1. 鉄筋のある図面を開きます。

2. 鉄筋寸法プロパティを開くには、リボンの 図面 --> プロパティ --> 鉄筋寸法マ
ーク を選択します。

3. 必要に応じてプロパティを調整し、[適用] をクリックします。

4. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

5. [すべての鉄筋に寸法マークを作成する] アプリケーションを検索し、アプリケ
ーションをダブルクリックします。

鉄筋寸法マークは、定義された鉄筋寸法マークのプロパティに従って、すべて
の鉄筋に対して作成されます。

鉄筋寸法の例

• 以下はテーパー スキュー部材であり、寸法線は選択した場所に も近い縁端の
形状に従います。寸法が斜め表示になります。
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• 以下は、テーパー曲線部材であり、寸法は円弧表示になっています。
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• 以下は、寸法注記付きのテーパー曲線鉄筋グループの円弧直交寸法の例です。

• 鉄筋寸法の中央に注記を追加することもできます。ここでは、二重寸法 (207 ペ
ージ)が適用されています。
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• [曲線寸法タグタイプ] ダイアログ ボックスの [寸法プロパティ] リストでいず
れかのオプションを選択することで、曲線寸法注記を整列させることができま
す。

以下の例では、鉄筋が 1 つだけ表示されており、鉄筋注記が垂直に  整列
されています。

以下の例では、寸法注記が寸法の曲線に  追従しています。
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• 以下は、放射引出し鉄筋グループの円弧直交寸法の例です。

鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定
[鉄筋グループ寸法] アプリケーションは、鉄筋グループの寸法線および寸法マーク
を柔軟に表示するためのさまざまなスタイルを提供します。たとえば、あばら筋に
一度にマークしたり寸法設定したりできます。[鉄筋グループ寸法] は、市場要件に
従って、高品質な鉄筋図面を効率的に作成するのに役立ちます。

鉄筋グループへの寸法の追加

1. 図面で、寸法を設定する鉄筋グループを選択します。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [アプリケーション] リストで、[鉄筋グループ寸法] を選択します。

5. モデル内で寸法線の位置をピックします。
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6. 寸法をダブルクリックして、設定を調整します。 

• [パラメーター] タブで、寸法の外観と内容を定義します。あばら筋寸法マ
ークの内容も定義できます。

• [手前の特殊マーク] および [背面の特殊マーク] タブで、寸法線の手前また
は背後に特殊マークを作成します。

• [詳細設定] タブで、あばら筋寸法マークのオフセット、間隔、および芯芯
距離を定義します。

• [鉄筋線] タブで、あばら筋寸法に属する引出し線の生成と表示設定を指定
します。

設定の詳細については、下記の「[鉄筋グループ寸法] の設定」を参照してくだ
さい。

7. [変更] をクリックします。

[鉄筋グループ寸法] の設定

[パラメータ] タブ

設定 オプションと説明

注記タイプ 注記タイプを選択します。次のオプションがありま
す。

図面の編集 442 図面の建築オブジェクト



設定 オプションと説明

マークの配置を指定します。使用可能なオプション
は、選択した [注記タイプ] オプションによって異なり
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設定 オプションと説明

角度 ます。[角度] ボックスでマークの角度を指定するこ
ともできます。次のオプションがあります。
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設定 オプションと説明

マークの位置の例:

図面の編集 445 図面の建築オブジェクト



設定 オプションと説明

以下の例では、マークの角度が指定されています。
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設定 オプションと説明

グループ番号

マーク引出し線の数と位置を指定します。[グループ
番号] ボックスにグループ番号を入力することで、作
業対象のグループを指定することもできます。

このオプションは特定の注記タイプでのみ使用でき
ます。以下のオプションがあります。
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設定 オプションと説明

次の例では、グループ番号 2 が指定されます。

次の例では、グループ番号 2 が指定されます。
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設定 オプションと説明

別々のグループとして不
規則形スペースを考慮

はい

いいえ

各 CC 距離の寸法 はい

いいえ

鉄筋と寸法間の寸法の結
合

間隔がグループ間の距離と同じ鉄筋グループの寸法
を持つ 2 つの鉄筋グループ間の距離の寸法を結合す
ることができます。また、境界までの距離が鉄筋グル
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設定 オプションと説明

ープの間隔と同じである場合は、 初/ 後のグループ
寸法線が部材縁端までの距離と結合されます。

たとえば、以下の「その他の例」を参照してくださ
い。

配置線プロパティ 寸法プロパティ ファイルを選択することによって、表
示する寸法線に使用する寸法プロパティを選択しま
す。使用できるプロパティは、[寸法プロパティ]
(911 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

フィールド一覧 マーク 1 およびマーク 2 の等級、径、および芯芯距離
などマークに表示する情報を選択します。

マークの内容 マーク 1 およびマーク 2 で表示するために選択した
情報のリスト。

テキストプロパティ テキスト プロパティを指定します。使用できるプロ
パティ ファイルは、[テキスト プロパティ] (313 ペー
ジ) で指定されて保存されたプロパティです。

位置 マークを配置する場所を選択します。次のオプショ
ンがあります。

• 自動:マーク 1 は、寸法が部材の上側にある場合は
寸法テキストの上側に配置され、寸法が部材の下
側にある場合は寸法テキストの下側に配置されま
す。

• 上寸法テキスト:マーク 1 は、常に寸法テキストの
上側に配置されます。

• 下寸法線:マーク 1 は、常に寸法テキストの下側に
配置されます。

マークを配置するときには、寸法テキストのフォント
サイズが上側のテキスト位置に対して、また [詳細設
定] タブで定義された間隔が両方の位置に対して考慮
されます。この設定は、半径以外の注記タイプにのみ
使用できます。

単位 単位を指定します。

• 自動

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ
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設定 オプションと説明

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.#]

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100
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設定 オプションと説明

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

合計値 A B C
合計セグメント鉄筋軸

TplEd 長さ

これらのオプションは、以下のマーク内容に対しての
み使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

マーク 2 位置 鉄筋位置をマーク 2 に表示するかどうか、およびどの
ように表示するかを指定します。次のオプションが
あります。

NOT
メインマークの前

メインマークの後ろ

メインマークの上

メインマークの下

マーク 2 枠 マーク 2 のフレーム形状と色を選択します。

このオプションは特定の注記タイプでのみ使用でき
ます。次のオプションがあります。
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[手前の特殊マーク] タブおよび [手前の特殊マーク] タブ

設定 オプションと説明

寸法線の前のマーク 寸法線の前にマークを作成するには、[はい] を選択し
ます。デフォルト値は [いいえ] です。

寸法線の後ろのマーク 寸法線の後ろにマークを作成するには、[はい] を選択
します。デフォルト値は [いいえ] です。

フィールド一覧 寸法線の前または後ろのマークに表示する情報を選
択します。

マークの内容 寸法線の前または後ろのマークに表示するために選
択した情報のリスト。

テキストプロパティ マークのテキスト プロパティを指定します。使用で
きるプロパティ ファイルは、[テキスト プロパティ]
(313 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

位置 鉄筋位置をマークに表示するかどうか、およびどのよ
うに表示するかを指定します。次のオプションがあ
ります。

いいえ

メインマークの前

メインマークの後ろ

テキストプロパティ 鉄筋位置のテキスト プロパティを指定します。使用
できるプロパティ ファイルは、[テキスト プロパティ]
(313 ページ) で指定されて保存されたプロパティで
す。

[数] 鉄筋数の表示方法を選択します。次のオプションが
あります。

鉄筋グループ内総数

ビューに表示される数

図面総数

キャスト ユニット内総数

これらのオプションは、[数] 要素にのみ使用できま
す。

単位 単位を指定します。

• 自動
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設定 オプションと説明

• mm
• cm
• m
• フィート - インチ

• インチ

以下の内容に対してのみ

使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

表示形式 表示形式を指定します。

• ###

• ###[.#]

• ###[.##]

• ###[.###]

• ###.#

• ### #/#

• ###.##

• ###.###

以下のマーク内容に対してのみ使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

• 項目別長さ

精度 精度を指定します。

• 0.00
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設定 オプションと説明

• 0.50

• 0.33

• 0.25

• 1/8

• 1/16

• 1/32

• 1/10

• 1/100

• 1/1000

たとえば、精度 0.33 では、実際の値 50.40 は 50.33 と
表示されます。

1/8、1/16、および 1/32 はフィート インチ単位用です。

1/10、1/100、および 1/1000 は丸めなしで精度を指定す
る場合に使用します。

合計値 A B C
合計セグメント鉄筋軸

TplEd 長さ

これらのオプションは、以下のマーク内容に対しての
み使用できます。

• 長さ

• 芯芯

• 芯芯 小

• 芯芯 大

• 芯芯 正確

• 網目寸法目安

マークの配置設定

オプション 3 はデフォルトのオプションです。

図面の編集 455 図面の建築オブジェクト



設定 オプションと説明

(1) すべてのマークが寸法線の上に配置されます。

(2) 後のマークの中心は寸法線上にあります。

(3) マーク グループの中心 (寸法線の - 方向に計算) は
寸法線上にあります。これはデフォルトのオプショ
ンです。

(4) 寸法線はマーク間に延長されます。

• マークが 1 つだけの場合は、線の上に配置されま
す。

• マークが 2 つある場合、一方のマークは線の上に
配置され、もう一方は線の下に配置されます。

• マークが 3 つある場合、2 つのマークが線の上に配
置され、1 つのマークが線の下に配置されます。

(5) 初のマークの中心は寸法線上にあります。

(6) すべてのマークが寸法線の下に配置されます。

パラメーター a、b、c1、および c2 は、マークと寸法
線の間の距離を得るために必要です。
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設定 オプションと説明

デフォルト値は次のとおりです。

a = 1

b = 1

c1 = 5

c2 = 5

[詳細設定] タブ

設定 オプションと説明

初のマークの間隔 寸法線と寸法マーク テキストの 1 行目の間隔を示す
値をミリメートル単位で入力します。

ラベルが寸法線の下にある場合、 初のマークの距離
も指定できます。

マーク 1 とマーク 2 間の
スペース

マーク 1 とマーク 2 の間隔を定義する
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設定 オプションと説明

テキストの下の空きスペ
ース / 寸法線指定間隔

[テキストの下の空きスペース] を選択した場合、寸法
マーク テキストの 後の行と次の寸法線の間隔を示
す値をミリメートル単位で入力します。

[寸法線指定間隔] を選択し、複数の寸法線の間隔を示
す値をミリメートル単位で入力します。

テキストオフセットの寸
法線

グループ寸法 寸法をグループ化するかどうかを制御します。グル
ープ間の距離がゼロの場合にも、グループ化が機能し
ます。
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設定 オプションと説明

グループ化許容値 二重あばら筋グループを 1 つの寸法線に結合するか
どうかを指定します。

あばら筋の間隔 (次の図の 12 mm) が入力された値 (=
10 mm) より大きい場合、2 つの寸法線が作成されま
す。

グループ マークのスペー
ス

寸法マーク テキストの各行の間隔を示す値をミリメ
ートル単位で入力します。

部材の外形 コンクリート部材のポリゴン上で寸法線を閉じる方
法を指定します。そのリスト ボックスから、次のオプ
ションを使用できます。

例:

寸法線はコンクリート部材の も外側の線に常に配
置されます。
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設定 オプションと説明

寸法線は、寸法線 (プラグイン) のピックした挿入点を
基準としてコンクリート部材の も近い側/形状点に
配置されます。下の例を参照してください。
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[鉄筋線] タブ

[鉄筋線] タブで、寸法線の引出し線とシンボルの生成と表示設定を指定できます。
[視覚化された鉄筋ではありません]、[視覚化された鉄筋]、[グループの端部鉄筋]、
および [部材の縁端] の設定を調整できます。

設定 オプションと説明

視覚化された鉄筋ではあ
りません

視覚化された鉄筋

グループの端部鉄筋 グループ内の 初と 後の鉄筋に適用されます。
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設定 オプションと説明

部材の縁端

[視覚化された鉄筋ではありません] または [視覚化さ
れた鉄筋] の引出し線とシンボルの生成を指定しま
す。次のオプションがあります。

引出し線およびシンボルなし。

引出し線。寸法線を基準として引出し線の長さを指
定します。
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設定 オプションと説明

引出し線とシンボル。寸法線を基準として引出し線
の長さを指定します。

引出し線。コンクリート部材のポリゴンを基準とし
て引出し線の長さを指定します。

引出し線とシンボル。コンクリート部材のポリゴン
を基準として引出し線の長さを指定します。
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設定 オプションと説明

引出し線。鉄筋を基準として引出し線の長さを指定
します。

引出し線とシンボル。鉄筋を基準として引出し線の
長さを指定します。
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設定 オプションと説明

シンボルのみ

[部材の縁端] の引出し線とシンボルの生成を指定し
ます。

上のオプション [視覚化された鉄筋ではありません]
の例を参照してください。

そのリスト ボックスから、次のオプションを使用でき
ます。
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設定 オプションと説明

 コンクリート部材のポリゴンに対する引出し線とシ
ンボルの生成を指定します。

上のオプション [視覚化された鉄筋ではありません]
の例を参照してください。

そのリスト ボックスから、次のオプションを使用でき
ます。

さまざまな引出し線タイプの色と線種を指定します。

[視覚化された鉄筋] ですべての引出し線とシンボル
を表示するかどうか、および 1 つの鉄筋のみに表示す
るかどうかを指定します。そのリスト ボックスから、
次のオプションを使用できます。
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設定 オプションと説明

使用するシンボル ファイルおよびシンボル番号を指
定します。シンボル ファイルとシンボル番号を選択
することによって、Tekla Structures で既存のシンボル
を使用できます。シンボルの色とサイズも指定でき
ます。

シンボルは、[視覚化された鉄筋ではありません]、[視
覚化された鉄筋]、[グループの端部鉄筋]、および [部
材の縁端] に対して個別に指定されます。

例:

図面の編集 467 図面の建築オブジェクト



設定 オプションと説明

その他の例
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[パラメーター] タブで鉄筋と寸法間の寸法の結合を設定する例
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• 以下の例の一番上側の寸法では、鉄筋グループ (青色)、グループ間の距離 (緑
色)、また部材端部までの距離 (灰色) が示されています。寸法は結合されていま
せん。

• 2 番目の寸法では、同じ状況で、図面鉄筋グループの間隔 (芯芯) とグループ間
の距離が等しい部分がマークされています。

• 3 番目の寸法では、新しい結合タイプの [同じ間隔の考慮] が適用されています。
2 つの青色の鉄筋グループに挟まれた緑色の距離が、グループ間の距離と同じ
間隔 (芯芯) を持つグループと結合されています。

• 部材端部までの距離が隣接する鉄筋グループの間隔 (芯芯) と同じであるため、
部材端部までの灰色の距離にも結合が適用されています。

溶接金網の図面ビューの作成
[鉄筋金網ビュークリエータ] マクロを使用して、溶接金網を 1 つずつ含む複数の図
面ビューを作成できます。金網ビューには、金網全体の長さと幅の寸法、および水
平方向と垂直方向のワイヤー間隔の寸法線が含まれています。また、ワイヤー サ
イズも表示されます。金網ビューは、一般図とキャスト ユニット図に作成できま
す。

1. 溶接金網を含む図面を開きます。

2. 金網を選択します。 

図面に含まれるすべての金網のビューを作成する場合は、別個に選択する必要
はありません。
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3. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

4. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

5. [鉄筋金網ビュークリエータ] をダブルクリックします。 

6. 金網ビューを作成する際のオプションは次のとおりです。 

• 現在の図面に含まれる各金網の金網ビューを作成する場合は、[図面内のす
べての金網の金網ビューを作成] を選択します。

• 選択した金網のビューだけを作成する場合は、[選択した金網のビューを作
成] を選択します。この場合、マクロを実行する前に、金網を選択してお
く必要があります。

• 金網ビューを既に作成しており、寸法線と径をビューに追加するだけの場
合は、[選択した金網の注記の作成] を選択します。この場合、マクロを実
行する前に、金網を選択しておく必要があります。

7. 新しい金網ビューで使用するビュー、寸法、テキスト、線、曲げなしワイヤー
の各プロパティファイルを選択します。

8. [テキストコンテンツタイプ] でワイヤーの注記タイプを選択します。 

選択肢は と です。
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9. [長さ単位のテキスト] でワイヤーの長さ単位を選択します。 

[自動] を選択すると、フィート・インチ単位を使用している場合は現在の単位
がテキストに使用されますが、そうでなければ m がテキストに使用されます。

10. [作成] をクリックします。 

Tekla Structures により、選択内容とプロパティファイルに基づいてビューが作
成または更新されます。

例

金網ビューの例を次に示します。

次の図面には、2 つの曲げ溶接金網を使用した壁の 3D ビューと、個々の溶接金網
の曲げなし溶接金網ビューが含まれています。
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図面に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する
解説図グラフィック属性を使用して、鉄筋加工図および鉄筋マーク解説図で鉄筋カ
プラーと端部アンカーを表すグラフィック シンボルを表示できます。

生成された RC 詳細設計図面 (GA またはキャスト ユニット図) を含むプレキャス
ト コンクリートまたは現場打ちコンクリート構造モデルが必要であり、鉄筋の詳
細は [アプリケーションとコンポーネント] カタログで使用できる鉄筋カプラーま
たは鉄筋端部アンカー ツールのいずれかを使用してモデル化する必要がありま
す。鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルは鉄筋 UDA に基づいて機能し、これら
の UDA は鉄筋カプラーと鉄筋端部アンカー ツールによって制御されます。

シンボルは、RebarCoupler.Symbols.dat で定義されたファイル (デフォルト

では ..\ProgramData\Tekla Structures\<version>\environments
\common\symbols にある CouplerSymbols.sym) から読み取られます。

会社や国の標準に従って、テンプレート エディターの解説図グラフィック属性に
対して、フォント名、フォント サイズ、フォント色、端部マーク、曲げ半径表示
設定、他の多数の鉄筋加工図属性を個別に調整できます。
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鉄筋加工図に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する

1. 鉄筋加工図に表示される鉄筋カプラーまたは端部アンカーを含む図面で、鉄筋
加工図で鉄筋の形状をダブルクリックすることで鉄筋加工図テンプレートを
テンプレート エディターに開きます。

2. 曲げ形状を含むグラフィック フィールドをダブルクリックします。

3. [グラフィック フィールド プロパティ] ダイアログ ボックスの [属性] フィー
ルドに PULLOUT 属性が表示されていることを確認し、[自由属性] ダイアログ
ボックスを開きます。 

4. CouplerSymbols 属性を選択し、[値] フィールドに「1」と入力します。その他
のプロパティを必要に応じて調整します。 

CouplerSymbols プロパティ値が 1 に設定されると鉄筋カプラー シンボルが表
示され、0 が入力されると無効になります。デフォルト値は 1 です。

5. テンプレートに変更を保存し、テンプレート エディターを閉じます。
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6. 図面内のテンプレートを右クリックし、コンテキスト メニューから [テンプレ
ートを更新] を選択して、テンプレートを更新します。 

ヒ
ン
ト

RebarCoupler.Symbols.dat ファイルで定義されている *.sym ファイルを変更

することで、シンボル エディターで鉄筋カプラー シンボルをカスタマイズできま
す。デフォルトでは、CouplerSymbols.sym が使用されます。

鉄筋マークの解説図に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する

1. カプラーまたは端部アンカーを含む開いた図面で、解説図を有効にする鉄筋マ
ークをダブルクリックし、[解説図] 要素をダブルクリックします。[解説図] ダ
イアログ ボックスが表示されます。

2. [カプラー/端部アンカー シンボル] チェック ボックスをオンにし、目的の縮尺
を設定します。 
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3. [OK] をクリックします。 

図面内の現場打ちコンクリート
Tekla Structures の一般図には、現場打ちコンクリートの形状、および打ち継ぎを表
示できます。現場打ちコンクリート部材の図面は、現場打ちコンクリート部材のシ
ーケンスと、現場打ちコンクリート部材と打ち継ぎのプロパティを伝えるために使
用できます。現場打ちコンクリートにマーク、打ち継ぎにアソシエート マークを
追加できます。

現場打ちコンクリートを有効にする方法

現場打ちコンクリートに関連するオプションおよび機能は、モデルで現場打ちコン
クリート部材が有効な場合にのみ使用できます。現場打ちコンクリートは、
XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT 詳細設定を TRUE に設定することによりモ
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デルで有効にできます。デフォルト環境では、現場打ちコンクリート部材は (コン
クリート) 建設業者の役割でのみ有効になります。

警
告

モデルで現場打ちコンクリート部材が有効な場合、特にプロジェクトの途中
では XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENT を使用して現場打ちコンクリート部

材を無効にしないでください。現場打ちコンクリートを含む図面があり、モ
デルを共有した場合は、これにより問題が発生する可能性があります。モデ
ルおよび図面の現場打ちコンクリート部材と打ち継ぎが無効になり、現場打
ちコンクリート部材に関連するモデリング作業がすべて失われる可能性があ
ります。

現場打ちコンクリート

現場打ちコンクリート部材オブジェクトの形状は、1 枚のコンクリートとして表示
されます。現場打ちコンクリート部材オブジェクトは、平面図、断面図、3D 図面
に表示できます。Tekla Structures の一般図では、現場打ちコンクリート部材オブジ
ェクトの形状がモデリング時とまったく同じように表示されます。それらの部材
が、干渉しており、コンクリート素材の材質が同じであり、[現場打ち] が [キャス
トユニット種別] であり、かつ現場打ちコンクリート フェーズが同じである場合、
オーバーラップおよび余計な輪郭は表示されません。

現場打ちコンクリートを表示するかどうかを選択できます。異なる現場打ちコン
クリートで異なる色、線タイプ、塗りつぶしを使用できます。開いている図面の現
場打ちコンクリートのプロパティは、オブジェクト、ビュー、および図面レベルで
も変更できます。現場打ちコンクリートの表示の詳細については、「現場打ちコン
クリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ちコンクリート打ち継ぎの図面
での表示 (878 ページ)」を参照してください。

現場打ちコンクリート マーク

現場打ちコンクリート マークを使用すると、現場打ちコンクリートに関連する情
報 (打設番号、打設タイプ、材質、打設開始予定日、打設チーム名など) を表示で
きます。現場打ちコンクリートの図面を作成する前に自動現場打ちコンクリート
マークを追加し、開いている図面にも現場打ちコンクリート マークを追加して変
更することができます。

現場打ちコンクリート打ち継ぎ

打ち継ぎは、モデリングされたとおりに一般図に表示されます。打ち継ぎは、シン
ボルで表されます。シンボルを変更するには、詳細設定
XS_POUR_BREAK_SYMBOL を使用します。シンボルの縮尺およびシンボル間の
間隔は、図面ビューの縮尺に合わせて自動調整されます。

打ち継ぎを自動的に表示し、打ち継ぎのプロパティを変更して、開いている図面で
打ち継ぎにアソシエート マークを追加することができます。

事前定義された現場打ちコンクリートの図面のプロパティとテンプレート

デフォルト環境では、コンクリート建設会社の役割には、事前定義された図面プロ
パティ、いくつかの従来のレポート テンプレート、現場打ちコンクリートのオー
ガナイザー レポート テンプレートが含まれています。独自の環境にも、事前定義
された図面プロパティ、現場打ちコンクリートのテンプレートが含まれていること
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があります。現場打ちコンクリートの図面およびレポートの例については、以下の
例を参照してください。

例

次の図には、色分けされた 2 つの現場打ちコンクリートがあり、それぞれ現場打ち
コンクリート マークがあります。打ち継ぎは現場打ちコンクリートの間にあり、
シンボルで表されています。打ち継ぎは、アソシエート マークでマークされてい
ます。

図面内の現場打ちコンクリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ち
コンクリートの打ち継ぎの変更
現場打ちコンクリート部材の図面を作成した後、その図面を開き、現場打ちコンク
リート部材オブジェクト、現場打ちコンクリート部材マーク、および現場打ちコン
クリート部材の打ち継ぎを変更できます。

1. 図面を開き、図面の背景をダブルクリックして図面の各プロパティに移動しま
す。

2. 図面に現場打ちコンクリート部材を表示する場合は、[ビュー] ボタンをクリッ
クし、[図面に現場打ちコンクリートを表示] が [はい] に設定されていることを
確認して [OK] をクリックします。

3. プロパティを変更するには、[現場打ちコンクリート...] ボタンをクリックしま
す。 

• [内容] タブ: [オン] または [オフ] を選択して、陰線と自部材陰線、および角
処理 (面取り) を表示するかどうかを選択します。
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• [表示設定] タブ: 可視線および陰線の色とタイプを設定します。

• [塗りつぶし] タブ: 現場打ちコンクリート部材の表面や現場打ちコンクリ
ート部材オブジェクトの断面の塗りつぶしを選択します。

4. [OK] をクリックします。

5. [現場打ちコンクリート マーク...] ボタンをクリックし、マークの内容と表示設
定を選択して、[OK] をクリックします。

6. [コンクリートの打ち継ぎ...] ボタンをクリックし、[表示・非表示] が [表示] に
設定されていることを確認して [OK] をクリックします。 

[内容] タブで現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎの陰線を表示するかどう
かも選択できます。[表示設定] タブでは、現場打ちコンクリート部材の打ち継
ぎの可視線および陰線の色とタイプを変更できます。

7. その他のプロパティを必要に応じて設定します。たとえば、[鉄筋...] をクリッ
クし、[鉄筋表示] を [表示] に設定して、鉄筋を現場打ちコンクリート部材の図
面に表示します。

8. 現場打ちコンクリート部材の図面に変更を適用するには、[変更] をクリックし
ます。

現場打ちコンクリート部材打ち継ぎシンボルの変更
打ち継ぎシンボルを変更する場合、詳細設定 XS_POUR_BREAK_SYMBOL を使用す

ることができます。

1. [ファイル] メニューで、 設定 --> 詳細設定 をクリックします。、[図面プロパテ
ィ] カテゴリーに移動します。

2. 詳細設定 XS_POUR_BREAK_SYMBOL の新しい値を設定します。 

デフォルト値は、PourBreaks@0 です。この値は、シンボルが定義されてい

る PourBreaks.sym ファイルを参照します。シンボル値は、シンボル ライ

ブラリ ファイル名 (PourBreaks) で始まり、シンボル番号 (0) で終わります。

デフォルト シンボル ファイルは、..\ProgramData\Trimble\Tekla
Structures\<version>\environments\common\symbols にあります。

新しいシンボルを含む新しいシンボル ファイルを作成して保存することもで
きます。次に、XS_POUR_BREAK_SYMBOL の新しい .sym ファイルを定義し

ます。環境フォルダーの下にないシンボル ファイルを使用する場合は、その
シンボル ファイルの場所への完全パスとそのシンボル ファイル名、シンボル
番号をこの詳細設定の値として入力します。

3. [適用] および [OK] をクリックします。

例
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現場打ちコンクリートの図面およびレポートの例
デフォルト環境のコンクリート建設会社には、現場打ちコンクリート部材の図面と
レポートの事前定義されたテンプレートと設定がいくつか含まれています。

現場打ちコンクリート部材の事前定義された図面プロパティの例

デフォルト環境のコンクリート建設会社の役割には、事前定義された一般図プロパ
ティ CIP_Pour_3D、CIP_Pour_Plan、CIP_Pour_Plan_with_Pour_Listが

含まれています。これらの図面プロパティは、詳細なオブジェクトレベル設定を使
用し、現場打ちコンクリート部材番号に基づいてさまざまな色で現場打ちコンクリ
ート部材オブジェクトを色付けします。さらに、図面プロパティファイル
CIP_Pour_3Dは陰線をレンダリングしません。また、

CIP_Pour_Plan_with_Pour_Listは現場打ちコンクリート部材リストを図面

に追加します。

次の図面例は、CIP_Pour_Plan_with_Pour_List図面プロパティを使用して

CIP_Pour_3Dビューレベルプロパティを 3D ビューに適用することで作成されま

す。次のリンクをクリックして図面を開きます。

現場打ちコンクリート部材の図面

現場打ちコンクリート部材に事前定義されたレポートの例

デフォルト環境のコンクリート建設会社の役割には、現場打ちコンクリート部材情
報の事前定義されたレポートテンプレートが含まれています。

• レポートの作成コマンドを使用して作成できる従来の 2 つのタイプ(レポート
テンプレート)として、Pour_Listと Pour_Schedule.csvがあります。

• Pour Organizerレポートは、Excel 形式でエクスポートできます。

これらのレポートテンプレートを使用して作成すされたレポート例を表示するに
は、下のリンクをクリックします。

現場打ちコンクリート部材のリスト

現場打ちコンクリート部材のスケジュール

Excel にエクスポートされた Pour Organizer レポート

図面の編集 480 図面の建築オブジェクト

https://teklastructures.support.tekla.com/system/files/manual/Pour%20Drawing.pdf
https://teklastructures.support.tekla.com/system/files/files/Pour%20list.jpg
https://teklastructures.support.tekla.com/system/files/files/Pour%20schedule.jpg
https://teklastructures.support.tekla.com/system/files/files/Pours%20Organizer%20report%20exported%20to%20Excel.jpg


図面内の溶接
Tekla Structures では、モデルで追加した溶接は、溶接シームおよび溶接マークとし
て図面に表示されます。モデル溶接マークおよび図面溶接マークの両方を手動で
図面に追加できます。モデル溶接マークは、モデル内に作成された溶接を参照して
います。図面溶接マークは、モデルの物理的な溶接と関連付けられていません。

図面での溶接の表示方法
Tekla Structures では、モデルで追加した溶接は、溶接シームおよび溶接マークとし
て図面に表示されます。溶接マークを開いている図面に手動で追加することもで
きます。

溶接の概念

モデル上の溶接は、溶接マークおよび溶接 (または溶接シーム) として図面に表示
されます。 溶接と溶接マークは個別に制御できます。 たとえば、溶接と溶接マー
クを別々の図面ビューに表示することができます。

3D モデル溶接は、実際の溶接を表現したものです。図面の溶接ソリッドは、モデ
ルでの溶接を表現したものです。溶接シームは、溶接パスの一部で、溶接ソリッド
が描画される場所です。溶接パスは、複数の溶接シームで構成されることがありま
す。

溶接ソリッドは、次の溶接の場合に図面に表示されます。

• 実際のソリッド支持がある溶接タイプの図面内では、溶接ソリッドが表示され
ます。実際のソリッド支持がない溶接は、モデル内では六角形のプレースホル
ダーによって表示され、図面内では溶接ソリッドが表示されません。

• カスタム溶接断面 もサポートされています。

溶接ソリッドは、陰線付きまたは陰線なしのアウトラインまたはパスとして表示で
きます。

初の例では、右側と中央の溶接にはアウトラインと自部材陰線が描画されていま
す。 左側の溶接には、溶接パスと陰線が表示されています。
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2 番目の例は、構造の断面です。 左側と中央の溶接にはアウトラインが描画されて
おり、右側の溶接にはパスが表示されています。 溶接寸法が手動で追加されてい
ます。

溶接マーク内の溶接記号は、モデルのモデル溶接または図面の図面溶接マークに対
して定義された溶接プロパティを示しています。以下は、図面でのモデル溶接シー
ム(赤色)およびモデル溶接マーク(緑色)の例です。

図面の編集 482 図面の建築オブジェクト



溶接マークには、溶接記号だけでなく参照線と矢印も含まれています。矢印は、参
照線を溶接の矢印側に接続します。部材の矢印側と反対側の溶接に、それぞれ異な
る溶接プロパティを設定できます。

溶接の配置

部材を溶接する場合、次の場所に溶接を配置できます。

• 矢印側のみ

• 反対側のみ

• 矢印側と反対側の両方

以下の図は、溶接の基本配置方針を示しています。

(1) 線の上
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(2) 線の下

(3) 溶接の矢印側

(4) 溶接の反対側

デフォルトでは、Tekla Structures により ISO 標準に従って線の上に溶接が配置され
ます。詳細設定 XS_AISC_WELD_MARKを使用すると、AISC 標準に準拠するよう

に配置を線の下に変更できます。

モデル溶接プロパティ

モデル溶接プロパティを変更するには、モデルで溶接を変更 する必要があります。
モデルを更新すると、モデルの変更に合わせて図面の溶接オブジェクトおよび溶接
マークが更新されます。図面では、モデル溶接マークの内容および表示設定を変更
したり、モデル溶接オブジェクトの表示・非表示、表現設定、および表示設定を変
更したりすることができます。

溶接ソリッドは、単品図、製品図、および一般図に表示できます。一般図では、溶
接の表現設定は、ビューレベルとオブジェクトレベルでのみ変更でき、図面レベル
では変更できません。

手動による溶接マーク

開いている図面で溶接マークを追加するには、次のようにします。

• 溶接を選択し、[溶接記号の作成] ポップアップ メニュー コマンドを使用して、
モデル溶接マークを追加します。

• [溶接マーク] タブの [注記] コマンドを使用して、図面の溶接マークを追加しま
す。

手動による図面溶接マークの追加
開いている図面に手動の溶接マークを追加できます。Tekla Structures により、[溶接
マークプロパティ] のプロパティを使用して手動の溶接マークが作成されます。

1. [注記] タブで、Shift キーを押しながら [溶接マーク] をクリックして、溶接マ
ーク プロパティを開きます。

2. 溶接マークの内容および表示設定を入力または変更します。

3. 選択した位置に溶接マークを正確に配置してその場所に固定するには、[位置
(P)...] ボタンをクリックし、[固定] リストから [位置付け] を選択します。

4. [適用] または [OK] をクリックしてプロパティを保存します。

5. 溶接マークの位置を選択します。 

作成した図面の溶接マークは、引出し線の基準点のハンドルを使用して適切な
場所に自由にドラッグできます。

例: 図面に追加された溶接マーク

この例で 初に示す次の図は、図面の [溶接マークプロパティ] ダイアログ ボック
スです。このダイアログ ボックスでは、各溶接マーク プロパティに番号が付けら
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れています。2 番目の図は、溶接マーク プロパティが図面内の溶接マークでどのよ
うに表示されるかを示しています。溶接マーク プロパティを示すために、溶接マ
ークにはダイアログ ボックスと同じ番号が使用されています。それぞれの番号の
意味については、図の下で説明します。

(1) 溶接の頭マーク
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(2) 溶接サイズ

(3) 溶接タイプ

(4) 溶接角度

(5) 溶接仕上げ形状記号

(6) 溶接仕上げ記号

(7) 有効のど厚

(8) ルート ギャップ

(9) 全周溶接。全周溶接記号です。

(10) 工場/現場。現場溶接記号です。

手動によるモデル溶接マークの追加
開いている図面のモデル溶接マークにマークを追加できます。Tekla Structures に
より、モデルのモデル溶接記号に定義されたプロパティを使用してモデル溶接マー
クが作成されます。図面での溶接マークの表示・非表示と表示設定を調整できま
す。

1. モデルで作成された溶接が含まれる図面を開きます。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 図面内のモデル溶接を選択します。

• [溶接の選択] スイッチと範囲選択を使用するか、[図面内容管理] を使用し
て、図面内の複数のモデル溶接記号を選択します。

図面に溶接が表示されない場合は、ビュー プロパティで溶接の表示・非表示
の設定を確認してください。

3. 右クリックして [溶接記号の作成] を選択します。

4. モデル溶接マークの表示・非表示および表示設定を変更するには、次のように
します。 

• 図面で溶接マークをダブルクリックし、プロパティを調整します。

• [溶接の選択] スイッチと範囲選択を使用するか、[図面内容管理] を使用し
て、複数のモデル溶接記号を選択します。溶接を選択したら、右クリック
して [溶接マークを選択] を選択し、[現在の図面ビューから] または [すべ
ての図面ビューから] を選択します。すべての選択スイッチを再度アクテ
ィブにします。次に、Shift キーを押しながら溶接マークをダブルクリック
し、プロパティを調整します。

マークを関連付けられている溶接から離れた場所にドラッグすることはでき
ません。マークは、溶接シームに沿ってのみドラッグすることができます。

コンテキスト メニューから溶接マークを追加した場合は、サイズが図面ビュ
ー設定で定義されている 小溶接サイズを下回っていても溶接マークが表示
されることにも注意してください。
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例: 図面内のモデル溶接
モデル溶接には、モデルに追加した溶接です。 図面では、溶接シームおよび溶接
マークとして表示されます。

例 1
この例の 初の図は、モデルの溶接プロパティを示しています。リボンの [鋼材]
タブで溶接コマンドのいずれかを選択して溶接をモデルに追加できます。溶接プ
ロパティの一部には図でナンバリングされます。2 番目の図は、これらのプロパテ
ィが図面の溶接マークにどのように表示されるかを示しています。この溶接マー
クで使用されている番号は 初の図と同じで、溶接の各プロパティ情報の位置と外
観を示します。

(1) 全周溶接 (全周溶接記号が使用されます)

(2) 工場/現場 (現場溶接記号が使用されます)
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(3) 溶接の頭マーク

(4) 溶接タイプ

(5) 溶接サイズ

(6) 溶接角度

(7) 溶接仕上げ形状記号

(8) 溶接仕上げ記号

(9) 有効のど厚

(10) ルート ギャップ

例 2
次の例は、千鳥断続溶接を示しています。 長さが 50、ピッチが 100 に設定されて
います。
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(1) 千鳥状の断続溶接

(2) 溶接セグメントの長さ

(3) 溶接セグメントのピッチ (中心と中心の間隔)

例 3
次の例は、千鳥なしの断続溶接を示しています。 長さが 50、ピッチが 100 に設定
されています。ピッチの値が 0.0 を超える場合は、ピッチが溶接マークに表示され
ます。
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例 4
連続配置溶接の例を次に示します。

図面の編集 490 図面の建築オブジェクト



例 5
この例では、千鳥状の断続溶接オプションが選択されています。ISO に準拠した溶
接マークを生成するために、詳細設定 XS_AISC_WELD_MARK は FALSE に設定さ

れています。
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例 6
この例では、前の例と同様に、千鳥状の断続溶接オプションが選択されています。
ただし、AISC に準拠した溶接マークを生成するために、詳細設定 
XS_AISC_WELD_MARK は TRUE に設定されています。

ヒン
ト

溶接記号をカスタマイズする方法については、このヘルプで後述の「溶接タイプ
記号のカスタマイズ」を参照してください。

図面のモデル溶接記号の表示/非表示と外観の変更
溶接記号プロパティは、モデルで設定されます。図面でモデルの溶接マークに表示
する溶接記号プロパティを選択し、[溶接マーク] プロパティでモデルの溶接マーク
の表示設定を調整することができます。

表示するモデルの溶接記号プロパティを選択し、図面ビュー レベルで溶接マーク
プロパティを変更するには、次のようにします。

1. 開いている図面でビュー フレームをダブルクリックすると、[ビュープロパテ
ィ] ダイアログ ボックスが開きます。

2. [溶接マーク] をクリックして、溶接マーク プロパティに移動します。

3. [溶接番号] に溶接番号を表示するかどうか ([いいえ]/[はい]) を選択します。

4. [表示・非表示] で、次のようにします。 

• [溶接] および [サブアセンブリ内の溶接] で、表示する溶接マークの種類を
選択するか、すべての溶接を非表示にするかどうかを選択します ([なし]、
[現場]、[工場]、[両方])。

• [隠れた部材の溶接] で、非表示の部材に対して表示する溶接マークの種類
を選択します ([なし]、[現場]、[工場]、[両方])。

• [表示する 小サイズ] に溶接サイズ制限を入力すると、そのサイズに満た
ない溶接マークは図面上で除外されます。

溶接サイズ制限を設定しても、参照テキストがある場合は溶接マークが常
に表示されます。

• 単品図および製品図プロパティ (898 ページ)の [ビューの作成] ページの下
部では、すべてのビューの [表示する 小サイズ] を一度に設定することも
できる点に注意してください。

5. [上側]、[下側]、および [その他] の [表示] 列で、非表示にする溶接マーク プロ
パティの横にあるチェック ボックスをオフにします。 [サイズ] を非表示にす
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ると、[頭マーク] も非表示になり、[長さ] を非表示にすると、[ピッチ] も非表
示になることに注意してください。

6. 配置プロパティを調整するには、[位置(P)...] をクリックします。

7. [変更] をクリックします。

8. [表示設定] タブに移動し、溶接マークのテキストと線の外観を変更します。

9. [変更] をクリックします。 

ヒ
ン
ト

個々のモデル溶接マークのプロパティは、開いている図面でモデル溶接
マークをダブルクリックして [溶接マークプロパティ] ダイアログ ボッ
クスを開くことにより変更できます。削除する場合など、複数のマーク
を選択するには、溶接マークを右クリックして [溶接マークを選択] を選
択し、[現在の図面ビューから] または [すべての図面ビューから] を選択
します。

例

初の例は、多数のプロパティを表示させた溶接マークを示しています。

2 番目の例では、[上側] および [下側] の [タイプ] と [その他] の [特別指示] 以外の
溶接マーク プロパティがすべて非表示になっています。
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ヒ
ン
ト

• 詳細設定 を使用すると、溶接タイプにより図面から溶接を省略すること
ができます。まず、[表示する 小サイズ] の値を設定する必要がありま
す。
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• 一部の溶接タイプ記号をカスタマイズ (480 ページ)することもできま
す。

図面でのモデル溶接オブジェクトの表現設定と表示設定の変更
モデルの溶接オブジェクトの表現設定と表示設定は、手動によってオブジェクトレ
ベルで変更できます。

1. 開いている図面で、モデル溶接シームをダブルクリックします。 

[図面溶接の選択] 選択スイッチ  のみをアクティブにすると、モデル溶接
記号を簡単に選択できます。

2. [内容] タブで、目的の [オブジェクトの表示設定] を選択します。オプションと
して、[パス] と [アウトライン] があります。

3. [陰線] および [自部材陰線] を表示するかどうかを選択します。

4. [表示設定] タブで、[可視線] と [陰線] の色と線タイプを変更します。

5. [変更] をクリックします。

例

以下の 初の例では、右側と中央の溶接にはアウトラインと陰線が描画されていま
す。 左側の溶接には、パスと陰線が表示されています。

2 番目の例は、構造の断面です。 左側と中央の溶接にはアウトラインが描画されて
おり、右側の溶接にはパスが表示されています。 右側と左側の溶接は、部材の角
を囲んでいます。 溶接には、手動寸法があります。
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ヒ
ン
ト

図面を作成する前に自動溶接プロパティ (876 ページ)をモデル溶接記号に設
定できます。また溶接オブジェクトを含む図面ビューのフレームをダブル
クリックし、オプション ツリーから [溶接] を選択して、ビュー レベルで溶
接のプロパティを変更することもできます。図面およびビュー レベルでは、
表示・非表示の設定のみ変更できます。

溶接マークのドラッグ
溶接シームに沿った溶接マークの引出し線の基準点でモデル溶接記号をドラッグ
できます。 この方法では、わかりやすくするために図面の溶接マークを 適に配
置できます。 モデル溶接記号に関連付けられていない手動の図面溶接マークは、
自由にドラッグできます。

ヒン
ト

[図面ドラッグ アンド ドロップ] ([ ファイル メニュー --> 設定 ]) を選択す
ると、引出し線の基準点を簡単に選択したり、ドラッグしたりできるよう
になります。

制限事項: 溶接の引出し線の基準点を両面溶接の裏面にドラッグすることはできま
せん。

1. 引出し線の基準点の近くにある溶接マークをクリックします。 

[スマートセレクト] および [図面ドラッグ アンド ドロップ] を選択した場合、
ポインティング済みであるため、引出し線をクリックする必要はありません。

2. 矢印の先端にある引出し線の基準点のハンドルを使用して、マウスの左ボタン
を押しながら基準点を新しい場所までドラッグします。 
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例

初の図は、モデル内の溶接を示しています。

2 番目の図は、図面内のモデル溶接マークを示しています。溶接マークの引出し線
の基準点をドラッグできる領域が濃い緑色で示されています。
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溶接マークの結合
溶接マークを結合することで、図面内の同一の溶接に対して同じ溶接マークと溶接
記号を使用するように、Tekla Structures を設定することができます。

1. 図面を開きます。

2. Ctrl キーを押しながら、結合する溶接マークを選択します。

3. 右クリックで表示されるポップアップ メニューから [マークの結合] を選択し
ます。 

Tekla Structures によりマークが結合されます。

4. 結合された溶接マークを分割する場合は、マークを右クリックし、ポップアッ
プ メニューから [マークの分割] を選択します。
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説明 例

元の図面

結合された溶接マーク

溶接タイプ記号のカスタマイズ
ほとんどの溶接タイプ記号はハードコーディングされていますが、その一部はシン
ボルエディタで編集できます。

モデル [溶接] プロパティと図面 [溶接マークプロパティ] (以下の図を参照) の [タ
イプ] リストの下の 7 つの記号は、TS_Welds.sym ファイルから取得されます。こ

れらの 7 つの記号はどれも、カスタム溶接記号を作成するためにシンボル エディ
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ターで編集できます。他の溶接記号は、ハード コーディングされています。[タイ
プ] リストにある記号は、記号を更新しても変更されない点に注意してください。

1. シンボルエディタを管理者として開きます。

2. [ファイル] --> [開く] をクリックし、TS_Welds.sym ファイルのあるフォルダ

ーを参照します。

3. ファイルを選択し、[OK]をクリックします。

4. 目的の記号を変更します。
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これを行うには、記号を他の記号と同じ縮尺に維持する必要があります。 記
号が大きすぎてボックスに収まらない場合、枠を越えて拡大することができま
す。

5. [ファイル] --> [保存する] を選択してシンボルを保存します。

シンボル エディターの詳細については、『Symbol Editor User's Guide』を参照してく
ださい。

4.18 図面で選択されている複製
[選択部材の図面複製] コマンドを使用すると、以前に作成した注記オブジェクトお
よび図面オブジェクトの表示を、一般図にある同じタイプおよび同様の形状の製品
またはキャスト ユニット間で複製できます。

一般図を編集するとき、繰り返し行うタスクとして注記、寸法、スタイルを追加す
る必要があることが多くあります。新しい [選択部材の図面複製] 機能を使用する
と、既存の注記オブジェクト、図面オブジェクト表示およびスタイルを、一般図の
選択したソース オブジェクトから選択したターゲット オブジェクトに複製できま
す。この機能を使用すると、手動での繰り返しを大幅に低減できます。

1 つの図面ビュー内で、または異なる図面ビュー間で注記オブジェクトおよび図面
オブジェクトの表示を複製できます。

[選択部材の図面複製] は、次のタイプの図面内容を認識します。

• 連動的なおよび独立した注記オブジェクト: 寸法、マーク、テキスト、シンボ
ル、テキスト ファイル、および DWG/DXF ファイル

• 円、四角形、ポリゴンなどのスケッチ オブジェクト

• オブジェクト表示とスタイル: 線の色、線タイプ、ハッチング
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複製設定の調整

複製の前に、何をどのように複製するかを [図面複製の設定] で定義できます。デ
フォルト設定を使用して複製することもできます。

1. [図面] タブで、[ 選択部材の図面複製 --> 図面複製の設定 ] をクリックします。

2. 複製設定を定義します。 

マージ 一致するコンテンツを複製ソースから複製し、複製タ
ーゲットの注記オブジェクトおよび建築オブジェク
ト プロパティをすべて上書きします。

これがデフォルトのモードです。

すべて保持 複製ターゲットの既存の注記オブジェクトおよび建
築オブジェクト プロパティを保持し、複製ターゲット
にないコンテンツのみソースから複製します。

すべて破棄 複製ターゲットにある注記オブジェクトおよび建築
オブジェクト プロパティをすべて破棄し、選択された
すべてのコンテンツを複製ソースから複製します。

建築オブジェクト プロパ
ティとスタイルの図面複
製

部材、鉄筋、ボルト、および溶接の図面オブジェクト
プロパティで、線の色およびタイプ、ハッチング スタ
イル、その他の表示プロパティなどの図面オブジェク
ト プロパティを複製します。

保護設定に従ってマーク
とアソシエート マークを
配置

エレベーション マーク、溶接マーク、寸法および独立
した注記マークを除き、すべての連動的な注記オブジ
ェクトについて [現在位置の近くで図面オブジェクト
を配置調整] コマンドを自動的に実行します。

このオプションを使用すると、複製ターゲットで他の
オブジェクトに重ならないように注記オブジェクト
を配置します。自由位置にあるオブジェクトは移動
しません。重なっているオブジェクトは現在位置に
可能な限り近い位置に移動します。

3. [OK] をクリックします。

選択した注記とオブジェクト プロパティの複製

複製する前に、まずソース オブジェクトを変更して必要な寸法と注記を持つよう
にし、ソース オブジェクト プロパティを調整します。

寸法を複製する際には、複製前に寸法の関連付けルールを設定し、寸法点が関連付
けられているオブジェクトがどれか明確にしてください。詳細については、「寸法
点の関連付けの表示と変更 (259 ページ)」を参照してください。

1. 開いている一般図の [選択部材の図面複製] タブで、[図面] をクリックします。

2. オブジェクトをクリックするか範囲選択を使用して、複製するソース オブジ
ェクトを選択します。 
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[選択部材の図面複製] コマンドをアクティブにする前にオブジェクトを選択
することもできます。

[図面内容管理] および選択フィルターを使用してオブジェクトを選択するこ
ともできます。

Ctrl キーを押しながら選択したオブジェクトをクリックすることで、オブジェ
クトを選択解除できます。

3. マウスの中ボタンをクリックして、選択を完了します。

4. オブジェクトをクリックするか範囲選択を使用して、複製するターゲット オ
ブジェクトを選択します。

5. Esc キーを押して複製を停止します。 

ヒン
ト

後に選択したソースから複製できます。これを行うには、[ 後に選
択されたソースから図面複製] タブで、[図面] をクリックします。

以下、左側に詳細なフーチング、右側に複製のターゲットとなる類似したフー
チングを示します。

以下で、左側の詳細なフーチングは右側のターゲットのソースとして使用され
ています。ディテールはターゲットに複製されています。
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注 複数の製品またはキャスト ユニットへの注記の複製では、注記および寸法が
ソース選択内の単一製品またはキャスト ユニットに関連付けられている場合
にのみ 良の結果が得られます。

複数製品に関連付けられている注記および寸法がソース選択に含まれる場合、
選択した複製は、製品またはキャスト ユニットの対応するグループがターゲ
ットで一度にではなく 1 つずつ選択されている場合にのみ正確な結果になり
ます。

制限事項

• 寸法線、断面図シンボル、図面ビュー名、隣接部材、隣接鉄筋などの一部の図
面オブジェクトは、ソース オブジェクトとして使用できません。これらのオブ
ジェクト タイプは、範囲選択または単体での選択の 中および後にハイライト
されません。オブジェクトを選択できない場合は、ステータス バーのメッセー
ジにより表示されます。

• [選択部材の図面複製] は現場打ちコンクリート ユニットがあるとき使用でき
ません。

• 正確な複製結果を得るには、すべての寸法を基準線交点または建築オブジェク
トと基準線の交点に関連付ける必要があります。

2 本の垂直な基準線の交点に関連付けられた寸法点:

ソース選択の基準線に沿った任意の位置に配置されたすべての寸法点は、ター
ゲットの誤った座標に複製されることに注意してください。

部材側部と基準線の交点に関連付けられた寸法点:
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• [選択部材の図面複製] は、半径寸法または円弧寸法の複製には使用できません。

• モデル内で [ミラー] コマンドで作成した対称なオブジェクトへの注記の複製
は、正確な結果になりません。

• 複製モードは、独立した注記オブジェクトまたはスケッチ オブジェクトの複製
には影響しません。リストされたオブジェクト タイプは、選択した複製がター
ゲット オブジェクトに適用される回数だけターゲットにコピーされます。

• ソースとターゲットの図面ビューのビュー方向が一致しない場合、寸法は複製
されません。この場合、ステータス バーにメッセージが表示されます。

4.19 図面内の 2D ライブラリ
図面 2D ライブラリを使用することで、図面のオブジェクトをすばやく選択し、2D
図面のディテールとして保存できます。ディテールは、任意のモデルの図面ビュー
および図面に挿入できます。ディテールは、さまざまな図面オブジェクト (部材、
テキスト、メモ、図面スケッチ オブジェクト、DWG ファイルなど) から作成する
ことができます。ディテールに加えて、図面 2D ライブラリから DWG ファイルお
よびイメージを参照し、図面に直接挿入することもできます。このため、他のフォ
ルダにあるディテールを参照して図面で使用することができます。標準ディテー
ルのコレクションを作成し、そのディテールをシステム フォルダー、プロジェク
ト フォルダー、または企業フォルダーに配布して、さまざまな図面およびプロジ
ェクトで再利用できるようにすることができます。

制限事項

• ディテールの作成では、複数の色で色分けされた部材断面のハッチングは認識
されません。代わりに部材表面のハッチングが使用されます。

• ディテールの作成では、テンプレートまたはイメージはキャプチャーできませ
ん。
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• ディテールの作成では、手動で追加した溶接マークはキャプチャーできません。
これは、手動で追加した、その他の特定のマーク(リビジョンマークおよびエレ
ベーションマークなど)にも当てはまります。

• コンテナビュー(リンクまたはコピーされたビューの周囲にあるビュー)に挿入
されたディテールが正しく配置されないことがあります。

• ビューを回転しても、挿入されたディテールは回転しません。

• 挿入されたディテールは、図面を使用して複製することはできません。

• 2D ディテールにパターン ライン ( 図面 --> ライン --> パターンライン ) を使用
することはできません。

図面 2D ライブラリの開始および表示
[図面 2D ライブラリ] は、Tekla Structures サイド パネルにあります。図面を開くと、
2D ライブラリを使用できるようになります。

1. 図面を開きます。

2. サイド パネルの [図面 2D ライブラリ] ボタン  をクリックして、図面 2D
ライブラリを開きます。 
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3. [フォルダ] ボタン  をクリックし、各種フォルダーの内容を確認します。 

• [現在のモデル] には、現在のモデル フォルダーの下にある \Drawing
Details フォルダーに含まれるディテールが表示されます。ディテール

はこのフォルダに保存されます。このフォルダに新しいサブフォルダを作
成することもできます。ディテールをまだ作成していない場合、または他
のフォルダのディテールを使用した場合、このフォルダは空であることが
あります。

• [プロジェクト] および [企業] には、プロジェクト フォルダおよび企業フォ
ルダーの下にある \Drawing Details サブフォルダーに含まれるディ

テールが表示されます。ただし、詳細設定 XS_PROJECT および XS_FIRM
で、それらのフォルダーまでのパスを値としてそれぞれ定義する必要があ
ります。

• [システム] には、任意のフォルダーにある \Drawing Details サブフォ

ルダーに含まれるディテールが表示されます。ただし、詳細設定 
XS_SYSTEM で、そのフォルダーを値として定義する必要があります。
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• [ブラウズ...] をクリックすると、任意のフォルダに含まれるディテールを
参照できます。

• プロジェクト フォルダー、企業フォルダー、システム フォルダーなど、現
在のモデル フォルダーの \Drawing Details フォルダー以外のフォル

ダーにあるディテールを使用すると、ディテールが現在のモデル フォルダ
ーにコピーされます。

• 新しいまたは変更されたオブジェクトでディテールを更新すると、現在の
モデルに含まれる図面内のディテールのすべてのインスタンスが更新され
ます。企業フォルダから更新したディテールを取得しても、企業フォルダ
のディテールは変更されません。グローバル変更は、企業、プロジェクト、
およびシステム フォルダの管理者のみが行うことができます。

• 管理者が企業、プロジェクト、またはシステムフォルダでディテールを更
新しても、すでに挿入されているプロジェクトのディテールは自動的に更
新されません。これを行うには、更新したディテールファイルを手動でコ
ピーし、モデルフォルダにあるディテールファイルと置換する必要があり
ます。

• [新しいフォルダ] をクリックすると、現在のモデル フォルダーの
\Drawing Details サブフォルダーに新しいフォルダーを作成できま

す。

• 図面 2D ライブラリ ビューでは、選択したフォルダーに含まれるディテー
ルの横にそのフォルダーのすべてのサブフォルダーが表示されます。サブ
フォルダをダブルクリックすると、含まれているディテールが表示されま
す。

4. 図面 2D ライブラリの一番上にある検索ボックスに検索語を入力し、ディテー
ルを検索します。 Tekla Structures のビューに一致するディテールが表示され
ます。現在表示されているフォルダーおよびそのサブフォルダーにあるディ
テールのみが検索されます。

2D ライブラリから図面へのディテールの挿入
[2D ライブラリ] では、システム フォルダ、プロジェクト フォルダ、企業フォル
ダ、または現在のモデル フォルダにあるディテールを任意の図面に追加すること
ができます。

1. 図面を開きます。
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2. サイド パネルで [図面 2D ライブラリ] ボタン  をクリックし、図面 2D ラ
イブラリを開きます。 別のフォルダーにあるディテールを参照するには、[フ

ォルダ] ボタン  をクリックし、[現在のモデル]、[システム]、[プロジェ
クト]、または [企業] を選択します。[ブラウズ...] を選択して、その他のフォ
ルダーを参照することもできます。

3. 必要に応じてディテールをビュー内に挿入する場合は、[オプション] ボタン

 をクリックし、[必要な場合はビューを作成] を選択します。 

独自のビュー内で作成されたディテールは、固定ビューとして自動的に作成さ
れます。

ディテールを図面ビューの外側に配置する場合、ディテールのビューを作成す
ることができます。新しいビューには、現在適用されているビュー プロパテ
ィが使用され、挿入したディテールと同じ縮尺が適用されます。[必要な場合
はビューを作成] オプションを選択していない場合、挿入したディテールに専
用のビューは作成されません。このため、ディテールの寸法は正しく機能しま
せん。

デフォルトでは、standard ビュー プロパティが使用されます。新しいビュ

ー プロパティ ファイルを作成し、部分詳細ビューに使用することもできます。
たとえば、部分詳細ビューに固有のビュー ラベルを作成することができます。

[オプション] メニュー  で、新しいプロパティ ファイルまたは既存のビュ
ー プロパティ ファイルを選択することができます。選択したビュー プロパ
ティ ファイルの設定がすべての 2D ディテール コンテナ ビューに適用されま
す。
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4. ディテールをクリックし、図面ビューまたは図面をクリックしてディテールを
配置します。 

Tekla Structures によりディテールが挿入されます。ディテールは、プラグイン
として挿入されます。したがって、ディテール オブジェクトはグループ化さ
れており、ディテールを図面で選択または移動するとまとめて選択または移動
されます。

挿入点をピックするには、Esc キーを押します。

回転の副参照点をピックすることもできます。これを行うには、[図面 2D ライ
ブラリ] でディテールを右クリックし、[副部材の参照点を追加] を有効にしま
す。ディテールを挿入すると、Tekla Structures により 2 つの入力点を入力する
ように求められます。副参照点によって、ディテールの方向が決まります。

図面 2D ライブラリでの新しいディテールの作成
現在のモデル フォルダーまたはそのサブフォルダーに新しいディテールを作成で
きます。

1. 開いている図面で、ディテールを形成するオブジェクトを追加します。 
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以下の例では、ディテールは梁間のジョイントを表しています。ディテールに
は、図面上に追加され、枠で囲まれたテキスト、円、線、ポリライン、および
シンボルが含まれています。

2. サイド パネルで [図面 2D ライブラリ] ボタン  をクリックし、図面 2D ラ
イブラリを開きます。

3. ディテールに含めるオブジェクトを選択します。 

4. 図面 2D ライブラリにディテールを追加します。

a. 現在のモデル フォルダーにサブフォルダーがある場合は、図面 2D ライブ
ラリ ビューで新しいディテールを保存するサブフォルダーをダブルクリ
ックします。 

現在のモデル フォルダーが選択されていない場合でも、ディテールを作
成できます。ディテールは現在のモデル フォルダーに保存され、新しい
ディテールの名前がステータス バーのメッセージに表示されます。

図面の編集 511 図面内の 2D ライブラリ



b. [図面 2D ライブラリ] の一番上にある [選択したオブジェクトの新しい図

形] ボタン  をクリックします。 

図面 2D ライブラリの下部に、参照点をピックするように求めるメッセー
ジが表示されます。

c. 図面で参照点を選択します。 

ヒ
ン
ト

回転の副参照点をピックすることもできます。これを行うには、
[図面 2D ライブラリ] でディテールを右クリックし、[副部材の参照
点を追加] を有効にします。ディテールを挿入すると、Tekla
Structures により 2 つの入力点を入力するように求められます。副
参照点によって、ディテールの方向が決まります。

図面 2D ライブラリの下部に、2 つの点をピックしてサンプル イメージを
キャプチャーするように求めるメッセージが表示されます。

d. 2 つの点をピックし、ディテールのイメージをキャプチャーします。 
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Tekla Structures によりディテールが作成され、現在のモデル フォルダーの下にある
\Drawing Details フォルダー (または、定義されている場合はそのサブフォル

ダー) の [図面 2D ライブラリ] に追加されます。このフォルダーは、現在のモデル
にディテールを初めて作成したときに自動的に作成されます。Tekla Structures で
は、ディテールとそのメタデータ (名前、詳細) は .ddf ファイルとして保存されま

す。メタデータは、図面 2D ライブラリでディテールを検索する場合に使用されま
す。キャプチャーしたイメージは、.png ファイルとして保存されます。

図面 2D ライブラリでの新しいフォルダーの作成およびフォルダー
のコピー/移動
新しいフォルダーにディテールを作成したり、ディテールを現在のモデル フォル
ダーに作成した新しいフォルダーにコピーまたは移動したりすることができます。

1. 図面 2D ライブラリで、[フォルダ] ボタン  をクリックし、[新しいフォル
ダ] を選択します。 フォルダーをクリックし、[図面 2D ライブラリ] パネルの
下部に名前を入力することで、新しいフォルダーの名前を変更できます。

2. コピーまたは移動するディテールを右クリックし、[カット] または [コピー] を
クリックします。

3. 新しいフォルダを右クリックし、[貼り付け] を選択します。 Tekla Structures に
より、選択したディテールがコピーまたは移動されます。

4. ディテールをシステム フォルダーに追加する場合、(XS_SYSTEM で定義した)
システム フォルダーにサブフォルダーを作成し、その名前を Drawing
Details に変更します。次に、Windows エクスプローラーを使用して、ディ

テールをモデル フォルダーから新しい \Drawing Details システム フォ

ルダーにコピーします。同様の方法で、ディテールをプロジェクト フォルダ
ーおよび企業フォルダーにコピーまたは移動することができます。
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図面 2D ライブラリでのディテール プロパティの変更
現在のモデル フォルダーに含まれるディテールのディテール プロパティを変更す
ることができます。ディテールはグループ化されているため、ディテール オブジ
ェクト (ディテール内のテキスト、マーク、線など) を変更することはできません。
初にディテールを分解してから更新する必要があります。

1. 開いている図面でフォルダーを参照し、図面 2D ライブラリでディテールをク
リックします。 プロパティを変更していない場合、新しいディテールは図面
2D ライブラリで以下のように表示されます。

2. [図面 2D ライブラリ] パネルの下部で、ディテール プロパティを変更します。 

a. ディテールの名前およびディテールの詳細を編集します。

b. 元の縮尺を選択するか、縮尺を入力するか、縮尺を無視します。 

[縮尺] 値は、ディテールが作成された元のビューの縮尺になります。通
常、[縮尺] 値を変更する必要はありません。この値は、ディテールを挿入
するときに、寸法などが正しく機能するようにディテールを挿入先のビュ
ーの縮尺に合わせるために使用されます。

例:

縮尺が 1/10 のビューに表示されたオブジェクトからディテール A を作成
します。新しいディテールの縮尺は、1/10 として図面 2D ライブラリに記
録されます。ディテール A (縮尺は 1/10) を縮尺が 1/50 のビュー W に挿
入します。ディテールは、元のビューの 1/5 の大きさで表示されます。た
だし、いずれのビューでも寸法は同じです。

縮尺が 1/5 のビューに表示されたオブジェクトから別のディテール B を
作成します。新しいディテールの縮尺は、1/5 として図面 2D ライブラリ
に記録されます。このディテール (縮尺は 1/5) を縮尺が 1/50 のビュー W
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に挿入します。ディテールは、元のビューの 1/10 の大きさで表示されま
す。ただし、いずれのビューでも寸法は同じです。

ビュー W に表示されたディテール A の縮尺を 1/10 から 1/5 に変更しま
す。Tekla Structures により、元のビューの縮尺が 1/5 であった場合のよう
に、ディテールのサイズが計算されます。ディテール B のように、ディ
テール A が元のビューの 1/10 の大きさで表示されます。この場合、寸法
は予想された結果の 1/2 (入力した縮尺と実際の元の縮尺の比率) にしか
なりません。

[縮尺を無視] をクリックすると、ビューの縮尺に関係なく、ディテールは
作成したときに使用された表示サイズと同じ表示サイズになります。そ
の場合、縮尺値が 1/0 になります。したがって、[縮尺を無視] オプション
を使用すると、寸法は正しく機能しなくなります。

c. サンプル イメージを変更するには、左側にあるイメージにマウス ポイン
ターを移動させて [新しいキャプチャー] ボタンをクリックし、図面で 2
つの点をピックします。

3. 図面でディテール プロパティを表示および変更するには、挿入したディテー
ルをダブルクリックします。

ディテールの分解
挿入したディテールを線やテキストなどに分解し、新しいオブジェクトでディテー
ルを更新することができます。

たとえば、ディテールを作成した後で、変更が必要な場合があります。ディテール
を分解して変更を行った後で、新しい変更内容でディテールを更新することができ
ます。

別の例として、会社固有のディテールが用意されており、その中からディテールを
挿入する場合があります。ディテールを分解して編集した後、それを基に新しいデ
ィテールを作成することができます。

• 図面で、挿入したディテールを右クリックし、[分解] を選択します。

ディテールが線とテキストに分解されます。ディテールを編集し、ディテールを更
新できるようになります。

ディテールに含まれる寸法の分解
線とシンボルの代わりに、ディテールでネイティブ寸法を作成できます。

1. [図面 2D ライブラリ] で、[オプション]  ボタンをクリックし、[ネイティブ
寸法の分解] を選択します。

2. 寸法が含まれているディテールを図面に挿入します。

3. 挿入したディテールを右クリックし、[分解] を選択します。 ディテールが分
解され、含まれる寸法がネイティブ寸法に分解されます。
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ディテールに含まれるシンボルの分解
ディテールに含まれるシンボルを分解し、ローカル シンボル ファイルから独立さ
せることができます。

図面 2D ライブラリでは、図面シンボルはシンボルとして保存されています。この
ため、後でディテールを挿入するときに、正しいシンボル ファイルが存在してい
る必要があります。シンボルを分解することで、これを回避することができます。

1. [図面 2D ライブラリ] で、[オプション]  ボタンをクリックし、[ネイティブ
の図形を分解] を選択します。

2. 図面シンボルが含まれているディテールを図面に挿入します。

3. 挿入したディテールを右クリックし、[分解] を選択します。 ディテールおよ
びそれに含まれるシンボルが線とテキストに分解されます。

ディテールのオブジェクトの更新
新しいまたは変更したオブジェクトでディテールを更新することで、ディテールの
すべてのコピーを変更することができます。

1. 図面にディテールを挿入します。ディテールを右クリックして [分解] を選択
し、ディテールを分解します。

2. 分解したディテールオブジェクトを変更するか、新しいディテールオブジェク
トを追加します。

3. すべてのディテールオブジェクト(新しいものを含む)を選択します。

4. 図面 2D ライブラリ ビューでディテールを右クリックし、[選択したオブジェ
クトの図形を更新] を選択します。 新しい参照点をピックするように求めら
れます。元と同じビューでディテールを更新する場合は、新しい参照点をピッ
クする必要はありません。それ以外の場合は、新しい参照点をピックする必要
があります。

ディテールが更新されます。新しいオブジェクトでディテールを更新すると、
ディテールが使用されているすべての図面でディテールが更新されます。

図面 2D ライブラリから図面への .dwg ファイルの挿入
[2D ライブラリ] から図面に .dwg ファイルを参照ファイルとして挿入できます。

1. 図面を開きます。

2. サイド パネルで [図面 2D ライブラリ] ボタン  をクリックし、図面 2D ラ
イブラリを開きます。

3. [図面 2D ライブラリ] で .dwg ファイルが格納されているフォルダーを参照し

ます。 参照ファイルを現在のモデル フォルダの下の \Drawing Details
フォルダに移動することもできます。
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4. 必要に応じてディテールをビュー内に挿入する場合は、[オプション] ボタン

 をクリックし、[必要な場合はビューを作成] を選択します。

5. .dwg ファイルをクリックし、図面ビューまたは図面をクリックして .dwg フ
ァイルを配置します。 Tekla Structures は、.dwg ファイルを図面のディテール

ではなく参照オブジェクトとして図面に挿入します。モデル フォルダ外から
ファイルが挿入される場合は、ファイルはまずモデル フォルダにコピーされ、
挿入パスはその相対パスになります。

新しいオブジェクトでは .dwg ファイルを更新できませんが、挿入され

た .dwg と一緒に他のオブジェクトを選択して、新しい図形を作成できます。

図面 2D ライブラリから図面にイメージを挿入する
[図面 2D ライブラリ] からイメージ ファイルを図面に挿入できます。

1. 図面を開きます。

2. サイド パネルで [図面 2D ライブラリ] ボタン  をクリックし、図面 2D ラ
イブラリを開きます。

3. 図面 2D ライブラリでイメージ ファイルが格納されているフォルダーを参照
します。 イメージ ファイルを現在のモデル フォルダーの下の \Drawing
Details フォルダーに移動することもできます。

4. 必要に応じてディテールをビュー内に挿入する場合は、[オプション] ボタン

 をクリックし、[必要な場合はビューを作成] を選択します。

5. イメージ ファイルをクリックし、図面ビューまたは図面をクリックしてイメ
ージを配置します。 

イメージが挿入されます。 モデル フォルダ外からファイルが挿入される場合
は、ファイルはまずモデル フォルダにコピーされ、挿入パスはその相対パス
になります。

イメージ ディテール サムネイルが自動的に作成されます。

4.20 図面内のカスタム表示

カスタム表示を使用して、図面の多くのオブジェクトの表示設定を変更できます。
カスタム表示は、Tekla Warehouse で拡張機能として提供されています。 表示は、
ビューレベルおよびオブジェクトレベルで制御できます。

オブジェクト タイプのカスタム表示をダウンロードすると、[カスタム表示] タブ
がそのオブジェクトの図面プロパティ ダイアログで使用できるようになります。
リストには、その特定のオブジェクト タイプ (部材、溶接、マークなど) に使用可
能なカスタム表示だけが表示されます。

図面の編集 517 図面内のカスタム表示



次のオブジェクトタイプでは、カスタム表示がサポートされます。

• 溶接と溶接マーク

• 部材と部材マーク

• 隣接部材と部材マーク

• 基準線

• テキスト

• アソシエートマーク

例

以下の例では、溶接されたソリッドのカスタム表示が溶接されたソリッドの描画に
使用されます。

次の例では、角のみのカスタム表示がレーザーレイアウトの投影に使用されます。
部材のすべての行を描画するとレーザーの速度が低下し、薄すぎてレイアウトテー
ブルに表示できなくなります。

Tekla Warehouse でのカスタム表示

重心
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GA スケジュール

参照項目

図面の編集 (154 ページ)

4.21 Tekla Structures 図面のモーメント コネクション シンボル
(図面ツール)
モーメント コネクションでは、剛接合によって柱に接続された梁を表現します。

図面の部材のモーメント コネクション シンボルを表示するには、モデル内の部材
のユーザー定義情報にある [端部条件] タブで [モーメントコネクション] を [はい]
に設定する必要があります。

図面ツールを使用して、モーメント コネクション シンボルの作成、更新、削除を
実行できます。

その他のツールおよびマクロの詳細については、「」を参照してください。

モーメントコネクションシンボルの作成(図面ツール)
一般図では、モーメントコネクションシンボルを作成して、剛接合によって柱に接
続された梁を表現できます。 このシンボルは、部材の終点拘束に従って作成され
ます。 図面ビュー内の全部材または選択した部材のモーメントコネクションシン
ボルを自動的に作成できます。

制限事項: モーメントコネクションシンボルは、参照線に作成されます。 つまり、
オフセットは適用されません。

1. 図面を開きます。

2. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

3. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

4. [図面ツール]をダブルクリックして[図面ツール]ツールバーを表示します。

5. [モーメントコネクションシンボルの作成]  をクリックします。

6. [モーメントコネクションシンボルの作成]ダイアログボックスで、カラーリス
トからシンボルの色を選択します。

7. カラーリストの横にあるボックスにシンボルの縮尺を入力します。

8. 以下のいずれかの操作を行います。 
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• 図面ビュー内の全部材のモーメントコネクションシンボルを作成するに
は、ビューを選択します。

• 選択した部材のモーメントコネクションシンボルを作成するには、部材を
選択します。

9. [作成] をクリックします。 

モーメントコネクションシンボルは、解析部材プロパティとコネクション開放
プロパティに従って作成されます。

• コネクションが存在する場合は、始点拘束および終点拘束の情報が解析部
材プロパティの [始点拘束] および [終点拘束] タブから読み込まれます。

• コネクションが存在しない場合は、部材のユーザー定義属性の [端部条件]
タブから開放情報が読み込まれます。

例

ヒ
ン
ト

使用できるモーメントコネクションシンボルは、上下左右のどこを向いているかによ
って異なります。シンボルは、デフォルトでは xsteel.symシンボルファイルから

取得されます。別のシンボルを使用する場合、xsteel.symシンボルファイルを開

いてシンボル 87 (右のシンボル)、86 (左のシンボル)、85 (下のシンボル)、または 84
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(上のシンボル)を変更して変更を保存することで、シンボルエディタでシンボルを変
更できます。

モーメントコネクションシンボルの更新(図面ツール)
以前に作成したすべてのモーメントコネクションシンボルを削除し、 新の新しい
シンボルを作成する場合、モーメントコネクションシンボルを更新できます。

1. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。

2. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

3. [図面ツール]をダブルクリックして[図面ツール]ツールバーを表示します。

4. [図面ツール]ツールバーの[モーメントコネクションシンボルの作成] をク
リックします。

5. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ビュー内の全部材のモーメントコネクションシンボルを更新するには、ビ
ューを選択します。

• 選択した部材のモーメントコネクションシンボルを更新するには、部材を
選択します。

6. [作成]をクリックします。

この操作を実行すると、以前に作成したシンボルが Tekla Structures によりすべて削
除され、更新済みの新しいシンボルが作成されます。

モーメントコネクションシンボルの削除(図面ツール)
ビュー内のすべての部材または選択した部材のモーメントコネクションシンボル
を削除できます。

1. サイド パネルで [アプリケーションとコンポーネント] ボタン  をクリッ
クし、[アプリケーションとコンポーネント] カタログを開きます。
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2. アプリケーション リストを開くには、[アプリケーション] の横にある矢印を
クリックします。

3. [図面ツール]をダブルクリックして[図面ツール]ツールバーを表示します。

4. [モーメントコネクションシンボルの作成]  をクリックします。

5. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ビュー内の全部材のモーメントコネクションシンボルを削除するには、ビ
ューを選択します。

• 選択した部材のモーメントコネクションシンボルを削除するには、部材を
選択します。

6. [削除]をクリックします。

4.22 図面内の基準線
単品図、キャストユニット図、製品図、および一般図には、基準線と基準ラベルを
表示できます。 自動基準線プロパティを設定し、開いている図面でプロパティを
手動で変更することもできます。

目的 クリック

基準線プロパティと個々の基準線のプ
ロパティを手動で変更する

図面で基準線と基準線プロパティを変
更する (522 ページ)

基準線プロパティ (996 ページ)
基準線と個々の基準線を手動で非表示
にする

グループまたは単独の基準線の非表示
(534 ページ)

図面の重要な領域をラベルが覆ってい
る場合に基準ラベルをドラッグする

基準線ラベルのドラッグ (533 ページ)

図面を作成する前に自動基準線プロパ
ティを設定する

自動基準線プロパティの定義 (850 ペ
ージ)

テキストとシンボルを追加することに
よって図面の基準線ラベルをカスタマ
イズする

図面の基準線ラベルのカスタマイズ
(523 ページ)
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図面で基準線と基準線プロパティを変更する
基準線プロパティは図面レベルおよびビューレベルの両方で変更できます。また、
開いている図面では、グループまたは単独の基準線のプロパティを個別に変更でき
ます。

開いている図面で基準線や基準線プロパティをオブジェクトレベルで変更するに
は、次のようにします。

1. 必ず適切な選択スイッチを選択します。 

グループの基準線を変更するには、選択スイッチ を使用します。単独の

基準線を変更するには、 を使用します。

2. グループまたは単独の基準線をダブルクリックします。 Tekla Structures に [基
準線(グループ)プロパティ] または [基準線(単独)プロパティ] が表示されます。

3. [表示] を選択すると、図面内に基準線が表示されます。ラベルのみを表示する
には、[基準ラベルのみ] を選択します。

4. ラベルのテキスト配置、基準線、テキストの設定を必要に応じて変更します。

5. [変更] をクリックします。

注 基準線ラベル枠に固定幅を設定し、基準線ラベル枠の幅係数を設定することもできま
す。

XS_DRAWING_GRID_LABEL_FRAME_FIXED_WIDTH

XS_DRAWING_GRID_LABEL_FRAME_LINE_WIDTH_FACTOR

参照項目

基準線プロパティ (996 ページ)

図面の基準線ラベルのカスタマイズ
一般図では、ラベルにテキストとシンボルを追加することにより、図面の基準線ラ
ベルをカスタマイズできます。 モデル内の基準線のユーザー定義情報にラベル テ
キスト、オフセット、オフセットの頭マークを定義し、図面に基準線ラベルのテキ
ストを表示できます。 開いている図面で、頭マークを定義することもできます。
従来の基準線ラベルとカスタム ラベルの組み合わせを使用するか、またはカスタ
ム ラベルのみを使用できます。

基準線ラベルをカスタマイズするには、モデルのユーザー定義の基準線プロパティ
またはその他の基準線プロパティを変更する必要がある場合があります。 図面で
頭マークを変更することもできます。

基準線モデルプロパティの変更

1. モデルで、基準線をダブルクリックして基準性のプロパティを開きます。
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2. 必要に応じて基準線プロパティを変更します。 

この例では、エレベーションの基準線ラベルを作成するため、Z 方向の [名称]
を変更する必要があります。

3. [ユーザー定義情報(U)...] をクリックします。

4. 必要なユーザー定義情報を入力します。 

オフセットが 0 の場合でも、[Z 方向オフセット] ボックスを空白のままにする
ことはできません。オフセットが 0 の場合には、0 を入力する必要がありま
す。

この例では、[基準線ラベルのテキスト]、[Z 方向オフセット]、および [Z 方向
の頭マークオフセット] が定義されている必要があります。頭マークとラベル
テキストは、図面の [詳細基準線ラベルのプロパティ] でも定義することがで
きます。

図面の [ビュープロパティ] の [エレベーション基準レベル] は、[Z 方向オフセ
ット] の場合と同様に機能しないことに注意してください。基準線のユーザー
定義情報で [Z 方向オフセット] を 1000.00 に設定すると、[エレベーション基
準レベル] を -1000.00 に設定した場合と同じ結果になります。ビューの [エレ
ベーション基準レベル] を設定すると、座標が移動し、エレベーション マーク
は座標を基準にして配置されます。[エレベーション基準レベル] を設定して
も、ビューの内容は移動しません。内容は反対方向に相対的に移動します。

5. [OK] をクリックして、基準線を選択して [変更] を選択します。
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これで、必要な基準線ラベルのテキストが作成され、必要な値が調整されました。
次に、図面の基準線ラベルをカスタマイズできます。

図面の基準線ラベルのカスタマイズ

1. 一般図を開きます。

2. [注記] タブで、Shift キーを押しながら  [基準線ラベル] をクリックしま
す。

3. カスタム基準線ラベルのプロパティを定義します。 

基準線ラベルの配置 表示される基準線ラベルを選択するには、目的のチェ
ック ボックスを選択します。

設定の取得先 基準線ラベルのプロパティの取得先を定義します。

• [基準線] は、基準線のプロパティを継承します。

テキストの色、高さ、フォントの設定を標準的な
図面の [基準線(グループ)プロパティ] ダイアログ
ボックスで定義した場合に、[変更] をクリックす
ると、[詳細基準線ラベルのプロパティ] の対応す
る設定がそれに応じて変更されるので注意してく
ださい。

• [ダイアログボックス] オプションでは、[詳細基準
線ラベルのプロパティ] で定義された設定が使用
されます。

フレーム形状 フレームの形状を選択します。

任意のシンボルの内側の下部に基準線ラベルのテキ

ストを表示 

任意のシンボルの内側の上部に基準線ラベルのテキ

ストを表示 

引出し線付きの任意のシンボルの外側の引出し線の

下側に基準ラベルのテキストを表示 

引出し線付きの任意のシンボルの外側の引出し線の

上側に基準ラベルのテキストを表示 

詳細設定
XS_DRAWING_GRID_LABEL_FRAME_FIXED_WIDT
H を定義した値に設定することによって、基準線ラベ
ルフレームの固定サイズを定義できます。基準線ラ
ベルフレームのサイズを自動的に計算するには、値を
設定しないでおきます。

図面の編集 525 図面内の基準線



ファイル リストからシンボル ファイルを選択します。

数 [...] ボタンをクリックし、シンボルをダブルクリック
します。 たとえば、エレベーション シンボルは、デ
フォルトでは、xsteel.sym ファイルのシンボル番号

35 です。

色 基準線ラベル枠シンボルの色と線種を選択します。

高さ 基準線ラベル枠シンボルの高さを設定します。

高さを入力してください:[高さ] ボックスに高さを入
力します。

自動サイズ:シンボルの高さを自動的に調整します。

[自動サイズ] の 小の高さを入力してください:シン
ボルの 小高さを設定します。

線に合わせる [はい] を選択すると、垂直および斜めの基準線のラベ
ルが基準線に合わせて回転します。

基準線:数 基準線番号の頭マーク、色、高さ、フォントを定義し
ます。基準線のユーザー定義情報の頭マークを定義
している場合は、ここで定義する必要はありません。

基準線:テキスト 基準線ラベルのテキストの頭マーク、色、高さ、フォ
ントを定義します。基準線のユーザー定義情報の頭
マークを定義している場合は、ここで定義する必要は
ありません。

軸テキストの作成 [はい] または [いいえ] を選択します。[はい] を選択
すると下記のオプションが有効になります。デフォ
ルト値は [いいえ] です。基準線のユーザー定義情報
で頭マークと基準線の軸テキストを定義している場
合は、ここで定義する必要はありません。

軸 X の接頭辞 X 軸の頭マークを定義します。

軸 Y の接頭辞 Y 軸の頭マークを定義します。

軸 Z の接頭辞 Z 軸の頭マークを定義します。

色 基準線の軸テキストの色を定義します。

高さ 基準線の軸テキストの高さを定義します。

フォント 基準線の軸テキストで使用するフォントを指定しま
す。

4. [名前を付けて保存] ボックスに一意の名前を入力し、[名前を付けて保存] をク
リックすることによって、後で使用できるようにプロパティを保存します。

5. [OK] をクリックして、基準線を指定します。
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Tekla Structures では、モデルの基準線のユーザー定義情報で行った変更と、図面の
[詳細基準線ラベルのプロパティ] で行った変更に従って、基準線ラベルとラベルの
テキストをカスタマイズできます。

重複する基準線ラベル(従来およびカスタム)を取得した場合、図面の基準線をダブ
ルクリックして、基準線のプロパティで重複している基準線ラベルのチェックボッ
クスをオフにします。

次の例では、モデルの基準線プロパティと基準線のユーザー定義情報に次のプロパ
ティが定義されています。

名称:Z = Floor1 Floor2 Floor3
基準線ラベルのテキスト = Text
Z 方向の頭マークオフセット = Prefix Z
Z 方向オフセット = 1000.00

[詳細基準線ラベルのプロパティ] では、  が [フレーム形状] として選択さ
れました。

単一の基準線の基準線ラベルのカスタマイズ

1. [基準線（単独）の選択] 選択スイッチがアクティブになっている  ことを
確認します。

2. 開いている図面で、[注記] タブで Shift キーを押しながら  [基準線ラベル]
をクリックします。

3. 基準線ラベルのプロパティを定義します(上記の手順を参照)。

4. [OK] をクリックして、基準線を指定します。 範囲選択を使用して複数の基準
線を選択することもできます。

Tekla Structures では、行った変更に従って、選択した基準線の基準線ラベルとラベ
ルのテキストをカスタマイズできます。

カスタム基準線ラベルの変更
基準線ラベルを選択して、カスタム基準線ラベルを変更できます。

1. [基準線（グループ）の選択] 選択スイッチがアクティブになっている  こ
とを確認します。
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2. 開いている図面で、[注記] タブで Shift キーを押しながら  [基準線ラベル]
をクリックします。

3. カスタマイズする基準線ラベルのチェックボックスのみをオンにします。

4. カスタム基準線ラベルのプロパティを定義します。

5. [変更] をクリックして、基準線ラベルを選択します。

基準線の一方の端部のみの基準線ラベルのカスタマイズ
基準線の別々の端部に標準のラベルとカスタマイズされたラベルを使用できます。

1. [基準線（グループ）の選択] 選択スイッチがアクティブになっている  こ
とを確認します。

2. 開いている一般図で、[注記] タブで Shift キーを押しながら  [基準線ラベ
ル] をクリックします。

3. カスタマイズする基準線ラベルのチェックボックスのみをオンにします。

4. カスタム基準線ラベルのプロパティを定義します。

5. [OK] をクリックして、基準線を選択します。

6.  選択スイッチを選択します。

7. 目的の基準線を選択し、右クリックして [プロパティ...] を選択し、基準線の反
対側のチェック ボックスのみをオンにします。範囲選択は、基準線を選択す
るのに便利です。

8. [変更] をクリックします。 カスタム基準線ラベルが基準線の一方の端に表示
され、従来の基準線ラベルが反対側の端に表示されます。
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水平基準線と垂直基準線へのカスタマイズした別々の基準線ラベルの追加
水平基準線ラベルと垂直基準線ラベルに、カスタマイズした別々のラベルを使用で
きます。

1. [基準線（グループ）の選択] 選択スイッチがアクティブになっている  こ
とを確認します。

2. 開いている図面で、[注記] タブで Shift キーを押しながら  [基準線ラベル]
をクリックします。
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3. [詳細基準線ラベルのプロパティ] で、右側の水平基準線ラベルのチェック ボ
ックスのみをオンにします。

4. 水平基準線ラベルのプロパティを定義します。 たとえば、エレベーションの
基準線ラベルに対して、エレベーション シンボルを設定します。

5. [OK] をクリックして、基準線を選択します。 

カスタム基準線ラベルが水平基準線に追加されます。垂直基準線には基準線
ラベルが設定されません。

6. Shift キーを押しながら、  [基準線ラベル] をクリックします。

7. [詳細基準線ラベルのプロパティ] で、上側の垂直基準線ラベルのチェック ボ
ックスのみをオンにします。

8. 垂直基準線ラベルのプロパティを定義します。 たとえば、目的のフレームラ
ベルタイプを選択します。

9. [OK] をクリックして、基準線を選択します。

カスタム基準線ラベルが、選択した基準線の垂直基準線に追加されます。 水平基
準線には、前の手順で追加したラベルが設定されています。
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基準線の座標と頭マークを図面の基準線の軸にテキストとして表示する

1. [注記] タブで、Shift キーを押しながら  [基準線ラベル] をクリックしま
す。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 基準線の座標を基準線に沿って自動的に表示するには、以下の設定を定義
します。

• 別の方法で、異なる頭マークを使用して設定することもできます。

a. まず、基準線のユーザー定義情報で、[X 方向の頭マークオフセット]
と [Y 方向の頭マークオフセット] に値「W:」と「N:」を以下のように
追加します。
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b. 次に、[詳細基準線ラベルのプロパティ] の図面で、[軸テキストの作
成] を [はい] に設定します。

これらの値に頭マークを入力する場合、[詳細基準線ラベルのプロパテ
ィ] で [軸 X の接頭辞] と [軸 Y の接頭辞] 情報を追加します。
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c. 基準線の座標を図面の基準線ラベルに自動的に表示するには、ユーザ
ー定義の基準線属性に移動して、オフセット値を 0 に変更します。

その後、図面の [詳細基準線ラベルのプロパティ] に移動し、[軸テキ
ストの作成] を [いいえ] に設定します。

制限事項

• 基準線は自動的には更新されません。

• 基準線を非表示にしている場合、または基準線を変更している場合、[詳細
基準線ラベルのプロパティ] で [変更] をクリックして基準線ラベルを更新
する必要があります。

• 基準線のハンドルをドラッグしても、[詳細基準線ラベルのプロパティ] で
[変更] をクリックするまでは、カスタム基準線ラベルはハンドルと一緒に移
動しません。

• マルチ図、キー プラン、図面複製、または別の図面へのビューの移動では、詳
細基準線ラベルがサポートされません。

• すべてのフレーム形状をすべての軸に使用できるわけではありません。
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基準線ラベルのドラッグ
図面の単一の基準ラベルは、ドラッグして移動できます。 これは、基準線ラベル
によって図面の重要な部分が見えなくなっている場合に便利です。

1. 必ず基準線の選択スイッチ をオンにします。

2. 基準ラベルをクリックします。

3. マウスの左ボタンを押したまま、ハンドルを使用してラベルを新しい位置まで
ドラッグします。

グループまたは単独の基準線の非表示
グループおよび単独の基準線を図面に表示しない場合、非表示にできます。

1. 必ず適切な選択スイッチを選択します。 

グループの基準線を非表示にするには、選択スイッチ を使用します。単

独の基準線を非表示にするには、 を使用します。

2. グループまたは単独の基準線をクリックします。

3. グループまたは単独の基準線を右クリックし、[ 表示/非表示 --> 非表示（ビュ
ー） ] をクリックします。

ヒ
ン
ト

基準線 (グループまたは単独) を表示する場合は、カラー モードが [色] になるまで B
キーを押し、基準線 (グループまたは単独) を右クリックして、[ 表示/非表示 --> 表
示（ビュー） ] を選択します。非表示になっている基準線 (グループまたは単独) は、
[色] モードでのみ表示および選択できます。

4.23 図面内の色
図面のラインの色には、3 つの基本カラーモード (白黒、グレースケール、色) があ
ります。デフォルトでは、図面は白黒です。

3 つの基本カラー モード以外に、図面では黒い背景と色付きの線を使用できます
(詳細設定 XS_BLACK_DRAWING_BACKGROUND)。

実際の色に加えて、印刷時に黒に変換されない特殊な色を指定 (539 ページ)でき
ます。

印刷するとき、さまざまな色の線の太さ (594 ページ)を変更することもできます。
[ ファイル メニュー --> 設定] で [プリンターの線重] を選択した場合、この設定は
印刷出力だけでなく画面のカラー図面の線の太さにも影響を与えます。
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カラーとグレーの色調

次の表は、Tekla Structures 図面で使用できる基本色、およびそれぞれの色が白黒の
図面とグレースケールの図面でどのように表示されるのかを示しています。印刷
図面で使用される線の太さにそれぞれ対応するペン番号は、[ペン] 列に示されてい
ます。

濃度が異なるグレー階調の一部はトゥルー カラーであり、図面のカラー モードに
かかわらず、印刷の段階までその色が維持されます。

部材プロパティおよび形状プロパティで線の色を選択することができます。

名前 ペン Tekla
Structures

の色

白黒 グレイ スケ
ール

明るさ

非表示 9 非表示

黒 7 0%
赤 1 0%
緑 3 0%
青 5 0%
シアン 4 0%
黄 2 0%
マゼンタ 6 0%
茶 15 30%
濃緑 110 50%
紺青 141 70%
青緑 111 90%
オレンジ 31 100% 白
グレー 8 60%
グレー 30 251 30%
グレー 50 252 50%
グレー 70 253 70%
グレー 90 254 90%
特殊 (勾配
付)

- -

図面ハッチングの色

[タイプ] リストから塗りつぶしタイプを選択した後、[塗りつぶし] タブで、部材と
形状のプロパティにハッチングの色を選択できます。
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次の図では、トゥルー カラーのグレー階調を赤で示しています。
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グレイ スケールの色 (130 ～ 133) は自動ハッチングでも使用できます。

参照項目

図面の色の変更 (537 ページ)

図面の色の変更
図面の色を変更できます。

1. 図面を開きます。

2. [ファイル] メニューで、[設定] をクリックし、[白黒]、[グレースケール]、ま
たは [色] を選択します。 

B キーを押すと、カラーモードを切り替えることができます。

例

以下はカラー図面の例です。
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グレイスケールモードでは、1～7 の色(黒、赤、緑、青、シアン、黄、マゼンタ)は
黒で表示され、8～14 の色(茶、濃い緑色、紺青、青緑、オレンジ、グレー)は濃度
が異なるグレーで表示されます。 以下はグレイスケール図面の例です。

以下は白黒図面の例です。

参照項目

図面内の色 (534 ページ)
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図面での特殊な色の指定
印刷時に黒に変換されない特殊な色を定義できます。 この色は、選択したプリン
ターの設定に応じてカラーまたはグレースケールで印刷されます。 特殊な色は、0
から 255 の範囲の RGB (赤、緑、青)値を使用して定義されます。特殊な色は塗り
つぶしとして部材に適用されます。

図面を作成する前に建築オブジェクト(部材、ボルト)に対して特殊な色を指定し、
終図面の図面の形状または建築オブジェクトで使用できます。

1. [ファイル] メニューで、 設定 --> 詳細設定 をクリックします。、[ハッチ（塗り
つぶし）] カテゴリーに移動します。

2. 以下の詳細設定を使用して色を定義します。 

• XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_R

• XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_G

• XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_B

デフォルト値は黒(0,0,0)です。

値を小さくすると、色調が暗くなります。

3. [OK] または [適用] をクリックします。

4. 図面を開きます。

5. 図面オブジェクトをダブルクリックし、オブジェクト プロパティを開きます。
たとえば、建築オブジェクトまたは四角形をクリックします。

6. 塗りつぶしタイプを選択します。

7. [特殊] 塗りつぶし色を選択します。

8. [変更] をクリックします。

選択したオブジェクトで、指定した色が使用されるようになります。

4.24 図面内の参照モデル
参照モデルは一般図、製品図、キャスト ユニット図に表示できます。たとえば、
3D プラント モデルや建築図面を参照モデルとして使用できます。参照モデルを
表示するかどうかを選択し、開いている図面の図面ビューのプロパティで参照モデ
ルの表示設定を変更できます。参照モデルをアウトラインとして表示するか、また
はワイヤー フレームとして表示するかを選択し、陰線オプションと自部材陰線オ
プションを設定して、線の色と線種を定義できます。参照モデルの鉄筋も表示され
ます。
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表示設定オプションは、図面を作成する前に図面プロパティでも変更できます。た
だし、表示・非表示オプションは、図面を開いた場合にのみ変更できます。

参照モデルの詳細については、「」および「」を参照してください。

図面内に参照モデルを表示し、参照モデル プロパティを変更するには、次のよう
にします。

1. 開いている図面で、図面ビュー フレームをダブルクリックして図面ビュー プ
ロパティを開きます。 

一般図で、図面の背景をダブルクリックすると、図面レベルで表示・非表示設
定を調整することもできます。

2. オプション ツリーで [参照オブジェクト] をクリックします。 

このモデルに属するすべての参照モデルが [内容] タブにリスト表示されま
す。

ビュー領域にオブジェクトがある参照モデルのみがリストに表示される点に
注意してください。

3. 図面に参照モデルを表示するには、参照モデルの行をクリックして、[表示・
非表示] 列で [表示] を選択します。

4. [表示設定] タブを開き、参照モデルの表示を選択します。 

ワイヤーフレーム:参照モデルをワイヤーフレームとして表示します。図面を
すばやく開くには、ワイヤーフレームを使用します。

アウトライン:参照モデルが Tekla Structures のネイティブ部材と同様に描画さ
れます。参照モデルのアウトラインを表示します。このオプションでは、[陰
線] オプションと [自部材陰線] オプションを選択できます。

陰線:他の参照モデルまたは部材によって隠れている参照モデルの陰線を表示
します。

自部材陰線:参照モデル自体によって隠れている参照モデルの陰線を表示しま
す。

5. [可視線] および [陰線] の色と線種を変更します。

6. [変更] をクリックして、選択したビューの参照モデルを新しい設定で変更しま
す。

開いている図面で参照モデルをダブルクリックして [参照オブジェクトプロパテ
ィ] ダイアログの設定を変更することで、表示・非表示および表示設定を変更する
こともできます。

オブジェクトレベルで参照モデルの表示設定を変更すると、ビューレベルで表示設
定を変更できなくなることに注意してください。

参照モデルの表示例

[ワイヤーフレーム] 表示の例を次に示します。
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[アウトライン] と [陰線] が自部材陰線に設定されている場合の [オフ] 表示の例を
次に示します。

[アウトライン] が陰線に設定されており、赤で表示されている場合の [オン] 表示の
例を次に示します。

[アウトライン] と [陰線] の両方が自部材陰線に設定されており、赤で表示されてい
る場合の [オン] 表示の例を次に示します。
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部材と参照モデルの表示方法の例を次に示します。参照モデルの可視線は緑、陰線
は赤で表示されます。部材の可視線は青、陰線はシアンで表示されます。

4.25 ユーザー座標系 (UCS)
UCS はローカルのユーザー座標系を表し、図面ビューで使用できます。図面ビュ
ーでユーザー定義の原点 (基準点) を基準として図面オブジェクトを配置できる
と、ビューでオブジェクトを配置しやすくなります。

オブジェクトを作成、コピー、移動、または変更するときには、Tekla Structures の
現在の図面ビューに UCS シンボルが表示されます。

UCS の原点は、図面ビューごとに個別に定義でき、しかも必要に応じて変更する
ことができます。

以下の例は、個別の UCS が設定されている複数のビューを示しています。
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注 全体座標系を使用してオブジェクトを配置するには、図面ビューではなく、図面の原
点からのオブジェクトの座標を計算する必要があります。

新しい UCS の設定
1 点または 2 点を使用して新しい UCS (ユーザー座標系)を設定できます。

1. 図面を開きます。

2. [表示] タブで、[ユーザー座標系] をクリックし、次のいずれかのコマンドをク
リックします。 

• 1 点を使用して新しい UCS を設定するには、[原点の指定] を選択します。

• 2 点を使用して新しい UCS を設定するには、[原点を 2 点で指定] を選択し
ます。

Tekla Structures に、中心点を十字で示す UCS シンボルが表示されます。

3. 原点を配置するビューをクリックします。

4. 2 点を使用する場合は、点を選択して X 軸の方向を定義します。

2 つのユーザー座標系の切り替え
原点の同じ 2 つのユーザー座標系間、つまり図面ビューの軸に従った UCS と定義
した向きの UCS を切り替えることができます。

• 座標系を切り替えるには、図面を開いて [表示] タブに移動し、[ ユーザー座標
系 --> 方向の切替え ] (Ctrl+T) をクリックします。
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UCS のリセット
現在の図面ビューおよびすべての図面ビューで UCS を元の位置にリセットできま
す。

以下のいずれかの操作を行います。

目的 操作

現在の図面ビューでの
UCS のリセット

開いている図面で、[表示] タブに移動し、[ ユーザー
座標系 --> 現在のリセット ] (Ctrl+1) をクリックしま
す。

すべての図面ビューで
UCS をリセットする

開いている図面で、[表示] タブに移動し、[ ユーザー
座標系 --> すべてリセット ] (Ctrl+0) をクリックしま
す。
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5 図面の管理

[ドキュメント管理] では図面を管理できます。ワークフローのフェーズによって
は、図面を管理するために複数のツールを使用できます。モデルの変更、図面のロ
ック、図面のフリーズ、図面の出図、図面の改訂、図面の削除時に図面を更新でき
ます。

目的 リンク

[ドキュメント管理] の設定方法を確認
し、図面の検索などに使用する

ドキュメント管理 (546 ページ)

モデルが変更されたため、保存された図
面を更新する

モデル変更時の図面の更新 (567 ペー
ジ)

図面をロックして、図面の編集ができな
いことを示す

図面のロック (569 ページ)

Tekla Structures で、図面ビュー上の連動
するすべてのオブジェクトを更新でき
るようにするかどうかを選択する

図面のフリーズ (570 ページ)

図面に出図準備完了のマークを付ける 図面に出図準備完了のマークを付ける
(571 ページ)

図面が製作のために出図されたとき、図
面を出図済みとしてマークする

図面の出図 (572 ページ)

必要なくなった図面を削除する 図面とファイル ドキュメントの削除
(580 ページ)

すべての一般図の図面番号を振り直す 図面とファイル ドキュメントの削除
(580 ページ)

Tekla Structures によってファイルが自動
的に削除されるのを待たずに不要な図
面ファイルを削除する

シングルユーザー モードでの不要な図
面ファイルの削除 (580 ページ)

図面を改訂し、加えた変更に関する情報
を関連付ける

図面の改訂 (573 ページ)

図面のバージョンの管理 図面のバージョンの管理 (575 ページ)
古い図面リストを使用する 図面リスト (582 ページ)

図面の管理 545



5.1 ドキュメント管理
ドキュメント管理を使用すると、図面や他の種類のドキュメントを効率的に管理で
きます。

たとえば、再構成、フリーズ、列の表示と非表示、一部のリスト データの直接編
集、ドキュメントと図面のカテゴリーへの整理を行うことができます。図面を開く
ことができ、適切なアプリケーションがインストールされている場合は、PDF ファ
イル、NC ファイル、DWG ファイルなど、他の種類のファイルを開くこともでき
ます。ドキュメント管理には、ワイルドカードと一般的な検索演算子をサポートし
た強力な検索ツールがあります。検索ベースのカテゴリーで検索結果を保存でき、
手動でカテゴリーを作成することもできます。

ドキュメント管理を開く

次のいずれかの方法で、[ドキュメント管理] を開きます。

• リボンの [図面とレポート] タブで、[ドキュメント管理] ボタンをクリックしま
す。

• [クイック起動] に「ドキュメント管理」と入力します。drawing list と入力

することもできます。

• 図面が開いている場合は Ctrl + O を押し、モデルが開いている場合は Ctrl + L
を押します。ショートカットをカスタマイズすることもできます。[キーボー
ドショートカット] ダイアログ ボックスで、document manager または

drawing list と検索することで確認できます。

• モデル内のオブジェクトを選択し、コンテキスト ツールバーを開いて [開く、
または図面の作成] を選択します。次に、メニューで [選択したオブジェクトの
図面数を表示中...] を選択して、選択したオブジェクトの図面を [ドキュメント
管理] に一覧表示します。
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ドキュメント管理の内容のフィルター、並べ替え、調整

これを 実行するには

特定カテゴリーのドキュ
メントをリスト表示する

• 左側でカテゴリーをクリックします。

• Ctrl キーまたは Shift キーを押しながら複数のカ
テゴリーを選択することもできます。

• ダイアログ ボックスの左上隅にある矢印をクリッ
クして、カテゴリー リストを表示または非表示に
できます。

• [ドキュメント管理] の個別のカテゴリーでドキュ
メントを除外したり含めたりするには、カテゴリ
ーを右クリックして [除く] または [含む] を選択し
ます。たとえば、図面のみを表示して、その他の
ドキュメントを非表示にするには、[すべてのファ
イル] カテゴリーを右クリックして、[除く] を選択
します。

モデル内のすべてのドキ
ュメント (図面とファイル
ドキュメントの両方) をリ
スト表示する

• [すべてのドキュメント] カテゴリーをクリックし
ます。

モデル フォルダー、プロジェクト フォルダー、企業
フォルダー、またはシステム フォルダーのファイル
DocumentManagerFileDocumentSettings.txt
で、図面以外のどのドキュメント タイプが表示される
かを指定します。
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これを 実行するには

モデル内のすべてのファ
イル ドキュメント (図面
以外のドキュメント タイ
プのみ) をリスト表示する

• [すべてのファイル] カテゴリーをクリックしま
す。

モデル内のすべての図面
をリスト表示する

• [全ての図面] カテゴリーをクリックします。

更新済みの図面だけをリ
スト表示する

• [ 新状態の図面] カテゴリーをクリックします。

更新する必要がある図面
をリスト表示する

1. [ 新状態の図面] カテゴリーをクリックします。

2.
 [ドキュメントの表示/非表示を切り替え] ス

イッチをクリックします。

リストから選択したドキ
ュメントのみをリスト表
示する

•

 [選択されているドキュメントのみ表示] ス
イッチをアクティブにします。スイッチがアクテ

ィブのとき、青い  が表示されます。

[選択されているドキュメントのみ表示] モードを
アクティブにすると、アクティブな検索および選
択したカテゴリーの条件と一致する場合に限り、
作成または変更したドキュメントも [ドキュメン
ト管理] に表示されることに注意してください。
これらのドキュメントは、リストに選択されてい
ない状態で表示され、既に選択されているドキュ
メントとは区別されます。

現在リストに表示されて
いるドキュメントを非表
示にして、他のすべてのド
キュメントをリスト表示
する

•
 [ドキュメントの表示/非表示を切り替え] ス

イッチをアクティブにします。スイッチがアクテ

ィブのとき、青い  が表示されます。

•
スイッチがアクティブのとき、青い  が表示さ
れます。スイッチの名前が [ドキュメントの表示/
非表示のリセット] に変更され、同ボタンを再度ク
リックしたときに、表示が切り替わるのではなく、
表示がリセットされることを示します。

• カテゴリーをクリックするか手動検索状態になる
と、このスイッチは非アクティブになります。

• [除く] コマンドを使用して [ドキュメント管理] か
ら除外したドキュメントは、[ドキュメントの表示/
非表示を切り替え] で無視されるため、表示されな
くなります。
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これを 実行するには

これ以降の変更を表示す
る

•

 [ボタンが有効になったときに設定されたチ
ェックポイント以降の変更を表示] スイッチをア
クティブにします。このスイッチがアクティブの
とき、スイッチがアクティブになった後に変更さ
れたドキュメントが表示されます。

• ドキュメント管理で [ボタンが有効になったとき
に設定されたチェックポイント以降の変更を表示]
スイッチを有効にし、続いて無効にしたとき、次
のメッセージが表示されます。「変更を表示」をオ
フにすると、変更のチェックポイントがリセット
され、チェックポイントがセットされた後に変更
されたドキュメントの履歴が失われます。継続し
ますか?.[新しいカテゴリーの作成] を選択します。

• このスイッチがアクティブの場合、ナンバリング
を実行すると、状態が変更 (部材が変更された場合
など) であるすべての図面が自動的にリストに表
示されます。

ドキュメント リストをリ
セットする

•  [すべてのドキュメントの表示] ボタンをクリ
ックします。

これにより、ドキュメント リストがリセットされ、
すべてのドキュメントが表示され、すべての検索
とフィルターがクリアされます。除外されたカテ
ゴリは、除外されたままになります。この機能は、
マクロの記録時にドキュメント リストをデフォル
トの状態に復元する便利な方法としても使用でき
ます。

列の順序を変更する • 列の順序を変更するには、列を新しい位置にドラ
ッグします。

列を並べ替える • 列を並べ替えるには、列の見出しをクリックしま
す。小さい矢印は、その列が並び替えに使用され
ていることと並び順を示しています。

• 複数の列で並べ替えるには、Shift キーを押しなが
ら複数の列の見出しをクリックします。

列をフリーズする • 1 つ以上の列をフリーズして、選択した列の左側に
ある列が水平スクロールしないようにするには、
列を右クリックして [この列でフリーズ] を選択し
ます。

• フリーズ解除するには、右クリックして [列のフリ
ーズ解除] を選択します。

列の表示/非表示を切り替
える

• 列を非表示にするには、列を右クリックして [列を
非表示] を選択します。
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これを 実行するには

• 非表示の列を表示するには、列を右クリックして
[すべての列を表示] を選択するか、[列を表示] を選
択してから表示する非表示の列を選択します。

• 列の順序、表示・非表示、並び替え順は、モデル
フォルダーにある、ユーザーが事前に設定したフ
ァイル
DocumentManagerDataGridSettings_<user
>.xml に保存されています。ユーザー固有の設定

ファイルがない場合は、XS_SYSTEM 詳細設定に定

義されているシステム フォルダーにある
DocumentManagerDataGridSettings.xml か
らデフォルト値が読み込まれます。ユーザー設定
ファイルは、すべての標準の場所 (モデル フォルダ
ー、プロジェクト フォルダー、企業フォルダー、
環境フォルダー) に配置できます。フォルダーの
検索順序の詳細については、「」を参照してくださ
い。

時刻を表示する • 日付情報を表示する列を右クリックし、[時刻の表
示] と、使用可能ないずれかのオプションを選択し
ます。

時間なし

時間と分

時間、分、秒

プロパティが日付のみをサポートし、時間をサポート
しない場合、このオプションは使用できません。

[ドキュメント管理] のリ
スト データを直接編集す
る

1.
まず、編集スイッチ  がアクティブになって
いることを確認します。

2. 次に、[名前]、[タイトル 1] - [タイトル 3]、[フリ
ーズ]、[ロック]、[出図準備完了] などの編集する
セル データ、または、日付セルなどの図面 UDA
から取得されるセルをクリックします。
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これを 実行するには

編集スイッチ  が [ドキュメント管理] でアクティ
ブになっているとき、編集できないセルにマウス ポイ
ンターを移動すると、カーソルが変化してセルを編集
できないことを示します。

図面ビューをモデルに表
示する

1. ドキュメント リスト内で 1 つ以上の図面を選択
します。

2. [ドキュメント管理] ウィンドウの右上隅にある
[モデルに図面ビューを表示] ボタンをクリック
します。このボタンがアクティブになると、色が
変わります。

選択した図面のビューがモデルに表示されます。
その後、直接修正を使用して、現在開いているモ
デル ビューで選択した各図面内に含まれるすべ
てのビューのビュー範囲とビュー平面を操作で
きます。

図面またはその他のドキ
ュメントの削除

図面またはファイル ドキュメントを選択し、  [削
除] をクリックする か、右クリックして [削除] を選択
します。

図面とファイル ドキュメントの両方を選択した場合、
図面およびファイル ドキュメントで別個の確認メッ
セージが表示されます。

Shift キーを押しながら [削除] を選択した場合、Tekla
Structures によりドキュメントの削除の確認は求めら
れません。
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ドキュメントの検索

上部の検索ボックスを使用して目的のドキュメントを検索します。現在リストに
表示されているドキュメントのみが検索されます。

検索では大文字と小文字が区別されず、部分一致が適用されます。たとえば、文字
列「con」で検索すると、「concrete」および「second」と一致します。

検索語の間にスペースを使用すると、演算子 AND は必要ありません。たとえば、
文字列「steel grade」で検索すると、「steel beam grade」と一致します

が、「steel beam」とは一致しません。

特定の日付範囲内にあるドキュメントや正確な日付に対応するドキュメントを検
索したり、複数の検索文字列を指定したりできます。

検索文字列を保存すると、よく検索する文字列を繰り返し入力する必要がなくなり
ます。これを行うには、現在の検索を新しいカテゴリーとして保存します。既存の
カテゴリーを組み合わせて、より複雑なクエリーを簡単に作成することもできま
す。

ワイルドカードと演算子

使用できるワイルドカードと演算子の説明や例については、以下の表を参照してく
ださい。

表記 説明

* 0 文字～任意の文字数と一致します。

たとえば、「H*T」は hot、heat、heavy
lifter と一致します。

? 任意の 1 文字と一致します。

たとえば、「B?-1」は B1-1、B2-1、Bb-1
と一致します。

[] 一致グループを定義します。一致グル
ープは、ブラケットの間に指定された文
字セットのうち任意の 1 文字と一致し
ます。

たとえば、「A[ABC]1」は AA1、AB1、
AC1 と一致します。

AND 両側の検索式と一致する必要がありま
す。これはデフォルトの演算子であり、
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表記 説明

検索文字列に入力する必要はありませ
ん。

たとえば、「steel AND grade」では、

steel grade S235JR を含む図面が

検出されますが、grade S235JR や 
steel S235JR を含む図面は検出され

ません。

または 片方の検索式と一致する必要がありま
す。

たとえば、「steel OR grade」(または

steel grade) では、grade S235JR、
steel grade S235JR、または steel
S235JR を含む図面が検出されます。

! これは NOT 演算子です。

検索からの除外を指定する場合に使用
します。たとえば、「!steel」は、文字

列「steel」を含むドキュメントを除外

して検索することを意味します。

() 検索式がグループ化されます。

括弧 () を使用して複雑な式を作成しま
す。

例:「(B2 AND concrete) OR B3」
は、B3 を含むすべての図面に加えて、
コンクリートに言及している B2 図面の
サブセットと一致します。

"" 引用符で囲まれた特殊文字を無効にし
ます。

スペースを含むフレーズに使用するか、
この表にワイルドカードまたは演算子
としてリストされている文字を検索す
る場合に使用します。

たとえば、「マーク: "2 - 1"」は [B.2
- 1] や [C.2 - 1] などを含む図面と一致し
ます。

<プロパティ名>: <プロパティ名> を表示されたプロパテ
ィのいずれかに置き換えて、検索範囲を
そのプロパティに限定します。

プロパティの内部名 (検索名) に基づい
てドキュメントを検索できます。検索
名は、マウス ポインターをプロパティ列
の見出しに合わせるとツールティップ
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表記 説明

に表示されます。検索名では大文字小
文字が区別されます。

たとえば、「CreationDate:
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日に

作成された図面と一致します。

< 未満。

たとえば、「CreationDate: <
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日よ

り前に作成された図面と一致します。

> を超える。

たとえば、「CreationDate: >
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日よ

り後に作成された図面と一致します。

= 完全一致。ワイルドカードと部分一致
を無効にします。

たとえば、「CreationDate: =
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日に

作成された図面と一致し、Mark: =
[B.2 - 1] は [B.2 - 1] を含む図面との

み一致します。

ワイルドカードとしてアスタリスク (*)
を入力した場合、文字 * と見なされま
す。

<= 以下。

たとえば、「CreationDate: <=
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日以

前に作成された図面と一致します。

>= 以上。

たとえば、「CreationDate: >=
11/20/2020」は、2020 年 11 月 20 日以

降に作成された図面と一致します。
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表記 説明

<<inv>> インバリアント (言語に依存しない) 検
索。

異なる言語で記述されたフィールドと
一致させる場合に使用します。

詳細については、以下を参照してくださ
い。

日付と時刻での検索

• Tekla Structures で使用している日付と時刻の形式に応じて、日付と時刻は 2 つ
の異なる方法で検索できます。

• 日付の場合は dd.mm.yyyy または mm/dd/yyyy (例: 30.11.2018 または 
11/30/2018)

• 時刻の場合は hh:mm:ss または hh:mm:sspm と hh:mm:ssam (例: 
17:34:45 または 05:34:45pm)

• 詳細設定 XS_IMPERIAL_DATE および XS_IMPERIAL_TIME は、どの日付と時

刻の形式が有効になっているかを確認する点に注意してください。有効な形式
のみが使用されます。つまり、インペリアル日付が有効な日付形式である場合、
インペリアル日付以外の日付は無視されます。

• 日付の一部や日付範囲を入力することもできます。

• 2018:その年の任意の日付と時刻

• 6.2018 (または 6/2018): その月の任意の日付と時刻

• 24.06.2018 (または 06/24/2018: 指定された日の任意の時刻

• "06.06.2018 14" :06.06.2018 の 14:00 から 14:59 の範囲の任意の

時刻。引用符を使用する必要があることに注意してください。引用符を使
用しないと、スペースが検索式の末尾と見なされます。

複雑な検索例

「Mark: FP !??FP」では、FP で始まるすべてのマークが検出されます。この検

索は、[FP123] および [FPZ23] と一致しますが、[AB123FP] とは一致しません。

インバリアント検索値

検索構文 <<inv>>(...) を使用すると、ドキュメントを検索して、使用されてい

る言語に関係なく同じように機能するカテゴリーを作成できます。

インバリアント <<inv>>(...) 検索で使用できる値を以下に示します。

• プロパティ名: IssuedStatus
• NotIssued
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• Issued
• IssuedButModified

• プロパティ名: DrawingUpToDateStatus
• DrawingIsUpToDate
• PartsWereModified
• DrawingIsUpToDateButMayNeedChecking
• IncludedDrawingModified
• OriginalPartDeleted
• AllPartsDeleted
• NumberOfPartsInNumberingSeriesIncreased
• NumberOfPartsInNumberingSeriesDecreased
• DrawingWasCloned
• DrawingWasUpdated
• CopiedViewChanged
• DrawingWasSplitted
• MovedViewDeleted
• MovedViewLabelChanged

• プロパティ名: Changes
• DrawingUpToDateStatus および IssuedButModified と同じ値

• 日付と時刻の検索では、非インペリアル形式のみ使用できます (dd.mm.yyyy
および hh:mm:ss):

• <<inv>>(10.5.2017)
• インバリアント検索では、詳細設定 XS_IMPERIAL_DATE および XS_

IMPERIAL_TIME は無視されます。

[フリーズ]、[ロック]、[出図準備完了]、および [マスター図面] では、インバリア
ント検索と通常の検索で次の値を検索できます。

• True
• False
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検索ベースのドキュメント カテゴリーの作成

ドキュメント管理にはデフォルトのカテゴリーがあり、検索文字列を保存すること
で独自のカテゴリーを作成できます。

検索ベースのカテゴリーを作成するには、次のようにします。

1. 分類するドキュメントを検索するための検索文字列を入力します。 

使用できるワイルドカードと演算子の詳細については、上記の検索に関する説
明を参照してください。

2. 左側のカテゴリー リスト内で右クリックして、[新規] を選択します。

3. カテゴリー プロパティを定義します。 

• 名前:カテゴリー リストに表示する名前を入力します。頭マーク albl_ で始
まる翻訳キーを使用すると、DocumentManager.ail (\messages
\DotAppsStrings\ 内) に翻訳が見つかった場合、名前が翻訳されます。

有効な翻訳キーを使用している場合、翻訳がダイアログ ボックスに表示さ
れます。

• 検索文字列:目的のドキュメントのリストを指定する検索文字列をここに
入力します。新しいカテゴリーのデフォルトには、有効な検索文字列が使
用されます。[テスト] ボタンをクリックすると文字列をテストできます。
[検索文字列] ボックスは空にしないでください。

• ツールティップ(オプション):カテゴリーにマウス ポインターを重ねると
表示されるテキスト。頭マーク albl_ で始まる翻訳キーを使用すると、
DocumentManager.ail に翻訳が見つかった場合、ツールティップが翻

訳されます。有効な翻訳キーを使用している場合、翻訳がダイアログ ボッ
クスに表示されます。

• グループ:カテゴリーのグループを指定する数字を入力します。カテゴリ
ー リスト内の異なるグループ間には区切り文字を使用します。

新しいカテゴリーのデフォルト値は 0 です。負の値も使用できます。

• 並び替えインデックス:カテゴリー リスト内のカテゴリーの位置を指定す
る数字を入力します。数字が小さいカテゴリーほど、カテゴリー リスト内
の上位に配置されます。カテゴリーは、まず [グループ] で並べ替えられ、
次に [並び替えインデックス]、さらに [名前] で並べ替えられます。

新しいカテゴリーのデフォルト値は 0 です。負の値も使用できます。

• 結合演算子:AND または OR を入力します。一度に複数のカテゴリーを選
択すると、OR ルールのあるカテゴリーがまず結合され、次に AND ルール
のあるカテゴリーが結合されます。

• 関連タイプ:カテゴリの関連タイプを変更します。オプションは、[検索の
み]、[手動のみ]、および [手動と検索] です。カテゴリ タイプの変更の詳細
については、以下の「カテゴリの関連タイプの変更」を参照してください。
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• 削除の許可:これを選択した場合、カテゴリー リストでカテゴリーを右クリ
ックして、そのカテゴリーで [削除] コマンドを使用できます。

カテゴリー内のすべての変更は、現在のモデル フォルダの
DocumentManagerCategories_<user>.xml に保存されます。そのファ

イルの名前を DocumentManagerCategories.xml に変更し、詳細設定 
XS_PROJECT、XS_FIRM、または XS_SYSTEM で定義したフォルダに移動し

たり、現在のモデル フォルダに保持したりできます。デフォルトのカテゴリ
は、詳細設定 DocumentManagerCategories.xml で定義されているシステ

ム フォルダーにある XS_SYSTEM で定義されています。フォルダーの検索順

序の詳細については、「」を参照してください。

4. [上書き保存] をクリックします。

マークに文字 B を含む、すべての製品図をリスト表示するカテゴリーの例を次に示

します。

手動のドキュメント カテゴリーの作成

検索を使用して分類するのが困難なドキュメントのドキュメント カテゴリーをド
キュメント管理で使用したい場合があります。ドキュメントを選択するだけで、手
動のカテゴリーを作成してそこにドキュメントを追加できます。既存の手動で作
成されたカテゴリーに対してドキュメントの追加や削除を行ったり、検索ベースの
カテゴリーと手動のカテゴリーの両方についてカテゴリーを結合したりすること
もできます。手動のカテゴリーには図面とファイル ドキュメントの両方を含むこ
とができます。

たとえば、[ボタンが有効になったときに設定されたチェックポイント以降の変更
を表示 ] 機能を [ドキュメント管理] で有効にした場合、手動でカテゴリを作成する
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ことが役立ちます。一部のドキュメントが変更およびリスト表示された場合に、変
更されたドキュメントを手動カテゴリに追加できます。

目的 操作

新しい手動のカテゴリー
を作成してそこにドキュ
メントを追加する

リストからドキュメントを選択し、右クリックして
[ 手動カテゴリー --> 新規に追加 ] を選択します。次
にカテゴリの名前、オプションのツールティップを入
力し、その他の必要な設定を定義します。次に、[保存
する] をクリックします。

オプションは検索ベースのカテゴリーのものと同一
ですが、関連付けられているドキュメントがある場合
は、検索文字列に関する機能と [テスト] ボタンがあり
ません。関連付けられているドキュメントがない場
合、検索コントロールが表示され、カテゴリーは検索
ベースのカテゴリーにも手動のカテゴリーにもなり
ます。

新しく作成した、または変更した手動のカテゴリー
は、現在のモデル フォルダーの下の
DocumentManagerCategories_<user>.xml ファ

イルに保存されます。

近変更されたドキュメ
ントを新しい手動のカテ
ゴリーに保存する

ボタンが有効になったときに設定されたチェックポ
イント以降の変更を表示で [ドキュメント管理] スイ
ッチを有効にし、続いて無効にしたとき、次のメッセ
ージが表示されます。「変更を表示」をオフにすると、
変更のチェックポイントがリセットされ、チェックポ
イントがセットされた後に変更されたドキュメント
の履歴が失われます。継続しますか?.[新しいカテゴ
リーの作成] を選択します。

スイッチをオフにして、履歴を削除することもできま
す。

手動のカテゴリーを編集
する

カテゴリー リストでカテゴリーを右クリックして、
[編集] を選択します。

ドキュメントを既存の手
動のカテゴリーに追加す
る

リストからドキュメントを選択し、右クリックして
[ 手動カテゴリー --> 既存に追加 ] を選択して、目的の
カテゴリを選びます。

すべての互換性のある手動のカテゴリーが表示され
ます。選択したドキュメントを複数のカテゴリーに
追加できます。

ドキュメントを手動のカ
テゴリーから削除する

リストからドキュメントを選択し、右クリックして
[ 手動カテゴリー --> 外す ] を選択し、削除するドキュ
メントのカテゴリを選びます。

初に手動のカテゴリを選択して、それらのカテゴリ
にあるすべてのドキュメントを表示し、リストを右ク
リックして [ 手動カテゴリー --> 選択対象から削除 ]
を選択することもできます。
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目的 操作

手動のカテゴリーを削除
する

カテゴリー リストでカテゴリーを右クリックして、
[削除] を選択します。

以前に保存した手動のカテゴリーを読み込む際にドキュメント ID が見つからない
場合、手動のカテゴリーと見つからないドキュメントのドキュメント ID を特定す
るエントリがドキュメント管理ログに書き込まれます。この状況は、ドキュメント
管理が開かれていないときに図面またはファイル ドキュメントが削除され、その
ドキュメントが手動のカテゴリーで参照されているときに発生する場合がありま
す。

カテゴリの関連タイプを変更する

[関連タイプ ] の設定を [カテゴリを編集] および [新しいカテゴリー ダイアログ ボ
ックスで使用して、カテゴリが検索ベース、手動、またはその両方であるかどうか
を定義します。

• カテゴリ タイプが [検索のみ ] または [手動と検索] の場合、[検索文字列 ] をダ
イアログ ボックスで定義する必要があります。

• ドキュメント リストからドキュメントを選択してカテゴリを作成した場合、関
連タイプはデフォルトで [手動のみ ] となります。

• カテゴリ リストからカテゴリを作成した場合、関連タイプはデフォルトで [検
索のみ ] となります。

• 関連タイプは後で変更できます。タイプを [検索のみ ] から [手動のみ] に変更
した場合、その特定のカテゴリの [検索文字列 ] はクリアされる、というメッセ
ージが表示されます。タイプを [ 手動のみ を 検索のみ データベースまたは 手
動と検索] の場合、[検索文字列.

ドキュメント管理内に関連する図面があるモデル オブジェクトの
検索

ドキュメント管理を使用して、関連する図面があるモデルのオブジェクトを特定で
きます。

作業を開始する前に、  [部材の選択] 選択スイッチだけがアクティブであるこ
とを確認します。大きなモデルの場合、他のスイッチもアクティブになっていると
部材選択が完了するまでに時間がかかる場合があります。

1. すべてのオブジェクトが明瞭に表示されるモデル ビューを開きます。

2. 以下のいずれかの操作を行います。 

• ドキュメント管理で個別の図面を選択し、  [選択図面のモデル内のオ
ブジェクトを選択します] をクリックして、個別の図面に関連するオブジ
ェクトをハイライトします。
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• ドキュメント管理ですべての図面を選択し (Ctrl + A)、  [選択図面のモ
デル内のオブジェクトを選択します] をクリックして、関連する図面のあ
るすべてのオブジェクトをハイライトします。

ヒ
ン
ト

• 検索されたオブジェクトをモデル内でより明確に表示するには、モ
デルを右クリックし、[選択オブジェクトのみ表示] を選択します。
これにより、[選択図面のモデル内のオブジェクトを選択します] コ
マンドで検索された部材のみが表示され、他のすべてが非表示にな
ります。

• 上記の手順の完了後、Ctrl キーを押しながらモデル全体を選択 (マウ
スの左ボタンを押しながら左から右にドラッグ) すると、図面のない
オブジェクトをハイライト表示できます。

モデル内で選択したオブジェクトに関連する図面の検索

モデル内で選択したオブジェクトに関連する図面だけをリスト表示できます。こ
の方法により、特定の部材、製品、キャスト ユニットに関連付けられている図面
を簡単に識別できます。

1. すべてのオブジェクトが明瞭に表示されるモデル ビューを開きます。

2. モデル内の目的のオブジェクトを選択します。

3. [ドキュメント管理] で  [モデル内で現在選択されている部材を含む図面
のみを選択し、表示します] をクリックします。 

Tekla Structures により、モデルで選択したオブジェクトに関連する図面だけが
選択されて表示されます。結果は選択したカテゴリーによっても異なります。
つまり、一般図カテゴリーのみを選択した場合、一般図のみがリストに表示さ
れます。

ヒ
ン
ト

コンテキスト ツールバーを使用して、選択したモデル オブジェクトの図面
を [ドキュメント管理] に表示することもできます。[開く、または図面の作
成] をクリックし、表示されたメニューから [選択したオブジェクトの図面
数を表示中...] を選択します。

ドキュメントを開く

図面を開くには、次のいずれかの操作を行います。

• 図面をダブルクリックします。

• リストから図面を選択し、 下部にある [開く]  ボタンをクリックします。

• リストで図面を右クリックして [開く] を選択します。
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• リスト内の前または次の図面を開くには、 [前の図面を開く] ボタンをクリ

ックするか、下部の [次の図面を開く] ボタン  をクリックします。

更新された図面を開き直すこともできます。

• 図面を開いていて、その図面を手動で編集した場合は、ドキュメント管理を開
いて、同じ図面を再度開きます。

関連するソフトウェアがインストール済みの場合、NC ファイル、DWG ファイル、
または PDF ファイルなどの他のドキュメントも開くことができます。以下のいず
れかの操作を行います。

• ドキュメントをダブルクリックします。

• リストからドキュメントを選択し、 下部にある [開く]  ボタンをクリック
します。

• リストでドキュメントを右クリックして [開く] を選択します。

選択したファイル ドキュメントのフォルダを Windows エクスプローラーで開くに
は、ドキュメントを右クリックして [フォルダを開く] を選択します。

出図、ロック、フリーズ、および出図準備完了としてマーク

• リストから図面を選択し、図面の横にある該当する列をクリックすると、ロッ
ク、フリーズ、または出図準備完了としてマークできます。これを行うには、

まずリストの編集スイッチ  がアクティブになっていることを確認しま
す。図面を右クリックしてコンテキスト メニューからコマンドを選択するか、
上部のボタンを使用して簡単にアクセスすることもできます。ボタンの横にあ
る矢印をクリックすると、上部のボタンを非表示にできます。

これらの機能の詳細については、以下のリンクをクリックしてください。

図面に出図準備完了のマークを付ける (571 ページ)

図面の出図 (572 ページ)

図面のフリーズ (570 ページ)

図面のロック (569 ページ)
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図面の改訂

• 図面を改訂するには、図面を選択し、[リビジョン] ボタンをクリックします。
図面の改訂時に、リビジョン変更に関する情報を図面に関連付けることができ
ます。この情報は、Tekla Structures でリビジョン番号またはリビジョン マーク
と共に表示されます。リビジョン日がリビジョン テーブルに表示されます。
リビジョン番号またはリビジョン マークがドキュメント管理に表示され、リビ
ジョン情報をレポートに含めることができます。

図面の改訂の詳細については、「図面の改訂 (573 ページ)」を参照してください。

ドキュメント管理の行をクリップボードにコピー

ドキュメント管理のリストからデータをコピーし、スプレッドシート アプリケー
ションなど別のアプリケーションにそのデータを貼り付けることができます。

1. ドキュメント管理のリストで多数のドキュメントを選択します。

2. 右クリックして [クリップボードに行をコピー] を選択します。

3. 他のアプリケーションを開き、そこに行データを貼り付けます。

一般図の作成

ドキュメント管理で、一般図を迅速かつ簡単に作成できます。

1. [ドキュメント管理] で [一般図作成] をクリックします[一般図作成] ダイアロ
グ ボックスが表示されます。

2. 一般図が必要なモデル ビューを選択し、[作成] をクリックして図面を作成し
ます。

ドキュメント管理に含めるファイル ドキュメントの設定

設定ファイル DocumentManagerFileDocumentSettings.txt によって、どの

ファイル ドキュメントがドキュメント管理に含まれるか指定します。検索するフ
ォルダーも、このファイルで指定します。このファイルは、標準の検索場所 (モデ
ル フォルダー、プロジェクト フォルダー、企業フォルダー、システム フォルダ
ー) のいずれかにあります。デフォルトでは、このファイルは詳細設定 
XS_SYSTEM で定義されているシステム フォルダーにあり、そこからモデル フォル

ダー、プロジェクト フォルダー、企業フォルダー、またはシステム フォルダーに
コピーして変更できます。フォルダーの検索順序の詳細については、「」を参照し
てください。

各行の形式は、<folder_path>\*.<file_name_extension>|
<include_subfolders> です。
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• <folder_path> は相対パスまたは絶対パスです。相対モデル サブフォルダ

は、先頭にピリオド (.) を使用して指定できます。

• *.<file_name_extension> は、使用できるファイル タイプを指定します。

標準のワイルドカード ? および * を使用できます。

• <include_subfolders> は、サブフォルダが含まれているかどうかを指定し

ます。サブフォルダを含める場合は、 true を設定し、サブフォルダを含めな

い場合は、 false を設定します。

例:
.\Plotfiles\*.dxf|false
.\DSTV_Profiles\*.nc1|false
.\DSTV_Plates\*.nc1|false

ドキュメント管理の列に表示する図面 UDA の設定

DocumentManagerUDAs*.txt ファイルは、ドキュメント管理の列に表示される

図面 UDA を指定します。ファイル名は DocumentManagerUDAs.txt または

DocumentManagerUDAs_<suffix>.txt で、<suffix> は任意の文字列です。

これらのファイルは、詳細設定 XS_FIRM、XS_PROJECT、XS_SYSTEM、XS_INP
で指定されているフォルダー、またはモデル フォルダーに配置できます。デフォ
ルトでは、DocumentManagerUDAs.txt は詳細設定 XS_INP で定義されている

\inp フォルダーにあり、そこからモデル フォルダー、プロジェクト フォルダー、
企業フォルダー、またはシステム フォルダーにコピーして変更できます。検索さ
れた各ファイルの内容は結合されます。フォルダーの検索順序の詳細については、
「」を参照してください。

このファイルに必要なすべての図面 UDA を、1 行に 1 ユーザー定義情報ずつリス
ト表示します。ユーザー定義情報名では大文字と小文字が区別されます。ユーザ
ー定義情報は objects.inp ファイルに存在している必要があります。

共通環境の DocumentManagerUDAs.txt ファイルの例を次に示します。

DR_APPROVAL_DATE
DR_APPROVAL_SENT
DR_APPROVED_BY
DR_ASSIGNED_BY
DR_ASSIGNED_TO
DR_CHECKED_BY
DR_CHECKED_DATE
DR_DRAWN_BY
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comment
図面の UDA の詳細については、「図面内のユーザー定義情報 (886 ページ)」を参
照してください。

ドキュメント管理ログ

ドキュメント管理機能で発生するすべてのエラーは、現在のモデル フォルダーの
下のドキュメント管理ログ ファイル \logs\DocumentManager_<user>.log
に保存されます。このログ ファイルは、読み込まれたすべての設定ファイル
(DocumentManagerUDAs*.txt、
DocumentManagerFileDocumentSettings.txt、
DocumentManagerDataGridSettings*.xml、
DocumentManagerCategories*.xml) のフル パスもリスト表示します。これ

は、ドキュメント管理の検索対象の設定ファイルを確認するのに役立ちます。この
ログから、ある設定ファイルを検索できるかどうかもわかります。

ログ ファイルのサイズは制限され、 大サイズに達すると \logs
\DocumentManager_<user>.bak.log としてアーカイブされます。

例:

Loading UDA settings file C:\TeklaStructuresModels\New model 
3\DocumentManagerUDAs.txt
Loaded column layout settings from file: C:\TeklaStructuresModels\New 
model 3\DocumentManagerDataGridSettings_user.xml
Loaded frozen column name: Title1 from file: C:\TeklaStructuresModels\New 
model 3\DocumentManagerDataGridSettings_user.xml
Loaded the column sort order settings from file: C:\TeklaStructuresModels
\New model 3\DocumentManagerDataGridSettings_user.xml
Loaded 16 document categories from file: C:\TeklaStructuresModels\New 
model 3\DocumentManagerCategories_user.xml
No DocumentManagerFileDocumentSettings.txt file found. File documents 
will not be shown.

図面状態フラグと関連ステータス メッセージ

フラグ フラグが表示され
た列

[変更内容] 列の表
示

説明

部材変更 図面内の部材が変
更されています。
たとえば、部材の追
加や削除、部材プロ
パティ変更などで
す。

[員数変更(+)] また
は

員数変更(-)

実際の図面は 新
の内容になってい
ますが、同一部材の
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フラグ フラグが表示され
た列

[変更内容] 列の表
示

説明

数が変更されてい
ます。

部材削除(全部材) 図面に関連する部
材がすべてモデル
から削除されまし
た。

 図面がロックされ
ているため、開いて
編集できません。

[ロック元] 列を参
照すると、図面にマ
ークを付けたユー
ザーを確認できま
す。

 図面がフリーズさ
れています。モデ
ル オブジェクトに
変更が行われ、その
モデル オブジェク
トに図面オブジェ
クトが関連付けら
れている場合、モデ
ル オブジェクトに
対する変更は図面
に反映されなくな
ります。

 図面が [マスター図
面カタログ] にマス
ター図面として追
加されています。

図面は更新されま
した

図面に出図準備完
了のマークが付け
られています。[準
備完了: 出図者] 列
を参照すると、図面
にマークを付けた
ユーザーを確認で
きます。

図面は更新されま
した

図面が更新されま
した。

リンク元の変更 この図面にリンク
されている図面が
あり、その図面が変
更されています。
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フラグ フラグが表示され
た列

[変更内容] 列の表
示

説明

コピー元の変更 コピーされている
ビューが変更され
ています。

図面は複製されま
した

図面が複製図面で
す。

図面を保存して閉
じるとこのフラグ
は消えます。

 図面が出図されま
した。現場や工場
に出図済みの図面
を出図し直す場合
です。

出図図面への変更 出図済みの図面が
編集または変更さ
れました。

ドキュメント管理で使用可能な他の機能

[ドキュメント管理] では、以下の機能も使用できます。

• .pdf ファイル、プロットファイル (.plt)、またはプリンターへの出力 (594 ペー
ジ)

•

• 図面の改訂 (573 ページ)

• マルチ図の作成 (104 ページ)

• 新しいシートへの図面のコピー (152 ページ)

• マスター図面カタログへの図面複製テンプレートマスター図面の追加 (129 ペ
ージ)

• 図面とファイル ドキュメントの削除 (580 ページ)

• 図面のバージョンの管理 (575 ページ)

• 図面での部材マークと溶接マークの更新 (296 ページ)

• 既存の図面の図面プロパティの変更 (68 ページ)

• 図面内のユーザー定義情報 (886 ページ)

• 図面のスナップショット (158 ページ)
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5.2 モデル変更時の図面の更新
モデルが変更されたため、保存された図面を更新する必要があります。 キャスト
ユニット図、製品図、単品図、マルチ図では、識別子として位置番号が使用されま
す。 ナンバリングに影響を与える変更は多いため、ナンバリングを何度も再実行
する必要があります。 図面を更新する前に、ナンバリングが正しいことを確認す
る必要があります。

更新が必要な図面は [ドキュメント管理] のフラグによって示されます。図面の作
成後にモデル オブジェクトのナンバリングを再実行すると、フラグが生成される
ことがあります。

注 • 一般図はモデルのナンバリングを更新する必要はありません。 部材マー
クで部材の位置番号を使用している場合、古いマークと 新でないマーク
には疑問符が付いているため、マークを更新するにはモデルをナンバリン
グする必要があります。 ナンバリングを使用していない場合、ナンバリン
グしないで一般図を変更できます。 その場合、たとえば、プロファイルの
変更は変更シンボルで強調表示されます。

• マルチ図を更新すると、リンクされた図面も更新されます。

モデルを変更したら、以下のいずれかの操作を行います。

1. [図面とレポート] タブに移動し、[ ナンバリング設定 --> ナンバリング設定 ] を
クリックして、ナンバリング設定を確認します。

2. 新しい部材と変更した部材の両方で、[既存部材と比較] を選択します。

3. 同じマーク シリーズのすべてのモデル オブジェクトに対してナンバリングを
実行するには、[図面とレポート] タブで [ナンバリング実行 --> 選択オブジェ
クトのシリーズのナンバリング ] をクリックします。新しいモデル オブジェ
クトまたは変更済みのモデル オブジェクトだけを対象にナンバリングを実行
するには、[ ナンバリング実行 --> 変更部分のナンバリングを実行する ] をク
リックします。

4. [ドキュメント管理] で状態フラグをチェックします。

5. どの部材の図面が更新対象となるのかを調べるには、[ドキュメント管理] で

 フラグが付いている図面をそれぞれ選択し、[オブジェクトの選択] ボタ
ンをクリックします。 

Tekla Structures により、モデル内で変更された部材がハイライトされます。

次の操作を行います。

a. ナンバリング履歴ログでナンバリングが再実行された部材をチェックす
るには、[ファイル] メニューに移動し、[ ログ --> ナンバリング履歴 ] を
クリックします。 
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次の例のように、ナンバリング履歴ログ内の行の先頭に Partまたは

Assemblyと示されていれば、Tekla Structures により部材または製品に対

してナンバリングが再実行されたことを意味します。

b. モデル内でナンバリングが再実行された部材を見つけるには、ナンバリン
グ履歴ログから関連するエントリを選択します。Tekla Structures により、
モデル内で対応する部材がハイライトされます。

6. [ドキュメント管理] から更新対象の図面を選択し、[更新] をクリックします。

7. モデル内に新しい部材がある場合は、その部材の図面を作成します。

参照項目

図面の管理 (545 ページ)

ドキュメント管理 (546 ページ)

図面の再作成 (80 ページ)

5.3 図面のロック
図面をロックして、図面の編集ができないことを示すことができます。図面をロッ
クすると、図面を誤って変更することがなくなります。モデルが変更されると、ロ
ックされた図面の形状も変化します。

モデルが変更されると、ロックされた図面に Tekla Structures により更新フラグが付
与されます。

1. [ドキュメント管理] で、ロックする図面を選択します。

2. 編集スイッチ  がアクティブになっていることを確認します。

3. 選択した図面の横にある  [ロック] 列をクリックします。 

コンテキスト メニューからこのコマンドを選択するか、上部の  [ロック]
ボタンをクリックすることもできます。この操作を行うと、複数の図面を同時
にロックできます。

[ドキュメント管理] の [ロック元] 列には、図面をロックしたユーザーが表示さ
れます。ユーザーが Trimble Identity にログインしている場合は、そのユーザー
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のアカウント名が表示されます。ログインしていなけれは、そのユーザーのユ
ーザー名が表示されます。

4. 図面のロックを解除するには、  [ロック] 列をもう一度クリックするか、

ロックされた図面を選択して上部にある  [アンロック] ボタンをクリック
します。

参照項目

ドキュメント管理 (546 ページ)

5.4 図面のフリーズ
図面ビュー上の連動するすべてのオブジェクトの更新を Tekla Structures に許可す
るかどうかを選択できます。モデルの形状は常に更新されますが、フリーズを使用
して、モデル ビュー上の図面オブジェクトの図面インテリジェンス (連動性) を停
止し、図面オブジェクトが更新されないようにできます。たとえば、部材は更新さ
れますが、寸法、マーク、ビュー、および図面の形状は更新されません。フリーズ
は、モデルを更新する際に図面が変更されるのを防ぐためのものです。図面が編集
されたことを示す目的では使用しないでください。一度に複数の図面をフリーズ
またはフリーズ解除できます。

フリーズによる図面への影響

フリーズは、次のような影響を図面に及ぼします。

• 図面をフリーズしても、関連付けは消去されません。図面をフリーズ解除する
と、関連付けは再び機能するようになります。

• フリーズは、複製結果には影響しません。図面を編集する場合、図面をフリー
ズするタイミングは編集前または編集後のどちらでも問題ありません。

• 図面がフリーズされている場合、図面を更新しても、連動する図面オブジェク
トは更新されません。このため、寸法やビューは更新されず、部材を移動した
場合でもマークは部材に追従しません。

• 図面がフリーズされている状況で、モデル内の部材が変更された場合、図面を
更新すると、フリーズされた図面でも部材の形状は更新されます。

• 複製前に図面をフリーズ解除しても、複製結果には影響しません。つまり、図
面をフリーズしたままでも、複製前に一時的に図面をフリーズ解除しても、複
製処理では問題になりません。

• 更新前に図面をフリーズ解除した場合でも、図面は正常に更新されます。

一般図のフリーズ

1. 一般図を開いている場合、その図面を保存しないで閉じます。

2. [ドキュメント管理] で、フリーズする図面を選択します。

図面の管理 570 図面のフリーズ



3. 編集スイッチ  がアクティブになっていることを確認します。

4. 選択した図面の横にある [ フリーズ] 列をクリックします。

コンテキスト メニューからこのコマンドを選択するか、上部の  [フリー
ズ] ボタンをクリックすることもできます。この操作を行うと、複数の図面を
同時にフリーズできます。

5. フリーズが不要になったら、フリーズされた図面を選択して [フリーズ] 列を

もう一度クリックするか、上部の  [フリーズ解除] ボタンをクリックしま
す。

単品図、キャスト ユニット図、および製品図のフリーズ

1. モデルを保存します。

2. 図面を開きます。

3. 図面が希望どおりに表示されていない場合は、その図面を保存しないで閉じま
す。

4. モデルを再度開きます。そのモデルは保存しません。

5. [ドキュメント管理] で、フリーズする図面を選択します。

6. 選択した図面の横にある [フリーズ] 列をクリックします。

コンテキスト メニューからこのコマンドを選択するか、上部の  [フリー
ズ] ボタンをクリックすることもできます。この操作を行うと、複数の図面を
同時にフリーズできます。

7. 図面を開きます。

8. フリーズが不要になったら、フリーズされた図面を選択して  [フリーズ]
列をもう一度クリックするか、上部の  [フリーズ解除] ボタンをクリック
します。

5.5 図面に出図準備完了のマークを付ける
製作のために図面を出図する準備ができたら、[ドキュメント管理] のオプション
[出図準備完了] を使用して、図面に出図準備完了のマークを付けることができま
す。モデルを変更すると、出図準備完了のマークが付けられた図面の形状が更新さ
れます。マークを付けた図面は、他の図面と同様に編集することができます。

1. [ドキュメント管理] で、出図準備完了のマークを付ける図面を選択します。

2. 編集スイッチ  がアクティブになっていることを確認します。

3. マークする図面の横にある  [出図準備完了] 列をクリックします。 
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コンテキスト メニューからこのコマンドを選択するか、上部の  [出図準備
のできた図面としてマーク] ボタンをクリックすることもできます。この操作
を行うと、複数の図面を同時にマークできます。

図面に出図準備完了のマークが付けられ、[ドキュメント管理] の [出図準備完了] 列
に

でフラグが付けられます。[準備完了: 出図者] 列を参照すると、図面にマークを付
けたユーザーを確認できます。

マークをキャンセルする場合、上部にある  [出図準備のできた図面としてのマ
ークを解除] ボタンを使用します。

ヒン
ト

保存されていない図面を閉じたときに表示される保存確認メッセージ ボッ
クスで [出図準備のできた図面としてマーク] チェック ボックスをオンにし
ても、図面に出図準備完了のマークを付けることができます。

テンプレート属性 および を使用して、図面に出図準備完了のマークが付けられて
いるかどうか、また誰がマークしたかに関する情報をレポートに追加することがで
きます。

参照項目

ドキュメント管理 (546 ページ)

5.6 図面の出図
製作のために図面を出図した場合、[ドキュメント管理] 内のその図面に出図済みの
マークを付ける必要があります。モデルを変更すると、出図された図面の形状が更
新されます。出図すると、更新時に図面の再作成のみ行うことができなくなりま
す。

出図情報を使用して、[ドキュメント管理] に表示される内容をフィルターできま
す。また、この情報をテンプレート内で使用することもできます。

1. [ドキュメント管理] で、出図する図面を選択します。

2. 右クリックして 出図 --> 出図 を選択するか、上部の [出図] ボタンをクリック
します。 

Tekla Structures により、出図された図面にフラグ  が付けられます。
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出図した図面を編集または変更した場合、フラグの色が  に変わり、[ドキ
ュメント管理] にテキスト [出図図面への変更] が表示されます。図面を右ク
リックし、 出図 --> 出図 を選択することで、図面を再出図できます。

図面の出図を解除するには、図面を選択し、右クリックして 出図 --> 出図しな
い を選択するか、上部の [出図しない] ボタンをクリックします。

ヒント レポートに出図日を示すには、適切なレポート テンプレートにテンプレート フィ
ールド を追加します。

参照項目

図面の管理 (545 ページ)

ドキュメント管理 (546 ページ)

5.7 図面の改訂
図面の改訂時には、行った変更に関する情報を関連付けることができます。この情
報は、Tekla Structures でリビジョン番号またはリビジョン マークと共に表示されま
す。リビジョン日がリビジョン テーブルに表示されます。リビジョン番号または
リビジョン マークが [ドキュメント管理] に表示され、リビジョン情報をレポート
に含めることができます。開いている図面で、手動リビジョン マークを追加する
こともできます。

ヒ
ン
ト

リビジョン情報を使用したレポートの 1 つの例は、図面の 新のリビジョン日が表
示される drawing_issue_rev.xsr です。

手動リビジョン マークの追加の詳細については、「図面でのリビジョンマークの追加
(322 ページ)」を参照してください。

図面リビジョンの作成
ドキュメント管理の [リビジョン] コマンドを使用し、リビジョンを作成して図面
の変更に従うことができます。

1. ドキュメント管理で、改訂する図面を選択します。

2. [リビジョン] をクリックします。 

[リビジョン処理] ダイアログ ボックスが表示されます。

3. [マーク] ボックスにマークを入力します。 

マークには英数字(1、2、3…または A、B、C…)を使用できます。

4. [作成] に情報を入力し、[日付] オプションの横にある下矢印をクリックすると
表示されるカレンダーから作成日を選択します。
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5. 図面の確認者と承認者の情報を提供する必要がある場合は、対応するボックス
に情報を入力し、適切な日付を選択します。

6. [説明] ボックスにリビジョンの説明を入力します。

7. [搬入] ボックスに搬入情報を入力します。

8. 追加情報がある場合、[情報 1] および [情報 2] ボックスに入力します。

9. [作成(R)] をクリックします。

リビジョン番号またはリビジョン マークが、[ドキュメント管理] に表示されます。
図面にリビジョン情報が含まれる場合、図面を開くと、その情報がリビジョン テ
ーブルに表示されます。

ヒ
ン
ト

図面ごとに固有の番号がリビジョン番号として使用されますが、複数の図面の間で
同じリビジョン マーク、日付、および他の情報を共有することができます。複数の
図面に同じリビジョン情報を同時に関連付けるには、それらの図面をドキュメント
管理から選択し、[リビジョン] ボタンをクリックします。

リビジョン番号ではなくリビジョン マークを [ドキュメント管理] に表示するには、
詳細設定の を TRUE に設定します。

図面リビジョンの変更
既存のリビジョンのリビジョン情報を変更できます。

1. [ドキュメント管理] を開き、改訂した図面を選択します。

2. [リビジョン] をクリックします。

3. [リビジョン処理] ダイアログ ボックスで、変更するリビジョンの番号を [リビ
ジョン番号] リストから選択します。

4. 必要に応じて、リビジョン情報を変更します。

5. [変更] をクリックします。

6. [リビジョン処理] ダイアログ ボックスを閉じます。

図面リビジョンの削除
不要な図面リビジョンを削除できます。

1. [ドキュメント管理] を開き、改訂した図面を選択します。

2. [リビジョン処理...] をクリックします。

3. [リビジョン処理] ダイアログ ボックスで、[マーク] ボックスの横にあるリスト
からリビジョン番号を選択します。

4. [削除] をクリックします。 

リビジョンを削除すると、Tekla Structures によってその図面の残りのリビジョ
ン番号が自動的に調整されます。リビジョンマークは、変更個所にそのまま残
ります。
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図面リビジョンで使用される属性
図面リビジョン属性は、図面テンプレートとレポートテンプレートに含めることが
できます。

[リビジョン処理] ダイアログ ボックスのすべてのリビジョン属性と対応するオプ
ションを以下に示します。

リビジョン処理属性 [リビジョン処理]ダイアログボックスの
オプション

MARK [マーク] ボックスのリビジョン マーク。

NUMBER [リビジョン番号] のリビジョン番号。

CREATED_BY リビジョンの [作成] 情報。

DATE_CREATE [作成] の横にある [日付]。
CHECKED_BY リビジョンの [確認] 情報。

DATE_CHECKED [確認] の横にある [日付]。
APPROVED_BY リビジョンの [承認者] 情報。

DELIVERY リビジョンの [搬入] 情報。

DESCRIPTION リビジョンの [説明]。
DATE_APPROVED [承認者] の横にある [日付]。
INFO1 リビジョンの [情報 1] のテキスト。

INFO2 リビジョンの [情報 2] のテキスト。

LAST [リビジョン番号] の 新リビジョンの
リビジョン番号。

LAST_CREATED_BY 新リビジョンの [作成] 情報。

LAST_CHECKED_BY 新リビジョンの [確認] 情報。

LAST_DATE_CHECKED 新リビジョンの [確認 日付]。
LAST_DATE_APPROVED 新リビジョンの承認の [日付]。
LAST_DELIVERY 新リビジョンの [搬入] 情報。

LAST_MARK [マーク] ボックスの 新リビジョンの
リビジョン マーク。

LAST_DESCRIPTION 新リビジョンの [説明]。
LAST_DATE_CREATE 新リビジョンの [作成] の日付。

LAST_APPROVED_BY 新の搬入の [承認者] 情報。

LAST_INFO1 新リビジョンの [情報 1] のテキスト。

LAST_INFO2 新リビジョンの [情報 2] のテキスト。
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5.8 図面のバージョンの管理
バージョン管理は、すべての図面タイプで使用できます。同じ図面の異なるバージ
ョンをリストにして、それらのスナップショットを表示し、現在の図面のバージョ
ンを変更できます。他のモデルの図面のバージョンや [ドキュメント管理] で使用
できない削除された図面のバージョンをリストにして表示できます。新規の図面
として削除された一般図を開くこともできます。

図面のバージョンの一覧表示は、なんらかの理由で以前のバージョンの図面に戻す
必要がある場合に役立ちます。Tekla Model Sharing ではバージョン管理も利用で
き、図面に誤って加えた変更を管理して、正しい内容のバージョンに戻すことがで
きます。

• 図面を保存するたびに、図面の新しいバージョンが保存されます。

詳細設定 XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES により、詳細設定 
XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES_SAFETY_PERIOD のデフォルト値で

ある 7 日間が経過した dg ファイルが削除されます。

• [名前を付けて保存] を使用しても、必要な図面履歴データが必ずしも含められ
るとは限らないため、図面の更新が失敗することがあります。

図面のバージョン リストを開く

• 現在のモデル内の異なるバージョンの図面をリスト表示するには、[ドキュメン
ト管理] タブで [図面とレポート] をクリックし、リストから図面を選択して下
部の [図面のバージョン] ボタンをクリックします。

現在の図面のバージョンが太字で表示されます。

図面のスナップショットが別のウィンドウに表示されます。図面を保存する
と、デフォルトでスナップショットが取得されます。スナップショットの自動
保存を管理する詳細設定は XS_DRAWING_SNAPSHOT_CREATION です。

詳細設定 XS_CREATE_SNAPSHOT_ON_DRAWING_CREATION が FALSE に設定

されている場合、図面の作成時にスナップショットは作成されません。図面を
開いて保存する場合、XS_DRAWING_SNAPSHOT_CREATION が TRUE に設定さ

れていればスナップショットが取得されます。
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• 以前のバージョンの図面を選択して、その図面のスナップショットを表示した
り、その図面のバージョンを開いたりできるようになりました。

• 削除された図面も含め、モデルに関連するすべての図面とそのバージョンを表
示するには、[ドキュメント管理] に移動して、[図面のバージョン] リストで図
面を選択せずに [ドキュメント管理] をクリックします。この [図面のバージョ
ン] ダイアログ ボックスでは、図面のバージョンを表示したり、削除された一
般図のバージョンを新規の一般図として開いたり、異なるバージョンを開いた
り、そのスナップショットを表示したりできます。2 つの異なるモデルの図面
を比較することもできます。たとえば、現在のモデルの図面と [図面のバージョ
ン] ダイアログ ボックスの左上隅で選択したモデルの図面を比較できます。ダ

図面の管理 577 図面のバージョンの管理



イアログ ボックスでは、どの図面がどのモデルに含まれているかを明確に表示
できます。図面のバージョンが右側にリスト表示されます。

図面のバージョンの管理
バージョン管理は、すべての図面タイプで使用できます。同じ図面の異なるバージ
ョンをリストにして、それらのスナップショットを表示し、現在の図面のバージョ
ンを変更できます。他のモデルの図面のバージョンや [ドキュメント管理] で使用
できない削除された図面のバージョンをリストにして表示できます。新規の図面
として削除された一般図を開くこともできます。

図面のバージョンの一覧表示は、なんらかの理由で以前のバージョンの図面に戻す
必要がある場合に役立ちます。Tekla Model Sharing ではバージョン管理も利用で
き、図面に誤って加えた変更を管理して、正しい内容のバージョンに戻すことがで
きます。

• 図面を保存するたびに、図面の新しいバージョンが保存されます。

詳細設定 XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES により、詳細設定 
XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES_SAFETY_PERIOD のデフォルト値で

ある 7 日間が経過した dg ファイルが削除されます。

• [名前を付けて保存] を使用しても、必要な図面履歴データが必ずしも含められ
るとは限らないため、図面の更新が失敗することがあります。

図面のバージョンの機能

目的 操作

現在のバージョンとして別の図面のバ
ージョンを保存する

1. [ドキュメント管理] リストから図
面を選択し、下部にある [図面のバ
ージョン] ボタンをクリックしま
す。

2. 図面の別のバージョンを開きます。
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目的 操作

3. その図面のバージョンを閉じます。

4. [図面の変更を保存しますか？] と
いうメッセージが表示されたら、
[はい] を選択します。

これにより、その図面のバージョンが現
在の図面のバージョンになります。

削除された一般図のバージョンを新規
の一般図として開く

1. [図面のバージョン] リストから図
面を選択せずに、[ドキュメント管
理] ボタンをクリックします。

2. 削除された一般図のバージョンを
[図面のバージョン] ダイアログ ボ
ックスの右側にあるリストから選
択し、右クリックして [新規として
開く] を選択します。

別のモデルに図面のバージョンを表示
する

1. [図面のバージョン] リストから図
面を選択せずに、[ドキュメント管
理] ボタンをクリックします。

現在のモデルに含まれる図面のリ
ストが表示されます。

2. 左上隅で他のモデルのフォルダー
を参照し、[フォルダの選択] をクリ
ックします。

他のモデルの図面が左側にリスト
表示され、右側にはそのバージョン
が表示されます。

Tekla Model Sharing における図面のバージョン

• Tekla Model Sharing モデルでは、競合状態にある異なるバージョンの図面をリ
スト表示できます。ローカル バージョンのモデルで同一の図面を変更し、ある
ユーザーがアウトを行った場合、[変更リスト] を読み込むと、他のユーザーの
ローカル バージョンのモデルとの競合が表示されます。

• [図面のバージョン] から [変更リスト] ダイアログ ボックスを開くことができ
ます。変更した図面を選択し、右クリックして [開いているバージョン] を選択
すると、図面のバージョンと図面に加えた変更が表示されます。
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5.9 シングルユーザー モードでの不要な図面ファイルの削除
デフォルトでは、不要な図面ファイルはすべて 7 日後に自動的に削除されます。
Tekla Structures によりファイルが自動的に削除されるのを待たなくても、[不要な図
面ファイルの削除] コマンドを使用してすべての不要な図面ファイルをシングルユ
ーザー モードで削除することができます。

ファイルを削除するには完全権限が必要です。[不要な図面ファイルの削除] コマ
ンドは [クイック起動] から使用できます。

[不要な図面ファイルの削除] コマンドは、Tekla Model Sharing と共有されているモ
デルでは機能しないことに注意してください。代わりに、ユーザーが変更を書き出
すたびにすべての不要な図面が自動的に削除されます。

注 前回保存した後に図面を操作 (編集、削除) した場合は、[不要な図面ファイル
の削除] コマンドを使用する前に必ず保存してください。

1. [クイック起動] でコマンド [不要な図面ファイルの削除] を探します。

2. Tekla Structures によりコマンドが検出されたら、選択して Enter キーを押しま
す。 

Tekla Structures により、対応する図面がデータベースにないすべての図面が削
除されます。

ヒ
ン
ト

デフォルトでは権限は完全です。このコマンドの使用を制限する場合は、
privileges.inp ファイルに次の行を追加します。

action:RemoveUnnecessaryDrawingFiles [who] [access]
[who] には、everyone、<Windows_logon_name>、または <domain_name> を
指定します。

[access] には、none、view、full のいずれかを指定します。

次の例では、管理者だけが [不要な図面ファイルの削除] コマンドを使用できます。

action:RemoveUnnecessaryDrawingFiles everyone none
action:RemoveUnnecessaryDrawingFiles ORGANIZATION\admin full

5.10 図面とファイル ドキュメントの削除
不要になった図面や他のファイル ドキュメントがある場合、[ドキュメント管理]
から削除できます。

注 設定によっては、ドキュメント管理からの図面や他のファイル ドキュメント
の削除が許可されません。
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1. ドキュメント管理で、削除する図面や他のファイル ドキュメントを選択しま
す。

2. 右クリックして [削除] を選択するか、[ドキュメント管理] ウィンドウの下部に

ある  [削除] ボタンをクリックします。

3. Tekla Structures で削除の確認を求められた場合は、[はい] を選択します。 

Shift キーを押しながら [削除] を選択した場合、Tekla Structures によりドキュ
メントの削除の確認は求められません。

図面とファイル ドキュメントの両方を選択した場合、図面およびファイル ド
キュメントで別個の確認メッセージが表示されます。

ファイル ドキュメント ファイルは、対応するフォルダからすぐに削除されま
す。.dg ファイルは \drawings フォルダからすぐには削除されず、デフォルトで

は 7 日後に削除されます。シングル ユーザー モードですぐに削除する場合、[クイ
ック起動] で「不要な図面ファイルの削除」と入力します。

図面ファイルが削除されるかどうかを制御する詳細設定は、
XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES です。図面ファイルが削除される頻度を
制御する詳細設定は、XS_DELETE_UNNECESSARY_DG_FILES_SAFETY_PERIOD
です。

マルチ ユーザー モードで作業している場合は、「」を参照してください。

ヒ
ン
ト

一部の一般図を削除した後、一般図の図面番号を振り直す場合、モデリング モード
で [クイック起動] にすべての一般図の図面番号を振り直すと入力し、Enter キーを押
します。このコマンドでは、作成順に基づいて、すべての一般図に番号 1 から図面
番号を振り直します。このコマンドが使用できるのは、シングルユーザー モードの
みです。

[すべての一般図の図面番号を振り直す] コマンド実行前の [ドキュメント管理] リス
ト

[すべての一般図の図面番号を振り直す] コマンド実行後の [ドキュメント管理] リス
ト
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参照項目

図面の管理 (545 ページ)

ドキュメント管理 (546 ページ)

5.11 図面リスト
[図面リスト] ダイアログ ボックスには、Tekla Structures モデルのすべての図面が表
示されます。異なる条件で図面の検索、並べ替え、選択、および表示を行い、リス
トに表示された図面を開くことができます。図面のスナップショットを取得した
り、モデルに図面部材を配置したり、部材がいずれかの図面に含まれているかどう
かを確認したりできます。

デフォルトでは、[図面リスト] ではなく [ドキュメント管理] が有効になっていま
す。以前のバージョンの Tekla Structures で [図面リスト] を起動するすべてのコマ
ンドおよびボタンは、2018i 以降のバージョンでは [ドキュメント管理] を起動しま
す。従来の [図面リスト] を有効にする場合、[詳細設定] ダイアログ ボックスの [図
面プロパティ] カテゴリーで詳細設定 XS_USE_OLD_DRAWING_LIST_DIALOG を 
TRUE に設定します。この操作を行うと、ドキュメント管理が無効になります。

ドキュメント管理 の詳細については、「ドキュメント管理 (546 ページ)」を参照し
てください。

図面の出図、フリーズ、ロック、および改訂の詳細については、「図面の管理 (545 ペ
ージ)」を参照してください。
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図面リストを開く

[図面リスト] ダイアログ ボックスを開くには、次のいずれかの操作を行います。

• モデルで、[図面とレポート] タブに移動し、[ドキュメント管理] をクリックし
ます (Ctrl+L)。

• 開いている図面の [図面] タブで [ドキュメント管理] をクリックします (Ctrl
+O)。

• [クイック起動] にドキュメント管理と入力します。drawing list と入力す

ることもできます。

• ショートカットをカスタマイズすることもできます。[キーボードショートカ
ット] ダイアログ ボックスで、document manager または drawing list と
検索することで確認できます。

図面リストの内容

オプション 説明 詳細

[出図]、[出図準備完了]、
[ロック]、[フリーズ]、[マ
スター]、[更新]

これらの列には、図面の状
態を示すフラグが表示さ
れます。

図面の管理 (545 ページ)

変更内容 図面の変更に関するテキ
スト情報。たとえば、図面
が複製された場合、この列
には [複製図面] と表示さ
れます。

 

作成済み 図面の作成日。  
変更済み 図面の 終変更日。  
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オプション 説明 詳細

リビジョン 図面のリビジョン番号ま
たはリビジョン マーク。

デフォルトでは、Tekla
Structures にリビジョン番
号が表示されます。リビ
ジョン マークを表示する
には、詳細設定 
XS_SHOW_REVISION_MA
RK_ON_DRAWING_LIST
を TRUE に設定します。

図面の改訂 (573 ページ)

タイプ 図面タイプを示す文字。
以下のいずれかです。

• [W]: 単品図。

• [A]: 製品図。

• [C]: キャスト ユニッ
ト図。

• [G]: 一般図。

• [M]: マルチ図。

[U] (不明) は、エラーが発
生しているので図面を削
除する必要があることを
示します。

図面タイプ (81 ページ)

サイズ 図面の用紙サイズ。  
マーク 単品図ではマークは部材

マークを表します。製品
図では図面が作成された
製品位置を表します。図
面マークは変更できませ
ん。

マークにはシート番号も
含まれます (ゼロ (0) でな
い場合)。

Tekla Structures がキャス
ト ユニット図のマーク
を、キャスト ユニットの
位置番号に基づいて付け
るか、ID (GUID) に基づい
て付けるかを、選択するこ
とができます。

XS_SHOW_REVISION_M
ARK_ON_DRAWING_LIS
T

名前 図面プロパティ ダイアロ
グ ボックスで図面に対し
て指定された名前。

図面の名前変更 (155 ペー
ジ)
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オプション 説明 詳細

[タイトル 1]、[タイトル
2]、[タイトル 3]

図面プロパティのダイア
ログ ボックスで追加した
追加の図面タイトルです。

図面のタイトルの指定
(155 ページ)

準備完了: 出図者 図面に出図準備完了のマ
ークを付けたユーザーを
示します。

図面に出図準備完了のマ
ークを付ける (571 ペー
ジ)

ロック元 [図面リスト] 列には、図面
をロックしたユーザーが
表示されます。ユーザー
が Trimble Identity にログ
インしている場合は、その
ユーザーのアカウント名
が表示されます。ログイ
ンしていなけれは、そのユ
ーザーのユーザー名が表
示されます。

図面のロック (569 ペー
ジ)

ユーザー定義情報 [図面リスト] には、 大
20 件のユーザー定義情報
を表示できます。これら
のユーザー定義情報は、図
面プロパティの [ユーザー
定義情報] ダイアログ ボ
ックスまたはパネルで追
加する必要があります。
図面リストにユーザー定
義情報を含めるには、
objects.inp ファイル

で、そのユーザー定義情報
のオプション 
special_flag を yes
に設定する必要がありま
す。

図面内のユーザー定義情
報 (886 ページ)

図面状態フラグ

Tekla Structures は、フラグと呼ばれるシンボルを使用して図面の現在の状態を示し
ます。[出図]、[出図準備完了]、[ロック]、[フリーズ]、[マスター]、および [更新]
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の各列にフラグが表示され、[変更内容] 列には可能性のある追加情報が表示されま
す。フラグが表示されていない図面は 新の内容になっています。

図面の状態情報の読み方

次の表では、状態フラグの意味と、[図面リスト] の図面の状態に関する情報につい
て説明しています。

フラグ 表示される列 [変更内容] 列の情
報

説明

更新 部材変更 図面内の部材が変
更されています。
たとえば、部材の追
加や削除、部材プロ
パティ変更などで
す。

  [員数変更(+)] また
は

員数変更(-)

実際の図面は 新
の内容になってい
ますが、同一部材の
数が変更されてい
ます。

更新 部材削除(全部材) 図面に関連する部
材がすべて削除さ
れました。

ロック  図面がロックされ
ているため、開いて
編集できません。

フリーズ  図面がフリーズさ
れています。モデ
ル オブジェクトに
変更が行われ、その
モデル オブジェク
トに図面オブジェ
クトが関連付けら
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フラグ 表示される列 [変更内容] 列の情
報

説明

れている場合、モデ
ル オブジェクトに
対する変更は図面
に反映されなくな
ります。

マスター  図面が [マスター図
面カタログ] にマス
ター図面として追
加されています。

出図準備完了 未確認更新図面 図面に出図準備完
了のマークが付け
られています。新
しい [準備完了: 出
図者] 列を参照する
と、図面にマークを
付けたユーザーを
確認できます。

更新 リンク元の変更 この図面にリンク
されている図面が
あり、その図面が変
更されています。

更新 コピー元の変更 コピーされている
図面が変更されて
います。

更新 未確認更新図面 フリーズされてい
る図面が更新され
ています。

更新 未確認更新図面 出図準備完了のマ
ークが付けられた
図面が変更されて
います。

更新 複製図面 図面が複製図面で
す。

図面を保存して閉
じるとこのフラグ
は消えます。

出図  図面が出図されま
した。たとえば、現
場や工場に出図済
みの図面を出図し
直す場合です。
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フラグ 表示される列 [変更内容] 列の情
報

説明

出図 出図図面への変更 出図済みの図面が
編集または変更さ
れました。

図面リストの内容のフィルター

[図面リスト] の内容をフィルターするには、以下のいずれかの操作を行います。

目的 操作

事前定義された一連の図面を表示す
る

[図面グループの選択] リストから対象の図面を
選択します。

このリストには保存した検索結果も表示されて
います。

すべての図面をリスト表示する [すべて表示] をクリックします。

現在のリストに表示されている内容
を非表示にし、非表示の内容を表示
する

[反転] をクリックします。

この機能を使用すると、現在の表示されている内
容と反対の図面をリスト表示できます。

たとえば、[ロックされた図面] を表示するよう選
択した場合、[反転] をクリックすると、ロックさ
れている図面以外のすべての図面が表示されま
す。

選択した図面だけをリスト表示する 図面を選択し、[選択図面(S)] をクリックします。

更新済みの図面だけをリスト表示す
る

[更新済図面(T)] をクリックします。

更新する必要がある図面をリスト表
示する

1. [更新済図面(T)] をクリックします。

2. [反転] をクリックします。

モデル内で選択したオブジェクトに
関連付けられている図面だけをリス
ト表示する

1. モデル内のオブジェクトを選択します。

2. [部材→図面(P)] をクリックします。

この方法により、特定の部材、製品、キャスト ユ
ニットに関連付けられている図面を簡単に識別
できます。これは、一般図のオブジェクトにも使
用できます。

列名に基づいてリストを並べ替える 列名をクリックします。

図面を検索して検索結果を保存

[図面リスト] で図面を検索できます。

図面を検索して結果を保存するには、次のようにします。

1. [図面リスト] で、[検索する文字列] に検索条件を入力します。

2. 必要に応じて、[検索対象] リストの列を選択すると、検索対象をその列の情報
に限定することができます。
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3. 必要に応じて、[表示中の図面のみを検索] を選択して、検索対象を現在表示さ
れている図面に限定することもできます。

4. [検索] をクリックします。

5. [リスト登録] をクリックして、検索結果を保存します。

6. [グループの登録] ダイアログ ボックスで検索結果の名前を入力し、[OK] をク
リックします。

検索結果は DrawingListSearches フォルダーに保存されます。このフォルダ

ーは、モデル フォルダー内に作成されます。

保存した検索結果は、各自の作業環境、会社、またはプロジェクトのフォルダに移
動できます。保存した検索結果は、[図面リスト] ダイアログ ボックスの事前定義
図面セットのリストに表示されます。

例

次の例では、Dean Detailer に割り当てられたすべてのキャスト ユニット図を検索し
ます。

1. 図面セットで [キャストユニット図] を選択します。キャスト ユニット図のみ
がリストに表示されます。

2. [検索する文字列] に、「Dean Detailer」と入力します。

3. [検索対象] リストで、[担当者] を選択します。

4. [検索] をクリックします。
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図面リストでの図面の選択

[図面リスト] では、一度に 1 つまたは複数の図面を選択できます。たとえば、複数
の図面を同時にロックまたはフリーズする必要がある場合や、複数の図面を印刷す
る必要がある場合に、複数図面の選択機能が役立ちます。

[図面リスト] で図面を選択するには、次のようにします。

目的 操作

1 つの図面を選択する リスト内の図面をクリックします。

連続した複数の図面を選択する 初の図面をクリックし、Shift キーを押しながら
後の図面をクリックします。

連続していない複数の図面を選択
する

初の図面をクリックし、Ctrl キーを押しなが
ら、選択する他の図面をクリックします。

リストのすべての図面を選択する Ctrl+A を押します。

部材に図面があるかどうかの確認

[図面リスト] を使用して、モデル内で図面が関連付けられている部材を特定できま
す。

作業を開始する前に、[選択] ツールバーで [部材の選択] 選択スイッチ  だけが
アクティブであることを確認します。大きなモデルの場合、他のスイッチがアクテ
ィブになっているとオブジェクトの選択に時間がかかります。

1. すべての部材が明瞭に表示されるモデル ビューを開きます。

2. [図面リスト] で Ctrl+A を押して、すべての図面を選択します。

3. 図面がある部材をハイライトするには、[オブジェクトの選択] ボタンをクリッ
クします。

これは、一般図でも使用できます。

検索された部材をわかりやすくするには、モデルを右クリックし、[選択オブ
ジェクトのみ表示] を選択します。これにより、[オブジェクトの選択] コマン
ドで検索された部材のみが表示され、他のすべてが非表示になります。

4. 前の手順の完了後、Ctrl キーを押しながらモデル全体を選択 (マウスの左ボタ
ンを押しながら左から右にドラッグ) すると、図面のない部材をハイライト表
示できます。

図面リストが開いているときに図面を開く

以下のいずれかの操作を行います。

• 図面をダブルクリックします。

• リストで図面を右クリックして [開く] を選択します。

• リストから図面を選択し、 下部にある [開く] ボタンをクリックします。

図面を開くと、進捗状況を示すメッセージ ボックスが表示され、実行中の処理お
よび図面のスナップショットが表示されます。図面を開くのをキャンセルするに
は、[キャンセル] をクリックします。
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図面スナップショットの作成と表示

スナップショットを使用すると、図面を開かなくてもすばやく図面を確認できま
す。このツールは、図面を編集するのではなく単にチェックしたいときや、数枚の
図面を表示しながら目的の 1 枚 (特定のリビジョンの図面など) を見つけ出すとき
に使用します。すべてのタイプの図面でスナップショットを取得できます。

図面を開いて保存すると、スナップショットがデフォルトで作成されます。スナッ
プショットは、図面が前回保存されたときの状況を表現したものです。したがっ
て、モデルに対して新たに加えられた変更は、スナップショットには反映されてい
ません。

図面に変更を加えて右上隅の [閉じる] ボタンを選択すると、図面を保存するか、
また図面を保存した後に図面のスナップショットを作成するかを選択できるメッ
セージ ボックスが表示されます。

1. 図面を [図面リスト] から選択して開きます。

2. [ファイル] メニューに移動し、[図面を保存する] をクリックして図面を保存し
ます。

スナップショットは ..\<model>\drawings\Snapshots フォルダーに保

存されます。

3. 同じ図面を [図面リスト] から選択します。

4. [図面リスト] 下部にある [スナップショット] ボタンをクリックして、スナッ
プショットを表示します。

スナップショットの例を次に示します。
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スナップショットがない図面を選択して [スナップショット] をクリックした場
合、図面を開いて保存し、スナップショットを作成するように求める手順ビューが
表示されます。

図面が作成されるときに自動的に図面のスナップショットを作成する場合は、[詳
細設定] ダイアログ ボックスで [図面プロパティ] のカテゴリーの
XS_DRAWING_CREATE_SNAPSHOT_ON_DRAWING_CREATION を TRUE に設定

します。
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6 図面の印刷

図面を PDF ファイルとして出力し、プリンター/プロッターで印刷できるようにプ
ロット ファイル (.plt) として保存したり、選択したプリンターで印刷したりする

ことができます。異なる色の線の太さを変更することもできます。Tekla Structures
では、[図面の印刷] ダイアログ ボックスにリアルタイムの図面のプレビューが表
示されます。

印刷時の制限事項

• [図面の印刷] ダイアログ ボックスを使用して、複数の用紙サイズに同時に印刷
することはできません。複数の用紙サイズに印刷するには、drawingsizes.dat
(608 ページ) ファイルを変更する必要があります。
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• [ファイル] メニュー --> 設定 で [グレースケール] または [白黒] を選択した場
合でも、プレビューされる図面はカラーで表示されます。

• 開いている図面では、その図面のプレビューと印刷のみ行うことができます。
図面を開いた状態で、別の図面を開く (たとえば、[ドキュメント管理] で別の図
面をダブルクリックするなど) と、プレビューが更新されないことがあります。
[ドキュメント管理] で図面をもう一度選択すると (シングルクリック)、選択内
容に合わせてプレビューが更新されます。

注 [プリンターカタログ] ダイアログ ボックスおよび Tekla Structures プリンター
定義を使用する場合は、「以前」の印刷機能を使用することもできます。これ
を行うには、「プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以
前の印刷) (612 ページ)」を参照してください。

参照項目

.pdf ファイル、プロットファイル (.plt)、またはプリンターへの出力 (594 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

印刷で使用される設定ファイル (608 ページ)

印刷出力ファイル名のカスタマイズ (609 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

6.1 .pdf ファイル、プロットファイル (.plt)、またはプリンターへ
の出力
図面および図面の選択した領域を .pdf ファイル、プロッター/プリンターに送信

するプロット ファイル (.plt)、またはプリンターに出力できます。出力した図面の
色および関連する線の太さ (ペン番号) を変更することもできます。単一プリンタ
ーまたは複数のプリンターに出力できます。

単一プリンターへの出力

1. [ファイル] メニューで、 印刷 --> 図面の印刷 をクリックします。 

次の方法で印刷を開始することもできます。

• ドキュメント管理 で図面を選択し、右クリックして [印刷(P)] を選択する

か、[印刷(P)]  ボタンをクリックします。

図面の表示順序が、[図面の印刷] ダイアログ ボックスが開かれた時点での
[ドキュメント管理] の表示順序と一致するようになりました。

• 図面が開いているときに、ファイル --> 図面の印刷 を選択します。

2. 左上隅の [1 台のプリンターを使用] を選択します。
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3. 設定リストから目的の印刷設定を読み込みます。 

設定に新しい名前を付けることもできます。その場合、設定を変更する前に新
しい名前を付ける必要があります。そうしないと、変更が失われます。印刷設
定の詳細については、「印刷設定と検索順序 (607 ページ)」を参照してくださ
い。

4. 表示された [ドキュメント管理] で、印刷する図面を選択します。 

期限切れの図面が検出されると、出力にそれらの図面を含めるかどうかを確認
するメッセージが表示されます。

ロックされた 新の図面を印刷することもできます。ロックされた図面が
新でない場合は、開いたり印刷したりできないため、印刷出力エラーが報告さ
れます。図面のステータスが [部材削除] になっていない限り、ロック解除さ
れているどの図面でも印刷できます。

5. 図面のプレビューを表示するには、[図面の印刷] ダイアログ ボックス上部の
図面リストから図面を選択し、[プレビューを読み込むにはここをクリックし
ます] をクリックします。 

図面のプレビューが 1 つずつ表示されます。プレビューでは常に 新の図面
が表示されます。選択した図面をスクロールするには、[次へ] と [前へ] を使用
します。

6. 印刷オプションを選択します。 

• PDF ファイル:図面を PDF 形式に変換します。

• 出力装置名:選択したプリンターに図面を送信します。
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• プロットファイル:図面を選択したプリンターに適した形式の印刷ファイ
ルに変換し、指定した場所に保存します。

7. [オプション] タブで、印刷設定を定義します。使用できる設定は、選択した印
刷オプションによって異なります。 

オプション 説明

ファイルの場所 .pdf またはプロット ファイルの場所を入力するか、

[ブラウズ...] を使用してフォルダーをブラウズしま
す。

モデル フォルダーの下の \Plotfiles フォルダーが

デフォルト値です。

ファイル名にリビジョン
マークの追加

印刷図面の 新リビジョンのマークをファイル名に
追加します。

デフォルトでは、リビジョン番号が使用されますが、
リビジョン マークを常に使用する場合、詳細設定 XS_
SHOW_REVISION_MARK_ON_DRAWING_LIST を 
TRUE に設定します。

終了時にフォルダを開く 印刷物が作成されたら、Windows エクスプローラー
で .pdf またはプロット ファイル フォルダーを開き

ます。

終了時にフォルダを開く 作成後、.pdf ファイルを開きます。

単一ファイルへの出力 選択した図面を 1 つの .pdf ファイルに出力します。

このオプションを選択しない場合、各図面がそれぞ
れ .pdf ファイルに出力されます。

ファイル名 PDF ファイルにファイル名を指定します。単一ファ
イルに出力する場合、ファイル名は必須です。

ファイル拡張子 プロット ファイルのファイル名拡張子を指定します。
デフォルト値は、plt です。

ファイルのプレフィック
ス

ファイルのサフィックス

ファイル名に特定のプレフィックスまたはサフィッ
クスを入力します。

プレフィックスまたはサフィックスを入力すると、[フ
ァイルのプレフィックス] ボックスと [ファイルのサ
フィックス] ボックスの下に表示された印刷ファイル
名のプレビューに、変更がすぐに反映されます。

印刷ファイル名は、印刷ファイル名をカスタマイズ
(609 ページ)するためのいくつかの詳細設定スイッ
チによっても制御することができます。これらのス
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オプション 説明

イッチは、複数の図面が結合された単一のファイル
(.pdf) に対しては機能しません。

用紙に合わせる 図面を特定の用紙サイズに合わせます。

縮尺 印刷物に特定の縮尺を強制的に適用します。

図面を指定した用紙に合わせることができない場合、
[縮尺] 値は赤色になります。

図面を用紙の中央に配置 図面を用紙の中央に配置します。

複数枚に印刷 複数枚のシートに印刷し、シートの印刷方向を指定し
ます。[左から右、上部から下部] または [下部から上
部、右から左] のいずれかを選択します。

[複数枚に印刷] を使用する場合、特定の用紙サイズを
選択します。

用紙サイズ 用紙サイズを定義するか、自動サイズを使用します。

[自動] 設定では、印刷の縮尺を用紙の印刷可能領域に
合わせたときに無駄な領域が も小さくなるサイズ
が Tekla Structures により選択されます。

プリンターは通常、用紙全面に印刷することはできな
いため、境界が残ります。印刷可能領域は、オプショ
ン [出力装置名] または [プロットファイル] を選択し
たときに、選択したプリンターに対して決定されま
す。.pdf ファイルの場合、プリンターは不明なため、

出力のサイズは用紙全体に設定されます。ただ
し、.pdf を印刷すると同じ問題が発生するため、図

面の内容は使用するプリンターの印刷可能領域に合
わせられます。以下の図で、印刷可能領域は白色の背
景になっており、印刷できない境界はグレーの影にな
っています。

2 つの設定ファイル
PaperSizesForDrawings.dat および

DrawingSizes.dat が、用紙サイズと図面サイズに

影響します。詳細については、「印刷で使用される設
定ファイル (608 ページ)」を参照してください。
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オプション 説明

方向づけ 方向を定義するか、自動方向を使用します。

[自動] 設定では、無駄な領域が も少なくなる方向が
自動的に選択されます。

色 出力を色、白黒、またはグレースケールにする場合に
選択します。

コピー数 プロット ファイル数か印刷するコピー枚数を定義し
ます。

照合 複数のコピーを印刷するときに印刷物を照合します。

埋込みフォント .pdf ファイルにフォントを埋め込みます。

これにより、同じフォントがインストールされていな
いシステムでもフォントを再現できるようになりま
すが、ファイルサイズも増加します。特定の状況で
は、フォントが自動的に埋め込まれることがありま
す。非ラテン フォントを使用する場合、埋め込みをオ
ンにすることをお勧めします。オンにしない
と、.pdf が正しく表示されない可能性があります。

範囲の選択 開いている図面から長方形の領域を選択し、その範囲
だけを表示および印刷します。このオプションは、開
いている図面がある場合にのみ有効です。

ダイアログ ボックスのすべての設定は、このオプショ
ンを選択すると有効になり、方向、線の太さ、用紙の
サイズなどを変更できます。

図面全体の表示 [範囲の選択] で範囲を選択すると、[図面全体の表示]
ボタンが表示されます。このボタンをクリックする
と、図面全体をプレビューに再度表示することができ
ます。

8. [ラインプロパティ] タブに移動して、色を線の太さ (ペン番号) にマッピング
し、出力色を設定します。 

オプション 説明

オブジェクトの色 オブジェクトの基本の色が表示されます。

出力上のカラー • [出力上のカラー] の下にある色ボックスをクリッ
クし、表示された色から新しい色を選択して、出
力色を設定します。カスタム色を定義することも
できます。

図面の印刷 598 .pdf ファイル、プロットファイル (.plt)、またはプリ
ンターへの出力



オプション 説明

1 つか 2 つの線のみカラーである必要があり、残りの
線は黒でよい場合は、異なる出力色が使用されること
があります。出力色は、すべての印刷オプション (プ
リンター、プロット ファイル、PDF ファイル) で使用
されます。出力色は、印刷設定ファイルに保存され、
そこから読み込まれます。

[ ファイル --> 設定 ] から [プリンターの線の色] を選
択し、線の色を変更した場合、変更は即座に図面に表
示されます。

[出力上のカラー] は、[図面の印刷] ダイアログ ボック
スの [オプション] タブで [色] オプションが [色] に設
定されている場合にのみ適用されます。

[白黒] モードで正しい線の太さを表示する手順につ
いては、「図面での線の太さ (604 ページ)」を参照し
てください。

線の太さ • ボックスに、各色の線の太さを入力します。

線の太さは、詳細設定 XS_BASE_LINE_WIDTH の値の

倍数として表されます。この詳細設定のデフォルト
値は、0.01mm です。たとえば、ペン番号が 25 の場
合、線の太さは 0.25mm になります。
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オプション 説明

[ ファイル --> 設定 ] で [プリンターの線重] スイッチ
がアクティブになっている場合、カラー図面では、画
面と出力図面とで異なる太さの線が表示されます。

部材または形状のプロパティで、図面の部材と形状の
非表示色を定義できます。非表示色は、用紙また
は .pdf のどちらの印刷出力にも表示されません。

[白黒] モードの図面で正しい線の太さを表示する手
順については、「図面での線の太さ (604 ページ)」を
参照してください。

色のリセット 出力色は次のようにリセットすることができます。

• 出力色を個別にリセットするには、対応する [オブ
ジェクトの色] 色ボックスをクリックします。[出
力上のカラー] 色ボックスの色が同じ色に変更さ
れます。

• すべての出力色をオブジェクトの色と同じ色にリ
セットするには、[色のリセット] ボタンをクリッ
クします。

9. プリンターやプロット ファイル用に Windows の印刷設定を変更する必要があ
る場合は、[プロパティ...] ボタンをクリックして、必要な設定を変更します。

10. 左上にある [保存する] ボタンを使用して、印刷設定を保存します。 

印刷設定、検索順序の詳細については、「印刷設定と検索順序 (607 ページ)」
を参照しください。

印刷出力にフレームと折り目マークを追加 (644 ページ)することもできま
す。

11. [出力] をクリックして図面を .pdf 形式またはプロット ファイルとして出力

するか、ダイアログ ボックスで定義した設定に従ってプリンターに送信しま
す。 

各図面は、個別の印刷ジョブとしてプリンターに送信されます。

すべての印刷エラーはモデル フォルダーのログ ファイルに書き込まれます:
logs\DPMPrinter_<username>.log .

例:複数枚への印刷

以下の例では、[下部から上部、右から左] 設定が選択されています。番号は、シー
トの印刷順序を示しています。
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次の例では、[左から右、上部から下部] オプションが選択されています。
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複数のプリンターへの出力

選択した各図面の用紙サイズに基づいて、複数のプリンターに一度に出力できま
す。複数のプリンターに出力する場合は、通常、用紙サイズごとに異なるプリンタ
ーが使用されます。Tekla Structures では、各図面に適したプリンターが自動的に選
択されます。

単一印刷設定の作成

複数のプリンターに出力できるようにするには、まず出力するプリンターごとに単
一印刷設定を作成する必要があります。

1. [ファイル] メニューで、[ 印刷 --> 図面の印刷 ] をクリックします。

2. [1 台のプリンターを使用] を選択します。

3. [オプション] タブおよび [ラインプロパティ] タブで、必要に応じて印刷プロパ
ティを定義します。出力タイプとプリンターを選択し、このプリンターが [複
数のプリンターを使用] モードで使用する用紙サイズを定義します。

4. [保存する] をクリックして、設定に名前を付けて保存します。

5. 使用する用紙サイズごとにこの手順を繰り返します。サイズ オプション [自
動] は使用しないでください。

たとえば、出力タイプを [PDF ファイル] に設定して、次の単一プリンター設
定ファイルを作成できます。

• PDF A4:用紙サイズを A4、ファイルの頭マークを A4_ に設定

• PDF A3:用紙サイズを A3、ファイルの頭マークを A3_ に設定

• PDF A2:用紙サイズを A2、ファイルの頭マークを A2_ に設定

上記の単一プリンター設定ファイルを使用して複数プリンター モードで一連
の図面を出力する場合、A4 図面では必ず頭マークが A4_ の .pdf ファイルが

生成され、A3 図面では必ず頭マークが A3_ のファイルが生成され、A2 図面

では必ず頭マークが A2_ の .pdf ファイルが生成されます。

[複数のプリンターを使用] モードで同じプリンターに複数の用紙サイズで出
力する場合は、用紙サイズごとに単一プリンター設定ファイルを作成し、すべ
てのファイルに同じプリンターを指定します。
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複数のプリンターへの出力

1. [ファイル] メニューで、[ 印刷 --> 図面の印刷 ] をクリックします。

2. 左上隅で [複数のプリンターを使用] モードを選択します。

3. [選択した単一プリンターの設定ファイル] リストで、印刷に使用する設定ファ
イルを選択します。すべてまたは一部の単一プリンター設定ファイルを選択
できます。 
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出力タイプ (プリンター、プロット ファイル、PDF ファイル) は、選択した単
一プリンター設定ファイルごとに定義されます。通常は、同じ出力タイプの設
定ファイルを選択します。[出力タイプ] に、選択した単一プリンター設定ファ
イルに指定されている出力タイプの一覧が表示されます。

4. [オプション] タブで、他の必要な設定変更を行います。 使用できる設定は、
選択した出力タイプによって異なります。これらの設定については、上記の
「単一プリンターへの出力」で説明しています。

5. 表示された [ドキュメント管理] で、印刷する図面を選択します。

図面での線の太さ
プリンターの線の太さ (ペン番号) を [図面の印刷] ダイアログ ボックスで設定でき
ます。画面上で図面に線が正しく表示されないことがあります。その場合、プリン
ターの線幅を調整するか、プリンター定義ファイル plotdev.bin にある事前定義され
たプリンター設定を使用することで問題を解決できます。 plotdev.bin.

印刷図面の線の太さ (ペン幅/ペン番号/線幅) を変更する

印刷の線幅を変更できます。これを行うには、[図面の印刷] ダイアログ ボックス
を開き、[ラインプロパティ] タブに移動します。
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基本線のデフォルトの幅は 0.01 ですが、詳細設定 XS_BASE_LINE_WIDTH を使用

して変更することができます。たとえば、線の太さを 0.25 mm にするには、「25」
と入力します。

画面に表示される線の太さを設定する

図面に表示される線の太さは、印刷図面での実際に線の太さではありません。 以
下の方法で、図面での線の表示方法を調整できます。

Tekla Structures モデルで図面のペン幅を設定できるようにするには、次のようにし
ます。

1. 詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定することで、古い印刷

を使用できるようにします。

2. リストの 初のプリンターについて線設定を定義します。
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3. 詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を FALSE に設定することで、新しい

印刷を使用できるようにします。

4. [ファイル] メニューに移動し、[プリンターの線重] スイッチがアクティブかど
うかを確認します。このスイッチは、古いプリンター ダイアログ設定から設
定を取得します。スイッチがアクティブでない場合、線幅は白黒モードでのみ
表示されます。アクティブである場合、線幅はフルカラー モードで表示され
ます。

カラー モードは、B キーを押すことで切り替えることができます。

..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>
\environments\default\system にあるファイル plotdev.bin には、 初の

プリンター定義に事前定義された線の太さが格納されています。[図面の印刷] ダ
イアログ ボックスでデフォルトを使用していない限り、印刷で使用するものとは
異なります。

プリンター定義ファイル plotdev.bin は、現在のモデル フォルダまたはプロジ

ェクト フォルダと企業フォルダ、および詳細設定 XS_DRIVE で指定されているフ
ォルダにも保存できます。 XS_DRIVE.Tekla Structures は、まず plotdev.bin モ
デル フォルダ、プロジェクト フォルダ、企業フォルダで plotdev.bin を検索した後、
詳細設定により指定されているフォルダで検索します。

 plotdev.bin で線の太さ (ペン番
号) が設定されていない

plotdev.bin で 初のプリンター
について線の太さが設定されて
いる

色
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グレースケー
ル

白黒

参照項目

色ごとのペン番号(線の太さ)の変更 (634 ページ)

6.2 印刷設定と検索順序
[図面の印刷] ダイアログ ボックスの Tekla Structures 印刷設定は、<user>_
PdfPrintOptions.xml と PdfPrintOptions.xml の 2 つのファイルに保存さ

れます。新しいモデルを開くと、PdfPrintOptions.xml ファイルが読み込まれ

ます。印刷設定に加えた変更は、<user>_ PdfPrintOptions.xml に自動的に

保存され、モデルを再度開くとこのファイルの設定が読み込まれます。PDF レポー
ト オプションが report.PdfPrintOptions.xml という名前の設定ファイル

(印刷ダイアログ ボックスでは、この設定ファイルは report という名前で表示)
から読み込まれます。

さまざまな印刷目的のために印刷設定ファイルを作成し、後で読み込んだりできま
す。また、共通の設定を作成して組織全体で共有できます。

既存の印刷設定を読み込むことができます。または現在の印刷設定を既存の印刷
設定ファイルまたは新しいファイルに保存することもできます。コントロール リ
ストの 初の設定ファイル名は standard で、その他の設定ファイル名はそれに

続いてアルファベット順に表示されます。 後に使用された設定は、ダイアログ
ボックスを閉じると自動的に <model>\attributes
\<user>_PdfPrintOptions.xml (<user> は現在の Windows ユーザー)に 保存

されます。[保存する] ボタンを使用して保存する印刷設定は、<model>
\attributes\ フォルダに以下の名前で保存されます。

• standardファイルは、PdfPrintOptions.xmlとして保存されます。

• レポート ファイルは、report.PdfPrintOptions.xml として保存されます。

• 他のすべての印刷設定の名前は、ファイル名
<SettingsName>.PdfPrintOptions.xmlとなります。たとえば、

図面の印刷 607 印刷設定と検索順序



MyPrintingSettingsという名前を使う場合、その設定は

MyPrintingSettings.PdfPrintOptions.xmlとして保存されます。

• ファイルが既に存在する場合は上書きされます。

• 他のモデルや他のユーザーが設定にアクセスできるように、保存した設定ファ
イルを次の位置に移動できます。

• XS_PROJECT

• XS_FIRM

• XS_DRIVER

• XS_SYSTEM

• XS_USER_SETTINGS_DIRECTORY

• ダイアログボックスを開くと、Tekla Structures は上記の場所をリスト順に検索
し、利用できる設定ファイルを見つけて設定リストに追加します。

• 設定は、検出された次の設定ファイルの 初のものから読み込まれます。

• <model>\attributes\<user>_PdfPrintOptions.xml
• <model>\attributes\PdfPrintOptions.xml
• 上記の標準の検索場所から PdfPrintOptions.xml。

参照項目

図面の印刷 (593 ページ)

6.3 印刷で使用される設定ファイル
印刷には、2 つの設定ファイルが必要です。 これらのファイルは、用紙サイズと図
面サイズに影響を与えます(PaperSizesForDrawings.datと

DrawingSizes.dat)。

• PaperSizesForDrawings.dat は、使用する用紙サイズ名と寸法のリストを

定義します。デフォルトでは、PaperSizesForDrawings.dat ファイル

は ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>
\environments\common\system フォルダーにあります。

• DrawingSizes.dat には、Tekla Structures 図面レイアウトの定義で設定され

た図面サイズに合わせて設定する必要があるプロパティのリストが記載されて
います。各図面に設定された用紙サイズ名にそれらの図面をリンクするために
使用されます。また、図面のサイズとその周囲の余白に関する情報を提供しま
す。DrawingSizes.dat ファイルは、 ..\ProgramData\Trimble\Tekla
Structures\<version>\environments\common\system フォルダー内

にあります。
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• ファイルの正確な場所は、環境ファイルのフォルダー構成によって異なること
があります。

印刷機能と共にインストールされるこれらのファイルには、デフォルト値が指定さ
れています。 ほとんどの場合、これらの値が適切です。 適な値は、既存の図面
レイアウト定義の詳細によって決まります。 図面の印刷領域を移動する必要があ
る場合や、適切でない用紙サイズが選択されている場合、これらの 2 つのファイル
で値の調整方法に関する説明を参照してください。

設定を変更する場合は、元の設定ファイルのコピーを作成し、コピーを適切なフォ
ルダにコピーします。 コンピュータに設定ファイルの複数のコピーが存在する場
合があります。 必要な場合はこれらのファイルが検索され、次の検索順序で 初
に見つかったファイルが使用されます。

• モデルフォルダ

• XS_PROJECT詳細設定により定義されたプロジェクトフォルダ

• XS_FIRM詳細設定により定義された企業フォルダ

• XS_SYSTEM詳細設定により定義されたシステムフォルダ

ファイルが見つからない場合、デフォルト値が使用されます。

ヒ
ン
ト

設定ファイルのコピーを作成したら、まずテストモデルフォルダに保存して
ください。 プロジェクトフォルダ、企業フォルダ、環境フォルダで使用する
前に、結果を検証します。 さらに、新しいバージョンの Tekla Structures を再
インストールすると独自の設定が上書きされる可能性があるため、設定ファ
イルのバックアップコピーを安全な場所に保存しておいてください。

参照項目

図面の印刷 (593 ページ)

6.4 印刷出力ファイル名のカスタマイズ
特定の図面タイプに固有の詳細設定を使用することで、Tekla Structures で.pdfフ

ァイルとプロットファイルに自動的に名前が付けられる方法を変更できます。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 ] をクリックし、[印刷] カテゴリー
に移動します。

2. 詳細設定 XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_W、XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_G、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_M、XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_Cの

いずれかまたはすべての値を入力します。 

末尾の文字は図面タイプを示しています。 いくつかの値を組み合わせること
もできます。 この値では大文字と小文字が区別されません。

3. [OK] をクリックします。 
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例:

値は、単一の % で区切ります。

次の例では、製品図 .pdf の名前が E_P1_PLATE_Revision=2.pdf になり

ます。

XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A=E_%NAME.%_%TITLE%%REV?
_Revision=%%REV%.pdf

有効な値

値 結果の例 説明

%NAME%
%DRAWING_NAME%

P_1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefix_numberの形式の

ファイル名を使用。

%NAME.-%
%DRAWING_NAME.-%

P-1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefix-numberの形式の

ファイル名を使用。

%NAME.%
%DRAWING_NAME.%

P1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefixnumberの形式のフ

ァイル名を使用。

%REV%
%REVISION%
%DRAWING_REVISION%

2 図面リビジョン番号。

%REV_MARK%
%REVISION_MARK%
%DRAWING_REVISION_M
ARK%

B 図面リビジョンマーク

%TITLE%
%DRAWING_TITLE%

PLATE 図面プロパティダイアログボックス
からの図面の名前。

%UDA:<drawing user-
defined attribute>%

塗装済み 図面のユーザー定義情報の値。
objects.inpファイルで定義され

た図面のユーザー定義情報。 ユーザ
ー定義情報の実際の値は、図面固有の
ユーザー定義情報ダイアログボック
スで入力します。

%REV? - <text>% 2 - Rev 条件付き頭マークを追加します。 こ
の例では、REVが存在する場合に、

Tekla Structures により?と%の間にあ
るテキストがファイル名に追加され
ます。

%TPL:<template
attribute>%

ベースプレー
ト

テンプレートエディタで確認できる
テンプレート属性を使用できます。
これらの属性の実際の値は、図面プロ
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値 結果の例 説明

パティダイアログボックスで入力し
ます。 例:

• %TPL:TITLE1%
• %TPL:TITLE2%
• %TPL:TITLE3%
• %TPL:DR_DEFAULT_HOLE_SIZE

%
• %TPL:DATE%
• %TPL:TIME%
• %TPL:DR_DEFAULT_WELD_SIZE

%

注 XS_ASSEMBLY_POSITION_NUMBER_FORMAT_STRING で、値の間に区切り文字を使

用しない場合 (たとえば、%ASSEMBLY_PREFIX%%ASSEMBLY_POS%)、または 
XS_USE_ASSEMBLY_NUMBER_FOR を設定する場合、印刷ファイル名 (P_1) にアンダー

スコアを含める必要がある印刷出力ファイル名スイッチ %DRAWING_NAME% および 
%NAME% は、うまく機能しません。

スイッチを有効にするには、以下を実行します。

• XS_ASSEMBLY_POSITION_NUMBER_FORMAT_STRINGを使用する場合、値の間に

ドット(.)、スラッシュ(/)、ハイフン(-)を使用します(%ASSEMBLY_PREFIX
%.%ASSEMBLY_POS%など)。

• XS_USE_ASSEMBLY_NUMBER_FORは空白のままにします。
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7 プリンター カタログ プリンター
定義を使用した図面の印刷 (以前
の印刷)

図面の印刷には、Tekla Structures 独自の [プリンターカタログ] プリンター定義を使
用することもできます。これを行うには、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG
を TRUE に設定する必要があります。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)

612



XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定すると [プリンターカタログ] ダイ

アログ ボックスが使用されます。プリンター定義を設定する必要があります。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)

613



Microsoft Windows 環境におけるプリンターの設定については、このドキュメント
では扱いません。環境でプリンターが設定およびテストされていることを前提と
します。プリンター設定の詳細については、システム管理者にお問い合わせくださ
い。

「新しい」印刷機能を使用して印刷する場合は、「.pdf ファイル、プロットファイル
(.plt)、またはプリンターへの出力 (594 ページ)」を参照してください。

詳細情報のリンク:

• 個々の図面の印刷 (以前の印刷) (614 ページ)

• サイズの異なる複数の図面の一括印刷 (以前の印刷) (617 ページ)

• .pdf ファイルの作成 (以前の印刷) (618 ページ)

• ファイルへの出力 (以前の印刷) (619 ページ)

• 複数枚への印刷 (以前の印刷) (622 ページ)

• 図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷) (626 ページ)

• [プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印刷) (629 ページ)

• [図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷) (624 ページ)

• 印刷のヒント (以前の印刷) (635 ページ)

7.1 個々の図面の印刷 (以前の印刷)
以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

図面を印刷する前に、プリンター定義の設定に問題がなく、レイアウトに適切な図
面サイズが設定されていることをチェックしてください。

1. 図面を開きます。

2. [ファイル] メニューで、[図面の印刷] をクリックします。

3. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義を選択します。

4. 必要に応じて、印刷設定を変更し、枠と折り目マークを印刷出力に追加しま
す。

5. [印刷(P)] をクリックします。

ヒント [図面の印刷] ダイアログ ボックスを開くショートカットは、Shift+P です。

例

個々の図面を印刷する例を参照するには、以下のリンクをクリックします。

例: A4 横方向で印刷する (615 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)

614 個々の図面の印刷 (以前の印刷)



例: A3 縦方向で印刷する (616 ページ)

例: A3 の図面を A4 用紙に印刷する (617 ページ)

参照項目

図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷) (626 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

[図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷) (624 ページ)

[プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印刷) (629 ページ)

例: A4 横方向で印刷する

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

この例では、A4 用紙の横方向に白黒印刷する方法を説明します。

注 この例では、印刷領域 h x b の定義について、h は用紙の長辺側、b は用紙の短
辺側であることを前提とします。 使用するプリンタドライバの種類によって
は、h は用紙の短辺側であると定義されています。この場合は、h x b の値を変
更する必要があります。

1. 図面を開き、図面の背景をダブルクリックします。

2. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [レイアウト] をクリックします。

3. 以下の設定を定義します。 

• [サイズ決定方法] を [指定サイズ] に設定します。

• [図面サイズ] を「287 * 200」に設定します。

• [自動サイズ] を使用することもできます。自動サイズを使用する場合、適
切な [固定サイズ] または [計算サイズ] を定義しておく必要があります。

4. [変更] および [OK] をクリックします。

5. [ファイル] メニューで、[図面の印刷] をクリックします。

6. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義をクリックし
ます。

7. [追加 / 編集...] をクリックし、プリンター設定に問題がないことを確認します。

• 用紙サイズ:A4 210 x 297 mm

• 印刷領域 h x b:287 x 200
• 色:白/黒

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)

615 個々の図面の印刷 (以前の印刷)



8. [更新] をクリックします。

9. [OK] をクリックします。

10. [縮小/拡大] を [縮尺] に設定して、「1」を入力します。 

この場合、[縮小/拡大] 設定を [自動] に設定しても、図面サイズと h x b が同じ
であるため同様の印刷出力が得られます。

11. [用紙方向] を [横] (または [自動]) に設定します。

12. [印刷領域] を [図面領域] に設定します。

13. [印刷(P)] をクリックします。

例: A3 縦方向で印刷する

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

この例では、A3 用紙の縦方向に白黒印刷する方法を説明します。

1. 図面を開き、背景をダブルクリックします。

2. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [レイアウト] をクリックします。

3. 以下の設定を定義します。 

• [サイズ決定方法] を [指定サイズ] に設定します。

• [図面サイズ] を「287 * 410」に設定します。

• [自動サイズ] を使用することもできます。自動サイズを使用する場合、適
切な [固定サイズ] または [計算サイズ] を定義しておく必要があります。

4. [変更] および [OK] をクリックします。

5. [ファイル] メニューで、[図面の印刷] をクリックします。

6. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義をクリックし
ます。

7. [追加 / 編集...] をクリックし、プリンター設定に問題がないことを確認します。

• 用紙サイズ:A3 297 x 420 mm.

• 印刷領域 h x b:410 x 287
• 色:白/黒

8. [更新] をクリックします。

9. [OK] をクリックします。

10. [縮小/拡大] を [縮尺] に設定して、「1」を入力します。

11. [用紙方向] を [縦] (または [自動]) に設定します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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12. [印刷領域] を [図面領域] に設定します。

13. [印刷(P)] をクリックします。

例: A3 の図面を A4 用紙に印刷する

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

この例では、A3 図面を A4 用紙に印刷する方法を説明します。 これは、正確な縮
尺を示す必要のない下書き図面が必要な場合などに役立ちます。

1. A3 図面を開きます。

2. [ファイル] メニューで、[図面の印刷] をクリックします。

3. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義をクリックし
ます。

4. [追加 / 編集...] をクリックし、使用するプリンター定義をクリックして、次の
ことを確認します。 

• A4 用紙に印刷される。

• [印刷領域 h x b] の値で、プリンターの余白制限が考慮されている。この場
合、[印刷領域 h x b] は 287*200 になります。

5. 設定を変更した場合は、[更新] をクリックし、[OK] をクリックします。 

[プリンターカタログ] で設定を変更しなかった場合は、[OK] をクリックして
[図面の印刷] ダイアログ ボックスに戻ります。

6. [縮小/拡大] を [自動] に設定します。 

[自動] を使用している場合、図面が用紙よりも大きいときは、用紙に合うよう
に図面が縮小されます。

7. 印刷(P)をクリックします。[印刷]

7.2 サイズの異なる複数の図面の一括印刷 (以前の印刷)
[ドキュメント管理] から複数の図面を印刷し、サイズの異なる図面を同時に印刷で
きます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

1. [ドキュメント管理] で、印刷する図面を選択します。

2. 選択した図面を右クリックし、[出力] を選択します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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3. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義を指定します。

複数のプリンター定義を選択するには、Ctrl キーを押しながら、プリンターを
選択します。

複数のサイズの図面と複数のプリンター定義を選択した場合は、Tekla
Structures により、各図面がフィットする 小の用紙サイズを使用するプリン
ター定義に図面が送信されます。 たとえば、A4 と A3 の 2 つのプリンター定
義を選択すると、Tekla Structures により、A4 図面は A4 プリンター定義に、A3
図面は A3 プリンター定義に送信されます。

4. [縮尺] を [1] に設定します。 

この設定により、Tekla Structures で正しい用紙サイズを使用しているプリンタ
ー定義が選択されて使用できるようになります。

5. 必要に応じて、他の印刷設定を変更し、枠と折り目マークを印刷出力に追加し
ます。

6. [印刷(P)] をクリックします。

参照項目

[プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印刷) (629 ページ)

図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷) (626 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

個々の図面の印刷 (以前の印刷) (614 ページ)

7.3 .pdf ファイルの作成 (以前の印刷)
では、任意の標準 pdf プリンター(pdfFactory、Win2PDF、Adobe Acrobat など)を使
って.pdf ファイルを作成できます。 複数の図面を同時に印刷し、複数のプリンター
定義を使用することができます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

Adobe Acrobat を使用して.pdf ファイルの作成を開始する前に、Adobe Acrobat およ
び Adobe Distiller がインストールされ、ファイルへの出力用に設定された Adobe
Postscript プリンタードライバが構成されていることを確認します。 詳細について
は、Adobe から公開されているドキュメントを参照してください。

さらに、Tekla Structures プリンターカタログに Adobe PostScript のプリンター定義
が含まれていることを確認します。

1. [ドキュメント管理] で、.pdf ファイルを作成する図面を選択します。

2. 選択した図面を右クリックし、[図面の印刷...] を選択します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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3. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用する pdf プリンター定義を選択しま
す。 

複数のプリンター定義を選択した場合は、Tekla Structures により、各図面がフ
ィットする 小の用紙サイズを使用するプリンター定義に図面が送信されま
す。 たとえば、A4 と A3 の 2 つのプリンター定義を選択すると、Tekla
Structures により、A4 図面は A4 プリンター定義に、A3 図面は A3 プリンター
定義に送信されます。

4. 必要に応じて、印刷設定を変更し、枠と折り目マークを PDF に追加します。

5. [印刷(P)] をクリックします。 

Tekla Structures により .pdf ファイルが作成され、プリンター定義を設定したと
きに指定したフォルダに .pdf ファイルが保存されます。ファイル名は、[ドキ
ュメント管理] に示されている図面名に拡張子 ps を付加したものになりま

す。

制限事項

.pdf ファイルを作成するときは、[ファイルに出力] オプションを使用しないでくだ
さい。

参照項目

[図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷) (624 ページ)

Adobe PostScript プリンター定義の追加 (631 ページ)

図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷) (626 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

7.4 ファイルへの出力 (以前の印刷)
ファイル出力用プリンター定義を使用して、ファイルに出力できます。 ファイル
は、デフォルトではモデルフォルダの\Plotfilesフォルダに出力されますが、

フォルダを変更することができます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

開始する前に、ファイルに出力するように設定されたプリンターのプリンタドライ
バがあることを確認します。

1. [ドキュメント管理] で、印刷するすべての図面を選択します。

2. 選択した図面を右クリックし、[図面の印刷...] を選択します。

3. ファイルへの出力用に設定されたプリンターのプリンタドライバをクリック
します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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4. [ファイルに出力] チェック ボックスをオンにします。 

フォルダを指定します。プリンターの定義を設定したときに指定したフォル
ダを使用できます。また、[ブラウズ(B)...] をクリックして [フォルダのブラウ
ズ] ダイアログ ボックスを開き、出力先のフォルダを探すこともできます。

フォルダを指定しない場合は、Tekla Structures により、現在のモデルフォルダ
または詳細設定 XS_DRAWING_PLOT_FILE_DIRECTORYで定義されたフォル

ダにファイルが作成されます。

5. 必要に応じて、他の印刷設定を変更し、枠と折り目マークを印刷出力に追加し
ます。

6. [印刷(P)] をクリックします。

選択した図面が、Tekla Structures により指定したフォルダ内のその図面名のファイ
ルに出力されます。

参照項目

[図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷) (624 ページ)

ファイル出力用定義の追加 (630 ページ)

図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷) (626 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

7.5 印刷ファイル名のカスタマイズ (以前の印刷)
Tekla Structures では、デフォルトで図面名が印刷ファイル名として使用されます。
このファイル名をカスタマイズするには、図面タイプを指定する詳細オプションを
使用し、印刷ファイル名の形式を値として定義するスイッチを入力します。

ファイル名をカスタマイズするには、次のようにします。

1. [ファイル] メニューで、 設定 --> 詳細設定 をクリックします。、[印刷]カテゴ
リーに移動します。

2. 詳細設定 XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_W、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_G、
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_M、および
XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_C のスイッチを入力します。 

いくつかのスイッチを組み合わせることもできます。 スイッチは大文字小文
字を区別しません。

3. [OK] をクリックします。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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例

以下の例では、ファイル名は E_P1_PLATE_Revision=2.dxfになります。

XS_DRAWING_PLOT_FILE_NAME_A=E_%NAME.%_%TITLE%%REV?_Revision=%
%REV%.dxf

参照項目

印刷ファイル名をカスタマイズするためのスイッチ (以前の印刷) (621 ページ)

印刷ファイル名をカスタマイズするためのスイッチ (以前の印刷)

印刷ファイル名の形式をカスタマイズする場合は、次のスイッチを使用します。こ
れらを .ini に定義する場合は、%% を使用します。[詳細設定] ダイアログ ボック

スでは、% を使用します。

スイッチ 結果の例 説明

%NAME%
%DRAWING_NAME%

P_1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefix（頭マーク）_number（番
号）の形式のファイル名を使用。

%NAME.-%
%DRAWING_NAME.-%

P-1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefix（頭マーク）-number（番
号）の形式のファイル名を使用。

%NAME.%
%DRAWING_NAME.%

P1 部材、製品、またはキャストユニット
の位置。prefix（頭マーク）number（番
号）の形式のファイル名を使用。

%REV%
%REVISION%
%DRAWING_REVISION%

2 図面のリビジョン番号 ([図面の印刷]
ダイアログ ボックスで、[ファイル名に
リビジョンマークの出力] をオンにし
ている場合)。

%REV_MARK%
%REVISION_MARK%
%DRAWING_REVISION_
MARK%

B 図面のリビジョン マーク ([図面の印
刷] ダイアログ ボックスで、[ファイル
名にリビジョンマークの出力] をオン
にしている場合)。

%TITLE%
%DRAWING_TITLE%

PLATE 図面プロパティのダイアログボックス
から取得した図面名。

%UDA:<図面のユーザー
定義情報>%

Painted 図面のユーザー定義情報の値。図面の
ユーザー定義情報は、objects.inpに

定義されています。ユーザー定義情報
の実際の値は、図面固有のユーザー定
義情報ダイアログボックスで入力しま
す。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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スイッチ 結果の例 説明

%REV? - <テキスト>% 2 - Rev 条件付き頭マークを追加します。 この
例では、REVが存在する場合に、Tekla
Structures によって、?と%の間にあるテ
キストがファイル名に追加されます。

%TPL:<テンプレート属
性>%

Base plate テンプレートエディタで確認できるテ
ンプレート属性を使用できます。これ
らの属性の実際の値は、図面プロパテ
ィダイアログボックスで入力します。
例:

• %TPL:TITLE1%
• %TPL:TITLE2%
• %TPL:TITLE3%
• %TPL:DR_DEFAULT_HOLE_SIZE%
• %TPL:DATE%
• %TPL:TIME%
• %TPL:DR_DEFAULT_WELD_SIZE%

注 印刷ファイル名にアンダースコア(P_1)を生成する印刷出力ファイル名スイッ
チ%DRAWING_NAME%および%NAME%は、

XS_ASSEMBLY_POSITION_NUMBER_FORMAT_STRINGで値の間に区切り文

字が使用されていない場合(%ASSEMBLY_PREFIX%%ASSEMBLY_POS%など)や
XS_USE_ASSEMBLY_NUMBER_FORが設定されている場合は機能しません。

スイッチを有効にするには、以下を実行します。

• XS_ASSEMBLY_POSITION_NUMBER_FORMAT_STRINGを使用する場合、

値の間にドット(.)、スラッシュ(/)、ハイフン(-)を使用します
(%ASSEMBLY_PREFIX%.%ASSEMBLY_POS%など)。

• XS_USE_ASSEMBLY_NUMBER_FORは空白のままにします。

参照項目

印刷ファイル名のカスタマイズ (以前の印刷) (620 ページ)

7.6 複数枚への印刷 (以前の印刷)
図面が非常に大きい場合、複数枚に印刷できます。 適切な縮尺を設定すると、Tekla
Structures により必要な枚数が自動的に計算されます。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

複数枚に印刷する前に、図面レイアウトが複数枚の小さな用紙への出力に対応して
いるかどうかを確認します。Tekla Structures では、印刷出力に 5mm の余白が自動
的に追加されます。

複数枚に印刷するよう、プリンター定義を正しく設定していることも確認します。

1. 図面を開きます。

2. [ファイル] メニューで、[図面の印刷] をクリックします。

3. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、使用するプリンター定義を選択します。

4. [複数枚に印刷] オプションを選択します。

5. [縮小/拡大] で、[縮尺] = 1 に設定します。この操作により、縮尺が維持されま

す。用紙枚数の端数は切り上げられます。 

複数枚に印刷するときは、[自動] を使用しないでください。

Tekla Structures では、図面の印刷に必要な用紙枚数が自動的に計算されます。

6. 必要に応じて、他の印刷設定を変更し、枠と折り目マークを印刷出力に追加し
ます。 

[用紙方向] を [自動] に設定すると、Tekla Structures により印刷枚数が 少にな
るように用紙方向が選択されます。

Tekla Structures では、図面を複数枚に印刷するときに、右下隅が 1 枚目に印刷さ
れ、左上隅が 後に印刷されます(次の例の番号が付けられた用紙を参照)。

図面枠や表題欄を小さめのサイズの用紙に収めるには、以下の例に示すように、適
切なテーブルレイアウトを使用する必要があります。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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ヒン
ト

小さな用紙から除外する枠を設定するには、詳細設定の

XS_PRINT_MULTISHEET_BORDERを使用します。

参照項目

[図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷) (624 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

7.7 [図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷)
[図面の印刷] ダイアログ ボックスには、印刷を設定するための各種オプションが
あります。このダイアログ ボックスは、 [ファイル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定
--> 印刷 で XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合のみ表示されま

す。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)

624 [図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前
の印刷)



設定 説明

ファイルに出力 図面をファイルに出力します。

ファイル名にリビジョンマークの
出力

印刷する図面の 新リビジョンをファイル名に含
めます。

デフォルトでは、リビジョン番号が使用されます
が、 詳細設定のを TRUEに設定すると、リビジョン

マークが使用されます。

縮小/拡大 [自動] では、図面が [印刷領域 h x b] のサイズ (用紙
のサイズ) に合わせて調整されます。これは、下書
き図面を A4 で印刷するときなどに役立ちます。こ
のオプションを使用すると、すべての要素を印刷出
力に含めることができます。ただし、図面サイズは
[印刷領域 h x b] に調整されるので、図面の縮尺が影
響を受けることがあります。

[自動] を使用すると、図面サイズが用紙よりも小さ
い場合、縦横比を維持しながら、定義されている
[印刷領域 h x b] に合わせて図面が拡大されます。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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設定 説明

[縮尺] ボックスに正確な縮尺を入力すると、定義さ
れた縮尺に合わせて図面が手動で調整されます。

[縮尺] の例: 1.0 = 100%, 0.9 = 90%
複数枚に印刷 図面を複数枚の小さな用紙に印刷します。

コピー数 コピー数を定義します。

用紙方向 [自動] は図面を用紙に合わせた向きにします。

[横] は図面を横に (画面表示どおりに) 印刷します。

[縦] は図面を縦に印刷します。

印刷領域 [図面領域] は図面全体を印刷します。

[画面領域] は現在の図面ウィンドウに表示されて
いる領域を印刷します。

追加 / 編集... プリンター定義を追加 (629 ページ)または削除す
るか、その設定を変更します。

図枠(F)... 枠と折り目マーク (626 ページ)の印刷を選択でき
るダイアログボックスを開きます。

プリンタ設定(S)... Windows の[プリンタの設定]ダイアログボックスを
開きます。このダイアログボックスでは、現在の
Tekla Structures セッションに限り、印刷設定を変更
できます。加えた変更は、プリンターで永続的には
保存されません。

7.8 図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷)
図面内容の周囲に枠を作成できます。枠の中にもう 1 つ枠を作成することもでき
ます。図面内容の周囲に Tekla Structures のデフォルト枠を追加できます。また、テ
ーブル レイアウト内で DWG/DXF ファイルを図面枠として使用することもできま
す。

詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE (以前の印刷) に設定した場合の

み、枠と折り目マークを追加できます。

印刷した図面の折り目の目安となる折り目マークも作成できます。折り目マーク
は、図面枠に直角に、図面枠の間に引いた細い線です。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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1. 枠

2. 折り目マーク

参照項目

印刷出力への枠と折り目マークの追加 (以前の印刷) (627 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

印刷出力への枠と折り目マークの追加 (以前の印刷)
印刷図面の周囲に枠を追加し、折り目を指定する折り目マークを追加できます。枠
と折り目マークの色を選択できます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。 この詳

細設定を FALSE に設定した場合、新しい印刷機能を使用します。この機能では、

[図面の印刷] ダイアログ ボックスを使用して枠と折り目マークを設定できませ
ん。

印刷される図面枠は、システム フォルダーの standard.fms ファイルで制御され

ます。デフォルト値が標準ファイルに含まれているのは、[図面枠プロパティ] ダイ
アログ ボックスに保存オプションがないためです。標準ファイルをモデル フォル
ダに保存した後、必要に応じてプロジェクト フォルダや企業フォルダにコピーし
ます。一連の標準ファイルをモデル フォルダーに保存する場合は、「」を参照して
ください。

1. [ファイル] メニューで、[印刷 --> 図面の印刷 ] をクリックします。

2. [図面の印刷] ダイアログ ボックスで、[図枠(F)...] をクリックします。

3. [図面枠プロパティ] ダイアログ ボックスで、印刷する枠のチェック ボックス
をオンにします。

4. [余白] で、用紙の上下左右の端部から各枠までの距離をミリメートル単位で入
力します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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5. 各枠の色を選択します。

6. 折り目マークを印刷するには、[折り目マーク] チェック ボックスをオンにし
ます。

7. 折り目マークの設定では、外側図面枠の右下の角から も近い折り目マークま
での距離を水平、垂直方向にミリメートル単位で入力するか、各折り目マーク
間の距離を同様にミリメートル単位で入力します。

8. 折り目マークの色を選択します。

9. [OK] をクリックします。

プロパティ ダイアログ ボックスの内容と標準ファイルの例を次に示します。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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参照項目

テーブル セット (657 ページ)

7.9 [プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印
刷)
プリンター定義は、.pdf に出力する、印刷ファイルに出力する、各種プリンターに
出力する、各種サイズで印刷するなど、さまざまな目的に応じて [プリンターカタ
ログ] で設定する必要があります。

Tekla Structures で [プリンターカタログ] のプリンター定義を設定するには、 [ファ
イル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷 で詳細設定 
XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定する必要があります。この詳細設定

が FALSE に設定されている場合、新しい印刷機能が使用されるため、[プリンター

カタログ] は使用できません。

Tekla Structures では、Microsoft Windows プリンタードライバを通じて、印刷データ
をプリンター、印刷ファイル、または.pdf ファイルに直接書き込みます。

Tekla Structures でプリンター定義を設定するステップは 2 つあります。

• まず、[プリンターカタログ] にプリンター定義を追加 (629 ページ)する必要が
あります。デフォルトで、プリンター定義がいくつか事前定義されています。

• 次に、プリンター定義とプリンタドライバを関連付けて、用紙サイズや印刷領
域 (632 ページ)などのプリンター定義の設定を調整する必要があります。た
とえば、同じプリンター上の印刷する用紙サイズ別に、1 つのプリンタドライ
バを複数のプリンター定義に関連付けておくこともできます。

参照項目

ファイル出力用定義の追加 (630 ページ)

Adobe PostScript プリンター定義の追加 (631 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号) (634 ページ)

プリンター定義の追加
印刷するには、[プリンターカタログ] にプリンター定義を追加する必要がありま
す。これは、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG が TRUE に設定されている場

合の印刷に適用されます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

1. [ファイル] メニューで、[印刷 --> プリンターを選択 ] をクリックします。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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2. [プリンターカタログ] で、追加するプリンター定義と設定が似ている既存のプ
リンター定義をクリックします。

3. 新しいプリンター定義の新しい名前を [定義されたプリンター] リストの下の
ボックスに入力します。

4. [追加(A)] をクリックします。

5. [ブラウズ(B)...] をクリックして [プリンターの選択] ダイアログ ボックスを開
きます。このダイアログ ボックスには、ローカル システムで現在構成されて
いる Microsoft Windows プリンター ドライバーの一覧が表示されます。

6. プリンター ドライバーをクリックし、[OK] をクリックします。

7. 用紙サイズ (632 ページ)を選択します。

8. 印刷領域 (632 ページ)を [印刷領域 h x b] (高さと幅) に入力します。

9. 必要に応じて、[印刷原点のオフセット] を使用して、図面の印刷原点を移動し
ます。

10. [白/黒 ]、[グレイスケール]、または [色] を選択します。 

[色] を選択すると、図面プロパティで定義された色で Tekla Structures によって
線が出力されます。

11. [カラーテーブル(C)...] をクリックして、画面上の線の色にペン サイズをマッ
ピングします。背景色は出力されません。

12. [更新] をクリックします。

13. [OK] をクリックします。

14. モデルフォルダに変更を保存することを確認します。

参照項目

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

印刷用紙サイズと印刷領域 h x b の定義 (632 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号) (634 ページ)

ファイル出力用定義の追加
ファイルに出力するには、[プリンターカタログ] にファイル出力用プリンター定義
を追加する必要があります。これは、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG が 
TRUE に設定されている場合の印刷に適用されます。

1. [ファイル] メニューで、[印刷 --> プリンターを選択 ] をクリックします。

2. [プリンターカタログ] で [追加(A)] をクリックします

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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3. プリンター ドライバーのプリンター定義名を入力し、その後ろにスペースで
区切らずに @path\folder\ を入力します。このフォルダは、既に存在して

いなければなりません。たとえば、11X17@d:\small\ などです。 

フォルダの指定は省略してもかまいません。 フォルダの指定を省略した場
合、Tekla Structures により、現在のモデルフォルダまたは詳細設定

XS_DRAWING_PLOT_FILE_DIRECTORYで指定したフォルダにファイルが出

力されます。

警
告

XS_DRAWING_PLOT_FILE_DIRECTORY は、[プリンターカタログ] で
定義したフォルダよりも優先されます。

4. [追加(A)] をクリックします。

5. [ブラウズ(B)...] をクリックして [プリンターの選択] ダイアログ ボックスを開
き、ファイルへの出力用に構成されているプリンター ドライバーをクリック
して、[OK] をクリックします。

6. [用紙サイズ] で、[印刷領域で定義] を選択します。

7. 印刷領域 (632 ページ)を [印刷領域 h x b] (高さと幅) に入力します。

8. 印刷ファイルのファイル名拡張子(pltなど)を入力します。

9. 色として、[色]、[グレイスケール]、または [白/黒 ] を選択します。

10. 必要に応じて、[カラーテーブル(C)...] をクリックして異なる色のペンのサイズ
を変更します。

11. [更新] をクリックします。

12. [OK] をクリックします。

13. モデルフォルダに変更を保存することを確認します。

ヒ
ン
ト

図面をサイズ別のフォルダに振り分けるには、使用する用紙サイズごとにファイル
を出力するように Microsoft Windows プリンターを設定する方法もあります。この
場合、Tekla Structures の [定義されたプリンター] リストには、用紙サイズごとに異
なる出力先フォルダを入力します。

参照項目

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

印刷用紙サイズと印刷領域 h x b の定義 (632 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号) (634 ページ)

ファイルへの出力 (以前の印刷) (619 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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Adobe PostScript プリンター定義の追加
.pdf ファイルに出力するには、[プリンターカタログ] に Adobe PostScript プリンタ
ー定義を追加する必要があります。これは、詳細設定 
XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG が TRUE に設定されている場合の印刷に適用されま

す。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

1. [ファイル] メニューで、[印刷 --> プリンターを選択 ] をクリックします。

2. [プリンターカタログ] で [追加(A)] をクリックします

3. 新しいプリンター定義の名前を入力し、その後ろにスペースで区切らずに、@
文字、および Adobe Distiller によるファイルの検索先フォルダを順に入力しま
す。 たとえば、A4_PDF@c:\plots\pdf\in\のように入力します。

4. [追加(A)] をクリックします。

5. [ブラウズ(B)...] をクリックして、[プリンターの選択] ダイアログ ボックスを
開きます。Adobe PostScript プリンター ドライバーをクリックし、[OK] をクリ
ックします。

6. [用紙サイズ] を [印刷領域で定義] に設定します。

7. 印刷領域 (632 ページ)を [印刷領域 h x b] (高さと幅) に入力します。

8. ファイル名拡張子として psを入力します。

9. 色として、[白/黒 ]、[グレイスケール]、または [色] を選択します。

10. 必要に応じて、[カラーテーブル(C)...] をクリックして異なる色のペンのサイズ
を変更します。

11. [更新] をクリックします。

12. [OK] をクリックします。

13. モデルフォルダに変更を保存することを確認します。

参照項目

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

印刷用紙サイズと印刷領域 h x b の定義 (632 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号) (634 ページ)

.pdf ファイルの作成 (以前の印刷) (618 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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印刷用紙サイズと印刷領域 h x b の定義
[プリンターカタログ] で追加したプリンター定義ごとに、用紙サイズと印刷領域 h
x b を定義する必要があります。これは、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG
が TRUE に設定されている場合の印刷に適用されます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

1. [ファイル] メニューで、[印刷 --> プリンターを選択 ] をクリックします。

2. [プリンターカタログ] で、プリンター定義を選択します。

3. [用紙サイズ] 設定を使用して、印刷で使用する用紙サイズを選択します。

• [事前定義の用紙サイズ]: Tekla Structures には、A3 までの代表的な用紙サイ
ズが事前定義されています。A3 までのプリンターには、リスト内のいずれ
かのサイズを選択することをお勧めします。

• 印刷領域で定義:印刷領域に応じた用紙サイズがプリンターによって選択
されます。A2 以上のプリンターの場合は、このオプションをお勧めしま
す。A3 より大きいプリンターで事前定義の用紙サイズを使用すると、印刷
領域のサイズを超えている図面部分が切り捨てられます。

• なし:プリンターにサイズ情報を送信しません。このオプションは、Xsteel
5.0 との下位互換性のために用意されています。それ以外の場合は使用し
ないでください。

4. [印刷領域 h x b] を入力します。

• Tekla Structures では、印刷領域の値に基づいて、用紙上の印刷出力の位置
が決定されます。 [h]と[b]の値が、必要な用紙サイズに関連付けられてい
ることを確認します。

通常、 小値はプリンターの余白制限を差し引いた用紙サイズです。 たと
えば、用紙サイズが 297 x 420 の場合、印刷領域は 407 x 284 となります。
プリンターの余白制限の詳細については、プリンターのマニュアルを参照
してください。

• ロール送りプリンターでは通常、[h]でロール幅方向、[b]でロール送り方向
をそれぞれ定義します。 トレイ送りプリンターでは通常、[h]でトレイ送り
方向、[b]でトレイ幅方向をそれぞれ定義します。 値を入力して、印刷動作
をテストしてください。 方向が間違っていることに気付いた場合は、[h]と
[b]の値を切り替えてください。

• Tekla Structures から印刷するときは、[プリンターカタログ] の Tekla
Structures プリンター定義の設定でそのプリンター用に設定されている値
が使用され、Windows プリンター設定の設定よりも優先されます。

5. [OK] をクリックして、変更内容を適用します。

ヒ
ン
ト

異なる用紙サイズに印刷するために、用紙サイズが異なる複数のプリンター
定義を定義できます。ただし、これらは、物理的に同じプリンターに接続さ
れているものとします。 Microsoft Windows で出力装置(プリンタ)を設定す

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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る方法の詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照し
てください。

参照項目

プリンター定義の追加 (629 ページ)

印刷のヒント (以前の印刷) (635 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号)
Tekla Structures のペン番号は、 [ファイル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合のみ、[プリンタ

ーカタログ] の [カラーテーブル ] で設定できます。この詳細設定が FALSE に設定

されている場合、新しい印刷機能が使用されるため、[プリンターカタログ] は使用
できません。

[カラーテーブル ] ダイアログ ボックスのペン番号は、印刷図面で使用される線の
太さに対応しています。デフォルトでは、ペン番号 0 が 0.01mm の線の太さに対応
します。印刷図面の 終的な線の太さは、ペンのこのデフォルトの太さにペン番号
を掛けた値になります。たとえば、ペン番号が 25 の場合、線の太さは 0.25 mm に
なります。

• 画面に表示される線では、[プリンターカタログ] の [定義されたプリンター] リ
ストの 初のプリンターに定義されている線の太さが使用されます。図面の印
刷時には、印刷に使用するプリンターから線の太さが取得されます。

• カラー図面では、 [ファイル] メニュー --> 設定 で [プリンターの線重] チェック
ボックスがオンになっていれば、さまざまな太さで線が表示されます。

• 白黒図面の場合、Tekla Structures により、[カラーテーブル ] で色に定義されて
いるペン番号の太さを使用して、黒い線が画面に表示されます。

• デフォルトの線の太さを変更するには、詳細設定を使用します。

参照項目

色ごとのペン番号(線の太さ)の変更 (634 ページ)

色ごとのペン番号(線の太さ)の変更
[プリンターカタログ]で色ごとにペン番号を変更して、さまざまな幅の線を表示お
よび印刷できます。 これは、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOGが TRUEに設

定されている場合の印刷に適用されます。

以下の手順は、[プリンター カタログ] プリンター インスタンスを使用して印刷す
る場合に適用されます。つまり、 ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 印刷
で、詳細設定 XS_USE_OLD_PLOT_DIALOG を TRUE に設定した場合です。

1. 図面を開きます。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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(以前の印刷)



2. [ファイル]メニューで、 [印刷] --> [プリンターカタログ] をクリックし、プリ
ンター定義を選択します。

3. [カラー表]をクリックします。

4. ペン番号を入力または変更します。 

たとえば、線の太さを 0.25mm にするには、「25」と入力します。

デフォルトの線の太さ 0.01 を変更するには、詳細設定 を使用します。

5. [OK]をクリックします。

6. カラー図面の場合は、[ファイル] メニューで、 [設定] をクリックし、[プリン
ターの線重] を選択します。この操作を行わないと、画面で変更を確認するこ
とはできません。

参照項目

図面の色の変更 (537 ページ)

図面内の色 (534 ページ)

カラーテーブルの線の太さ(ペン番号) (634 ページ)

7.10 印刷のヒント (以前の印刷)
図面を思い通りに印刷するためのヒントについていくつか説明します。

• 図面を小さい用紙に印刷すると、線の太さはそれに応じて変更されます。

• 異なる用紙サイズを使用して図面を強制的に印刷できます。図面を開いて、 [図
面プロパティ] --> レイアウト に移動します。[サイズ決定方法] で、[指定サイ
ズ] を選択します。目的の用紙サイズを [図面サイズ] に挿入します。

• 図面が用紙に収まらない場合や、印刷位置が正しくない場合は、[プリンターカ
タログ] の [印刷原点のオフセット] オプションを使用して、選択したプリンタ
ー定義の図面印刷原点を移動します。

詳細設定 XS_PLOT_ORIGIN_MOVE_X および XS_PLOT_ORIGIN_MOVE_Y を
使用すると、すべてのプリンター定義の印刷原点が x または y 方向に移動され
ます。これらの詳細設定の値を設定した場合、[印刷原点のオフセット] 値の代
わりに使用されます。

• 複数ユーザーモデルを使用して作業する場合は、情報の損失を防止するために
印刷日情報を無効にすることができます。これは、あるユーザーが図面を印刷
しているときに、別のユーザーが同じ図面を変更する場合に便利です。

XS_DISABLE_DRAWING_PLOT_DATEを使用して、印刷日を無効にします。

• 複数の Windows プリンタードライバを同じ物理プリンターに追加し、Windows
プリンタードライバの印刷設定または標準の設定で、プリンタードライバごと
に正確な用紙サイズを定義できます。その後、Tekla Structures で、目的の用紙
サイズと対応するプリンタードライバが選択されるようにプリンター定義を設
定できます。下の表を参照してください。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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• 1 台の物理プリンターで Windows プリンタードライバを 1 つだけ使用する場合
は、Windows プリンタードライバの印刷設定または標準の設定で、そのプリン
タードライバーで使用する 大用紙サイズ(A0 など)を定義します。その後、
Tekla Structures で、その 1 つのプリンタードライバを使用し、そのプリンター
ドライバに対して、それぞれが必要な用紙サイズを使用する複数のプリンター
定義を設定できます。下の表を参照してください。

プリンター Windows プリンタドライバ Tekla Structures プリンター定義

1 台のプリンター。 必要な各サイズ用の別個の
Windows プリンタドライ
バ。

必要なサイズごとに、別個の Tekla
Structures プリンター定義を定義し
ます。各プリンター定義で、対応
する用紙サイズが設定されたプリ
ンタドライバが使用されます。

1 台のプリンター。 1 つの Windows プリンタド
ライバ。 必要になる も大
きな用紙サイズに合わせて
プリンタドライバを設定し
ます。

必要なサイズごとに、別個の Tekla
Structures プリンター定義を定義し
ます。各プリンター定義で同じプ
リンタドライバが使用されます。

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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参照項目

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷) (612 ペ
ージ)

[プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印刷) (629 ページ)

プリンター カタログ プリンター定義を使用した図
面の印刷 (以前の印刷)
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8 自動図面設定の定義

図面設定は、図面の外観とその内容を Tekla Structures に指定します。自動図面設定
は、図面の作成前に定義されます。

自動図面設定

自動図面設定は、次の方法で定義される設定です。

• さまざまな図面タイプの図面、ビュー、オブジェクト プロパティ。プロパティ
はプロパティ ファイルに保存されます。プロパティは、作成した図面ごとに別
個に定義できますが、後で使用できるように、 もよく使用する設定をプロパ
ティ ファイル ([マスター図面カタログ] など) に保存することをお勧めします。
新しい図面を作成する場合は必ず、作成する図面に 適な設定が含まれた自動
図面プロパティを読み込み、必要に応じて設定を調整した後、図面を作成しま
す。プロパティは、図面を作成した後も調整できます。

図面プロパティ ダイアログ ボックスを開いて自動図面プロパティを設定する
には、[図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ ] を選択し、図面タイプを選
択します。

• [オプション] と [詳細設定] ダイアログ ボックスのさまざまなオプションおよ
び詳細設定を使用して定義される図面設定。

• 鉄筋を設定する rebar_config.inp (982 ページ)、塗りつぶしパタンを設定する
hatch_types1.pat (866 ページ)など、追加の設定ファイル。

単品図、製品図、およびキャストユニット図のプロパティ

これらの図面には、2 つのタイプ (図面固有とビュー固有) の自動プロパティが含ま
れています。図面固有のプロパティは、図面全体 (座標系、座標系の回転、図面の
タイトル、図面レイアウト、ユーザー定義プロパティ、一部の詳細および断面図プ
ロパティ) に適用されます。
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ビュー固有のプロパティは、作成対象として選択したビューごとに別個に定義され
ます。たとえば、マークをあるビューに表示し、寸法を別のビュー、仕上げ材を 3
つ目のビューに表示することができます。ビューごとに異なる保護設定を定義す
ることもできます。ビューは必要な数だけ追加できます。

作成する図面ビューと使用するプロパティを指定するには、次の図に示す手順に
従ってください。まず、作成するビューを選択し、ビューに使用するビュー プロ
パティを選択します。ビュー プロパティを調整したり新しいプロパティを作成し
たりする必要がある場合、[ビュープロパティ] をクリックし、保護設定、寸法、フ
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ィルター、マーク、オブジェクトなど、ビュー プロパティを調整します。必ず、
[保存する] を使用してビュー プロパティを保存してください。そうしないと変更
が保存されません。

単品図、製品図、キャストユニット図にある図面レベルのプロパティとビューレベ
ルのプロパティは、それぞれ図面の背景またはビューの枠をダブルクリックするこ
とで、開いている図面で変更できます。使用できるプロパティは、上に示したダイ
アログボックスと同じです。

一般図プロパティ

一般図の自動図面プロパティは、図面を作成する前に図面レベルで定義できます。
図面の背景をダブルクリックして、開いている図面で図面レベルのプロパティを変
更できます。
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一般図の作成を開始した後に、作成するビューを選択できます。ビューの枠をダブ
ルクリックして、開いている図面でビューレベルのプロパティを調整できます。
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個々のビュー、保護、寸法、マーク、およびオブジェクトのプロパティ

開いている図面で寸法、マーク、オブジェクトのプロパティを手動で変更し、変更
したプロパティをプロパティ ファイルに保存して、さまざまな目的で後で使用で
きます。

参照項目

図面作成前の自動図面プロパティの設定 (66 ページ)

既存の図面の図面プロパティの変更 (68 ページ)

ビューレベルの図面プロパティの変更 (67 ページ)

図面オブジェクトプロパティを変更します。 (69 ページ)

詳細なオブジェクト レベル設定 (70 ページ)

Tekla Structures が図面作成時に図面プロパティを適用する方法 (79 ページ)

8.1 図面レイアウトの定義
図面レイアウトは、図面に含めるテーブルとテーブルの配置場所を定義します。各
図面レイアウトには、独自のテーブル セットと適用可能な図面サイズがあります。
図面レイアウトは、レイアウト エディターを使用して作成および編集できます。

図面レイアウトは、図面テーブル セットを図面サイズに接続します。Tekla
Structures には、いくつかの定義済みの図面レイアウトがあります。図面タイプ (製
品、単品、キャスト ユニット、一般図、およびマルチ図) ごとに、必要なテーブル
セットを持つ個別の図面レイアウトを設定できます。複数の図面タイプに使用で
きるカスタマイズされた図面レイアウトを作成することもできます。

異なるレイアウトを使用すると、たとえば、製品図の用紙サイズを A1 と A2 に設
定したり、単品図の用紙サイズを A3 と A4 に設定したりすることができます。ま
た、たとえば、材料リストを一般図には含めずに製品図に含めることもできます。

また、同じ図面レイアウト内でテーブル セットをカスタマイズして、テーブル セ
ットごとに異なる図面サイズを設定することもできます。たとえば、A1 用紙と A4
用紙には同じ図面レイアウトを設定できますが、テーブル セットの配置が異なる
場合があります。テーブルの数と場所を管理することで、テーブルが各図面サイズ
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に収まるようにすることができます。図面レイアウトからテーブルを除外して、開
いている図面の一部として編集し、図面レイアウトが変更されないようにすること
もできます。

以前のバージョンの Tekla Structures では、図面プロパティで [指定サイズ] オプシ
ョンを使用した場合、テーブル セットは図面サイズに関連付けられませんでした。
テーブル セットを関連付けずに古いレイアウト ファイルを開くと、Tekla Structures
により各テーブル セットに図面サイズが自動的に生成され、図面サイズに
###_[TABLE SET NAME] の形式で名前が付けられます。必要に応じて、[レイア

ウト エディター] で各図面サイズのテーブル セットをカスタマイズできます。

図面プロパティで [自動サイズ] を使用した場合、Tekla Structures により、図面ビュ
ーと接続されているテーブル セットに適合する 小の図面サイズが選択されま
す。[図面サイズ設定] ダイアログ ボックスで、[自動サイズ] 互換性のある図面サイ
ズを選択できます。

Tekla Structures により、作成した新しいレイアウトが、ファイル名拡張子 .lay を
持つ別個のファイルに保存されます。レイアウト ファイルは、モデル フォルダー
内の \attributes サブフォルダーに置かれます。レイアウト ファイルは、詳細

設定 XS_FIRM および XS_PROJECT によって定義されているプロジェクト フォル

ダーや企業フォルダーにコピーできます。

レイアウト エディターで作成された .lay ファイルは、[図面レイアウト] ツールお

よび以前のバージョンの Tekla Structures のレイアウト エディターとは互換性がな
いことに注意してください。つまり、Tekla Structures 2019i 以前のバージョンでは、
新しい図面レイアウトを使用できません。

古い .lay ファイルを開くと、同じ .lay ファイル内のどの固定図面サイズにも関

連付けされていないその .lay ファイル内のすべてのテーブル セットが、独立した

テーブル セットに変換されます。変換時、テーブル セットごとに新しい固定サイ
ズが自動的に生成され、新しく生成されたサイズにテーブル セットが関連付けら
れます。生成される図面サイズは常に、メートル法環境では A1 (841 mm x 594
mm)、フィート・インチ環境では ANSI D (864 mm x 559 mm) です。生成される図
面サイズの名前は、###_<name_of_converted_table_layout> の形式です。

図面レイアウトを作成および編集する
新しい図面レイアウトを作成し、既存の図面レイアウトを編集するには、図面レイ
アウトエディターを使用します。レイアウトを操作して、テーブルの追加、変更、
移動、削除、図面サイズの追加と変更、図面レイアウト内のテーブル名または非表
示テーブルを表示するかどうかの選択を行うことができます。フレームと折り目
マークも、図面レイアウトエディターの図面に追加されます。

図面レイアウト エディターを開く

• 図面レイアウトエディターにアクセスするには、次のいずれかの操作を行いま
す。 
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図面レイアウトエディタ
ーにアクセスするには

操作

[ファイル] メニューを使
用

• [ファイル] メニューで、 エディタ --> 図面レイア
ウトエディター を選択します。

図面プロパティ ダイアロ
グ ボックスを使用

1. [レイアウト] をクリックします。

2. [レイアウト] リストの右側で [編集] をクリック
します。

モデリング モードでリボ
ンを使用

• 図面とレポート タブで 図面のプロパティ --> 図面
レイアウトエディター をクリックします。

開いている図面で操作 以下のいずれかの操作を行います。

• 既存のテーブル セットを右クリックし、[レイアウ
ト エディターを開く] を選択します。

• 既存のテーブル セットをダブルクリックして、[図
面レイアウトエディター] を選択します。

[クイック起動] を使用 1. [クイック起動] ボックスに「図面レイアウト」と

入力します。

2. リストから [図面レイアウトエディター] を選択
します。

レイアウト編集モードが開きます。

新しい図面レイアウトの作成

1. [レイアウト エディター] リボンで、  [レイアウトの作成] をクリックしま
す。

2. 新しい図面レイアウトに名前を付け、初期図面サイズを選択します。 

図面レイアウト名は 大 63 文字にすることができます。

後で追加の図面サイズにレイアウトを適用できます。

3. [作成] をクリックします。

4. [レイアウト エディター] 作業ウィンドウで、新しいレイアウトを適用する図
面タイプを選択します。

5. 必要に応じて図面レイアウトをカスタマイズします。 

たとえば、レイアウトに新しいテーブルを追加したり、使用可能な図面サイズ
を作成および修正したりします。詳細な手順については、以下を参照してくだ
さい。

6. 図面レイアウトを保存するには、[レイアウト エディター] リボンで [名前を付
けて保存] をクリックします。

7. [レイアウトの保存] ダイアログ ボックスで、[名前を付けてレイアウトを保存]
ボックスに図面レイアウトの名前を入力します。
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8. 現在のテーブル、図面ビューの余白、図面ビュー間のスペースを適用する図面
サイズを選択します。

9. 現在の図面レイアウト用に作成した図面サイズも印刷に使用できるようにす
るには、[印刷用にリストされたサイズと用紙サイズを同期] チェック ボック
スをオンにします。 

Tekla Structures により新しい図面サイズが検出された場合、モデル フォルダー
の下の \attributes フォルダーに Papersizesfordrawings.dat ファ

イルのコピーが作成されます。

図面サイズと用紙サイズは、現在のモデルでのみ同期されます。

10. 保存する をクリックします。

図面レイアウトは、モデル フォルダの下の .lay フォルダに \attributes ファ

イルとして保存されます。.lay ファイルは、以前のバージョンの Tekla Structures
で使用できなかった [図面レイアウト] ツールまたは [レイアウト エディター] と互
換性がないことに注意してください。つまり、新しいレイアウトを古いバージョン
の Tekla Structures で使用することはできません。

図面レイアウトの操作を続行したり、  [レイアウトエディターを閉じる] をク
リックしてレイアウト編集モードを閉じたりできるようになりました。

図面レイアウトに新しいテーブルを追加する

ここでは、図面レイアウトに追加できるすべての要素をテーブルと呼んでいます。
要素は次のとおりです。

• テンプレート ファイル (.tpl)

• DWG/DXF ファイル

たとえば、特定のタイプの図面に表示する必要がある一部の詳細情報が DWG
ファイルまたは DXF ファイルに含まれている場合、そのファイルを図面レイア
ウトに追加できます。

• キー プラン

キー プランには、Tekla Structures により正しいオブジェクトが自動的に取り込
まれます。キー プランとして正しい縮尺のビューを 1 つだけ含む図面を使用
することができます。Tekla Structures では、元の図面のビューだけが使用され
ます。元の図面のビューの位置、図面サイズ、およびテンプレートは、キー プ
ランに反映されません。

図面レイアウト内のテーブルの組み合わせは、テーブル セットと呼ばれます。

図面レイアウトに新しいテーブルを追加するには

1. [図面サイズ] リストで、テーブルを追加する図面サイズを選択します。 

図面レイアウトを保存するときに、複数の図面サイズに変更を適用できます。

2. [レイアウト エディター] リボンで、  [テーブルの追加] をクリックします。
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3. [テーブル一覧] ダイアログ ボックスで、追加するテーブルをクリックします。

4. DWG ファイルや DXF ファイル、またはキー プランを追加する場合は、次の
いずれかの操作を行います。 

目的 操作

DWG または DXF ファイルを追加する a. 使用可能なテーブルのリストでフ
ァイルを選択します。

b. ブラウズし、図面に追加するファイ
ルを見つけて選択します。

c. [開く] をクリックします。

キー プランを追加する a. 使用可能なテーブルのリストで [キ
ープラン] を選択します。

b. [図面] ダイアログ ボックスで、既存
のキー プラン図面を選択し、[選択]
をクリックします。

これで、[テーブル一覧] ダイアログ ボッ
クスを閉じることができます。

5. テーブルを追加する図面レイアウト内のポイントをクリックします。 

テーブルは、図面ビュー フレームに自動的に固定されます。

6. テーブルの縮尺または回転を変更する場合、テーブルを選択し、新しい [縮尺]
値または [回転] 値を入力します。 

編集できるのは、テンプレート ファイル (.tpl) の縮尺と回転だけです。

回転と縮尺の変更は、すぐに図面レイアウトに適用されます。テーブルの縮尺
を変更したり回転したりしても、テーブルは同じ位置に固定されたままです。
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7. テーブルを図面ビューと重ねる場合、[ビューとの重なり] チェック ボックス
をオンにします。 

[ビューとの重なり] チェック ボックスをオフにすると、Tekla Structures により
図面が作成または再作成されたときに、図面ビューがテーブル領域の外側に保
持されます。重なりの変更は、図面の再作成および作成中にのみ図面レイアウ
トに適用されることに注意してください。

図面レイアウトでテーブルを移動する

1. 図面とレポート タブで 図面のプロパティ --> 図面レイアウトエディター をク
リックします。

2. [図面レイアウト] リストから、図面レイアウトを選択します。

3. 図面レイアウトで、次のいずれかの操作を行います。

• 1 つのテーブル移動するには、移動するテーブルをクリックします。

• 複数のテーブルを移動するには、マウスの左ボタンを押したまま、移動す
るテーブルの周りにボックスをドラッグします。
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緑色のハンドルが 2 つ表示されます。

テーブルから遠いほうのハンドルによって、テーブルが固定される場所が決ま
ります。近いほうのハンドルによって、テーブルの 1 つの角が配置される場所
が決まります。

4. 以下のいずれかの操作を行います。

• 移動するテーブルをクリックし、マウスの左ボタンを押したままにします。

• 緑色のハンドルのいずれかをピックし、マウスの左ボタンを押したままに
します。

5. テーブルを新しい位置にドラッグします。 

表は、メートル法環境では 1 ミリメートル、米国フィート・インチ環境では
1/16 インチのオフセットにスナップします。

Tekla Structures には、ハンドル間の縦横両方の距離が表示されます。距離は、
使用している環境に応じて、ミリメートルまたはインチの分数で表示されま
す。

6. テーブルを配置するには、マウスの左ボタンを放します。

テーブルが新しい位置に移動します。

図面レイアウトからテーブルを削除する

• 以下のいずれかの操作を行います。

• 図面レイアウトで、テーブルを右クリックし、[削除] を選択します。

• 図面レイアウトで、テーブルをクリックするか、キーボードの Delete キー
を押します。
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• [使用中のテーブル] リストでテーブルを選択し、キーボードの Delete キー
を押します。

図面サイズ、フレーム、折り目マークを調整する

フレームと折り目マークは、図面レイアウトごとに、または .lay ファイルで個別

にカスタマイズできます。ただし、フレーム プロパティは、 初はグローバル フ
レームと折り目マークのプロパティを含む standard.fms ファイルから読み取

られます。図面レイアウトでグローバル フレームと折り目マークのプロパティを
使用しない場合、[図面サイズ設定] ダイアログ ボックスで該当するプロパティを
調整します。

1. [レイアウト エディター] サイド パネルで、[図面サイズ] リストの右側にある

 [編集] ボタンをクリックします。

2. [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスの [使用中のサイズ] セクションで、必
要に応じて図面サイズを編集します。 

目的 操作

新しい図面サイズを追加
する

a. 既存の図面サイズのリストの下にある [+] をクリ
ックします。

図面サイズのリストの一番下に新しい線分が追
加されます。

b. [名前] 列のリストから定義済みの図面サイズを
選択するか、新しい図面サイズの名前を入力しま
す。

[名前] リストの定義済みの図面サイズは、
PaperSizesForDrawings.dat ファイルで定

義されます。デフォルトでは、ファイル
は ..\ProgramData\Trimble\Tekla
Structures\<version>\environments
\common\system folder フォルダーにあり

ます。

c. 幅と高さを調整するには、[幅] ボックスと [高さ]
ボックスをダブルクリックし、新しい値を入力し
ます。

d. 図面に適した図面サイズを自動的に選択すると
きに Tekla Structures が図面サイズを使用できる
ようにする場合、[自動サイズ] チェック ボックス
をオンにします。

自動サイズの詳細については、「図面サイズと図
面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)」を参照して
ください。

図面サイズの幅と高さを
調整する

a. 幅と高さを変更する図面サイズを選択します。
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目的 操作

b. [幅] ボックスと [高さ] ボックスをダブルクリッ
クし、新しい値を入力します。

ヒ
ン
ト

ページの向きを変更するには、[幅] または [高
さ] ボックスを右クリックし、[配置の入れ替
え] を選択します。

図面サイズの幅と高さが入れ替わります。

自動描画サイズの図面サ
イズの使用を有効にする

a. 自動サイズ変更に使用する図面サイズを選択し
ます。

b. [自動サイズ] チェック ボックスをオンにします。

図面レイアウトから図面
サイズを削除する

• 削除する図面サイズの右側にある [-] をクリック
します。

3. [枠] セクションで、枠を調整します。

a. 図面レイアウトに含める枠を選択します。 

図面では、少なくとも 1 つの枠を使用することをお勧めします。枠を 1 つ
だけ使用する場合、[メイン部材] 枠を選択します。

図面で折り目マークを使用する場合、[メイン部材] 枠と [サブ] 枠の両方
を選択し、第 2 枠を外側の枠として使用します。

b. 用紙の上下左右の端部から各枠までの距離をミリメートルまたはインチ
単位で入力します。

c. 各枠の色を選択します。

4. 図面レイアウトで折り目マークを使用する場合は、折り目マークのプロパティ
を定義します。

a. 折り目マーク間の水平距離と垂直距離をミリメートルまたはインチ単位
で入力します。

b. 折り目マークの色を選択します。

5. 設定を保存して [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスを閉じ、[OK] をクリッ
クします。

図面ビューの位置を調整する

図面ビューの位置を調整するには、図面を開いている必要があります。

1. スクロールして [図面ビュー] サイド パネルの [レイアウト エディター] セク
ションを表示します。

2. [余白] 見出しの下のボックスに、 も外側の図面ビューと図面の端またはテー
ブルの端の間の水平距離と垂直距離を入力します。 

入力した距離に、Tekla Structures により自動的に 5 ミリメートルが加算される
ことに注意してください。
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3. [スペース] 見出しの下のボックスに、図面ビューの枠間の水平方向および垂直
方向のスペースを入力します。

[図面ビュー] 設定は、詳細設定 XS_DISABLE_VIEW_CENTERING_[図面タイプ] と
連動します。これらの詳細設定の値を VER、HOR、またはその両方に設定すると、

図面ビューの水平方向、垂直方向、または両方向の自動センタリングを無効にする
ことができます。

キャスト ユニット図を除くすべての図面タイプについて、図面ビューのセンタリ
ングを手動で有効または無効にすることができます。キャスト ユニット図では、
図面ビューのセンタリングは常に有効です。

図面レイアウト内のテーブルの表示/非表示を調整する

すべてのテーブルが同じ図面レイアウトを使用するすべての図面に関連している
わけでないため、必ずしも表示するの必要がない情報が図面レイアウトに含まれて
いることがあります。これらのテーブルは、非表示テーブルと呼ばれます。図面の
内容が変更されると、これらのテーブルが再び表示されることがあります。たとえ
ば、リビジョンを追加すると、テーブルが表示されることがあります。

デフォルトでは、非表示テーブルは、既知の幅とデフォルトの高さを持つシンプル
なボックスとして表示されます。次の図では、上のテーブルは通常のテーブルで、
下のテーブルは非表示テーブルです。

必要に応じて、非表示テーブルを図面レイアウトから完全に非表示にすることがで
きます。

• 以下のいずれかの操作を行います。 

目的 操作

非表示テーブルの表示と非表示を切り
替える

• [レイアウト エディター] サイド パ
ネルで、[非表示テーブルを表示] の
横の  をクリックします。

• 非表示テーブルを再び表示するに
は、[非表示テーブルを表示] の横に

ある  をクリックします。

テーブル名の表示と非表示を切り替え
る

• [レイアウト エディター] サイド パ
ネルで、[テーブル名を表示] の横の

 をクリックします。

テーブル名が非表示になります。
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目的 操作

• 非表示テーブルを再び表示するに
は、[テーブル名を表示] の横にある

 をクリックします。

テーブル名が再び表示されます。

図面レイアウトの編集

ヒ
ン
ト

ファイル フォルダー内の図面レイアウトを削除したり、名前を変更したり
することができます。モデル フォルダーの下の \attributes サブフォル

ダに移動し、適切な .lay ファイルを見つけて、ファイルを削除または名前

変更します。

1. [図面とレポート] タブで、 図面のプロパティ --> 図面レイアウト エディター
をクリックします。

2. [図面レイアウト] から、編集する図面レイアウトを選択します。

3. 必要に応じて図面レイアウトを編集します。 

たとえば、テーブルを追加、移動、削除したり、図面サイズを変更したりでき
ます。

4. 図面レイアウトを保存するには、[名前を付けて保存] リボンで [レイアウト エ
ディター] をクリックします。

5. 編集したレイアウトを別の名前で保存する場合は、[レイアウトの保存] ダイア
ログ ボックスで [名前を付けてレイアウトを保存] ボックスに名前を入力しま
す。 

レイアウトの新しい名前を入力しない場合、変更によって既存のレイアウト
(.lay) ファイルが上書きされます。

6. 現在のテーブル、図面ビューの余白、図面ビュー間のスペースを適用する図面
サイズを選択します。

7. 現在の図面レイアウト用に作成した図面サイズも印刷に使用できるようにす
るには、[印刷用にリストされたサイズと用紙サイズを同期] チェック ボック
スをオンにします。 
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Tekla Structures により新しい図面サイズが検出された場合、モデル フォルダー
の下の \attributes フォルダーに Papersizesfordrawings.dat ファ

イルのコピーが作成されます。

図面サイズと用紙サイズは、現在のモデルでのみ同期されます。

8. [保存する] をクリックします。

行った変更は、図面レイアウト (.lay) ファイルに保存されます。編集したレイア

ウトを使用するすべての図面は、変更に合わせて自動的に更新されます。

図面レイアウトの操作を続行したり、[レイアウトエディターを閉じる] をクリック
してレイアウト編集モードを閉じたりできるようになりました。

例: 図面レイアウト内の図面サイズごとに異なるテーブル セット
を使用する
[図面レイアウトエディター] では、同じ図面レイアウト内に異なる図面サイズに対
して個別のテーブル セットを作成できます。このようにして、テーブルが各図面
サイズに合うようにすることができます。

この例では、A1、A2、および A3 図面サイズに設定されたテーブル セットを 1 つ
作成し、A4 図面サイズに別のテーブル セットを作成します。既存の図面レイアウ

トに対してこれを行います。

1. [レイアウト エディター] サイド パネルの [図面レイアウト] リストから、編集
する図面レイアウトを選択します。

2. [図面サイズ] リストの右側にある  [編集] ボタンをクリックします。

3. [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスで、[+] をクリックし、A1 図面サイズ

を作成します。

4. [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスを閉じるには、[OK] をクリックしま
す。

5. [図面サイズ] リストで、[A1] を選択します。

6. [レイアウト エディター] リボンで、[テーブルの追加] をクリックします。

7. テーブルを追加し、図面レイアウト内の適切な位置に移動します。 
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以下の例を参照してください。

上の図面レイアウトは、非表示テーブルとテーブルの両方の名前を示していま
す。

必要に応じてテーブルを配置したら、テーブル セットを他の図面サイズにも
適用できます。

8. もう一度、[図面サイズ] リストの右側にある  [編集] ボタンをクリックしま
す。

9. [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスで、[+] をクリックし、次の図面サイズ
を作成します。 

• A2
• A3
• A4
A1 図面サイズに作成されたテーブル セットは、新しい図面サイズに対して自

動的にコピーされます。

この例では、A4 図面サイズで同じテーブル セットを使用しないため、テーブ

ル セットの調整を続けます。

10. [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスを閉じるには、[OK] をクリックしま
す。

11. [図面サイズ] リストで、[A4] を選択します。

12. テーブルを移動、追加、または削除します。 以下の例を参照してください。
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上の図面レイアウトは、非表示テーブルとテーブルの両方の名前を示していま
す。

13. [レイアウト エディター] リボンの [名前を付けて保存] をクリックします。

14. [レイアウトの保存] ダイアログ ボックスで、図面レイアウトの名前を入力し
ます。

15. [A1]、[A2]、[A3] の各チェック ボックスをオフにします。 

これにより、新しいテーブル セットは A4 図面サイズにのみ適用されます。

16. [保存する] をクリックします。

図面レイアウトのテーブル
テーブルは、モデル オブジェクトに関する情報を含む Tekla Structures 図面に追加
されるテンプレート エディターのテンプレートです。テンプレート エディターで
は、テーブルをグラフィック テンプレートと呼びます。

テーブルという用語は、次のようなさまざまな図面レイアウト要素を指します。

• テーブル(リビジョンテーブルなど)

• 表題欄

• リスト(部材リストやボルトリストなど)

• 一般的な注記

• キープラン
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• DWG ファイル

モデルを変更すると、Tekla Structures によって、影響を受ける図面と、テンプレー
ト エディターで作成したテーブルの内容が更新されます。テーブルの内容は、実
行時に、Tekla Structures によって挿入されます。

使用可能なグラフィック テンプレートは、次のフォルダから次の順序で読み込ま
れ、[レイアウト エディター] サイド パネルの [テーブル一覧] リストに表示されま
す。

• テンプレート フォルダー (XS_TEMPLATE_DIRECTORY)

• 現在のモデルフォルダ

• プロジェクトフォルダ(XS_PROJECT)

• 企業フォルダ(XS_FIRM)

• 環境固有のシステムテンプレートフォルダ
(XS_TEMPLATE_DIRECTORY_SYSTEM)

• システムフォルダ(XS_SYSTEM)

参照項目

テンプレート エディタでテーブルを編集する (659 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

テーブル セット
テーブル セットとは、特定のタイプとサイズの図面に含まれるテーブルまたはテ
ンプレートのグループです。

テーブル セットは、次の項目を定義します。

• 図面に含めるテーブル

• 図面内のテーブルの場所

• Tekla Structures により確保される図面枠とビューの間の間隔、および図面ビュ
ー間の間隔

テーブル セットで定義するのは、図面の背景です。図面に含める図面ビューの数
や位置は定義しません。

異なる図面サイズに同じテーブル セットを使用することも、図面サイズごとに異
なるテーブル セットを使用することもできます。たとえば、図面内のビューの数
を変更すると、Tekla Structures により新しい図面サイズが自動的に選択されます
が、Tekla Structures により別のテーブルレイアウトが選択される場合もあります。

次の例は、テーブル セットと図面ビューの関係を示しています。図面ビューは青
色で、テーブル セットの要素は緑色です。

以下は一般図レイアウトの例です。
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1. 一般図ビュー

2. 製品またはキャスト ユニット レベルの部材リスト

3. リビジョンテーブルと表題欄

製品図レイアウトの例を次に示します。

1. 図面枠と一番外側のビューの間の余白

2. ビュー間の間隔
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3. トップビュー

4. 正面ビュー

5. 断面図 A-A と B-B

6. 図面枠

7. キープラン

8. [材質リスト]

9. リビジョンテーブル

10. 図面の表題欄

11. 折り目マーク

参照項目

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

図面レイアウトのテーブル (656 ページ)

図面の新しいレイアウトの選択 (162 ページ)

テンプレート エディタでテーブルを編集する
図面レイアウトでテーブルを編集する必要がある場合、テンプレート エディタ
(TplEd) で開くことができます。テンプレート エディタでは、図面レイアウト テー
ブルをテンプレートと呼びます。

テーブルを開く操作は、テンプレート エディタのバージョン 3.2 以降で作成または
保存されたテンプレートに対してのみ実行できます。

テンプレートが保護されたフォルダーにある場合、テンプレートは読み取り専用で
あり、変更したテンプレートを保護されたフォルダーに保存することはできませ
ん。この場合は、管理者として Tekla Structures を起動する必要があります。

1. 図面の中で、変更するテーブルをダブルクリックします。 

次のダイアログ ボックスが開きます。
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2. [テンプレート エディター] をクリックします。 

Tekla Structures により、テンプレートエディタが起動され、選択したテンプレ
ートが表示されます。

3. テンプレートを変更し、 ファイル --> 上書き保存 または [名前を付けて保存]
を選択して別のフォルダー (モデル フォルダーなど) を使用することにより、
変更を保存します。

テンプレート エディターの詳細については、『Template Editor User's Guide』を参照
してください。

次の例に、図面およびテンプレート エディタでテーブルを開くとどのように表示
されるかを示します。この例では、リビジョン テーブルと表題欄があります。リ
ビジョン テーブルが表題欄の上にあり、レイアウトの表題欄に拘束されています。

参照項目

図面レイアウトのテーブル (656 ページ)

8.2 図面サイズと図面ビューの縮尺の定義
Tekla Structures では、いくつかの設定を組み合わせて、図面サイズと図面ビューの
縮尺を定義できます。 図面ビューの正確な縮尺と図面の自動サイズ、ビューの自
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動縮尺と正確なサイズ、または自動縮尺と自動サイズの両方を使用することができ
ます。

設定 詳細情報のリンク

自動サイズ: 特定の縮尺を常に使用する
場合、使用する正確な縮尺を設定するこ
とで、選択した縮尺に合った図面サイズ
が Tekla Structures により自動的に選択
されます。

メインビューと断面図のそれぞれに対
して個別に縮尺を定義できます。 図面
内の個々のメインビューを微調整しな
い限り、すべてのメインビューに対して
同じ縮尺が自動的に適用されます。

図面ビューの正確な縮尺と図面の自動
サイズの設定 (661 ページ)

オートスケール: 特定の図面サイズ(A3、
A4、A1 など)を常に使用する必要がある
場合、サイズを設定することで、選択し
たサイズに合った図面ビューの縮尺が
Tekla Structures により自動的に選択され
ます。

Tekla Structures により、まず優先する縮
尺が図面ビューに適用され、次に代用す
る縮尺が適用されます。 終的に、可能
な限り 大の縮尺が選択されます。

図面の正確なサイズと自動図面ビュー
の縮尺の設定 (662 ページ)

特定の図面サイズまたは図面ビューに
限定されない場合、図面サイズと図面ビ
ューの縮尺を Tekla Structures で自動的
に設定できます。

図面のオートスケールと自動サイズ
(663 ページ)

参照項目

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)

図面ビューの正確な縮尺と図面の自動サイズの設定
Tekla Structures には、図面の適切なサイズとテーブル セットを自動設定する機能が
あります。Tekla Structures では、自動的に図面を更新して、異なる図面サイズとテ
ーブル セットを使用することでこれらの変更を実行します。

図面ビューの正確な縮尺と図面の自動サイズは、図面ビューの数、サイズ、場所を
変更する場合に非常に便利です。

以下の手順は一般図に適用されないことに留意してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。
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2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックします。

4. [サイズ決定方法] を [自動サイズ] に設定します。

自動サイズに使用できるサイズは、[レイアウト エディター] からアクセスで
きる [図面サイズ設定] ダイアログ ボックスで定義されます。

5. [縮尺] タブを開き、[オートスケール] を [いいえ] に設定します。

この方法では、メイン ビューと断面図に設定した正確な縮尺が Tekla Structures
で使用されます。

6. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

7. [プロパティ 1] タブで、必要な [縮尺] を設定します。

8. ビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックします。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

図面を作成すると、Tekla Structures により、選択した縮尺でビューが作成され、ビ
ューが図面に合う 小の図面サイズが選択されます。

各図面サイズには個別のテーブル セットが設定されている場合があるため、Tekla
Structures により別の図面サイズが調整されるとテーブル セットも変更される場合
があります。Tekla Structures では、[レイアウト] リストから選択した図面レイアウ
トを使用する図面サイズのみが使用されます。

参照項目

図面サイズと図面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)

図面の正確なサイズと自動図面ビューの縮尺の設定
特定の図面サイズ (A3、A2、A1 など) を使用する必要がある場合、正確なサイズを
指定して、Tekla Structures に適切な図面ビューの縮尺を自動的に選択させることが
できます。印刷余白が残るように、図面サイズは常に実際の用紙サイズより小さく
設定してください。

以下の手順は一般図に適用されないことに留意してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。
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3. レイアウト をクリックします。

4. [図面サイズ] タブで、[サイズ決定方法] を [指定サイズ] に設定します。

5. [図面サイズ] リストからサイズを選択します。 

使用可能な図面サイズは、 (644 ページ) を使用して定義します。

6. [レイアウト] リストからテーブル セットを選択します。

7. [縮尺] タブで、[オートスケール] を [はい] に設定します。

8. [メインビュー縮尺] および [断面図縮尺] を設定します。 

縮尺の分母をスペースで区切って入力します。たとえば、1/5、1/10、1/15、
1/20 の各縮尺を指定するには、"5 10 15 20"と入力します。

9. [断面図縮尺決定方法] を選択します。これは、図面内のメイン ビューと断面
図の縮尺の関係を定義します。 

次のオプションがあります。

• ビュー縮尺 = 断面図縮尺:メイン ビューと断面図の縮尺を等しくします。

• ビュー縮尺 < 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺を断面図の縮尺より小さく
します。

• ビュー縮尺 <= 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺を断面図の縮尺以下にし
ます。

10. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

11. 優先する縮尺を入力します。 

作成したビューごとに同じ手順を繰り返します。

12. ビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックします。

13. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

Tekla Structures は、指定したサイズで図面を作成します。Tekla Structures で、各図
面ビューの優先する縮尺がまず使用され、次に代用する縮尺が使用されます。 終
的に、可能な限り 大の縮尺が選択されます。

参照項目

図面サイズと図面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)
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図面のオートスケールと自動サイズ
図面サイズと図面ビューのいずれも特定の縮尺に限定されない場合、この両方を
Tekla Structures に設定させることができます。

まずオートスケールを設定し、その後に自動サイズを設定できます。どちらの設定
も [レイアウト] プロパティで設定します。

以下の手順は一般図に適用されないことに留意してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [プロパティ 1] タブで、優先する図面ビューの縮尺を [縮尺] ボックスに設定し
ます。 

作成しようとしているすべてのビューに同じ手順を繰り返します。

5. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。 変更したすべて
のビューに対してこれを行います。

6. [OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

7. [レイアウト] をクリックし、[縮尺] タブに移動して、[オートスケール] を [は
い] に設定します。

8. [メインビュー縮尺] と [断面図縮尺] を設定します。

9. [断面図縮尺決定方法] を選択します。これは、図面内のメイン ビューと断面
図の縮尺の関係を定義します。 

次のオプションがあります。

• ビュー縮尺 = 断面図縮尺:メイン ビューと断面図の縮尺を等しくします。

• ビュー縮尺 < 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺を断面図の縮尺より小さく
します。

• ビュー縮尺 <= 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺を断面図の縮尺以下にし
ます。

10. [優先する 大用紙サイズ] を入力します。

11. [図面サイズ] タブで、[サイズ決定方法] を [自動サイズ] に設定します。

12. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

オートスケールと自動サイズを同時に使用した場合、Tekla Structures は次のように
動作します。

• まず、 ビュープロパティ --> プロパティ 1 に定義された正確な縮尺と、現在の
レイアウトに定義された 小の図面サイズを使用して、図面の内容がフィット
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する図面サイズが Tekla Structures により検索されます。サイズは、 図面とレポ
ート --> 図面のプロパティ --> 図面レイアウト エディター で定義されます。

詳細については、「図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)」を参照
してください。

• 次に、Tekla Structures により、[ レイアウト --> 縮尺 ] に定義された [優先する
大用紙サイズ] に達するまで図面サイズが拡張されます。

• 図面が元の縮尺にフィットする場合、Tekla Structures により、[レイアウト -->
縮尺 ] に定義されたメイン ビューと断面図の代用の縮尺を使用して、縮尺の拡
大が試行されます。

• 定義されたどの縮尺にも図面がフィットしない場合、[自動サイズ] を使用して、
内容がフィットするまで図面サイズが Tekla Structures により拡張され始めま
す。必要に応じて、Tekla Structures により、現在のレイアウト内にある別の適
切なテーブル セットに変更されます。

• ビューがフィットすると、Tekla Structures は縮尺を再度拡大し始めます。これ
により、 終的な図面で可能な限り 大の縮尺が使用されます。

参照項目

図面サイズと図面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面レイアウトを作成および編集する (644 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)

8.3 図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義
図面を作成すると、Tekla Structures によりマークと寸法を配置するための事前定義
されたルールが使用されます。 マークおよび寸法は、適切な 初の位置に自動配
置されます。

オブジェクトを配置するときは、次の設定が考慮に入れられます。

• 単品図、キャスト ユニット図、および製品図の図面プロパティで定義された保
護領域。一般図では、保護領域を両方のレベルで定義できます。保護設定の適
用方法は、図面におけるオブジェクトの作画の順序によって決まります(まず部
材が作画された後、マーク、寸法の順に作画されます)。

• 注記オブジェクトプロパティで定義された注記オブジェクトの配置および引出
し線のタイプの設定 (824 ページ)。 マークは通常寸法の前に作画されますが、
マークに引出し線がある場合、寸法の後に作画されます。

• 一部のマークの事前定義のマーク位置および部材の方向の設定。詳細について
は、「Set a predefined location for beam, bracing and column marks (823 ページ)」を
参照してください。

• 部材のモデリング方向。
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• XS_MARK_INTELLIGENT_PLACING:この詳細設定を TRUE (デフォルト) に設

定すると、マーク配置アルゴリズムに従って、マークが自動的に配置されます。
配置アルゴリズムでは、引出し線が交差しないようにしたり、より明確な別の
方法でマークを配置したりします。XS_MARK_INTELLIGENT_PLACING は、

[詳細設定] ダイアログ ボックスの [マーク: 一般] カテゴリーで設定できます。
このアルゴリズムは、溶接マークを除く、すべてのマークおよびアソシエート
マークに適用されます。

• XS_MARK_PLACING_ANGLE_CLOSE_TO_45_DEGREES: この詳細設定が TRUE
(デフォルト) に設定されている場合、保護設定で許可されている範囲で、引出
し線付きのマークは 45 度の角度で配置されます。

• XS_MARK_INTELLIGENT_ POST_FREEPLACE_NEARBY: この詳細設定を 
TRUE (デフォルト) に設定すると、Tekla Structures により、 初に引出し線と交

差しないようにマークが配置され、その後、保護設定に従ってマークを確実に
配置する近接配置コマンドが実行されます。この詳細設定を FALSE に設定す

ると、交差するマークの確認は行われますが、近接配置コマンドは実行されま
せん。このため、保護設定の一部が守られない場合があります。

図面を作成すると、Tekla Structures により自動配置設定と保護設定に従って注記オ
ブジェクトが配置されます。配置設定は、図面ビュー プロパティと個別オブジェ
クトのオブジェクト レベルで変更できます。注記オブジェクトを手動で追加する
場合、保護設定も考慮されます。

図面を作成するとき、Tekla Structures では、図面レイアウトの設定とビュープロパ
ティに従って、ビューが図面に配置されます。 終図面では、ビューの配置方法
として固定または移動を選択したり、図面ビューを新しい位置にドラッグしたり、
整列したりすることができます。

目的 詳細情報のリンク

図面で保護領域を指定する 図面の領域の保護 (666 ページ)
図面オブジェクトの配置 注記オブジェクトの配置 (338 ページ)
図面オブジェクトの整列 選択した図面オブジェクトの整列

(339 ページ)
マークまたは寸法の配置方法を指定す
る

マークの自動配置設定の定義 (671 ペ
ージ)

寸法の配置設定の定義 (672 ページ)
ビューの配置方法として固定または自
由を指定する

図面ビューの自動的な自由配置または
固定配置の定義 (674 ページ)

参照項目

マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボルの位置プロパティ (991 ペ
ージ)
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図面の領域の保護
図面内で保護領域を定義して、その領域にテキスト、マーク、または寸法を配置で
きなくすることができます。Tekla Structures では、テキスト、マーク、寸法、また
はその他の注記オブジェクトを図面内に配置するときに、 初に保護設定がチェッ
クされます。

図面ビュー プロパティには、事前定義された保護設定があります。これは変更す
ることが可能です。一般図では、図面レベルで保護設定を定義することもできま
す。

たとえば、一般図では、平面図、断面図、または部分詳細ビューに異なる保護設定
を定義することがよくあります。平面図では、スラブなどの部材内にマークを表示
できます。断面図および部分詳細ビューでは、すべてのマークが部材の外側に存在
する必要があります。

以下の例は、保護プロパティ ダイアログと選択肢に関する説明を示しています。

(1) このような選択では、テキストとマークを部材の角や縁端と重ねることができ
ますが、部材の内容とは重ねることはできません。

(2) このような選択では、寸法値を他の寸法の矢印、線、および値と重ねることは
できません。

ダイアログ ボックスの一番上のオブジェクトでは、次に示すように、保護対象の
領域を定義します。

列 説明

部材の角

部材の縁端

部材の内容

テキスト、マーク、溶接マーク
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列 説明

寸法の矢印

寸法線

寸法の値

断面ライン

断面マーク

溶接記号の矢印

溶接マークの内容

ダイアログ ボックスの左側のオブジェクトは、Tekla Structures が保護領域に配置で
きないオブジェクトまたはオブジェクト要素を定義しています。下の説明を参照
してください。

行 説明

テキスト、マーク、溶接マーク

寸法の矢印

寸法線

寸法の値

[保護設定の表示] コマンドを使用して保護される領域を確認できます。[クイック
起動] ボックスにこのコマンドを入力できます。このコマンドは、色の保護領域を
表示します。
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単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の自動保護設定の定義

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. オプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、作成する図面ビューを定
義します。

4. [ビューの作成] でビューの行を選択し、[ビュープロパティ] をクリックしま
す。

5. オプション ツリーで [保護設定] をクリックします。 

設定はすべての図面タイプで同じです。

6. チェック ボックスをオンにして、テキスト、マーク、溶接マーク、アソシエ
ート マーク、寸法の矢印、寸法線または寸法の値から保護する領域を示しま
す。 

• たとえば、テキスト、マーク、寸法、またはその他の注記オブジェクトが
部材の内側の領域に配置されないようにするには、 初の行の 3 番目のチ
ェックボックスを選択します。 初の行は注記オブジェクトを定義し、3
番目のチェックボックスの上のアイコンは部材の内側の領域を示します。
この設定を使用すると、Tekla Structures により注記オブジェクトが部材の
角と縁端に配置されます。

• 初の 2 列のチェックボックスをオフにすると、Tekla Structures により部
材の角と縁端が保護されなくなります。 これにより、描画速度が向上し、
メモリ消費が減ります。 これらの保護を解除しても、3 列目のチェックボ
ックスをオンにすると、部材自体は保護されます。

7. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。

8. [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。
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9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

一般図の自動保護設定の定義

一般図では、自動保護設定は図面レベルでのみ定義できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。 ここでは、[一般図] を選択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [保護設定] をクリックします。

4. チェック ボックスをオンにして、テキスト、マーク、溶接マーク、アソシエ
ート マーク、寸法の矢印、寸法線または寸法の値から保護する領域を示しま
す。 

• たとえば、テキスト、マーク、寸法、またはその他の注記オブジェクトが
部材の内側の領域に配置されないようにするには、 初の行の 3 番目のチ
ェック ボックスをオンにします。 初の行は注記オブジェクトの配置を
定義し、3 番目のチェック ボックスの上のアイコンは部材の内側の領域を
示します。この設定を使用すると、Tekla Structures により注記オブジェク
トが部材の角と縁端に配置されます。

• 初の 2 列のチェック ボックスをオフにすると、Tekla Structures により部
材の角と縁端が保護されなくなります。これにより、描画速度が向上し、
メモリ消費が減ります。これらの保護を解除しても、3 列目のチェック ボ
ックスをオンにすると、部材自体は保護されます。

5. [名前を付けて保存] をクリックして保護設定を一意の名前で保存し、[OK] を
クリックして図面プロパティに戻ります。
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6. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ビュー レベルでの既存の図面の保護設定の変更
すべての図面タイプで、ビュー レベルで保護設定を変更できます。

1. 図面が開いているときに、異なる保護設定を定義するビューのビュー フレー
ムをクリックします。

2. オプション ツリーで [保護設定] をクリックします。 

設定はすべての図面タイプで同じです。

3. 必要に応じて設定を調整し、[変更] をクリックします。

一般図では、図面レベルで保護設定を調整することもできます。これを行うには、
図面の背景をダブルクリックし、[保護設定] をクリックし、設定を調整して [変更]
をクリックします。

マークの自動配置設定の定義
図面の作成前に、マークの自動配置設定を定義することができます。 開いた図面
の設定を変更できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. 調整するオブジェクト タイプ ([部材マーク] など) をクリックします。

5. 該当するタブで、[位置(P)...] ボタンをクリックして、[配置] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

6. 配置設定を調整します。 ダイアログ ボックスで使用できるオプションは、注
記オブジェクト タイプによって異なります。 

• [ 小距離] には、Tekla Structures でマークの配置に使用される 小距離を
入力します。 下の図の 2 番を参照してください。

• [ 大距離] には、Tekla Structures でマークの配置に使用される 大距離を
入力します。 指定された距離の範囲内にマークの場所が見つからない場
合、Tekla Structures はマークをその距離に強制設定します。 このオプショ
ンを 0 に設定した場合、 大距離は無限大と同様に機能します。 下の図の
3 番を参照してください。

• [検索マージン] には、マークの周囲に追加する空の余白を入力します。 下
の図の 1 番を参照してください。

• [検索マージン] と [ 小距離] に大きい値を入力すると、マークの配置が正
常に機能しなくなります。
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• マーク同士が離れて配置されるようにするには、[検索マージン] ではなく、
[ 小距離] を使用します。マークが重なり合う可能性を減らすために、
小距離設定はできるだけ小さな値にしておいてください。

• [配置区域] を選択して、Tekla Structures によってオブジェクトを配置する
ための空白部分が検索される領域を定義します。

(1) 検索マージン

(2) 小距離

(3) 大距離

7. [OK] をクリックします。

8. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。

9. 一般図 [OK] をクリックします。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ヒ
ン
ト

図面のマーク配置設定が不十分な場合、オブジェクト レベルのマーク配置ダ
イアログ ボックスで設定を変更できます。このダイアログ ボックスでは、
多くのオプションを使用できます。 開いている図面で、手動で追加したマー
ク、アソシエート マーク、テキスト、シンボルの位置設定を変更することも
できます。

オブジェクト レベルのダイアログ ボックスを開くには、図面でマーク、テ
キスト、ノート、またはシンボルをダブルクリックして [位置(P)...] をクリッ
クします。[配置] を [移動] に設定した場合、Tekla Structures によりマークの
位置が決定されます。[配置] を [固定] に設定した場合、任意の場所にマーク
を配置できます。[固定] 設定を使用した場合、図面を更新してもマークの位
置は維持されますが、[移動] を使用した場合は、マークの 適な位置が Tekla
Structures により自動的に検出されます。ビューで複数のマークまたはすべ
てのマークを選択し、同じように配置設定を変更することができます。

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

図面の領域の保護 (666 ページ)
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寸法の配置設定の定義
寸法の配置を自由または固定に設定したり、平行な寸法線の間隔や、対象のオブジ
ェクトに対する寸法内容の位置を制御することができます。 また、短寸法のテキ
ストを寸法の内側または外側に配置するかを選択できます。

単品図、製品図、およびキャスト ユニット図では、寸法配置設定は開いている図
面でのみ定義できます。寸法プロパティ ファイルに保存されて別の図面に読み込
まれるか、ダイアログ ボックスで使用できます。一般図では、設定の大部分は図
面レベルとビュー レベルで定義できますが、配置設定はオブジェクト レベルでの
み定義できます。

配置は寸法の配置設定のほかに、[保護設定] プロパティによっても影響を受けま
す。Tekla Structures では、保護プロパティを使用して、マークや寸法が保護領域に
配置されるのを防ぎます。

開いている図面で寸法の配置設定を調整し、後で使用できるように設定を保存する
には、次のようにします。

1. [図面] タブで [プロパティ --> 寸法 ] をクリックします。

2. 寸法プロパティの [一般] タブに移動します。

3. [寸法線配置間隔] で、2 つの平行な寸法線の目的の間隔を入力します。

4. [短寸法] リストで、短寸法のテキストを寸法の内側または外側に配置するかを
選択します。

5. [位置(P)...] をクリックし、目的の配置設定を定義します。 

• [配置] を [移動] に設定し、[方向] の設定に基づいて寸法の位置と方向が
Tekla Structures により決定されるようにします。

• [配置] を [固定] に設定した場合、任意の場所に寸法を配置できます。[固
定] 設定を使用した場合、図面を更新しても寸法の位置は維持されますが、
[移動] を使用した場合は、寸法の 適な位置が Tekla Structures により自動
的に検出されます。

• [方向] オプションでは、Tekla Structures により、対象となるオブジェクト
に対してどの場所に寸法が配置されるかを定義します。 [プラス] と [マイ
ナス] のどちらか、またはその両方を選択できます。 [プラス] では寸法が
遠くに配置され、[マイナス] では対象となるオブジェクトの近くに配置さ
れます。 この設定は、[配置: 移動] 設定に影響します。

6. [ 小距離] には、Tekla Structures で寸法の配置に使用される 小距離を入力し
ます。

7. [検索マージン] には、寸法の周囲に追加する空の余白を入力します。 Tekla
Structures が 小距離で寸法を配置できない場合、[検索マージン] ボックスに
入力した値だけ寸法が移動されます。Tekla Structures では、寸法の配置場所が
見つかるまで、[検索マージン] の値を使用して寸法の配置が試行されます。

8. [OK] をクリックして、寸法の配置ダイアログ ボックスを閉じます。

9. [保存する] を使用して寸法プロパティを保存するか、[名前を付けて保存] を使
用して別のファイルに保存します。
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10. 開いている図面の寸法プロパティを変更するには、[変更] をクリックします。

加えた変更に従って寸法が配置されます。 寸法の配置設定を同じように調整する
必要がある場合は、いつでも寸法プロパティ ファイルを読み込むことができます。
たとえば、[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスの [寸法プロパテ
ィ] ボックス、または [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの開いている一般図
で、これらのプロパティを読み込むことができます。

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ (911 ページ)

[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ (916 ページ)

[寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式 (914 ページ)

マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボルの位置プロパティ (991 ペ
ージ)

図面ビューの自動的な自由配置または固定配置の定義
ビューを常に同じ場所に維持すること (固定) も、図面の更新時にビューの適切な
位置を Tekla Structures に見つけさせること (自由) もできます。

一般図では、開いている図面のビュー レベルでのみこの設定を定義できます。単
品図、製品図、キャスト ユニット図では、図面を作成する前にビューの配置を設
定できます。

単品図、製品図、およびキャストユニット図の自動な自由配置または固定配置を定
義するには、次のようにします。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [プロパティ 1] タブで、次のいずれかのオプションを選択します。 

• [配置] を [固定] に設定すると、図面の更新時も、ビューの配置は常に同じ
場所に維持されます。

• [配置] を [移動] に設定すると、図面の更新時に、Tekla Structures によりビ
ューの適切な配置場所が自動的に検出されます。

5. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。

6. [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

7. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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注 [ビューの再配置] (188 ページ) コマンドは、[配置] が [移動] に設定されているビュー
にのみ適用することができます。[固定] に設定されている図面ビューは移動しませ
ん。

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

8.4 図面ビューの定義
自動図面ビューとは、単品図、製品図、またはキャスト ユニット図を作成する前
に作成を選択するビューです。図面を作成する前に、必要な図面ビューのプロパテ
ィをビューごとに別個に定義できます。

一般図を作成するときは、一般図プロパティダイアログボックスで作成するビュー
を選択することはできませんが、一般図の作成時に選択することができます。 た
だし、一般図で作成するすべてのビューに適用する自動設定を定義できます。

目的 詳細情報のリンク:
単品図、製品図、またはキャストユニッ
ト図を作成するビューを選択する

単品図、製品図、およびキャストユニッ
ト図で作成するビューの定義 (676 ペ
ージ)

一般図の自動ビュープロパティを定義
する

一般図の自動図面設定の定義 (677 ペ
ージ)

断面図の自動ビュープロパティを定義
する

自動断面図プロパティの定義 (704 ペ
ージ)

図面の作成前にメインビューと断面図
ビューラベルの内容を定義する

ビュー ラベルとビュー ラベル マークの
定義 (678 ページ)

キャストユニット図、単品図、および製
品図に Tekla Structures が部材の投影を
配置する方法を定義する

Setting the view projection type (680 ペー
ジ)

製品図に、製品を形成する個々の部材の
単品図を含める

製品図への単品図の追加 (682 ページ)

座標系の変更、図面ビューでの部材の回
転、柱、梁、またはブレースのビュー方
向の設定、プロジェクト北の変更によ
り、部材の向きを調整する

図面ビュー内の部材の向き (684 ペー
ジ)

図面ビュー内の隣接部材を表示する Show neighbor parts in drawings (692 ペ
ージ)

モデルまたは図面ビューで部材を短縮
または延長する

Shorten or lengthen parts (695 ページ)

単品図で展開パラメーターに従って折
れ梁と折れ板を展開する

図面での折れ梁の展開 (699 ページ)
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目的 詳細情報のリンク:
ねじり部材またはキャンバーで変形さ
れた部材を平面展開して、変形部材の展
開形状を図面に表示する

図面での変形部材の平面展開 (700 ペ
ージ)

図面ビューに部材の開口部と凹部(くぼ
み)のシンボルを表示する

Showing part openings and recesses in
drawings (701 ページ)

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

単品図、製品図、およびキャストユニット図で作成するビューの定
義
単品図、製品図、またはキャストユニット図を作成する前に、それらの図に自動的
に含めるビューを選択する必要があります。 同時に、必要なビュープロパティを
設定できます。

作成する図面ビューを選択し、ビュープロパティを設定するには、次のようにしま
す。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。.単品図、キャスト ユニット図、または製品図を選択します。

2. 上部にあるリストから、変更する図面プロパティファイルを読み込みます。

3. [ビューの作成] をクリックします。

4. [属性] タブに移動し、必要に応じて設定を変更します。 

これらの設定は、図面のすべてのビューに適用されます。 ここでは、座標系
の選択、座標系の回転の設定、ねじり部材またはキャンバーで変形された部材
の平面展開を行うことができます。

5. [表示] タブで、作成するビューを選択します。ビューは必要な数だけ作成でき
ます。 

• [オフ] を選択すると、Tekla Structures によりビューは作成されません。た
だし、利用可能なビュー内の部材については寸法が作成されます。4 つの
メインビューをすべてオフにしても、Tekla Structures により正面ビューが
1 つ作成されます。

• [オン] を選択すると、寸法の表示に不要な場合も含め、Tekla Structures に
よりビューが常に作成されます。断面図については、Tekla Structures によ
りメイン部材の中央の部分を示す追加の断面図が 1 つ作成されます。端部
断面図については、Tekla Structures によりメイン部材の一端から端部ビュ
ーが作成されます。

• [自動] を選択すると、寸法の表示に必要な場合に Tekla Structures によりビ
ューが自動的に作成されます。断面図については、Tekla Structures により、
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すべての寸法を示すのに必要な数のビューが作成されます。端部断面図に
ついては、Tekla Structures により、メイン部材のもう一端から別の端部ビ
ューも作成されます (寸法がその端部に配置されている場合)。

6. 作成したビューごとに、[ビュープロパティ] 列で使用するビュー プロパティ
を選択します。 

リストには、図面タイプごとに事前定義されたビュー プロパティと、[ビュー
プロパティ] ダイアログ ボックスに保存するビュー プロパティも含まれてい
ます。ビュー プロパティの詳細については、「図面のビュープロパティ
(902 ページ)」を参照してください。

7. ビューをリストから選択し、[ビュープロパティ] ボタンをクリックすること
で、各ビューのビュー プロパティを確認し、必要に応じてプロパティを変更
します。

8. [ビュープロパティ] の [プロパティ 1] タブで設定を確認します。 

ここでは、ビューの縮尺とサイズ、ビューの延長距離、ビューの配置、3D ビ
ューの回転を設定し、鏡面ビューを表示して、選択したビューの詳細なオブジ
ェクトレベル設定を適用することができます。

9. [ビュープロパティ] の [プロパティ 2] タブで設定を確認します。 

ここでは、ねじり部材またはキャンバーで変形された部材の平面展開、部材の
短縮表示、開口部と凹部の表示、モデル原点または基準点によって位置を設定
するかどうかの選択、エレベーションの基準レベルの設定、選択したビューで
の寸法作成方法の選択を行うことができます。

10. [ビュープロパティ] の [ラベル] タブで設定を確認します。 

ここでは、ラベルのテキストと位置の定義、ラベルへのシンボルを追加、選択
したビューでのビュー方向マークの表示を行うことができます。

11. オプション ツリーのオプションを調べて、必要に応じて寸法内容、保護設定、
マーク設定、および建築オブジェクト設定を変更します。

12. [保存する] をクリックして、ビュー プロパティを保存します。

13. [閉じる] をクリックします。

14. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)

図面作成前の自動図面プロパティの設定 (66 ページ)
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一般図の自動図面設定の定義
一般図を作成する前に、自動ビュープロパティを定義します。

1. [ 図面とレポート --> 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. 上部にあるリストから、変更する図面プロパティファイルを読み込みます。

3. [ビュー...] をクリックし、変更するビュー プロパティを読み込みます。

4. [属性] タブで、必要に応じて設定を変更します。 

ここでは、ビューの縮尺とビューの延長距離の設定、鏡面ビューの表示、開口
部と凹部の表示、エレベーションの基準レベルの設定、現場打ちコンクリート
部材の表示を行うことができます。

5. [短縮表示] タブを開いて、部材の短縮表示設定を定義します。 

ここでは、部材をカットするかどうかを選択し、部材の 小長を設定して、カ
ット部材間の間隔を設定することができます。

6. [ラベル] タブを開き、ビュー ラベルのテキスト、シンボル、および位置を定
義します。

7. アンカー プラン図を作成するには、[アンカープラン] タブに移動して [アンカ
ープランとして表示] を [はい] に設定します。 

アンカープランに部分詳細ビューを作成するかどうかを選択し、部材ビューの
誇張縮尺を設定することもできます。

8. ビューのプロパティを保存します。

9. [OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)

保存された設定を使用したアンカー プランの作成 (113 ページ)

図面作成前の自動図面プロパティの設定 (66 ページ)

ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義
全図面ビューに、テキストとシンボルを含めることができるビュー ラベルを付け
ることができます。図面の作成前に、メイン ビュー ラベルと断面図ラベルの内容
を設定できます。図面を作成した後に調整することもできます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。
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3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。 

単品図、製品図、キャストユニット図

a. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビュ
ーとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

b. [属性] をクリックし、[ラベル] タブに移動します。

一般図

a. [ビュー...] をクリックします。

b. [ラベル] タブに移動します。

4. [A1] - [A5] の横にある [...] ボタンをクリックして、[マーク内容] ダイアログ ボ
ックスを開きます。 

ここに示したビュー プロパティのダイアログ ボックスでの例は、ラベル テキ
ストの配置方法の 1 つにすぎません。配置を変更する場合は、ダイアログ ボ
ックスでの説明に変更はありません。

5. [内容] タブで、ビュー ラベル マークに含める要素を選択します。

6. 必要に応じて、リストから要素を選択し、[< フレーム追加] をクリックして、
フレームの [タイプ] と [色] を選択します。

7. 必要に応じて、リストから要素を選択し、テキストの [色]、[フォント]、およ
び [高さ] を選択します。

8. [位置] タブに移動して、テキスト位置、水平と垂直オフセット、およびテキス
トの方向切り替えを設定します。 

テキストの配置は、シンボルを使用しているかどうかで変わります。

9. [OK] をクリックします。

10. ラベルで使用するビュー ラベルの [シンボル] を選択します。 

ラベルは 1 つだけ使用できます。または、シンボルを 1 つラベルに追加できま
す。ビュー ラベルの色、サイズ、線の長さ、および位置も設定できます。

11. ビュー ラベルの [垂直] および [水平] の位置を選択します。

12. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

13. 単品図、製品図、キャストユニット図 [閉じる] をクリックします。 

一般図 [OK] をクリックします。

14. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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以下のビュー ラベルの例を参照してください。

開いている図面で、ビュー ラベルを目的のページにドラッグします。

必要に応じて、ビューの枠のサイズが自動的に変更されます。

ビュー ラベル マークで使用可能な要素の詳細については、「ビュー、断面図、およ
び部分詳細ビューのラベルマークの要素 (960 ページ)」を参照してください。

ビュー ラベル マークの配置の詳細については、「ビューラベルマーク、断面マー
ク、部分詳細マークの位置プロパティ (961 ページ)」を参照してください。

図面のすべてのビューの断面図のプロパティを定義する

すべての断面図ビューで、同じ断面図プロパティ (開始番号または文字、断面ライ
ン、内容、テキスト位置など) を使用したい場合、図面レベルでそうすることがで
きます。詳細については、「自動断面図プロパティの定義 (704 ページ)」を参照し
てください。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

断面図プロパティ (909 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)
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図面ビューの投影タイプの設定
投影タイプでは、Tekla Structures がキャストユニット図、単品図、および製品図に
部材の投影を配置する方法を定義します。 投影タイプによって図面内のビューの
順序が影響を受けます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 変更するプロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックし、[その他] タブに移動します。

4. 次のいずれかを選択します。 

• [一角法] (ヨーロッパ式投影とも呼ばれます)。

• [三角法] (アメリカ式投影とも呼ばれます)。

5. プロパティ ファイルのプロパティを保存するには、[保存する] をクリックし
ます。

6. [OK] をクリックし、図面を作成します。

一角法:

三角法:
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参照項目

図面ビューの定義 (675 ページ)

図面のビュープロパティ (902 ページ)

レイアウトのプロパティ (900 ページ)

製品図への単品図の追加
製品図には、製品を形成する個々の部材の単品図を含めることができます。[ドキ
ュメント管理] の既存の単品図を使用することも、新しい単品図ビューを作成する
こともできます。

1. [図面とレポート] タブで 図面のプロパティ --> 製品図 をクリックします。

2. 必要な製品図プロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックし、[その他] タブに移動します。

4. [単品図の作成] を [はい] に設定します。 

これにより、[単品のプロパティ] リストがアクティブになります。

5. [単品のプロパティ] リストで、単品ビューで使用する、必要な図面プロパティ
を選択します。プロパティファイル standard がデフォルトです。

6. プロパティ ファイルの図面プロパティを保存するには、[保存する] をクリッ
クします。

7. [OK] をクリックし、図面を作成します。
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詳細設定 
XS_USE_EXISTING_SINGLE_PART_DRAWINGS_IN_ASSEMBLY_DRAWING の値

は、Tekla Structures による単品図の作成方法に影響します。オプションを TRUE に
設定すると、Tekla Structures では単品図が使用されます。FALSE に設定した場合

や、指定した部材に既存の単品図がない場合、新しいビューが [単品図の作成] 設
定に従って作成されます。デフォルト値は、FALSE です。

レイアウトに単品図を含むよう設定すると、Tekla Structures は製品図に含まれてい
る単品図の下の縮尺を維持し、オプション 
XS_USE_EXISTING_SINGLE_PART_DRAWINGS_IN_ASSEMBLY_DRAWINGS を 
TRUE に設定します。既存の単品図の縮尺を維持しない場合は、詳細設定

XS_USE_EXISTING_SINGLE_PART_DRAWINGS_SCALE を FALSE に設定します。

このように設定すると、含まれる単品図の縮尺は、製品図の縮尺に従うか、または
詳細設定 XS_SINGLE_SCALE が設定されている場合にはこれに従います。

次の詳細設定はすべて、単品図ビューの動作に影響を及ぼします。

XS_SINGLE_CENTERED_SCREW

XS_SINGLE_CLOSE_DIMENSIONS

XS_SINGLE_CLOSE_SHORT_DIMENSIONS

XS_SINGLE_COMBINE_DISTANCE

XS_SINGLE_COMBINE_MIN_DISTANCE

XS_SINGLE_COMBINE_WAY

XS_SINGLE_DIMENSION_TYPE

XS_SINGLE_DRAW_PART_AS

XS_SINGLE_EXCLUDE

XS_SINGLE_FORWARD_OFFSET

XS_SINGLE_NO_SHORTEN

XS_SINGLE_ORIENTATION_MARK

XS_SINGLE_PART_EXTREMA

XS_SINGLE_PART_SHAPE

XS_SINGLE_SCALE

XS_SINGLE_SCREW_INTERNAL

XS_SINGLE_SCREW_POSITIONS

XS_SINGLE_USE_WORKING_POINTS

XS_SINGLE_X_DIMENSION_TYPE

XS_USE_EXISTING_SINGLE_PART_DRAWINGS_SCALE

XS_NO_END_VIEWS_TO_INCLUDED_SINGLE_DRAWINGS
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参照項目

製品図の単品図の追加 (193 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)

図面ビュー内の部材の向き

単品図、製品図、キャストユニット図では、適切な座標系を選択して部材を回転す
ることで、図面ビュー内の部材の向きを調整できます。 製品図では、柱、梁、お
よびブレースのビュー方向を個別に設定できます。 プロジェクト北の設定も部材
の向きに影響します。

目的 詳細情報のリンク

部材、製品、またはキャストユニットを
表示する角度、部材、製品、またはキャ
ストユニットの回転方法、図面ビューの
寸法の向きを変更する

座標系の変更 (684 ページ)

図面ビューでローカル軸を基準に部材、
製品、またはキャストユニットを回転す
る

図面ビュー内の部材の回転 (686 ペー
ジ)

鋼材または材木部材のどちら側を図面
メイン ビューに常に表示するかを選択
する

Select the part face shown in front drawing
view (688 ページ)

図面ビュー内のプレート方向を変更す
る

図面でのプレート方向の変更 (690 ペ
ージ)

XS_POLYGON_SQUARE_CORNER_PR
EFERENCE_FACTOR

XS_POLYGON_PERPENDICULAR_EDG
E_PREFERENCE_FACTOR

柱の正面ビューの方向を個別に定義す
る

Set viewing direction for parts in assembly
drawings (689 ページ)

梁とブレースの正面ビューの方向を個
別に定義する

Set viewing direction for parts in assembly
drawings (689 ページ)

座標系の変更
オブジェクトを表示する角度、オブジェクトの回転方法、および図面ビューの寸法
の向きを変更します。

座標系により、次のことが定義されます。

• 部材、製品、またはキャストユニットをどの角度から表示するか。

• 部材、製品またはキャストユニットをどのように回転するか。
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• 図面ビュー内の寸法の向き。

座標系を変更するには、次のようにします。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 変更する図面プロパティを読み込みます。

3. [ビューの作成] をクリックし、[属性] タブに移動します。 

設定は、図面のすべてのビューに影響を与えます。

4. [座標系] で、使用可能な座標系のいずれかを選択します。 

• 部材

Tekla Structures によりメイン部材のローカル座標系が使用されます。 部材
の X 軸は図面の X 軸に平行になり、部材の始点( 初に作成する端点)は左
側になります。 始点は黄色でマークされ、2 番目に作成された端点はピン
クでマークされます。

• 全体

Tekla Structures により全体座標系が使用されます。 図面内の部材は、モデ
ル内と同じ位置に配置されます。 これは、柱を垂直に表示する必要がある
場合の選択肢の 1 つです。 このオプションを使用すると、勾配のある部材
を適切な位置に表示できます。 Tekla Structures では、斜め部材を水平に表
示することはできません。

• 部材(全体方向性)

Tekla Structures によりメイン部材のローカル座標系が使用されます。ただ
し、部材が右から左に作成された場合でも、部材の X 軸が右向きになるよ
うに座標系の方向が設定されます。
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• 水平ブレース

正面ビューがモデルの上面からのビューになるように、図面ビューが Tekla
Structures により自動的に回転されます。 これは、斜めブレースで使用さ
れます。 X 軸まわりにビューを自動的に回転します。

• 垂直ブレース

正面ビューがモデル内のブレースと同じ平面に配置されるように、図面ビ
ューにより Tekla Structures が自動的に回転されます。 これは、斜めブレー
スで使用されます。 X 軸まわりにビューを自動的に回転します。

• コンクリート部材で [固定] オプションを使用した場合、モデルでキャスト
方向 (上面) が定義されていれば、キャスト方向が表示されるように正面ビ
ューが回転されます。

5. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

6. [OK] をクリックし、図面を作成します。

図面ビュー内の部材の回転
図面ビューでローカル軸を基準に部材、製品、またはキャストユニットを回転でき
ます。
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1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 変更する図面プロパティを読み込みます。

3. [ビューの作成] をクリックし、[属性] タブに移動します。 

設定は、図面のすべてのビューに影響を与えます。

4. [座標系の回転] で、角度を指定します。 

• [X 軸まわり] では、90 度ずつ回転できます ([0]、[90]、[180]、[270])。

• [Y 軸まわり] では、180 度ずつ回転できます ([0]、[180])。

• [Z 軸まわり] では、どのような角度でも指定できます。

5. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

6. [OK] をクリックし、図面を作成します。

例

以下に、X 軸まわりにオブジェクトを回転する例を示します。

1. 0 度
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2. 90 度

3. 180 度

4. 270 度

以下に、同じ部材を Y 軸回りに 180 度回転する例を示します。

以下に、同じ部材を Z 軸回りに 30 度回転する例を示します。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

正面図面ビューに表示される鋼材または木材の面を選択する
鋼材または木材のどの面が図面のメイン (正面) ビューに表示されるかを、ユーザ
ー定義情報 [図面の固定メインビュー] を使用して選択できます。

ユーザー定義情報 [図面の固定メインビュー] によって、鋼材および木材の部材に
ついて図面の座標系を制御できます。このユーザー定義情報は、図面プロパティで
座標系 [固定] を使用している場合のみ考慮されます。固定座標系を使用する場
合、部材は [図面の固定メインビュー] ユーザー定義情報で選択した部材面が正面
ビューに表示されるように回転します。

1. モデルで、鋼材または材木の部材をダブルクリックして部材プロパティを開
き、[UDA] ボタンをクリックします。

2. [パラメーター] タブで、[図面の固定メインビュー] をクリックし、以下のいず
れかのオプションを選択します。 

• 上面

• 背面

• 下部
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• 開始

• 終了

• 正面

3. [図面とレポート --> 図面のプロパティ ] をクリックし、製品図または単品図プ
ロパティを選択します。

4. オプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、[属性] タブに移動して、
[座標系] を [固定] に設定します。

5. [OK] をクリックして設定を有効にし、現在の設定を使用して図面を作成しま
す。

注 詳細設定 XS_SET_FIXEDMAINVIEW_UDA_TO_AFFECT_NUMBERING を STEEL、
TIMBER、または MISC に設定し、同一の鉄骨部材、木材、または他の材質の部材に

[図面の固定メインビュー] で異なるオプションを選択した場合、それらの部材には異
なる製品位置番号が指定されます。

この詳細設定を指定した場合、[上面] コマンドは、モデル内の非コンクリート部材に
も使用できます。

製品図で部材のビュー方向を設定する
製品図で、柱、梁、およびブレースに正面ビューのビュー方向を個別に定義できま
す。

注 プロジェクトの途中でビュー方向の設定を変更しないでください。 設定を変更する
と、図面が消えるおそれがあります。

方向マークの詳細については、「Settings in the Options dialog box」を参照してくださ
い。

製品図で柱のビュー方向を設定する

1. [ファイル] メニューで 設定 --> オプション をクリックします、[方向マーク] 設
定に移動します。

2. [ビュー方向] で、[製品図の柱] オプションを使用して、柱の正面ビューの方向
を設定します。 

• 値は、[梁とブレースと同じ]、[北]、[東]、[南]、および [西] です。[梁とブ
レースと同じ] を選択し、梁とブレースに使用したのと同じビュー方向を
使用します。これがデフォルト値です。

• [ビューの作成] プロパティで座標系を [部材] に設定すると、正面ビューの
方向を設定するときに Tekla Structures は柱の座標系を使用します。

• 座標系を [部材(全体方向性)] に設定すると、柱は水平位置に配置され、正
面ビューのビュー方向は選択したオプション ([北]、[東]、[南]、または [西])
になります。
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• 座標系を [全体] に設定すると、柱は垂直位置に配置され、正面ビューのビ
ュー方向は選択したオプション ([北]、[東]、[南]、または [西]) になりま
す。

3. [OK] をクリックします。

製品図で梁とブレースのビュー方向を設定する

1. [ファイル] メニューで 設定 --> オプション をクリックします、[方向マーク] 設
定に移動します。

2. [ビュー方向] で、[製品図の梁とブレース] オプションを使用して、正面ビュー
の方向を設定します。 

• 値は、[北または東]、[北または西]、[南または東]、および [南または西] で
す。デフォルト値は [北または東] です。

• 梁またはブレースがモデルの X 軸に平行な場合、図面内の X 軸に対しても
平行です。

• 座標系を [全体] に設定し、梁またはブレースが傾斜している場合は、図面
でも傾斜します。

3. [OK] をクリックします。

図面でのプレート方向の変更
[プレート] コマンドで作成したプレートの方向は、図面内で自動的に設定されま
す。図面内では、プレートの長手側が常に下を向きます。この方向は変更すること
ができます。

例 説明

モデルビューでのポリゴンプレート。

1. 1 つ目の作成点

2. 2 つ目の作成点

ポリゴンプレートの単品図。
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自動プレート方向設定を使用する代わりに、プレートの寸法にかかわらず、ピック
した第 1 点と第 2 点をつなぐ線に追従するように、ポリゴンプレートの主軸を設定
することができます。 これにより、図面またはレポート内のプレート方向を定義
できます。

ピックした第 1 点と第 2 点でポリゴンプレートの方向を定義するには、次のように
します。

1. ポリゴンプレートを作成します。 

ピックした第 1 点と第 2 点によって、プレートの主軸も定義されます。

2. プレートをダブルクリックして、ポリゴン プレート プロパティを開きます。

3. [UDA] をクリックし、[方向づけ] タブをクリックします。 

4. [軸方向の決定] リストで、[第 1 点から第 2 点] を選択します。

5. [変更(M)] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

6. [ 図面とレポート --> ナンバリング実行 --> 変更部分のナンバリングを実行す
る ] をクリックして、ナンバリングを更新します。

7. プレートの方向を表示するには、プレートの単品図を作成します。

例 説明

モデルビューでのポリゴンプレート。

1. 1 つ目の作成点

2. 2 つ目の作成点
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例 説明

プレートの単品図。ユーザー定義情
報 [軸方向の決定] は [第 1 点から第 2
点] に設定されます。

注 詳細設定 XS_POLYGON_SQUARE_CORNER_PREFERENCE_FACTOR および

XS_POLYGON_PERPENDICULAR_EDGE_PREFERENCE_FACTORを使用して、プレート

の方向を変更することもできます。

図面内の隣接部材を表示する
図面に表示する隣接部材を選択し、必要に応じてビューを自動的に拡大することが
できます。

隣接部材とは、図面に描かれている部材に近い (任意で表示される) 部材のことを
指します。設定に応じて、隣接部材は、対象の部材に何らかの方法で結合された部
材、または単に近くにある部材となります。

隣接部材プロパティの詳細については、「図面の部材および隣接部材のプロパティ
(970 ページ)」を参照してください。

ヒ
ン
ト

図面ビューに隣接部材の拡大範囲を表示しない場合は、詳細設定 
XS_VISUALIZE_VIEW_NEIGHBOR_PART_EXTENSION を FALSE に設定します。

製品およびキャスト ユニット図で隣接部材を表示する

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [隣接部材...] をクリックします。

5. [表示・非表示] タブで、以下のオプションを使用して、表示する部材を選択し
ます。 

• [なし] は隣接部材を表示しません。
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• [セカンダリー] は、モデル オブジェクトに接続されるすべての部材を表示
します。

• [プライマリー] は、モデル オブジェクトが接続される部材だけを表示しま
す。

• [両方] は、[セカンダリー] オプションと [プライマリー] オプションの両方
を適用します。

• [範囲指定] は、メイン部材と副部材の境界に含まれている部材をすべて表
示します。この設定は、[プロパティ 1] タブの [隣接部材用拡大範囲] に入
力された値の影響を受けます。

• 隣接部材(メイン・副):[メイン部材] は、製品またはキャスト ユニットのメ
イン部材を形成する隣接部材だけを表示します。

• 隣接部材(メイン・副):[副部材] は、製品またはキャスト ユニットの副部材
である隣接部材だけを表示します。

• 隣接部材(メイン・副):[両方] は、メイン部材と副部材の両方を表示します。

• 斜め部材:[はい] は、図面の斜め部材を隣接部材として表示し、[いいえ] は
斜め部材を隣接部材として表示しません。

• ボルト:[はい] はボルトを隣接部材として表示しますが、[いいえ] はボルト
を隣接部材として表示しません。

6. [内容] タブで、隣接部材と隣接部材のボルトの表示を設定し、表示する線とマ
ークを設定します。

7. [表示設定] タブで、隣接部材に使用する色と線のタイプを設定します。

8. オプション ツリーで [属性] をクリックし、[隣接部材用拡大範囲] ボックスに
ビューの拡大範囲の値を入力します。 

さまざまな値を入力して、ニーズを満たす値を見つけます。多くの場合、値が
大きすぎると適切に機能しません。値を 0に設定すると、隣接部材の拡大範

囲は表示されなくなります。

ビュー プロパティの詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ペー
ジ)」を参照してください。

9. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

10. [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

11. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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次の例では、[隣接部材用拡大範囲] が 100 に設定されています。隣接部材はこの

領域には配置されません。

一般図に隣接部材を表示する
一般図では、隣接部材が自動的に検出されないため、隣接部材フィルターを使用し
て隣接部材を定義する必要があります。フィルター条件を満たしている部材は隣
接部材として扱われます。隣接部材を機能させるために、通常の部材を対象とする
フィルターも定義する必要があります。

1. [図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [一般図 - フィルタープロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、通常の部材と
して扱われる必要がある全部材を対象として、[部材 - 名前] および [オブジェ
クト - オブジェクト タイプ] によるフィルターを作成し、[OK] をクリックし
ます。

4. [一般図 - 部材プロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、[内容] タブ、[表示
設定] タブ、[塗りつぶし] タブで、必要な部材プロパティを定義します。たと
えば、塗りつぶしを選択し、隣接部材と異なる方法で通常の部材を表示しま
す。その後、[OK] をクリックします。

5. [一般図 - 隣接部材フィルタープロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、隣接
部材として扱われる必要がある全部材を対象として、[部材 - 名前] および [オ
ブジェクト - オブジェクト タイプ] によるフィルターを作成し、[OK] をクリ
ックします。

6. [一般図 - 隣接部材プロパティ] ダイアログ ボックスに移動し、[表示・非表示]
タブで [範囲指定] を選択して、メイン部材および副部材の境界内にある全部
材を表示します。この設定は、[プロパティ 1] タブの [隣接部材用拡大範囲] に
入力された値の影響を受けます。 

[なし] は隣接部材を表示しません。

7. [内容] タブ、[表示設定] タブ、および [塗りつぶし] タブで、必要な部材プロパ
ティを定義します。たとえば、塗りつぶしを選択し、通常の部材と異なる方法
で隣接部材を表示します。その後、[OK] をクリックします。
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8. [ビュー...] をクリックし、[属性] タブで [隣接部材用拡大範囲] ボックスにビュ
ーの拡大範囲の値を入力します。 

さまざまな値を入力して、ニーズを満たす値を見つけます。多くの場合、値が
大きすぎると適切に機能しません。値を 0 に設定すると、隣接部材の拡大範

囲は表示されなくなります。

ビュー プロパティの詳細については、「図面のビュープロパティ (902 ペー
ジ)」を参照してください。

9. [OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

部材の短縮または延長
モデルで短縮表示機能を使用して、図面内の部材をモデル内の部材より延長したり
短縮したりできます。図面ビュー内の部材も短縮したり延長したりできます。

延長は、モデルを組み立てた状態にしたままで、キャスト条件内のプレキャスト コ
ンクリート部材を延長するのに便利です。この も一般的な使用方法は、プレスト
レスによる弾性短縮を考慮することです。これは、キャストおよび緊張材のカット
後に部材が実際に何分の一インチか収縮するものです。

モデル内の部材の短縮表示
モデル内の部材は、短縮できます。 その際、図面で部材の実際の長さも短くなり
ます。

1. 部材をダブルクリックし、プロパティ パネルに部材プロパティを開きます。

2. [変形] タブに移動します。

3. [短縮表示] ボックスで短縮度を定義します。

4. [変更] をクリックします。

図面を作成するときに、部材の実際の長さが [短縮表示] ボックスで定義された値
の分だけ短縮されます。短縮表示は、図面の長さに沿って線形に適用されます。

ヒ
ン
ト

短縮表示部材の寸法を図面に正しく表示するには、図面プロパティの [ビューの作
成] パネルの [属性] タブで、[平面展開] を [はい] に設定します。図面で平面展開し
た部材の詳細については、「図面での変形部材の平面展開 (700 ページ)」を参照して
ください。
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モデル内の部材の延長表示
モデル内の部材は、延長できます。 その際、図面で部材の実際の長さも長くなり
ます。

キャスト ユニット図でコンクリート部材を延ばすには、部材プロパティで短縮表
示の負の値を入力する必要があります。

1. 部材をダブルクリックし、プロパティ パネルに部材プロパティを開きます。

2. [変形] セクションに移動します。

3. [短縮表示] ボックスに負の値を入力します。 

たとえば、「-20」と入力すると、図面で部材がモデル内の部材より 20 単位延

ばされます。

4. [変更] をクリックします。

図面ビュー内の部材の短縮表示
部材が長い場合、その部材に重要なディテールが含まれていなければ、カットする
ことにより図面ビュー内で短縮表示することができます。

部材は空白領域でのみカットされます。 部材にスチフナーなどの重要な要素があ
る場合、その領域は空白と見なされないため、その領域では部材はカットされませ
ん。

ビューごとに部材を短縮することもできます。詳細については、「Shorten parts view
by view (370 ページ)」を参照してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [プロパティ 2] タブに移動します。

5. [短縮表示] で次のいずれかを選択します。 

• はい (X 方向と Y 方向の両方にカットします。)

• X 方向のみ

• Y 方向のみ

6. [適応の 小長] および [短縮表示ギャップサイズ] では、図面ビュー内で部材の
中央の部分をどのようにカットするかを選択します。 

[適応の 小長] では、部材を短縮するときに 低限必要な長さを定義します。
部材の長さは、入力した値の倍以上である必要があります。

[短縮表示ギャップサイズ] では、図面上での短縮表示部材間の距離を定義しま
す。たとえば、3.0 mm と指定します。

7. [斜め・テーパー部材の短縮表示] を [はい] に設定して、ビューでも斜め部材を
短縮表示します。
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8. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

9. [閉じる] をクリックします。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

関連する詳細設定

• [ ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 図面プロパティ ] で詳細設定 
XS_DRAW_VERTICAL_VIEW_SHORTENING_SYMBOLS_TO_PARTS および 
XS_DRAW_HORIZONTAL_VIEW_SHORTENING_SYMBOLS_TO_PARTS を TRUE
に設定することにより、記号が短縮表示されたビューを表示できます。

• さらに、詳細設定 XS_SHORTENING_SYMBOL_COLOR、
XS_SHORTENING_SYMBOL_LINE_TYPE、
XS_SHORTENING_SYMBOL_WITH_ZIGZAGを使用して、記号が短縮表示された

ビューの外観を制御することもできます。

例

短縮表示前と短縮表示後の部材の例を次に示します。短縮表示前と短縮表示後の
幅が同じであることに注意してください。[適応の 小長] は 1' 4"、カット長さは
3/8" です。

次の例では、適応の 小長、短縮表示ギャップサイズ、および部材内に空白領域が
ないと見なされて部材が短縮表示されない領域について説明しています。[適応の
小長] は 650 に設定されています。これは、ビューで部材を 650 で短縮表示する

ことを意味します。
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1. [短縮表示ギャップサイズ] は 1 に設定されています。これは、(モデル内では
なく) 図面上での短縮表示部材間の距離を示します。

2. スチフナー間に十分な空白領域がないため、部材は適応の 小長で短縮表示さ
れません。

詳細オプション XS_DRAW_VERTICAL_VIEW_SHORTENING_SYMBOLS_TO_PARTS
および XS_SHORTENING_SYMBOL_WITH_ZIGZAGの使用例を次に示します。
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図面ビュー内の短縮表示した部材の延長表示
短縮表示図面ビューを図面の空白領域にちょうど収まるように拡大できます。

Tekla Structures により図面ビューの縮尺が自動設定され、図面サイズが自動選択さ
れた後、短縮表示部材を図面の空白領域にちょうど収まるように拡大することがで
きます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックし、[その他] タブに移動します。

4. [短縮表示部材を用紙にフィット] を [はい] に設定します。

5. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

6. [OK] をクリックし、図面を作成します。

図面での折れ梁の展開
図面を作成するとき、単品図で折れ梁と折れ板を自動的に展開することができま
す。 Tekla Structures は、プロファイルの展開時に中立軸の位置を定義する展開パラ
メーターに従って折れ梁を展開します。

制限事項:
• [折れ梁] コマンドで作成した梁のみを展開できます。[梁(曲)] コマンドで作成

した梁は展開できません。

• 1 つの面のみに配置されたポリビームを展開できます。

1. [図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ --> 単品図 ] をクリックします。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. オプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、[属性] タブに移動します。

4. [折梁展開] を [はい] に設定します。

5. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

6. [OK] をクリックし、図面を作成します。 

自動図面設定の定義 699 図面ビューの定義



Tekla Structures により、単品図で折れ梁が展開されます。

注 [単品図プロパティ] ダイアログ ボックスの [属性] タブでこのオプション
を設定すると、[プロパティ 2] タブの [ビュープロパティ] プロパティ ダ
イアログ ボックスにある [折梁展開] 設定が図面の作成時に無視されま
す。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

図面での変形部材の平面展開
ねじり部材またはキャンバーで変形された部材を平面展開して、変形部材の展開
(平面展開)形状を図面に表示できます。

変形部材とは、モデル内の曲げねじりまたはキャンバーで変形された部材を意味し
ます。 たとえば、コンクリート部材を組み立てた状態(モデルビュー)とキャスト状
態(図面ビュー)の 2 つの状態にして、これらの部材を平面展開することができま
す。

注 [平面展開] を [いいえ] に設定すると、部材の短縮表示が非表示になります。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [ビューの作成] をクリックし、[属性] タブに移動します。

4. 変形している角度とキャンバーを非表示にするには、[平面展開] を [はい] に設
定します。

5. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

6. [閉じる] をクリックします。

7. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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作成した図面には、部材の展開した形状と寸法が示されます。

図面内の平面展開した部材の例については、以下を参照してください。

図面内の曲げ部材の例については、以下を参照してください。

注 [ビューの作成 --> 属性 ] タブで [平面展開] オプションに値を設定すると、[プロパティ
2] タブの [ビュープロパティ] ダイアログ ボックスにある [平面展開] オプション値が
図面の作成時に無視されます。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

図面での部材の開口部と凹部の表示
図面ビュー内の部材の開口部と凹部(くぼみ)のシンボルを表示するかどうかを選
択できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。 

単品図、製品図、キャストユニット図

a. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビュ
ーとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

b. [プロパティ 2] タブに移動します。
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c. [開口/ピットシンボル] を [はい] に設定します。

d. ビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックします。

一般図

a. [ビュー...] をクリックします。

b. [属性] タブで、[開口/ピットシンボル] を [はい] に設定します。

c. [OK] をクリックします。

4. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

デフォルトでは、Tekla Structures で開口部とピットが次のように表示されます。

開口部のタイプ 表示 例

部材を完全に貫通する孔
として表示

孔記号として表示

部材の前面（正面）のピ
ット

ピット記号と囲み線を実線と
して表示

部材の裏面（背面）のピ
ット

ピット記号と囲み線を破線と
して表示

部材の陰線を必ずオンにして
ください。

開口部と凹部にシンボルを追加する

Tekla Structures には、図面で開口部と凹部にシンボルを追加するために使用できる
いくつかの詳細設定が用意されています。

1. [ファイル] メニューで、 設定 --> 詳細設定 をクリックします。、[図面プロパテ
ィ] に移動します。

2. 次のように、詳細設定 XS_USE_CROSS_FOR_OPENING_SYMBOL を FALSE に
設定して、開口部と凹部を表示します。
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3. XS_USE_OPENING_SYMBOL_IN_BORDER_HOLES を TRUE に設定し、部材の

境界に配置されている開口部に開口部/凹部シンボルを表示します。 デフォル
トでは、この詳細設定は FALSE に設定されます。 使用されるシンボルは、詳

細設定 XS_USE_CROSS_FOR_OPENING_SYMBOL の設定によって異なりま

す。

4. XS_USE_OPENING_SYMBOL_IN_CORNER_HOLES を TRUE に設定し、部材の

角に配置されている開口部に開口部/凹部シンボルを表示します。 デフォルト
では、この詳細設定は FALSE に設定されます。 使用されるシンボルは、詳細

設定 XS_USE_CROSS_FOR_OPENING_SYMBOL の設定によって異なります。
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参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)

自動断面図プロパティの定義
図面を作成する前に、断面図にいくつかの自動プロパティを設定できます。自動断
面図のプロパティは、図面プロパティの 2 つの場所で設定する必要があります ([断
面図] パネル、および [ビューの作成 --> ビュープロパティ ])。[断面図] パネルの設
定は、図面のすべての断面図に適用されます。

断面図プロパティのリストおよび説明については、「Section view properties (909 ペ
ージ)」を参照してください。

自動断面図プロパティの定義

[断面図とシンボル ラベルの開始番号/文字] 設定を変更できるのは、一般図のみで
あることに注意してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [断面図] をクリックします。

4. [ 属性 ] タブで、[部材に合わせる] か、または [デプス ] と [断面図結合の有効
範囲] の値を設定します。 初に必ず [サイズ ] チェック ボックスをオンにし
ます。 

• [部材に合わせる] 設定は、[デプス ] および [断面図結合の有効範囲] の代わ
りとして機能し、部材全体が断面で表示されます。

• デプス 断面が結合されていないときの断面図の正および負のデプスを []
フィールドで指定します。開いている図面では、ビューの境界をドラッグ
して断面図のデプスを調整できます。

• [断面図結合の有効範囲] では、断面図を結合するための距離範囲を定義し
ます。

• 詳細設定 XS_DRAWING_CUT_VIEW_COMPARISON_CRITERIA を使用し

て、結合する断面図を制御することもできます。

5. [属性] タブを表示したまま、[左端]、[中間]、および [右端] の方向を [左] また
は [右] に設定します。

6. [断面ライン] タブに移動して、断面マークの線の長さとオフセット (断面マー
クと断面の間の距離) を設定します。

7. [ 断面マーク ] タブで、断面マーク設定を変更します。

a. [...] - [A1] の横にある [A5] ボタンをクリックして、[マーク内容] ダイアロ
グ ボックスを開きます。
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b. マークに含める要素を選択します。

c. 必要に応じて、リストから要素を選択し、[< フレーム追加] をクリックし
て、フレームの [タイプ] と [色] を選択します。

d. 必要に応じて、リストから要素を選択し、テキストの [色]、[フォント]、
および [高さ] を選択します。

e. [位置] タブに移動して、テキストを表示する面、テキスト位置、水平と垂
直オフセット、およびテキスト回転などのオプションを選択します。

f. [断面図とシンボル ラベルの開始番号/文字] で、断面図および断面シンボ
ル ラベルを番号で開始するか、文字で開始するかを選択します。 

• 1 以上の任意の数字か、A ～ Z または a ～ z (ラベルでは大文字表示)
の任意の文字を入力できます。

• 文字を使用した場合、入力された文字列が 1 文字よりも長い場合は、
初の 1 文字だけが表示されます。番号を使用した場合、入力したす

べての数字が表示されます。

• ラベルに含まれる開始番号は、図面を作成する前に図面プロパティで
開始番号を変更した場合、および既存の図面で開始番号を変更して図
面を再作成した場合にのみ、変更されます。その場合、自動的に含め
られた断面図とすべての新しい断面図について、断面図ラベルが変更
されます。

g. [OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

8. [ビューの作成] をクリックし、作成する断面図および端部ビューを追加しま
す。

9. [ビューの作成] パネルを表示したまま、変更するビューとプロパティを選択
し、[ビュープロパティ] をクリックします。

10. 必要に応じてビューのプロパティを調整します。

11. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。

12. [閉じる] をクリックします。

13. 作成したすべての断面図および端部ビューに対して手順 9～12 を繰り返しま
す。

14. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。
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断面図およびマーク設定の例

断面図の結合

1. 断面図結合の有効範囲 = 1’- 4"

2. デプス = 4"

3. 結合した断面

断面図方向

次のように、断面図の方向は断面図のビューシンボルで示されます。

1. 左端、方向: 右

2. 中間、方向: 右

3. 右端、方向: 左

断面マーク

断面マークの例を次に示します。
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図面の断面図と端部ビューへのビュー方向マークの表示
図面の断面図および端部ビューには、ビュー方向マークを表示できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。 

この場合は、断面図と端部ビューを選択します。

4. [ビュープロパティ] で、[ラベル] タブに移動します。

5. [ビュー方向マーク] で、いずれかのオプションを選択します。表示: 

• シンボルのみ

• ラベルのみ

• シンボルとラベル

• [なし] の場合、マークは表示されません。

6. [高さ] に記号とテキスト ラベルの高さを定義します。 

0 を使用しようとすると、エラー メッセージが表示されます。

7. 変更を保存するには、[保存する] をクリックします。

8. 閉じる をクリックします。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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ビュー方向マークは、端部ビューまたは断面図の回りの小さな記号 (テキスト ラベ
ルが付く場合もあり) によって示されます。

ビューの方向マークの位置が、ラベル位置の設定に従います。次の図では、ラベル
に対して [ビュー範囲中央] が選択されています。

ヒント

• 図面ビューでは、ビュー方向マークを適切な位置にドラッグできます。まず、
ビュー フレームをクリックしてハンドルをアクティブにします。次にハンド
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ルをポイントし、マウスの左ボタンを押したままドラッグします。必要に応じ
て、ビューの枠のサイズが自動的に変更されます。

• ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 図面プロパティ で、次の詳細設定
を使用してビュー方向マーク シンボルを定義することができます。

• XS_DRAWING_VIEW_DIRECTION_MARK_SYMBOL_BACK

• XS_DRAWING_VIEW_DIRECTION_MARK_SYMBOL_BOTTOM

• XS_DRAWING_VIEW_DIRECTION_MARK_SYMBOL_FRONT

• XS_DRAWING_VIEW_DIRECTION_MARK_SYMBOL_TOP

デフォルトのシンボルは xsteel@66 です。

端部ビューおよび断面図の位置の定義
断面図と端部ビューを、常に単品図、製品図、またはキャストユニット図内のメイ
ンビューの隣に配置するか、または空白位置に配置することができます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [レイアウト] をクリックし、[その他] タブに移動します。

4. ビューをメイン ビューの隣に配置するには、[端部ビューをメインビューに合
わせて配置] を [はい] に設定します。

5. ビューをメイン ビューの隣に配置するには、[断面図をメインビューに合わせ
て配置] を [はい] に設定します。

6. 図面プロパティ ファイルの変更を保存するには、上部の [保存する] をクリッ
クします。

7. [OK] をクリックし、図面を作成します。 

[いいえ] を選択すると、端部断面図と断面図は Tekla Structures により配置可能
な任意の位置に配置されます。
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例

端部断面図と断面図を任意の位置に表示します ([いいえ] を選択)。

端部断面図と断面図をメイン ビューの横に表示します ([はい] を選択)。
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8.5 寸法内容の定義

寸法は、建物オブジェクトの測定値を示す連動的な注記オブジェクトです。 幾何
学的な情報が複数の線やベクトルで、表記されたものです。 自動寸法設定では、
Tekla Structures により、図面の作成前に定義した寸法設定に基づいて図面全体また
は図面ビュー内で寸法が作成されます。

単品図、製品図、およびキャストユニット図の自動寸法は、ビューごとに設定され
ます。

一般図では、自動寸法は図面全体に設定されます。

図面を作成する前に自動寸法設定を定義することができます。また、図面の作成後
に設定を変更することもできます。

目的 詳細情報のリンク

単品ビュー、製品ビュー、またはキャス
トユニットビューで自動寸法を作成す
る

ビューレベルの自動寸法とは (712 ペ
ージ)

ビューレベルの自動寸法の追加
(716 ページ)

寸法の作成に影響を与える設定を確認
し、いくつかの例を確認する

寸法作成ルールのプロパティ (728 ペ
ージ)

寸法の対象となるオブジェクトを選択
するためにビューレベルの寸法作成で
必要となるフィルターを作成する

ビュー レベルでの寸法作成のための図
面ビュー フィルターの作成 (742 ペー
ジ)
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目的 詳細情報のリンク

採寸タイプと設定のさまざまな組み合
わせの例を参照する

各種寸法タイプを使用するさまざまな
シナリオ (752 ページ)

統合寸法タイプを使用して、[寸法内容]
ダイアログボックスで従来の寸法設定
方法を使用する

統合寸法タイプを使用したビューごと
の自動寸法の追加 (756 ページ)

すべての図面タイプで、二重寸法の注記
を作成する

自動二重寸法の追加 (780 ページ)

Tekla Structures が展開した部材に追加す
る寸法を制御する

展開した部材への寸法の追加 (781 ペ
ージ)

ボルトの 小および 大位置寸法を作
成する

ボルトへの 小および 大位置寸法の
追加 (782 ページ)

寸法線を延長する 寸法線のはみ出し量の設定 (783 ペー
ジ)

引出し線の設定を調整する Setting the dimension extension line length
(266 ページ)

絶対寸法を調整する 絶対寸法の表示の変更 (784 ページ)
狭い寸法を強調表示して、読みやすさを
向上させる

誇張した寸法の作成 (784 ページ)

半径寸法で別の頭マークを使用する 半径寸法の頭マークの変更 (786 ペー
ジ)

詳細設定を使用してプレートの寸法を
設定する

プレートへの寸法の追加 (787 ページ)

寸法平面テーブルを使用してプロファ
イルの寸法設定を調整する

プロファイルへの寸法の追加 (790 ペ
ージ)

傾斜した寸法テキストの例を参照する Sloped dimension texts (792 ページ)
一般図で自動的寸法を追加する 一般図への自動的寸法の追加 (793 ペ

ージ)

ビューレベルの自動寸法とは

ビューレベルの自動寸法作成により、多くの寸法設定オプションを使用して、作成
する図面ビューごとに寸法を完全に制御できます。ビューレベルの自動寸法は、単
品図、製品図、およびキャストユニット図で使用できます。

ビューレベルの寸法作成では、定義した定義のルールに基づいて寸法が作成されま
す。寸法作成対象、寸法を配置する位置、寸法の作成順序、および各寸法に使用す
る設定を定義できます。たとえば、形状や孔の寸法を作成できます。

以下に、寸法作成を進める方法の簡単な説明を示します。

1. 図面プロパティのオプション ツリーで [ビューの作成] オプションをクリック
すると、作成するビューと使用するビュー プロパティを選択できます。
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2. [ビュープロパティ] をクリックします。

3. オプション ツリーで [寸法] をクリックします。

[寸法] パネルで、[行の追加] をクリックしてルールを追加できます。次に、[寸
法タイプ] 列で使用する寸法内容のルールを選択し、目的の寸法内容のルール
のプロパティ ファイルを選択します。

4. [ルールの編集] をクリックして、選択したルールを変更できます。

[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスでは、寸法を作成する対
象、寸法の作成方法、寸法の原点とするオブジェクト、寸法を配置する位置を
選択し、寸法プロパティを選択できます。[プロパティ(P)] リストには、開い
ている図面のオブジェクト レベルの [寸法プロパティ] ダイアログ ボックス
で保存したプロパティ ファイルが表示されます。たとえば、寸法で特殊なフ
ォントや色を使用できます。これを行うには、図面で寸法をダブルクリック
し、必要な変更を加えて、プロパティを保存します。その後、プロパティを読
み込むことができます。

側面ごとに異なる寸法線プロパティを選択するには、[すべての側面で同じ] を
オフにし、リストから寸法プロパティを選択します。
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[統合寸法] を選択した場合、[寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックスが表示
されます。タブで設定に変更を加え、[名前を付けて保存] を使用して一意の名
前でプロパティ ファイルを保存します。同様に、寸法プロパティも読み込む
ことができます。
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5. ルール プロパティを設定するとき、ルール ファイルに名前を付け、[名前を付
けて保存] をクリックします。

6. [閉じる] をクリックして [寸法] パネルに戻ります。

7. 寸法内容ルールに適切な寸法設定プロパティファイルを選択したことを確認
します。

8. [ビュープロパティ] ダイアログ ボックスの上部にあるボックスにビュー プロ
パティの一意の名前を入力し、[保存する] をクリックします。

これで、[ビューの作成] パネルでビューの保存したビュー プロパティを選択でき
ます。これらのビュー プロパティには、保存した寸法内容プロパティが含まれて
います。
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参照項目

寸法作成ルールのプロパティ (728 ページ)

ビューレベルの自動寸法の追加 (716 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

ビューレベルの自動寸法の追加

次の例では、ビュー レベルで自動寸法を作成する基本的なワークフローについて
順を追って説明します。目標は、同様の図面を後で作成するときに使用できる図面
プロパティを作成することです。必要なビューをすべて含め、必要な寸法を設定す
るため、該当する図面プロパティ ファイルを読み込むだけで図面を作成できます。

統合寸法を使用する場合は「統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追
加 (756 ページ)」を、螺旋梁の寸法設定を使用する場合は「螺旋梁の寸法設定
(384 ページ)」を参照してください。

ワークフローは、4 つのタスクで構成されます。

1. 図面プロパティの作成

2. 図面ビューおよび図面ビュー設定の定義

3. 寸法内容のルールの定義

4. 寸法内容のルールのプロパティの作成および適用

図面プロパティファイルの定義

図面プロパティで定義したすべての設定 (ビューレベルの寸法設定を含む) をすべ
てまとめる図面プロパティ ファイルを作成します。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 図面プロパティで、上部のリストから選択することで、新しいプロパティの基
本として使用するプロパティを読み込みます。 

適切な図面プロパティがない場合は、図面プロパティ ファイルに一意の名前
を付けて、[保存する] をクリックしてプロパティを保存します。

これで、新しい寸法設定を保存できる図面プロパティファイルが作成されました。

作成する図面ビューの定義

必要なビューを作成し、使用するビュー プロパティを定義するには、次のように
します。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. このワークフローのフェーズ 1 で作成して保存した図面プロパティを読み込
みます。
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3. オプション ツリーで [ビューの作成] をクリックします。

4. 次のパネルで、[行の追加] をクリックして図面に新しいビューを追加します。 

5. 作成するビューの [オン/オフ] コントロールを [オン] に設定します。 

[自動] を選択すると、使用した寸法内容設定で関連する寸法が作成される場合
にビューが作成されます。関連する寸法が作成されない場合、ビューも作成さ
れません。Tekla Structures は、寸法が関連しているかどうかを自動的に判断で
きます。

これで、作成する図面に含めるビューが定義されました。[保存する] を使用してビ
ューのリストを保存し、別の図面で同じビュー セットが必要な場合に読み込むこ
とができます。

ビューの寸法の定義

上の手順で作成した図面ビューで使用する寸法作成ルールのプロパティを定義し
ます。

寸法を作成する部材をフィルターを使用して選択する予定である場合は、埋込み
材、内側のパネルまたは外側のパネルなどを選択するための図面ビューフィルター
を 初に作成する必要があります。

採寸タイプごとに別個の寸法内容のルールを作成する必要があります。たとえば、
[外形寸法] を使用して作成したルールは、[外形寸法] の場合のみ有効であり、[縁
端寸法] などの場合には有効ではありません。

1. [ビューの作成] パネルでビューを選択し、[ビュープロパティ] をクリックしま
す。

2. [ビュープロパティ] ダイアログ ボックスのオプション ツリーで [寸法] をクリ
ックし、選択したビューに作成する寸法を定義します。

3. [行の追加] をクリックしてルールを追加します。 
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ここでは、2 つの行を追加します。

リストでのルールの順序によって、図面での寸法線の順序が定義されます。
初のルールによって作成された寸法が対象のオブジェクトに も近い位置に
配置されます。

この時点では、このパネル内の [統合寸法] に対してのみフィルターを設定で
きます。[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスでフィルターを
選択し、すべてのルールの [フィルター] 列で [現在の製品] の選択内容をその
ままにできます。

[フィルター] 列で [現在の製品] をそのままにします。

4. 選択したルールの [寸法タイプ] を選択します。 

ここでは、外形寸法と孔の寸法を選択します。

5. いずれかのルールを選択し、[ルールの編集] をクリックします。

6. 選択された寸法タイプに応じて、特定の [寸法作成ルールのプロパティ] ダイ
アログ ボックスが表示されます。以下のいずれかの操作を行います。 

• ほとんどの寸法タイプでは、どの寸法をどの位置に、どのように配置する
かを定義する必要があります。[寸法プロパティ] リストから、保存した寸
法プロパティの適切なセットを選択し、寸法の表示、寸法テキストのフォ
ント サイズや色を変更します。必要に応じて、[すべての側面で同じ] をオ
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フにし、異なる寸法プロパティを選択することで、側面ごとに異なる寸法
線プロパティを定義することができます。

• 寸法タイプ [螺旋梁の寸法] を選択した場合は、事前定義された寸法プロパ
ティを選択します。ニーズに適した利用可能なプロパティがない場合、図
面が開いている状態で、[図面 --> プロパティ --> 寸法 ] をクリックします。
必要な寸法プロパティを編集して保存し、螺旋梁の [寸法作成ルールのプ
ロパティ] ダイアログ ボックスで 3 つの寸法タイプに選択できるようにし
ます。

7. 寸法作成ルールに一意の名前を付け、[名前を付けて保存] をクリックします。

8. [閉じる] をクリックします。

9. 手順 5～8 に従ってビューに必要な他の寸法内容ルールを定義します。
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10. ルールに適切なプロパティを選択します。 

寸法線は、デフォルトで、[ビューの作成] パネルで定義された順序で作成およ
び配置されますが、Tekla Structures では寸法線の 適な位置が配置と保護の設
定に従って検索されます。そのため、寸法の配置は必ずしも作成順とは限りま
せん。結果を確認し、必要に応じて寸法線の位置を調整します。

11. 左上隅で、ビュー プロパティに一意の名前を付け、[保存する] をクリックし
てビュー プロパティ ファイルの変更内容を保存します。 

ここでは、2 つタイプの寸法を含む新しいビュープロパティを作成しました。 この
プロパティファイルと図面ビューを関連付け、定義された寸法をそのビューで使用
できます。

ビュープロパティとビューを関連付け、図面プロパティを保存

新しいビュー プロパティを図面ビューに関連付け、図面プロパティを保存します。

1. [ビューの作成] パネルで、作成するビューの適切なビュー プロパティを選択
します。 
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以下の例では、正面ビューと 1 つの断面図が作成され、ビューがビュープロパ
ティ cu_FRONTおよび cu_SECTIONに関連付けられています。

2. このワークフローのフェーズ 1 で、図面プロパティファイルを作成または読み
込んだことに留意してください。 [保存する] をクリックして図面プロパティ
を保存し、[OK] をクリックして図面を作成します。

Tekla Structures により、さまざまなプロパティファイルの定義に従って図面が作成
されます。

ワークフローの例:ビューレベルで外形と孔の自動寸法を作成する

このワークフローの例では、次のものを含むキャストユニット壁パネル図を作成し
ます。

• 外形自動寸法と孔の自動寸法が設定された 1 つの正面ビュー

• 外形寸法が設定された 1 つの断面図

外形と孔の寸法ルールでは、以前に作成し、キャストユニット図に手動で保存した
寸法記号プロパティを適用します。作成した寸法作成ルールのプロパティをビュ
ープロパティに保存します。 後に、作成したビュープロパティを図面プロパティ
に保存し、キャストユニット図を作成します。

作業を始める前に、開いているキャスト ユニット図のオブジェクト レベルのダイ
アログ ボックスで、寸法テキストのフォント サイズを 5.00 に設定した

dim_font_5 と、寸法の色を赤に設定した dim_red の 2 つの寸法プロパティ フ
ァイルを手動で作成します。

この例では、モデル内の次のキャストユニット壁パネルの寸法に移動します。
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作成するビューの定義

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> キャストユニット図 ] をクリ
ックします。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. オプション ツリーで [ビューの作成] をクリックします。

4. [ビューの作成] パネルで、[行の追加] をクリックして図面に新しいビューを追
加します。

この例では、正面ビューと断面図の 2 つのビューを追加します。

5. 作成するビューの [オン/オフ] 設定を [オン] に設定します。
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リストに余分なビューが含まれている場合は、それらのビューを [オフ] に設定す
るか、[行の削除] ボタンを使用して削除します。

これで、作成するビューが定義されました。次に、正面ビューと断面図に含める寸
法を定義する必要があります。

正面ビューの寸法の定義

1. [ビューの作成] リストでビューを選択します。

この例では、[正面] ビューを 1 つ選択します。

2. [ビュープロパティ] をクリックし、オプション ツリーで [寸法] をクリックし
て正面ビューに作成する寸法を定義します。

3. [寸法] パネルで、[行の追加] を使用して、寸法作成ルール リストに 2 つの新し
い寸法内容ルールを追加します。

4. 初のルールとして [外形寸法] を選択し、2 番目のルールとして [孔寸法] を選
択します。

リストでのルールの順序によって、図面での寸法線の順序が定義されます。
初のルールによって作成された寸法が対象の部材に も近い位置に配置され
ます。

どちらのルールでも、[現在の製品] 列は [フィルター] のままにします。

5. 外形寸法ルールを定義するには、[外形寸法] 行をクリックし、[ルールの編集]
をクリックします。

6. [寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスで、寸法を作成する対象、
寸法を配置する位置と配置方法、使用する寸法プロパティを定義します。

• オブジェクトの上と左側のチェックボックスをオンにします。また、寸法
をリンクするために左上隅のチェックボックスもオンにします。

• [始点] リストのデフォルト値を使用します。デフォルト値は、[水平] 寸法
が左、[垂直] 寸法が下です。

• [寸法プロパティ] リストから、保存されている寸法プロパティの適切なセ
ットを選択します。この例では、寸法プロパティ ファイルとして、大きい
フォントの定義が含まれた dim_font_5 を選択します。
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• 寸法作成ルールに一意の名前を付け、[名前を付けて保存] をクリックしま
す。

この例では、overallという名前を使用しています。

7. [閉じる] をクリックします。

8. 次に、孔の寸法を定義します。[寸法] パネルで、寸法ルール リストから [孔寸
法] を選択し、[ルールの編集] をクリックします。

9. 孔の寸法の寸法内容ルールを作成します。

• オブジェクトの上と左側のチェックボックスをオンにします。また、寸法
をリンクするために左上隅のチェックボックスもオンにします。

• [始点] リストのデフォルト値を使用します。

• [線の終点] で、寸法線をキャスト ユニットのもう一方の端部まで延長する
設定を選択します。

• [寸法] で、両端に寸法を作成する設定を選択します。

• [寸法プロパティ] リストから、保存されている寸法プロパティの適切なセ
ットを選択します。この例では、寸法プロパティ ファイルとして、赤の寸
法の定義が含まれた dim_red を選択します。

• 孔の寸法作成ルールに一意の名前を付け、[名前を付けて保存] をクリック
します。

この例では、holeという名前を使用しています。
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10. [閉じる] をクリックします。

11. [外形寸法] ルールでは overall プロパティを、[孔寸法] ルールでは hole プ
ロパティを、[プロパティ] 列で選択します。

12. [ビュープロパティ] ダイアログ ボックスで、正面ビュー プロパティに一意の
名前を付け、[保存する] をクリックします。

この例では、CU_Frontという名前で正面ビュープロパティを保存していま

す。

これで、外形寸法と孔の寸法を含む正面ビューのビュープロパティが保存されまし
た。[ビュープロパティ]ダイアログボックスを開いたままにして、さらに変更を行
います。
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断面図の寸法の定義

壁厚さを表示するため、キャストユニット図に断面図も必要となります。 次に、
断面図の外形寸法を作成します。

1. [ビューの作成] パネルで、[断面図] 行を選択し、[ビュープロパティ] をクリッ
クします。

2. ビュープロパティファイル CU_Frontを読み込みます。

既存のビュープロパティに基づいて新しいビュープロパティの作成を開始で
きます。

3. オプション ツリーで [寸法] をクリックします。

4. [寸法] パネルで、[孔寸法] 行と [行の削除] をクリックして不要な孔の寸法ルー
ルを削除します。

断面図で必要なのは外形寸法だけです。

5. [外形寸法] 行をクリックし、[ルールの編集] をクリックします。

6. 断面図の外形寸法の寸法作成ルールを作成します。

• 厚さだけを表示するため、オブジェクトの下のチェックボックスだけをオ
ンにします。

• 寸法テキストを少し大きいフォントで表示するため、正面ビューの外形寸
法と同じ寸法記号プロパティを選択します(dim_font_5)。

• ルールに一意の名前を付け、[名前を付けて保存] をクリックします。

この例では、thicknessという名前を使用しています。

7. [閉じる] をクリックします。
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8. [寸法] パネルで、外形寸法作成ルールのプロパティ ファイルとして [プロパテ
ィ] 列で thickness を選択します。

9. 断面図プロパティに一意の名前を付け、[名前を付けて保存] をクリックしま
す。

この例では、CU_Sectionという名前を使用しています。

10. [OK] をクリックします。

これで、外形寸法を含む断面図のビュープロパティが保存されました。

ビュープロパティとビューを関連付け、図面プロパティを保存

1. [ビューの作成] パネルで、正面ビューに CU_Front を、断面図に CU_Section
を選択します。

2. [図面プロパティ] ダイアログ ボックスで、図面プロパティに一意の名前を付
け、[保存する] をクリックします。

この例では、名前 cu_wall_panelが使用されています。

3. [OK] をクリックし、キャスト ユニット図を作成します。

さまざまなプロパティファイル内の定義に従ってキャストユニット図が作成され
ます。キャストユニット図には、正面ビューと断面図が含まれています。どちらの
ビューでも外形寸法には少し大きいフォントが使用され、正面ビューでは孔の寸法
が赤で示されています。断面図では壁厚さの寸法だけが作成されます。

後で同様の設定を使用する図面が必要になったときには、図面プロパティファイル
として cu_wall_panelを使用できます。
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ヒ
ン
ト

キャストユニット図の作成後も、ビューで寸法内容の設定を変更できます。

1. 図面ビュー フレームをダブルクリックして、ビュー プロパティ ダイア
ログ ボックスを開きます。

2. オプション ツリーで [寸法] をクリックして、[寸法] パネルを開きます。
ここでは、寸法作成ルールを選択して編集できます。

寸法作成ルールのプロパティ

次の表は、[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスのオプションとそ
の設定を示しています。このダイアログ ボックスは、[図面プロパティ] ダイアロ
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グ ボックスで [ビューの作成] を選択し、ビューの行を選択して [ビュープロパティ
--> 寸法 --> ルールの編集 ] をクリックすると開くことができます。

寸法タイプとして [統合] (756 ページ) を選択した場合は、[寸法プロパティ]
(929 ページ) ダイアログボックスが代わりに表示されます。

寸法作成ルールのプロパティ

設定 説明

寸法作成対象 次のように寸法タイプが設定されます。

• [外形寸法] では、[寸法の原点] リストで選択したオ
ブジェクトの周囲ボックスの寸法が作成されま
す。

• [縁端形状] では、[寸法の原点] リストで選択したオ
ブジェクトの縁端の寸法が作成されます。

[表示面] オプションを選択すると、図面ビューに
表示されている面にのみ寸法が作成されます。そ
の他のオプション [全平面] では、すべての面の寸
法が設定されます。[全平面] はデフォルト値であ
り、寸法設定ファイルに新しい設定の値が含まれ
ていない場合に使用されます。

サンドイッチ パネルの場合、デフォルトの [キャス
ト ユニット/製品] 設定を使用すると、[縁端形状]
を使用して望みどおりの結果が得られないことが
あります。その場合、部材名に基づいて、内部レ
イヤーと外部レイヤーの寸法を個別に作成できま
す。

• [副部材] では、キャスト ユニットまたは製品の副
部材の寸法が作成されます。

• [孔] では、[寸法の原点] リストで選択したオブジェ
クトの孔の寸法が作成されます。孔の寸法は、[1
つの線で結合] の設定に従って結合されます。

注意: [孔] 寸法タイプは、ボルトを寸法設定しませ
ん。ボルト寸法を取得するには、[統合された寸法]
を使用する必要があります。

• [リセス] では、[寸法の原点] リストで選択したオブ
ジェクトのリセスの寸法が作成されます。孔の寸
法は、[1 つの線で結合] の設定に従って結合されま
す。

• [基準線までの距離] では、基準線から、[寸法の原
点] リストで選択したオブジェクトの周囲ボック
スまでの寸法が作成されます。この設定は、基準
線が表示されている場合にのみ機能します。

• [フィルター] を使用して、フィルター処理できる
対象の寸法を作成できます。多くの場合、埋込み
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設定 説明

材の寸法を作成するときにフィルターを使用しま
す。たとえば、ボルトのフィルターを作成したら、
ボルトの位置の寸法を作成できます。

[寸法作成対象] リストから [フィルター] を選択す
ると、フィルターを選択できるリストが表示され
ます。フィルターは図面ビュー フィルターであ
り、ここで使用するには事前に作成しておく必要
があります。

寸法線の位置とリンク 寸法を作成するキャスト ユニットの側面を制御しま
す。

• ビューを手動で回転した場合、寸法線の位置が図
面ビューと同時に回転します。

• 両側 (上側と下側または左側と右側) を選択する
と、オブジェクトに も近い側面にオブジェクト
の寸法が作成されます。

• ルールに対応してキャスト ユニットの一部分だけ
が選択されている場合は、チェックボックスのい
ずれかが淡色表示になり、選択できません。

• 垂直寸法線と水平寸法線をそれぞれ 1 つ選択する
と、角のリンク チェック ボックスがアクティブに
なり、直交する寸法線をリンクできます。これら
のチェック ボックスは、デフォルトで淡色表示さ
れています。
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設定 説明

• キャスト ユニット全体から、またはキャスト ユニ
ットの半分のみから寸法を作成できるようにオブ
ジェクトを選択できます。その場合、寸法の作成
時に残りの半分のオブジェクトは無視されます。
デフォルト値はキャスト ユニット全体です。

内側寸法の配置 この設定を選択すると、寸法をキャスト ユニット、製
品、部材の内部に配置できます。

これは寸法タイプ [フィルター寸法] でのみ表示され
ます。

配置 部材の傾斜した縁端部に沿って寸法が作成されます。
水平寸法または垂直寸法を作成することもできます。

• このオプションは、採寸タイプ [フィルター] また
は [縁端形状] を選択している場合にのみ表示され
ます。

• [フィルター] を選択している場合、方向づけに使
用可能な 2 つの設定があります。

初の設定では、傾斜した縁端部に沿って寸法が
配置されます。
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設定 説明

2 番目の設定では、水平および垂直に寸法が配置さ
れます。

• [縁端形状] を選択している場合、方向づけに使用
可能な 3 つの設定があります。 初の 2 つの設定
は、 初の 2 つの [フィルター] 設定と同じように
機能します。 初の設定はデフォルト値です。3
番目のオプションでは、次のように両方の寸法が
作成されます。

傾斜断面の 小長 寸法が引き続き斜断断面に作成される場合、傾斜断面
の 小長が定義されます。デフォルト値は、300 mm
です。たとえば、値 500 mm を使用し、斜断面が 500
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設定 説明

mm 未満の場合、斜断面に沿った寸法は作成されず、
代わりに水平および垂直に寸法が作成されます。

始点 寸法の原点を指定します。

• デフォルト値は、[水平] 寸法が左、[垂直] 寸法が下
です。

•
 シンボルが付いた設定では、寸法ごとに、

も近い縁端が寸法の原点として選択されます。以
下の例では、オブジェクトが右の縁端により近い
ため、そこから水平寸法が開始されます。

水平=垂直 多くの場合、水平方向の設定と垂直方向の設定の内容
はほぼ同じです。このオプションを使用していると
きには、垂直方向の設定を行うだけで済みます。

線の終点 寸法線をキャスト ユニットまたは製品のもう一方の

端部まで延長するか 、しないか  が定義さ
れます。デフォルトでは、寸法線がもう一方の端部ま
で延長されます。
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設定 説明

寸法 選択したオブジェクトの寸法を作成する点を指定し
ます。

• デフォルト値は [両端] です。

• 中心点設定を選択し、オブジェクトがカスタム部
材 (埋込み材) の場合、Tekla Structures によりコン
ポーネントの挿入点が使用されます (挿入点は中
心にあるとは限りません)。他のオブジェクトの場
合は、実際の中心点が使用されます。

丸孔
丸孔の寸法を作成する際に、中心点  と径 
のどちらを使用するかを指定します。

• このオプションは、[孔] または [リセス] が選択さ
れている場合にのみ表示されます。

• デフォルト値は直径です。

• 現在、丸孔の識別に使用されるのはカット部材プ
ロファイル (頭マーク D) だけです。たとえば、丸
い角処理を使用して丸孔を作成した場合、孔の寸
法は作成されません。

寸法プロパティ 図面の [寸法記号プロパティ] ダイアログ ボックスで
保存した寸法プロパティ ファイルで定義された寸法
線の設定を選択および適用します。デフォルト値は
[standard] です。

[すべての側面で同じ] をオンにすると、すべての側面
に対して同じ寸法プロパティ ファイルの設定が使用
されます。[すべての側面で同じ] をオフにすると、
上、下、左、および右の側面に対して異なる寸法線プ
ロパティを選択および適用することができます。

寸法の原点 寸法の原点として使用するオブジェクトを定義しま
す。使用できる設定は、次のとおりです。

• キャスト ユニット/製品: これがデフォルト値で
す。この設定を選択した場合、他の 3 つの設定を
使用できます。

• コンクリート/鉄骨部材のみ: キャスト ユニッ
トにはコンクリート部材のみ使用され、鋼材に
は鉄骨部材のみ使用されます。

• 全部材

• すべての部材と鉄筋
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設定 説明

• メイン部材: この設定ではキャスト ユニットまた
は製品のメイン部材が使用されます。

• 部材名: [部材名] を選択した場合、部材名を定義で
きます。

• フィルター: [フィルター] を選択した場合、寸法の
原点として使用するオブジェクトを選択するため
に事前定義されたフィルターを使用できます。

• 現在の部材: 単品図の寸法を設定する場合は [現在
の部材] を選択します。

• 周囲ボックス:オブジェクトの周囲ボックスを寸法
の原点として使用します。このオプションは、フ
ィルター、孔、リセス、副部材の寸法設定にのみ
を使用できます。

• も近い縁端:オブジェクトの も近い縁端を、寸
法の原点として使用します。このオプションは、
フィルター、孔、リセス、副部材の寸法設定にの
みを使用できます。

• または基準線: 寸法に基準線が追加されます。こ
のオプションは、[外形寸法]、[縁端寸法]、[フィル
ター寸法]、[副部材寸法]、[孔寸法]、[リセス 寸法]
の各寸法タイプにのみ使用できます。

1 つの線で結合 たとえば、埋込み材のフィルター (EB_*) に基づいて
ルールを作成し、メイン部材名に基づいて埋込み材を
グループ化します。これにより、名前の異なる埋込み
材が独自の寸法線を取得できるようになります。フ
ィルターを適用するオブジェクトとして、部材、鉄
筋、または製品を指定できます。使用できる設定は、
次のとおりです。

• [全オブジェクト] (デフォルト)

• 名前

• 位置番号

• いいえ

[孔] または [リセス] を選択すると、[1 つの線で結合]
オプションが変更され、孔またはリセスに適した設定
が表示されます。使用できる設定は、次のとおりで
す。

• [すべての孔] (デフォルト)

• [同じサイズの孔]
• [カット部材名]
• いいえ
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設定 説明

次の条件が同じであるオ
ブジェクトだけを結合

X または Y 座標

Z 座標

同じ水平線または垂直線上にあるオブジェクトの寸
法、または Z 座標が同じオブジェクトの寸法だけが結
合されます。デフォルトでは、これらのオプションは
選択されていません。

呼びに加える値 許容値は、Tekla Structures によりオブジェクトが同じ
線上にあると見なされる場合に、そのオブジェクト間
の 大距離を表します。デフォルト値は 50 mm です。

優先する結合方向 水平方向と垂直方向のどちらでもオブジェクトを結
合できる場合、寸法を結合する優先方向を設定しま
す。デフォルト値は、x です。

この値より短い寸法は作
成しない

作成される Tekla Structures の寸法の 小長を定義し
ます。デフォルト値は 0 です。これは、すべての寸法
が作成されることを意味します。

この値より小さい孔の寸
法は作成しない

Tekla Structures が寸法を作成するための孔の 小径が
定義されます。

このオプションを使用すると、小さい孔の寸法を作成
しないようにすることができます。距離は、孔の も
短い寸法です。孔の寸法のいずれかが指定した値よ
りも大きい場合には、孔のすべての方向で寸法が作成
されます。たとえば、値 40 を指定すると、80*30 の矩
形の孔は寸法 80 と 30 の両方を取得します。デフォ
ルト値は 0 です。つまり、すべての寸法が作成されま
す。

コンポーネント オブジェ
クト

コンポーネント オブジェクトの寸法の作成方法を定
義します。

• [参照点] (デフォルト) では、コンポーネントの 初
の挿入点に寸法点を配置します。コンポーネント
内の部材数に関係なく、コンポーネントごとに寸
法が 1 つだけ作成されます。

• [副部材] では、コンポーネント内の各部材の寸法
を個別に作成します。

螺旋梁の寸法の寸法ルール プロパティ

寸法タイプ [螺旋梁の寸法] を選択して [ルールの編集] をクリックすると、別の [寸
法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。

設定 説明

直線寸法

角度寸法

角度寸法と半径寸法

事前定義された寸法プロパティを選択します。ニー
ズに適した利用可能なプロパティがない場合、図面を
開き、[図面 --> プロパティ --> 寸法 ] をクリックしま
す。必要な寸法プロパティを編集して保存し、3 寸法
タイプ用の螺旋梁の [寸法作成ルールのプロパティ]
ダイアログ ボックスで選択できるようにします。
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寸法の例

[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスのさまざまな設定を使用して
作成された寸法の例を以下に示します。

外形寸法

縁端形状

副部材
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孔

リセス

基準線までの距離
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フィルター: 埋込み材

フィルター: 仕上げ材
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フィルター: ボルト

寸法を作成するボルト グループのすべてのボルトの位置を取得するには、[寸法]

を中点  に設定します。

フィルター: 鉄筋と緊張材

グループの各鉄筋の寸法を作成するには、中点  オプションを使用します。
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始点および終点オプション  では、グループ内の 初と 後の鉄筋の寸法が作
成されます。

サイズが異なる鉄筋に個別の寸法線を設定する場合は、[1 つの線で結合] を [位置
番号] に設定します。

ルールの作成を容易にするために、[寸法] オプションの中点設定では、鉄筋の始点
と終点に寸法が作成されます。寸法はビュー平面と平行になります。
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サイズが異なる鉄筋に個別の寸法線を設定する場合は、[1 つの線で結合] を [位置
番号] に設定します。

ビューレベルの自動寸法の追加 (716 ページ)

ビュー レベルでの寸法作成のための図面ビュー フィルターの作成 (742 ページ)

寸法記号と寸法内容のプロパティ (911 ページ)

図面内の螺旋梁 (383 ページ)
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ビュー レベルでの寸法作成のための図面ビュー フィルターの作成
単品図、製品図、キャスト ユニット図では、ビュー レベルの寸法作成時に図面ビ
ュー フィルターを作成して [フィルター寸法] 寸法タイプを使用する必要がありま
す。ビューごとに寸法を作成したため、フィルターはビュー レベルで作成する必
要があります。

図面ビュー フィルターの作成
単品図、製品図、キャスト ユニット図では、ビュー レベルの寸法作成時に図面ビ
ュー フィルターを作成して [フィルター] オプションを使用する必要があります。
ビューごとに寸法を作成したため、フィルターはビュー レベルで作成する必要が
あります。

注 パフォーマンスが問題となる場合、図面ビュー フィルターの代わりに選択フ
ィルターを使用します。寸法作成のパフォーマンスを改善する場合は、寸法が
まったく作成されないルールがあるかどうかを確認し、それらを削除します。
各ルールで寸法作成するオブジェクトが見つからなくても、ルールの実行に時
間が必要となります。

1. 開いている図面で、図面ビュー フレームをダブルクリックして [ビュープロパ
ティ] ダイアログ ボックスを開きます。

2. フィルター をクリックします。

3. [行の追加] をクリックして、フィルターのプロパティを定義します。 

• まず、行を追加して [オブジェクトタイプ] オブジェクト カテゴリーを定義
します。これは、寸法作成の定義で使用されるすべての図面ビュー フィル
ターで定義する必要があります。[値] を [部材] または 鉄筋[鉄筋] に設定
します。

• その後、たとえば特定クラスのすべての部材を選択する選択フィルターを
追加します。

自動図面設定の定義 743 寸法内容の定義



4. [保存する] を使用して、一意の名前でフィルターを保存します。

5. [キャンセル] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。

これで、[寸法作成ルールのプロパティ] ダイアログ ボックスのフィルター リスト
から図面ビュー フィルターを選択し、寸法作成に使用できるようになりました。
作成後、フィルターがすぐに表示されない場合は、ダイアログ ボックスを閉じて
から再度開いてリストを更新します。

ルール プロパティの詳細については、「寸法作成ルールのプロパティ (728 ページ)」
を参照してください。
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孔およびリセスのフィルターの作成
カット部材のフィルターを作成できます。作成したフィルターは、図面ビューフィ
ルターまたはモデル選択フィルターとして使用できます。

孔およびリセス用にモデル選択フィルターを作成するには、次のようにします。

1. [選択]ツールバーの[選択フィルター]ボタン をクリックします。

2. [オブジェクトグループ - 選択フィルター]ダイアログボックスで、 初の行を
追加します。 

• カテゴリーとして[オブジェクト]、プロパティとして[オブジェクトタイ
プ]、条件として[＝ (Equals)]をそれぞれ選択します。

• [値]に 11 を入力するには、[モデルから選択]を使用し、カット部材を選択
します。

3. 2 行目を追加します。 

• カテゴリーとして[テンプレート]を選択し、プロパティとして大文字で
「NAME」と入力します。条件として[＝ (Equals)]を選択します。

• 値としてテンプレートの名前を入力します。

4. [選択フィルター]と[すべての図面タイプ]の各チェックボックスをオンにしま
す。 

使用できるすべてのフィルタータイプを表示するには、 をクリックしま
す。

5. [名前を付けて保存]を使用して、一意の名前でフィルターを保存します。 
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フィルターの作成に関する詳細については、「」を参照してください。

製品のメイン部材のフィルターの作成
サブアセンブリが多数のオブジェクトで構成されており、寸法を作成する際にメイ
ン部材を選択する場合は、その部材のフィルターを作成します。
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寸法注記の除外フィルターの作成
寸法注記の内容から複数のオブジェクトを除外する必要があることがよくありま
す。 含める部材を除き、注記の内容から他のすべてオブジェクトを除外すること
ができます。

次の例のフィルターを使用すると、"HVAC"という名前のカット部材を除くすべて
のオブジェクトを注記の内容から除外できます。

断面図でのあばら筋の除外フィルターの作成
ビューレベルの寸法作成では、現在のところ、鉄筋の中心線に沿って鉄筋ポリゴン
の点が寸法設定されます。 フィルターすることで、あばら筋(形状 14)を除外し、
他のすべての鉄筋を寸法設定することができます。

断面図のあばら筋の例を次に示します。 場合によっては、フックタイプに関わら
ず同様の寸法が作成されることがあります。

このような結果を回避するには、適切なフィルター条件を使用します。次に示すフ
ィルターの例では、あばら筋(形状 14)は除外されますが、他の鉄筋はすべて寸法が
作成されます。
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形状、孔、およびリセスの寸法作成方法
ビューレベルでの形状、孔、およびリセスの寸法作成に使用されるロジックおよび
機能は、わかりやすく予測することができます。形状、孔、またはリセスの定義
は、寸法を作成するオブジェクトに対して一度だけ行われ、すべての図面ビューで
使用されます。

形状および孔の定義は、次のように X、Y、Z の 3 方向のオブジェクトの陰影を見
ることで行うことができます。

• 陰影の外側の端に沿って点がある場合は、形状として寸法が作成されます。

• 陰影の内側に輪がある場合は、孔として寸法が作成されます。

• 陰影に他のすべての幾何点が表示されていない場合は、リセスとして寸法が作
成されます。

以下の図に、それぞれのタイプの例を示します。

1. 孔

2. リセス

3. 形状
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例

モデルオブジェクトにおける形状と図面での寸法の例を以下に示します。

モデルオブジェクトにおける孔と図面での寸法の例を以下に示します。

自動図面設定の定義 749 寸法内容の定義



モデルオブジェクトにおけるリセスと図面での寸法の例を以下に示します。
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参照項目

ビューレベルの自動寸法とは (712 ページ)

寸法作成ルールのプロパティ (728 ページ)

各種寸法タイプを使用するさまざまなシナリオ
ここにトピックの簡単な説明を入力します (オプション)。

寸法作成の対象と方法に応じて、ニーズに合ったさまざまな寸法内容のルール セ
ットを作成できます。以下のシナリオの例を確認してください。

ビュー レベルの寸法作成のみの使用

このシナリオでは、プレキャスト オブジェクトに適した寸法タイプのみを使用し
ます。

ルールごとに、キャストユニットまたは製品の選択した側面に寸法線が 1 つ作成さ
れます。次の図では、4 つのルールが定義されているため、4 つの寸法線が作成さ
れます。すべての側面に寸法を作成するように設定されるのは、 初のルール
(shape dimensions)だけです。他のルールは、2 つの側面にのみ寸法を作成するよう
に設定されます。ルールはリストに表示されている順番に実行されます。したが
って、一番上のルールが 初に実行された後、2 番目以降のルールが順次実行され
ます。1 番目のルールは寸法を作成する部材に も近い位置にあります。
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ビュー レベルの寸法作成と統合寸法の両方の使用

ビュー レベルの寸法作成と統合寸法の両方の方法を使用します。

この例では、上面と正面の両方に、統合された寸法、外形寸法、形状寸法を作成し
ています。
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統合寸法のみの使用

このシナリオでは、鉄筋の寸法を作成する際に統合寸法を使用します。

[寸法タイプ] として [統合寸法] を選択し、[ビューの寸法内容のルール] ダイアログ
ボックスで [ルールの編集] をクリックすると、[寸法内容プロパティ] ダイアログ
ボックスが表示されます。[鉄筋寸法] タブを開き、必要なプロパティを定義しま
す。[一般] タブには、寸法プロパティを制御するオプションがいくつかあり、さま
ざまな寸法タイプのオブジェクト レベル寸法プロパティを読み込むことができま
す。プロパティ ファイルを後で使用するために [保存する] または [名前を付けて
保存] を使用して変更を保存します。
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[閉じる] をクリックして [ビューの寸法内容のルール] ダイアログ ボックスに戻る
と、新しい統合寸法プロパティを [統合寸法] ルールに追加できます。
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統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加
[寸法内容]ダイアログボックスで、図面内で寸法作成の対象となる項目とその方法
を制御することができます。 これらのオプションのさまざまな組み合わせをテス
トして、どのような寸法内容の結果が得られるのかを確かめることができます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [寸法] をクリックします。

5. 寸法タイプとして [統合寸法] を選択し、寸法作成ルールのプロパティを選択
してから、[ルールの編集] をクリックします。

6. 寸法を選択して、関連する設定を作成または調整します。 

使用可能なタブと設定は、図面タイプによって異なります。

• [部材寸法] タブで、作成する部材の寸法を選択し、関連する設定を調整し
ます ([寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法) (935 ページ))。

• [一般] タブで、ビューの数の 小化、寸法タイプ、寸法の結合、寸法のク
ローズ、副部材での非対称の寸法作成の上限値、前方オフセット、基準線
寸法、寸法の位置、寸法線上の部材マークに関連する設定を調整します ([寸
法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ))。

• [位置寸法] タブで、作成する位置寸法を選択します。位置寸法は、メイン
部材または作業点を基準に部材の位置を示します ([寸法内容プロパティ] -
[位置寸法]タブ(統合寸法) (933 ページ))。

• [ボルト寸法] タブで、作成するボルト寸法を選択して、ボルト寸法を結合
し、寸法のサイドを選択します ([寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ
(統合寸法) (937 ページ))。
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• [寸法グルーピング] タブで、寸法をグループ化し、関連する設定を調整し
ます ([寸法内容プロパティ] - [寸法グルーピング]タブ(統合寸法) (939 ペ
ージ))。

• [サブアセンブリ] タブで、サブアセンブリ内の部材の寸法を作成し、関連
する設定を調整します ([寸法内容プロパティ] - [サブアセンブリ]タブ(統
合寸法) (940 ページ))。

• [鉄筋寸法] タブで、キャスト ユニット図の鉄筋グループの寸法を作成し、
寸法マークを追加して、関連する設定を調整します ([寸法内容プロパティ]
- [鉄筋寸法]タブ(統合寸法) (940 ページ))。

7. [保存する] をクリックして寸法設定を保存し、[閉じる] をクリックしてダイア
ログ ボックスを閉じます。

8. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックし
て図面プロパティ ダイアログ ボックスに戻ります。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

ボルトへの 小および 大位置寸法の追加 (782 ページ)

同じ寸法線への同一オブジェクトのグループ化 (757 ページ)

展開した部材への寸法の追加 (781 ページ)

エレベーション寸法の追加 (758 ページ)

プレートへの寸法の追加 (787 ページ)

プロファイルへの寸法の追加 (790 ページ)

チェック用寸法の作成 (761 ページ)

例: 部材の寸法設定 (762 ページ)

例: 位置の寸法設定 (766 ページ)

例: 寸法結合 (772 ページ)

例: 閉じ寸法 (770 ページ)

例: 前方オフセット (776 ページ)

例: 短寸法の 大長 (777 ページ)

例: 基準線寸法 (777 ページ)

例: ボルトグループ寸法の結合 (775 ページ)

例: 優先する寸法配置 (778 ページ)

例: 鉄筋寸法 (779 ページ)

例: ボルトの寸法設定 (765 ページ)
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同じ寸法線への同一オブジェクトのグループ化
統合寸法では、部材、ボルト、コンポーネント、およびカット/形状を同じ寸法線
にグループ化することができます。 また、自動寸法注記を寸法グルーピングに含
めるためのオプションもあります。

1. [寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックスで、[寸法グルーピング] タブに移動
します。

2. [寸法グルーピングの対象] で、グループ化するオブジェクトを選択します。

3. 行 ([寸法グルーピングの対象] リストの [部材]、[ボルト]、[コンポーネント]、
または [カット/形状]) をハイライトし、[グルーピング プロパティ] で同一条件
を定義する要素を選択します。

4. [自動寸法注記作成] で、自動寸法注記を含めるための適切なオプションを選択
します。

5. 寸法グルーピングを自動的に更新する場合は、[モデルが変更されたときに更
新する] を [はい] に設定します。

6. [OK] をクリックします。

ヒント 寸法注記内容は 終図面で変更することができ、その他の要素を注記に含めるこ
とが可能です。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [寸法グルーピング]タブ(統合寸法) (939 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)
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エレベーション寸法の追加
統合寸法では、図面内の部材の始点と端点に対し、エレベーション寸法(エレベー
ションマーク)を追加できます。 Tekla Structures では、参照点に対してエレベーシ
ョンが寸法設定されますが、変更できます。

たとえば、エレベーションが 5000mm で、参照点を 200 に設定した場合、エレベー
ションは 4800mm に変更されます。また、エレベーション寸法の頭マーク(英語版
ではデフォルトで EL)を変更することもできます。

参照点を変更し、別の頭マークでエレベーション寸法を作成するには、次のように
します。

1. [位置寸法] タブを開き、[エレベーション寸法] を [オン] に設定します。

2. [OK] をクリックします。

3. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで [表示 --> プロパティ 2 ] をクリックし
ます。

4. 以下のいずれかの操作を行います。 

• 特定の値を使用するには、[指定] リストから [エレベーションの基準レベ
ル] を選択し、[エレベーション基準レベル] ボックスに値を入力します。

• ビュー平面を基準としてエレベーションを計測するには、[エレベーション
の基準レベル] リストからビュー平面を選択します。

5. 図面プロパティを保存し、図面を作成します。

6. 頭マークを変更するには、UTF-8 コーディングをサポートしているテキストエ
ディタで dim_operation.ailファイルを開きます。Visual Studio または

Notepad++をお勧めします。 

このファイルは、Tekla Structures/<version>/messages/フォルダ内

にあります。 ファイル内の以下の行で EL を新しい頭マークに置き換えます。

string dim_operation_dim_elevation_prefix{entry = ("enu",
"EL");};

注 部材のユーザー定義プロパティに短縮値を追加した場合もエレべーション寸法に適用
されます。
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例

制限事項

Tekla Structures では、モデル内と図面内とで同じ位置に配置されている斜め部材に
対してのみ、エレベーション寸法が作成されます。そのため、座標系は [全体] に
設定する必要があります。

[部材]、[部材(全体方向性)]、または [ブレース] 座標系を使用している場合、デフ
ォルトでは、斜め部材のエレベーション寸法は作成されません。エレベーション寸
法を作成する場合は、[ ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 寸法: 部材 ] で
詳細設定 XS_DRAW_SKEWED_ELEVATIONS を TRUE に設定します。斜め部材のエ

レベーション寸法の例については、以下を参照してください。

参照項目

図面ビュー内の部材の向き (684 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法) (933 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

図面へのエレベーションマークの追加 (285 ページ)

座標系の変更 (684 ページ)

チェック用寸法
チェック寸法は、統合寸法でチェックに使用できる補助的な寸法であり、通常は他
の寸法より小さい文字で示されます。 チェック用寸法は、製作や組み立てに必要
な寸法ではなく、主にディテールをチェックするために使用され、部材の組み付け
には使用されません。
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Tekla Structures では、チェック寸法の作成に作業点が使用されます。作業点は、部
材が 初に作成された位置を挟む点か、部材の参照線の交点です。参照線の位置
は、部材プロパティで設定する部材マークの [デプス] に依存します。たとえば、
[中] に設定されていれば中心線が参照線となり、[正] に設定されていれば部材の正
面縁端が参照線となります。

控え寸法は特殊なチェック用寸法で、作業点から部材端部までの距離の寸法を作成
します。

参照項目

チェック用寸法の作成 (761 ページ)

チェック用寸法の作成

統合寸法では、追加の寸法を作成して寸法の精度をチェックできます。

チェック用寸法を作成するには、次のいずれかの操作を行います。

目的 操作 図内の番号

一番外側の作業点の間にチェック
用寸法を作成します。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[部材寸法] をクリックし、[メイン
部材作業点]を[はい]に設定しま
す。

(1)

一番外側のボルトの間にチェック
用寸法を作成します。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[ボルト寸法] をクリックし、[外側
ボルト間寸法]を[製品]または[メイ
ン部材]に設定します。

(2)

一番外側の作業点から 初のボル
トまでのチェック用寸法を作成し
ます。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[ボルト寸法] をクリックして、[外
側ボルト間寸法]を[製品]または[メ
イン部材]に設定し、[外側ボルト及
び作業点間寸法]を[はい]に設定し
ます。

(3)

斜めブレース内の作業点の間の水
平および垂直チェック用寸法を作
成します。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[位置寸法]をクリックし、[メイン
部材傾斜寸法]を[はい]に設定しま
す。

(4)

メイン部材と隣接部材の参照線の
交点などの作業点の間にチェック
用寸法を作成します。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[位置寸法]をクリックし、[ボルト
位置の基点]または[部材位置の基
点]を[作業点]または[両方]に設定
します。

 

メイン部材のボルト孔位置に対す
るチェック用寸法を作成します。

[寸法内容]ダイアログボックスで、
[位置寸法]をクリックし、[メイン
部材ボルト位置]を[オン]に設定し
ます。
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目的 操作 図内の番号

控え寸法を作成します。 [寸法内容]ダイアログボックスで、
[部材寸法]をクリックし、[控え寸
法]を[オン]に設定します。

(5)

参照項目

チェック用寸法 (760 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法) (935 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法) (933 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法) (937 ページ)
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例: 部材の寸法設定

以下の例は、統合寸法で、[部材寸法] タブで選択した設定に従って部材寸法がどの
ように表示されるかを示しています。

自動部材寸法設定 例

[内部] の寸法を [なし] に設
定

[内部] の寸法を [すべて] に
設定。

外形寸法
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自動部材寸法設定 例

[メイン部材の形] ([縁端寸
法]) を [オン] に設定。

[傾斜寸法] を [オン] に設定。

[梁切落とし角度] を [カット
角度] に設定。
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自動部材寸法設定 例

[梁切落とし角度] を [梁角度]
に設定。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法) (935 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: ボルトの寸法設定

以下の例は、統合寸法で、さまざまな設定によってボルト寸法がどのように表示さ
れるかを示しています。

自動部材寸法設定 例

[寸法内容プロパティ] ダイアロ
グ ボックスの [ボルト寸法] タブ
で [メイン部材ボルト内部寸法]
を [すべて] に設定します。
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自動部材寸法設定 例

メイン製品の正面ビューに、すべ
てのボルト寸法と孔寸法が表示
されます。[内容 ] で、[面外脚の
ゲージ] (GOL) および [芯芯距離]
(C/C またはゲージ) 要素がボル
トと孔マークに追加されていま
す。

[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法) (937 ページ)

ボルト マークの要素 (954 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 位置の寸法設定

以下の例は、統合寸法で、[位置寸法] タブで選択した設定に従って位置寸法がどの
ように表示されるかを示しています。

自動部材寸法設定 例

[部材位置の基点] を [なし]
に設定。
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自動部材寸法設定 例

[部材位置の基点] を [メイン
部材] に設定。

[ボルト位置の基点] を [作業
点] に設定。

[副部材] の寸法設定が [ボル
トで]。
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自動部材寸法設定 例

[副部材] の寸法設定が [部
材]。

[副部材] の寸法設定が [両
方]。

[副部材] の寸法設定が [ボル
トで]。

[副部材寸法方向] が [隣接部
材]。

[寸法開始位置] を [作業点]
に設定。

(1) 連続寸法は、メイン部材と副部材の交点 (= 作業点) か
ら開始します。

(2) 寸法は隣接部材に揃えられます。

[メイン部材ボルト位置] を
[オフ] に設定。

([ボルト寸法] タブで、[メイ
ン部材ボルト内部寸法] を
[内部] に設定。)
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自動部材寸法設定 例

[メイン部材ボルト位置] を
[オン] に設定。

([ボルト寸法] タブで、[メイ
ン部材ボルト内部寸法] を
[内部] に設定。)

デフォルトでは、ボルトの 小および 大位置寸法は作
成されません。これらの寸法の作成方法については、「ボ
ルトへの 小および 大位置寸法の追加 (782 ページ)」
を参照してください。

[メイン部材傾斜寸法] を [は
い] に設定。

[傾斜寸法] を [角度] に設定。

[中心にある部材] を [内部]
に設定。
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自動部材寸法設定 例

[中心にある部材] を [位置]
に設定。

[中心にあるボルト群] を [内
部] に設定。

[中心にあるボルト群] を [位
置] に設定。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法) (933 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)
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例: 閉じ寸法

以下の例は、統合寸法において、[一般] タブの [寸法を閉じる] 領域で選択したさま
ざまなオプションに従って Tekla Structures がどのように寸法を作成するかを示し
ています。

閉じオプション 例

[寸法を閉じる] を [いいえ] に設
定。

[寸法を閉じる] を [すべて] に設
定。
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閉じオプション 例

[短寸法] を [いいえ] に設定。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 寸法結合

以下の例は、統合寸法において、[一般] タブで選択したさまざまなオプションに
従って Tekla Structures がどのように寸法を結合するかを示しています。

結合オプション 例

オプション [いいえ] では、寸
法は結合されません。
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結合オプション 例

オプション [1] では、部材の
位置寸法を部材内部寸法と
結合し、ボルト グループ内
部寸法をボルト縁端距離と
結合します。ボルト位置寸
法は、ボルト内部寸法と結合
されません。

オプション [2] では、部材の
位置寸法を部材内部寸法お
よびボルト グループ内部寸
法と結合します。ボルト内
部寸法は、ボルト位置寸法と
結合されます。縁端距離は、
別に示されます。
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結合オプション 例

オプション [3] では、同じ寸
法線内のボルト内部寸法と
位置寸法を結合します。

オプション [4] では、ボルト
グループ位置寸法を部材位
置寸法と結合します。この
オプションでは、部材とボル
トの内部寸法は結合されま
せんが、ボルト内部寸法がボ
ルト縁端距離と結合されま
す。

オプション [5] では、複数の
ボルト グループが存在する
場合に、ボルト グループの
内部寸法と位置寸法を結合
します。

オプション [4.5] では、メイン部材に対してはオプション [5] の組み合わせを使用
し、副部材に対してはオプション [4] の組み合わせを使用します。
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結合オプション 例

距離 5’-0

距離 1’-0

短距離 5’-0

短距離 5"

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)
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例: ボルトグループ寸法の結合

寸法設定とマーキングの目的で、Tekla Structures は、統合寸法において、[ボルト寸
法] タブで選択された結合する寸法の 小数と形式に基づいて、隣接するボルト グ
ループを 1 つのグループとして扱います。以下の例を参照してください。

1. ボルトグループ 1

2. ボルトグループ 2

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法) (937 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 前方オフセット

以下の例は、統合寸法において、[一般] タブで設定したさまざまな前方オフセット
値に従って Tekla Structures がどのように寸法を配置するかを示しています。

前方オフセットの設定 例

孔グループに対する寸法 1’-8 より大き
い [前方オフセット]
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前方オフセットの設定 例

[前方オフセット] を小さい値に設定。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 基準線寸法

以下の例は、統合寸法において、[一般] タブの [基準線寸法] 領域で選択したさまざ
まなオプションに従って Tekla Structures がどのように寸法を作成するかを示して
います。

(1) オプション [全体] を選択

(2) オプション [個々のスパン] を選択

例: 短寸法の 大長

次の例は、統合寸法において、Tekla Structures が [短寸法の 大長] 設定をどのよう
に使用するかを示しています。[一般] タブで [短寸法の 大長] に値を設定し、部材
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の非対称性が入力した距離よりも小さければ、Tekla Structures はその非対称性を寸
法で表示します。

この設定は、[内部] 寸法を [必要な寸法のみ] に設定した場合に使用されます。短寸
法の 大長の寸法は、それなしで部材を正しく組み立てられる場合、必ずしも必要
ではありません。

典型的な例は、長さと幅がほぼ同じ長方形です。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 優先する寸法配置

統合寸法では、部材とボルトの優先する寸法配置を、[部材寸法] タブと [ボルト寸
法] タブで設定できます。以下の例は、[優先する寸法配置] のさまざまな設定によ
って部材寸法がどのように表示されるかを示しています。
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参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法) (935 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法) (937 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 鉄筋寸法

以下の例では、統合寸法において、[鉄筋寸法] タブで選択したさまざまなオプショ
ンに従って Tekla Structures が鉄筋グループの寸法をどのように作成するかを示し
ます。

設定 例

[鉄筋グループの寸法プロパティ]
が [オン] に設定されている。寸
法プロパティで寸法注記は指定
されていない。

[鉄筋グループの寸法プロパティ]
が [オン] に設定されている。寸
法プロパティで寸法注記が指定
されている。

[鉄筋グループの寸法プロパティ]
が [オン] に設定されている。寸
法プロパティで寸法注記が指定
されている。寸法プロパティで
部材の縁端に閉じ寸法が追加さ
れている ([部材の縁端] が [はい]
に設定されている)。
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参照項目

[寸法内容プロパティ] - [鉄筋寸法]タブ(統合寸法) (940 ページ)

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

自動二重寸法の追加
すべての図面タイプで、二重寸法の注記を自動的に作成できます。

制限事項:
二重寸法は、相対寸法および US 絶対寸法のみで表示でき、絶対寸法では表示でき
ません。

1. [[ファイル] メニューで 設定 --> オプション をクリックします] をクリックし
て、[図面寸法] 設定に移動します。

2. 単位、表示形式、および精度を設定します。

3. 二重寸法を追加する図面タイプを選択します。

4. [OK] をクリックします。

Tekla Structures は、図面を作成するときに、下部の寸法注記を選択された単位と書
式で追加し、[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの中央の寸法注記にテキスト
「DIMENSION」を追加します。

例

以下は単位 mm と書式###を用いた二重寸法の例です。
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参照項目

寸法内容の定義 (711 ページ)

二重寸法の手動追加 (207 ページ)

展開した部材への寸法の追加

単品図と製品図では、以下を使用して展開した部材に対して追加される寸法を制御
することができます: [ビュープロパティ --> プロパティ 2 --> 折梁展開 ]: はい.

[ ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 寸法: 折梁展開 ] で詳細設定を使用し
ます。

目的 操作

展開した部材に対して曲げ線寸法を作
成します。

詳細オプション
XS_DRAW_BENDING_LINE_DIMENSIO
NS_IN_UNFOLDING=TRUEを設定しま

す。

展開した部材に対して角度寸法と半径
寸法を作成します。

詳細オプション
XS_DRAW_ANGLE_AND_RADIUS_INFO
_IN_UNFOLDING=TRUEを設定します。

角度寸法の頭マークを設定します。 詳細オプション
XS_ANGLE_TEXT_IN_UNFOLDING_BE
NDING_LINE_DIMENSIONING=A=を設

定します。

半径寸法の頭マークを設定します。 詳細オプション
XS_RADIUS_TEXT_IN_UNFOLDING_B
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目的 操作

ENDING_LINE_DIMENSIONING=R=を
設定します。

角度テキストでは、外角ではなく内角を
示します。

詳細オプション
XS_DRAW_INSIDE_ANGLE_IN_UNFOL
DING=TRUEを設定します。

角度テキストの表示形式を設定します。 詳細オプション
XS_UNFOLDING_ANGLE_DIM_FORMAT
=1を設定します。

###= 0

###[.#]= 1

###.#=2

###[.##]= 3

###.##= 4

###[.###]=5

###.###= 6

### #/#= 7

###/##.###= 8
角度テキストの精度を設定します。 詳細オプション

XS_UNFOLDING_ANGLE_DIM_PRECIS
ION=10を設定します。

0.00= 1

0.50= 2

0.33= 3

0.25= 4

1/8= 5

1/16= 6

1/32= 7

1/10= 8

1/100= 9

1/1000= 10

参照項目

[寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式 (914 ページ)
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ボルトへの 小および 大位置寸法の追加
デフォルトでは、ボルトの 小および 大位置寸法は Tekla Structures により作成さ
れません。 詳細設定を使用して寸法を作成することができます。

ボルトの 小および 大位置寸法を作成するには、次のようにします。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 ] をクリックし、[寸法: ボルト] カ
テゴリーに移動します。

2. XS_BOLT_POSITION_TO_MIN_AND_MAX_POINTを TRUEに設定します。

設定 例

詳細オプション設定を行う前。

詳細オプションを TRUEに設定した後。

寸法線のはみ出し量の設定
斜め線シンボルを使用した寸法の延長線を作成できます。

制限事項

線の延長線は、線の矢印とは異なる矢印がある寸法、または次のタイプの控え寸法
には適用できません。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> オプション ] をクリックし、[図面寸法] 設定
に移動します。

2. [矢印の寸法引出し線の長さ] ボックスに、寸法引出し線の長さを入力します。

例
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追加された引出し線 線の延長線なし

絶対寸法の表示の変更
絶対寸法の 0（ゼロ）表示で 0 を表示するかどうかを選択できます。また、絶対寸
法の方向を変更することもできます。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> オプション ] をクリックし、[図面寸法] 設定
に移動します。

2. 絶対寸法の 0 (ゼロ) 表示で 0 を表示したくない場合は、[絶対寸法の 0(ゼロ)表
示] を [いいえ] に設定します。 

デフォルト値は [はい] です。

3. 寸法を絶対寸法で寸法線に平行に表示するには、[絶対寸法値を寸法線に平行
で表示] を [はい] に設定します。 

デフォルト値は [いいえ] です。

4. [OK] をクリックします。

例

次の例では、寸法線に平行に寸法が表示され、寸法の原点に 0 が表示されていま
す。

参照項目

[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ (916 ページ)

ビューレベルの自動寸法とは (712 ページ)

誇張した寸法の作成
狭い寸法を強調表示して、読みやすさを向上させることができます。

寸法の誇張表示を有効化すると、定義された上限値より狭い寸法が誇張されます。
誇張する寸法が多数ある場合、Tekla Structures によりすべての寸法が自動的に配置
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されます。 誇張の設定では、誇張の上限値と誇張の縮尺の選択、誇張の有効化、
誇張した寸法の方向、原点、幅、位置、および高さの設定を行います。

単品図、製品図、キャストユニット図で、開いている図面のオブジェクトレベルの
寸法誇張プロパティを寸法記号プロパティファイルに保存します。このファイル
は、寸法内容のルールを変更するときに使用できます。

制限事項: 寸法の引出し線が長い場合にのみ、誇張は機能します。[寸法プロパテ
ィ] ダイアログ ボックスの [一般] タブで [短引出し線] を [いいえ] に設定します。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> オプション ] をクリックし、[図面寸法] 設定
に移動します。

2. 誇張するサイズを [誇張するサイズ] ボックスに入力します。

3. 誇張表示の拡大/縮小方法として [図面] または [モデル] を選択します。 

[図面] を選択すると、上限値はビューの縮尺で乗算されます。たとえば、縮尺
が 1:10 で上限値が 10 mm の場合、100 mm 未満のすべての寸法が誇張されま
す。

[モデル] を選択し、縮尺が 1:10 の場合は、図面縮尺に関係なく 10 mm 未満の
すべての寸法が誇張されます。

4. [OK] をクリックします。

5. 図面を開き、寸法をダブルクリックします。

6. [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [マーク] タブに移動します。

7. 誇張を有効にするには、[強調] を [指定] に設定します。

8. [方向]、[原点]、[幅]、[位置]、および [高さ] に値を設定します。

9. 上部に寸法プロパティ ファイルの名前を入力し、[保存する] をクリックしま
す。

10. 現在の寸法を変更する場合、[変更] をクリックします。それ以外の場合はダイ
アログ ボックスを閉じます。 

これで、誇張の設定が含まれている寸法記号プロパティファイルが作成されま
した。このファイルは、後で読み込んだり、寸法内容のルールで使用できま
す。

例

誇張した寸法については、次の例を参照してください。
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参照項目

[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ (916 ページ)

[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ (917 ページ)

半径寸法の頭マークの変更
寸法の接頭辞は、半径寸法で変更できます。

デフォルトでは、R 200 など、半径寸法の頭マークとして R が使用されます。

1. 閉じる Tekla Structures
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2. ..\Tekla Structures\<version>\messages\にあるファイル

dim_operation.ailを開きます。

3. 頭マーク R を Radius に変更するには、次のように設定します。 
string dim_operation_dim_radius_prefix{ ... entry =
("enu", "R ");};
string dim_operation_dim_radius_prefix{ ... entry =
("enu", "Radius ");};

4. 変更を保存し、Tekla Structures を再度開きます。

参照項目

手動寸法の追加 (194 ページ)

プレートへの寸法の追加

プレートの寸法設定は、[ ファイル メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> 寸法: 部材 ]
の詳細設定を使用して行うことができます。

注 詳細設定 XS_PART_DIMENSION_PLANES_TABLE の値として、

dim_planes_table.txt ファイルへのパスを追加した場合は、

dim_planes_table.txt の設定が常に使用され、下記の詳細設定に設定し

た値は使用されません。

詳細設定を使用してプレートの寸法を設定するには次の操作を行います。

目的 操作

すべてのプレートの寸法
を隣接部材に も近い端
部に対する寸法として作
成する

詳細設定を TRUEに設定します。

すべてのプレートの寸法
を梁の前端に対する寸法
として作成します。

1. 詳細設定を FALSEに設定します。

2. 詳細設定を FALSEに設定します。

3. 詳細設定 を TRUEに設定します。

すべてのプレートの寸法
を柱の前端に対する寸法
として作成します。

1. 詳細設定を FALSEに設定します。

2. 詳細設定を FALSEに設定します。

3. 詳細設定を TRUEに設定します。

すべてのプレートの寸法
を後端に対する寸法とし
て作成する

1. 詳細設定を FALSEに設定します。

2. 詳細設定を FALSEに設定します。

3. 詳細設定を FALSEに設定します。
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目的 操作

4. 詳細設定を FALSEに設定します。

モデル内のプレートの元
の参照点を使用してプレ
ートの寸法を作成する

1. 詳細設定を FALSEに設定します。

2. 詳細設定を TRUEに設定します。

注記: 左から右に作成したプレートと右から左に作成
したプレートが混在している場合、Tekla Structures は
それらのプレートに異なる方法で寸法を作成します。

以下に、プレートの寸法を前端に対する寸法として作成する例を示します。

以下に、プレートの寸法を終端に対する寸法として作成する例を示します。

以下の 2 つの例では、隣接部材は青色で示され、プレートの作成点が示されていま
す。

下の例では、次の値が使用されています。

XS_PART_DIMENSION_PLANES_TABLE = (設定されている値なし)

XS_PART_POSITION_TO_EDGE_NEAREST_TO_NEIGHBOR=TRUE
XS_PART_POSITION_TO_LEADING_EDGE=FALSE
XS_PART_POSITION_TO_LEADING_EDGE_IN_COLUMNS_ALSO=FALSE
XS_USE_PLATE_SIDE_POSITIONING=FALSE

自動図面設定の定義 788 寸法内容の定義



下の例では、次の値が使用されています。

XS_PART_DIMENSION_PLANES_TABLE = (設定されている値なし)

XS_PART_POSITION_TO_EDGE_NEAREST_TO_NEIGHBOR=FALSE
XS_PART_POSITION_TO_LEADING_EDGE=FALSE
XS_PART_POSITION_TO_LEADING_EDGE_IN_COLUMNS_ALSO=FALSE
XS_USE_PLATE_SIDE_POSITIONING=TRUE
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参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

プロファイルへの寸法の追加
Tekla Structures が図面内の異なるプロファイルの寸法を作成する方法を制御でき
ます。 たとえば、棒鋼については常にプロファイルの中央に対する寸法を表示し、
大形の H 形鋼・I 形鋼については上面に対する寸法を表示するように Tekla
Structures で設定できます。

プロファイルの寸法設定を定義するには、寸法平面テーブル
dim_planes_table.txtを編集する必要があります。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> 詳細設定 ] をクリックし、[寸法: 部材] カテ
ゴリーに移動します。

2. 詳細設定を次のように設定します。 

XS_PART_DIMENSION_PLANES_TABLE=%XS_PROFDB%
\dim_planes_table.txt
この詳細設定では、部材寸法平面テーブルへのパスを定義します。
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3. メモ帳などの任意のテキスト エディターで、dim_planes_table.txt ファ

イルを開きます。このファイルは、環境フォルダー ..\Tekla Structures
\<version>\environments の下の \profiles フォルダーにあります。

フォルダーの正確な場所は環境によって異なることがあります。

4. ファイルの内容を編集し、ファイルを保存します。

5. 図面内で新しい設定を使用するには、Tekla Structures を再起動して図面を再作
成します。ファイルを変更しても、既存の図面は自動的には更新されません。

例 1
この例では、I 形鋼の孔寸法はフランジの縁端からではなく、フランジの中央から
設定されています。

ファイルを開き、[ProfType] の 1 行目で柱の中央を TRUE* に変更し、Tekla
Structures を保存して再起動します。ただし、新しい図面を作成すると、孔寸法は
フランジの中央から作成されます。

dim_planes_table.txt
/*** DIMENSION PLANES TABLE for different profile types and sizes ***/

//Values: -1.0 in max size means no size limit!

/*** FLANGE WEB

ProfType, MaxSize, middle, left, right, middle, bottom, top

========================================================
***/

//I-profile - horizontal by reference line,vertical from top flange

1, TRUE*, FALSE, FALSE, FALSE, TRUE, TRUE*

(1) 必要な寸法 (フランジの中)

(2) デフォルトの寸法 (フランジの縁端)

例 2
以下は寸法平面テーブルの別の例です。
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dim_planes_table.txt
FLANGE WEB

ProfType,MaxSize, middle,right, left, middle, right, left

========================================================

1, 300.0, TRUE*, FALSE, FALSE, FALSE, TRUE*, TRUE

7, -1.0, TRUE*, FALSE, FALSE, TRUE*, FALSE, FALSE

1 で始まる行は、Tekla Structures が、部材の作成方法にかかわらず、H 形鋼･I 形鋼
([ProfType] = 1)の寸法のうち、300mm 未満の寸法([MaxSize] = 300)を常にフランジ
の中央およびウェブの右端に対する寸法として表示することを示しています。

7 で始まる行は、Tekla Structures が、丸鋼管([ProfType] = 7)の寸法を常にプロファ
イルの中央に対する寸法として表示することを示しています。

[ProfType] 番号は、[プロファイルカタログ] 内のプロファイルと同じ順番で付けら
れます。

• 1 = H 形鋼･I 形鋼

• 2 =アングル

• 3 = Z 形鋼

• 4 = U 形鋼

• 5 = 板

• 6 = 棒鋼

• 7 = 丸鋼管

• 8 = 角鋼管

• 9 =溝形鋼

• 10 = T 形鋼

• 15 =リップ Z 形鋼

• 16 =リップ溝形鋼

• 17 = CW 形鋼

• 51 = ポリゴン プレート

• 999 = スケッチ プロファイル

• その他

MaxSize の値-1.0 は、プロファイルにサイズ制限がないことを示します。

[TRUE]の直後に付いているアスタリスク(*)は、それがデフォルト値であることを
示します。
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傾斜寸法テキスト

Tekla Structures では、寸法テキストの傾斜がわずかである場合は、寸法線に沿って
文字が配置されます。 寸法テキストの傾斜が特定の角度を超えると、Tekla
Structures では文字が反転します。

以下に、やや傾斜した寸法テキストの例を示します。

以下に、反転した寸法テキストの例を示します。

寸法テキストを調整するデフォルトの上限値は 0.1(5.74 度)です。この上限値を

超過すると、寸法テキストは反転します。この上限値を調整するには、詳細オプシ
ョン XS_TEXT_ORIENTATION_EPSILONを使用します。

参照項目

一般図への自動的寸法の追加
一般図の [一般図 - 寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックスで、部材、基準線お
よび外形寸法を作成し、それらの作成方法を制御できます。これらのオプションの
さまざまな組み合わせをテストして、どのような寸法内容の結果が得られるのかを
確かめることができます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。
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3. [寸法内容...] をクリックします。

4. 寸法を選択して、関連する設定を作成または変更します。

5. [基準線] タブで、基準線寸法、全体的な寸法作成設定、および寸法の位置を調
整します。

6. [部材] タブで、部材寸法作成設定および寸法の位置を調整します。

7. [OK] をクリックし、図面を作成します。

参照項目

一般図の寸法設定におけるオブジェクトグループ (794 ページ)

異なる寸法線上のオブジェクトグループの寸法設定 (794 ページ)

例: 基準線と外形寸法 (796 ページ)

例: 引き出し線の 大長オプション (797 ページ)

例: 完全には表示されない部材の寸法設定 (798 ページ)

例: 基準線外の寸法の数の制限 (799 ページ)

例: 部材の寸法を配置する (800 ページ)

例: アンカープランを寸法設定する (805 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [基準線]タブ(一般図) (941 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

一般図の寸法設定におけるオブジェクトグループ

オブジェクトグループ(選択フィルター)はモデルで作成したものを使用するか、[一
般図 - 寸法内容プロパティ]ダイアログボックスの[部材]タブで[オブジェクトグル
ープ]ボタンを使用して必要なグループを作成できます。 たとえば、特定のサイズ
の梁のオブジェクトグループを作成できます。

参照項目

異なる寸法線上のオブジェクトグループの寸法設定 (794 ページ)

異なる寸法線上のオブジェクトグループの寸法設定
オブジェクトグループを使用して、別々の寸法線に寸法を表示する各オブジェクト
を指定します。

1. [図面とレポート]タブで、 [図面プロパティ] --> [一般図] をクリックします。

2. [寸法内容]をクリックして、[部材]タブに移動します。

3. [ルールの追加]をクリックし、[オブジェクトグループ]列のリストからルール
を選択して、目的のオブジェクトグループを寸法内容のルールに追加します。
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4. 必要に応じて、[オブジェクトグループ]をクリックして新しいオブジェクトグ
ループを作成できます。 たとえば、異なるサイズの梁に対するオブジェクト
グループのルールを追加します。

5. 各オブジェクトグループに対して、グループ内のオブジェクトのタイプに応じ
て[配置]オプション、[水平位置]オプション、および[垂直位置]オプションを選
択します。 

たとえば梁グループに対して、[水平位置]を[左側]に設定し、梁の寸法を基準
線の左側に配置します。

6. 必要に応じて、図面内のそれぞれのオブジェクトグループで表示するテキスト
注記を[注記]列に入力します。 たとえば、梁のサイズを入力します。

例

この例では、寸法設定する各梁サイズに 1 つの別々の梁グループが作成され、それ
ぞれのグループにおいて寸法の位置が選択されて、各グループで表示する注記が追
加されています。

参照項目

一般図の寸法設定におけるオブジェクトグループ (794 ページ)

例: 部材の寸法を配置する (800 ページ)

例: 完全には表示されない部材の寸法設定 (798 ページ)

例: 基準線外の寸法の数の制限 (799 ページ)

例: 引き出し線の 大長オプション (797 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)
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例: 基準線と外形寸法

以下の例では、[基準線]タブで選択した設定に従って、一般図で基準線と外形寸法
がどのように表示されるかを示しています。

自動部材寸法設定 例

[基準線寸法] = [オン]
[外形寸法] = [オン]
[水平] [左] =
[垂直] = [上]

[基準線寸法] = [オン]
[外形寸法] = [オフ]
[水平] = [左]
[垂直] = [上]
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参照項目

[寸法内容プロパティ] - [基準線]タブ(一般図) (941 ページ)

例: 引き出し線の 大長オプション

以下の例では、[部材]タブで[引き出し線の 大長]オプション[基準線外の寸法]およ
び[基準線内の寸法]に値を設定した際に、どのように寸法が配置されるかを示しま
す。

自動部材寸法設定 例

[基準線外の寸法]に値が設定
されています。
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自動部材寸法設定 例

[基準線内の寸法]に値が設定
されています。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

一般図への自動的寸法の追加 (793 ページ)
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例: 完全には表示されない部材の寸法設定

以下の例は、[一般図 - 寸法内容プロパティ]ダイアログボックスの[部材]タブで[完
全には表示されない部材を含める]オプションを[オン]に設定した際に部材の寸法
がどのように表示されるかを示します。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

例: 基準線外の寸法の数の制限

以下の例は、一般図の寸法プロパティで、[部材]タブの[基準線外の寸法の 大数]
オプションの値を 3に設定した場合の部材寸法の表示を示します。Tekla Structures
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によって、3 つの寸法が基準線の外側に、4 つ目が基準線の内側に作成去れていま
す。

参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

例: 部材の寸法を配置する

以下の例では、[部材]タブで選択したさまざまな配置設定によって部材寸法が一般
図にどのように配置されるかを示します。

以下の例では、[配置]は[基準線内]に設定されており、これによりすべての寸法は
基準線の横または近くに配置されます。
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以下の例では、[配置]は[基準線外]に設定されており、これによりすべての寸法は
基準線の外側に配置されます。

以下の例では、[水平位置]は[左側]に設定されており、これにより水平部材のすべ
ての寸法は基準線の左側に配置されます。
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以下の例では、[水平位置]は[右側]に設定されており、これにより水平部材のすべ
ての寸法は基準線の右側に配置されます。
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以下の例では、[水平位置]は[両側分配]に設定されており、これにより水平部材の
すべての寸法は、寸法を表示している部材に も近い基準線の側に配置されます。

以下の例では、[垂直位置]は[上]に設定されており、これにより垂直部材のすべて
の寸法は基準線の上に配置されます。
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以下の例では、[垂直位置]は[下]に設定されており、これにより垂直部材のすべて
の寸法は基準線の下に配置されます。

以下の例では、[垂直位置]は[両側分配]に設定されており、これにより垂直部材の
すべての寸法は、寸法を表示している部材に も近い基準線の側に配置されます。
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参照項目

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

例: アンカープランを寸法設定する

以下の例は、さまざまな状況でアンカープランの寸法がどのように表示されるかを
示します。

初の例は、すべての柱を基準線上に配置した一般的な状態を示しています。

自動図面設定の定義 805 寸法内容の定義



柱の参照点が基準線上にない場合は、Tekla Structures では基準線を基準とした参照
点の寸法が自動的に設定されます。 下の例を参照してください。
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柱が図面に対して回転している場合、回転した柱も自動的に寸法表示されます。
下の例を参照してください。
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詳細設定を FALSEに設定して図面を作成すると、すべての寸法が図面の座標系に

表示されます。
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参照項目

保存された設定を使用したアンカー プランの作成 (113 ページ)

8.6 マークの定義
マークは連動的な注記オブジェクトで、図面の個々の建築オブジェクトを識別する
ために使用します。マークには、ユーザーが選択可能な一連のプロパティ(マーク
要素)が表示されます。自動マークは、図面プロパティで定義されたマークプロパ
ティに基づいて Tekla Structures により図面に作成されるマークです。

図面の作成後マークのプロパティを変更し、開いている図面でマークを手動で追加
できます。

マークのプロパティは、Tekla Structures でマークに表示される内容とマークの表示
方法を定義します。加えて、Tekla Structures では、一部のマーク要素のデフォルト
単位設定に contentattributes_global.lst属性ファイルが使用されます。

独自の設定が必要な場合、contentattributes_userdefined.lstを使用でき

ます。

Tekla Structures では、次の自動マークを作成できます。

• 部材マーク

• ボルトマーク
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• 隣接部材マーク

• 仕上げ材マーク

• ジョイントマーク

• モデルの溶接マーク

• 鉄筋マーク

• 現場打ちコンクリート部材マーク

• 寸法マーク

• ビューと断面図ラベルマーク、および断面マーク

目的 詳細情報のリンク

建築オブジェクトの自動マークを設定
および追加する

自動マークの追加 (811 ページ)

マークを表示するかどうかと結合する
かどうかを指定する

自動マークの表示の調整 (814 ページ)

単一のマークの要素およびマーク自身
を枠で囲む、マークテキストおよび引出
し線の表示を調整する、要素の単位と形
式を変更する

自動マークのテキスト、フレーム、およ
び引出し線の調整 (819 ページ)

マークの配置設定、引出し線のタイプ、
事前定義されたマーク位置と部材の方
向設定、部材のモデリング方向、図面保
護設定がマークの位置に与える影響を
確認する

マーク配置 (822 ページ)

部材マーク、仕上げ材マークおよび鉄筋
マークを自動的に結合する

マークの自動結合 (826 ページ)

隠れている部材のマークの枠と引出し
線を破線または実線で表示する

Showing mark frames and leader lines for
hidden parts (831 ページ)

さまざまなマーク要素の測定値の単位
と小数点以下の桁数を設定または変更
する

マークの単位設定の変更 (832 ページ)

詳細設定を使用して、ボルト マークの
[サイズ] 要素の内容を定義する

詳細設定を使用したボルトマークのサ
イズの定義 (844 ページ)

レベル属性を、部材マークとアソシエー
トマークにユーザー定義情報として追
加する

自動部材マークへのレベル属性の追加
(835 ページ)

ユーザー定義情報とテンプレート属性
をマークに追加する

自動マークへの属性の追加 (834 ペー
ジ)

カスタムグラフィックテンプレートを
マークの要素として追加する(マークの
測定値の単位と小数点以下の桁数を変
更するテンプレートを追加するなど)

マークにテンプレートを追加する
(838 ページ)
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目的 詳細情報のリンク

特定のシンボルファイルからマークに
シンボルを追加する

自動マークへのシンボルの追加
(844 ページ)

鉄筋マークに鉄筋の解説図を追加する 自動鉄筋マークへの解説図の追加
(847 ページ)

参照項目

マークプロパティ (944 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作成および変更する
(270 ページ)

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)

現場打ちコンクリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ちコンクリート打
ち継ぎの図面での表示 (878 ページ)

図面、レポート、およびテンプレートの単位と小数点 (884 ページ)

自動マークの追加
建築オブジェクト (部材、隣接部材、ボルト、仕上げ材、ジョイント、鉄筋、およ
び隣接鉄筋) の自動マークを設定して、後で使用できるようにマーク プロパティを
プロパティ ファイルに保存できます。

これは、単品図、製品図、キャスト ユニット図のビュー プロパティ ダイアログ ボ
ックスで行うことができます。一般図の場合、自動マークは図面レベルで定義でき
ます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。 

図面タイプ 自動マークの追加

単品図、製品図、キャストユニット図 a. 左側のオプション ツリーで [ビュ
ーの作成] をクリックし、変更する
ビューとプロパティを選択して [ビ
ュープロパティ] をクリックしま
す。

b. 変更するマーク タイプ、たとえば
[部材マーク] をクリックします。

c. 一部のマークでは、定義しているマ
ークの対象となるオブジェクトを
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図面タイプ 自動マークの追加

リストから選択する必要がありま
す。

たとえば部材マークの場合、部材マ
ークの設定を、メイン部材と副部材
のそれぞれについて、さらにサブア
センブリのメイン部材と副部材の
それぞれについて個別に定義でき
ます。

d. 要素を [フィールド一覧] リストで
ダブルクリックすることによって、
マークに要素を追加します。

e. 要素の表示 (枠およびフォント) を
変更します。

長さ、高さ、間隔、径の要素につい
ては、単位と表示形式も調整できま
す。

f. 要素を希望の順序に配置するには、
[上] および [下] ボタンを使用しま
す。

g. [内容] タブおよび [一般] タブで、表
示、配置および可視性の設定を変更
します。たとえば、引出し線
(968 ページ)を調整します。

h. 上部にあるボックスにプロパティ
ファイル名を入力してビュー プロ
パティを保存し、[保存する] をクリ
ックします。

i. [閉じる] をクリックして、図面プロ
パティに戻ります。

一般図 a. 変更するマーク タイプ、たとえば
[部材マーク...] をクリックします。

b. 一部のマークでは、定義しているマ
ークの対象となるオブジェクトを
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図面タイプ 自動マークの追加

リストから選択する必要がありま
す。

たとえば部材マークの場合、部材マ
ークの設定を、メイン部材と副部材
のそれぞれについて、さらにサブア
センブリのメイン部材と副部材の
それぞれについて個別に定義でき
ます。

c. 要素を [フィールド一覧] リストで
ダブルクリックすることによって、
マークに要素を追加します。

d. 要素の表示 (枠およびフォント) を
変更します。

長さ、高さ、間隔、径の要素につい
ては、単位と表示形式も調整できま
す。

e. 要素を希望の順序に配置するには、
[上] および [下] ボタンを使用しま
す。

f. [内容] タブおよび [一般] タブで、表
示、配置および可視性の設定を変更
します。たとえば、引出し線
(968 ページ)を調整します。

g. 上部にあるボックスにプロパティ
ファイル名を入力してマーク プロ
パティを保存し、[名前を付けて保
存] をクリックします。

h. サブダイアログで [OK] をクリッ
クし、サブダイアログを閉じて図面
プロパティに戻ります。

4. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

以下は部材マークの例です。
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1. 製品マーク

2. サイズ

3. マーク枠

4. プロファイル

5. マーク要素の枠

6. 長さ

参照項目

マーク配置 (822 ページ)

マークの自動配置設定の定義 (671 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

自動マークへのシンボルの追加 (844 ページ)

マークにテンプレートを追加する (838 ページ)

自動鉄筋マークへの解説図の追加 (847 ページ)

自動マークへの属性の追加 (834 ページ)

詳細設定を使用したボルトマークのサイズの定義 (844 ページ)

自動マークの表示の調整
マーク プロパティの表示オプションを使用して、図面にマークを表示するかどう
かを指定できます。これらの設定は、図面を作成する前にも変更でき、また図面を
作成した後に開いている図面でも変更できます。

図面を作成する前にマークの表示を調整するには、次のようにします。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 製品図および単品図のボルト マークと溶接マークの場合、[ビューの作成] ペ
ージの下部にある次の設定を調整します。これらの設定は、図面のすべてのビ
ューに影響を与えます。 
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• [溶接マークを表示] 設定は、製品図面ビュー内のモデル溶接マークの表示
を制御します。次のオプションがあります。

• [1 つのビュー]: モデルの溶接マークを表示する も関連性のあるビュ
ーが Tekla Structures により自動的に検出されます。各溶接マークは、1
つのビューでのみ図面に表示されます。

• [すべてのビュー]: 溶接がある部材が含まれるすべての図面ビューで、
Tekla Structures によりモデル溶接マークが追加されます。

• [表示する 小サイズ] 設定では、定義されたサイズ以上の溶接が図面内の
すべてのビューから除外されます。この設定は、単品図および製品図で使
用できます。

• [ボルト サイズを無視する] 設定では、標準サイズのボルト マークが図面内
のすべてのビューから除外されます。これは、定義されたボルト サイズの
ボルト マークが Tekla Structures の図面に表示されないことを意味します。
この設定は、単品図および製品図で使用できます。

4. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。すべての設定がすべてのマー
クで使用できるわけではありません。 

図面タイプ マークの表示設定の調整

単品図、製品図、キャストユニット図 a. 左側のオプション ツリーで [ビュ
ーの作成] をクリックし、変更する
ビューとプロパティを選択して [ビ
ュープロパティ] をクリックしま
す。

図面のすべてのビューについて、個
別にこの設定を調整する必要があ
ります。

b. オプション ツリーでマーク タイプ
をクリックします。たとえば、[部
材マーク] をクリックします。

• [一般] タブに移動し、いずれか
の [表示] オプションを選択して
マークを表示するかどうかを選
択します。使用可能なオプショ
ンは、マーク タイプによって異
なります。

• 分配対象:図面ビューにマー
クが均等に分配されます。
Tekla Structures は、他のビュ
ーに表示されないマークだ
けを作成します。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

• 常に:他のビューの設定に関
係なく、常にビュー内にマー
クが作成されます。

オプション [常に] を選択す
ると、既にマークを手動で削
除した場合でも、図面が開く
ときの図面の更新速度が遅
くなる可能性があります。

• [分配時優先] は、図面内の 1
つのビューだけに選択しま
す。その他のビューを [分配
対象] に設定すると、マーク
は [表示] が [分配時優先] に
設定されたビューだけに配
置されます。

オプション [分配時優先] は
オプション [分配対象] と同
様に機能しますが、分配時優
先ビューは優先順位が高く
なります。

• 表示しない:マークが作成さ
れません。

独自マークを作成する場合
は、常に [分配対象] オプシ
ョンを使用します。

• [ビュー平面外にある部材] で、
ビュー平面外にある部材のマー
クを表示するかどうかを選択し
ます。

• 表示:図面のビュー外にある
部材のマークを表示します。

• 表示しない:図面のビュー外
にある部材のマークを表示
しません。

• ボルト マークの場合、メイン部
材、副部材、サブアセンブリ メ
イン部材、またはサブアセンブ
リ副部材にボルト マークを表
示するかどうかを選択します。

ボルト マークの場合、[サイズを
無視] を定義して、標準サイズの
ボルトのマークを図面から除外
することもできます。ここに入
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図面タイプ マークの表示設定の調整

力されたボルト サイズのマー
クは Tekla Structures で表示され
なくなります。この設定は、[ビ
ューの作成] ページの下部にあ
る図面レベルのプロパティでも
使用できる点に注意してくださ
い。

• 溶接マークの場合、溶接マーク
をサブアセンブリと非表示部材
に表示するかどうか、およびそ
の方法を選択します。

溶接マークの場合、[表示する
小サイズ] を定義して、定義した
サイズ以上の溶接を図面から除
外することもできます。この設
定は、[ビューの作成] ページの
下部にある図面レベルのプロパ
ティでも使用できる点に注意し
てください。

c. [保存する] をクリックしてビュー
プロパティの変更を保存し、[閉じ
る] をクリックして図面プロパティ
に戻ります。

d. [保存する] をクリックして図面プ
ロパティを保存し、[OK] をクリッ
クして図面を作成します。

一般図 a. 図面プロパティ ダイアログ ボック
スで、マーク タイプ ボタンをクリ
ックします。たとえば、[部材マー
ク...] をクリックします。

b. [一般] タブに移動し、いずれかの
[表示] オプションを選択してマー
クを表示するかどうかを選択しま
す。使用可能なオプションは、マー
ク タイプによって異なります。

• 分配対象:図面ビューにマーク
が均等に分配されます。Tekla
Structures は、他のビューに表示
されないマークだけを作成しま
す。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

• 常に:他のビューの設定に関係
なく、常にビュー内にマークが
作成されます。

オプション [常に] を選択する
と、既にマークを手動で削除し
た場合でも、図面が開くときの
図面の更新速度が遅くなる可能
性があります。

• [分配時優先] は、図面内の 1 つ
のビューだけに選択します。そ
の他のビューを [分配対象] に設
定すると、マークは [表示] が
[分配時優先] に設定されたビュ
ーだけに配置されます。

オプション [分配時優先] はオプ
ション [分配対象] と同様に機能
しますが、分配時優先ビューは
優先順位が高くなります。

• 表示しない:マークが作成され
ません。

独自マークを作成する場合は、
常に [表示しない] オプションを
使用します。

c. [ビュー平面外にある部材] で、ビュ
ー平面外にある部材のマークを表
示するかどうかを選択します。

• 表示:図面のビュー外にある部
材のマークを表示します。

• 表示しない:図面のビュー外に
ある部材のマークを表示しませ
ん。

d. ボルト マークの場合、メイン部材、
副部材、サブアセンブリ メイン部
材、またはサブアセンブリ副部材に
ボルト マークを表示するかどうか
を選択します。

ボルト マークの場合、[サイズを無
視] を定義して、標準サイズのボル
トを図面から除外することもでき
ます。ここに入力されたボルト サ
イズのボルト マークは Tekla
Structures で表示されなくなりま
す。
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図面タイプ マークの表示設定の調整

e. [OK] をクリックします。

f. [保存する] をクリックして図面プ
ロパティを保存し、[OK] をクリッ
クして図面を作成します。

参照項目

既存の図面でマークの表示・非表示を調整する (294 ページ)

マークの自動結合 (826 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

自動マークのテキスト、フレーム、および引出し線の調整
単一のマークの要素およびマーク自身を、枠で囲むことができます。 マークテキ
ストおよび引出し線の表示を調整することもできます。 一部の要素については、
単位と表示形式を変更できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。 

単品図、製品図、キャストユニット図

a. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビュ
ーとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

b. 図面プロパティ ダイアログ ボックスで、マーク タイプをクリックしま
す。たとえば、[部材マーク] をクリックします。

一般図

• 図面プロパティ ダイアログ ボックスで、マーク タイプをクリックします。
たとえば、[部材マーク...] をクリックします。

4. マーク プロパティの [内容] タブで、[マークの内容] リストから 1 つまたは複
数の要素を選択し、要素設定を調整します。 

• すべての要素に変更を適用するには、Shift キーを押しながらリストの 後
の要素をクリックしてすべての要素を選択します。

• 選択された要素の周囲にフレームを追加するには、[< フレーム追加] をク
リックします。

• 枠の [タイプ] と [色] を選択します。

追加する各要素に、異なるフレームタイプと色を選択できます。
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• 要素テキストの [色]、[フォント]、[高さ] を選択します。

追加する各要素に、異なる色、フォントおよびフォントの高さを選択でき
ます。

• 必要に応じて、長さ、高さ、間隔、または径要素の単位と表示形式を変更
します。

この操作を行うには、[マークの内容] リストから要素を選択しておく必要
があります。

5. [一般] (または [表示設定]) タブに移動し、マーク枠と引出し線の設定を調整し
ます。 

• マーク枠の [タイプ] と [色] を選択します。

• 使用する引出し線と [矢印] の [タイプ] を選択します。

すべてのマークに引出し線がない場合、引出し線のタイプの選択は使用で
きません。

• 非表示部材の引出し線を非表示にする場合、[隠れた部材の引出し線に陰線
使用] を [はい] に設定します。

このオプションはすべてのマークでは使用できません。

6. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

7. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

詳細設定による部材マーク引出し線の調整 (820 ページ)

鉄筋マーク引出し線の基準点の自動配置 (821 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

詳細設定による部材マーク引出し線の調整
部材マーク引出し線の設定を変更するには、詳細設定 [ファイル] メニューで、 設
定 --> 詳細設定 をクリックします。 を使用します。[マーク: 部材] に移動します。

詳細オプションを使用して部材マーク引出し線の設定を変更するには、次のように
します。

目的 操作

引出し線の長さが、詳細オプション
XS_DRAW_SHORT_LEADER_LINES_OF
_PART_MARKS_MINIMUM_LENGTHで

部材マークに常に引出し線を描画する
場合は、を TRUE (デフォルト)に設定し

ます。 このオプションを FALSEに設定
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目的 操作

定義されている長さより短い場合に、引
出し線を描画するかどうかを定義しま
す。

すると、詳細設定に設定した 小長より

短い場合は引出し線が描画されません。

引出し線の 小長を設定します。 長さ
がこの値より短い場合、引出し線は描画
されません。

詳細設定に、値をミリメートル単位で設

定します。

四角形の枠を持つ引出し線の開始位置
を定義します。

詳細設定の値を設定します。

枠のないマークの引き出し線の開始位
置と、マーク要素枠のあるマークの引き
出し線の開始位置を定義します。

詳細設定の値を設定します。

引出し延長線の長さを定義します。 詳細設定の値を設定します。

参照項目

自動マークのテキスト、フレーム、および引出し線の調整 (819 ページ)

鉄筋マーク引出し線の基準点の自動配置
Tekla Structures は、1 本の鉄筋のみをポイントする鉄筋マーク引出し線の基準点を
配置します。 Tekla Structures が基準点の位置を検索する方法を調整できます。

• [ファイル] メニューで、 設定 --> 詳細設定 をクリックします。、[コンクリート
詳細設計] カテゴリーに移動します。

目的 操作

基準点に 適な場所を選択します。 を TRUEに設定します。

Tekla Structures が基準点を配置するため
に、他の鉄筋を基準点からどの程度離す
必要があるかを定義します。

ミリメートル単位の値をに設定します。

基準点の 適な位置を鉄筋に沿って探
す際の検索ステップ長を定義します。

ミリメートル単位の値をに設定します。

例

適化された基準点の例を以下に示します。
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参照項目

自動マークのテキスト、フレーム、および引出し線の調整 (819 ページ)

マーク配置
図面のマークの位置は、マーク プロパティ自体だけではなく、複数の設定の影響
を受けます。

設定 下記の詳細情報のリンクをクリック

マークのプロパティの配置設定 マークの自動配置設定の定義 (671 ペー
ジ)

選択した引出し線のタイプ 引出し線タイプが部材マークおよび仕
上げ材マークのマーク位置に与える影
響 (823 ページ)

引出し線タイプが鉄筋のマーク位置に
与える影響 (825 ページ)

鉄筋グループのマーク位置に結合が与
える影響 (824 ページ)

事前定義のマーク位置および部材の方
向の設定

梁、ブレーシング、および柱マークの事
前定義の位置の設定 (823 ページ)

:方向の設定

部材の方向の表示 (857 ページ)
保護設定 図面の領域の保護 (666 ページ)
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設定 下記の詳細情報のリンクをクリック

部材のモデリング方向

マークの配置 選択した図面オブジェクトの整列
(339 ページ)

参照項目

マークプロパティ (944 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

梁、ブレーシング、および柱マークの事前定義の位置の設定
デフォルトでは、部材マークは部材の終点に配置されます。 これを変更するには、
梁、ブレーシングおよび柱マークに対する事前定義の位置の設定を調整します。

1. [ファイル] メニューで、[設定 --> オプション ] をクリックし、[方向マーク] 設
定に移動します。

2. [マーク配置: 梁とブレースの優先する配置] で、[左] または [右] 選択して、マ
ークを部材の左端または右端に配置します。

3. [マーク配置: 一般図の柱マークを中心に配置] で、[はい] を選択してプランビ
ューで部材マークを柱の中央に配置するか、[いいえ] を選択して部材マークを
一般図と製品図で同じフランジに配置します。

4. [OK] をクリックします。

参照項目

マーク配置 (822 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

部材の方向の表示 (857 ページ)

引出し線タイプが部材マークおよび仕上げ材マークのマーク位置に与える
影響
部材マークおよび仕上げ材マークの引出し線には、選択できるいくつかのタイプが
あります。 引出し線タイプはマーク位置に影響します。

引出し線タイプ 説明

常に引出し線を使用します。

部材に沿ってマークを配置するスペースがあるかどうかを
チェックします。不可能であれば、Tekla Structures により
引出し線が使用されます。
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引出し線タイプ 説明

マークを常に部材に沿って配置します。 スペースが不足
していると、マークが他の要素にオーバーラップする可能
性があります。

マークを常に部材の内側に配置します。

マークを常に部材の内側に配置し、なおかつ部材の軸に平
行にします。

部材の内側にマークを配置するスペースがあるかどうかを
チェックします。不可能であれば、Tekla Structures により
部材に沿って引出し線と共にマークが配置されます。

部材の内側にマークを配置するスペースがあるかどうかを
チェックし、マークを部材の軸に揃えます。不可能であれ
ば、Tekla Structures により部材に沿って引出し線と共にマ
ークが配置されます。

部材マークを部材面に沿って、その中央の位置に配置しま
す。

参照項目

マーク配置 (822 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

鉄筋グループのマーク位置に結合が与える影響
鉄筋グループでは、Tekla Structures はまず、マークを中央の鉄筋に配置します (表
示されている場合)。それが可能でない場合に、Tekla Structures は次の表示されてい
る鉄筋への配置を試みます。

以下に示すのは、同一の鉄筋マークおよび鉄筋グループマークで使用可能な引出し
線オプションのリストです。

オプション イメージ 例

グループ毎に引き出し線一
つ
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オプション イメージ 例

一行毎に引出し線

平行引出し線

引出し線を一点に集中

垂直引出し線

初と 後に引出し線

参照項目

マーク配置 (822 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)
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引出し線タイプが鉄筋のマーク位置に与える影響
鉄筋マークの引出し線には、選択できるいくつかのタイプがあります。 引出し線
タイプはマーク位置に影響します。 Tekla Structures では、マークは、直線の鉄筋の
中点付近または も長い鉄筋セグメントの中点付近に配置されます。

鉄筋の引出し線タイプ 説明

常に引出し線を作成します。

鉄筋に沿ってマークを配置するスペースがあるかどうかを
チェックし、十分なスペースがない場合引出し線を作成し
ます。

マークを常に鉄筋に沿って配置します。十分なスペースが
ない場合、マークが他の要素と重なることがあります。

マークを鉄筋に平行に配置します。

配置された鉄筋に平行にマークを配置します。十分なスペ
ースがない場合、引出し線が作成されます。

参照項目

マーク配置 (822 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークの結合 (304 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

マークの自動結合
Tekla Structures では、マークを自動的に結合できます。

次のものを自動的に結合できます。

• 部材マークと仕上げ材マーク

• 鉄筋マーク

結合設定などのマーク プロパティの詳細については、「マーク プロパティ - [内容]
タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ (944 ページ)」を参照して
ください。

マークは手動で結合することもできます。詳細については、「マークの結合 (304 ペ
ージ)」を参照してください。

結合部材マーク
結合部材マークは、図面内の類似する部材に対して、各部材に別個のマークがある
のではなく、部材マークが 1 つしか使用されていないことを意味します。 結合部
材マークには含まれている部材数が示され、定義した部材マークの内容、および手
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前側情報と向う側情報が含まれます。 マークは、メイン部材の X 方向でのみ結合
されます。

Tekla Structures で図面に表示される部材のマークが結合されるのは、次のような場
合です。

• 複数の副部材が同じメイン部材に溶接またはボルト接合される。

• 複数の部材が同一線上にある。

• 部材間の距離が等間隔である。

• 複数の部材に同じ部材マークが付けられている。

• 部材間の距離が、詳細設定 XS_PART_MERGE_MAX_DISTANCEで設定された距

離よりも短い。

• 詳細設定 XS_MIN_MERGE_PART_COUNTで設定されている数と少なくとも同

じ数の部材が配列に含まれている。

制限事項

• 同一製品の一部ではない部材マーク (製品マーク) を結合することはできませ
ん。

• Tekla Structures では、隣接部材のマークは結合されません。

マーク結合の詳細設定

部材マークの結合には、以下の詳細設定が役立つ場合があります。

例

以下の例では、HEA300 梁 (メイン部材) の X 方向に部材マークが結合されていま
す。

次の例では、左端の 2 つの部材マークが結合されていません。これは、これらのマ
ーク間の距離が離れすぎているためです。
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以下の例では、マークは X 方向 (この例では水平方向) にのみ結合されるため、Y
方向のマークは結合されません。

部材マークの自動結合
部材マークと仕上げ材マークを自動的に結合することで、図面内のマーク数を減ら
すことができます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク] をクリックします。 

仕上げ材を結合する場合、代わりに [仕上げ材マーク] をクリックします。
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5. 部材マーク プロパティの [一般] タブで、[マーク結合] を [オン] に設定します。

6. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

7. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

Tekla Structures により、メイン部材の両面に位置する同一副部材のマークを結合し
ます。

結合鉄筋マーク
Tekla Structures では、鉄筋の類似の鉄筋マークを自動的に結合できます。また、手
動で鉄筋マークを結合することもできます。結合される鉄筋マークには、複数のブ
ロックおよびその他の情報が含まれます。ブロックは類似した複数のマークを集
約します。

注 Tekla Structures で図面内の鉄筋マークを自動的に結合するには、鉄筋をモデル内のコ
ンクリート部材または鋳込みユニットに接続する必要があります。

Tekla Structures では、図面に表示される鉄筋のマークが自動的に結合されるのは、
次のような場合です。

• 鉄筋が同じコンクリート部材またはキャストユニットに属している。

• 鉄筋の方向が同じである。

• 鉄筋マークが同じある。

• 鉄筋が互いに近い場所にある。

• すべての鉄筋を通って直線を引くことができる。

次の詳細設定を使用して、表示された鉄筋に対して自動的にマークを結合する距離
を定義することもできます。

XS_MAX_MERGE_DISTANCE_IN_HORIZONTAL

XS_MAX_MERGE_DISTANCE_IN_VERTICAL

鉄筋マークの自動結合
鉄筋マークを自動的に結合することで、図面内のマーク数を減らすことができま
す。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。 鉄筋マークは、キャストユニット図および一般図で結合できます。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. キャストユニット図: 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリック
し、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリック
します。
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4. [] をクリックします。

5. 鉄筋マークダイアログボックスの[結合]タブを開きます。

6. [同一キャストユニットに同じマーク] リストからオプションを選択して、マー
クを結合し、引出し線を作成します。 

• [グループ毎に引き出し線一つ] を選択すると、鉄筋グループごとに 1 つの
引出し線が作成されます。

• 一行毎に引出し線:マークを結合し、鉄筋の列ごとに 1 つの引出し線を作成
します。

• 平行引出し線:マークを結合し、平行引出し線を作成します。

• 引出し線を一点に集中:マークを結合し、すべての引出し線を 1 つの点に対
して引きます。

• マージしない:マークは結合されません。マークごとに個別の引出し線が
作成されます。

• [マージしない] を選択した場合でも、Tekla Structures で自動的に結合され
るマークのマーク内容を [結合] タブで定義する必要があります。

7. 結合方向が複数個可能な場合、[優先する合体方向] から水平または垂直を選択
することができます。

8. 結合した鉄筋マークに含める内容を、[フィールド一覧] リストから選択しま
す。 

結合された鉄筋マークが図面に確実に表示されるようにするには、鉄筋マーク
の 後の要素として [ブロックの区切りシンボル] を必ず含めます。区切りシ
ンボルを省略するには、このボックスを空白にしたまま、この要素をマークに
含めます。

9. 必要に応じて、マーク内の単一の要素の周囲にフレームを追加します。 フレ
ームは各要素に個別に定義できます。

10. マークテキストのフォント、フォントの高さ、および色を調整します。 これ
らの設定は各要素に対して個別に調整できます。

11. キャスト ユニット図: [保存する] をクリックしてビュー プロパティの変更を
保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

12. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

この例では、3 つの A φ12 L2000 マークをあるブロックに結合して、6 つの V φ8
L650 マークを他のブロックに結合し、それらのブロックを次の方法で結合します。
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1. 単一マークの内容

2. ブロックを分割するシンボル

3. ブロック頭文字

4. グループ間の距離

5. ブロック 1

6. ブロック 2

非表示部材のマークの枠と引出し線の表示
図面上で部材が他の部材の背後に隠れて見えない場合、その隠れた部材のマークの
枠と引出し線を点線と実線のどちらで表示するかを選択できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク] をクリックします。

5. 部材マークプロパティで、[一般] タブを選択します。

6. 次のいずれかのオプションを使用します。 

隠れた部材の引出し線に陰線使用:はい

部材マークの枠と引出し線は、点線で表示されます。

隠れた部材の引出し線に陰線使用:いいえ

部材マークの枠と引出し線は、実線で表示されます。
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7. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

8. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ヒント 詳細設定を使用して、一般図の非表示オブジェクトのマークの表示を省略できま

す。

参照項目

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
(944 ページ)

マークプロパティ (944 ページ)

マークの単位設定の変更
Tekla Structures では、さまざまなマーク要素のデフォルト単位設定に
contentattributes_global.lst属性ファイルが使用されます。 このファイ

ルでは、使用単位や小数点以下の桁数などが定義されます。 マーク、アソシエー
トマーク、寸法マークのプロパティダイアログボックスで、長さ、高さ、直径、お
よび間隔要素の単位と表示形式を変更できます。 単位を変更するもう 1 つの方法
として、contentattributes.lstファイルの末尾に個々の設定を追加します。

contentattributes_global.lstファイルでは、テンプレートエディタで作成

したテンプレートに含まれる属性のデフォルト値も定義されます。

単位と表示形式を変更した場合は、必要に応じてプロパティファイルに変更内容を
保存して今後も使用できるようにします。

警告 contentattributes_global.lstは編集しないでください。

マーク要素に含まれるユーザー定義情報については、デフォルトの単位設定は
contentattributes_userdefined.lst ファイルから取得されます。 独自の

設定が必要な場合にも、contentattributes_userdefined.lst を使用できま

す。 デフォルトでは、このファイルは ..\Program Files\Tekla
Structures\<version>\nt\TplEd\settings に格納されていますが、多くの
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場合、この場所は環境によって異なります。 このファイルは、特定の検索順でさ
まざまな場所から読み取られます。

コンテナファイル contentattributes.lstには、実際の属性定義を格納するす

べてのファイルが示されています。contentattributes.lstに含まれるファ

イルの順序によって、ファイルの読み取り順序が定義されます。

ヒン
ト

単位と小数点以下の桁数を変更するテンプレートをマークに追加できま
す。 これは、変更したテンプレートを含むマークを使用するすべての図面
に影響します。

例 1
この 1 つ目の例では、部材マークの長さの要素の単位と表示形式を変更し、プロパ
ティファイルに変更内容を保存して、部材マークに変更を適用する方法を説明しま
す。

1. 開いている図面の背景をダブルクリックして、[図面プロパティ]ダイアログボ
ックスを開きます。

2. [部材マーク] をクリックします。

3. 部材マークの [長さ] 要素を追加します。

4. [マークの内容] リストから [長さ] を選択し、必要に応じて単位と表示形式を調
整します。たとえば、[mm] と [###.##] を選択します。

[マークの内容] リストで [長さ] の要素を選択した場合のみ、単位と表示形式の
設定を使用できるようになります。

5. [名前を付けて保存] ボタンの横にプロパティ ファイルの名前を入力し、[名前
を付けて保存] をクリックします。

同じ単位と表示形式を再度使用する必要がある場合は、このファイルを読み込
みます。

6. [変更] をクリックします。

図面内のすべての部材マークで、長さの要素に新しい単位と表示形式の設定が
使用されるようになります。

例 2
この 2 つ目の例は、特定のプロジェクトで固有の設定を使用する必要がある状況を
示しています。この場合、モデルフォルダの下に contentattributes.lstを
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追加し、contentattributes.lstの末尾にプロジェクト固有の設定を追加しま

す。含まれているグローバル属性ファイルとユーザー定義情報ファイル、および追
加された DIAMETER設定を示す次の例を参照してください。

参照項目

マーク内容 (950 ページ)

マークにテンプレートを追加する (838 ページ)

自動マークへの属性の追加
すべてのタイプの建築オブジェクト マークに、ユーザー定義情報とテンプレート
属性を追加できます。たとえば、製品マークまたは部材マークに、製品管理番号を
追加したり、部材ナンバーの桁数を指定したりできます。

自動マークおよび手動マークにユーザー定義情報およびテンプレート属性を追加
できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク] をクリックします。

5. マーク プロパティ ダイアログ ボックスで、[フィールド一覧] リストで [ユー
ザー定義情報] 要素をダブルクリックしてマークに追加します。

6. objects.inp ファイルに示されているとおりのユーザー定義情報の名前を

[マーク内容 - ユーザー定義情報] ダイアログ ボックスに入力します。 

マークにテンプレート属性が必要な場合は、テンプレート属性を代わりに入力
します。
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7. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

8. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

次の例では、テキスト要素 [ロック:] 要素の後の部材マークにユーザー定義情報 
OBJECT_LOCKED が追加されています。

参照項目

自動部材マークへのレベル属性の追加 (835 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

自動部材マークへのレベル属性の追加
レベル属性(TOP_LEVEL、BOTTOM_LEVEL、ASSEMBLY_TOP_LEVEL、
ASSEMBLY_BOTTOM_LEVEL、および ASSEMBLY.MAIN_PART.TOP_LEVELなど)
を、部材マークにユーザー定義情報として追加できます。

レベル属性は、寸法値書式を MarkDimensionFormat.dim ファイルから取得し

ます。必要に応じて、開いている図面の [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスで
寸法値書式を変更し、ビューでの寸法作成に使用する寸法作成ルールに変更した寸
法記号プロパティを読み込むこともできます。

自動マークおよび手動マークにレベル属性を追加できます。

寸法値書式を変更し、レベル属性を追加するには、次のようにします。

1. 開いている図面の [図面] タブで、プロパティ --> 寸法 をクリックします。

2. 上部にあるプロパティファイルリストから MarkDimensionFormat を選択

し、[読み込み(L)] をクリックします。

3. 必要に応じて単位、精度、および表示形式を変更します。 
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4. [保存する] をクリックして MarkDimensionFormat ファイルの変更を保存

し、[キャンセル] をクリックしてダイアログ ボックスを閉じます。

5. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

6. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

7. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

8. 部材マークをクリックします。 [部材マーク]

9. 部材マークプロパティで、[ユーザー定義情報] 要素をダブルクリックしてマー
クに追加します。

10. [マーク内容 - ユーザー定義情報] ダイアログ ボックスに、ユーザー定義情報名
を入力します。 

以下の値を入力できます。

TOP_LEVEL
TOP_LEVEL_UNFORMATTED
TOP_LEVEL_GLOBAL
TOP_LEVEL_GLOBAL_UNFORMATTED
BOTTOM_LEVEL
BOTTOM_LEVEL_UNFORMATTED
BOTTOM_LEVEL_GLOBAL
BOTTOM_LEVEL_GLOBAL_UNFORMATTED
ASSEMBLY_TOP_LEVEL
ASSEMBLY_TOP_LEVEL_UNFORMATTED
ASSEMBLY_TOP_LEVEL_GLOBAL
ASSEMBLY_TOP_LEVEL_GLOBAL_UNFORMATTED
ASSEMBLY_BOTTOM_LEVEL
ASSEMBLY_BOTTOM_LEVEL_UNFORMATTED
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ASSEMBLY_BOTTOM_LEVEL_GLOBAL
ASSEMBLY_BOTTOM_LEVEL_GLOBAL_UNFORMATTED
CAST_UNIT_TOP_LEVEL
CAST_UNIT_BOTTOM_LEVEL
次の値も入力できます。 

ASSEMBLY.MAIN_PART.TOP_LEVEL.

11. オプション ツリーで [寸法] をクリックします。

12. リストから寸法作成ルールを選択し、[ルールの編集] をクリックします。

13. [寸法プロパティ] リストから MarkDimensionFormat を選択します。

14. [保存する] をクリックして寸法作成ルールを保存し、[閉じる] をクリックしま
す。

15. [保存する] をクリックして、ビュー プロパティを保存します。

16. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

次の例では、TOP_LEVELと ASSEMBLY_TOP_LEVELがマークに追加されていま

す。

次の例では、部材自体の上部レベル(TOP_LEVEL)、製品の上部レベル

(ASSEMBLY_TOP_LEVEL)、および製品メイン部材の上部レベル

(ASSEMBLY.MAIN_PART.TOP_LEVEL)がマークに追加されています。

自動図面設定の定義 837 マークの定義



参照項目

自動マークへの属性の追加 (834 ページ)

図面、レポート、およびテンプレートの単位と小数点 (884 ページ)

マークにテンプレートを追加する
カスタムグラフィックテンプレート(.tpl)をテンプレートエディタで作成し、すべ

ての図面タイプの、すべてのタイプのマーク、寸法マーク、およびアソシエートマ
ークに、要素として追加できます。

マークテンプレートには、使用する補助的な材質など、埋込み材や製品に関する詳
細情報を含めることができます。 マークでの測定値の単位と小数点以下の桁数を
変更するテンプレートを使用することもできます。 また、テンプレートエディタ
のツールを使用してグラフィックオブジェクトを追加することもできます。

寸法マークまたはタグにテンプレートを追加するには、開いている図面で [寸法プ
ロパティ] を変更する必要があります。寸法記号プロパティを保存しておき、自動
寸法を作成する (716 ページ)際に使用できます。

部材マーク内のテンプレートのサイズは、テンプレートの内容の実際のサイズに
従って計算されます。 正確なサイズを計算するときには、テンプレート内の線と
テキストだけが考慮されます。 そのため、たとえば、テンプレート内の円やビッ
トマップは影響しません。
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制限事項: マークテンプレートは、他のグラフィック図面テンプレートとは異なり
イメージファイルをサポートしていません。

マークにテンプレートを追加する前に、使用するテンプレートに余白が含まれてい
ないことを確認してください。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. 変更するマーク タイプをクリックします。 

たとえば、[部材マーク] をクリックします。

5. マーク プロパティ ダイアログ ボックスで、[フィールド一覧] リストで [テン
プレート] 要素をダブルクリックしてマークに追加します。 

この操作を行うと、マークからその他のすべての要素が取り除かれます。

6. [マーク内容 - テンプレート] ダイアログ ボックスのリストからテンプレート
を選択します。 まだテンプレートを作成していない場合、またはテンプレー
トを編集する場合は、ここから [新規作成...] または [編集...] を選択することで
行うことができます。

ここでテンプレートを編集すると、変更されたテンプレートを含むマークを持
つすべての図面にその変更が適用されることに注意してください。

7. [OK] をクリックして、マーク プロパティに戻ります。

8. 後で使用できるように、一意の名前でマークプロパティを保存します。

9. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

11. 必要に応じて、<model>\attributesフォルダから企業フォルダまたはプロ

ジェクトフォルダに保存されたマークプロパティファイルをコピーします。

ヒン
ト

マークテンプレートは、デフォルトでは、次のフォルダから順番に検索されます。

%XS_TEMPLATE_DIRECTORY%\mark
ModelDir\mark
%XS_PROJECT%\mark
%XS_FIRM%\mark
%XS_TEMPLATE_DIRECTORY_SYSTEM%\mark

自動図面設定の定義 839 マークの定義



%XS_SYSTEM%\mark
詳細設定を使用すると、マークフォルダ名を変更できます。

例

マークのテンプレートの詳細については、次の例を参照してください。

例 1: 個々の値フィールドとテキスト要素を含むマークテンプレートを作成する
(840 ページ)

例 2: 値フィールドに式を含むマークテンプレートを作成する (842 ページ)

例 1: 個々の値フィールドとテキスト要素を含むマークテンプレートを作成
する
マーク テンプレートを使用することで、米国フィート インチ環境設定では、分数
ではなく小数を部材マークで使用できます。テンプレートには、分数を小数に変更
し、小数点以下の桁数を変更する個々の値フィールドとテキスト要素が含まれてい
ます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク]をクリックします。

5. [フィールド一覧]リストで[テンプレート]をダブルクリックします。
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6. [マーク内容 - テンプレート]ダイアログボックスで、[新規作成]をクリックし
ます。 

この操作により、テンプレートエディタが起動します。

7. [ファイル] --> [新規] をクリックし、新しいグラフィックテンプレートを作成
します。

8. [挿入] --> [コンポーネント] --> [行] をクリックします。

9. コンテンツタイプとして、[部材 / PART]を選択します。

10. [挿入] --> [テキスト] をクリックし、「L」と入力して、先ほど追加した行内に

配置します。

11. [挿入] --> [値フィールド] をクリックし、テキスト Lの右側に値フィールドを

配置します。

12. 表示されている[属性選択 [部材]]ダイアログ ボックスで、[PROFILE - プロフ
ァイル]までスクロールし、プロファイルツリーを開きます。[HEIGHT - 高さ]
プロパティを選択し、[OK]をクリックします。

13. 値フィールドをダブルクリックします。[値フィールドプロパティ]ダイアロ
グボックスで、設定を次のように変更します。 

• [単位]: インチ

• [小数点]: 1
• [長さ]: 8

14. [OK]をクリックします。

15. [挿入] --> [テキスト] をクリックし、テキストとして「X」と入力して、値フィ

ールドの右側に配置します。

16. 同様の方法で、幅情報([WIDTH - 幅]プロファイルプロパティ)の値フィールド
を追加します。

17. [挿入] --> [テキスト] をクリックし、2 つの値フィールド間に 2 つ目の「X」を

追加します。

18. [FLANGE_THICKNESS_1 - フランジ厚 1]プロファイルプロパティを選択し
て、プロファイルのフランジ厚に使用する 3 つ目の値フィールドを追加し、設
定を次のように変更します。 

• [単位]: インチ

• [小数点]: 2
• [長さ]: 4

19. [編集] --> [プロパティ] をクリックし、行の高さと幅を 小に設定します。

20. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして、テンプレートを保存します。 

デフォルトで、テンプレートはモデルフォルダの下の\markフォルダ

に、.tplファイルとして保存されます。必要に応じて、このテンプレートを

他のモデルにコピーできます。
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21. Tekla Structures で、[マーク内容 - テンプレート]ダイアログボックスの[リスト
の更新]をクリックして、作成したテンプレートを表示します。

22. テンプレートを選択し、[OK]をクリックします。

23. 後で使用できるように、一意の名前でマークプロパティを保存します。

24. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

25. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

下記の 初の例では分数が使用され、2 番目の例では小数が使用されています。

例 2: 値フィールドに式を含むマークテンプレートを作成する
マーク テンプレート値フィールドに式を追加することで、米国フィート インチ環
境設定では、分数ではなく小数を部材マークで使用できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク]をクリックします。

5. マークプロパティダイアログボックスの[フィールド一覧]リストで、[ユーザー
定義情報]要素をダブルクリックしてマークに追加します。
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6. [マーク内容 - テンプレート]ダイアログボックスで、[新規作成]をクリックし
ます。 

この操作により、テンプレートエディタが起動します。

7. [ファイル] --> [新規] をクリックし、新しいグラフィックテンプレートを作成
します。

8. [挿入] --> [コンポーネント] --> [行] をクリックします。

9. コンテンツタイプとして、[部材 / PART]を選択します。

10. [挿入] --> [値フィールド] をクリックし、フィールドを配置します。

11. 表示されている[属性選択 [部材]]ダイアログ ボックスで、[式]ボタンをクリッ
クします。

12. [式]ボックスに次の式を追加し、[OK]をクリックします。 
"L " + format(GetValue("HEIGHT"),"Length","inch",1) + " x
"+ format(GetValue("WIDTH"),"Length","inch",1) + " x " +
format(GetValue("PROFILE.FLANGE_THICKNESS_1"),"Length","i
nch",2)

13. 値フィールドをダブルクリックして、[値フィールドプロパティ]ダイアログボ
ックスを開きます。

14. [データタイプ]をテキストに設定し、フィールドの名前を入力します。たとえ
ば、「PART_MARK」と入力します。[長さ]フィールドに指定した長さの値(20
など)が、フィールドに含めるすべての文字と数字が十分に収まる大きさであ
ることを確認します。

15. [OK]をクリックします。

16. [編集] --> [プロパティ] をクリックし、行の高さと幅を 小に設定します。

17. [ファイル] --> [上書き保存] をクリックして、テンプレートを保存します。 

デフォルトで、テンプレートはモデルフォルダの下の\markフォルダ

に、.tplファイルとして保存されます。必要に応じて、このテンプレートを

他のモデルにコピーできます。

18. Tekla Structures で、[マーク内容 - テンプレート]ダイアログボックスの[リスト
の更新]をクリックして、作成したテンプレートを表示します。

19. テンプレートを選択し、[OK]をクリックします。

20. 後で使用できるように、一意の名前でマークプロパティを保存します。

21. 単品図、製品図、キャストユニット図[保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

22. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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参照項目

例 1: 個々の値フィールドとテキスト要素を含むマークテンプレートを作成する
(840 ページ)

自動マークへのシンボルの追加
どのタイプのマークでも、シンボルを追加できます。使用するシンボルファイルお
よびマークに追加するシンボルを選択できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材マーク] をクリックします。

5. マーク プロパティで、[フィールド一覧] リストの [シンボル] をダブルクリッ
クします。

6. [マーク内容 - シンボル] ダイアログ ボックスで、[ファイル] ボックスの横の
[選択...] をクリックして、使用するシンボル ファイルを選択します。

7. ファイルを選択したら、[番号]ボックスの横の [選択...] ボタンをクリックし、
使用するシンボルを選択します。

8. [OK] をクリックします。 

Tekla Structures により、シンボルファイル名と、フィールド一覧におけるシン
ボルの番号が追加されます。

9. 後で使用できるように、一意の名前でマークプロパティを保存します。

10. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティの変更を保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

11. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面へのシンボルの追加 (323 ページ)

詳細設定を使用したボルトマークのサイズの定義
特定の詳細設定を使用して、さまざまなタイプの図面に含まれるボルト マークの
[サイズ] 要素の内容を定義できます。
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ボルト マークの [サイズ] 要素の内容を変更するには、 [ファイル] メニュー --> 設
定 --> 詳細設定 --> マーク: ボルト に移動します。

注 • 一般図には、個別の詳細設定が用意されています。

• 以下の表に示された詳細設定に対して行われた変更は、影響するボルトマ
ークを変更した場合に限り、作成した新しい図面にのみ行われます。

目的 操作

長孔マーク(一般図)のサイズ要素の内容
を定義します。

詳細設定
XS_LONGHOLE_MARK_STRING_FOR_S
IZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_LONGHOLE_MARK_STRING_FOR_S
IZE_IN_GAの値を設定します。

現場ボルトについて、長孔マーク(一般
図)のサイズ要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SITE_LONGHOLE_MARK_STRING_
FOR_SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SITE_LONGHOLE_MARK_STRING_
FOR_SIZE_IN_GAの値を設定します。

工場ボルトについて、長孔マーク(一般
図)のサイズ要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SHOP_LONGHOLE_MARK_STRING_
FOR_SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SHOP_LONGHOLE_MARK_STRING_
FOR_SIZE_IN_GAの値を設定します。

孔マークのサイズ要素の内容を定義し
ます。

詳細設定
XS_HOLE_MARK_STRING_FOR_SIZE
の値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_HOLE_MARK_STRING_FOR_SIZE_
IN_GAの値を設定します。

現場ボルトについて、孔マークのサイズ
要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SITE_HOLE_MARK_STRING_FOR_
SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SITE_HOLE_MARK_STRING_FOR_
SIZE_IN_GAの値を設定します。
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目的 操作

工場ボルトについて、孔マークのサイズ
要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SHOP_HOLE_MARK_STRING_FOR_
SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SHOP_HOLE_MARK_STRING_FOR_
SIZE_IN_GAの値を設定します。

ボルトマークのサイズ要素の内容を定
義します。

詳細設定
XS_BOLT_MARK_STRING_FOR_SIZE
の値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_BOLT_MARK_STRING_FOR_SIZE_
IN_GAの値を設定します。

現場ボルトについて、ボルトマークのサ
イズ要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SITE_BOLT_MARK_STRING_FOR_
SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SITE_BOLT_MARK_STRING_FOR_
SIZE_IN_GAの値を設定します。

工場ボルトについて、ボルトマークのサ
イズ要素の内容を定義します。

詳細設定
XS_SHOP_BOLT_MARK_STRING_FOR_
SIZEの値を設定します。

一般図の場合は、詳細設定
XS_SHOP_BOLT_MARK_STRING_FOR_
SIZE_IN_GAの値を設定します。

上記の詳細オプションの値として、テキストと以下のオプションとの任意の組み合
わせを使用できます。 各オプションを%記号で囲んでください。 特殊文字を使用
するには、円記号(\)に続けて ASCII 番号を入力します。 オプションを任意の順序
で使用して、計算を実行できます。

• BOLT_NUMBER
• DIAMETER
• LENGTH
• HOLE_DIAMETER
• LONG_HOLE_X
• LONG_HOLE_Y
• LONGHOLE_MIN(長孔寸法のうち、短い方の寸法)

• LONGHOLE_MAX(長孔寸法のうち、長い方の寸法)

• BOLT_STANDARD

自動図面設定の定義 846 マークの定義



• BOLT_MATERIAL
• BOLT_ASSEMBLY_TYPE
• BOLT_COUNTERSUNK
• BOLT_SHORT_NAME
• BOLT_FULL_NAME

例

詳細オプションの使用例:
XS_LONGHOLE_MARK_STRING_FOR_SIZE=D%HOLE_DIAMETER%
(%HOLE_DIAMETER+LONGHOLE_X%x%HOLE_DIAMETER+LONGHOLE_Y%)
XS_SITE_HOLE_MARK_STRING_FOR_SIZE=D%HOLE_DIAMETER%
計算の場合、演算子(+、-、*、/)を"%"記号の外側に入力しないように注意してくだ
さい。

正: %OPTION1*OPTION2%
誤: %OPTION1%*%OPTION2%
たとえば、OPTION1が 5.0 で、OPTION2が 3.0 の場合、上記の入力例の結果はそ

れぞれ"15"(正)と"5*3"(誤)になります。

自動鉄筋マークへの解説図の追加
鉄筋マークに鉄筋の解説図を追加して、図面に鉄筋の形状と寸法を表示できます。

解説図は、自動作成と手動作成の両方の鉄筋マークに追加できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. キャスト ユニット図: 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリック
し、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリック
します。

4. 鉄筋マーク をクリックします。

5. [フィールド一覧] リストで [解説図] 要素をダブルクリックして鉄筋マークに
追加します。

6. [解説図] ダイアログ ボックスで、[倍率] の縮小/拡大オプションを選択します。

• [自動] を選択すると、解説図が自動的にスケーリングされます。
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• [均等] と [個別] では、入力された値に従って解説図をスケーリングしま
す。

引出し図の縮尺は図面ビューの縮尺を基準としています。たとえば、図面
ビューの縮尺が 1/10 で引出し図の縮尺が 2 の場合、引出し図の実際の縮尺
は 1/5 になります。

7. [回転]で、解説図の回転を選択します:[自動]、[平面]、または [3D]。解説図が
3D で、[自動] を選択した場合、Tekla Structures は解説図を自動的に 3D で表示
します。

8. [端部マーク] で、解説図での鉄筋端部の形状を定義します。

9. 引出し図で鉄筋の寸法を表示するには、[寸法] を選択します。

10. 解説図に鉄筋フックをより明瞭に表示するには、[強調] を選択します。

11. [曲げ半径] を選択し、曲げ半径を曲げロールの直径として表示します。

12. 引出し図で鉄筋の曲げ角度を表示するには、[曲げ角度] を選択します。

13. 鉄筋のカプラーと端部アンカーを表すグラフィック シンボルを解説図に表示
するには、[カプラー/端部アンカー シンボル] を選択します。

14. 解説図で寸法の代わりにプレースホルダーを表示するには、[プレースホルダ
ー] を選択します。

15. [OK] をクリックします。

16. 後で使用できるように、一意の名前でマーク プロパティを保存します。

17. キャスト ユニット図: [保存する] をクリックしてビュー プロパティの変更を
保存し、[閉じる] をクリックして図面プロパティに戻ります。 

一般図 [OK] をクリックします。

18. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

曲げ半径が表示された 3D 解説図:
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寸法の代わりに表示されるプレースホルダー:

ヒ
ン
ト

解説図の引出し線の長さ、色、線種、または表示方法を変更するには、詳細設定 
XS_SYSTEM で定義されているシステム フォルダーにある (982 ページ) ファイルを

開き、次の行を編集します。PullOutLeaderLineMinLength、PulloutColor、
PulloutVisibleLinetype、および PulloutRepresentation です。

参照項目

鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素 (955 ページ)

8.7 図面の基準線の定義
すべてのタイプの図面で基準線を表示できます。ラベルの表示と可視性、ラベルフ
レーム、および基準線を変更できます。
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参照項目

図面内の基準線 (522 ページ)

自動基準線プロパティの定義 (850 ページ)

基準線プロパティ (996 ページ)
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自動基準線プロパティの定義
単品図、製品図、およびキャストユニット図の図面基準線プロパティは、ビューご
とに個別に変更できます。一般図では、ビューレベルと図面レベルの両方で基準線
プロパティを変更できます。現在開いている図面内の個々の基準線プロパティを
変更することもできます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. 基準線 をクリックします。

5. 必要に応じて基準線プロパティを変更します。

6. 単品図、製品図、キャスト ユニット図: [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存し、[閉じる] をクリックします。 

一般図: [OK] をクリックします。

7. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ヒント 詳細設定およびを使用して、基準ラベルをさらに調整できます。

参照項目

基準線プロパティ (996 ページ)

8.8 図面部材と隣接部材の定義

図面内の部材と隣接部材は建築オブジェクトで、実際の構造内に存在するもの、ま
たはその構造に密接に関連するものです。

部材と隣接部材には描画プロパティがあり、それらはその部材が図面にどのように
表示されるかに影響します。

目的 詳細情報のリンク

部材に表示する内容と部材の表示方法
を定義する

自動図面部材プロパティの定義
(852 ページ)

隣接部材に関して表示する内容と、隣接
部材の表示方法を定義する。また、隣接
部材のボルトを表示するかどうかを制
御することもできます。

自動隣接部材プロパティの定義
(856 ページ)

部材設定の変更例を確認する 例: 部材表示 (853 ページ)
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目的 詳細情報のリンク

部材マークを使用したり、マーク内に方
位を含めたり、方向マークと接合面記号
を表示することによって部材の方向を
示す

部材の方向の表示 (857 ページ)

部材および隣接部材プロパティを確認
および変更する

図面の部材および隣接部材のプロパテ
ィ (970 ページ)

自動図面部材プロパティの定義
部材に表示する内容と部材の表示方法を定義できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。.

4. 部材 をクリックします。

5. [内容] タブで、部材の表示について選択します。陰線、中心線、参照線を表示
するかどうか、またどの追加マークを表示するかを選択します。 

参照線とは、部材の作成に使用される点を結ぶ直線です。

[周囲ボックス] を使用すると図面表示が高速になるため、[周囲ボックス] は、
図面の表示速度が低下する原因となる多数のポリゴンを含む周囲ボックスを
使用する複雑なアイテムに適したオプションです。

6. [表示設定] タブで、線の色とタイプを選択します。 

中心線の色は、図面およびビュー レベルのみで変更でき、オブジェクト レベ
ルでは変更できません。中心線の場合、プロパティ ダイアログ ボックスでは
色の調整のみが可能で、タイプは調整できません。部材の中心線の線タイプを
調整するには、詳細設定 XS_CENTER_LINE_TYPE を使用します。

7. [塗りつぶし] タブで、部材と断面の塗りつぶしオプションを設定します。

8. 図面タイプに応じて、次のいずれかを行います。 

• 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プ
ロパティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻り
ます。

• 一般図[OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。
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参照項目

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

例: 部材表示 (853 ページ)

例: 部材表示

以下の例は、[ビュープロパティ] ダイアログ ボックスで選択した設定に従って部
材およびアイテムがどのように表示されるかを示しています。

設定 例

部材とアイテムの [オブジ
ェクトの表示設定] を [ア
ウトライン] に設定。
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設定 例

[オブジェクトの表示設
定] を [正確] に設定。

[追加マーク] で [角処理
（面取り）] チェック ボッ
クスをオンにする。

[オブジェクトの表示設
定] を [シンボル] に設定。
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設定 例

[オブジェクトの表示設
定] を [シンボルと部分プ
ロファイル] に設定。

部分プロファイル設定の
[長さ] と [中心点からのオ
フセット] を変更できま
す。右の 初の例では、デ
フォルト値が使用されて
います。2 番目の例では、
長さとオフセットが調整
されています。

[オブジェクトの表示設
定] を [周囲ボックス] に
設定。

[オブジェクトの表示設
定] を [周囲ボックス] に
設定。

[オブジェクトの表示設
定] を [基本ボックス] に
設定。
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設定 例

[オブジェクトの表示設
定] を [正確] に、[シンボル
オフセット] を [0.00] に
設定。

[中心線] チェック ボック
スをオンにする。

[オブジェクトの表示設
定] を [正確] に、[シンボル
オフセット] を [10.00]
に設定。

[中心線] チェック ボック
スをオンにする。

[陰線] チェック ボックス
をオフにする。

[陰線] チェック ボックス
をオンにする。

[自部材陰線] チェック ボ
ックスをオンにする。

1. 他部材の [陰線] が表
示されます。

2. メイン部材の [自部材
陰線] が表示されま
す。

参照項目

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

自動図面部材プロパティの定義 (852 ページ)

自動隣接部材プロパティの定義
隣接部材に関して表示する内容と、隣接部材の表示方法を定義できます。また、隣
接部材のボルトを表示するかどうかを制御することもできます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。
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3. 単品図、製品図、キャストユニット図左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. 隣接部材 をクリックします。

5. [表示・非表示] タブで目的の表示オプションを選択します。 

• 詳細については、「Show neighbor parts in drawings (692 ページ)」を参照して
ください。

6. [内容] タブで、隣接部材のボルト表示、陰線、中心線、参照線を表示するかど
うか、および表示する追加マークを選択します。 

参照線とは、部材の作成に使用される点を結ぶ直線です。

7. [表示設定] タブで、線の色とタイプを選択します。 

中心線の色は、図面およびビュー レベルのみで変更でき、オブジェクト レベ
ルでは変更できません。中心線の場合、プロパティ ダイアログ ボックスでは
色の調整のみが可能で、タイプは調整できません。

部材の中心線の線タイプを調整するには、詳細設定 XS_CENTER_LINE_TYPE
を使用します。

8. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

9. 一般図: [OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面部材と隣接部材の定義 (851 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

例: 部材表示 (853 ページ)

部材の方向の表示
部材の方向マークは、製品およびキャスト ユニットの架設方向を示します。部材
の方向は、多くの方法で示すことができます。たとえば、部材マークを使用した
り、マーク内に方位を含めたり、方向マークや接合面記号を表示したりできます。

マークの配置設定、引出し線のタイプ、事前定義されたマーク位置と部材の方向設
定、部材のモデリング方向、図面保護設定がマークの位置に与える影響を確認する
には、「マーク配置 (822 ページ)」を参照してください。

一般図での方向マークとしての部材マークの使用
一般図では、製品図と同じ端部に部材マークが表示されます。同じ製品位置の部材
は、常に同じ端部にマークが表示されます。
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1. [図面とレポート] --> [図面プロパティ] --> [製品図] を選択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 製品図プロパティで、 [ビューの作成] --> [属性] をクリックし、[座標系] を [部
材 (全体方向性)] または [全体] に設定します。 

[ファイル] メニュー --> [設定] --> [オプション] --> [方向マーク] の [ビュー方
向] の設定を有効にするには、[部材 (全体方向性)] または [全体] を使用する必
要があります。

4. [上書き保存]をクリックしてプロパティを保存し、[閉じる]をクリックしてダ
イアログボックスを閉じます。

5. モデルで、 [図面とレポート] --> [ナンバリング設定] --> [ナンバリング設定] を
クリックして、[梁方向] チェック ボックスと [柱方向] チェック ボックスをオ
フにします。 

こうすると、部材方向に関係なく、類似の製品には同じ番号が割り当てられま
す。

6. [ファイル] メニュー --> [設定] --> [オプション] --> [方向マーク] に移動して、
次のオプションを設定します。 

• 梁、ブレース、および柱に対して、希望する[ビュー方向]を設定します。

• [一般図の柱マークを中心に配置]を[いいえ]に設定します。

• [梁とブレースの優先する配置]を[左]または[右]に設定します。

優先する配置により、マークが配置される端部が決まります。

7. [OK]をクリックします。

8. [図面とレポート] --> [図面プロパティ] --> [一般図] --> [部材マーク] --> [一般]
から引き出し線タイプを確認します。 

次のいずれかの設定を使用して、部材の中央ではなく部材の端部の近くにマー
クを配置します。

9. [上書き保存]をクリックして図面プロパティを保存し、[OK]をクリックしてダ
イアログボックスを閉じます。

10. 変更した設定を使用して製品 (または単品) 図を作成します。 

先に図面を作成していない場合、上面が定義されている場合を除いて、 も小
さい ID を持つ部材のモデリング方向が使用されます。

11. 一般図は、変更した設定を使用して作成します。

注 • 一般図では、キャストユニットマークは製品マークと同様に動作します。
ただし、部材の[ユーザー定義情報]ダイアログボックスの[パラメータ]タブ
で、[図面の固定メインビュー]が[正面]または[背面]に設定されている場合
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を除きます。これらが設定されていると、部材マークが端部に配置されま
す。

• 部材のもう一方の端部にもマークが配置されるように製品図を更新した場
合は、対応する一般図内のマークを必ず手動で更新してください。 Tekla
Structures では、この更新は自動的には行われません。

• 詳細設定 XS_UPSIDE_DOWN_TEXT_ALLOWED を TRUE に設定した場合、

テキストの読み方向が部材の取り付け方向になります。

例

次のように、部材マークはスチフナー側に配置されます。

次のように、梁の方向に関係なく、マークは同じ側に配置されます。
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部材マークへの方位の表示
部材マークに正面の方位情報を含めることができます。マークをどこに追加また
は移動しても、正面の方位は変わりません。正面の方位は、マークが表示される正
面の方位(北、東、南、西)を示します。

制限事項: Tekla Structures では、同一の製品位置番号またはキャスト ユニット位置
番号を持つすべての製品またはキャスト ユニットの方向が同じ場合のみ、正面の
方位が示されます。

1. モデルで北の方向はどちらかを、[ ファイル --> 設定 --> オプション --> 方向マ
ーク ] をクリックして [モデルの北（グローバル X から半時計周りの角度)] で
確認します。 

[オプション] ダイアログ ボックスの方向マーク設定の詳細については、
「Settings in the Options dialog box」を参照してください。

2. モデル内で、[ 図面とレポート --> ナンバリング設定 ] をクリックして [柱配
置] チェック ボックスを選択します。 

こうすると、Tekla Structures により方向の異なる 2 本の類似した柱の部材マー
クに正面の方位が示されます。

3. 目的の製品またはキャスト ユニット図ビュー プロパティで [部材マーク] を
クリックして、部材マークに [正面の方位] 要素を挿入します。

これで、製品図またはキャストユニット図で部材マークに正面の方位が表示される
ようになります。

ヒン
ト

一般図で方位を表示するには、[ ファイル --> 設定 --> オプション --> 方向マーク ]
に移動し、[一般図の柱マークを中心に配置] を [いいえ] に設定します。

方向マーク (北マーク) の表示
方向マークまたは北マークを使用して、製品の架設方向を示すことができます。三
角形を円で囲んだマークがデフォルトの方向マークとして使用されます。

1. [図面とレポート] タブで、 [図面プロパティ] --> [製品図] をクリックします。
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2. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

3. 部材 --> 内容 をクリックし、[方向マーク] チェック ボックスをオンにします。

4. ビュー プロパティを保存し、[閉じる] をクリックします。

5. 製品図プロパティを保存し、[OK] をクリックします。

6. 必要に応じて、Tekla Structures がどの部材を柱、ブレース、または梁として扱
うかを定義するには、 ファイル メニュー --> 設定 --> オプション --> 方向マー
ク --> スキューの許容値 でスキューの許容値を設定します。

7. 次の詳細設定を使用して方向マークを調整します。 

• XS_ORIENTATION_MARK_DIRECTION

• XS_ORIENTATION_MARK_MOVE_DIST_FOR_BEAMS

• XS_ORIENTATION_MARK_MOVE_DIST_FOR_COLUMNS

• XS_NORTH_MARK_SYMBOL

• XS_HIDDEN_NORTH_MARK_SYMBOL

• XS_NORTH_MARK_SCALE

• XS_GA_NORTH_MARK_SYMBOL (一般図)

• XS_GA_HIDDEN_NORTH_MARK_SYMBOL (一般図)

• XS_GA_NORTH_MARK_SCALE (一般図)

8. 製品図を作成します。

各部材に対して、Tekla Structures は次のように方向マークを作成します。

• 梁の上フランジの、 も北または XS_ORIENTATION_MARK_DIRECTION で定

義された方向に近い端部 (下図の部材 1 および 2 を参照)

• 柱の下端で、 も北または XS_ORIENTATION_MARK_DIRECTION で定義され

た方向に近い端部 (下図の部材 4 を参照)

• ブレースのフランジの、 も北または XS_ORIENTATION_MARK_DIRECTION
で定義された方向に近い端部 (下図の部材 3 A および B を参照)
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ヒント 製品図に含まれる単品ビューで方向マークを表示するには、詳細設定 を TRUE に
設定します。

接合面記号の表示
製品図で記号を使用して、部材が接合される部材の側面を示すことができます。

1. [図面とレポート] --> [図面プロパティ] --> [製品図] を選択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

4. [部材]をクリックします。

5. [コンテンツ]タブで、[接合面記号]チェックボックスをオンにします。

6. [保存する] をクリックしてビュー プロパティを保存します。

7. [閉じる]をクリックします。

8. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。 

ヒ
ン
ト

必要に応じて、詳細設定 XS_CONNECTING_SIDE_MARK_SYMBOL で接合面記号を

変更し、XS_MIN_DISTANCE_FOR_CONNECTING_SIDE_MARKで接合面記号を描く

かどうかを制御できます。
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8.9 図面ボルトの定義
ボルトは、部材や製品を固定するため、またはそれらに接合するための接続オブジ
ェクトです。図面でのボルトの表示方法を変更できます。

目的 詳細情報のリンク

図面でのボルトの表示方法を変更する Setting automatic bolt properties in
drawings (863 ページ)

独自のボルトシンボルを作成する カスタマイズしたボルトシンボルの作
成 (864 ページ)

さまざまなボルトの設定例を確認する 例: ボルト表示 (864 ページ)
ボルトプロパティを確認する 図面のボルトの内容と表示のプロパテ

ィ (975 ページ)

図面の自動ボルトプロパティの定義
ボルトに表示する内容とボルトの表示方法を定義できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. ボルト をクリックします。

5. [内容] タブで、ボルト表示、ボルト シンボルの内容、およびメイン部材にお
けるボルトの表示・非表示を選択します。 

製品およびキャスト ユニット図の場合、副部材およびサブアセンブリにおけ
るボルトの表示・非表示も設定できます。

6. [表示設定] タブで、ボルトの色を選択します。

7. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

8. 一般図: [OK] をクリックします。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面ボルトの定義 (862 ページ)

図面のボルトの内容と表示のプロパティ (975 ページ)

例: ボルト表示 (864 ページ)
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カスタマイズしたボルトシンボルの作成
シンボルエディタで独自のボルトシンボルを作成して図面で使用できます。Tekla
Structures に用意されているものと異なるボルトシンボルが必要な場合のみ、ボル
トシンボルを作成する必要があります。

1. シンボルファイル ud_bolts.symをシンボルフォルダ(通常は、..\Tekla
Structures\<version>\environments\common\symbols\フォルダ)
に保存します。

2. メモ帳などのテキストエディタを開きます。

3. 以下の 3 項目の情報を複数行に記述したテキスト ファイルを作成します。 

• 初の項目として、ボルトセット名を記述します。

• 2 番目の項目として、ボルト径を記述します。

• 3 番目の項目として、シンボルファイル名とシンボル番号を@文字で区切
って記述します。

ファイル内容の例:
7990 24 ud_bolts@1
7990 25 ud_bolts@2
このテキストファイルで定義したボルトセット名と径のボルトに対して、
Tekla Structures により図面内でユーザー定義のボルトシンボルが使用され
ます。

4. ファイルを bolt_symbol_table.txtという名前で保存します。

5. 次のように、ファイル名を詳細設定 
XS_USER_DEFINED_BOLT_SYMBOL_TABLE の値として、[ ファイル メニュー

--> 設定 --> 詳細設定 --> マーク: ボルト ] で設定します。 
XS_USER_DEFINED_BOLT_SYMBOL_TABLE=bolt_symbol_table.txt
ボルト定義ファイルのフル パスを入力することもできます。パスを指定しな
い場合、Tekla Structures によりモデル、企業、プロジェクト、システムの各デ
ィレクトリでファイルで検索されます。

6. 独自のボルト シンボルを使用するには、図面ビュー プロパティ ダイアログ ボ
ックスで [ ボルト --> 内容 --> ボルトシンボル --> ユーザー定義シンボル ] を
クリックします。

参照項目

図面ボルトの定義 (862 ページ)

例: ボルト表示
図面にボルトを表示するには、いくつかの表示オプションを使用できます。
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[ボルトシンボル] リストからオプションを選択できます。以下にいくつかの選択
例を示します。

ボルトが工場のボルトなのか現場ボルトなのかによって、さらにどのタイプのシン
ボルが xsteel.sym ファイルで定義されているかによって、ボルトの表現が異な

る場合があることに注意してください。

設定 例

ソリッド

正確ソリッド

シンボル

シンボル 2
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設定 例

シンボル 3 工場ボルトの例:

DIN シンボル

参照項目

図面ボルトの定義 (862 ページ)

図面のボルトの内容と表示のプロパティ (975 ページ)

8.10 図面での塗りつぶしの定義
部材面、部材断面、または図面形状 (円、ポリゴンなど) でハッチングを使用して、
さまざまな材質を示します。

自動図面設定の定義 866 図面での塗りつぶしの定義



ハッチングは、詳細設定 XS_INP で定義されているフォルダーにある

hatch_types1.pat ファイルに保存されています。仕上げ材にハッチング パタ

ーンを使用することもできます。

ハッチング パターンを Tekla Structures に追加することもできます。

• hatch_types1.pat ファイルにカスタム ハッチング パターンを追加するに

は、「独自のハッチング パターンを定義する方法」を参照してください。

• (たとえば、CAD ソフトウェアで作成された) ハッチング パターン ファイルを
使用している場合、変更を少し変更して Tekla Structures .pat ファイルに追加

できます。「カスタム塗りつぶしパターンの追加」を参照してください。

参照項目

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
(867 ページ)

図面内の色 (534 ページ)

図面での自動仕上げ材の定義 (875 ページ)

例: 断熱材の塗りつぶしパタン (873 ページ)

自動図面ハッチングの塗りつぶしパターンの設定 (.htc) (871 ページ)

仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc) (977 ページ)

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶ
し) を追加する
図面の部材、隣接部材、断面、およびスケッチ オブジェクトにハッチングを塗り
つぶしとして使用することができます。自動ハッチングまたは手動ハッチングを
使用することができます。
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制限事項

ハッチングでの背景色の使用には、以下の制限があります。

• 背景色はハードウェアのハッチングとは連動していません。

• 自動ハッチングを使用できる場合、背景色には効果がありません。背景色は、
材質タイプで自動ハッチングが定義されていない場合のみ変更できます。

塗りつぶしを部材に追加するには、次のようにします。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [部材] をクリックし、[塗りつぶし] タブに移動します。

5. [タイプ] リストからハッチングを選択します。[自動] または手動ハッチング
パターンを選択します。 

ハッチングをプレビューするには、[タイプ] リストの横の [...] ボタンをクリッ
クします。

[ハッチング] ウィンドウで目的のハッチングをダブルクリックして選択する
こともできます。

[自動] を選択すると、Tekla Structures により、ハッチング スキーマ ファイル
(871 ページ) (.htc) で定義されているハッチングが使用されます。図面タイ

プごとに独自のスキーマ ファイルがあります。

Tekla Structures が使用するスキーマ ファイルの名前 (871 ページ)は、[詳細設
定] ダイアログ ボックスの [ハッチ（塗りつぶし）] カテゴリーで定義します。
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6. ハッチングの色 (534 ページ)を [色] ボックスで定義します。

7. ハッチングの背景色を [背景] ボックスで定義します。 

背景色を定義するには、 初にハッチングを選択する必要があります。

8. [縮尺] で、塗りつぶしの縮小/拡大および回転に対して自動処理を使用するか
カスタム処理を使用するかを選択します。 

縮小/拡大と回転の自動化を選択すると、Tekla Structures により、ハッチングが
プロファイル サイズに合わせて自動的に縮小/拡大されるので、それぞれの図
面を手動で編集する必要がありません。縮小/拡大および回転に対して [カス
タム] を選択した場合は、以下の操作を行います。

• [x 方向の倍率] と [y 方向の倍率] に縮尺を入力し、必要に応じて [縦横比を
固定する] を選択します。

• [角度] ボックスに回転の角度を入力します。水平の角度は 0.0 で、垂直の

角度は 90.0 です。

9. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

10. 一般図:[OK] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

11. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

例

以下の例では、断面に対して次のハッチング オプションが選択されています。

縮尺:カスタム

x 方向の倍率:0.25

y 方向の倍率:0.50

[縦横比を固定する] が選択されている。

角度:10.00
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現場打ちおよびプレキャストのハッチングでは、キャスト ユニット種別に応じて
異なる自動ハッチングが使用されます。コンクリート部材プロパティで適切なキ
ャスト ユニット種別を選択する必要があります。

注 図面にハッチングが表示されない場合は、セッション履歴ログに次のメッセージがな
いか確認します。

「重要な警告: クリッピングされた部材 ID: XXXX が 2 番目のフォール バックを使用
して作成され、オーバーラップのある体積と面積を含んでいる可能性があります。」

「重要な警告: 現場打ちコンクリート ID: XXX が 2 番目のフォール バックを使用して
作成され、オーバーラップのある体積と面積を含んでいる可能性があります。」

通常、部材またはカットをいずれかの方向に少し (1 mm 程度) 動かすだけで十分です。
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ハッチングに関連する詳細設定

参照項目

図面での塗りつぶしの定義 (866 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

自動図面ハッチングの塗りつぶしパターンの設定 (.htc) (871 ページ)

自動図面ハッチングの塗りつぶしパターンの設定 (.htc)
ハッチングスキーマファイル (.htc) で、図面の材質タイプおよび名前に対して塗

りつぶしパターンを定義します。各図面タイプ (一般図、製品図、単品図、および
キャスト ユニット図) に独自のスキーマ ファイルがあります。

スキーマ ファイルで定義されている塗りつぶしパターンは、部材または形状のプ
ロパティの [塗りつぶし] ページで、[タイプ] が [自動] に設定されている場合に使
用されます。

ハッチングスキーマファイルの名前と場所

Tekla Structures が各図面タイプに使用するスキーマ ファイルの名前は、[詳細設定]
ダイアログ ボックスの [ハッチ（塗りつぶし）] カテゴリーで定義します。

• XS_DRAWING_GA_HATCH_SCHEMA=general.htc
• XS_DRAWING_ASSEMBLY_HATCH_SCHEMA=assembly.htc
• XS_DRAWING_SINGLE_PART_HATCH_SCHEMA=single.htc
• XS_DRAWING_CAST_UNIT_HATCH_SCHEMA=cast_unit.htc
デフォルトのスキーマファイルは ..\Tekla Structures\<version>
\environments\common\system フォルダにあります。環境固有のスキーマ

ファイルは、環境の下にあります。ファイルの正確な場所は、環境ファイルのフォ
ルダー構成によって異なることがあります。

スキーマファイル構文

材質タイプ、キャストユニット種別、材質名、ハッチング名、縮尺、色、自動縮
小/拡大および回転

例:
CONCRETE,,hardware_SOLID,,120 (グレー階調)

CONCRETE,Precast,C25/30,CONC,0.3,1 ("従来" のプレキャストコンクリー

ト)

CONCRETE,CIP,C25/30,CONCRE,0.3,1 ("従来" の現場打ちコンクリート)

CONCRETE,,CROSS,2,1 (小さな十字)
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MISCELLANEOUS,Insulation,HARD_INS1,1,,1 (直線)

MISCELLANEOUS,Insulation,SOFT_INS,1,,1 (丸めた線)

MISCELLANEOUS,Insulation,SOFT_INS2,1,,1 (完全な丸)

cast_unit.htc ファイルの例を表示するには、cast_unit.htc をクリックしてくだ

さい。

オプション 説明

材質タイプ STEEL, CONCRETE, TIMBER,
MISCELLANEOUS (大文字と小文字が区

別されます)
Cast unit type Precast または CIP。部材プロパティ

で、コンクリート部材のキャスト ユニッ
ト種別を定義する必要があります。

材質名 モデル内の部材プロパティで定義した
部材の材質名。

材質名の文字数の上限は、32 文字です。

ハッチング名 塗りつぶしパターン名および関連する
塗りつぶしパターンを確認するには、
[部材] プロパティの [塗りつぶし] タブ
に移動し、[タイプ] リストから塗りつぶ
しパターンを選択して、リストの横の
[...] ボタンをクリックします。次にパタ
ーンをクリックして、その名前を [タイ
プ] リストで確認します。選択された塗
りつぶしパターンは、赤枠でマークされ
ます。塗りつぶし名は大文字と小文字
が区別されます。

ハッチング パターンを使用しない場合
は、スキーマ ファイルのハッチング名フ
ィールドを空白のままにします。

色 黒: 0 (デフォルト)

白: 1

赤: 2

緑: 3

青: 4

シアン: 5

黄: 6

マゼンタ: 7

特殊: 120 (グレー階調でこの色を使用す
る)
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オプション 説明

グレースケール 1: 130

グレースケール 2: 131

グレースケール 3: 132

グレースケール 4: 133

塗りつぶし色によって、プリンターの線
幅が定義されます。スキーマ ファイル
にハッチング色が定義されていない場
合、Tekla Structures によりデフォルト色
の黒 (0) が使用されます。選択したプリ
ンターの設定に応じてカラーまたはグ
レースケールで出力される特殊色を使
用するには、.htc ファイル内の色番号

を 120 に設定します。

特殊な色 120 のグレー階調を調整する
には、次の詳細設定を使用します。

XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_R

XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_G

XS_HATCH_SPECIAL_COLOR_B
縮尺 縮尺の値は、Tekla Structures によりハッ

チングの縮小/拡大を設定するために使
用されます。

Automatic scaling and
rotation

自動的な縮小/拡大および回転では、自
動的な縮小/拡大および回転を使用する
かどうかを定義します。

TRUE: 1

FALSE: 0 (デフォルト)

自動縮小/拡大および回転には、付加的
な処理が必要になるため、必要な場合に
のみ使用してください。

参照項目

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
(867 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)
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例: 断熱材の塗りつぶしパタン

以下の塗りつぶしタイプで断熱材を表すことができます。

これらの塗りつぶしタイプは拡大および回転できます。

塗りつぶし名 パタン

HARD_INS1

SOFT_INS

SOFT_INS2

パタンのプレビュー

縮尺が調整され、回転されたパターンをプレビューするには、[タイプ] ボックスの
横の [...] ボタンをクリックします。

参照項目

図面での塗りつぶしの定義 (866 ページ)

8.11 図面仕上げ材の定義
Tekla Structures モデルで鋼材およびコンクリート部材にさまざまなタイプの仕上
げ材を追加し、図面に表示できます。
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各仕上げ材タイプで使用する塗りつぶしパタンのプロパティは、surfacing.htc
ファイルで定義されます。図面とレポートで使用されるすべての仕上げ材コード
がリストされた product_finishes.datコードファイルも必要です(「Tile
Surface 1」の場合は「TS1」など)。

参照項目

図面での自動仕上げ材の定義 (875 ページ)

図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ (976 ページ)

仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc) (977 ページ)

図面での自動仕上げ材の定義
図面で仕上げ材に関して表示する内容と表示方法を定義できます。

Tekla Structures により仕上げ材に追加される塗りつぶしパターンは、モデル内の仕
上げ材プロパティで選択されている仕上げ材のタイプと、仕上げ材塗りつぶしパタ
ーン プロパティ ファイル surfacing.htc で定義されている塗りつぶしプロパ

ティによって決まります。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. 仕上げ材 をクリックします。

5. [内容] タブで、仕上げ材表示を選択します。仕上げ材パターン、陰線、および
独自の陰線を表示するかどうかを選択します。

6. [表示設定] タブで、可視線および陰線の色とタイプを選択します。
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7. 一般図: [OK] をクリックします。

8. [仕上げ材マーク] をクリックして、マークに含める要素を追加し、必要に応じ
てマークの表示設定を調整します。

9. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

10. 一般図: [OK] をクリックします。

11. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面での自動仕上げ材の定義 (875 ページ)

図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ (976 ページ)

仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc) (977 ページ)

図面での塗りつぶしの定義 (866 ページ)

8.12 図面溶接の定義
図面を作成する前に、図面で使用する自動溶接設定を定義できます。図面を作成し
た後は、開いている図面で設定を変更できます。

単品図と製品図を作成する前に、モデル溶接記号に関する表現、表示・非表示、表
示設定のプロパティを定義 (993 ページ)できます。一般図の表現設定は、ビュー
レベルとオブジェクトレベルのみで定義でき、図面レベルでは定義できません。

参照項目

図面の自動モデル溶接記号プロパティの定義 (876 ページ)

図面内の溶接 (480 ページ)

図面の自動モデル溶接記号プロパティの定義
図面を作成する前に、図面でのモデル溶接記号の表示方法を定義できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. 単品図と製品図: 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変
更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックしま
す。

4. 溶接 をクリックします。

5. [内容] タブで、表示・非表示の設定を定義します。 
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• [溶接] および [サブアセンブリ内の溶接] で、[表示しない]、[現場溶接]、
[工場溶接]、または [両方] を選択します。

• [表示する 小サイズ] の値を指定します。指定したサイズ以下の溶接が図
面から除外されます。

図面内に規格外の溶接だけを表示する場合に役立ちます。

溶接サイズを正確なサイズとして扱うか、 小値として扱うかを設定する
には、詳細設定の XS_WELD_FILTER_TYPE を使用します。

標準溶接タイプを除外するには、詳細設定の XS_OMITTED_WELD_TYPE を
使用します。

製品図および単品図プロパティ (898 ページ)の [ビューの作成] ページの
下部では、図面内のすべてのビューの [表示する 小サイズ] を一度に設定
することもできる点に注意してください。

• [表示] で、[アウトライン] または [パス] を選択し、必要に応じて [陰線] と
[自部材陰線] をオンにします。

6. [表示設定] タブで、必要に応じて色と線を変更します。

7. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

8. 一般図 [OK] をクリックします。

9. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

参照項目

図面のモデル溶接プロパティ (993 ページ)

図面におけるモデル溶接マークの表示/非表示と表示設定のプロパティ (964 ペー
ジ)

8.13 図面現場打ちコンクリート部材の定義
図面を作成する前に、図面で使用する自動現場打ちコンクリート部材設定を定義で
きます。図面を作成した後は、開いている図面で現場打ちコンクリート部材設定を
変更できます。

図面に現場打ちコンクリート部材と打ち継ぎを表示するかどうかを選択したり、目
的の現場打ちコンクリート部材および打ち継ぎの内容と表示設定を定義できます。
現場打ちコンクリート部材の場合は、目的の塗りつぶしを定義することもできま
す。また、図面に自動現場打ちコンクリート部材マークを追加することもできま
す。

これらの設定は、開いている図面でも変更できます。

詳細については、「Show pour objects, pour marks and pour breaks in drawings (878 ペ
ージ)」を参照してください。
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参照項目

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)

図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打
ち継ぎのプロパティ (988 ページ)

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
(867 ページ)

現場打ちコンクリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ちコ
ンクリート打ち継ぎの図面での表示
現場打ちコンクリートと現場打ちコンクリート打ち継ぎを一般図に表示すること
ができます。自動現場打ちコンクリート マークを追加することもできます。

現場打ちコンクリート部材管理を有効にしていることを確認してください(詳細設
定 XS_ENABLE_POUR_MANAGEMENTを TRUEに設定します)。

現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎ
を自動的に表示するには、その表示設定を変更し、現場打ちコンクリート部材マー
クを追加します。

1. [図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. プロパティ ダイアログ ボックスで、[ビュー...] ボタンをクリックし、[図面に
現場打ちコンクリートを表示] を [はい] に設定して [OK] をクリックします。

4. プロパティを変更するには、[現場打ちコンクリート...] ボタンをクリックしま
す。 

• [内容] タブ:[オン]または[オフ]をクリックして、陰線と自部材陰線、および
角処理 (面取り) を表示するかどうかを選択します。

• [表示設定] タブ:可視線および陰線の色とタイプを設定します。

• [塗りつぶし] タブ:現場打ちコンクリート部材の表面や現場打ちコンクリ
ート部材オブジェクトの断面の塗りつぶしを選択します。

5. [OK] をクリックします。

6. [現場打ちコンクリート マーク...] ボタンをクリックし、マークの内容と表示設
定を選択して、[OK] をクリックします。

7. [コンクリートの打ち継ぎ...] ボタンをクリックし、[表示・非表示] を [表示] に
設定して [OK] をクリックします。 

[表示・非表示] タブで、打ち継ぎの陰線を表示するかどうかを選択することも
できます。[表示設定] タブでは、打ち継ぎの可視線および陰線の色とタイプを
変更できます。

8. その他のプロパティを必要に応じて設定します。たとえば、[鉄筋...] をクリッ
クし、[鉄筋表示] を [表示] に設定して、鉄筋を現場打ちコンクリートの図面に
表示します。
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9. 変更されたプロパティを保存し、[OK] をクリックします。 

これで、変更したプロパティを使用して一般図を作成できます。現場打ちコン
クリート、現場打ちコンクリート マーク、および打ち継ぎがそれに応じて表
示されます。

現場打ちコンクリートの図面を開いて、図面、ビュー、およびオブジェクト
レベルでプロパティをさらに変更することもできます。

参照項目

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)

図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打
ち継ぎのプロパティ (988 ページ)

図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
(867 ページ)

8.14 図面鉄筋および溶接金網の定義
図面内に鉄筋および溶接金網を表示する方法は多数あります。図面を作成する前
に自動鉄筋および溶接金網設定を定義して、開いている図面で設定を調整できま
す。プロパティダイアログボックスで使用できるプロパティの変更に加えて、
rebar_config.inp設定ファイルでは、鉄筋加工図、鉄筋寸法の切り上げ/切り捨

て、使用されるシンボル、鉄筋の表示設定を変更することもできます。

詳細情報のリンク:

自動鉄筋および溶接金網プロパティの定義 (879 ページ)

例: 図面で鉄筋線を非表示にする (880 ページ)

例: 鉄筋表示 (881 ページ)

参照項目

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp) (982 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

自動鉄筋および溶接金網プロパティの定義
鉄筋と溶接金網に表示する内容、および鉄筋と溶接金網をキャスト ユニット図お
よび一般図に表示する方法を定義できます。これは、隣接鉄筋に対しても定義でき
ます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。
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3. 単品図、製品図、キャストユニット図 左側のオプション ツリーで [ビューの作
成] をクリックし、変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパテ
ィ] をクリックします。

4. [鉄筋] (または [隣接鉄筋]) をクリックします。

5. [鉄筋内容] タブで、鉄筋表示、鉄筋端部シンボル、および鉄筋と線の表示・非
表示を設定します。

6. [鉄筋表示] タブで、可視線および陰線の色とタイプを選択します。

7. [溶接金網内容] タブで、溶接金網表示、溶接金網シンボル、および溶接金網、
ワイヤー、鉄筋、および線の表示・非表示を設定します。

8. [溶接金網表示] タブで、可視線および陰線の色とタイプを選択します。

9. 一般図: [OK] をクリックします。

10. [鉄筋マーク] (または [隣接鉄筋マーク(単数)]) をクリックし、マークに含める
要素を追加して、マークの表示設定を調整します。

11. 単品図、製品図、キャストユニット図 [保存する] をクリックしてビュー プロ
パティを保存します。 [閉じる] をクリックして、図面プロパティに戻ります。

12. 一般図 [OK] をクリックします。

13. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ヒ
ン
ト

図面から離れた位置を示す鉄筋の表現設定を変更できます。シンボル ファイル
(bent.sym) を編集して、鉄筋の曲げシンボル (十字、円、塗りつぶされた円) をカス

タマイズできます。デフォルト環境では、このファイルは ..\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\\environments\common
\symbols フォルダーにあります。または、このフォルダーに新しいシンボル ファ

イル (例: my_new_symbols.sym) を作成し、次の文字列をファイルに入力すると、

rebar_config.inp (982 ページ) でそのシンボル ファイルを使用できるようになりま
す。BentSymbolFile=my_new_symbols.sym

参照項目

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp) (982 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

図面鉄筋および溶接金網の定義 (879 ページ)
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例: 図面で鉄筋線を非表示にする
キャストユニット図では、他の鉄筋および他の部材の背面にある鉄筋線を非表示に
できます。

以下の例では、[鉄筋] または [隣接鉄筋] プロパティの [鉄筋内容] タブで選択した
設定に従って鉄筋がどのように表示されるかを示しています。

設定 説明

[他部材による陰線] を選択する。鉄筋
線が他の部材の背後に隠れます。

[他鉄筋による陰線] を選択する。鉄筋
線が他の鉄筋線の背後に隠れます。

参照項目

自動鉄筋および溶接金網プロパティの定義 (879 ページ)

図面鉄筋および溶接金網の定義 (879 ページ)

例: 鉄筋表示

以下の例では、[鉄筋] または [隣接鉄筋] プロパティの [鉄筋内容] タブで選択した
表示オプションに従って鉄筋がどのように表示されるかを示しています。

設定 例

単線

単線、端部塗りつぶし
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設定 例

二重線

二重線、端部塗りつぶし

塗りつぶし線

棒

[外周]

参照項目

図面鉄筋および溶接金網の定義 (879 ページ)

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

図面の鉄筋セットの自動グループ化
鉄筋セット コマンドを使用して作成された鉄筋は、図面のマークや寸法設定のた
めに自動的にグループ化されます。自動グループ化は、テーパーでない単純なグル
ープにも、テーパー グループにも使用できます。

鉄筋セットの鉄筋の自動グループ化によって、キャスト ユニットが考慮されるよ
うになります。キャスト ユニットが複数の部材で構成されている場合、鉄筋は部
材ではなくキャスト ユニット内でグループ化されます。

鉄筋グループの作成に必要な条件

次の場合は、テーパーでない単純なグループが作成されます。

• 鉄筋が同じ鉄筋セットで作成されている
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• 鉄筋が横に並んでいる、放射状に配置されている、または曲線に沿って平行に
分布されている

• 鉄筋のプロパティが長さを含めて同一である

• 鉄筋のマークが同じである

直線テーパー鉄筋は、次の場合にグループ化されます。

• 鉄筋が同じ鉄筋セットで作成されている

• 鉄筋のプロパティが長さを除いて同一である

• 鉄筋の長さがリニアに増加する

• 各鉄筋端部とテーパー線の間の距離は、モデルの
XS_REBARSET_TAPERED_LINEAR_GROUPING_TOLERANCE によって設定
された値、あるいは鉄筋セットまたはプロパティ モディファイアーの [テーパ
ー線形許容値] ユーザー定義情報によって設定された値以下です。

• 鉄筋がグループあたり 3 本以上ある

曲線に沿ってテーパー状になった鉄筋は、次の場合にグループ化されます。

• 鉄筋が同じ鉄筋セットで作成されている

• 鉄筋のプロパティが長さを除いて同一である

• 曲線に沿って鉄筋が長くなる

• 各鉄筋端部と曲線の間の距離は、モデルの
XS_REBARSET_TAPERED_CURVED_GROUPING_TOLERANCE によって設定
された値、あるいは鉄筋セットまたはプロパティ モディファイアーの [テーパ
ー曲線許容値] ユーザー定義情報によって設定された値以下です。

詳細設定 XS_REBARSET_ENABLE_BAR_GROUPING_WHEN_SPACING_DIFFERS
が FALSE に設定されている場合、グループ化では鉄筋の間隔が考慮されます。同

じ間隔の鉄筋のみがグループ化され、自動的に鉄筋セットの間隔ゾーンごとに個別
のグループが作成されます。この詳細設定を TRUE に設定すると、間隔は無視さ

れ、複数の隣接する間隔ゾーンの鉄筋をグループに含めることができます。

鉄筋セット グループの図面での操作

自動作成されたグループの図面での動作は古い鉄筋グループと似ています。

• 鉄筋グループにはマークが 1 つだけあり、鉄筋マークの内容 (955 ページ)は
[鉄筋マーク] プロパティの [グループ] 内容設定から取得されます。

XS_REBARSET_USE_GROUP_NUMBER_FOR_BARS_IN_TAPERED_GROUPS
が FALSE に設定されている場合、鉄筋セット内のテーパー鉄筋グループの鉄筋

には共通の位置番号 (GROUP_POS) がないため、鉄筋マークに位置情報は含ま
れないことに注意してください。

• [鉄筋] プロパティで鉄筋の表示を調整 (979 ページ)できます。たとえば、[中央
付近 (1 本)] の鉄筋を表示するように選択できます。

• 次の鉄筋グループ固有の対話形式の寸法設定、マーク コマンド (209 ページ)を、
鉄筋グループのポップアップ メニューから使用できます。

• 寸法線の作成
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• マークの作成 --> 寸法マーク

• マークの作成 --> 注記付き寸法マーク

• アソシエート マーク (290 ページ) を作成できます。

自動作成された図面中の鉄筋グループの例を次に示します。図面では、鉄筋グルー
プの表示・非表示オプション [中央付近 (1 本)]、鉄筋マーク オプション [グループ
毎に引き出し線一つ] を使用し、寸法は [寸法線の作成] コマンドで作成していま
す。

ヒ
ン
ト

自動グループ化を微調整する場合は、プロパティ モディファイアーを使用して、鉄
筋セットの鉄筋を手動でグループ化およびグループ解除できます。

グループ化する鉄筋のプロパティ モディファイアーを作成し、[鉄筋プロパティのモ
ディファイアー] プロパティで [グループ化] を [手動] に設定します。

自動で、または手動でグループ化した鉄筋のグループ化を解除する必要がある場合
は、[グループ化] が [グループ化なし] に設定されたプロパティ モディファイアーを
作成します。

鉄筋セットの作成に関する詳細については、「」を参照してください。

モデルでの鉄筋セットの鉄筋グループの表示の詳細については、「XS_REBARSET_
COLOR_BARGROUPS」を参照してください。

8.15 図面、レポート、およびテンプレートの単位と小数点
図面オブジェクトと、テンプレートエディタで作成されたレポートおよびテンプレ
ートで使用される単位設定は、異なる場所から取得されます。これらの設定には、
使用単位や小数点以下の桁数などが含まれます。
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図面、レポート、テンプレートで、単位と小数点は次のように定義されます。

• マークの単位設定: Tekla Structures では、さまざまなマーク要素のデフォルトの
単位および小数点の設定に contentattributes_global.lst 属性ファイ

ルが使用されます。 独自の設定が必要な場合、
contentattributes_userdefined.lst を使用できます。

マークの単位設定の詳細については、「マークの単位設定の変更 (832 ページ)」
を参照してください。

contentattributes_global.lst ファイルおよび

contentattributes_userdefined.lst ファイルの詳細については、「」を

参照してください。

• 図面オブジェクトの単位設定:図面オブジェクト(マーク以外)のデフォルト単位
設定は、標準図面プロパティファイル(standard.*)から取得されるか、Tekla
Structures でハードコーディングされています。

• 寸法注記の寸法の単位設定: 寸法および寸法注記のデフォルトの単位設定は、
[図面寸法] ページの [オプション] ダイアログ ボックスで定義されます。

• TOP_LEVEL や BOTTOM_LEVEL などのマークのレベル属性は、寸法値書式を

MarkDimensionFormat.dim ファイルから取得します。部材マークへのレベ

ル属性の詳細については、自動部材マークへのレベル属性の追加 (835 ページ)
を参照してください。

• テンプレートエディタで作成したレポート/テンプレートの単位設定: テンプレ
ートエディターで作成したレポートおよびテンプレートの単位設定は、[値フィ
ールドプロパティ] ダイアログボックスの [フォーマット] 領域またはフォーマ
ット機能で定義できます。デフォルトの単位と小数点の設定は
contentattributes_global.lst 属性ファイルから取得されます。

[フォーマット] 領域:
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フォーマット機能を含む式:

フォーマット機能の使用方法に関するヒントについては、「」を参照してくださ
い。フォーマットおよび値フィールドの詳細については、『Template Editor
User's Guide』を参照してください。

8.16 図面内のユーザー定義情報
Tekla Structures の多くのダイアログ ボックスには、さまざまなオブジェクトのユー
ザー定義情報が含まれています。新しいユーザー定義情報を定義する際は、ユーザ
ー定義情報を一意に定義する必要があります。これはユーザー定義情報ではオブ
ジェクト タイプごとに異なる定義を設定できないためです。図面では、ユーザー
定義情報をテンプレート、[ドキュメント管理]、マークなどに使用できます。

図面のユーザー定義情報は、図面プロパティの [ユーザー定義情報] をクリックす
ると表示されます。

新しいユーザー定義情報を定義する場合

新しいユーザー定義情報を定義 (888 ページ)する際は、社内フォルダ、プロジェ
クト フォルダ、または企業フォルダに独自の ファイルを作成する必要があります。
独自のユーザー定義情報を追加した後、[属性定義のエラーチェックと変更] ツール
を使用してモデルの定義を更新する必要があります。object.inp ファイルは、

ユーザー定義情報がいずれかのファイルにある場合、ユーザー インターフェイス
で表示されるように結合されます。Tekla Structures では、情報が重複しないように

自動図面設定の定義 886 図面内のユーザー定義情報



ファイルが結合されます。Tekla Structures が、異なる objects.inp ファイルで同

一の属性名を検出した場合、 初に読み込まれた objects.inp ファイルの情報が

使用されます。

Tekla Structures は、次のフォルダから次の順序で objects.inpを読み込みます。

1. モデルフォルダ

2. 社内フォルダ

3. プロジェクトフォルダ

4. 企業フォルダ

5. システムフォルダ

6. inp フォルダ

テンプレートエディタでのユーザー定義情報の表示

テンプレート エディターに新しいユーザー定義情報を表示するには、カスタマイ
ズされた contentattributes_userdefined.lst ファイルにユーザー定義情

報を追加し、contentattributes.lst ファイルにカスタマイズされたファイル

の名前を含める必要があります。

これらのファイルは、Tekla Structures のインストールにより必ず上書きされるた
め、変更されたファイルのコピーを作成してください。

参照項目

自動マークへの属性の追加 (834 ページ)

ドキュメント管理 (546 ページ)

印刷ファイル名をカスタマイズするためのスイッチ (以前の印刷) (621 ページ)

自動ユーザー定義図面属性の変更 (887 ページ)

自動ユーザー定義図面属性の変更
図面を作成する前に、ユーザー定義情報を変更できます。

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 必要なものとできる限り近い図面プロパティを読み込みます。

3. [ユーザー定義情報] をクリックします。

4. [進捗] タブで、図面および [ドキュメント管理] に表示するプロジェクト固有の
情報を入力します。

5. [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブで、図面、プロジェクト、製品、部材などに関するユーザー定義
の [ｺﾒﾝﾄ] を入力します。

6. [ﾊﾟﾗﾒｰﾀ] タブの [ユーザー情報 1] ～ [ユーザー情報 8] を使用して、図面固有の
情報を入力します。
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7. [タイトル]タブで、図面の表題欄でプロジェクト固有または図面固有の情報を
使用するかどうかを選択します。 

[プロジェクト設定を使用]クリックすると、表題欄フィールドに情報を入力で
きません。

8. [図面設定を使用]を選択した場合、表題欄フィールドが使用可能になり、フィ
ールドに必要なデータを入力できます。

9. 一般図: [OK] をクリックします。

10. [保存する] をクリックして図面プロパティを保存し、[OK] をクリックして図
面を作成します。

ヒン
ト

• 図面のタイプが異なる場合でも、詳細設定 を使用することで、ユーザー定義情

報の変更が [ドキュメント管理] で選択したすべての図面に同時に反映されるよ
うにするかどうかを制御できます。

参照項目

新しいユーザー定義図面情報の作成 (888 ページ)

新しいユーザー定義図面情報の作成
ユーザー定義図面情報ダイアログ ボックスに新しい行を追加したり、[ドキュメン
ト管理] に新しい列を追加したりする場合は、独自の objects.inp を作成してそ

こに新しいユーザー定義情報を追加する必要があります。ユーザー定義情報をテ
ンプレート エディターで使用できるようにする場合もこれを行う必要がありま
す。

開始する前に、Tekla Structures を閉じます。

1. ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>
\environments\common\inp にデフォルトで置かれている objects.inp
ファイルを開きます。

2. モデルフォルダ、プロジェクトフォルダ、または企業フォルダに
objects.inpファイルを保存します。

3. objects.inpファイルからすべてのユーザー定義情報の定義を削除します。

ただし、プロパティを説明するファイルの先頭のプロパティ定義と、さまざま
な図面タイプに対して新しいタブを定義するセクションを除きます。さらに、
新しいプロパティのテンプレートとして使用できるオブジェクトのユーザー
定義情報セクションに、プロパティ定義を 1 つ残しておきます。

4. 新しいユーザー定義情報を配置するタブ ページの名前と、属性プロパティを
入力します。 

インストール時に設定されたタブページの名前を入力せずに、新しい名前を使
用してください。

自動図面設定の定義 888 図面内のユーザー定義情報



5. [ドキュメント管理] とユーザー定義情報ダイアログ ボックスにユーザー定義
情報を表示するには、status_flag を yes に設定します。 

6. 新しいユーザー定義情報を含む新しいタブを使用する図面タイプを定義しま
す。 

7. ファイルを保存して閉じます。

8. ユーザー定義情報の定義を更新します。

a. [ファイル] メニューで、[ エラーチェックと修復 --> 属性定義のエラーチ
ェックと変更 ] をクリックします。 
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[属性定義のエラーチェックと変更] ダイアログ ボックスが表示されま
す。

b. 作成した objects.inp とデフォルトの objects.inp の間に競合があ

る場合、右側の領域で定義を選択し、[現在の設定を、選択した Objects.inp
の設定に変更] をクリックします。 

モデルでユーザー定義情報の定義が更新されます。

9. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。 

この例では、[一般図] を選択します。

10. [ユーザー定義情報(U)...] をクリックします。 

一般図のユーザー定義図面情報ダイアログ ボックスに作成した新しいタブが
表示されます。

11. 後で使用できるように、[名前を付けて保存]を使用してプロパティを保存しま
す。

12. [OK] をクリックして一般図を作成します。

13. [ドキュメント管理] で作成した図面を右クリックし、[ユーザー定義情報] を選
択します。
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14. 新しいタブ ([自分のタブ]) に移動し、必要な情報 ([設計会社] ボックスに設計
会社の名前) を入力します。

15. [変更(M)] をクリックして、ダイアログ ボックスを閉じます。 

[ドキュメント管理] に新しいユーザー定義情報の列が追加され、設計会社名が
表示されます。

参照項目

図面内のユーザー定義情報 (886 ページ)

8.17 TeklaStructures.lin でのカスタマイズした線タイプの定義
独自の線タイプを定義し、線タイプの設定を適用できる部分で使用できます。カス
タマイズした線タイプは、他の線タイプと同様に扱われます。カスタマイズした線
タイプは、..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>
\environments\common\inp の TeklaStuctures.lin ファイルで定義しま

す。このファイルには、多用される線タイプがデフォルトで収められています。

1. TeklaStuctures.linファイルを開きます。

2. 各線の先頭には文字 A を記述して、線タイプパタンの開始であることを示し
ます。 

線には、ハイフン、点、およびスペースの 3 つのオブジェクトを使用できま
す。

3. ハイフン(-)の長さを正の数値で定義します。

4. スペース( )の長さを負の数値で定義します。

5. 数字のゼロ(0)を使用して点(.)を定義します。 

パタンはハイフンで開始する必要があります。多くの場合、パタンの 後には
スペースを記述しますが、必須ではありません。

6. 線タイプパタンを定義したら、Enter キーを押します。

TeklaStructures.lin.idファイルには、ユーザーインターフェイスに表示さ

れる線タイプの名前と、各線タイプに割り当てられた一意の ID が格納されます。
たとえば、ID は 10 より大きい値である必要があります。

CENTER, 1000
BORDER, 1002
DASHDOT, 1003
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TeklaStructures.linは、エクスポートされた線タイプのマッピングでも使用

できます。

注 カスタマイズした新しい線種を追加した場合は、対応するビットマップ
を ..\ProgramData\Trimble\Tekla Structures\<version>\bitmaps フォ

ルダーに追加し、dr_line_type_CENTER.bmp のように、dr_line_type_*.bmp
の形式でファイル名を付ける必要があります。

例 1
DASHDOTが A, 12.7, -6.35, 0, -6.35である線タイプ定義のパタンでは、

長さ 12.7 単位のハイフンで始まり、その後に長さ 6.35 単位のスペース、1 つの

点、および長さ 6.35 単位のスペースが続きます。 そして、このパタンが 初のハ

イフンから再び描画されます。

例 2
点線の定義が含まれた例を次に示します。

*DOT,Dot . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
A, 0, -1.5875
*DOT2,Dot (.5x) ........................................
A, 0, -0.79375
*DOTX2,Dot (2x) . . . . . . . . . . . . . .
A, 0, -3.175
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印刷された線タイプ

印刷でも線タイプ ファイルがモデル フォルダ、および詳細設定 XS_PROJECT、
XS_FIRM、XS_SYSTEM、および XS_INP で指定されている場所にあるかどうかを

この順番で検索します。

参照項目

図面スケッチ オブジェクト プロパティ (994 ページ)
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9 図面設定の参考資料

Tekla Structures には、主にプロパティダイアログボックスで制御できる設定が多く
あります。テキストエディタで変更する必要がある追加の設定ファイルもありま
す。

詳細情報のリンク:

• 一般図プロパティ (895 ページ)

• 単品図、製品図、およびキャスト ユニット図のプロパティ (898 ページ)

• レイアウトのプロパティ (900 ページ)

• 図面のビュープロパティ (902 ページ)

• 断面図プロパティ (909 ページ)

• 寸法記号と寸法内容のプロパティ (911 ページ)

• マークプロパティ (944 ページ)

• マーク内容 (950 ページ)

• 図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の
打ち継ぎのプロパティ (988 ページ)

• 図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

• 図面のボルトの内容と表示のプロパティ (975 ページ)

• 図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ (976 ページ)

• 仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc) (977 ページ)

• 図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

• 図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp) (982 ページ)

• マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボルの位置プロパティ
(991 ページ)

• 図面のモデル溶接プロパティ (993 ページ)

• 図面スケッチ オブジェクト プロパティ (994 ページ)

• 基準線プロパティ (996 ページ)

• : 方向の設定
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9.1 一般図プロパティ
[図面とレポート] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。 図
面の背景をダブルクリックして、図面を作成した後プロパティを変更できます。

一般図プロパティ ダイアログ ボックス内のオプションについて以下で説明しま
す。

オプション 説明 詳細

名前 図面の名前。この名前は [ドキ
ュメント管理] に表示され、図面
テンプレートおよびレポート
テンプレートに含めることがで
きます。

図面名の 大長は 32 文字です。

 

タイトル 1, タ
イトル 2, タイ
トル 3

タイトルは、[ドキュメント管
理] と、図面テンプレートおよび
レポート テンプレートに表示
されます。

図面名と図面タイトルの変更
(155 ページ)

詳細なオブジ
ェクトレベル
設定の使用

[図面のオブジェクトレベル設
定] ダイアログ ボックスで作成
した詳細なオブジェクト レベ
ル設定を使用するには、[はい]
に設定します。

詳細なオブジェクト レベル設
定 (70 ページ)

レイアウト... 図面レイアウトを選択し、図面
サイズを定義します。テンプレ
ートに非表示オブジェクトをリ
ストするかどうかも選択できま
す。

図面レイアウトの定義 (643 ペ
ージ)

図面サイズと図面ビューの縮尺
の定義 (660 ページ)

ビュー... ビューのプロパティを定義しま
す (縮尺、隣接部材のビュー拡張
範囲、鏡面ビュー、開口とへこ
みシンボル、部材、エレベーシ
ョンの基準レベル、部材の短縮
表示、ビュー ラベル、およびア
ンカー プランの設定)。

図面のビュープロパティ
(902 ページ)

部分詳細ビュ
ー...

部分詳細ビューのプロパティを
定義します (ビュー ラベル、部
分詳細記号、および部分詳細マ
ークの設定)。

図面での部分詳細マーク、ビュ
ー ラベル、およびマークの境界
プロパティの変更 (289 ページ)

寸法... 寸法記号プロパティを定義しま
す (寸法タイプ、単位、精度、表
示形式、配置、および表示)。

寸法記号と寸法内容のプロパテ
ィ (911 ページ)
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オプション 説明 詳細

寸法内容... 寸法設定プロパティを定義しま
す (基準線寸法と部材寸法の設
定)。

寸法記号と寸法内容のプロパテ
ィ (911 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [部材]
タブ(一般図) (942 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [基準
線]タブ(一般図) (941 ページ)

部材マーク...
ボルトマーク...
隣接部材マー
ク...
仕上げ材マー
ク...
溶接マーク...
鉄筋マーク...
隣接鉄筋マー
ク(複数)...
コンポーネン
トマーク...
現場打ちコン
クリート マー
ク...

マークプロパティを定義します
(要素と要素の設定、およびマー
クの表示・非表示、マーク枠、
マークの引出し線、配置の設
定)。

マークプロパティ (944 ペー
ジ)

図面の部材および隣接部材のプ
ロパティ (970 ページ)

図面の溶接マークプロパティ
(961 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タ
ブ、[一般]タブ、[結合]タブ、お
よび [表示設定] タブ (944 ペー
ジ)

図面におけるモデル溶接マーク
の表示/非表示と表示設定のプ
ロパティ (964 ページ)

マーク内容 (950 ページ)

図面内の現場打ちコンクリート
(476 ページ)

部材... 部材プロパティを定義します
(部材表示、陰線、中心線、参照
線の表示・非表示、追加マーク
の表示・非表示、部材の表示設
定、塗りつぶしの設定)。

図面の部材および隣接部材のプ
ロパティ (970 ページ)

ボルト... ボルト プロパティを定義しま
す (ボルト表示、ボルト シンボ
ルの内容、ボルトの表示・非表
示、ボルトの表示設定)。

図面のボルトの内容と表示のプ
ロパティ (975 ページ)

隣接部材... 隣接部材プロパティを定義しま
す (表示・非表示、部材表示、陰
線、中心線、参照線の表示・非
表示、追加マークの表示・非表
示、部材の表示設定)。また、隣
接部材のボルト表示とボルト
シンボルの内容設定も定義でき
ます。

図面の部材および隣接部材のプ
ロパティ (970 ページ)

仕上げ材... 仕上げ材プロパティを定義しま
す (仕上げ材の表示・非表示、パ

図面の仕上げ材の表示と内容の
プロパティ (976 ページ)
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オプション 説明 詳細

タン表示・非表示、陰線の表示・
非表示、仕上げ材の表現設定)。

溶接... 溶接プロパティを定義します
(溶接の表示・非表示、溶接サイ
ズ制限、溶接の表示設定)。

図面のモデル溶接プロパティ
(993 ページ)

鉄筋... 鉄筋と溶接金網のプロパティを
定義します (鉄筋および溶接金
網の表現設定と表示・非表示、
鉄筋および溶接金網シンボル、
鉄筋および溶接金網の表示設
定)。

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金
網のプロパティ (979 ページ)

隣接鉄筋... 隣接鉄筋と溶接金網のプロパテ
ィを定義します (鉄筋および溶
接金網の表現設定と表示・非表
示、鉄筋および溶接金網シンボ
ル、鉄筋および溶接金網の表示
設定)。

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金
網のプロパティ (979 ページ)

参照オブジェ
クト...

参照オブジェクトの表示・非表
示と表示設定を定義します。

図面内の参照モデル (539 ペー
ジ)

基準線(グルー
プ)...

基準線の表示・非表示と表示設
定を定義します。

基準線プロパティ (996 ペー
ジ)

図面の基準線ラベルのカスタマ
イズ (523 ページ)

保護設定... 保護領域を定義すると、その領
域にテキスト、マーク、または
寸法を配置できなくなります。

図面の領域の保護 (666 ページ)

フィルター...
～ 隣接部材フ
ィルター...

部材フィルター/隣接部材フィ
ルターは、図面レベルで作成お
よび変更します。

ユーザー定義
情報(U)...

ワークフローに関連する情報や
コメントなど、カスタマイズさ
れた情報を図面に追加します。
この情報は [ドキュメント管理]
に表示され、レポート テンプレ
ート、図面テンプレート、およ
びマークで使用したり、印刷フ
ァイル名をカスタマイズすると
きにスイッチとして使用したり
することができます。

このダイアログ ボックスに表
示されるユーザー定義情報とタ

図面内のユーザー定義情報
(886 ページ)
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オプション 説明 詳細

ブは、objects.inp ファイル

で定義されます。

各種ユーザー定義情報の使用可
能状況は、ユーザーの環境、設
定およびライセンス によって
決まります。

9.2 単品図、製品図、およびキャスト ユニット図のプロパティ
[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選択し
ます。 図面の背景をダブルクリックして、図面を作成した後プロパティを変更で
きます。

単品図、製品図、およびキャスト ユニット図プロパティ ダイアログ ボックスのオ
プションについて以下で説明します。

オプション 説明 詳細

名前 [ドキュメント管理] に表示され
る図面の名前を定義し、図面テ
ンプレートおよびレポート テ
ンプレートに含めることができ
ます。

図面名の 大長は 32 文字です。

 

キャストユニ
ット定義方法

キャストユニットマーク:各キ
ャスト ユニットから図面が作
成されます。同じキャスト ユ
ニットが複数ある場合は、その
うちの 1 つが図面の基盤として
使用されます。キャスト ユニ
ット図の作成で も一般的に使
用されるのはこの方法です。

キャストユニット ID:モデル内
の各部材には、一意のグローバ
ル一意識別子 (GUID) が付けら
れています。このうち、キャス
ト ユニット GUID を使用して
図面を作成できます。図面のマ
ークは、グローバル一意識別子
(GUID) によって決まります。
同一のキャスト ユニットから
複数の図面を作成できます。
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オプション 説明 詳細

タイトル 1, タ
イトル 2, タイ
トル 3

[ドキュメント管理] に表示され
るタイトルを定義し、図面テン
プレートおよびレポート テン
プレートに含めることができま
す。

図面名と図面タイトルの変更
(155 ページ)

シート番号 複数の図面シートとして同じ部
材の複数の図面を作成するため
に使用できます。シートの数に
制限はありません。

同じ部材の複数の図面シートの
作成 (151 ページ)

レイアウト 図面レイアウトを選択し、図面
サイズ、オートスケール、投影
タイプ、ビューの配置、および
部材展開の設定を定義します。
テンプレートに非表示オブジェ
クトをリストするかどうかも選
択できます。

図面レイアウトの定義 (643 ペ
ージ)

図面サイズと図面ビューの縮尺
の定義 (660 ページ)

ビューの作成 作成する図面ビューを定義しま
す。ここでは、各ビューのビュ
ー プロパティの変更に進むこ
とができます。

ここでは、[すべてのビューの一
般設定] を定義することもでき
ます。

• [溶接マークを表示] は、製品
図内のモデル溶接マークの
表示を制御します。次のオ
プションがあります。

• [1 つのビュー]: モデルの
溶接マークを表示する
も関連性のあるビューが
Tekla Structures により自
動的に検出されます。各
溶接マークは、1 つのビ
ューでのみ図面に表示さ
れます。

• [すべてのビュー]: 溶接
がある部材が含まれるす
べての図面ビューで、
Tekla Structures によりモ
デル溶接マークが追加さ
れます。

• [ボルト サイズを無視する]
は、標準サイズのボルトを図
面から除外します。 Tekla

図面のビュープロパティ
(902 ページ)

作成するビューの定義 (676 ペ
ージ)
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オプション 説明 詳細

Structures で、定義したボル
ト サイズのボルト マークが
図面に表示されなくなりま
す。この設定は、単品図およ
び製品図で使用できます。

• [表示する 小サイズ] では、
定義した溶接サイズ以下の
溶接と溶接マークが図面か
ら除外されます。この設定
は、単品図および製品図で使
用できます。

断面図 断面図プロパティを定義しま
す。

断面図プロパティ (909 ペー
ジ)

部分詳細ビュ
ー

部分詳細ビューと部分詳細シン
ボル ラベルの開始番号または
文字を定義します。

図面での部分詳細マーク、ビュ
ー ラベル、およびマークの境界
プロパティの変更 (289 ページ)

ユーザー定義
情報

ワークフローに関連する情報や
コメントなど、カスタマイズさ
れた情報を図面に追加します。
この情報は [ドキュメント管理]
に表示され、レポート テンプレ
ート、図面テンプレート、およ
びマークで使用したり、印刷フ
ァイル名をカスタマイズすると
きにスイッチとして使用したり
することができます。

このダイアログ ボックスに表
示されるユーザー定義情報とタ
ブは、objects.inp ファイル

で定義されます。

各種ユーザー定義情報の使用可
能状況は、ユーザーの環境、設
定およびライセンス によって
決まります。

図面内のユーザー定義情報
(886 ページ)

9.3 レイアウトのプロパティ
[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選択し
ます。 次に、[レイアウト] をクリックします。図面の背景をダブルクリックして、
図面を作成した後プロパティを変更できます。
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以下では、すべてのレイアウトプロパティパネルとダイアログボックス内のすべて
のオプションについて説明します。説明されているオプションの中にも、図面タイ
プによって使用できないものがあります。

オプション 説明

[図面サイズ] タブ

レイアウト 使用するレイアウトを定義します。

編集 [レイアウト エディター] を開き、図面レイアウトをカ
スタマイズします。

非表示オブジェクトをテ
ンプレートに出力

テンプレートに非表示オブジェクトをリストするに
は、[はい] を選択します。[いいえ] を選択すると、非
表示の部材に関するすべての情報が削除されます。
この情報は総重量からも削除されます。

サイズ決定方法 Tekla Structures が図面の適切なサイズとテーブル セ
ットを検出できるようにするには、[自動サイズ] を選
択します。図面の厳密なサイズを指定するには、[指定
サイズ] を選択します。印刷余白が残るように、図面
サイズは常に実際の用紙サイズより小さく設定して
ください。

図面サイズ [指定サイズ] を選択した場合、図面サイズをここで定
義します。

[縮尺] タブ

オートスケール Tekla Structures が図面ビューの適切な縮尺を自動的に
選択できるようにするには、[オートスケール] を [は
い] に設定します。

メインビュー縮尺

断面図縮尺

オートスケールを使用する場合、メインビューと断面
図の縮尺の分母を入力し、スペースで区切ります。

たとえば、1/5、1/10、1/15、1/20 の各縮尺を指定する
には、"5 10 15 20"と入力します。

断面図縮尺決定方法 オートスケールを使用する場合、断面図縮尺決定方法
を設定します。これは、図面内のメインビューと断面
図の縮尺の関係を定義します。

ビュー縮尺 = 断面図縮尺:メイン ビューと断面図の縮
尺を等しくします。

ビュー縮尺 < 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺を断面
図の縮尺より小さくします。

ビュー縮尺 <= 断面図縮尺:メイン ビューの縮尺は、断
面図の縮尺以下になります。

優先する 大用紙サイズ 自動サイズとオートスケールの両方を使用する場合、
図面の優先するサイズを入力します。Tekla Structures
は、まず正確な縮尺と も小さい図面サイズを使用す
ることで、図面の内容が収まる図面サイズを見つけよ
うとします。 内容が収まらない場合、Tekla Structures
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オプション 説明

は優先するサイズに達するまで図面サイズを大きく
します。

[その他] タブ

投影タイプ キャスト ユニット図、単品図、および製品図に Tekla
Structures が部材の投影を配置する方法を定義しま
す。 投影タイプによって図面内のビューの順序が影
響を受けます。 次のオプションがあります。

[一角法] (ヨーロッパ式投影とも呼ばれます)。

[三角法] (アメリカ式投影とも呼ばれます)。
断面図をメインビューに
合わせて配置

端部ビューをメインビュ
ーに合わせて配置

ビューをメイン ビューの隣に配置するには、[はい] に
設定します。

[いいえ] を選択すると、断面図と端部ビューは Tekla
Structures により配置可能な任意の位置に配置されま
す。

短縮表示部材を用紙にフ
ィット

短縮表示部材を図面の空白領域にちょうど収まるよ
うに拡大するには、[はい] に設定します。

単品図の作成 製品図に製品を構成する個々の部材の単品図を含め
るには、[はい] に設定します。これを [はい] に設定
し、[単品のプロパティ] オプションを有効にします。

単品のプロパティ 単品ビューで使用する必要な単品図プロパティを定
義します。これを行うには、[単品図の作成] を [はい]
に設定します。

参照項目

図面サイズと図面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)

図面レイアウトの定義 (643 ページ)

図面ビューの投影タイプの設定 (680 ページ)

自動断面図プロパティの定義 (704 ページ)

部材の短縮または延長 (695 ページ)

製品図への単品図の追加 (682 ページ)

9.4 図面のビュープロパティ
[ビュープロパティ] ダイアログ ボックスを使用して、図面ビューのプロパティを
表示および変更します。
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以下の表では、すべての図面タイプでのすべてのビューレベルプロパティについて
説明します。

オプション 説明

図面プロパティのオプション ツリーから [表示] が選択された場合の [ビューの作
成] タブ:
表示 オン/オフ 作成するメイン ビュー、断面図、3D ビ

ューを定義します。

• [オフ] を選択すると、Tekla Structures
によりビューは作成されません。た
だし、利用可能なビュー内の部材に
ついては寸法が作成されます。4 つ
のメイン ビューをすべてオフにし
ても、Tekla Structures により正面ビ
ューが 1 つ作成されます。

• [オン] を選択すると、寸法の表示に
不要な場合も含め、Tekla Structures
によりビューが常に作成されます。
断面図については、Tekla Structures
によりメイン部材の中央の部分を示
す追加の断面図が 1 つ作成されま
す。端部ビューについては、Tekla
Structures によりメイン部材の一端
から端部ビューが作成されます。

• [自動] を選択すると、寸法の表示に
必要な場合に Tekla Structures により
ビューが自動的に作成されます。断
面図については、Tekla Structures に
より、すべての寸法を示すのに必要
な数のビューが作成されます。端部
ビューについては、Tekla Structures
により、メイン部材のもう一端から
別の端部ビューも作成されます (寸
法がその端部に配置されている場
合)。

ビューラベル ビュープロパティにビューラベルセッ
トを表示します。 ビュープロパティで
ラベルが定義されている場合、ここで変
更できます。 メインビューのラベルは
いつでも変更できます。

ビュープロパティ 選択されているビューの現在のビュー
プロパティが表示されます。リストか
ら別のビュー プロパティ ファイルを選
択し、[ビュープロパティ] をクリックし
てビューのプロパティを変更できます。
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オプション 説明

図面プロパティのオプション ツリーから [属性] が選択された場合の [ビューの作
成] タブ:
座標系 図面ビューの座標系を設定します。 オ

プションとして、 ローカル、モデル、部
材(全体方向性)、水平ブレース、固定が
あります。

詳細については、「座標系の変更 (684 ペ
ージ)」を参照してください。

[座標系の回転]、[X 軸まわり]、[Y 軸ま
わり]、[Z 軸まわり]

入力した値を使用して、部材の X、Y、
または Z 軸を中心にビューを回転させ
ます。

詳細については、「図面ビュー内の部材
の回転 (686 ページ)」を参照してくださ
い。

折梁展開 [はい] を選択すると、図面内に曲げ線が
寸法付きで表示されます。

詳細については、「図面での折れ梁の展
開 (699 ページ)」を参照してください。

平面展開 [はい] を選択すると、変形した部材が平
面展開され、変形部材の展開 (平面展開)
形状が図面に表示されます。

詳細については、「図面での変形部材の
平面展開 (700 ページ)」を参照してくだ
さい。

図面の再作成 [はい] を選択すると、図面が再作成され
ます。

ビュー プロパティの [プロパティ 1] タブと [プロパティ 2] タブ (一般図の [属性]
タブと [短縮表示] タブ):
縮尺 ビューの縮尺を設定します。

鏡面ビュー 低層階の柱や梁などの荷重構造体を表
示します。

[はい] を選択すると構造体が連続した
線で表示され、[いいえ] を選択すると構
造体が破線で表示されます。

軸回りの回転\n (3D ビューのみ） 3D ビューのビュー角度を変更します。
Y および X 方向の角度値を入力しま
す。 図面ビュー内の回転はローカル軸
回りです。 両方の値が 0.0 の場合は正
面ビューと等しくなります。
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オプション 説明

サイズ 部材に合わせる Tekla Structures では、余
分なスペースを残さずに、ビューの内容
が図面ビュー フレームに収められます。

範囲で指定 [X] ボックスと [Y] ボック
スでは、ビューの x 軸と y 軸に沿ったビ
ュー サイズを定義します。[デプス] ボ
ックスでは、ビュー平面を基準とし、ビ
ュー平面に対して垂直のビューのデプ
スを定義します。

隣接部材用拡大範囲 どの距離までの隣接部材を図面ビュー
に表示するかを設定します。

詳細については、「図面内の隣接部材を
表示する (692 ページ)」を参照してくだ
さい。

配置 図面ビューの配置を固定または自由に
設定します。

• 固定:更新時にビューを同じ位置に
保持します。

• 移動:更新時に、Tekla Structures がビ
ューの適切な位置を見つけることが
できるようにします。

詳細については、「図面ビューの自動的
な自由配置または固定配置の定義
(674 ページ)」を参照してください。

平面展開 [はい] を選択すると、変形した部材が平
面展開され、変形部材の展開 (平面展開)
形状が図面ビューに表示されます。

詳細については、「図面での変形部材の
平面展開 (700 ページ)」を参照してくだ
さい。

短縮表示 部材が非常に長い場合、その部材にディ
テールが含まれていなければ、短縮表示
することができます。

• 短縮表示:[はい] を選択すると、短縮
表示がアクティブになります。[X
方向のみ] または [Y 方向のみ] で短
縮表示するように選択することもで
きます。

• [適応の 小長] では、表示する短縮
表示部材の 小の長さを定義しま
す。
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オプション 説明

• [短縮表示ギャップサイズ] では、短
縮表示部材の間の距離を定義しま
す。

• 斜め・テーパー部材の短縮表示:[は
い] を選択すると、斜め部材が短縮表
示されます。

詳細については、「図面ビュー内の部材
の短縮表示」を参照してください。

開口/ピットシンボル [はい] を選択すると、開口部と凹部にシ
ンボルが表示されます。

詳細については、「図面での部材の開口
部と凹部の表示 (701 ページ)」を参照し
てください。

位置 モデル原点、プロジェクト基準点、また
は任意の基準点によって定義された座
標系を選択します。[位置] では、プロジ
ェクト基準点がデフォルト値として使
用されます。

• 基準点データを使用して、ビューの
座標系を設定できます。基準点は、
基準オフセットの代わりに使用でき
ます。

• 基準点が設定されている場合、マー
クのレベル属性とテンプレート属性
によって、基準点が定義された特定
の座標系に値が指定されます。

• プロジェクト基準点の Z または高さ
の値を変更すると、それに応じて図
面を開いたときにレベルの値が変更
されます。

• この設定は、_BASEPOINT で終わる
エレベーション マークとレベル属
性に影響します。 _BASEPOINT.

エレベーションの基準レベル [指定] を選択すると、入力された値が使
用されます。

[ビュー平面] を選択すると、ビュー平面
を基準として参照点が計測されます。

詳細については、「エレベーション寸法
の追加 (758 ページ)」を参照してくださ
い。

図面に現場打ちコンクリートを表示 [はい]を選択すると、図面に現場打ちコ
ンクリート部材が表示されます。詳細
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オプション 説明

については、「現場打ちコンクリート、
現場打ちコンクリート マーク、現場打ち
コンクリート打ち継ぎの図面での表示
(878 ページ)」を参照してください。

ビューに依存する寸法生成 選択したビューについてのみ、寸法を個
別に複製します。 このオプションは、既
存の図面を複製するとき、および既存の
図面の寸法を再設定するときの寸法の
作成に影響します。

詳細については、「選択したビューのみ
での寸法の複製 (147 ページ)」を参照し
てください。

[名称] タブ:
テキスト ビュー ラベル テキストを定義します。

テキストを [A1] ～ [A5] フィールドに
入力するか、[...] ボタンをクリックし、
ラベル マークの内容と表示設定を選択
します。

ビューラベルについての詳細について
は、「ビュー ラベルとビュー ラベル マー
クの定義 (678 ページ)」を参照してくだ
さい。

シンボル ビューラベルで使用されるシンボルを
定義します。

ラベル位置 ビューラベルの垂直位置と水平位置を
定義します。

• [垂直] 位置については、[上] または
[下] を選択します。

• :[水平] 位置については、次のいずれ
かを選択します。

ビュー フレームに左揃え

ビュー フレームに中央揃え

ビュー フレームに右揃え

ビュー範囲に左揃え

ビュー範囲に中央揃え

ビュー範囲に右揃え

ビュー方向マーク ビュー方向マークの表示/非表示を切り
替えて、マークの高さを定義します。

ビュー プロパティ オプション ツリーの他のオプション:
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オプション 説明

寸法 ビューレベルの寸法設定をビューごと
に個別に定義します。

寸法内容設定の詳細については、「寸法
作成ルールのプロパティ (728 ページ)」
および「ビューレベルの自動寸法の追加
(716 ページ)」を参照してください。

フィルター 図面ビュー フィルターを定義します。

詳細については、「」を参照してくださ
い。

隣接部材フィルター 隣接部材の図面ビュー フィルターを定
義します。

詳細については、「」を参照してくださ
い。

保護設定 保護領域を定義すると、その領域にテキ
スト、マーク、または寸法を配置できな
くなります。

詳細については、「図面の領域の保護
(666 ページ)」を参照してください。

マーク ビューレベルのマーク プロパティを定
義します。

詳細については、「マーク プロパティ -
[内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、お
よび [表示設定] タブ (944 ページ)」を
参照してください。

オブジェクト 次のオブジェクトのビューレベルのプ
ロパティを定義します。

部材と隣接部材 (970 ページ)

ボルト (975 ページ)

仕上げ材 (976 ページ)

溶接 (993 ページ)

鉄筋および隣接鉄筋 (979 ページ)

参照オブジェクト (539 ページ)

グリッド (996 ページ)

現場打ちコンクリート オブジェクトと
現場打ちコンクリート打ち継ぎ (878 ペ
ージ)

[アンカープラン] (一般図のみ)
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オプション 説明

アンカー プランとして表示 [はい] を選択すると、一般図がアンカー
プランとして表示されます。

詳細については、「保存された設定を使
用したアンカー プランの作成 (113 ペー
ジ)」を参照してください。

部材ビューの誇張縮尺 拡大した部材ビューで使用する縮尺を
定義します。

詳細ビューの作成 [はい] を選択すると、個々の部分詳細ビ
ューが作成されます。

[いいえ] を選択すると、Tekla Structures
の拡大ビューにアンカー ボルトの寸法
が表示されます。同様の詳細が一度だ
け描画されるように、Tekla Structures に
より同様の部分詳細ビューがグループ
化されます。

詳細ビュー縮尺 アンカープラン詳細ビューで使用する
縮尺を定義します。

参照項目

図面ビューの定義 (675 ページ)

図面サイズと図面ビューの縮尺の定義 (660 ページ)

単品図、製品図、およびキャストユニット図で作成するビューの定義 (676 ページ)

一般図の自動図面設定の定義 (677 ページ)

9.5 断面図プロパティ
自動断面図を作成した場合、Tekla Structures により現在のビュー プロパティとマー
ク プロパティを使用して断面図と断面マークが作成されます。開いている図面で
断面図プロパティを変更できます。

オプション 説明

[属性] タブ

部材に合わせる [部材に合わせる ] 設定は、[デプス ] お
よび [断面図結合の有効範囲] の代わり
として機能し、部材全体が断面で表示さ
れます。

デプス 断面図が結合されていないときの断面
図の正および負のデプスを定義します。
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オプション 説明

断面図結合の有効範囲 断面図を結合する距離範囲を定義しま
す。

方向 断面のビュー方向を定義します。次の
オプションがあります。

• 右端

• 中間

• 左端

有効な値は、[左] または [右] です。

[断面ライン] タブ

ライン 断面ラインの長さとオフセット。

プロパティ 断面ラインの色。

[断面マーク] タブ

テキスト 断面マークのテキストを定義します。
テキスト ボックスの横の [...] ボタンを
クリックして、[マーク内容] ダイアログ
ボックスを開きます。

シンボル:色 矢視記号の色。

左のシンボル, 右のシンボル 左右の矢視記号。

サイズ 左右の矢視記号のサイズ。

x/y 左右の矢視記号のオフセット。

断面図とシンボル ラベルの開始番号/文
字

断面図ラベルまたは矢視記号ラベルで
使用する文字または番号を定義します。

1 以上の任意の数字、A ～ Z または a ～
z (ラベルでは大文字表示) の任意の文字
を入力できます。 文字を使用する場合、
1 文字以上の文字列を入力すると、 初
の文字のみが断面図ラベルおよび矢視
記号ラベルに表示されます。 番号を使
用する場合、入力したすべての数字が表
示されます。 開始番号は、図面を作成す
る前に図面プロパティで開始番号を変
更した場合、および既存の図面でオプシ
ョンを変更して図面を再作成した場合
にのみ変更されます。その場合、自動的
に追加された断面図および新しいすべ
ての断面図について、断面図ラベルおよ
び矢視記号ラベルが変更されます。

参照項目

図面のビュープロパティ (902 ページ)
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図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

図面ビューの定義 (675 ページ)

単品図、製品図、およびキャストユニット図で作成するビューの定義 (676 ページ)

図面へのビューの作成 (168 ページ)

9.6 寸法記号と寸法内容のプロパティ
寸法と寸法内容プロパティによって、寸法がどのように表示されるか、使用される
形式や単位など、何の寸法が設定されるかとその方法が定義されます。

寸法記号プロパティの詳細については、以下のリンクをクリックしてください。

• [寸法記号プロパティ] - [一般]タブ (911 ページ)

• [寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式 (914 ページ)

• [寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ (916 ページ)

• [寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ (917 ページ)

• 鉄筋寸法マーク プロパティ (921 ページ)

ビュー レベルの寸法の寸法内容プロパティの詳細については、以下のリンクをク
リックしてください。

• 寸法作成ルールのプロパティ (728 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法) (929 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法) (935 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法) (933 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法) (937 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [寸法グルーピング]タブ(統合寸法) (939 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [サブアセンブリ]タブ(統合寸法) (940 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [鉄筋寸法]タブ(統合寸法) (940 ページ)

一般図の寸法内容プロパティの詳細については、以下のリンクをクリックしてくだ
さい。

• [寸法内容プロパティ] - [基準線]タブ(一般図) (941 ページ)

• [寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図) (942 ページ)

[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ
[寸法記号プロパティ]ダイアログボックスの[一般]タブを使用して、寸法の表示形
式、タイプ、単位、精度、引出し線、グループ化、配置の各設定を表示および変更
できます。
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図面レベル [ ビュープロパティ ] ダイアログ ボックスとオブジェクト レベル [寸
法プロパティ ] ダイアログ ボックスの内容は異なります。以下では、両方のダイア
ログ ボックスに含まれるすべてのオプションについて説明します。

• 図面レベル [寸法プロパティ ] ダイアログ ボックスを開くには、図面を開いて、
[図面 ] タブへ移動し、[ プロパティ --> 寸法 ] をクリックします。

• オブジェクト レベル [寸法プロパティ] を開くには、開いている図面で寸法をダ
ブルクリックします。

• 図面を作成する前に、一般図の [寸法プロパティ ] ダイアログ ボックスを開く
には:[ 図面とレポート ] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックし
て、[寸法...

オプション 説明

寸法

X・Y 方向寸法 寸法タイプを直線寸法に設定します。

[相対]: 2 点間の寸法。

[絶対]: 共通の始点からの寸法。

[相対および絶対]: 2 点間および共通の
始点を組み合わせたもの。

[US 絶対]: 連続寸法(RD:Running
Dimension)マークを含む、共通の始点か
らの寸法。

[US 絶対 2]: [US 絶対]と基本的に同じで
すが、短寸法が相対寸法になる点が異な
ります。

[絶対+短相対]:[絶対]と基本的に同じで
すが、短寸法が相対寸法になる点が異な
ります。内部絶対とも呼ばれます。こ
のオプションでは両方の寸法を表示で
きますが、寸法が長いときは相対寸法は
表示されません。このオプションでは、
寸法線内に絶対寸法が表示されます。

[絶対+絶対の上に相対を配置] [相対お
よび絶対]と基本的に同じですが、絶対
寸法の上に相対寸法が配置されます。

軸組図:ピックした点でエレベーション
寸法が作成されます。このタイプは、図
面モードの手動寸法の寸法記号プロパ
ティでのみ使用できます。

[X 方向寸法] 上のオプションと同様ですが、水平寸法
については直線設定よりも優先されま
す。オプションを空白にすると、Tekla
Structures では、[X・Y 方向寸法 ] 詳細設
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オプション 説明

定が使用されます。通常、X 方向は、図
面の X 軸に平行な寸法を意味します。

角度 角度寸法の表示内容を定義します。

側面の角度寸法を度単位で示します。

角度の頂点の角度寸法を度単位で示し
ます。

角度寸法を三角比として示します。

[三角のベース数値 ] を設定して傾斜寸
法の基本寸法を制御することもできま
す。

角度が示された三角形を使用して角度
寸法を示します。

三角のベース数値 三角比の基線長。

円弧 曲線寸法を角度単位で表すか、距離単位
で表すかを定義します。

短引出し線 寸法線が基準線の上にある場合に、Tekla
Structures で自動的に短い延長線を使用
するか延長線の長さを統一するかを定
義します。

寸法を強調 (784 ページ)する場合は、こ
のオプションを [いいえ] に設定します。

寸法値書式

単位 寸法に使用する単位 (914 ページ)を定
義します。

精度 寸法の精度 (914 ページ)を定義します
(丸め、フィート・インチ単位など)。

表示形式 寸法の表示形式 (914 ページ)を定義し
ます(小数点以下の桁数および表示方
法)。

桁区切り 長い寸法値をグループ化するかどうか
を定義します。

同間隔寸法の結合 同間隔寸法を結合します。選択肢は次
のとおりです。[オフ]、[3@60 ] または
[3*60=180]。

同間隔寸法の結合の精度は 0.1 です。

寸法結合の 少間隔数 結合する寸法の 小数を定義します。

寸法グルーピング

モデルが変更されたときに更新する はい ] を選択すると、モデルの変更時に
寸法グルーピングが自動的に更新され
ます。
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オプション 説明

配置

寸法線配置間隔 平行な寸法線の間隔を定義します。

手動で作成した寸法では、この設定は寸
法 [位置付け ] が [移動] に設定されてい
る場合にのみ機能します。以下を参照
してください。

短寸法 短寸法のテキストを寸法線の間に配置
するか、寸法線の外側に配置するかを定
義します。

配置設定... [寸法記号配置設定 ] ダイアログ ボック
スを開きます。

位置付け : 寸法の配置方法です。選択
肢は次のとおりです。

• 移動 : Tekla Structures は寸法の位置
と方向を [方向 ] 設定に基づいて決
定します。

• 固定 : 寸法を任意の位置に配置でき
ます。

検索マージン : 寸法の周囲に追加する
空の余白です。

小距離 : Tekla Structures が寸法の空白
部分の検索に使用する 小距離です。

方向 : Tekla Structures が寸法を配置する
オブジェクトの側面を定義します。

参照項目

[寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式 (914 ページ)

[寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式
[寸法記号プロパティ]ダイアログボックスの[一般]タブを使用すると、寸法値書式、
単位、精度に関するオプションを表示および変更できます。

設定した値を詳細設定の値として使用する必要がある場合は、整数値を使用しま
す。

オプション 整数値 メモ

[表示形式]  
### 0  
###[.#] 1  
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オプション 整数値 メモ

###.# 2  
###[.##] 3  
###.## 4  
###[.###] 5  
###.### 6  
### #/# 7  
## # /##.## # 8 このオプションは、直線寸

法の場合にのみ使用でき
ます。

[精度]  
0.00 1 丸め付き精度の定義用。

たとえば、精度を 0.33 に
すると、実寸法 50.40 は
50.33 として示されます。

0.50 2
0.33 3
0.25 4
1/8 5 フィート・インチ単位用。

1/16 6
1/32 7
1/10 8 丸めのない精度の定義用。

1/100 9
1/1000 10
[単位]
[自動] モデル内で定義されてい

る単位を使用します。

[mm] ミリメートル系。

[cm] センチメートル系。

[m] メートル系。

[フィート - インチ] フィートとインチ。

インチはフィート（整数）
に変換され、フィートに変
換されない残りの数字は
インチのまま表示されま
す。

[cm / m] センチメートルとメート
ル。

100 cm 未満の寸法はセン
チメートルで表示され、
100 cm 以上の寸法はメー
トルで表示されます。 ミ
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オプション 整数値 メモ

リメートルは上付き文字
で表示されます。

[インチ] インチ系。

フィート フィート

参照項目

寸法作成ルールのプロパティ (728 ページ)

[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ (911 ページ)

[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ
[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [表示設定] タブを使用して、寸法表示の
設定を表示および変更します。

• 図面レベルで [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスを開くには、図面を開い
て、[図面] タブに移動し、[プロパティ --> 寸法 ] をクリックします。

• オブジェクト レベルで [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスを開くには、開
いている図面で寸法をダブルクリックします。

• 図面を作成する前に、一般図の [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスを開くに
は、 [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックし、
[寸法] をクリックします。

オプション 説明

テキスト

色 寸法マークテキストの色。印刷した図
面での線の太さを制御します。

高さ 図面内の寸法マークに使用するテキス
トの高さを制御します。

フォント 寸法マークに使用するフォントを制御
します。

枠 寸法マークの枠を定義します。

配置 寸法線に対して寸法マークをどのよう
に配置するかを定義します。

線・矢印

色 寸法線の色を制御します。この色は、印
刷した図面での線の太さを制御します。
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オプション 説明

背景マスク [非透過] を選択して、図面の寸法マーク
で隠されている領域を非表示にします。

[透明] を選択して寸法マークの背景に
ある図面の内容を表示し、図面のライン
ワークが見えるようにします。

矢印形状 寸法線に使用するマークの形状を制御
します。

独自の矢印タイプを作成することもで
きます。詳細については、「寸法線の矢
印のカスタマイズ (253 ページ)」を参照
してください。

矢印の頭部分の高さと長さを設定しま
す。

絶対寸法 US 絶対寸法の寸法線に使用するマーク
の形状を制御します。

エレベーション寸法 エレベーション寸法の寸法線に使用す
るマークの形状を制御します。

参照項目

[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ (911 ページ)

[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ
[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [マーク] タブと [注記] タブを使用して、
開いている図面で寸法マークと中期の内容を表示および変更します。

• 図面レベルで [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスを開くには、図面を開い
て、[図面] タブに移動し、[プロパティ --> 寸法] をクリックします。
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• オブジェクト レベルで [寸法プロパティ] ダイアログ ボックスを開くには、開
いている図面で寸法をダブルクリックします。

• 図面を作成する前に、一般図の [一般図 - 寸法記号プロパティ] ダイアログ ボッ
クスを開くには:[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ --> 一般図] をク
リックし、[寸法内容...] をクリックします。

オプション 説明

[マーク] タブ

頭マーク 寸法の数値の前に定義された値を表示
します。テキストを入力するか、[...] を
クリックして要素を選択します。

接頭辞の値は数字のみにできません。
また、数字で終わらせることもできませ
ん。

寸法値の表示 寸法の数値の表示/非表示を選択しま
す。

寸法の数値を非表示にしても、頭マーク
テキストと接尾辞テキストは引き続き
表示されます。

接尾辞 寸法の数値の後に定義された値を表示
します。テキストを入力するか、[...] を
クリックして要素を選択します。

接尾辞の値は数字のみにできません。
また、寸法の数値が表示されているとき
は、接尾辞の値を数字で始めることはで
きません。

[...] ボタン 要素を追加して寸法マーク内容を定義
します。マークの表示設定を変更する
こともできます。

要素を囲む枠:[タイプ] および [色]: 要素
の枠のタイプと色を各要素に個別に定
義します。

[< フレーム追加]: 要素の周りに枠を追
加できます。フォント:[色]、[高さ] およ
び [フォント]: 要素のテキストで使用す
るフォントのタイプ、色、および高さを
各要素に個別に定義します。[選択...] を
クリックすると、他のフォントを選択で
きます。

単位:[単位] および [表示形式]: 長さの要
素の単位と表示形式を設定できます。
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オプション 説明

単位設定を変更できるのは、長さの要素
が選択されている場合のみです。

また、[ユーザー定義情報] 要素でテンプ
レート属性を使用することもできます。
マークでは、モデル全体を参照する 
MODEL_TOTAL などのテンプレート属

性を使用することはできません。マー
クでチェックされるのは図面内のオブ
ジェクトの情報だけで、モデル全体の情
報はチェックされません。

寸法補助記号 [指定]: 指定した色、サイズ、およびオフ
セットでプレート寸法に対する寸法補
助記号が作成されます (255 ページ)。オ
フセットとは、寸法線から記号への距離
を意味します。

オプション [自動] は、インテリジェント
な図面 (詳細設定 
XS_INTELLIGENT_DRAWING_ALLOWE
D が TRUE に設定されている図面) での

み使用できます。

強調 [指定]: 狭い寸法が強調表示されます
(784 ページ)。

[方向] を選択します:[左 / 下]、[右 / 上]、
または [両方]。

[原点]、[幅]、[位置] および [高さ] を設
定します。

[注記] タブ

[注記] 領域 [寸法への注記の追加 (202 ページ)]:注記
ボックスにテキストを入力するか、[...]
をクリックして要素を追加できます。

注記ボックスの横にある [...] ボタンを
クリックすると、その注記のダイアログ
ボックスが表示されるので、要素を追加
して寸法注記の内容を定義できます。
注記要素の表示設定を変更することも
できます。

• [回転 --> 寸法線に垂直]: 注記が回転
します。

• [回転 --> 寸法線に平行]: 注記は回転
しません。これがデフォルト値で
す。
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オプション 説明

• 要素を囲む枠:[タイプ] および [色]:
要素の枠のタイプと色を各要素に個
別に定義します。

• [< フレーム追加]: 要素の周りに枠を
追加できます。フォント:[色]、[高
さ] および [フォント]: 要素のテキス
トで使用するフォントのタイプ、色、
および高さを各要素に個別に定義し
ます。[選択...] をクリックすると、他
のフォントを選択できます。

• 単位:[単位] および [表示形式]: 長さ
の要素の単位と表示形式を設定でき
ます。単位設定を変更できるのは、
長さの要素が選択されている場合の
みです。

• また、[ユーザー定義情報] 要素でテ
ンプレート属性を使用することもで
きます。

中期では、モデル全体を参照する 
MODEL_TOTAL などのテンプレート

属性を使用することはできません。
注記でチェックされるのは図面内の
オブジェクトの情報だけで、モデル
全体の情報はチェックされません。

オブジェクト数を注記に含む 部材数を含める注記の位置を選択しま
す。

フィルターで部材を除外 目的の内容を注記から削除 (202 ページ)
する図面ビューフィルターを選択しま
す。

曲線寸法タグタイプ 曲線鉄筋寸法線の注記タイプ (209 ペー
ジ)を選択します。注記タイプは、寸法
に注記を整列する方法を制御します。
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参照項目

手動寸法の追加 (194 ページ)

一般図への手動寸法の追加 (200 ページ)

鉄筋に寸法を追加する (209 ページ)

鉄筋寸法マーク プロパティ
[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスを使用して、鉄筋寸法の外観、
使用される形式、単位などを定義します。[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアロ
グ ボックスは、Tekla Structures 2020 SP2 に導入されています。

• [鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスを開くには、図面を開き、[図
面] タブに移動して プロパティ --> [鉄筋寸法マーク] をクリックします。

[鉄筋] タブ
開いている図面の鉄筋寸法マークのスタイルを変更するには、[鉄筋寸法マーク プ
ロパティ] ダイアログ ボックスの [鉄筋] タブを使用します。

オプション 説明

寸法 寸法を [すべての鉄筋] 間に作成するか、
[始点/終点鉄筋] にのみ作成するかを指
定します。

部材の縁端 鉄筋グループの寸法で、閉じ寸法を部材
の縁端に追加します。この設定は、[寸
法] が [すべての鉄筋] に設定されている
場合にのみ使用できます。

サブグループ化 寸法マークがサブグループ プロパティ
を表示できるように、鉄筋オブジェクト
内のさまざまな鉄筋間隔にサブグルー
プを作成するかどうかを指定します。
[サブグループ化] は、[寸法] が [すべて
の鉄筋] に設定され、[始点/終点鉄筋] で
は無効になっている場合にのみ使用で
きます。

引出し線から表示領域まで 表示されている鉄筋に対する引き出し
線の表示を制御します。

テーパー寸法タイプ 斜め寸法を斜めまたは水平に表示する

かを選択します 。

曲線寸法タイプ 円弧寸法を円弧または水平に表示する

かを選択します 。
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[一般] タブ
[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスの [一般] タブを使用して、寸法
の表示形式、タイプ、単位、精度、引出し線、グループ化、配置の各設定を表示お
よび変更できます。

オプション 説明

寸法

X・Y 方向寸法 寸法タイプを直線寸法に設定します。

[相対]: 2 点間の寸法。

[絶対]: 共通の始点からの寸法。

[相対および絶対]: 2 点間および共通の
始点を組み合わせたもの。

[US 絶対]: 連続寸法マーク (RD: running
dimension mark) を含む共通の始点から
の距離。

[US 絶対 2]: [US 絶対] と基本的に同じ
ですが、短寸法が相対寸法になる点が異
なります。

[絶対+短相対]: [絶対] と基本的に同じで
すが、短寸法が相対寸法になる点が異な
ります。内部絶対とも呼ばれます。こ
のオプションでは両方の寸法を表示で
きますが、寸法が長いときは相対寸法は
表示されません。このオプションでは、
寸法線内に絶対寸法が表示されます。

[絶対+絶対の上に相対を配置]: [相対お
よび絶対] と基本的に同じですが、絶対
寸法の上に相対寸法が配置されます。

[高さ]: ピックした点のエレベーション
寸法が作成されます。このタイプは、図
面モードの手動寸法の寸法記号プロパ
ティでのみ使用できます。

[X 方向寸法] 上のオプションと同様ですが、水平寸法
については直線設定よりも優先されま
す。空白オプションを使用すると、Tekla
Structures は [X・Y 方向寸法] オプション
設定を使用します。通常、X 方向は、図
面の X 軸に平行な寸法を意味します。

角度 角度寸法の表示内容を定義します。

側面の角度寸法を度単位で示します。

角度寸法を頂点の角度で表示します。
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オプション 説明

角度寸法を三角比として示します。

[三角のベース数値] を設定して、傾斜寸
法に対して示す基線長を制御すること
もできます。

角度寸法を角度が示された三角形とし
て示します。

三角のベース数値 三角比の基線長。

短引出し線 寸法線が基準線の上にある場合に、Tekla
Structures が自動的に短い延長線を使用
するか延長線の長さを統一するかを定
義します。

寸法を強調 (784 ページ)する場合は、こ
のオプションを [いいえ] に設定する必
要があります。

寸法値書式

単位 寸法に使用する単位を定義します。

自動

モデル内で定義されている単位を使用
します。

mm (ミリメートル)

cm (センチメートル)

m (メートル)

フィート - インチ (フィートとインチ)

インチはフィート (整数) に変換され、フ
ィートに変換されない残りの数字はイ
ンチのまま表示されます。

cm / m (センチメートルとメートル)

100 cm 未満の寸法はセンチメートルで
表示され、100 cm 以上の寸法はメートル
で表示されます。ミリメートルは上付
き文字で表示されます。

インチ (インチ)

フィート (フィート)
精度 寸法の精度を定義します (丸め、フィー

ト・インチ単位など)。

以下は、丸めを使用した精度の定義で
す。たとえば、精度 0.33 の場合、実際の
寸法 50.40 は 50.33 と表示されます。

0.00
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オプション 説明

0.50
0.33
0.25
フィート・インチ単位の例を次に示しま
す。

1/8
1/16
1/32
以下は、丸めを使用しない精度の定義で
す。

1/100
1/1000
1/10

表示形式 寸法の表示形式を定義します (小数点以
下の桁数および表示方法)。

###
###[.#]
###.#
###[.##]
###.##
###[.###]
###.###
### #/#
以下は直線寸法でのみ使用できます。

## #/##.## #

桁区切り 長い寸法値をグループ化するかどうか
を定義します。

同間隔寸法の結合 同間隔寸法を結合します。選択肢は [オ
フ]、[3@60]、または [3*60=180] です。

同間隔寸法の結合の精度は 0.1 です。

寸法結合の 少間隔数 結合する寸法の 小数を定義します。

配置

寸法線配置間隔 平行な寸法線の間隔を定義します。

手動で作成した寸法では、この設定は寸
法 [位置付け] が [移動] に設定されてい
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オプション 説明

る場合のみ機能します。以下を参照し
てください。

短寸法 短寸法のテキストの位置を定義します
(寸法線の間、またはその外側)。

配置設定... [寸法記号配置設定] ダイアログ ボック
スが開きます。

[位置付け] は、寸法の配置方法です。選
択肢は次のとおりです。

• [移動] を使用すると、Tekla Structures
が [方向] の設定に基づいて寸法の位
置と方向を決定できるようになりま
す。

• [固定] (デフォルト) では、寸法を任
意の位置に配置できます。

[検索マージン] は、寸法の周囲に追加す
る空の余白です。

[ 小距離] は、Tekla Structures が寸法を
配置する空白部分を検索するときに使
用される 小距離です。

[方向]を選択すると、Tekla Structures で、
対象となるオブジェクトのどちら側に
寸法を配置するかを定義できます。

[表示設定] タブ
[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [表示設定] タブを使用して、寸法表示の
設定を表示および変更します。

オプション 説明

テキスト

色 寸法マーク テキストの色。印刷した図
面での線の太さを制御します。

背景マスク [非透過] を選択して、図面の寸法マーク
で隠されている領域を非表示にします。

[透明] を選択して寸法マークの背景に
ある図面の内容を表示し、図面のライン
ワークが見えるようにします。
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オプション 説明

高さ 図面内の寸法マークに使用するテキス
トの高さを制御します。

フォント 寸法マークに使用するフォントを制御
します。

枠 寸法マークの枠を定義します。

配置 寸法線に対して寸法マークをどのよう
に配置するかを定義します。

線・矢印

色 寸法線の色を制御します。この色は、印
刷した図面での線の太さを制御します。

矢印形状 寸法線に使用するマークの形状を制御
します。

独自の矢印タイプを作成することもで
きます。詳細については、「寸法線の矢
印のカスタマイズ (253 ページ)」を参照
してください。

矢印の頭部分の高さと長さを設定しま
す。

[マーク] タブと [注記] タブ
[鉄筋寸法マーク プロパティ] ダイアログ ボックスの [マーク] タブと [注記] タブ
を使用して、開いている図面で鉄筋寸法マークと注記の内容を表示および変更しま
す。

オプション 説明

[マーク] タブ

頭マーク 寸法の数値の前に定義された値を表示
します。テキストを入力するか、[...] を
クリックして要素を選択します。

接頭辞の値は数字のみにできません。
また、数字で終わらせることもできませ
ん。
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オプション 説明

寸法値の表示 寸法の数値の表示/非表示を選択しま
す。

寸法の数値を非表示にしても、頭マーク
テキストと接尾辞テキストは引き続き
表示されます。

接尾辞 寸法の数値の後に定義された値を表示
します。テキストを入力するか、[...] を
クリックして要素を選択します。

接尾辞の値は数字のみにできません。
また、寸法の数値が表示されているとき
は、接尾辞の値を数字で始めることはで
きません。

[...] ボタン 要素を追加して寸法マーク内容を定義
します。マークの表示設定を変更する
こともできます。

要素を囲む枠:[タイプ] および [色]: 要素
の枠のタイプと色を各要素に個別に定
義します。

[< フレーム追加]: 要素の周りに枠を追
加できます。フォント:[色]、[高さ] およ
び [フォント]: 要素のテキストで使用す
るフォントのタイプ、色、および高さを
各要素に個別に定義します。[選択...] を
クリックすると、他のフォントを選択で
きます。

単位:[単位] および [表示形式]: 長さの要
素の単位と表示形式を設定できます。
単位設定を変更できるのは、長さの要素
が選択されている場合のみです。

また、[ユーザー定義情報] 要素でテンプ
レート属性を使用することもできます。
マークでは、モデル全体を参照する 
MODEL_TOTAL などのテンプレート属

性を使用することはできません。マー
クでチェックされるのは図面内のオブ
ジェクトの情報だけで、モデル全体の情
報はチェックされません。

寸法補助記号 [指定]: 指定した色、サイズ、およびオフ
セットでプレート寸法に対する寸法補
助記号が作成されます (255 ページ)。オ
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オプション 説明

フセットとは、寸法線から記号への距離
を意味します。

オプション [自動] は、インテリジェント
な図面 (詳細設定 
XS_INTELLIGENT_DRAWING_ALLOWE
D が TRUE に設定されている図面) での

み使用できます。

強調 [指定]: 狭い寸法が強調表示されます
(784 ページ)。

[方向] を選択します:[左 / 下]、[右 / 上]、
または [両方]。

[原点]、[幅]、[位置] および [高さ] を設
定します。

[注記] タブ

[注記] 領域 [寸法への注記の追加 (202 ページ)]:注記
ボックスにテキストを入力するか、[...]
をクリックして要素を追加できます。

注記ボックスの横にある [...] ボタンを
クリックすると、その注記のダイアログ
ボックスが表示されるので、要素を追加
して寸法注記の内容を定義できます。
注記要素の表示設定を変更することも
できます。

• [回転 --> 寸法線に垂直]: 注記が回転
します。

• [回転 --> 寸法線に平行]: 注記は回転
しません。これがデフォルト値で
す。

• 要素を囲む枠:[タイプ] および [色]:
要素の枠のタイプと色を各要素に個
別に定義します。

• [< フレーム追加]: 要素の周りに枠を
追加できます。フォント:[色]、[高
さ] および [フォント]: 要素のテキス
トで使用するフォントのタイプ、色、
および高さを各要素に個別に定義し
ます。[選択...] をクリックすると、他
のフォントを選択できます。

• 単位:[単位] および [表示形式]: 長さ
の要素の単位と表示形式を設定でき
ます。単位設定を変更できるのは、
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オプション 説明

長さの要素が選択されている場合の
みです。

• また、[ユーザー定義情報] 要素でテ
ンプレート属性を使用することもで
きます。

中期では、モデル全体を参照する 
MODEL_TOTAL などのテンプレート

属性を使用することはできません。
注記でチェックされるのは図面内の
オブジェクトの情報だけで、モデル
全体の情報はチェックされません。

オブジェクト数を注記に含む 部材数を含める注記の位置を選択しま
す。

フィルターで部材を除外 目的の内容を注記から削除 (202 ページ)
する図面ビューフィルターを選択しま
す。

曲線寸法タグタイプ 曲線鉄筋寸法線の注記タイプ (209 ペー
ジ)を選択します。注記タイプは、寸法
に注記を整列する方法を制御します。

[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法)

[寸法プロパティ] ダイアログ ボックスの [一般] タブを使用して、寸法の全般的な
設定を表示および変更します。このダイアログ ボックスは、寸法内容で [統合寸
法] 寸法タイプを使用している場合に表示されます。

オプション 説明

寸法タイプ ほとんどすべての寸法内容で [標準] が
使用されます。

[トラス] は、トラス図面の寸法作成に必
要な特定の要件を満たします。このオ
プションでは、斜材の位置と高さを採寸
します。この採寸は、斜材が、メイン部
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オプション 説明

材である上弦プロファイルと下弦プロ
ファイルに溶接された副部材で、上弦プ
ロファイルと下弦プロファイルがどの
部材にも溶接されていない場合にのみ
行われます。トラス溶接が他の方法で
行われている場合は、標準の寸法タイプ
が使用されます。

小化 [はい] を選択すると、Tekla Structures で
作成されるビューの数が 小限に抑え
られます。

図面の [ビュープロパティ] ダイアログ
ボックスの設定もチェックしてくださ
い。

寸法結合 複数の寸法を 1 つの寸法線として結合
(772 ページ)します。

[方法] で結合レベルを選択します。値
が大きくなるほど、Tekla Structures で結
合される寸法の数が増えます。

オプション [4.5] では、メイン部材に対
してオプション [5] の組み合わせを使用
し、副部材に対してオプション [4] の組
み合わせを使用します。

[距離] は、その距離の範囲内で Tekla
Structures が内部寸法を結合することを
意味します。

2 つのディテール間の距離が、定義され
た [ 短距離] より短い場合、Tekla
Structures で寸法が結合されます。

寸法を閉じる [寸法を閉じる (770 ページ)] を選択する
と、部材全体が含まれるように寸法線を
完成させます。

[いいえ]: 寸法を閉じません。

[X 方向]: X 方向の寸法だけを閉じ、他の
寸法を開いたままにします。

[すべて]: すべての寸法を閉じます。

この設定はプロファイル形状寸法には
関係しません。
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オプション 説明

寸法を閉じる:短寸法 [はい]: 短寸法を閉じます。

[いいえ]: 開いた寸法は、端部の短寸法で
はなく中央の寸法となります。

短寸法を開いたままにする場合、Tekla
Structures は、2 つの寸法を含む寸法線で
長い方の寸法線を除外します。寸法線
に 3 つの寸法が含まれている場合、Tekla
Structures は、中央の寸法を除外します。
このオプションは、4 つ以上の寸法を含
む寸法線には影響しません。

配置:前方オフセット オフセット (776 ページ)は、Tekla
Structures が寸法の基準点の検索で使用
する距離を定義します。Tekla Structures
が [前方オフセット] の検索距離の範囲
内に基準点 (コーナー) を見つけない場
合は、縁端点が使用されます。

[中心にあるボルト群] 設定は、寸法の表
示方法に影響します。

内部寸法の表示条件:短寸法の 大長 短寸法の 大長 (777 ページ)は、副部材
の非対称性を寸法で表すときの上限を
定義します。場合によっては、非対称形
状を持つ副部材がメイン部材に正しく
接続されるように、部材の非対称関係に
注意することが重要です。[短寸法の
大長] を使用して、寸法に非対称性を反
映させることができます。非対称性が
ここで指定した距離よりも小さければ、
非対称性が寸法で表されます。

部材マークを付ける寸法線 [なし]: 寸法線上に部材マークが作成さ
れません。

[製品全体の寸法に]: 製品全長寸法線上
に部材マークが作成されます。

[外ボルトの寸法に]: 一番外側のボルト
間の寸法線上に部材マークが作成され
ます。

メイン寸法の配置 Tekla Structures が [製品部材外形寸法]、
[メイン部材作業点]、[控え寸法] をどち
ら側に配置するかを定義します。

[自動]: 外形寸法が他の寸法と同様に扱
われます。

[上]: 外形寸法が部材の上側に配置され
ます (垂直部材の場合は左側)。
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オプション 説明

[下]: 外形寸法が部材の下側に配置され
ます。

メイン部材の傾斜寸法は、[上] を選択す
ると部材の下側に配置され、[下] を選択
すると上側に配置されます。

基準線寸法 基準寸法線 (777 ページ)を作成します。
値は次のとおりです。[なし]、[個々のス
パン]、[全体] または [個々のスパンおよ
び全体]。

基準線寸法の配置 基準線寸法の配置を設定します。値は
次のとおりです。

メインビュー - 上
メインビュー - 下
上面ビュー - 上
上面ビュー - 下
下面ビュー - 上
下面ビュー - 下
背面ビュー - 上
背面ビュー - 下
すべてのビュー - 上
すべてのビュー - 下.

寸法プロパティ

直線寸法 選択したプロパティの設定を使用して、
直線寸法の寸法タイプを設定します。

X 方向寸法 直線寸法と同じ設定ですが、水平寸法に
ついては直線設定よりも優先されます。
空白オプションを使用すると、Tekla
Structures は [直線寸法] オプション設定
を使用します。通常、X 方向は、図面の
X 軸に平行な寸法を意味します。

矢印形状:絶対寸法 US 絶対寸法の寸法線に使用するマーク
の形状を制御します。

US 絶対寸法は、[寸法プロパティ (911 ペ
ージ)] で定義できる寸法タイプ [US 絶
対] および [US 絶対 2] です。詳細設定
[XS_ USE_ USABSOLUTE_ ARROW_
TYPE_ FOR_ABSOLUTE_
DIMENSIONS] が TRUE に設定されてい

る場合、他のタイプの絶対寸法の矢印形
状も上書きされます。
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オプション 説明

矢印形状:エレベーション寸法 エレベーション寸法の寸法線に使用す
るマークの形状を制御します。

角度寸法と半径寸法 選択したプロパティの設定を使用して、
角度寸法の寸法タイプを設定します。

チェック寸法 選択したプロパティの設定を使用して、
チェック寸法の寸法タイプを設定しま
す。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法)
[位置寸法 ] タブ ([寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックス) を使用して、単品図、
製品図、およびキャスト ユニット図の位置寸法の設定を表示および変更します。

ダイアログ ボックスの内容は図面タイプによって異なります。以下に示すすべて
のオプションが、必ずしもすべての図面タイプで使用できるとは限りません。この
ダイアログ ボックスは、[統合寸法 ] を寸法タイプとして使用した場合に表示され
ます。

オプション 説明

ボルト位置の基点

部材位置の基点

Tekla Structures により部材/ボルトの位
置寸法が作成される場所を制御します。

なし : 位置寸法が作成されません。

メイン部材 : メイン部材の参照線から
寸法が作成されます。

作業点 : メイン部材と隣接部材の参照
線の交点などの作業点の間に寸法を作
成します。

埋め込み半製品 キャストユニット図の中に埋め込み半
製品を配置するための位置寸法を作成
します。 埋め込み半製品は、キャストユ
ニットに接続されるカスタムコンポー
ネントです。

副部材で : キャストユニット図の中の
埋め込み半製品の寸法が副部材と同じ
方法で設定されます。

参照点で : 埋め込み半製品の参照点 (カ
スタムコンポーネントの原点) に基づい
て、埋め込み半製品の寸法が設定されま
す。
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オプション 説明

副部材 副部材のボルト孔または縁端に対する
寸法を作成します。

なし : 副部材の位置寸法が作成されま
せん。

ボルトで : 副部材内のボルト孔位置の
寸法が作成されます。

部材 : 副部材の縁端の寸法が作成され
ます。

両方 : 副部材内のボルト孔位置と縁端
の両方の寸法が作成されます。

副部材寸法方向 寸法をメイン部材または隣接部材に揃
えます。 斜めクリップアングルまたは
せん断プレートの場合にのみ使用でき
ます。

寸法開始位置 連続寸法の始点を設定します。 隣接部
材にボルト留めされた斜めクリップア
ングルまたはせん断プレートの場合に
のみ使用できます。

追い寸法方向の反転 はい : 追い寸法の方向が変更されます。
このオプションで、原点を部材の始点で
はなく端部に設定できます。

メイン部材ボルト位置 オン : メイン部材のボルト孔位置に対
する寸法が作成されます。

メイン部材傾斜寸法 はい : ブレースの傾斜寸法を表す水平
および垂直チェック用寸法が作成され
ます。メイン部材の作業点の間に作成
されます。

傾斜チェック用寸法は正面ビューに配
置されます。これらの寸法の位置は、
[メイン寸法の配置 ] 設定 ([一般 ] タブ
で選択されている) によって異なりま
す。外形寸法を部材の上側に配置する
と傾斜寸法は部材の下側に配置され、外
形寸法を部材の下側に配置すると傾斜
寸法は部材の上側に配置されます。

傾斜寸法 Tekla Structures が斜め副部材の位置寸法
をどのように作成するかを定義します。

なし : 斜め副部材の位置寸法が作成さ
れません。

角度 : 副部材の角度寸法が作成されま
す。
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オプション 説明

寸法 : 副部材の傾斜寸法が作成されま
す。

両方 : 角度と寸法の両方が作成されま
す。

中心にある部材 中心に配置された部材の寸法を制御し
ます。 この設定は、位置寸法が作成され
ている場合にのみ影響を及ぼします。

内部 : 中心に配置された部材の外形サ
イズが作成されます。

位置 : メイン部材の中心線に対する部
材の位置寸法が作成されます。

なし : 中心に配置された部材の寸法が
作成されません。

中心にあるボルト群 中心に配置されたボルトグループの寸
法を制御します。

内部 : 中心に配置されたボルトの展開
寸法が作成されます。

位置 : メイン部材の中心線に対するボ
ルトの位置寸法が作成されます。

中心にあるボルト群 : 中心に配置され
たボルトに対する [内部副部材ボルト]
オプションよりも優先されます。これ
は、部材上で中心に配置されたボルトに
のみ適用されます。

エレベーション寸法 オン : エレベーション寸法が作成され
ます。

同間隔寸法の結合 同間隔寸法を結合します。選択肢は次
のとおりです。[オフ,3@60 データベー
スまたは 3*60=180.

同間隔寸法の結合の精度は 0.1 です。

寸法結合の 少間隔数 結合する寸法の 小数を定義します。

[寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法)
[部材寸法 ] タブ ([寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックス) を使用して、単品図、
製品図、およびキャスト ユニット図の部材寸法の設定を表示および変更します。

ダイアログ ボックスの内容は図面タイプによって異なります。以下に示すすべて
のオプションが、必ずしもすべての図面タイプで使用できるとは限りません。この
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ダイアログ ボックスは、[統合寸法 ] の寸法タイプを使用している場合に表示され
ます。

オプション 説明

内部 メイン部材に接続された副部材に対し
て内部寸法を作成します。

なし : 副部材の寸法が作成されます。

必要な寸法のみ : 部材の組み立てに必
要な寸法だけが作成されます。

すべて : 副部材のすべての寸法が作成
されます。

メイン部材外形寸法 一度 : メイン部材の外形寸法が 1 つ作
成されます。

すべて : すべてのビューのメイン部材
の外形寸法が作成されます。

なし : メイン部材の外形寸法が作成さ
れません。

これらのオプションには、[製品外形寸
法 ] の設定が反映されます。

製品外形寸法 長さのみ : X 方向に限り製品全体または
キャストユニットの外形寸法が作成さ
れます。

すべて : 製品またはキャストユニット
のすべての方向の外形寸法が作成され
ます。

オフ : 製品またはキャストユニットの
外形寸法が作成されません。

メイン部材作業点 オン : 一番外側の作業点の間にチェッ
ク用寸法が作成されます。

メイン部材の形 (メイン部材形状寸法) オン : メイン部材の形状を示す寸法が
作成されます。

デフォルトでは、Tekla Structures は、梁
の端部が対称の場合でも、梁の両端に形
状寸法を自動的に作成します。

メイン部材スカラップ・丸孔半径寸法
(半径寸法)

オン : メイン部材のポリゴン角処理曲
線と丸孔の半径寸法が作成されます。

このオプションは、[メイン部材の形 ] の
寸法を [オン] に設定している場合にの
み使用できます。

このオプションでは、角処理された梁
(曲)または梁(折)の半径寸法は作成され
ません。
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オプション 説明

傾斜寸法 オン : 傾斜の直線寸法が作成されます。

梁切落とし角度 角度寸法を作成し、傾斜のどちら側に寸
法を作成するかを定義します。選択肢
は次のとおりです。[なし,カット角度
および 梁角度.

控え寸法 オン : メイン部材の縁端から作業点の
間にチェック用寸法が作成されます。

優先する寸法配置 部材寸法の優先ビュー(正面または側面)
を設定します。

もっとも近いフロアから部材まで オン : も近いフロアから部材の下部
または上部までの距離を示す寸法が作
成されます。

基準線から部材中心線まで オン : 基準線から部材の中心線までの
部材のオフセットを示す寸法が作成さ
れます。

基準線から部材端まで オン : 基準線から部材の近端または遠
端までの部材のオフセットを示す寸法
が作成されます。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 部材の寸法設定 (762 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法)
[ボルト寸法 ] タブ ([寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックス) のオプションを使
用して、単品図、製品図、およびキャスト ユニット図で作成するボルト寸法と作
成方法を選択します。

ダイアログ ボックスの内容は図面タイプによって異なります。以下に示すすべて
のオプションが、必ずしもすべての図面タイプで使用できるとは限りません。この
ダイアログ ボックスは、[統合寸法 ] の寸法タイプを使用している場合に表示され
ます。

オプション 説明

メイン部材ボルト内部寸法 メイン部材のボルトグループに対して
内部寸法を作成します。

なし : ボルト内部寸法がいずれも作成
されません。
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オプション 説明

内部 : ボルトグループ内部寸法 (ボルト
間寸法) が作成されます。

すべて : 縁端距離およびボルトグルー
プ内部寸法が作成されます。縁端距離
は一番外側のボルトから部材の縁端ま
での距離です。

メイン部材ボルト内部寸法:斜めボルト
群

寸法を部材とボルトグループのどちら
に平行にするかを指定します。

選択肢は次のとおりです。[ 寸法なし,
部材方向、および ボルト方向.

副部材内部ボルト寸法 副部材のボルトグループに対して内部
寸法を作成します。

選択肢は次のとおりです。[ なし,必要
な寸法のみ,内部、および すべて.

副部材内部ボルト寸法:斜めボルト群 ボルト寸法を副部材またはボルトグル
ープに揃えます。

選択肢は次のとおりです。[ 部材方向,
寸法なし、および ボルト方向

外側ボルト間寸法:外側ボルト間寸法 一番外側のボルトの間にチェック用寸
法を作成します。

選択肢は次のとおりです。[ なし,メイ
ン部材、および 製品.

外側ボルト間寸法:外側ボルト及び作業
点間寸法

外側のボルトと作業点の間のチェック
用寸法を作成します。

はい : チェック用寸法が作成されます。

優先する寸法配置 ボルト寸法の優先ビュー(正面または側
面)を設定します。

ボルト寸法結合 ボルトグループ内部寸法の表示形式を
設定します。

ボルトグループ内部寸法は、各寸法を結
合して [3@60 ] または [3*60=180] のよ
うな書式で表示することも、個別の寸法
として表示することもできます。

寸法結合の 少間隔数 結合する寸法の 小数を定義します。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)
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例: ボルトグループ寸法の結合 (775 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [寸法グルーピング]タブ(統合寸法)
[寸法グルーピング ] タブ ([寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックス) を使用し
て、単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の寸法グルーピングの設定を表
示および変更します。

ダイアログ ボックスの内容は図面タイプによって異なります。以下に示すすべて
のオプションが、必ずしもすべての図面タイプで使用できるとは限りません。この
ダイアログ ボックスは、[統合寸法 ] を寸法タイプとして使用した場合に表示され
ます。

オプション 説明

寸法グルーピングの対象 グルーピングの対象となるオブジェク
トを選択します。

部材 部材に従ってグループ化します。

ボルト ボルトに従ってグループ化します。

コンポーネント コンポーネントに従ってグループ化し
ます。

カット/形状 カット/形状に従ってグループ化しま
す。

自動寸法注記作成 寸法線に情報を表示する方法を定義し
ます。

寸法注記の作成 注記を表示します。

オブジェクト数を注記に含む 部材数を注記に含めます。

グループされたオブジェクト\n のマー
クを表示しない

グループ化されたオブジェクトの部材
マークを表示しません。

フィールド一覧 同一条件の定義に使用できる要素。

追加 > アイテムが [マークの内容 ] リストに追
加されます。

削除 アイテムが [マークの内容 ] リストから
削除されます。

上 要素をリスト内で上に移動します。

下 要素をリスト内で下に移動します。

モデルが変更\n されたときに\n 更新す
る

はい ] を選択すると、モデルの変更時に
寸法グルーピングが自動的に更新され
ます。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

同じ寸法線への同一オブジェクトのグループ化 (757 ページ)
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[寸法内容プロパティ] - [サブアセンブリ]タブ(統合寸法)
[サブアセンブリ ] タブ ([製品図 - 寸法内容プロパティ ] ダイアログ ボックス) のオ
プションを使用して、サブアセンブリに対して作成する寸法とその作成方法を表示
および変更します。

ダイアログ ボックスの内容は図面タイプによって異なります。以下に示すすべて
のオプションが、必ずしもすべての図面タイプで使用できるとは限りません。この
ダイアログ ボックスは、[統合寸法 ] を寸法タイプとして使用した場合に表示され
ます。

オプション 説明

サブアセンブリ内の部材寸法作成 サブアセンブリ内の部材寸法を作成す
るかどうかを定義します。

はい : サブアセンブリ内の部材の内部
寸法が作成されます。

いいえ : サブアセンブリ内の部材の内
部寸法が作成されません。

サブアセンブリの押え位置基点 サブアセンブリの測定の起点位置を定
義します。

なし : サブアセンブリ位置が測定され
ません。

ボルト : サブアセンブリの位置がボル
トから測定されます。サブアセンブリ
にボルトが含まれていない場合、または
ボルトから位置を測定できない場合は、
Tekla Structures によって参照点からサブ
アセンブリの位置が測定されます。

外形点 : サブアセンブリの位置がサブ
アセンブリの周囲ボックスから測定さ
れます。

参照点 : 参照点からサブアセンブリの
位置が測定されます。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)
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[寸法内容プロパティ] - [鉄筋寸法]タブ(統合寸法)
[鉄筋寸法] タブ ([寸法内容プロパティ] ダイアログ ボックス) を使用して、鉄筋寸
法の作成と表示方法に影響を及ぼす設定を表示および変更します。

このタブが表示されたこのダイアログ ボックスは、キャスト ユニット図の寸法設
定で寸法タイプを [統合寸法] にしている場合にのみ表示されます。

オプション 説明

鉄筋グループの寸法プロパティ オン: 鉄筋グループの寸法が作成されま
す。これにより、このタブ上の他の設定
もアクティブになります。

[寸法マーク設定] マーク タイプ (寸法線、寸法マーク、注
記付き寸法マーク、またはこれらの一般
的なスタイルの異形) を設定します。

デフォルト環境には、次の 3 つの定義済
み設定ファイルが含まれています
(rebar_dimension_line、
rebar_dimension_mark、
rebar_tagged_dimension_mark)。

[...] ボタンをクリックすると、寸法プロ
パティが開き、設定ファイルを表示した
り、必要に応じて設定を変更したりする
こともできます。

参照項目

統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加 (756 ページ)

例: 鉄筋寸法 (779 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [基準線]タブ(一般図)
[基準線 ] タブ ([一般図 - 寸法内容プロパティ ] ダイアログ ボックス) を使用して、
一般図の基準線と全体の寸法の設定を表示および変更します。

このダイアログボックスを開くには:

• [図面とレポート] タブで [ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックし、[寸法
内容...] をクリックします。

• 開いている一般図で、図面の背景をダブルクリックし、[寸法内容...

オプション 説明

基準線寸法 [オン]を選択すると、基準線の寸法線が
作成されます。

全体の寸法 [オン]を選択すると、全体の寸法が作成
されます。
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オプション 説明

寸法の配置:水平 垂直基準線および全体の寸法線を、図面
の [左 ] または [右 ] に配置するか、[両
方 ] に配置します。

寸法の配置:垂直 水平基準線および全体の寸法線を、図面
の [上 ] または [下 ] に配置するか、[両
方] に配置します。

参照項目

一般図への自動的寸法の追加 (793 ページ)

例: 基準線と外形寸法 (796 ページ)

[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図)
[部材 ] タブ ([一般図 - 寸法内容プロパティ ] ダイアログ ボックス) を使用して、一
般図の部材寸法の設定を表示および変更します。

このダイアログボックスを開くには:

• [図面とレポート ] タブで、[ 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックし、[寸
法内容...

• 開いている一般図で、図面の背景をダブルクリックし、[寸法内容...

オプション 説明

寸法の 大の離れ:基準線外の寸法 寸法を表示する部材までの寸法線の長
さを制御します。 基準線外の寸法線が
基準線からの引き出し線の 大長を指
定するように定義します。

寸法の 大の離れ:基準線内の寸法 寸法を表示する部材までの寸法線の長
さを制御します。 基準線内の寸法線が
部材参照点からの引き出し線の 大長
を指定するように定義します。

ビューに完全に含まれていない部材も
対象

オン : 一部がビューの外に出る部材の
寸法が表示されます。オフ : これらの
部材の寸法は表示されません。

基準線外の寸法の 大数 基準線の外側で使用できる寸法線の
大数を指定します。 さまざまなオブジ
ェクトの寸法をさまざまな寸法線に表
示する場合は、この設定を使用するとよ
り簡潔な図面を作成できます。

指定した 大数に達すると、Tekla
Structures によって寸法線は基準線内に
作成されます。
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オプション 説明

オブジェクトグループの寸法ルール 別々の寸法線に表示するように各オブ
ジェクトグループを指定します。

オブジェクトグループ 寸法を表示するオブジェクトグループ。

配置 寸法なし : 部材に対して寸法が作成さ
れません。

基準線内 : 部材の寸法は、対象となる部
材の横または近くに作成されます。部
材が基準線の内側にある場合に、すべて
の部材の寸法が基準線の内側に配置さ
れます。[基準線内 ] を選択していても、
部材が端部近くにあり、寸法表示の対象
となる端部が基準線の外側になる場合、
寸法は外側に表示されます。

基準線外 : 作成される部材の寸法は、基
準線の外側に配置されます。

自動決定 : 作成される部材の寸法は、部
材の位置および [基準線外の寸法の 大
数 ] オプションの設定に応じて、基準線
の内側または外側に配置されます。

[自動決定 ] オプションを使用して [基準
線外の寸法の 大数] を定義する必要が
あります。このオプションを選択する
と、基準線外の寸法が 大数に達したと
きに、Tekla Structures が基準線内に寸法
を配置できます。

水平位置 左側 : 水平部材のすべての寸法が、基準
線の左側に配置されます。

右側 : 水平部材のすべての寸法が、基準
線の右側に配置されます。

両側分配 : 水平部材のすべての寸法が、
対象となる部材に近い基準線側に配置
されます。

垂直位置 上 : 垂直部材のすべての寸法が、基準線
の上部に配置されます。

下 : 垂直部材のすべての寸法が、基準線
の下部に配置されます。

両側分配 : 垂直部材のすべての寸法が、
対象となる部材に近い基準線側に配置
されます。
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参照項目

一般図への自動的寸法の追加 (793 ページ)

例: 部材の寸法を配置する (800 ページ)

例: 基準線外の寸法の数の制限 (799 ページ)

例: 完全には表示されない部材の寸法設定 (798 ページ)

例: 引き出し線の 大長オプション (797 ページ)

9.7 マークプロパティ
マークの表示設定と内容は、図面を作成する前と開いている図面で調整できます。

詳細情報のリンク:

• マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タ
ブ (944 ページ)

• 引出し線タイプ (968 ページ)

• ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパティ (961 ペ
ージ)

• 図面の溶接マークプロパティ (961 ページ)

• 図面におけるモデル溶接マークの表示/非表示と表示設定のプロパティ (964 ペ
ージ)

• エレベーションプロパティ (967 ページ)

• マーク内容 (950 ページ)

マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および
[表示設定] タブ
さまざまなタイプのマークのプロパティの [一般] タブ、[結合] タブ、および [内
容] タブを使用して、マークの内容と表示に影響する設定を表示および変更します。
一部のマークについては、個別の [表示設定] タブがあります。

次に示すすべての設定が、必ずしもすべてのマークで使用できるとは限らないこと
に注意してください。

マーク プロパティを開くには、次のようにします。

• [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択して、それぞれのマーク (一般図) のボタンをクリックするか、ビュー プロパ
ティを使用して、マーク プロパティに直接移動します。

• 開いている図面で、図面の背景をダブルクリックし、それぞれのマーク (一般
図) のボタンをクリックするか、ビュー プロパティを使用して、マーク プロパ
ティに直接移動します。
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• 開いている図面で、図面ビュー フレームをダブルクリックし、左側のオプショ
ン ツリーで目的のマークをクリックします。

• 開いている図面で、[ 図面 --> プロパティ ] に移動し、マーク タイプを選択しま
す。

• 開いている図面でマークをダブルクリックします。

設定 説明

[内容] タブ:
フィールド一覧

マークの内容

[フィールド一覧] には、現在のマークに使用可能な要
素の一覧が表示されます。

[マークの内容] には、マークに含めるように選択した
要素の一覧が表示されます。

マーク要素の詳細については、「マーク内容 (950 ペー
ジ)」を参照してください。

すべてのマークに共通する要素のリストについては、
「マークの共通要素 (951 ページ)」を参照してくださ
い。

< フレーム追加 マーク内の個々の要素の周囲にフレームを追加しま
す。

要素を囲む枠:[タイプ]、
[色]

1 つまたは複数の要素の枠のタイプと色を定義しま
す。[マークの内容] リスト内のすべての要素を選択
して同じ変更を適用するには、キーボードの Shift キ
ーを押しながらリストの 後の要素をクリックしま
す。

フォント:[色]、[高さ] およ
び [フォント]

1 つまたは複数の要素のテキストで使用するフォント
のタイプ、色、および高さを定義します。[マークの内
容] リスト内のすべての要素を選択して同じ変更を適
用するには、Shift キーを押しながらリストの 後の要
素をクリックします。

[選択...] をクリックすると、他のフォントを選択でき
ます。

単位:[単位]、[表示形式] [マークの内容] リストで選択した長さ、高さ、間隔、
または径要素の単位と表示形式を変更します。

[一般] または [表示設定] タブ:
メイン部材

副部材

サブアセンブリメイン部
材

サブアセンブリメイン副
部材

これらの設定はボルト マークを対象としています。

[表示] を選択すると、ボルト マークが表示されます。

[表示しない] を選択すると、ボルト マークが表示され
ません。
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設定 説明

表示 [分配対象] を選択すると、ビューにマークが分配され
ます。Tekla Structures は、他のビューに表示されてい
ないマークだけを作成します。

[常に] を選択すると、他のビューの設定に関係なく、
常にビュー内にマークが作成されます。

[分配時優先] は [分配対象] と同様に機能しますが、分
配時優先ビューは優先順位が高くなります。

[分配対象] は、図面内の 1 つのビューだけに選択しま
す。その他のビューを [分配対象] に設定すると、マー
クは [表示] が [分配時優先] に設定されたビューだけ
に配置されます。

[表示しない] を選択すると、マークが作成されませ
ん。

ビュー平面外にある部材 この設定はビュー レベルでのみ使用できます。

[表示] を選択すると、図面のビュー平面外にマークが
表示されます。

[表示しない] を選択すると、ビュー平面外にマークが
表示されません。

サイズを無視 この設定はボルト マークを対象としています。

標準サイズのボルト マークを図面から除外します。
Tekla Structures で、定義したサイズのボルト マークが
図面に表示されなくなります。

[サイズを無視] 設定と一緒に使用できる詳細設定が
いくつかあります。このため、 初に無視するサイズ
を入力し、次に詳細設定を行います。

XS_OMITTED_DIAMETER_TYPE は、無視するサイズ
がボルトのサイズ (BOLT) または孔のサイズ (HOLE)
のどちらであるかを定義します。

XS_OMITTED_BOLT_TYPE は、ボルト セット名に基
づいて無視するボルト マークを除外する場合に使用
できます。ボルト セット名 (7990 など) を値として入
力します。ワイルドカード (* または ? など) を使用す
ることもできます。

XS_OMITTED_BOLT_ASSEMBLY_TYPE は、ボルト
タイプに基づいて無視するボルト マークを除外する
場合に使用できます。値は、SITE、SHOP、および 
SITE_AND_SHOP です。
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設定 説明

マーク結合 この設定は部材マークと仕上げ材マークを対象とし
ています。

[オン] を選択すると、マークが結合されます。

部材マークの結合距離などの結合の原則の詳細につ
いては、「マークの結合 (304 ページ)」を参照してくだ
さい。デフォルトでは、部材からの 大結合距離は
1200 mm です。

マークを囲む枠:[タイプ]、
[色]

マークに使用する枠、および枠の色を定義します。

背景マスク [非透過] を選択して、図面のマークで隠されている部
分を非表示にします。

[透明] を選択して図面のマークによって隠されてい
る部分を表示し、線による模様などを見えるようにし
ます。

引出し線:[鉄筋グループマ
ーク]、[結合マーク]、[タ
イプ]、[矢印]、および [隠
れた部材の引出し線に陰
線使用]。

引出し線のタイプおよび引出し線の矢印のタイプを
定義し、隠れた部材の引出し線を非表示にします。

マークを結合する場合、または鉄筋グループ マークを
追加する場合は、次のいずれかのオプションを選択し
ます。

:[グループ毎に引き出し線一つ] を選択する
と、オブジェクト グループごとに 1 つの引出し線が作
成されます。
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設定 説明

:[一行毎に引出し線] を選択すると、マークを
結合してオブジェクトの列ごとに 1 つの引出し線を
作成します。

:[平行引出し線] を選択すると、マークを結合
して平行引出し線を作成します。

:[引出し線を一点に集中] を選択すると、マー
クを結合して 1 点に集約する引出し線を作成します。

:[垂直引出し線] を選択すると、鉄筋グループに
垂直な引出し線のあるマークを作成できます。グル
ープ平面内の各鉄筋に引出し線付きのマークを作成
します。

:[ 初と 後に引出し線] を選択すると、鉄筋グル
ープに垂直な引出し線のあるマークを作成できます。
グループ内の 初と 後の鉄筋にマークを作成しま
す。

垂直引出し線の長さを制御するには、詳細設定 
XS_MARK_LEADER_LINE_LENGTH_FOR_PERPENDI
CULAR ([ ファイル --> 設定 --> 詳細設定 --> マーク:
一般 ]) を使用します。デフォルト値は、0 mm です。

回転 部材マークの回転を定義します。

配置 次のいずれかの配置オプションを選択します。

左

中心

右

引出し線

[引出し線] オプションは、ボルト マーク、ジョイント
マーク、部材マーク、隣接部材マーク、現場打ちコン
クリート部材オブジェクト マーク、鉄筋マーク、隣接
鉄筋マーク、鉄筋マーク (結合)、仕上げ材マークなど
のマーク タイプに使用できます。

配置設定... [配置設定...] ボタンをクリック [配置] ダイアログ ボ
ックスが開きます。

位置付け:[移動] を選択すると、マークの適切な位置が
Tekla Structures により自動的に検索されます。

位置付け:[固定] を選択すると、マークを任意の位置に
配置できます。

[固定] オプションを選択した場合、図面を更新しても
マークの位置は維持されますが、[移動] を選択した場
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設定 説明

合は、Tekla Structures が注記オブジェクトの 適な位
置を自動的に探します。

[検索マージン] は、マークの周囲に残しておく空の余
白のことです。

[ 小距離] は、部材からマークまでの 小距離です。

[ 大距離] は、部材からマークまでの 大距離です。

[検索マージン] と [ 小距離] に大きい値を入力する
と、マークの配置が正常に機能しなくなります。

[配置区域] は、マークを配置する場所を Tekla
Structures が検索する領域を定義します。

(1) 検索マージン

(2) 小距離

(3) 大距離

注記オブジェクトの配置の詳細については、「注記オ
ブジェクトの配置 (338 ページ)」を参照してください。

設定 イメージ 説明

[結合] タブ

[鉄筋マーク] プロパティの [結合] タブを使用して、キャスト ユニット図の鉄筋マ
ークの結合に影響を与える設定の表示と変更を行います。

結合鉄筋マークの詳細については、「結合鉄筋マークの要素 (957 ページ)」およ
び「マークの自動結合 (826 ページ)」を参照してください。

同一キャストユニットに
同じマーク

[グループ毎に引き出し線
一つ] を選択すると、鉄筋
グループごとに 1 つの引
出し線が作成されます。

[一行毎に引出し線] を選
択すると、マークを結合し
て鉄筋の列ごとに 1 つの
引出し線を作成します。

[平行引出し線] を選択す
ると、マークを結合して平
行引出し線を作成します。
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設定 イメージ 説明

[引出し線を一点に集中]
を選択すると、マークを結
合して 1 点に集約する引
出し線を作成します。

[マージしない] を選択す
ると、マークは結合されま
せん。Tekla Structures に
より、マークごとに独立し
た引出し線が作成されま
す。

[マージしない] を選択し
た場合でも、Tekla
Structures で自動的に結合
されるマークのマーク内
容を [結合] タブで定義す
る必要があります。

優先する合体方向 [垂直方向マージ] を選択
すると、図面の垂直方向に
マークを結合します。

[水平方向マージ] を選択
すると、図面の水平方向に
マークを結合します。

参照項目

マークの定義 (809 ページ)

自動マークの追加 (811 ページ)

ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義 (678 ページ)

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更 (287 ページ)

図面に部材マークを手動で追加する (280 ページ)

選択部材のマークを削除する (297 ページ)

マーク内容

マーク プロパティの [内容] タブで選択した要素とオプションによって、図面内の
マークの内容が定義されます。

図面プロパティを使用して自動的にマークを図面に追加するには、「自動マークの
追加 (811 ページ)」を参照してください。

開いている図面で部材マークを手動で追加するには、「図面に部材マークを手動で
追加する (280 ページ)」を参照してください。
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鉄筋でマークを手動で追加するには、「図面に鉄筋マークを手動で追加する (282 ペ
ージ)」を参照してください。

詳細情報のリンク:

• マークの共通要素 (951 ページ)

• 部材マークの要素 (952 ページ)

• ボルト マークの要素 (954 ページ)

• 鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素 (955 ページ)

• 溶接金網マークと隣接溶接金網マークの要素 (956 ページ)

• 現場打ちコンクリート部材マーク要素 (958 ページ)

• 結合鉄筋マークの要素 (957 ページ)

•

• Surface treatment mark elements (959 ページ)

• Section and detail mark elements (960 ページ)

• ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークの要素 (960 ページ)

マークの共通要素
以下のマーク要素は、ほとんどのマークタイプで使用することができます。

要素 説明

ユーザー定義情報 建築オブジェクトマークで使用できま
す。

マークにユーザー定義情報を追加しま
す。 また、ユーザー定義情報用のテンプ
レートフィールドを使用することもで
きます。

マークでは、モデル全体を参照する

MODEL_TOTALなどのテンプレート属

性を使用することはできません。マー
クでチェックされるのは図面内のオブ
ジェクトの情報だけで、モデル全体の情
報はチェックされません。

マークへのユーザー定義情報の追加方
法の詳細については、「自動マークへの
属性の追加 (834 ページ)」を参照してく
ださい。

テキスト マーク内のテキストを挿入できるダイ
アログボックスを開きます。 長さの上
限は 255 文字です。
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要素 説明

シンボル 使用中のシンボルファイルを変更した
り、Tekla Structures シンボルファイルか
らシンボルを選択してマークに追加し
たりできるダイアログボックスを開き
ます。

< > マークの行間スペースを追加します。

【改行】 要素の間に改行を追加して、複数行のマ
ークを作成します。行間のデフォルト
のスペースは、テキストの高さに依存し
ますが、詳細設定
XS_MARK_ELEMENT_SPACE_FACTOR
を使用して変更できます。

【ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ】 要素間にバックスペースを追加して、デ
フォルトのスペースを要素間から削除
します。要素間のデフォルトのスペー
スは、テキストの高さに依存しますが、
詳細設定
XS_MARK_ELEMENT_SPACE_FACTOR
を使用して変更できます。

テンプレート 建築オブジェクトマークで使用できま
す。

テンプレートエディタで作成したカス
タムグラフィックテンプレートをマー
クに追加します。 テンプレートを選択
できるダイアログボックスが開きます。

マークへのテンプレートの追加方法の
詳細については、「マークにテンプレー
トを追加する (838 ページ)」を参照して
ください。

部材マークの要素
部材マークの内容を、メイン部材と副部材のそれぞれについて、さらにサブアセン
ブリのメイン部材と副部材のそれぞれについて個別に定義できます。

以下の表に、部材マークと隣接部材マークのみに適用されるすべての要素を示しま
す。一部の要素はこのリストに含まれていません。多くのマークタイプに共通の
要素は別のリスト (951 ページ)に示されています。

要素 説明

製品マーク 製品の頭マークと位置番号を追加しま
す。

部材マーク 部材の頭マークと位置番号を追加しま
す。
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要素 説明

プロファイル 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材のプロファイル名を追加し
ます。

材質 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材の材質を追加します。

名前 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材の名前を追加します。

クラス 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材のクラスを追加します。

仕上げ 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材の仕上げを追加します。

サイズ 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材のサイズを追加します。

長さ 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材の長さを追加します。

長さの単位および表示形式を変更でき
ます。

キャンバー 部材、製品、またはキャストユニットの
メイン部材のキャンバーを追加します
(該当するユーザー定義部材情報が設定
されている場合)。

手前/向う マーク 部材マークに NS/FS マークを表示しま
す (正面ビューの場合のみ使用可能)。

正面の方位 メイン部材の正面が向く方向（東西南
北）をマークに表示します。以下の両条
件に当てはまる場合に表示します

• 正面は立面であること

• 同じマークを持つすべての製品が同
じ方向に向いていること

上記の条件が満たされない場合、マーク
に何も出力されません。

さらに、 [ファイル] メニュー --> 設定 --
> オプション --> 方向マーク で [一般図
の柱マークを中心に配置] を [はい] に設
定している場合、一般図の柱には正面の
方位は表示されません。

面外脚のゲージ 孔ゲージを追加します。

このオプションの形式は、詳細設定を使

用して制御できます。
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要素 説明

芯芯距離 マークに芯芯距離を追加します。

このオプションの形式は、詳細設定の 
XS_CENTER_TO_CENTER_DISTANCE_
IN_ONE_PART_STRING と 
XS_CENTER_TO_CENTER_DISTANCE_
IN_TWO_PARTS_STRING を使用して

制御できます。

回転角度 螺旋梁の回転角度をマークに追加しま
す。 他の部材については、この要素は空
の値を設定します。

ボルト マークの要素
部材マークのオプションは、現場ボルトと工場ボルトのそれぞれについて個別に定
義できます。

ボルト マークに固有の要素のリストを以下に示します。

ボルト マークのサイズの定義の詳細については、「詳細設定を使用したボルトマー
クのサイズの定義 (844 ページ)」を参照してください。

要素 説明

ボルト長 ボルトの長さを追加します。

長さの単位および表示形式を変更でき
ます。

ボルト径 ボルト径を追加します。

径の単位および表示形式を変更できま
す。

孔径 孔径を追加します。

径の単位および表示形式を変更できま
す。

孔の深さ ボルト孔のデプスを追加します。

材質 ボルトの材質を追加します。

標準 ボルト セット名を追加します。

短縮名 ボルトの短縮名を追加します。たとえ
ば、特定のボルトの商品名などを使用で
きます。

ボルトセット名 ボルトの完全な名前を追加します。こ
の名前は、ダイアログ ボックスのリスト
に表示されます。

製品タイプ ボルトの製品タイプを追加します。

ボルト本数 ボルトの数量を追加します。
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要素 説明

スロット長さ(x)
スロット長さ(y)

X または Y 方向のスロット長さを追加
します。

長さの単位および表示形式を変更でき
ます。

スロット長さ スロット長さを追加します。

長さの単位および表示形式を変更でき
ます。

スロット高さ スロット高さを追加します。

高さの単位および表示形式を変更でき
ます。

サイズ 孔サイズを追加します。

サイズの単位および表示形式を変更で
きます。

埋め込み 埋め込みボルト マークに埋め込みを追
加します。

面外脚のゲージ 孔ゲージを追加します。

この要素の形式は、詳細設定 
XS_GAGE_OF_OUTSTANDING_LEG_ST
RING を使用して制御できます。

芯芯距離 芯芯距離を追加します。

この要素の形式は、詳細設定の 
XS_CENTER_TO_CENTER_DISTANCE_
IN_ONE_PART_STRING と 
XS_CENTER_TO_CENTER_DISTANCE_
IN_TWO_PARTS_STRING を使用して

制御できます。

鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素
単体の鉄筋、鉄筋グループ、および溶接金網に対して個別にマークの内容を定義で
きます。

すべての鉄筋および隣接鉄筋マークに追加できる要素のリストを以下に示します。
一部の要素はこのリストに含まれていません。多くのマークタイプに共通の要素
は別のリスト (951 ページ)に示されています。

要素 説明

名前 鉄筋または金網の名前を追加します。

等級 鉄筋または金網の材質を追加します。

直径 鉄筋の呼び径を追加します。
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要素 説明

クラス 鉄筋または金網のクラスを追加します。

長さ 鉄筋の全長を追加します。

長さの単位および表示形式を変更でき
ます。

数 鉄筋の数量を追加します。

位置 鉄筋位置番号を追加します。

パターン 鉄筋または金網の形状を追加します。

重量 鉄筋または金網の重量を追加します。

芯芯 鉄筋の芯芯間隔距離を追加します。 以
下のオプションがあります。

• [芯芯] は、間隔が一様である場合に
間隔値を追加します。

• [芯芯 小] は、間隔にばらつきがあ
る場合に鉄筋グループの 小間隔値
を追加します。

• [芯芯 大] は、間隔にばらつきがあ
る場合に鉄筋グループの 大間隔値
を追加します。

• [芯芯 正確] は、鉄筋グループのすべ
ての間隔値を表示します。

• [網目寸法目安] は鉄筋のすべての目
安間隔値を表示します。

ピッチオプションの単位および表示形
式を変更できます。

解説図 マークに鉄筋の解説図を追加します。

解説図の詳細については、「自動鉄筋マ
ークへの解説図の追加 (847 ページ)」を
参照してください。

参照項目

自動マークの追加 (811 ページ)

結合鉄筋マークの要素 (957 ページ)

溶接金網マークと隣接溶接金網マークの要素
溶接金網に対して個別にマークの内容を定義できます。

以下の要素は、鉄筋および隣接溶接金網マークに固有の要素です。その他の要素
は、鉄筋マーク (955 ページ)と同じです。一部の要素はこのリストに含まれていま
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せん。多くのマークタイプに共通の要素は別のリスト (951 ページ)に示されてい
ます。

要素 説明

サイズ 金網の呼び径、金網の径、および横方
向、縦方向の鉄筋の間隔を追加します。

溶接金網長さ 溶接金網の長さを追加します。

溶接金網幅 溶接金網の幅を追加します。

芯芯 金網の長手方向鉄筋と横筋に対して個
別にピッチを定義できます。

鉄筋の芯間隔距離を追加します。次の
オプションがあります。

• [網目寸法(縦線)]/[網目寸法(横線)]
は、間隔が一様である場合に間隔値
を追加します。

• [網目寸法(縦線) 小]/[網目寸法(横
線) 小] は、間隔にばらつきがある
場合に鉄筋グループの 小間隔値を
追加します。

• [網目寸法(縦線) 大]/[網目寸法(横
線) 大] は、間隔にばらつきがある
場合に鉄筋グループの 大間隔値を
追加します。

• [網目寸法(縦線) 正確]/[網目寸法(横
線) 正確] は、鉄筋グループのすべて
の間隔値を表示します。

• [網目寸法目安] は鉄筋のすべての目
安間隔値を表示します。

軸方向の径 縦筋の直径またはサイズを追加します。

横方向の径 横筋の直径またはサイズを追加します。

参照項目

自動マークの追加 (811 ページ)

結合鉄筋マークの要素
結合鉄筋マークには、基本鉄筋マークに加えていくつかの追加の要素が用意されて
います。

要素 説明

ブロック頭文字 繰り返される各ブロックの頭にテキス
トまたは値を挿入します。 頭マークを
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要素 説明

挿入するダイアログボックスが開きま
す。

次の変数をブロック頭マークとして使
用できます。

%NUMBER%はマークに結合されたマー

クの数を追加します。

%NUMBER_IN_PLANE%はマークに図面

の平面で結合されたマークの数を追加
します。

%NUMBER_OUT_OF_PLANE%はマークに

図面の深さ方向で結合されたマークの
数を追加します。

単一マークの内容 [内容] タブで選択した 1 つの鉄筋マー
クの内容をマークに追加します。

グループ間の距離 結合マークに含まれる鉄筋または鉄筋
グループの芯芯距離を追加します。

ブロックの区切りシンボル 結合マークのブロック間にシンボルを
追加します。シンボルを定義するダイ
アログボックスが開きます。

マーク内容リストでこの要素の前に表
示される要素によって、ブロックが生成
されます。

参照項目

鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素 (955 ページ)

自動マークの追加 (811 ページ)

マークの自動結合 (826 ページ)

現場打ちコンクリート部材マーク要素
現場打ちコンクリート部材オブジェクトには、共通のマーク要素 ([テキスト]、[シ
ンボル]、[ユーザー定義情報]、[テンプレート]) に加えて、独自のマーク要素があ
ります。
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要素 説明

材質 定義された現場打ちコンクリート部材の材質を追加
します。

打設番号 たとえば、同時に現場打ちする現場打ちコンクリート
などを同じグループにグループ化するために ID 番号
を追加します。

打設タイプ 部材の名前に基づいて現場打ちコンクリートのプロ
パティを追加します。

コンクリート混合物 定義されたコンクリート混合物を追加します。

参照項目

マークの共通要素 (951 ページ)

仕上げ材マークの要素
仕上げ材マークでは、名前、材質、Tekla Structures 仕上げ材の固有の名前およびコ
ードを表示することができます。

以下のリストに、仕上げ材マークにのみ使用する要素を示します。一部の要素はこ
のリストに含まれていません。多くのマークタイプに共通の要素は別のリスト
(951 ページ)に示されています。

要素 説明

名前 モデルの仕上げ材プロパティの [名前]
ボックスで定義した名前を追加します。

材質 仕上げ材の材質を追加します。

クラス 仕上げ材のクラスを追加します。

コード モデルの仕上げ材プロパティの [(プロ
ファイル) サブタイプ] リストから選択
した仕上げ材オプションのコードを追
加します。

たとえば、サブタイプが MF
Magnesium Float の場合、コードは

MF になります。

仕上げ材名 モデルの仕上げ材プロパティの [(プロ
ファイル) サブタイプ] リストから選択
した仕上げ材オプションのフル ネーム
を追加します。

たとえば、サブタイプが MF
Magnesium Float の場合、フル ネー

ムは Magnesium Float になります。
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参照項目

自動マークの追加 (811 ページ)

断面および部分詳細マークの要素
断面および部分詳細マークでは、断面または部分詳細の名前、現在の図面の名前、
および元の図面の名前を表示できます。

断面マークと部分詳細マークに固有の要素のリストを以下に示します。一部の要
素はこのリストに含まれていません。多くのマークタイプに共通の要素は別のリ
スト (951 ページ)に示されています。

要素 説明

断面名/部分詳細名 断面または部分詳細の名前(A、B、C な
ど)を追加します。

図面名 現在の図面の名前を追加します。

元図の図面名 ビューがある図面の名前を追加します。

移動時の図面名 ビューがある図面の名前を追加します。
これは、ビューと断面/部分詳細マーク
が異なる図面にある場合のみ表示され
ます。

参照項目

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更 (287 ページ)

ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパティ (961 ペー
ジ)

ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークの要素
ビューラベルでは、ビューの名前、断面図または部分詳細、ビューの縮尺、図面の
名前、元の図面の名前を表示することができます。

ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークに固有の要素のリストを以
下に示します。一部の要素はこのリストに含まれていません。多くのマークタイ
プに共通の要素は別のリスト (951 ページ)に示されています。

要素 説明

ビュー名/断面名/部分詳細名 ビュー、断面、または部分詳細の名前を
追加します。

縮尺 ビューの縮尺を追加します。

図面名 現在の図面の名前を追加します。

元図の図面名 ビューを 初に作成した図面の名前を
追加します。

移動時の図面名 ビューを 初に作成した図面の名前を
追加します。 これは、ビューを 初の図
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要素 説明

面から移動した場合にのみ表示されま
す。

参照項目

ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義 (678 ページ)

ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパティ (961 ペー
ジ)

ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパテ
ィ
ビュー プロパティの [マーク内容] ダイアログ ボックスの [位置] タブを使用して、
ビュー ラベル マーク、断面マーク、および部分詳細マークの位置設定オプション
を設定します。

オプション 説明

表示位置 断面マークで使用します。

断面マークをラインカットの両端、左
端、右端のどの位置に表示するかを定義
します。

テキスト位置 線、シンボル、またはシンボル中心線を
基準としたマークテキストの位置を定
義します。

[水平オフセット] は線からのマーク テ
キストの水平オフセットを設定します。

[垂直オフセット] は線からのマーク テ
キストの垂直オフセットを設定します。

テキスト回転 断面マークで使用します。

マークテキストの回転を定義します。

配置 ビューラベルマークで使用します。

ビューラベルマークを中央、右、左のど
の位置に整列するかを定義します。

参照項目

ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義 (678 ページ)

図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更 (287 ページ)

図面設定の参考資料 961 マークプロパティ



図面の溶接マークプロパティ
[溶接マークプロパティ] ダイアログ ボックスでは、図面に手動で追加した溶接マ
ークのプロパティを表示または変更できます。

溶接マーク プロパティを開くには、開いている図面で次のいずれかの操作を行い
ます。

• 手動で作成した溶接をダブルクリックします。

• Shift キーを押したまま、[溶接マーク] タブで [注記] をクリックします。

• [ 図面 ] タブで、[プロパティ --> 溶接マーク ] をクリックします。

オプション 説明

頭マーク a=理論のど厚、s=溶け込みのど厚、z=脚長

サイズ 溶接のサイズ。 部分溶け込み溶接を溶接タイプとし
て選択している場合は、2 つのサイズを入力すること
ができます。

タイプ 溶接のタイプ。

使用できる溶接タイプとその説明のリストについて
は、「」を参照してください。

一部の溶接タイプ記号をカスタマイズすることがで
きます。詳細については、「溶接タイプ記号のカスタ
マイズ (480 ページ)」を参照してください。

角度 溶接前処理(開先またはグルーブ)の角度。

Tekla Structures では、この角度値が、溶接タイプ記号
と塗りつぶしタイプ仕上げ形状記号との間に表示さ
れます。
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オプション 説明

ポリゴン 溶接の塗りつぶしタイプ仕上げ形状は、以下のいずれ
かになります。

• なし

• 平ら 

• 凸面 

• 凹面 
仕上げ Tekla Structures では、図面内の溶接タイプ記号の上に

仕上げシンボルが表示されます。 次のオプションが
あります。

• [G] (研削・グラインダー)

• [M] (機械)

• [C] (チッピング)

• (フラッシュ仕上げ溶接)

• (平滑混合溶接面)
長さ 通常の溶接の長さは、溶接部材間のジョイントの長さ

に依存します。 ポリライン溶接の場合は、溶接の始点
と終点を定義するなどの方法で、正確な長さを設定で
きます。

ピッチ 連続しない溶接の場合に適用する溶接の中心と中心
の間隔。

連続しない溶接を作成するには、中心と中心の間隔お
よび溶接ピッチを定義します。Tekla Structures では、
溶接間の距離は、ピッチから溶接の長さを差し引いた
ものとして計算されます。

デフォルトでは、溶接の長さとピッチは、Tekla
Structures により 50-100 のようにハイフン (–) で区切
られます。たとえば、区切り文字を @ に変更するに
は、詳細設定
XS_WELD_LENGTH_CC_SEPARATOR_CHAR を @
に設定します。

有効のど厚 溶接強度計算で使用する溶接サイズ。

ルート ギャップ 溶接部材の間隔。

特別指示 溶接記号に表示する付加情報。 たとえば、溶接の仕様
や工程に関する情報を追加できます。

全周溶接 1 つの縁端だけを溶接するか、面の全周を溶接するか
を選択します。

図面内の溶接記号に丸印が示されていれば、[全周]オ
プションが選択されていることを意味します。

工場/現場 溶接の施工場所を指定します。
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オプション 説明

千鳥溶接 千鳥状の断続溶接を作成するには、このオプションを
[はい] に設定します。

千鳥溶接では、溶接される部材の両側に千鳥状に溶接
を行います。 Tekla Structures では、溶接記号には、千
鳥溶接を示す溶接タイプ記号が表示されます。

このオプションを [いいえ] に設定した場合、千鳥なし
の断続溶接が作成されます。 溶接マークにピッチを
表示するには、[ピッチ] を 0.0 よりも大きい値に設定
します。

位置付け [検索マージン] は、マークの周囲に残しておく空の余
白のことです。

[ 小距離] は、部材からマークまでの 小距離です。

[配置区域] では、溶接マークを配置する空白部分を
Tekla Structures が検索する領域を定義します。

[位置付け] は溶接マークの配置方法です。

• [移動] を選択すると、Tekla Structures によりマーク
の位置と方向が決定されます。

• [固定] を選択すると、溶接を任意の位置に配置で
きます。

参照項目

図面内の溶接 (480 ページ)

図面におけるモデル溶接マークの表示/非表示と表示設定のプロパ
ティ
図面に表示するモデル溶接マークを選択し、溶接マークに表示する内容を定義でき
ます。製品図では、サブアセンブリ内の溶接の表示/非表示を指定できます。

[溶接マーク] プロパティ (または一般図の [一般図 - 溶接マークプロパティ]) のオ
プションを使用して、モデル溶接マークの表示・非表示と内容を設定します。

単品図と製品図

1. [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択します。

2. 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変更するビューと
プロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。

3. オプション ツリーで [溶接マーク] をクリックします。

一般図

1. [図面とレポート --> 図面のプロパティ --> 一般図 ] をクリックします。
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2. [溶接マーク] をクリックします。

オプション 説明

溶接番号 [はい] は、溶接番号を示します。

Tekla Structures では、作成した各溶接に
番号が割り当てられます。 溶接番号を
表示するかまたは非表示にするかを選
択できます。

溶接

サブアセンブリ内の溶接 (製品図)

[なし] は、図面に溶接を表示しません。

[現場] は、図面に現場溶接のみを表示し
ます。

[工場] は、図面に工場溶接のみを表示し
ます。

[両方] は、図面に現場溶接と工場溶接の
両方を表示します。

隠れた部材の溶接 隠れた部材の溶接の溶接マークの表示
方法を選択します。

• なし: 部材が非表示になっている場
合、溶接マークは描画されません。

• 現場: 部材が非表示になっている場
合、現場溶接の溶接マークだけが描
画されます。

• 工場: 部材が非表示になっている場
合、工場溶接の溶接マークだけが描
画されます。

• 両方: 非表示の部材の溶接マークが
常に描画されます。

表示する 小サイズ 溶接サイズを入力すると、そのサイズに
満たない溶接は図面上で除外されます。
図面内に規格外の溶接だけを表示した
い場合に役立ちます。

溶接サイズ制限を正確なサイズとして
扱うか、 小値として扱うかを設定する
には、詳細設定 
XS_WELD_FILTER_TYPE を使用しま

す。

標準溶接タイプを除外するには、詳細設
定 XS_OMITTED_WELD_TYPE を使用し

ます。

[上側]、[下側]、[その他] 次のプロパティの横の [表示] 列にチェ
ック マークが付いていない場合、これら
のプロパティは溶接マークに表示され
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オプション 説明

ません。これらの設定は、個別に線の上
および線の下に設定されます。

頭マーク

サイズ

タイプ

角度

ポリゴン

仕上げ

長さ

ピッチ

有効のど厚

ルート ギャップ

特別指示

全周溶接

工場/現場

これらの設定は、共通して線の上および
線の下に設定されます。これらのプロ
パティの横の [表示] 列にチェック マー
クが付いていない場合、これらのプロパ
ティは溶接マークに表示されません。

位置(P)... 位置付け:

• [移動] を選択すると、Tekla Structures
により、マーク、寸法、溶接、また
はその他の注記オブジェクトの 適
な位置が自動的に検索されます。
[固定] を選択すると、マーク、寸法、
溶接、またはその他の注記オブジェ
クトを任意の位置に配置できます。

• [固定] オプションを選択した場合、
図面を更新しても注記オブジェクト
の位置は維持されますが、[自由] を
選択した場合は、Tekla Structures に
より、注記オブジェクトの 適な位
置が自動的に検索されます。

[検索マージン] は、マークの周囲に残し
ておく空の余白のことです。

[配置区域] では、マークを配置する空白
部分を Tekla Structures が検索する領域
を定義します。
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オプション 説明

[ 小距離] は、部材からマークまでの
小距離です。

[検索マージン] と [ 小距離] に大きい
値を入力すると、マークの配置が正常に
機能しなくなることがあります。

色 テキストの色を設定します。

高さ テキストの高さを設定します。

フォント テキストのフォントを設定します。[選
択...]をクリックして、その他のオプショ
ンを表示します。

タイプ 線のタイプを設定します。

色 線の色を設定します。

背景マスク [非透過] を選択して、図面のマークで隠
されている部分を非表示にします。

[透明] を選択して図面のマークによっ
て隠されている部分を表示し、線による
模様などを見えるようにします。

エレベーションプロパティ
[エレベーションマークプロパティ] ダイアログ ボックスのオプションを使用し
て、エレベーション マークの内容と表示設定を表示または編集します。

開いている図面でダイアログ ボックスを開くには、[図面] タブに移動し、プロパ
ティ --> エレベーションマーク をクリックします。

オプション 説明

[一般] タブ

頭マーク マークの前にテキストを表示します。

正レベルの接頭辞 [+]は値の前にプラス文字(+)が表示されます。

寸法値の表示 数値を表示するか非表示にするかを定義します。

接尾辞 マークの後にテキストを表示します。

エレベーションマークの
書式:精度

エレベーションマーク寸法の精度を定義します。

エレベーションマークの
書式:表示形式

エレベーションマーク寸法の表示形式を定義します。

エレベーションマークの
書式:桁区切り

異なる桁区切りオプションを使用してエレベーショ
ンマーク寸法を表示するかどうかを選択します。
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オプション 説明

エレベーションマークの
書式:単位

エレベーション マークに使用する単位を定義します。
有効な値は、[自動]、[mm]、[cm]、[m]、[フィート -
インチ]、[インチ]、[フィート] です。

配置 [検索マージン] は、Tekla Structures がエレベーション
マークを配置する空白部分を検索するときに使用さ
れる 大距離です。

[ 小距離]は、Tekla Structures がエレベーション マー
クを配置する空白部分を検索するときに使用される

小距離です。

[配置区域] では、エレベーション マークを配置する空
白部分を Tekla Structures が検索する領域を定義しま
す。

[位置付け] はエレベーション マークの配置方法です。

• [移動] を選択すると、Tekla Structures によりエレベ
ーション マークの位置が決定されます。

• [固定] を選択すると、エレベーション マークを任
意の位置に配置できます。

[表示設定] タブ

テキスト:色, 高さ, フォン
ト, 角度

テキストの色、高さ、フォント、角度を定義します。

枠:タイプ, 引出し線, 色 マークを囲む枠、引出し線のタイプ、枠の色を定義し
ます。

枠:背景マスク [非透過] を選択して、図面のエレベーション マークで
隠されている部分を非表示にします。

[透明] を選択して、図面のマークで隠されている部分
を表示します。

矢印:タイプ 矢印のタイプを定義します。

矢印の頭部分の高さと長さを定義します。

参照項目

図面へのエレベーションマークの追加 (285 ページ)
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9.8 引出し線タイプ
引出し線は、テキスト、シンボル、およびアソシエートマークで使用でき、それら
がどの項目に関連しているかを明確にできます。

オプション 説明 詳細情報のリンク

テキスト 図面へのテキストの追加 (313 ペ
ージ)

シンボル 図面へのシンボルの追加 (323 ペ
ージ)

エレベーションマー
ク

図面へのエレベーションマークの
追加 (285 ページ)

部材マーク 自動マークの追加 (811 ページ)

図面に部材マークを手動で追加す
る (280 ページ)

リビジョンマーク 図面でのリビジョンマークの追加
(322 ページ)

仕上げ材マーク 図面での自動仕上げ材の定義
(875 ページ)

鉄筋マーク Set automatic reinforcement and
reinforcement mesh properties
(879 ページ)

アソシエートマーク 図面へのアソシエート マークの
追加 (290 ページ)
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9.9 図面の部材および隣接部材のプロパティ
部材または隣接部材のプロパティを確認したり変更したりするには、[部材] プロパ
ティまたは [隣接部材] プロパティのオプションを使用します。隣接部材プロパテ
ィでは、隣接部材のボルトの表示/非表示と表示設定を制御することもできます。

部材または隣接部材プロパティに移動するには:

• [図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選
択して部材または隣接部材プロパティに移動します。

• 開いている図面で、図面ビュー フレームをダブルクリックし、[ビューの作成]
を選択します。次に、ビューを選択して [ビュープロパティ] をクリックし、[部
材...] または [隣接部材...] をクリックします。一般図では、ビュー フレームをダ
ブルクリックし、[部材...] または [隣接部材...] をクリックします。

• 開いている図面で、図面の背景をダブルクリックし、部材または隣接部材プロ
パティに移動します。

• 開いている図面で部材または隣接部材をダブルクリックします。

すべての部材プロパティに、以下のすべての設定が含まれるとは限りません。

[内容] タブ:

オプション 説明

オブジェクトの表示設定 [アウトライン] では、部材がソリッド オ
ブジェクトとして表示されます。

[正確] では、部材がソリッド オブジェク
トとして表示されます。また、プロファ
イル断面にフィレット縁端および角処
理も表示します。一部のプロファイル
では、[アウトライン] でもこれらが表示
されます。

[シンボル] は部材を線として描画しま
す。

[シンボルと部分プロファイル] には、部
材の部分的な断面が表示されます。部
分プロファイルの長さ ([長さ])、部材の
中心点からの部分プロファイルのオフ
セット ([中心点からのオフセット]) を
調整することもできます。

[パイプ巻き形] は、丸チューブ部材をラ
ップ アラウンド テンプレートとして描
画します。[パイプ巻き形] は、単品図内
でのみ使用できます。

[周囲ボックス] は実際のプロファイル
を完全に囲むボックスとして部材を描
画します。
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オプション 説明

[周囲ボックス] を使用すると図面表示
が高速になるため、[周囲ボックス] は、
図面の表示速度が低下する原因となる
多数のポリゴンを含む周囲ボックスを
使用する複雑なアイテムに適したオプ
ションです。

[基本ボックス] は、部材をボックスで表
現し、プロファイル カタログの h およ
び b 値をボックスの寸法として使用し
ます。

シンボルオフセット オブジェクトの端点の距離から参照線
および中心線の端点までの距離を定義
します。

[シンボルオフセット] 値は、中心線の交
差のサイズに影響します。値が 0 の場
合、交差は表示されません。

穴カット チューブの穴カットを表示します。

陰線 [陰線] チェック ボックスをオンにする
と、Tekla Structures で副部材と隣接部材
に陰線が表示されます。

[自部材陰線] チェック ボックスをオン
にすると、Tekla Structures でメイン部材
に陰線が表示されます。

中心線 中心線を表示するかどうかを選択しま
す。

[メイン部材] で [梁]、[板]、または [ポリ
ゴン] チェック ボックスをオンにする
と、メイン部材に中心線が表示されま
す。

[副部材] で [梁]、[板]、または [ポリゴ
ン] チェック ボックスをオンにすると、
副部材に中心線が表示されます。

断面方向から見ると、中心線は製品のメ
イン部材にのみ表示され、副部材には表
示されないことに注意してください。
部材を側面から見ると、副部材にも中心
線が表示されます。

[シンボルオフセット] 値は、中心線の交
差のサイズに影響します。値が 0 の場
合、交差は表示されません。
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オプション 説明

参照線 参照線を表示するかどうかを選択しま
す。

[メイン部材] で [梁]、[板]、または [ポリ
ゴン] チェック ボックスをオンにする
と、メイン部材に参照線が表示されま
す。

[副部材] で [梁]、[板]、または [ポリゴ
ン] チェック ボックスをオンにすると、
副部材に参照線が表示されます。

追加マーク 図面に追加マークを表示するには、次の
各チェック ボックスをオンにします。

• [方向マーク] は、方向マークを表示
します (857 ページ)。

• [接合面記号] は、接合面記号を表示
します (857 ページ)。

• [ポップマーク] は、NC 設定で定義さ
れたポップマークを表示します。

• [角処理（面取り）] は、角処理 (面取
り) を表示 (371 ページ)します。

• [フィレットの縁端] は、フィレット
の縁端を表示 (375 ページ)します。

ボルトシンボル (隣接部材) ボルトの表示設定を選択します。オプ
ションは [ソリッド]、[正確ソリッド]、
[シンボル]、[シンボル 2]、[シンボル 3]、
[DIN シンボル]、および [ユーザー定義
シンボル] です。

[DIN シンボル] は、ドイツの DIN 規格
に対応します。制御できるのは次の
DIN シンボルのみです。

• シンボル 24 (通常の工場ボルト)

• シンボル 25 (通常の現場ボルト)

• シンボル 26 (前面埋め込み現場ボル
ト)

• シンボル 27 (背面埋め込み現場ボル
ト)

• シンボル 28 (前面埋め込み工場ボル
ト)

• シンボル 29 (背面埋め込み工場ボル
ト)

• シンボル 30 (前面埋め込み孔)
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オプション 説明

• シンボル 31 (背面埋め込み孔)

[ユーザー定義シンボル] は、シンボル エ
ディタで作成されたシンボルです。

シンボル内容 (隣接部材) シンボルに [孔] または [軸] を含めるか
どうかを選択します。

隣接部材には [表示・非表示] タブがあります。

オプション 説明

隣接部材 [なし] は隣接部材を表示しません。

[セカンダリー] は、モデル オブジェクト
に接続されるすべての部材を表示しま
す。

[プライマリー] は、モデル オブジェクト
が接続される部材だけを表示します。

[両方] は、[セカンダリー] オプションと
[プライマリー] オプションの両方を適
用します。

[範囲指定] は、メイン部材と副部材の境
界に含まれている部材をすべて表示し
ます。

隣接部材(メイン・副) [メイン部材] は、製品またはキャスト ユ
ニットのメイン部材を形成する隣接部
材だけを表示します。

[副部材] は、製品またはキャスト ユニッ
トの副部材である隣接部材だけを表示
します。

[両方] は、メイン部材と副部材の両方を
表示します。

斜め部材 [はい] を選択すると、図面の斜め部材が
隣接部材として表示され、[いいえ] を選
択すると隣接部材として表示されませ
ん。

ボルト [はい] を選択すると隣接部材にボルト
が表示され、[いいえ] を選択するとボル
トは表示されません。

[表示設定] タブは、全種類の建築オブジェクト (部材、隣接部材、ボルト、溶接、
仕上げ材、鉄筋、溶接金網) のすべてのプロパティでほぼ同じです。

オプション 説明

可視線 可視線の [色] と [タイプ] を設定しま
す。
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オプション 説明

陰線・中心線 陰線の [色] と [タイプ] を設定します。

中心線の [色] を設定します。

参照線 参照線の [色] と [タイプ] を設定しま
す。

テキスト:色 テキストの [色] を設定します。

テキスト:高さ テキストの [高さ] を設定します。

テキスト:フォント テキストの [フォント] を設定します。
[選択...]をクリックして、その他のオプ
ションを表示します。

線: タイプ 線の [タイプ] を設定します。

線: 色 線の [色] を設定します。

ボルト:色 隣接部材のボルトの色を設定します。

部材および隣接部材の両方に [塗りつぶし] タブがあります。外側の部材面に塗り
つぶしを追加するには、[部材面] セクションを使用します。断面図の断面に塗りつ
ぶしを追加するには、[断面] セクションを使用します。

設定 説明

タイプ 塗りつぶしタイプを定義します。リス
トの横のボタンをクリックすると、塗り
つぶしパターン (867 ページ)のプレビュ
ーが開きます。

[自動] では、ハッチング パターン スキ
ーマ ファイルから塗りつぶしタイプが
自動的に選択されます。

[なし] は塗りつぶしを使用しません。

色 塗りつぶしの色を定義します。

事前定義された色を選択することも、印
刷出力で黒に変換されない特殊な色を
使用することもできます。

背景 塗りつぶしの背景色を定義します。

ハードウェアのハッチングでは、背景色
の選択が無効になります。

自動ハッチングには背景色を設定でき
ますが、ハッチング パターン スキーマ
ファイルで材質の自動ハッチングが定
義されていない場合のみ効果がありま
す。
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設定 説明

縮尺 [自動] は塗りつぶしの縮小/拡大と回転
を自動的に設定します。

[カスタム] は縮小/拡大と回転を手動で
選択できます。

[x 方向の倍率] および [y 方向の倍率] は
x 方向と y 方向の縮小/拡大を定義しま
す。

[縦横比を固定する] は、塗りつぶしパタ
ーンで相対的な比率を維持します。

[角度] は、塗りつぶしを回転します。水
平の角度は 0.0 で、垂直の角度は 90.0 で
す。

参照項目

自動図面部材プロパティの定義 (852 ページ)

自動隣接部材プロパティの定義 (856 ページ)

9.10 図面のボルトの内容と表示のプロパティ
ボルトの内容および表示設定を確認したり変更したりするには、ボルトプロパティ
のオプションを使用します。

ボルトプロパティに移動するには:

• [図面とレポート] タブで、図面のプロパティ をクリックし、図面タイプを選択
して [ボルトプロパティ] に移動します。

• 開いている図面で、図面の背景をダブルクリックし、ボルト プロパティに移動
します。

• 開いている図面でボルトをダブルクリックします。

すべてのボルトプロパティのダイアログボックスに、以下のすべての設定が含まれ
るとは限りません。

オプション 説明

ボルトシンボル オプションは [ソリッド]、[正確ソリッ
ド]、[シンボル]、[シンボル 2]、[シンボ
ル 3]、[DIN シンボル]、および [ユーザ
ー定義シンボル] です。

[DIN シンボル] は、ドイツの DIN 規格
に対応します。制御できるのは次の
DIN シンボルのみです。
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オプション 説明

• シンボル 24(通常の工場ボルト)

• シンボル 24(通常の現場ボルト)

• シンボル 26(前面埋め込み現場ボル
ト)

• シンボル 27(背面埋め込み現場ボル
ト)

• シンボル 28(前面埋め込み工場ボル
ト)

• シンボル 29(背面埋め込み工場ボル
ト)

• シンボル 30(前面埋め込み孔)

• シンボル 31(背面埋め込み孔)

[ユーザー定義シンボル] は、シンボル エ
ディタで作成されたシンボルです。

シンボル内容 図面に [孔] と [軸] のシンボルを表示す
るかどうかを指定します。

ボルトの表示 メイン部材、副部材、およびサブアセン
ブリでのボルトの表示/非表示を個別に
制御します。[表示] に設定すると、メイ
ン部材または副部材にボルト グループ
の孔が表示されます。[表示しない] に
設定すると、非表示になります。製品図
では、サブアセンブリ内のボルト グルー
プ孔の表示/非表示も選択できます。

色 ボルトの色を変更します。

参照項目

図面ボルトの定義 (862 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

図面の自動ボルトプロパティの定義 (863 ページ)

9.11 図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ
仕上げ材図面プロパティを確認または変更するには、仕上げ材プロパティのオプシ
ョンを使用します。

図面設定の参考資料 976 図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ



オプション 説明

表示・非表示 [表示] では、仕上げ材タイプが表示され
ます。

[表示しない] では、仕上げ材は表示され
ません。

表示 仕上げ材の表示を定義します。使用で
きるオプションは、[アウトライン]、[正
確]、[パイプ巻き形]、[シンボル]、[周囲
ボックス]、[基本ボックス] です。

パタンを表示する 塗りつぶしパタンを表示するかどうか
を定義します。

陰線 副部材と隣接部材に陰線を表示するか
どうかを定義します。

自部材陰線 メイン部材に陰線を表示するかどうか
を定義します。

参照項目

図面仕上げ材の定義 (874 ページ)

仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc)
各仕上げ材タイプに対して個別に塗りつぶしパタンのプロパティを変更できます。

デフォルトでは、各仕上げ材タイプで使用する塗りつぶしパタンのプロパティ
は、 ..\Tekla Structures\<version>\environments\common\system に
ある surfacing.htc ファイルで定義されます。このファイルに加えて、仕上げ

材コードファイル product_finishes.dat が必要です。このファイルは同じフ

ォルダーにあります。

社内で独自の仕上げ材塗りつぶしパタンを作成する場合は、詳細設定 XS_FIRM に
より定義された企業フォルダーに surfacing.htc と product_finishes.dat
を保存できます。

注意:

注 スキーマファイルを編集した場合は、モデルを開き直して変更を適用する必要
があります。

surfacing.htcファイルの構文は次のとおりです。

Surfacing Type, Surfacing Code, Hatch name, Scale, [Color],
[Automatic Scaling and Rotation]
例:

1,MF,ANSI31,0.7
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1,SMF,ANSI32,0.7
1,WT,ANSI33,0.7
1,HT,ANSI34,0.7
1,LSB,AR-SAND,0.7
2,SM1,CROSS,1.0
2,SM2,CHECKERED,1.0
3,TS3,FBBRICKC,1.0
4,FP,ANSI31,1.0
4,UP,ANSI32,1.0

オプション 説明

Surface treatment type • 1 = コンクリート仕上げ

• 2 = 特殊ミックス

• 3 = タイル張り

• 4 = スチール仕上げ

Surface treatment code これは、図面やレポートで使用される略
語です(Magnesium Float は MF など)。
product_finishes.datファイルに

は、仕上げ材コードの全一覧が含まれて
います。

Hatch name 塗りつぶしパタン名および関連する塗
りつぶしパタンは、部材プロパティの
[塗りつぶし] タブに移動し、[タイプ] リ
ストから塗りつぶしパタンを選択して、
リストの横の [...] ボタンをクリックし
て確認できます。選択された塗りつぶ
しパターンは、赤枠でマークされます。

Scale 縮尺の値は、Tekla Structures が塗りつぶ
しの縮小/拡大を設定するために使用さ
れます。

Color (オプション) 0=黒(デフォルト)

1=白

2=赤

3=緑

4=青

5=シアン

6=黄

7=マゼンタ
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オプション 説明

120=特殊(グレー階調でこの色を使用す
る)

塗りつぶし色によって、プリンターの線
幅が定義されます。surfacing.htc
ファイルに塗りつぶし色が定義されて
いない場合、図面の仕上げ材プロパティ
ダイアログ ボックスの [表示設定] タブ
で定義された色が Tekla Structures によ
り使用されます。[可視線] の色と種類
は仕上げ材の前面に使用され、[陰線] は
裏面に使用されます。

Automatic Scaling and
Rotation (オプション)

1=true

0=false (デフォルト)

参照項目

図面での自動仕上げ材の定義 (875 ページ)

9.12 図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ
[鉄筋]または[隣接鉄筋]プロパティのオプションを使用し、鉄筋と金網の表示・非
表示、表示設定、内容を確認して変更します。

オプション 説明

鉄筋表示

溶接金網の表示

[表示] に設定すると、鉄筋または溶接金
網が表示されます。

[表示しない] に設定すると、鉄筋または
溶接金網は表示されません。

表示 [単線] は曲げ付き単線を描画します。

[単線、端部塗りつぶし] は、平行な鉄筋
については単線を描画し、垂直な鉄筋に
ついては端部を塗りつぶします。

[二重線] は曲げ付き二重線を描画しま
す。

[二重線、端部塗りつぶし] は鉄筋端部を
塗りつぶした曲げ付き二重線を描画し
ます。

[塗りつぶし線] は曲げつき塗りつぶし
線を描画します。

[棒] は曲げなし単線を描画します。
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オプション 説明

[外周] は輪郭矩形または多角ラインお
よび斜線を使用して金網の形状を表示
します。この設定は、溶接金網のみに適
用されます。

[アウトライン (孔を無視)] は、孔を無視
してその上に描画します。この設定は、
溶接金網のみに適用されます。

グループ内の鉄筋表示

縦筋の表示

横筋の表示

[すべて] はグループまたは金網のすべ
ての鉄筋を表示します。

[ 初の鉄筋] はグループまたは金網の
初の鉄筋のみを表示します。

[ 後の鉄筋] はグループまたは金網の
後の鉄筋のみを表示します。

[ 初と 後の鉄筋] はグループまたは
金網の 初および 後の鉄筋を表示し
ます。

[中央付近 (1 本)] はグループまたは金網
の中間の鉄筋を 1 つ表示します。

[中央付近(2 本)] はグループまたは金網
の中間の鉄筋を 2 つ表示します。

[カスタム] は表示する鉄筋のみの位置
を手動で指定したことを示します。こ
の設定は、鉄筋グループおよび溶接金網
のみに適用されます。

他部材による陰線 部材の背面にある線が非表示になりま
す。 これは、鉄筋の一部が部材の外側に
ある吊アンカーの場合などに便利です。

他鉄筋による陰線 他の鉄筋線の背面にある線が非表示に
なります。

フックなし端部の表示

鉄筋の端部シンボルは、選択した鉄筋の
線タイプに関係なく、常に実線タイプで
描画されます。

この設定は、鉄筋のみに適用されます。

フック付き端部の表示
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オプション 説明

この設定は、鉄筋のみに適用されます。

鉄筋の端部シンボルは、選択した鉄筋の
線タイプに関係なく、常に実線タイプで
描画されます。

溶接金網シンボル 使用する溶接金網シンボルを定義しま
す。 溶接金網シンボルは斜線の中央に
表示されます。

[シンボル 1]

[シンボル 2]

[シンボル 3]

溶接金網シンボルサイズ 溶接金網シンボルのサイズを指定しま
す。

可視線 可視線の色とタイプを定義します。

鉄筋の端部シンボルは、選択した鉄筋の
線タイプに関係なく、常に実線タイプで
描画されます。

陰線 陰線の色とタイプを定義します。

鉄筋を変更する他の方法

[鉄筋] プロパティの設定に加えて、以下のいずれかの方法でも鉄筋を修正すること
ができます。

• 曲げ記号および終了シンボルのサイズを (図面単位で) 大きくするには、 [ファ
イル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定 --> コンクリート詳細設計 で、詳細設定の 
と を使用します。

• 端部記号の方向を変更するには、 [ファイル] メニュー --> 設定 --> 詳細設定 -->
コンクリート詳細設計 で、詳細設定の を使用します。

• 鉄筋加工図、鉄筋寸法の切り上げ/切り捨て、金網、緊張材、シースのシンボ
ル、鉄筋解説図の表示設定は、rebar_config.inp (982 ページ)ファイル

で変更できます。
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参照項目

図面鉄筋および溶接金網の定義 (879 ページ)

図面の部材および隣接部材のプロパティ (970 ページ)

図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp)

Tekla Structures では、システム フォルダー (XS_SYSTEM)、企業フォルダー、また
はプロジェクト フォルダーにある rebar_config.inp ファイル内の設定を使用

して、図面の鉄筋に関連する次の点が定義されます。

• 選択した範囲に固有の鉄筋の曲げスケジュール

• 鉄筋の寸法の丸め

• 使用可能なシンボル (金網、緊張材、およびシース)

• 鉄筋の解説図の表示設定

rebar_config.inp のエントリは、以下のとおりです。

エントリ 説明

MergeOneFormat 使用されなくなりました。これらのプロパティ
は、図面プロパティで定義します。MergeTwoOrMoreFormats

MergeAndFormat
LeaderLinetype
DimensionMarkSpacingSep
arator

="/"
鉄筋マークの区切り文字に影響します。

ExactDimensionMarkSpaci
ngSeparator

=" + "
鉄筋マークの異なる絶対間隔値の間の区切り文
字。

ExactDimensionMarkPcsSe
parator

="*"
鉄筋マークの鉄筋の数とその絶対間隔値との間
の区切り文字。

BendingAngleTolerance 角度の許容値を設定します。設定された許容値
と異なる、許容範囲に満たない角度が認識され、
正しい曲げ形状で作成されます。

許容値は、角度ではなくラジアンとして入力して
ください。ラジアンのデフォルト値は 0.001 で
す。これは、角度 0.0573 に相当します。これは、
すべての曲げ形状に当てはまります。
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エントリ 説明

BentRebarTolerance 許容値を設定します。値に応じて、少しだけ曲が
っている曲げ鉄筋は直線になります。

鉄筋の直径が 20 mm で半径が 200 m の場合は、
20/200000 = 0.0001 となります。

長い鉄筋の場合には、鉄筋の正しい形状を得られ
るように、この変数で正しい曲げ鉄筋を定義しま
す。このオプションは、鉄筋の直径と半径の関係
を比較する際に使用されます。関係が 
BentRebarTolerance よりも小さい場合、鉄筋

は bend_type_1 になり、それ以外の場合は
bend_type_34 になります。

PullOutBendingRadiusAsM
ultiplier

引出しの曲げ半径を示すには mm ではなく乗数
を使用して 1 に設定します。

GroupBarMark 使用されなくなりました。

MarkingDimAttributes 使用されなくなりました。

ScheduleCountry どの鉄筋加工図を使用するかを定義します。テ
ンプレートおよびレポートの曲げ形状に影響を
与えます。使用可能な鉄筋加工図は FIN、SWE、
UK、US です。

モデルのナンバリングを行う際、この情報に従っ
て鉄筋の曲げ形状が指定されます。たとえば、デ
フォルトの環境での曲げ形状は、A、B、C など
の文字となります。

ScheduleDimensionRoundi
ngDirection
ScheduleTotalLengthRoun
dingDirection

オプション:

• "UP":鉄筋寸法の切り上げを行います

• "DOWN":鉄筋寸法の切り捨てを行います

• "NEAREST":鉄筋寸法の切り上げまたは切り

捨てを行います
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エントリ 説明

ScheduleDimensionRoundi
ngAccuracy

鉄筋寸法の丸め精度を設定します。デフォルト
値は 1 mm です。

ScheduleDimensionRoundingDirection で
選択したオプションに従って、個々の鉄筋寸法の
切り上げ切り捨てが行われます。

ScheduleTotalLengthRoun
dingAccuracy

鉄筋の全長の丸め精度を設定します。デフォル
ト値は 10 mm です。

ScheduleTotalLengthRoundingDirection
で選択したオプションに従って、個々の鉄筋寸法
の切り上げ切り捨てが行われます。

BentSymbolFile 使用可能な鉄筋の曲げシンボルが含まれるシン
ボル ファイルを指定します。デフォルトでは、
bent.sym ファイルを参照します。デフォルト

環境では、このファイルは ..\ProgramData
\Trimble\Tekla Structures\<version>\
\environments\common\symbols フォルダ

ーにあります。

MeshSymbolFile 使用可能な溶接金網シンボルが含まれる溶接金
網シンボル ファイルを指定します。図面で使用
可能な溶接金網シンボルに影響します。

デフォルトでは、...\Tekla Structures
\<version>\\environments\common
\symbols フォルダ内の mesh.sym ファイルを

参照します。

StrandSymbolFile 使用可能な溶接金網シンボルが含まれる緊張材
シンボル ファイルを指定します。図面に影響を
与えます。

デフォルトでは、...\Tekla Structures
\<version>\environments\common
\symbols フォルダ内の strand.sym ファイル

を参照します。

UnbondingSymbolFile 使用可能なシース シンボルが含まれるシース シ
ンボル ファイルを指定します。

RebarMeshSize 溶接金網サイズのテンプレート。

PullOutDimensionFormat 寸法の表示形式を定義します。

形式は寸法プロパティ形式に従います。

オプション:

• 0 = ###

• 1 = ###[.#]

• 2 = ###.#
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エントリ 説明

• 3 = ###[.##]

• 4 = ###.##

• 5 = ###[.###]

• 6 = ###.###

• 7 = ### #/#

• 8 = ###/##.###

PullOutDimensionPrecisi
on

精度レベルを設定します。精度は次の式を使用
して計算されます: 1/値 = 精度

たとえば、メートル法では 1、10、100、フィー
ト・インチ法では 2、4、8、16、32 といった値を
使用できます。

PullOutDimensionUnit 使用する単位を定義します。

オプション:

• 0 = 自動

• 1 = mm

• 2 = cm

• 3 = m

• 4 = インチ

• 5 = フィートとインチ

PullOutColor 鉄筋マークの解説図の色を設定します。

オプション:

• 1 = 黒

• 2 = 赤

• 3 = 明るい緑

• 4 = 青

• 5 = シアン

• 6 = 黄

• 7 = マゼンタ

PullOutVisibleLineType 解説図の鉄筋の形状の線タイプを設定します。

オプション:

1 = 

2 = 
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エントリ 説明

3 = 

4 = 

5 = 

6 = 

7 = 
PullOutRepresentation 表示タイプを設定します。

オプション:

• 0 = 単一

• 1 = 二重

• 2 = 塗りつぶし

• 3 = 棒
PullOutAngleColor 解説図の角度の色を設定します。

オプション:

• 1 = 黒

• 2 = 赤

• 3 = 緑

• 4 = 青

• 5 = シアン

• 6 = 黄

• 7 = マゼンタ

• 8 = 茶

• 9 = 緑

• 10 = 紺青

• 11 = 深緑

• 12 = オレンジ

• 13 = グレー
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エントリ 説明

PullOutAngleLineType 解説図の角度線の線タイプを設定します。

オプション:

• 1 = 

• 2 = 

• 3 = 

• 4 = 

• 5 = 

• 6 = 

• 7 = 
PullOutLeaderLineMinLen
gth

寸法テキストを指示する小さな引出し線の 小
長を設定します。デフォルト値は 10 mm です。
引出し線を完全にオフに切り替えるには、大きい
値を使用します。

PullOutShowDuplicateDim
s

1 つの鉄筋について重複する寸法を複数回表示
するかどうかを定義します。

オプション:

• 0 = 重複する寸法は表示されません (デフォ

ルト)

• 1 = 同間隔寸法および平行寸法は表示されま

すが、類似したフックの寸法は表示されませ
ん

• 2 = 同間隔寸法および平行寸法は表示されま

せんが、両方のフック寸法は表示されます

• 3 = すべての寸法が表示されます

• 4 = フック寸法は表示されません

• 5 = フック寸法、または同間隔寸法と平行寸

法は表示されません
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エントリ 説明

PullOutShowUSHookDims 90 度超のフックの寸法を US/NA 方式で表示す
る場合に定義します。

オプション:

• 0 = ヨーロッパ方式のフック寸法 (= 足の長
さ) を表示 (デフォルト)

• 1 = 90 度超のフックについて、US 方式のフッ
ク寸法 (= 直線長) を表示

US/NA (A) とヨーロッパ方式 (B) のフックの寸
法の相違については、次の図を参照してくださ
い。

参照項目

自動鉄筋マークへの解説図の追加 (847 ページ)

自動鉄筋および溶接金網プロパティの定義 (879 ページ)

図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ (979 ページ)

9.13 図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ち
コンクリート部材の打ち継ぎのプロパティ
一般図で[現場打ちコンクリート部材オブジェクトプロパティ]および[現場打ちコ
ンクリート部材の打ち継ぎプロパティ]のオプションを使用して、図面における現
場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎの
表示・非表示を制御します。

現場打ちコンクリート部材プロパティ

[現場打ちコンクリート部材オブジェクトプロパティ]を開くには、次のようにしま
す。

• [図面とレポート] タブで、図面のプロパティ --> 一般図をクリックし、[現場打
ちコンクリート...] をクリックします。

• 開いている図面で、図面の背景をダブルクリックし、[現場打ちコンクリート...]
をクリックします。
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• 開いている図面で現場打ちコンクリート部材オブジェクトをダブルクリックし
ます。

オプション 説明

[内容] タブ - [陰線]
陰線オン/オフ 現場打ちコンクリート オブジェクトの

陰線を表示するには、このチェック ボッ
クスをオンにします。

自部材陰線オン/オフ 独自の陰線を表示するには、このチェッ
ク ボックスをオンにします。

[内容] タブ - [追加マーク]
角処理（面取り）オン/オフ [角処理 (面取り)] (371 ページ) を表示す

るには、[オン] を選択します。

フィレットの縁端オン/オフ [フィレットの縁端] (375 ページ) を表示
するには [オン] を選択します。

[表示設定] タブ - [可視線]
色 表示される現場打ちコンクリート部材

オブジェクト線の色を選択します。

タイプ 表示される現場打ちコンクリート部材
オブジェクト線のタイプを選択します。

[表示設定] タブ - [陰線]
色 非表示の現場打ちコンクリート部材オ

ブジェクト線の色を選択します。

タイプ 非表示の現場打ちコンクリート部材オ
ブジェクト線のタイプを選択します。

[塗りつぶし] タブ

外側の現場打ちコンクリート面に塗りつぶしを追加するには、[現場打ちコンクリ
ート面] セクションを使用します。断面図の断面に塗りつぶしを追加するには、
[断面] セクションを使用します。

タイプ 塗りつぶしタイプを定義します。リス
トの横のボタンをクリックすると、塗り
つぶしパタンのプレビューが開きます。

[自動]では、塗りつぶしパタンスキーマ
ファイルから塗りつぶしタイプが自動
的に選択されます。

[なし]は塗りつぶしを使用しません。

色 塗りつぶしの色を定義します。

事前定義された色を選択することも、印
刷出力で黒に変換されない特殊な色を
使用することもできます。
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オプション 説明

背景 塗りつぶしの背景色を定義します。

ハードウェアの塗りつぶしでは、背景色
の選択が無効になります。

自動ハッチングには背景色を設定でき
ますが、ハッチパターンスキーマファイ
ルで材質の自動ハッチングが定義され
ていない場合のみ効果があります。

縮尺 [自動] は塗りつぶしの縮小/拡大と回転
を自動的に設定します。

[カスタム] は縮小/拡大と回転を手動で
選択できます。

[x 方向の倍率] および [y 方向の倍率] は
x 方向と y 方向の縮小/拡大を定義しま
す。

[縦横比を固定する] は、塗りつぶしパタ
ーンで相対的な比率を維持します。

[角度] は、塗りつぶしを回転します。た
とえば、水平の角度は 0.0 で、垂直の角
度は 90.0 です。

現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎプロパティ

[現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎプロパティ]を開くには、次のようにしま
す。

• [図面とレポート] タブで、図面のプロパティ --> 一般図をクリックし、[コンク
リートの打ち継ぎ...] をクリックします。

• 開いている図面で、図面の背景をダブルクリックし、[コンクリートの打ち継
ぎ...] をクリックします。

• 開いている図面で現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎをダブルクリックしま
す。

オプション 説明

[内容] タブ

表示・非表示 現場打ちコンクリート打ち継ぎを表示
するか (表示) しないか (表示しない) を
定義します。

陰線 現場打ちコンクリート打ち継ぎの陰線
を表示するには、このチェック ボックス
をオンにします。

[表示設定] タブ - [可視線]
色 表示される現場打ちコンクリート部材

の打ち継ぎ線の色を選択します。
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オプション 説明

タイプ 表示される現場打ちコンクリート部材
の打ち継ぎ線のタイプを選択します。

[表示設定] タブ - [陰線]
色 非表示の現場打ちコンクリート部材の

打ち継ぎ線の色を選択します。

タイプ 非表示の現場打ちコンクリート部材の
打ち継ぎ線のタイプを選択します。

参照項目

図面内の現場打ちコンクリート (476 ページ)

9.14 マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボルの
位置プロパティ
寸法、マーク、注記、テキストの注記オブジェクトと寸法の [配置] ダイアログ ボ
ックス内の設定を使用して、図面内で注記オブジェクトを配置する方法を制御しま
す。

図面を作成する前に、寸法およびマークについて自動配置プロパティを設定できま
す。開いている図面で、マーク、ノート、テキスト、シンボル、寸法の配置プロパ
ティを変更できます。

開いている図面で [配置] プロパティを開くには、次のようにします。

• 開いている図面で、[図面] タブの [プロパティ] をクリックし、[テキスト]、[注
記]、[シンボル]、[寸法] またはいずれかのマーク タイプをクリックします。 そ
の後で、[位置(P)...] ボタンをクリックします。

• 開いている図面で、テキスト、マーク、シンボル、注記、または寸法をダブル
クリックします。 その後で、[位置(P)...] ボタンをクリックします。

オプション 説明

検索マージン 注記オブジェクトの周囲に追加する空
の余白を定義します。

[検索マージン] に大きい値を入力する
と、マークの配置が正常に機能しなくな
ります。

小距離 部材からマーク、溶接マーク、寸法、ま
たはその他の注記オブジェクトまでの
小距離を定義します。

[ 小距離] に大きい値を入力すると、マ
ークの配置が正常に機能しなくなりま
す。
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オプション 説明

大距離 部材からマーク、寸法、またはその他の
注記オブジェクトまでの 大距離を定
義します。

配置区域 マークおよび手動で追加した注記オブ
ジェクトで使用します。

注記オブジェクトを配置する空白部分
を Tekla Structures が検索する領域を定
義します。

溶接の配置は、溶接の方向に依存しま
す。 溶接は特定の領域にのみ配置でき
るので、[配置区域] オプションは利用で
きません。 このオプションは、 終図面
内に手動で追加した溶接に対してのみ
使用可能です。

位置付け [移動] を選択すると、Tekla Structures に
より、マーク、寸法、溶接、またはその
他の注記オブジェクトの 適な位置が
自動的に検索されます。[固定] を選択
すると、マーク、寸法、溶接、またはそ
の他の注記オブジェクトを任意の位置
に配置できます。

[固定] オプションを選択した場合、図面
を更新しても注記オブジェクトの位置
は維持されますが、[移動] を選択した場
合は、Tekla Structures により、注記オブ
ジェクトの 適な位置が自動的に検索
されます。

方向 手動寸法の場合にのみ使用できます。

対象となるオブジェクトのどちら側に
Tekla Structures が寸法を配置するかを定
義します。 この設定は、[移動] 設定に影
響します。

次の図は、マークの検索マージン、 小距離、および 大距離を示しています。

(1) 検索マージン
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(2) 小距離

(3) 大距離

参照項目

図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義 (665 ページ)

9.15 図面のモデル溶接プロパティ
図面および図面ビューに表示するモデル溶接を選択し、溶接の色と線タイプを設定
できます。

• 単品図および製品図で自動溶接記号プロパティを設定するには、次のようにし
ます。[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイ
プを選択します。 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、
変更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックしま
す。 オプション ツリーで[溶接...]をクリックして、必要に応じて設定を調整し
ます。

• 一般図で自動溶接記号プロパティを設定するには、次のようにします。[図面と
レポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプを選択しま
す。 [溶接...] をクリックし、必要に応じて設定を調整します。

• 一般図で図面レベルの溶接プロパティを変更するには、次のようにします。図
面の背景をダブルクリックし、[溶接...]をクリックします。

• ビュー レベルで溶接プロパティを変更するには、次のようにします。図面ビュ
ー フレームをダブルクリックし、[ビュープロパティ] ダイアログ ボックスで
[溶接...] をクリックします。

オプション 説明

[内容] タブ - [表示・非表示]
溶接

サブアセンブリ内の溶接

[表示しない] では、選択したビューまたは図面に溶接
は表示されません。

[現場溶接] は、ビュー/図面に現場溶接のみを表示しま
す。

[工場溶接] は、ビュー/図面に向上溶接のみを表示しま
す。

[両方] は、ビュー/図面に現場溶接と工場溶接の両方を
表示します。
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オプション 説明

表示する 小サイズ 表示する 小サイズを入力すると、指定したサイズ以
下の溶接は図面から除外されます。図面内に規格外
の溶接だけを表示する場合に役立ちます。

溶接サイズを正確なサイズとして扱うか、 小値とし
て扱うかを設定するには、詳細設定の
XS_WELD_FILTER_TYPE を使用します。

標準溶接タイプを除外するには、詳細設定の
XS_OMITTED_WELD_TYPE を使用します。

[内容] タブ:表示

表示 [パス] または [アウトライン] を選択します。

[陰線] または [自部材陰線] で表示するかどうかを選
択することもできます。

溶接されたソリッドは、次の場合、図面に表示されま
す。

• 実際のソリッド支持がある溶接タイプの場合、溶
接ソリッドが図面に表示されます。実際のソリッ
ド支持がない溶接は、モデル内では六角形のプレ
ースホルダーによって表示され、図面内では溶接
ソリッドが表示されません。

• カスタム断面のある溶接もサポートされていま
す。

[表示設定] タブ:可視線

色 溶接線の色を設定します。

タイプ 溶接線のタイプを設定します。

[表示設定] タブ:陰線

色 陰線の色を設定します。

タイプ 陰線のタイプを設定します。

参照項目

図面内の溶接 (480 ページ)

図面におけるモデル溶接マークの表示/非表示と表示設定のプロパティ (964 ペー
ジ)

9.16 図面スケッチ オブジェクト プロパティ
図面内にさまざまな種類 (線、四角形、ポリライン、ポリゴン、円弧、円) のスケ
ッチ オブジェクト (グラフィック オブジェクト) を作成し、それらのスケッチ オブ
ジェクトを使用して、たとえば特定の部分をハイライトできます。 それらの形状
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の表示設定を確認、変更には、それぞれのスケッチ オブジェクトのプロパティ ダ
イアログ ボックスを使用します。

スケッチ オブジェクトのプロパティ ダイアログ ボックスを開くには、[図面] タブ
に移動し、Shift キーを押しながらスケッチ オブジェクト コマンドをクリックしま
す。図面にスケッチ オブジェクトを追加したときは、オブジェクトをダブルクリ
ックしてプロパティを開くこともできます。

ダイアログ ボックスに表示される設定は、スケッチ オブジェクト タイプによって
異なります。

設定 説明

モデルオブジェクトの後ろ [はい] に設定すると、モデル オブジェク
トの後にグラフィック オブジェクトが
配置されます。

ライン:タイプ オブジェクトの線種を定義します。

ライン:色 オブジェクトの線の色を定義します。

ライン:[膨らみ] または [膨らみ] 0～1 の値を指定します。直線長/サグ量
では、以下の計算式でオブジェクトの曲
線セグメントの曲率を定義します。

円弧の高さ = ラインの長さ * 直線長/サ
グ量

ポリラインまたはポリゴンの直線長/サ
グ量を変更すると、そのオブジェクトの
すべてのセグメントが修正されます。

ライン:半径 円弧と円の半径を定義します。

矢印:位置

矢印:タイプ

矢印:
矢印高さを定義します。

矢印:
矢印長さを定義します。
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設定 説明

塗りつぶし:タイプ オブジェクトで使用する塗りつぶしタ
イプを定義します。[選択...] をクリック
すると、使用可能な塗りつぶしタイプが
表示されます。

塗りつぶし:色 塗りつぶしの色を定義します。

塗りつぶし:背景 塗りつぶしの背景色を定義します。

x 方向の倍率

y 方向の倍率

縦横比を固定する

x 方向と y 方向の塗りつぶしの縮尺を定
義します。

角度 塗りつぶしを回転します。 水平の角度
は 0.0 で、垂直の角度は 90.0 です。

オフセット オブジェクト内の塗りつぶしパタンを x
方向と y 方向に指定した値だけ移動し
ます。

参照項目

図面での塗りつぶしの定義 (866 ページ)

図面にスケッチ オブジェクトを描画する (346 ページ)

9.17 基準線プロパティ
基準線プロパティを使用して、図面内の基準線設定を表示および変更します。

• 単品図および製品図で自動基準線プロパティを設定するには、次のようにしま
す。[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプ
を選択します。 左側のオプション ツリーで [ビューの作成] をクリックし、変
更するビューとプロパティを選択して [ビュープロパティ] をクリックします。
オプション ツリーで[基準線(グループ)...]をクリックして、必要に応じて設定を
調整します。

• 一般図で図面レベルの自動基準線プロパティを設定するには、次のようにしま
す。[図面とレポート] タブで、[図面のプロパティ] をクリックし、図面タイプ
を選択します。 [基準線(グループ)...] をクリックし、必要に応じて設定を調整し
ます。

• 一般図で図面レベルの基準線プロパティを変更するには、次のようにします。
図面の背景をダブルクリックし、[基準線(グループ)...] をクリックして必要に応
じて設定を調整します。

• ビュー レベルで基準線プロパティを変更するには、次のようにします。図面ビ
ュー枠をダブルクリックし、[ビュープロパティ] ダイアログ ボックスの [基準
線(グループ)...] をクリックして、必要に応じて設定を調整します。
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オプション 説明

基準線(グループ) [表示] は基準線を表示します。

[表示しない] は基準線を表示しません。

[全ビューで表示] は、すべての図面ビュ
ーに基準線を表示します。このオプシ
ョンは一般図では使用できません。

[基準ラベルのみ] は、基準線ラベルと基
準線の短い断面のみを表示します。表
示する基準線の長さは、[テキスト配置]
ボックスに入力する値によって決まり
ます。図面レベルでは、このオプション
は一般図に対してのみ使用できます。
ビュー レベルとオブジェクト レベルで
は、このオプションはすべての図面タイ
プで使用できます。

テキスト配置 基準ラベルを表示する面、および基準線
の延長線の長さ(基準線の終端からテキ
ストまでの距離)を設定します。

テキスト:[色]、[高さ]、[フォント]、[枠] 基準ラベルのテキストの色、高さ、フォ
ント、および枠を定義します。

基準線を調整する他の方法

さらに、たとえば 、、 を使用して、基準ラベルをさらに調整できます。

参照項目

図面の基準線の定義 (849 ページ)

自動基準線プロパティの定義 (850 ページ)

図面設定の参考資料 997 基準線プロパティ



10免責条項

© 2021 Trimble Solutions Corporation and its licensors. All rights reserved.

本ソフトウェア マニュアルは、該当ソフトウェア製品と共に使用する目的で作成
されています。ソフトウェア製品および本ソフトウェア マニュアルの使用は、ラ
イセンス契約に準拠するものとします。ライセンス契約では、ソフトウェア製品お
よび本マニュアルの特定保証の規定、他の保証の放棄、回復可能な損害賠償の限
定、ソフトウェア製品の許可された使用方法の規定、およびソフトウェア製品の認
定ユーザーの定義を行います。本マニュアルに記載されたすべての情報は、ライセ
ンス契約書に定められた保証の下で提供されます。重要な義務、適用される制限事
項、および権利制限については、ライセンス契約書を参照してください。Trimble
は、テキストに技術的な誤りや誤植がないことを保証いたしません。Trimble は、
ソフトウェアまたはその他の点での変更により、本マニュアルに対して変更および
追加を行う権利を有します。

また、本ソフトウェア マニュアルは、著作権法および国際条約により保護されて
います。本マニュアルまたは本マニュアルの一部を無断で複製、展示、改変、また
は配布した場合、民事および刑事上の厳しい処罰の対象となることがあり、法律で
認められた 大限の範囲まで告訴されます。

Tekla Structures、Tekla Model Sharing、Tekla PowerFab、Tekla Structural Designer、
Tekla Tedds、Tekla Civil、Tekla Campus、Tekla Downloads、Tekla User Assistance、
Tekla Discussion Forum、Tekla Warehouse および Tekla Developer Center は、欧州連
合、米国、およびその他の国における Trimble Solutions Corporation の登録商標また
は商標です。Trimble Solutions の商標の詳細については、http://www.tekla.com/tekla-
trademarks を参照してください。Trimble は、欧州連合、米国、およびその他の国に
おける Trimble Inc. の登録商標または商標です。Trimble の商標の詳細については、
http://www.trimble.com/trademarks.aspx を参照してください。本マニュアルで言及さ
れているその他の製品名および会社名は、それぞれの所有者の商標である可能性が
あります。第三者の製品または商標についての言及は、明示的に記載されている場
合を除き、Trimble による第三者との提携または第三者による推奨を意図せず、そ
のようないかなる提携または推奨も否定するものとします。

この製品の一部には、以下の著作権者の著作権物が利用されています:

EPM toolkit © 1995-2006 Jotne EPM Technology a.s., Oslo, Norway.All rights reserved.

本ソフトウェアの一部は、Open CASCADE Technology ソフトウェアを使用してい
ます。Open Cascade Express Mesh Copyright © 2019 OPEN CASCADE S.A.S. All
rights reserved.

免責条項 998

http://www.tekla.com/tekla-trademarks
http://www.tekla.com/tekla-trademarks
http://www.trimble.com/trademarks.aspx


PolyBoolean C++ Library (C) 2001-2012 Complex A5 Co. Ltd. All rights reserved.

FLY SDK - CAD SDK © 2012 VisualIntegrity™.All rights reserved.

このアプリケーションには、Open Design Alliance によるライセンス契約の規定によ
り、Open Design Alliance ソフトウェアが組み込まれています。Open Design Alliance
Copyright © 2002-2020 by Open Design Alliance. All rights reserved.

CADhatch.com © 2017. All rights reserved.

FlexNet Publisher © 2016 Flexera Software LLC. All rights reserved.

本製品には、Flexera Software LLC とそのライセンサー (存在する場合) が所有する
権利、機密技術、情報、および創作物が含まれています。本技術の一部または全部
を、Flexera Software LLC からの事前の書面による明示的許可なしに、使用、複製、
出版、配布、表示、改変または転載することはいかなる形態または手段を問わず厳
重に禁止いたします。Flexera Software LLC によって書面で明示されている場合を
除き、この技術の所有は、禁反言、黙示などによっても、Flexera Software LLC が
所有するあらゆる知的財産権の下、ライセンスまたは権利を一切付与するものでは
ありません。

サードパーティのオープン ソース ソフトウェアのライセンスを確認するには、
[Tekla Structures] を開き、[ ファイル メニュー --> ヘルプ --> Tekla Structures につい
て ] をクリックし、[サードパーティライセンス] オプションをクリックします。

本マニュアルに記載されているソフトウェアの構成要素は、複数の特許で保護され
ており、米国およびその他の国における係属中の特許出願である場合があります。
詳細については、http://www.tekla.com/tekla-patents を参照してください。

免責条項 999

http://www.tekla.com/tekla-patents

	目次
	1 初めての Tekla Structures 図面
	1.1 Tekla Structures 図面の基本
	1.2 Tekla Structures での図面作成前の準備
	1.3 一般図の作成
	1.4 一般図の変更
	1.5 プレキャスト製作図の作成
	1.6 プレキャスト製作図の変更
	1.7 鉄骨製作図の作成
	1.8 鉄骨製作図の変更

	2 Tekla Structures の図面
	2.1 Tekla Structures の作図モード
	図面内でのスナップ
	図面のスナップ スイッチとスナップ対象設定
	図面で直交点にスナップする
	自由スナップ
	指定した距離にスケッチ オブジェクトを配置する

	図面でのズームとパン
	ズームインおよびズームアウト
	図面でパン


	2.2 図面オブジェクト、ビュー、レイアウト
	2.3 図面の更新方法
	2.4 図面プロパティの設定と変更のさまざまなレベル
	図面作成前の自動図面プロパティの設定
	ビューレベルの図面プロパティの変更
	既存の図面の図面プロパティの変更
	図面オブジェクトプロパティを変更します。
	保存された図面オブジェクトプロパティの読み込み
	詳細なオブジェクト レベル設定
	一般図での詳細なオブジェクト レベル設定の作成
	例: 一般図の図面レベルでの詳細なオブジェクト レベル設定の適用
	キャスト ユニット図での詳細なオブジェクト レベル設定の作成
	例: キャスト ユニット図でのビュー レベルでの詳細なオブジェクト レベル設定の適用

	Tekla Structuresが図面作成時に図面プロパティを適用する方法
	図面の再作成
	図面の再作成に影響する設定
	図面の自動更新および再作成の防止


	2.5 図面タイプ
	一般図
	単品図
	製品図
	キャスト ユニット図
	マルチ図


	3 Tekla Structures での図面の作成
	3.1 図面を作成する前にすべきこと
	3.2 一般図の作成
	3.3 単品図、製品図、またはキャスト ユニット図の作成
	3.4 自動図面作成を作成する
	自動図面作成を作成する
	自動図面作成ウィザード ファイル
	ウィザード履歴ログ

	3.5 マルチ図の作成
	空のマルチ図に図面ビューをリンクまたはコピーする
	選択部材のマルチ図の作成
	選択図面のマルチ図を作成する

	3.6 マスター図面カタログでの図面の作成
	マスター図面タイプ
	マスター図面カタログにおける保存された設定タイプを使用した一般図の作成
	保存された設定を使用したアンカー プランの作成
	アンカー プランの作成
	図面フィルターを使用したアンカー プラン部材の定義
	アンカー プランへの製品の配置

	マスター図面カタログにおける保存された設定を使用した単品図、製品図、キャスト ユニット図の作成
	単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の作成
	例: キャスト ユニット図の個別作成
	例: 類似した部材のグループからの製品図の作成

	マスター図面カタログにおけるルール セットまたはウィザードを使用した図面の作成
	ルール セットまたはウィザードを使用した図面の作成
	例: すべての部材の新しいルール セットおよび図面の作成

	マスター図面カタログでのマスター図面の検索および検索結果の保存
	マスター図面カタログのカスタマイズ
	マスター図面カタログへのマスター図面の追加
	マスター図面カタログへのルールセットマスター図面の追加
	[マスター図面カタログ]への保存された設定マスター図面の追加
	マスター図面カタログへの図面複製テンプレートマスター図面の追加

	マスター図面カタログからのマスター図面の削除
	マスター図面プロパティの変更
	保存された設定のプロパティの変更
	保存された設定での詳細なオブジェクト レベル設定の適用
	ウィザードファイルのプロパティと内容の変更
	ウィザードファイルの内容
	複製テンプレートプロパティの変更
	マスター図面へのサンプル イメージとサムネイル イメージの追加

	マスター図面カタログ フォルダの管理
	フォルダの追加、フォルダ名の変更、フォルダの移動
	他のフォルダへのマスター図面のコピー
	フォルダからのマスター図面の削除



	3.7 図面の複製
	[マスター図面カタログ]での図面複製テンプレートを使用した図面の作成
	他のモデルにある図面複製テンプレートを使用した複製
	ドキュメント管理からの図面複製
	例: 一般図の複製
	選択したビューのみでの寸法の複製
	複製されるオブジェクト
	複製された図面で確認すべきこと
	複製後の図面の関連付けの更新
	テンプレートライブラリの図面テンプレートを使用した複製

	3.8 同じ部材の複数の図面シートの作成
	ウィザードを使用した複数の図面シートの作成
	図面プロパティを使用した複数の図面シートの作成

	3.9 新しいシートへの図面のコピー

	4 図面の編集
	4.1 図面名と図面タイトルの変更
	図面の名前変更
	図面のタイトルの指定

	4.2 図面を開く
	モデルで図面を開く
	図面がすでに開いているときに新しい図面を開く
	選択した図面を読み込めない

	4.3 図面を保存して閉じる
	図面を保存する
	図面を閉じる

	4.4 図面のスナップショット
	図面スナップショットの作成と表示
	スナップショットのオーバーレイ
	モデルでのスナップショットのオーバーレイ
	図面でのスナップショットのオーバーレイ

	4.5 図面の新しいレイアウトの選択
	4.6 図面でのテーブル セットの変更
	図面レイアウトからのテーブルの除外
	除外されたテーブルの移動
	除外されたテーブルの回転
	除外されたテーブルの削除
	レイアウト エディターでの除外されたテーブルの編集
	現在の図面への新しいテーブルの追加
	図面固有の変更の破棄

	4.7 図面ビューの作成と変更
	図面へのビューの作成
	断面図の作成
	円弧断面図の作成
	部分詳細ビューの作成
	部材の追加図面ビューの作成
	モデル ビュー全体の図面ビューの作成
	モデル ビューでの選択した領域からの図面ビューの作成
	図面ビューでの選択した領域からの図面ビューの作成

	図面ビューのコピー、移動、リンク
	他の図面からの図面ビューのコピー
	他の図面から図面ビューへのリンク
	他の図面への図面ビューの移動

	モデルでの図面ビューの表示および修正
	モデルでの図面ビューの表示および修正
	モデルでの図面ビューの操作
	モデル内の図面ビューの例

	図面ビューの変更、配置、および整列
	図面ビューの境界のサイズ変更
	図面ビューのドラッグ
	図面ビューの回転
	図面ビューの整列
	図面ビューの位置調整
	図面ビュープロパティの変更

	製品図の単品図の追加

	4.8 手動による寸法設定
	手動寸法の追加
	一般図への手動寸法の追加
	ユーザー座標系を使用した手動寸法の追加
	寸法注記の内容の制御
	寸法への注記の追加
	例: 自動寸法注記の内容を除外する方法
	関連付けルールを使用した寸法注記の内容の制御

	二重寸法の手動追加
	すべての部材の寸法の再作成
	鉄筋に寸法を追加する
	鉄筋グループへの寸法の追加
	鉄筋寸法の配置
	一般的な寸法マーク、注記付き寸法マーク、および寸法ライン設定
	すべての鉄筋に寸法マークを作成する
	鉄筋寸法の例

	鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定
	鉄筋グループへの寸法の追加
	[鉄筋グループ寸法] の設定
	その他の例

	重心位置 (COG) 寸法の作成
	図面で選択された寸法の強調
	寸法記号プロパティの変更
	寸法線の矢印のカスタマイズ
	アンカープランへの寸法点の追加
	寸法引出し線での寸法補助記号の表示
	寸法の外側の短いテキストの位置を変更します。
	新しい寸法始点を設定する
	閉じ寸法の追加
	寸法点の追加/削除
	寸法点の関連付けの表示と変更
	寸法点の関連付けの表示と変更
	手動寸法での寸法点関連付けの選択
	関連付けルール リストの内容

	垂直寸法線をリンクする
	寸法線の結合
	寸法引出し線の長さの設定
	寸法値のドラッグ
	寸法線の終端の移動

	4.9 図面でマーク、メモ、テキスト、シンボルおよびリンクを作成および変更する
	図面内容管理
	建築オブジェクト リストの使用方法
	図面内の建築オブジェクトへのマークの追加
	マーク数の確認
	図面または図面ビューで建築オブジェクトを非表示にする
	マークの削除
	建築オブジェクトまたはマーク図面プロパティの変更

	図面に部材マークを手動で追加する
	図面に鉄筋マークを手動で追加する
	図面に鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を追加する
	鉄筋のチェックマークを追加する
	鉄筋の注記を追加する
	鉄筋のチェックマークまたは鉄筋の注記を移動する

	図面へのエレベーションマークの追加
	図面への断面マークの追加
	図面の断面マーク、ビュー ラベル、および断面ラインの変更
	部分詳細マークの追加
	図面での部分詳細マーク、ビュー ラベル、およびマークの境界プロパティの変更
	図面へのアソシエート マークの追加
	マークまたは注記のプロパティの変更
	既存の図面でマークの表示・非表示を調整する
	図面での部材マークと溶接マークの更新
	選択部材のマークを削除する
	変更されたマーク、注記、および寸法を確認し、変更マークを削除する
	マークの結合
	結合部材マーク
	手動での部材マークまたはボルト マークの結合
	結合鉄筋マーク
	鉄筋マークの手動結合
	図面プロパティの調整によるマークの結合

	マークとアソシエート マークの引出し線の始点のドラッグ
	上付き文字のテキストの追加
	図面へのテキストの追加
	図面へのリンクの追加
	図面にリッチ テキスト ファイルへのリンクを追加する
	別の図面へのリンクを作成する
	図面でのハイパーリンクの追加
	図面でのDWGファイルとDXFファイルへのリンクの追加
	図面にイメージ ファイルへのリンクを追加する

	独立した注記オブジェクトのプロパティの変更
	図面でのリビジョンマークの追加
	図面へのシンボルの追加
	図面でのシンボルの追加
	マークへのシンボルの追加
	シンボルファイルのシンボルの変更
	使用中のシンボルファイルの変更
	新しいシンボルファイルの作成
	シンボルのプロパティの変更
	引出し線の矢印シンボルのカスタマイズ
	図面での仕上げ材シンボルの追加
	シンボル エディター
	シンボル ファイルの検索順序
	イメージおよびシンボルの企業フォルダの定義


	4.10 図面オブジェクトの表示/非表示の切り替え
	図面および図面ビューでオブジェクトを非表示にする
	図面内の非表示の部材のリスト表示
	図面スケッチ オブジェクトの寸法の表示/非表示の切り替え

	4.11 注記オブジェクトの配置
	4.12 選択した図面オブジェクトの整列
	4.13 図面オブジェクトのドラッグ、形状変更、サイズ変更
	4.14 Tekla Structures 図面のカット ラインの表示
	カットラインの作成
	カットラインの更新
	カットラインの削除

	4.15 図面プラグインの分解および通常の図面オブジェクトの使用
	4.16 図面スケッチ ツールおよびスケッチ オブジェクト
	図面にスケッチ オブジェクトを描画する
	図面でスケッチ オブジェクトを結合および分解する
	図面でスケッチ オブジェクトの順序を変更する
	図面へのパターンラインの作成および追加
	パターンラインの作成
	図面へのパターンラインの追加
	パターンラインの要素

	図面の線のトリム
	スケッチ オブジェクトを分割する
	スケッチ オブジェクトを等分する
	オフセットを使用してスケッチ オブジェクトをコピーする
	図面でのフィレットの作成
	図面での角処理の作成
	修正ツールを使用して部材の面およびアウトラインを非表示にする

	4.17 図面の建築オブジェクト
	建築オブジェクトプロパティの変更
	ビューごとの部材の短縮表示
	図面上での角処理 (面取り)
	図面での角処理(面取り)の表示
	角処理のデフォルトのラインの色とタイプの定義
	手動による角処理のラインの色とタイプの変更
	角処理へのアソシエートマークの追加
	例: 角処理(面取り)

	図面内のフィレット縁端
	図面でのフィレット縁端の表示
	例

	一般図に隣接部材および隣接鉄筋を表示する
	図面内の螺旋梁
	螺旋梁の寸法設定
	螺旋梁の部材マーク
	螺旋梁の寸法およびマークの例

	図面内の鉄筋
	グループ内の単一の鉄筋の表示
	図面内の鉄筋に関するレイヤー情報の表示
	手動による鉄筋マークの追加
	鉄筋グループ マーキング アプリケーションによる鉄筋マークの追加
	鉄筋グループのマーク
	[鉄筋グループ マーキング] の設定

	[鉄筋の解説図を作成] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成
	解説図の作成

	[鉄筋の解説図とマーキング] アプリケーションによる鉄筋の解説図の作成
	鉄筋の解説図とマークの作成
	[鉄筋の解説図とマーキング] の設定

	鉄筋への寸法の追加
	鉄筋グループへの寸法の追加
	鉄筋寸法の配置
	一般的な寸法マーク、注記付き寸法マーク、および寸法ライン設定
	すべての鉄筋に寸法マークを作成する
	鉄筋寸法の例

	鉄筋グループ寸法アプリケーションによる鉄筋の寸法設定
	鉄筋グループへの寸法の追加
	[鉄筋グループ寸法] の設定
	その他の例

	溶接金網の図面ビューの作成
	図面に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する
	鉄筋加工図に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する
	鉄筋マークの解説図に鉄筋カプラーと端部アンカー シンボルを表示する


	図面内の現場打ちコンクリート
	図面内の現場打ちコンクリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ちコンクリートの打ち継ぎの変更
	現場打ちコンクリート部材打ち継ぎシンボルの変更
	現場打ちコンクリートの図面およびレポートの例

	図面内の溶接
	図面での溶接の表示方法
	手動による図面溶接マークの追加
	例: 図面に追加された溶接マーク
	手動によるモデル溶接マークの追加
	例: 図面内のモデル溶接
	図面のモデル溶接記号の表示/非表示と外観の変更
	図面でのモデル溶接オブジェクトの表現設定と表示設定の変更
	溶接マークのドラッグ
	溶接マークの結合
	溶接タイプ記号のカスタマイズ


	4.18 図面で選択されている複製
	複製設定の調整
	選択した注記とオブジェクト プロパティの複製
	制限事項

	4.19 図面内の 2D ライブラリ
	図面 2D ライブラリの開始および表示
	2D ライブラリから図面へのディテールの挿入
	図面 2D ライブラリでの新しいディテールの作成
	図面 2D ライブラリでの新しいフォルダーの作成およびフォルダーのコピー/移動
	図面 2D ライブラリでのディテール プロパティの変更
	ディテールの分解
	ディテールに含まれる寸法の分解
	ディテールに含まれるシンボルの分解
	ディテールのオブジェクトの更新
	図面 2D ライブラリから図面への .dwg ファイルの挿入
	図面 2D ライブラリから図面にイメージを挿入する

	4.20 図面内のカスタム表示
	4.21 Tekla Structures 図面のモーメント コネクション シンボル (図面ツール)
	モーメントコネクションシンボルの作成(図面ツール)
	モーメントコネクションシンボルの更新(図面ツール)
	モーメントコネクションシンボルの削除(図面ツール)

	4.22 図面内の基準線
	図面で基準線と基準線プロパティを変更する
	図面の基準線ラベルのカスタマイズ
	基準線モデルプロパティの変更
	図面の基準線ラベルのカスタマイズ
	単一の基準線の基準線ラベルのカスタマイズ
	カスタム基準線ラベルの変更
	基準線の一方の端部のみの基準線ラベルのカスタマイズ
	水平基準線と垂直基準線へのカスタマイズした別々の基準線ラベルの追加
	基準線の座標と頭マークを図面の基準線の軸にテキストとして表示する
	制限事項

	基準線ラベルのドラッグ
	グループまたは単独の基準線の非表示

	4.23 図面内の色
	図面の色の変更
	図面での特殊な色の指定

	4.24 図面内の参照モデル
	4.25 ユーザー座標系 (UCS)
	新しいUCSの設定
	2つのユーザー座標系の切り替え
	UCSのリセット


	5 図面の管理
	5.1 ドキュメント管理
	ドキュメント管理を開く
	ドキュメント管理の内容のフィルター、並べ替え、調整
	ドキュメントの検索
	インバリアント検索値
	検索ベースのドキュメント カテゴリーの作成
	手動のドキュメント カテゴリーの作成
	カテゴリの関連タイプを変更する
	ドキュメント管理内に関連する図面があるモデル オブジェクトの検索
	モデル内で選択したオブジェクトに関連する図面の検索
	ドキュメントを開く
	出図、ロック、フリーズ、および出図準備完了としてマーク
	図面の改訂
	ドキュメント管理の行をクリップボードにコピー
	一般図の作成
	ドキュメント管理に含めるファイル ドキュメントの設定
	ドキュメント管理の列に表示する図面 UDA の設定
	ドキュメント管理ログ
	図面状態フラグと関連ステータス メッセージ
	ドキュメント管理で使用可能な他の機能

	5.2 モデル変更時の図面の更新
	5.3 図面のロック
	5.4 図面のフリーズ
	5.5 図面に出図準備完了のマークを付ける
	5.6 図面の出図
	5.7 図面の改訂
	図面リビジョンの作成
	図面リビジョンの変更
	図面リビジョンの削除
	図面リビジョンで使用される属性

	5.8 図面のバージョンの管理
	図面のバージョン リストを開く
	図面のバージョンの管理
	図面のバージョンの機能
	Tekla Model Sharing における図面のバージョン


	5.9 シングルユーザー モードでの不要な図面ファイルの削除
	5.10 図面とファイル ドキュメントの削除
	5.11 図面リスト

	6 図面の印刷
	6.1 .pdf ファイル、プロットファイル (.plt)、またはプリンターへの出力
	単一プリンターへの出力
	複数のプリンターへの出力
	図面での線の太さ

	6.2  印刷設定と検索順序
	6.3 印刷で使用される設定ファイル
	6.4 印刷出力ファイル名のカスタマイズ

	7 プリンター カタログ プリンター定義を使用した図面の印刷 (以前の印刷)
	7.1 個々の図面の印刷 (以前の印刷)
	例: A4横方向で印刷する
	例: A3縦方向で印刷する
	例: A3の図面をA4用紙に印刷する

	7.2 サイズの異なる複数の図面の一括印刷 (以前の印刷)
	7.3 .pdf ファイルの作成 (以前の印刷)
	7.4 ファイルへの出力 (以前の印刷)
	7.5 印刷ファイル名のカスタマイズ (以前の印刷)
	印刷ファイル名をカスタマイズするためのスイッチ (以前の印刷)

	7.6 複数枚への印刷 (以前の印刷)
	7.7 [図面の印刷] ダイアログ ボックスの印刷設定 (以前の印刷)
	7.8 図面の枠と折れ線マーク (以前の印刷)
	印刷出力への枠と折り目マークの追加 (以前の印刷)

	7.9 [プリンターカタログ] でのプリンター定義の設定 (以前の印刷)
	プリンター定義の追加
	ファイル出力用定義の追加
	Adobe PostScriptプリンター定義の追加
	印刷用紙サイズと印刷領域h x bの定義
	カラーテーブルの線の太さ(ペン番号)
	色ごとのペン番号(線の太さ)の変更


	7.10 印刷のヒント (以前の印刷)

	8 自動図面設定の定義
	8.1 図面レイアウトの定義
	図面レイアウトを作成および編集する
	図面レイアウト エディターを開く
	新しい図面レイアウトの作成
	図面レイアウトに新しいテーブルを追加する
	図面レイアウトでテーブルを移動する
	図面レイアウトからテーブルを削除する
	図面サイズ、フレーム、折り目マークを調整する
	図面ビューの位置を調整する
	図面レイアウト内のテーブルの表示/非表示を調整する
	図面レイアウトの編集

	例: 図面レイアウト内の図面サイズごとに異なるテーブル セットを使用する
	図面レイアウトのテーブル
	テーブル セット
	テンプレート エディタでテーブルを編集する

	8.2 図面サイズと図面ビューの縮尺の定義
	図面ビューの正確な縮尺と図面の自動サイズの設定
	図面の正確なサイズと自動図面ビューの縮尺の設定
	図面のオートスケールと自動サイズ

	8.3 図面でのオブジェクト保護および配置設定の定義
	図面の領域の保護
	単品図、製品図、およびキャスト ユニット図の自動保護設定の定義
	一般図の自動保護設定の定義
	ビュー レベルでの既存の図面の保護設定の変更

	マークの自動配置設定の定義
	寸法の配置設定の定義
	図面ビューの自動的な自由配置または固定配置の定義

	8.4 図面ビューの定義
	単品図、製品図、およびキャストユニット図で作成するビューの定義
	一般図の自動図面設定の定義
	ビュー ラベルとビュー ラベル マークの定義
	図面ビューの投影タイプの設定
	製品図への単品図の追加
	図面ビュー内の部材の向き
	座標系の変更
	図面ビュー内の部材の回転
	正面図面ビューに表示される鋼材または木材の面を選択する
	製品図で部材のビュー方向を設定する
	製品図で柱のビュー方向を設定する
	製品図で梁とブレースのビュー方向を設定する

	図面でのプレート方向の変更

	図面内の隣接部材を表示する
	製品およびキャスト ユニット図で隣接部材を表示する
	一般図に隣接部材を表示する

	部材の短縮または延長
	モデル内の部材の短縮表示
	モデル内の部材の延長表示
	図面ビュー内の部材の短縮表示
	図面ビュー内の短縮表示した部材の延長表示

	図面での折れ梁の展開
	図面での変形部材の平面展開
	図面での部材の開口部と凹部の表示
	自動断面図プロパティの定義
	自動断面図プロパティの定義
	断面図およびマーク設定の例
	図面の断面図と端部ビューへのビュー方向マークの表示
	端部ビューおよび断面図の位置の定義


	8.5 寸法内容の定義
	ビューレベルの自動寸法とは
	ビューレベルの自動寸法の追加
	図面プロパティファイルの定義
	作成する図面ビューの定義
	ビューの寸法の定義
	ビュープロパティとビューを関連付け、図面プロパティを保存
	ワークフローの例:ビューレベルで外形と孔の自動寸法を作成する

	寸法作成ルールのプロパティ
	ビュー レベルでの寸法作成のための図面ビュー フィルターの作成
	図面ビュー フィルターの作成
	孔およびリセスのフィルターの作成
	製品のメイン部材のフィルターの作成
	寸法注記の除外フィルターの作成
	断面図でのあばら筋の除外フィルターの作成

	形状、孔、およびリセスの寸法作成方法
	各種寸法タイプを使用するさまざまなシナリオ
	ビュー レベルの寸法作成のみの使用
	ビュー レベルの寸法作成と統合寸法の両方の使用
	統合寸法のみの使用

	統合寸法タイプを使用したビューごとの自動寸法の追加
	同じ寸法線への同一オブジェクトのグループ化
	エレベーション寸法の追加
	チェック用寸法
	チェック用寸法の作成

	例: 部材の寸法設定
	例: ボルトの寸法設定
	例: 位置の寸法設定
	例: 閉じ寸法
	例: 寸法結合
	例: ボルトグループ寸法の結合
	例: 前方オフセット
	例: 基準線寸法
	例: 短寸法の最大長
	例: 優先する寸法配置
	例: 鉄筋寸法

	自動二重寸法の追加
	展開した部材への寸法の追加
	ボルトへの最小および最大位置寸法の追加
	寸法線のはみ出し量の設定
	絶対寸法の表示の変更
	誇張した寸法の作成
	半径寸法の頭マークの変更
	プレートへの寸法の追加
	プロファイルへの寸法の追加
	傾斜寸法テキスト
	一般図への自動的寸法の追加
	一般図の寸法設定におけるオブジェクトグループ
	異なる寸法線上のオブジェクトグループの寸法設定
	例: 基準線と外形寸法
	例: 引き出し線の最大長オプション
	例: 完全には表示されない部材の寸法設定
	例: 基準線外の寸法の数の制限
	例: 部材の寸法を配置する
	例: アンカープランを寸法設定する


	8.6 マークの定義
	自動マークの追加
	自動マークの表示の調整
	自動マークのテキスト、フレーム、および引出し線の調整
	詳細設定による部材マーク引出し線の調整
	鉄筋マーク引出し線の基準点の自動配置

	マーク配置
	梁、ブレーシング、および柱マークの事前定義の位置の設定
	引出し線タイプが部材マークおよび仕上げ材マークのマーク位置に与える影響
	鉄筋グループのマーク位置に結合が与える影響
	引出し線タイプが鉄筋のマーク位置に与える影響

	マークの自動結合
	結合部材マーク
	部材マークの自動結合
	結合鉄筋マーク
	鉄筋マークの自動結合

	非表示部材のマークの枠と引出し線の表示
	マークの単位設定の変更
	自動マークへの属性の追加
	自動部材マークへのレベル属性の追加
	マークにテンプレートを追加する
	例1: 個々の値フィールドとテキスト要素を含むマークテンプレートを作成する
	例2: 値フィールドに式を含むマークテンプレートを作成する

	自動マークへのシンボルの追加
	詳細設定を使用したボルトマークのサイズの定義
	自動鉄筋マークへの解説図の追加

	8.7 図面の基準線の定義
	自動基準線プロパティの定義

	8.8 図面部材と隣接部材の定義
	自動図面部材プロパティの定義
	例: 部材表示
	自動隣接部材プロパティの定義
	部材の方向の表示
	一般図での方向マークとしての部材マークの使用
	部材マークへの方位の表示
	方向マーク (北マーク) の表示
	接合面記号の表示


	8.9 図面ボルトの定義
	図面の自動ボルトプロパティの定義
	カスタマイズしたボルトシンボルの作成
	例: ボルト表示

	8.10 図面での塗りつぶしの定義
	図面で部材およびスケッチ オブジェクトにハッチング (塗りつぶし) を追加する
	自動図面ハッチングの塗りつぶしパターンの設定 (.htc)
	例: 断熱材の塗りつぶしパタン

	8.11 図面仕上げ材の定義
	図面での自動仕上げ材の定義

	8.12 図面溶接の定義
	図面の自動モデル溶接記号プロパティの定義

	8.13  図面現場打ちコンクリート部材の定義
	現場打ちコンクリート、現場打ちコンクリート マーク、現場打ちコンクリート打ち継ぎの図面での表示

	8.14 図面鉄筋および溶接金網の定義
	自動鉄筋および溶接金網プロパティの定義
	例: 図面で鉄筋線を非表示にする
	例: 鉄筋表示
	図面の鉄筋セットの自動グループ化

	8.15  図面、レポート、およびテンプレートの単位と小数点
	8.16 図面内のユーザー定義情報
	自動ユーザー定義図面属性の変更
	新しいユーザー定義図面情報の作成

	8.17 TeklaStructures.linでのカスタマイズした線タイプの定義

	9 図面設定の参考資料
	9.1 一般図プロパティ
	9.2 単品図、製品図、およびキャスト ユニット図のプロパティ
	9.3 レイアウトのプロパティ
	9.4  図面のビュープロパティ 
	9.5 断面図プロパティ
	9.6 寸法記号と寸法内容のプロパティ
	[寸法記号プロパティ] - [一般]タブ
	[寸法記号プロパティ] - 単位、精度、表示形式
	[寸法記号プロパティ] - [表示設定]タブ
	[寸法プロパティ] - [マーク] タブと [中期] タブ
	鉄筋寸法マーク プロパティ
	[鉄筋] タブ
	[一般] タブ
	[表示設定] タブ
	[マーク] タブと [注記] タブ

	[寸法内容プロパティ] - [一般] タブ (統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [位置寸法]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [部材寸法]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [ボルト寸法]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [寸法グルーピング]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [サブアセンブリ]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [鉄筋寸法]タブ(統合寸法)
	[寸法内容プロパティ] - [基準線]タブ(一般図)
	[寸法内容プロパティ] - [部材]タブ(一般図)

	9.7 マークプロパティ
	マーク プロパティ - [内容]タブ、[一般]タブ、[結合]タブ、および [表示設定] タブ
	マーク内容
	マークの共通要素
	部材マークの要素
	ボルト マークの要素
	鉄筋マークと隣接鉄筋マークの要素
	溶接金網マークと隣接溶接金網マークの要素
	結合鉄筋マークの要素
	Object Missing
	現場打ちコンクリート部材マーク要素
	仕上げ材マークの要素
	断面および部分詳細マークの要素
	ビュー、断面図、および部分詳細ビューのラベルマークの要素

	ビューラベルマーク、断面マーク、部分詳細マークの位置プロパティ
	図面の溶接マークプロパティ
	図面におけるモデル溶接マークの表示/非表示と表示設定のプロパティ
	エレベーションプロパティ

	9.8 引出し線タイプ
	9.9 図面の部材および隣接部材のプロパティ
	9.10 図面のボルトの内容と表示のプロパティ
	9.11 図面の仕上げ材の表示と内容のプロパティ
	仕上げ材の塗りつぶしパタンのプロパティ(surfacing.htc)

	9.12 図面の鉄筋/隣接鉄筋と溶接金網のプロパティ
	図面の鉄筋設定 (rebar_config.inp)

	9.13 図面の現場打ちコンクリート部材オブジェクトと現場打ちコンクリート部材の打ち継ぎのプロパティ
	9.14 マーク、寸法、アソシエートマーク、テキスト、シンボルの位置プロパティ
	9.15 図面のモデル溶接プロパティ
	9.16 図面スケッチ オブジェクト プロパティ
	9.17 基準線プロパティ

	10 免責条項



